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1. 調査の背景・目的 

 

特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善の促進に関する法律（以下「化管

法」という。）は、排出量・移動量の届出を行う PRTR 制度及び指定化学物質等の情報提供等を

行う SDS 制度を講じることにより、事業者による化学物質の自主的な管理の改善を促進し、環境

の保全上の支障を未然に防止することを目的としている。化管法は平成 11 年７月に制定、平成

12 年３月に施行された。化管法附則第３条により、施行後７年を経過した場合に見直すこととされ

ており、平成 20 年 11 月に化管法施行令を改正した。前回見直しから 10 年を迎えたことから、化

管法の課題や見直しの必要性及び方針について検討を行い、令和元年６月に、産業構造審議会

製造産業分科会化学物質政策小委員会制度構築ワーキンググループ、中央環境審議会環境保

健部会化学物質対策小委員会合同取りまとめが公表された。これを受けて、薬事・食品衛生審議

会薬事分科会化学物質安全対策部会 PRTR 対象物質調査会、化学物質審議会安全対策部会

化管法物質選定小委員会、中央環境審議会環境保健部会 PRTR 対象物質等専門委員会合同

会合を開催し、化管法対象物質の見直しに関する検討を行い、令和２年８月に物質選定に係る答

申が取りまとめられた。答申を踏まえて、対象物質を指定する化管法施行令を改正する政令案が

パブリックコメントにかけられた。 

本事業では、今般の見直しを受けた改正後の化管法の適切な施行に向けて、必要な措置の調

査・検討等を行うことを目的とした。また、今般の見直しにおいて、中長期的課題とされた事項へ

の対応について調査・検討等を行った。 

また、事業者による化学物質の自主的管理の改善の促進と環境保全上の支障の未然防止の

ためには、事業者は事業所からの化学物質の排出量等を把握するだけでなく、その化学物質に

よって生じる周辺環境における人や動植物に対するリスクを把握し、必要に応じてそのリスクを削

減することが必要である。さらに、リスクコミュニケーション等により、リスク管理の内容やその効果

について、周辺住民等の理解を得ていくことが求められており、現在国が提供しているばく露量評

価ツールの活用を促進するための調査を行った。 

 

2. 調査内容 

2.1. 化管法及びその見直しに関する周知活動 

改正後の化管法の実施、化管法を取り巻く状況に関する講習会を実施した。また、併せて事業

者が自主的かつ適切なリスク管理が実施できるよう、ばく露評価モデルの１つである METI-LIS

の紹介、有害性の情報伝達の基礎となる GHS の分類及び SDS の作成方法、 SDS の作成を

支援する独立行政法人製品評価技術基盤機構が提供する GHS 混合物分類判定ラベル作成シ

ステム（主に Web 版）に関する講習会を実施した。 

また、改正化管法の周知に用いる、改正のポイントや対応しなければならない点をわかりやす

くまとめたパンフレット及びチラシ(電子媒体）の作成を行った。 

さらに、化管法の運用にあたり、PRTR 届出の事務を都道府県知事より委任されている都道府
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県等の担当職員向けの研修について、講義動画の撮影と編集及び、令和４年度以降のプログラ

ム案の検討を行った。 

 

2.2. PRTR排出量等算出マニュアルの見直しに向けた調査・検討 

PRTR の届出にあたり、事業者が排出量等を把握する際の参考に、経済産業省と環境省が共

同で「PRTR 排出量等算出マニュアル」を作成し、ホームページで公開している。PRTR 届出デー

タの正確性の向上を図るため、また、化管法対象物質の見直しを反映させるために当該マニュア

ルの見直しを行った。令和２年度においては化管法見直しにより新規対象となる候補物質（約

200 物質）について、文献調査により用途情報、物性情報の収集を行った。令和３年度において

は、用途情報を元に新規対象候補物質を使用していると考えられる業界団体を特定し、文献調査

及び業界団体（最大 20 団体程度を想定）等へのヒアリング（電話、メール、対面（Web 会議を含

む）等））により、新規対象候補物質の使用実態、排出量の算出事例等を調査し、PRTR 排出量等

算出マニュアル反映する内容を整理した。改正後の対改正後の対象物質にあわせて、PRTR 排

出量等算出マニュアルの「4-2-5 対象物質一覧表」、「4-2-6 対象物質別名一覧表」、「4-2-8 物質

群構成化学物質の例」の更新を行った。 

その他、今後、引き続き調査・検討が必要な課題について整理を行った。 

 

2.3. 化管法指定化学物質のハザードデータの整理 

改正後の化管法の指定化学物質（約 650 物質）について、選定根拠となった有害性情報を指

定化学物質毎に ハザードデータシートとして整理を行った。 

 

2.4. 化管法の中長期的課題の検討 

化管法の対象物質の選定において、より環境への排出実態を反映した物質選定が行えるよう、

ばく露の指標として化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律（以下「化審法｣という。）に

基づく審査等で使用している排出係数を活用した推計排出量が利用されている。今後の対象物

質の見直し等に向けて、化学物質のライフサイクル全体での環境排出等に関する科学的知見の

集積に努め、化管法の物質選定のための適切な排出係数を検討することの必要性が審議会にて

指摘された（化学物質審議会答申）。 

そこで、令和３年度においては、令和２年度に明らかとなった課題等を踏まえて、次の①～③を

行い、今後の課題について整理を行う。実施にあたり、必要に応じて、業界団体、事業者ヒアリン

グを通じて必要な情報の収集を行った。 

 

2.5. ツールを活用した化学物質のリスク評価に関する調査 

リスク評価のために国が提供している暴露評価ツール（以下「METI-LIS」という。)について調査

を行った。令和元年度委託事業においては、使用者によりわかりやすい内容となるよう取扱説明

書を見直し、操作手順及びばく露評価の事例集作成等を行った。令和２年度は令和元年度のセミ
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ナー参加者において関心を示していたものの METI-LIS の利用実績のない事業者や地方自治体

の紹介による事業者に対し、本ツールの利用を依頼し、各社におけるリスク評価の際の METI-

LIS の有効性について調査を行った。本調査において、METI-LIS を活用した化学物質の大気中

拡散シミュレーション結果が、事業者の化学物質の自主管理に一定の有効性は認められたもの

の、行政、周辺住民を含めた共通認識としてのリスク評価あるいはリスク管理へと展開させるため

の具体的な活用方法についてさらなる調査が必要であることが明らかとなった。 

令和３年度においては、令和２年度に実施した事業者による評価結果を踏まえ、利用者が

METI-LIS を活用した化学物質の自主管理に取り組みやすいように、令和２年度調査時の METI-

LIS 利用者にヒアリング等（電話や WEB 会議での実施も可能とする）を行い、具体的な自主管理

への活用方法等について調査をおこなうとともに、それらを整理し、具体的な METI-LIS 活用事例

集及び活用マニュアルの作成を行った。 

 

3. 実施機関 

令和３年７月 30 日から令和４年２月 28 日。 
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4. 調査結果 

4.1. 化管法及びその見直しに関する周知活動 

4.1.1. 一般向け講習会 

4.1.1.1. 広報活動 

講習会の目的・開催日程・実施方法・受講方法・問い合わせ先等を記載した開催案内を、野村

総合研究所ホームページに掲載した

（https://www.nri.com/jp/service/mcs/koubo/chemical_substance_management_2021）。経済

産業省ホームページには、概要及び野村総合研究所の該当ホームページへのリンクを掲載し

た。また、「NITE ケミマガ」（製品評価技術基盤機構）の配信により、周知を図った。 

 

4.1.1.2. 受講方法 

本年度は昨年度同様に新型コロナウイルス感染症の拡大もあり、従来の対面方式ではなく、特

設サイトを設置し、期間限定で講習動画や資料等を配信するオンライン形式での講習会を実施し

た。受講者は、野村総合研究所ホームページ上に掲載した特設サイト（https://www.prtr-sds-

r2.go.jp/）の URL にアクセスし、全受講者共通のログイン ID 及びパスワードを入力することで、

受講期間中はいつでも受講できる方法を取った。なお、事前登録は不要で、無料で受講すること

ができるものとした。受講手順は下記の通りである。 

 

① 特設サイトへのアクセス 

特設サイトの URL へアクセスし、ログイン ID とパスワードを入力する。 

② 動画視聴 

ログイン後、受講したい講座を選択し、セミナー動画を視聴する。 

③ 資料閲覧 

セミナー動画を視聴後、セミナー資料（閲覧用）で内容を補完する。 

④ アンケート回答＋資料ダウンロード 

各講座の動画視聴・資料閲覧後、講座ごとのアンケートに回答し、セミナー資料をダウンロードす

る。 

※ アンケートへの回答率を向上させるため、アンケートへの回答を資料ダウンロードの必須条件

とした。 

※セミナー資料（閲覧用）は、JavaScript を用いて、講習期間をすぎると閲覧できなくなるように設

定した。 

 

また、別途問い合わせ窓口（メールアドレス）を設置し、受講者からの問い合わせ受付と、受講

サポートを実施した。 

なお、特設サイトの作成等のオンライン講習会の実施業務に関しては、株式会社イーサー（沖

縄県）に再委託を行った。 

https://www.nri.com/jp/service/mcs/koubo/chemical_substance_management_2021
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4.1.1.3. 実施内容 

先述の通り、講習会はオンライン形式で実施した。動画共有プラットフォーム YouTube に、講習

会用のコンテンツ動画を限定公開状態でアップロードし、特設サイト経由でのみ閲覧可能とした。

講習会では、化管法の見直し検討状況等、化管法を取り巻く状況について扱った。 

化管法に関する理解及び、適切な運用を促進するために、昨年度の講習会から 3 つの変更を

行った。1 つ目は、講習動画に読み上げ音声を追加した。これは、昨年度の講習会における受講

者アンケートより、「動画に音声がなくわかりにくかった」との旨のご意見を多く頂戴したためである。

2 つ目は、講習内容として、新たに「PRTR の届出も電子届出を活用しよう～とっても便利な機能

をご紹介～」を追加した。これは、PRTR の届出において、記入漏の防止や疑義照会の際の負担

軽減等のメリットの大きい「電子届出」を促進するためである。3 つ目の変更点は、「混合物分類判

定システムの使用方法について」に関する講習会について、昨年度取り扱ったダウンロード版で

はなく、WEB 版である NITE-Gmiccs を取り上げた。これは、ダウンロード版の GHS 混合物分類

判定システムの更新が行われなくなり、NITE-Gmiccs に移行するためである。 

オンラインでの実施であったこと、申込に制限をかけない等ハードルを下げたこと、動画は繰り

返し視聴可能であったこと等の理由から、動画再生数は昨年度の講習会同様、対面実施の受講

者数よりも多かった。講習会の実施内容、講習会の講師及び講演内容等は次の通り。また、参考

までに、2019 年度（対面実施）及び、2020 年度（オンライン実施）の講習会受講者数も記載した。 
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図表 4-1 講習会の実施内容 

セミナー名 
化学物質管理 WEB セミナー2021 

ー化管法／リスク評価／化管法に基づく SDS・ラベル作成の概要ー 

実施期間 
（講座配信期間）2022 年 1 月 11 日（火）～1 月 31 日（月） 

（質問回答掲載期間）2022 年 2 月 1 日（火）～2 月 15 日（火） 

実施方法 オンライン（視聴用動画＋資料ダウンロード） 

参加対象 
化管法（見直し状況も含む）について知りたい方 

化学物質のリスク評価について知りたい方 

セミナー内容 

1. 化管法の概要及び、見直しの概要 

  （経済産業省 化学物質管理課 化学物質リスク評価室） 

2. PRTR の届出も電子届出を活用しよう～とっても便利な機能をご紹介～ 

（製品評価技術基盤機構 化学物質管理センター リスク管理課） 

3. 化学物質の適正管理とリスク評価 

（製品評価技術基盤機構 化学物質管理センター リスク管理課） 

4. リスク評価ツールのご紹介 

  （産業環境管理協会 環境管理部門 国際協力・技術センター） 

5. SDS 制度及び GHS 分類ガイダンスを活用した SDS・ラベル作成 

  （SDS 研究会） 

6. GHS 混合物分類判定システム（NITE-Gmiccs）の使用方法について 

  （製品評価技術基盤機構 化学物質管理センター 情報業務管理課） 

参加費 無料 

主催 経済産業省 

事務局 株式会社 野村総合研究所 

出典 NRI 作成 
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図表 4-2 講習会の講演内容及び、再生数（2021年度） 

No 講師 講演内容 
講習動画の 

所用時間 
再生数 

1 
経済産業省 製造産業局 

化学物質管理課化学物質リスク評価室 

化管法の概要 13 分 14 秒 2,887 回 

化管法見直しの概要 14 分 48 秒 1,627 回 

2 
独立行政法人製品評価技術基盤機構 

化学物質管理センター リスク管理課 

PRTR の届出も電子届出

を活用しよう 
６分 52 秒 1,126 回 

3 
独立行政法人製品評価技術基盤機構 

化学物質管理センター リスク管理課 

化学物質の適正管理とリ

スク評価 
６分 13 秒 1,365 回 

4 
一般社団法人 産業環境管理協会 

環境管理部門国際協力・技術センター 

リスク評価ツールのご紹

介 
６分 50 秒 1,179 回 

5 SDS 研究会 

SDS 制度及び GHS 分類

ガイダンスを活用した

SDS・ラベル作成 

９分 13 秒 1,537 回 

6 

独立行政法人製品評価技術基盤機構 

化学物質管理センター 

情報業務管理課 

GHS 混合物分類判定シ

ステム（NITE-Gmiccs）の 

使用方法について 

７分 58 秒 1,180 回 

出典 NRI 作成 

 

図表 4-3（参考）2020年度の講習会の講演内容及び、再生数 

No 講師 講演内容 
講習動画の 

所用時間 
再生数 

1 
経済産業省 製造産業局 

化学物質管理課化学物質リスク評価室 

化管法の概要 ７分 29 秒 3,573 回 

化管法見直しの概要 ９分 44 秒 2,118 回 

2 
独立行政法人製品評価技術基盤機構 

化学物質管理センター リスク管理課 

化学物質の適正管理とリ

スク評価 
３分 33 秒 1,352 回 

3 
一般社団法人 産業環境管理協会 

環境管理部門国際協力・技術センター 
リスク評価ツールのご紹介 ４分 54 秒 1,779 回 

4 SDS 研究会 

SDS 制度及び GHS 分類

ガイダンスを活用した

SDS・ラベル作成 

４分 11 秒 1,782 回 

5 日本ケミカルデータベース株式会社 

GHS 混合物分類判定シス

テムの 

使用方法について 

４分 45 秒 1,484 回 

出典 NRI 作成 

 

図表 4-4（参考）2019年度の講習会（対面実施）の受講者数 

出典 NRI 作成  

地域 日時 会場 申込者数 受講者数 参加率 

東京 
2020 年２月 12 日 

13 時～17 時 

TKP 御茶ノ水 

カンファレンスセンター 
274 名 221 名 80.7% 

大阪 
2020 年２月 19 日 

13 時～17 時 
大阪コロナホテル 194 名 156 名 80.4% 

合計 468 名 377 名 80.6% 
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4.1.1.4. 受講者アンケートの実施及び集計結果 

 実施内容 

講習会では、受講者に対し、オンラインによるアンケート調査を講座ごとに実施し、講習会開催

効果を検証した上で、講習会受講による習熟度合いや国からの情報発信に関する活用状況等に

ついて調査分析を行った。実際のアンケート票は、添付資料①「アンケート設問（化学物質管理

WEB セミナー）」の通りである。 

 

 回収状況 

アンケートの回収状況は、「化管法の概要及び、見直しの概要」で 1,700 サンプル、「PRTR の届

出も電子届出を活用しよう」で 872 サンプル、「化学物質の適正管理とリスク評価」で 1,152 サン

プル、「リスク評価ツールのご紹介」で 925 サンプル、「SDS 制度及び GHS 分類ガイダンスを活

用した SDS・ラベル作成」で 1,274 サンプル、「GHS 混合物分類判定システム(NITE-Gmiccs)の

使用方法について」で 1,018 サンプルであった。詳細は、次の通り。 

 

図表 4-5 講習会におけるアンケートの回収数及び回答率 

No 講演内容 再生数 回収数 回答率※ 

1 
化管法の概要 2,887 回 

1,700 
59% 

化管法見直しの概要 1,627 回 104% 

2 PRTR の届出も電子届出を活用しよう 1,126 回 872 77% 

3 化学物質の適正管理とリスク評価 1,365 回 1,152 84% 

4 リスク評価ツールのご紹介 1,179 回 925 78% 

5 
SDS 制度及び GHS 分類ガイダンスを活用した 

SDS・ラベル作成 
1,537 回 1,274 83% 

6 GHS 混合物分類判定システムの使用方法について 1,180 回 1,018 86% 

※回収率/再生数 同一の受講者が複数回動画を再生していることも考えられるため、 

正確な回答率とは異なる。 

出典 NRI 作成 
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 集計結果 

アンケートへの回答回数（単数回答） 

最初に本講習会の他講座のアンケートへの回答したことがあるかの確認を行った。全回答

6,941 件中、2,297 件は「初めてアンケートに回答する」と回答しており、2,297 人から合計 6,941

件の回答が送信されており、1 人当たり平均 3.0 講座のアンケートに回答していることが明らかと

なった。従って、全員が全講座（6 講座）のアンケートに回答しているわけではなく、受講者が自身

の興味・関心に応じて受講する講座を選択したと考えられる。 

以降のアンケートの集計で「初回回答者のみの集計」と記載されている場合は、本設問で「初めて

回答する」と回答したもののみを対象に集計を実施した。 

 

図表 4-6 アンケートへの回答回数 

 

出典 NRI 作成 

  

初めて回答する

2,297 
33%

他の動画に関するアン

ケートに回答したこと

がある

4,644 
67% n=6,941

初めて ２回目以降
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業種（単数回答、初回回答者のみの集計） 

受講者の業種を見ると、「化学工業」との回答が最も多く、回答者の 36%を占めた。続いて、

「機械器具製造業」が 6%を占める結果であった。（「その他」及び「その他の製造業」を除く）。全体

として、製造業（化学工業、金属製品製造業、プラスチック製品製造業、機械器具製造業、その他

製造業）で、82%を占める結果となった。 

 

図表 4-7 受講者の業種 

 

出典 NRI 作成  

化学工業

840 
36%

金属製品製造業

133 
6%

プラスチック製品

製造業

83 
4%

機械器具製造業

149 
6%

その他の製造業

683 
30%

商社

126 
5%

製造業・商社以外で化

学物質を扱う民間企業

130 
6%

情報サービス・

コンサルタント業

43 
2%

官公庁・地方自治体

14 
1%

大学・研究機関

16 
1% その他

80 
3%

(n=2,297)
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業種業態（単数回答、初回回答者のみの集計） 

受講者のうち、化学物質を取り扱う事業者について、業種業態を見ると、「製造事業者（混合

物）」との回答が最も多く、回答者の 66%を占めた。続いて、「製造事業者（純物質）」が 15%を占

める結果であった。（「その他」を除く） 

 

図表 4-8 業種業態 

 

出典 NRI 作成 

  

製造事業者（純物質）

314 
15%

製造事業者（混合物）

1,416 
66%

輸入事業者

85 
4%

販売事業者

144 
7%

その他

185 
8%

(n=2,144)
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企業規模（単数回答、初回回答者のみの集計） 

受講者の企業規模を見ると、「1,001 名以上」との回答が最も多く、回答者の 31%を占めた。続

いて、「101 名～300 名」が 27%を占める結果であった。 

 

図表 4-9 企業規模 

 

出典 NRI 作成 

 

化学物質管理業務経験（単数回答、初回回答者のみの集計） 

受講者の化学物質管理業務経験を見ると分散しており、化学物質管理を始めたばかりの方か

らベテランの方まで、幅広い層が本講習を受講したことが明らかとなった。 

 

図表 4-10 化学物質管理業務経験 

 

出典 NRI 作成  

20名以下

113 
5%

21～50名

142 
6%

51名～100名

247 
11%

101～300名

614 
27%

301～1000名

469 
20%

1001名以上

712 
31%

(n=2,297)

今年から

572 
25%

2～3年目

537 
23%

4～9年目

558 
24%

10年以上

630 
28%

(n=2,297)
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受講者の勤務地（単数回答、初回回答者のみの集計） 

受講者の勤務地については、従来対面での講習会を実施していた関東（46%）や、近畿（26%）

の参加者が合計 72%を占めいていたが、その他のエリアからも計 28%が参加しており、幅広い

層に受講してもらうことができたと言える。 

 

図表 4-11 受講者の勤務地 

 

出典 NRI 作成 

  

北海道

16 
1%

東北

100 
4%

関東

1,054 
46%

中部

304 
13%

近畿

593 
26%

中国

99 
4%

四国

49 
2%

九州

82 
4%

(n=2,297)
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化管法改正の認知度（単数回答、化管法及び、見直しの概要受講者）及び、化管法改正について

知った経緯（複数回答、化管法及び、見直しの概要受講者） 

化管法改正に関する受講者の認知度を見ると、「ある程度知っていた」との回答が最も多く、回

答者の 62%を占めた。続いて、「全く知らなかった」が 27%を占めており、本講習会を通じて、化

管法の改正を知らなかった関係者にもアプローチすることができたということができる。また、化管

法の改正を知った経緯については、「社内の専門部署や親会社から」という回答が 564 人と最も

多く、続いて「経済産業省ホームページ」が 423 人であった。 

 

図表 4-12 化管法改正の認知度 

 

出典 NRI 作成 

 

図表 4-13 化管法改正について知った経緯 

 

出典 NRI 作成 

  

よく知っていた

191 
11%
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1,044 
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27%

(n=1,700)
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ケミマガ

その他メールマガジン

その他ホームページ

ダイレクトメール

その他 (n=1,235)
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PRTR 対象物質における排出量等の届出及びその方法（単数回答、初回回答者のみの集計） 

PRTR 対象物質における排出量等の届出の実施有無を見ると、「1. 実施している」との回答が

最も多く、回答者の 55%を占めた。続いて、「2. 実施していない」は 26%を占めており、PRTR 制

度対象物質における排出量等の届出については、受講者の半数程度が実施していることが明ら

かとなった。 

PRTR の届出方法としては、「分からない」を除けば、電子による届出が 36%と最も多く、次い

で書面による届出が多かった（24%）。また、届出方法を回答した受講者のうち、60%が電子届出

を行っていた。 

 

図表 4-14 PRTR届出の実施状況と実施方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典 NRI 作成 

  

書面による届出

295 
24%

磁気ディスク

による届出

15 
1%

電子による届出

457 
36%

分からない

486 
39%

(n=1,253)

実施している

1,253 
55%

実施して

いない

597 
26%

分からない

447 …

(n=2,297)
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PRTR 電子届出促進講座による効果（複数回答、PRTR の届出も電子届出を活用しようの受講

者） 

「PRTR の届出も電子届出を活用しよう」の受講者のうち、書面・磁気ディスクによる届出を行っ

ている受講者 132 人における、今後の届出方法についての意識を確認すると、58 人の受講者が

本講習で、「電子届出が可能であることを知ったため、今後の利用を検討したい」と回答した。また、

「今後の利用を検討したいが、所属先の内部手続きがわからない」や、従来のやり方に慣れてお

り、変更したくないため利用しない」といった、電子届出を今後積極的に行うことが難しいという回

答をした受講者はそれぞれ 13 人、8 人と、非常に少なかった。従って、本講座は電子届出を促進

するために効果的であったといえ、電子届出を促進していくためには、今後も継続して同様の講

座を実施していくことが重要であると言える。 

 

図表 4-15 電子届出を実施していない受講者の今後の実施意向 

 

出典 NRI 作成 

  

58 
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11 
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め、今後の利用を検討したい
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従来のやり方に慣れていおり、変更したくないため

利用しない

その他
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リスク評価の実施有無と（単数回答、化学物質の適正管理とリスク評価の受講者）、リスク評価促

進講座による効果（複数回答、化学物質の適正管理とリスク評価の受講者） 

化学物質の適正管理とリスク評価の受講者 1,152 人のうち、環境経由リスク評価を 720 人

（66%）が「実施したことがない」と回答しており、本講座は、多くのリスク評価を実施していない事

業者にも訴求することが出来たと言える。また、環境経由リスク評価を実施したことがないと回答

した 720 人のうち、233 人が「環境経由リスク評価の方法がわからなかったが、今回の講義にて

理解が深まったため、今後実施したい」と回答した。また、「実施したことがなく、今後も実施しない」

と回答した受講者も 256 人いたが、「対象となる工場等の施設がないため今後も実施しない」と回

答した受講者が 188 人いたため、環境経由リスク評価を実施する必要がある受講者は環境経由

リスク評価を実施しているか、本講座をきっかけに、環境経由リスクの重要性や方法について、認

識することが出来たと評価することができる。 

 

図表 4-16 リスク評価の実施有無 

 

出典 NRI 作成 

 

図表 4-17 リスク評価を実施していない受講者の今後の実施意向 
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出典 NRI 作成 
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METI-LIS の使用経験と（単数回答、リスク評価ツールのご紹介の受講者）、METI-LIS 促進講座

による効果（複数回答、リスク評価ツールのご紹介の受講者） 

リスク評価ツールのご紹介の受講者 925 人のうち、METI-LIS を利用したばく露量評価を 444

人（48%）が「実施したことがない」と回答しており、本講座は、METI-LIS を利用したばく露量評価

を実施していない事業者にも訴求することが出来たと言える。また、METI-LIS を利用したばく露

量評価を実施したことがないと回答した 444 人のうち、267 人が「METI-LIS について、今回の講

義で初めて知ったため、今後実施したい」と回答した。また、「実施したことがなく、今後も実施しな

い」と回答した受講者も 374 人いたが、「ばく露量評価を行う必要がないため今後も実施しない」と

回答した受講者が 263 人いたため、METI-LIS を利用したばく露量評価を実施する必要がある事

業者は METI-LIS をすでに利用しているか、本講座をきっかけに、METI-LIS の重要性や利用方

法について、認識することが出来たと評価することができる。 

 

図表 4-18 METI-LISの使用経験 

 

出典 NRI 作成 

図表 4-19 METI-LIS未使用者の今後の使用意向 
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SDS 対象物質における SDS の提供（単数回答、初回回答者のみの集計）及び、SDS・ラベルに

よる情報提供を実施していない理由（複数回答、初回回答者のみ集計） 

ラベル表示の実施有無を見ると、「1. 実施している」との回答が最も多く、回答者の 78%を占

めており、SDS 対象物質における SDS の提供・ラベル表示については、PRTR 対象物質におけ

る排出量の届出と比較して多くの受講者が実施していることが明らかとなった。 

 また、「実施していない」と回答した受講者も 257 人いたが、「SDS・ラベルの提供義務の対象

外である」と回答した受講者が 226 人いたため、SDS・ラベルの提供義務がある受講者のほとん

どは、すでに SDS・ラベルによる情報提供を行っていると考えられる。 

 

図表 4-20 GHSに対応した SDS・ラベル作成有無 

 

出典 NRI 作成 

 

 

図表 4-21 SDS・ラベルによる情報提供を行っていない理由 

 

出典 NRI 作成  
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SDS 作成時の情報源（複数回答、SDS 制度及び GHS 分類ガイダンスを活用した SDS・ラベル

作成の受講者） 

SDS・ラベル作成時に「取引先から提供される SDS 等」を参照している受講者が 741 人と最も

多く、化管法改正後の円滑な SDS 作成のためには、サプライチェーンの上流に位置する企業が

また、次いで、JIS7253 2019（615 人）や、JIS7252 2019（582 人）や、職場の安全サイト GHS 対

応モデル SDS・ラベル（558 人）を参照している受講者が多かった。 

 

図表 4-22 SDS・ラベル作成時に参照する情報 

 

出典 NRI 作成 
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NITE-Gmiccs の使用経験と（単数回答、GHS 混合物分類判定システムの使用方法の受講者）、

NITE-Gmiccs 促進講座による効果（複数回答、GHS 混合物分類判定システムの使用方法の受

講者） 

リスク評価ツールのご紹介の受講者 925 人のうち、NITE-Gmiccs を 868 人（86%）が「実施し

たことがない」と回答しており、本講座は、NITE-Gmiccs を利用していない事業者にも訴求するこ

とが出来たと言える。また、NITE-Gmiccs を実施したことがないと回答した 868 人のうち、277 人

が「NITE-Gmiccs について、今回の講義で初めて知ったため、今後実施したい」と回答した。さら

に、「実施したことがなく、今後も実施しない」と回答した受講者も 336 人いたが、「GHS 混合物分

類判定を行う必要がないため今後も実施しない」と回答した受講者が 172 人いたため、NITE-

Gmiccs を利用した GHS 混合物分類判定を実施する必要がある事業者の多くは NITE-Gmiccs

をすでに利用しているか、本講座をきっかけに、NITE-Gmiccs の重要性や利用方法について、認

識することが出来たと評価することができる。 

図表 4-23 NITE-Gmiccsの使用状況 

 

出典 NRI 作成 

 

図表 4-24 NITE-Gmiccs未使用者における、今後の利用意向 
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講習動画に関する満足度（単数回答、全員集計） 

受講者の講習動画及び講習資料に関する満足度を見ると、いずれの講習においても、講習動

画についても「大変満足している」もしくは「やや満足している」と回答した受講者が 60~70%を占

めており、「満足していない）」もしくは「やや満足していない」と回答した受講者は 10%未満と、高

評価を得ることができた。この値は昨年度の講習動画に関する満足度よりも高い値となっている。

この要因として、昨年度の講習会におけるアンケートに寄せられた意見を踏まえ、概要動画に音

声を追加したことが理由であると考えられる。 

 

図表 4-25 講習動画に関する満足度 
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また、講習動画の長さについては、どの講座においても 80%程度が適切であると回答するなど、

好評であった。全体的に、「とても長い」や、「どちらかというと長い」を選んだ受講者よりも、「短い」

や「どちらかというと短い」を選んだ受講者が多いことから、今後はより長い概要動画を作成するこ

とも一案であるといえる。 

 

図表 4-26 概要動画の長さ 

 

出典 NRI 作成 
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講習資料に関する満足度（単数回答、全員集計） 

受講者の講習動画及び講習資料に関する満足度を見ると、いずれの講習においても、講習動

画についても「大変満足している」もしくは「やや満足している」と回答した受講者が 60%程度を占

めており、「満足していない）」もしくは「やや満足していない」と回答した受講者は 10%未満と、高

評価を得ることができた。 

 

図表 4-27 講習資料に関する満足度 
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講習の開催形式（単数回答、初回回答者のみ集計） 

講習の開催形式については、約 60%の受講者が、「オンライン形式のため、参加したいと考え

た」と回答するなど、オンライン形式で開催することで、受講者数を大幅に増加させることが出来

ていることが明らかとなった。 

 

図表 4-28 講習の開催形式 

 

出典 NRI 作成 
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対面講習会への参加経験が希望する開催形式に与える影響（単数回答、初回回答者のみ集計） 

過去の対面講習会に参加したことがあるかどうかで、希望する開催形式に影響を与えるかどう

か分析を行った。対面形式の講習会に参加したことがある参加者は、対面形式の講習会に参加

したことがない参加者と比較して、「可能であれば対面形式の講習会に参加したかった」や、「開

催形式に関わらず参加した」の割合が高かった。これは、「対面形式の講習会に参加したことがあ

る」受講者は、立地面の制約や金銭的な負担による影響が小さく、対面形式の講習会に参加しや

すいことが考えられる。また、対面形式の講習会への参加経験に関わらず、「オンライン形式のた

め、参加したいと考えた」と「開催形式に関わらず参加したが、オンライン形式の方が参加しやす

かった」が、60%を超えており、オンライン形式を望む声が全体的に多いということが明らかとなっ

た。 

 

図表 4-29 対面講習会への参加経験が講習の開催形式に与える影響 

 

出典 NRI 作成 
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4.1.1.5. アンケート結果を踏まえた講習会に関する考察 

オンライン開催に関する評価 

本年度は新型コロナウイルス感染症の拡大もあり、昨年度に引き続きオンラインでの講習会の

実施をおこなった。対面講習会の参加経験の有無によって、傾向の違いはあるものの、オンライ

ンでの実施を好意的に受け止める声は多かった。また、オンライン形式で実施を行うことで、従来

講習会を実施していた関東・関西以外からも多くの受講者が参加しており、「化学物質管理法を周

知する」という目的に鑑みれば、オンラインでの実施は有意義であり、来年度以降も継続していく

べきではないか。 

 

概要動画について 

今年度から、概要動画に読み上げ音声を追加した結果、講習動画に関する満足度は向上した。

音声については来年度以降も継続すべきであると考えられる。概要動画の長さについては、短い

動画を求める受講者よりも、長い動画を求める受講者の声が多かった。来年度以降のアップデー

トとしては、概要動画にコンテンツを追加し、説明の詳細化を行っていくことも一案であるが、一方

で、約 80％の受講者は動画の長さは適切であったと回答していることから、拘束時間の長期化に

よる負担感の増加にも繋がりかねない。従って、「演目④リスク評価ツールの紹介」等のアップデ

ートが少ない講座については、今年度に使用した動画を「初心者向け（簡易版）」とし、「中級者向

け（詳細版）」等のバリエーションを増やすことで、受講者が自身のレベルにあわせて講座を選択

可能な仕組みを作ることも一案である。 

 

講習会資料について 

本年度の講習会では昨年度に引き続き、講習会資料のダウンロードの条件として、アンケート

の回答を求めた。昨年度の講習では、アンケート回答前は「閲覧のみ可能な資料」をブラウザ上

でのみ閲覧可能としていたが、資料自体の容量が大きかったこともあり、受講者からは、「閲覧資

料が見づらかった」というご意見が多く寄せられていた。今年度は操作性を向上させるため、

Javascript を使用し、講習期間のみ閲覧可能な資料（閲覧用資料）を作成し、アンケート回答前の

受講者に配布した。また、閲覧用資料の使用方法についても解説動画を作成した。これにより、

昨年度多く見られた「資料を閲覧することが出来ない」という意見は大幅に解消した。 

一方で、「資料はアンケート回答後に入手可能なためアンケートでは評価できない」といった閲

覧用資料を見落としていると見られるご意見もあったため、特設サイト上の記載方法を見直すな

ど、閲覧用資料の使用方法・位置づけをわかりやすくする工夫を継続していくべきである。 

 

アンケートの実施方法について 

昨年度は特設サイト上にフォームを設置し、アンケートを実施したが、複数講座を受講した受講

者からは、同じ設問に繰り返し回答することが負担であった旨のご意見を頂いた。今年度は別途

アンケートサービスを活用することで、「他の講座に関するアンケートに回答したことがあるか」と
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いう設問の回答により、重複した設問をショートカットする工夫を行った。その結果アンケートのユ

ーザビリティーは大幅に向上し、アンケートフォームが使用できなかった、使用しにくかったという

意見はなかった。次年度以降の講習会でも、アンケートシステムを活用したアンケートを継続すべ

きである。 
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4.1.2. 自治体向け講習会 

4.1.2.1. 令和３年度研修動画の撮影及び編集 

PRTR 届出の事務を都道府県知事より委任されている都道府県等の担当職員向け周知活動

の一環として、自治体職員向けの講習会に関する講習動画の撮影を行った。撮影後、編集作業

を行い、自治体向けの講習会にて動画を使用した。 

 

4.1.2.2. 令和４年度以降研修プログラムの検討 

来年度の研修プログラムについて下記の通り検討を行った。 

 

【講習会の内容について】 

各講座の平均評定は高い（3.9 以上）ため、基本的な内容としては継続しても問題ないのではない

か。 

受講者の要望に応じるのであれば、難易度の微修正（リスク評価や安全性評価の易化）や、

PRTR マップの演習追加が候補となる。 

 

【講習会の形式について】 

 オンデマンド演習については評価も高かったため、引き続きオンデマンド形式で問題ないの

ではないか。 

 演習についてはオンラインで実施する難しさもあるため、状況に応じて対面で実施することが

望ましい。 

 オンラインと対面講習のハイブリッドで実施する場合、受講者を増やすためにはオンラインの

みの参加を認めることも可能ではないか。 

 演習を対面で実施する場合は、METI-LIS に関する講座を全て対面で実施することも選択肢

の一つであるが、一方で、ハイブリッド形式で実施する場合は、講義部分はオンデマンドで実

施することも有益であると考えられるため、コスト等も含めて判断すべきである。 

 一方で、対面による実施が難しく、オンラインで実施する場合は受講者がディスカッションを

行いやすくするための工夫をすることが必要ではないか。 

 議論を円滑にするために、班を固定した上でアイスブレークの時間を設ける。 

 アイスブレークでは、自己紹介を利用したクイズ等の相互的なコミュニケーションが望ましく、

アイスブレークの際は可能な限りビデオをオンにする。 

 グループワークを始める場合は進め方を具体的に説明する。例えば複数のタスクがある場

合、何分程度でどこまで議論をすすめるか等を説明する。 

 グループワーク中は可能な限り事務局側が参加し、事務局は議論が滞った際は積極的にサ

ポートするようにする。 
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 事務局が参加出来ない場合は、議論が進みやすいように、受講生のうちの一人を「リーダー」

に任命し、議論をリードするように促したり、受講生と講師のチャットを設け、受講生が進め方

について質問ができるように設定したりすることが望ましい。なお、「リーダー」はワークごとに

交代することで、全員が主体的に参加できる様になる。また、チャットシステムを設ける場合

は、事前に動作確認を行うことが望ましい 

 また、演習終了後の質疑についても、疑問があっても発言がしにくいと感じている受講者もい

ると考えられるため、質疑の時間に反応がなかった場合、受講者を指名したり、事務局側で

予め準備した質問を行ったりすることで、発言しやすくする工夫を行うことが望ましい。 

 

【アンケートについて】 

 本講習会の目的としては、「受講者が満足する講習を行う」ことと、「受講生の業務改善によ

る円滑な化管法の施行」があげられる。 

 今回のアンケートでは、「受講者の満足度」をメインとしたアンケートが実施され、結果より、

満足度が高い演習が実施できていたことがわかった。 

 一方で、業務改善については設問として聴取していないこともあり、分析を行うことは難しい

が、アンケートでは「PRTR マップの操作方法について学ぶことができ、当県で課題となって

いる「トリクロロエチレンの排出量抑制」に活用することができないか検討してみようと思っ

た。」等今後の業務に活用する旨のコメントもいくつか見られた、業務改善につながっている

ことが伺える。 

 来年度以降、「受講生の業務改善による円滑な化管法の施行」を評価するためには、①事前

のアンケートで、「自治体が認識している課題」を聴取する。②講習終了直後のアンケートで、

「事前に認識していた課題に関する気付き」、「受講して気づいた課題及び改善策」を聴取す

る。③終了数ヶ月後のアンケートで、「実際に業務に活用しているか」を聴取することが必要

ではないか。 

 また、自治体における課題やその解決策が聴取できれば、一般化して次年度以降の受講生

に共有することで、よりスムーズな運営が可能になるのではないか。 

 

4.1.3. その他の周知活動 

周知活動の一環として、講習会実施の他に、化管法の改正に関するチラシ及び、パンフレット

の作成を行った。チラシ・パンフレットの詳細については、添付資料④「パンフレット及びチラシ」を

参照。 
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4.2. PRTR排出量等算出マニュアルの見直しに向けた調査・検討 

4.2.1. PRTR マニュアルの見直しの方針 

経済産業省と環境省は、事業者が PRTR 制度に基づく届出を行う際に参考資料として活用す

ることができるよう、化学物質の排出量及び移動量の把握・報告の手順や方法をまとめた「PRTR

排出量等算出マニュアル（第 4.2 版）」（以下、PRTR マニュアル）を共同で作成し、ホームページ

上で公開している。 

令和３年 10 月、化管法の政令改正が実施され、対象物質の見直しが行われた。現在公開中の

PRTR マニュアルは、改正前の化管法の情報をもとに記述がなされているため、政令改正に合わ

せ記載内容を見直し、更新する必要がある。 

上記の背景より、本年度は、関連業界団体へのヒアリング等を通じた見直し箇所の整理及び、

「4-2-5 対象物質一覧表」、「4-2-6 対象物質別名一覧表」、「4-2-8 物質群構成化学物質の例」

等を中心とした一部 PRTR マニュアルの見直しを行った。 

 

4.2.2. 業界団体へのヒアリングの実施 

PRTR マニュアルの中には、業種別に作成されたより詳細な PRTR マニュアルを引用している

箇所がある。業界別 PRTR マニュアルは各業界を取りまとめる業界団体が主体となって作成して

おり、大小合わせて約 40 種類作成されている。本年度は、これらの業界別 PRTR マニュアルの

引用箇所について見直しの必要がないか確認するとともに、昨年度実施した新規対象物質に係

る用途情報調査の結果が業界の実態に即しているか確認を行うため、業界団体へのヒアリングを

実施し、その結果を整理した。 

 

4.2.2.1. 調査概要 

 調査は、アンケートを通じたヒアリング調査を主とし、必要に応じて電話やメールでの聴収を行っ

た。調査実施時に各業界に送付した資料は以下の通りである。 

 

図表 4-30 調査実施時の送付資料一覧 

1. 趣意書（「化管法の見直しに伴う PRTR 排出量等算出マニュアルに関する調査」ご協力の

お願い） 

2. 調査票 

3. 化管法 Web セミナー2021 案内 

4. 用途表（新規対象物質のみ） 

5. 改正後の対象物質リスト 

出典 NRI 作成 

 

調査票の中でヒアリングを行った項目は以下の通りである。なお、業界団体や引用範囲等によ

って設問内容は僅かに変えている箇所もある。また、回答すべき内容を具体的に特定するため、
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PRTR マニュアル引用箇所については抜粋版を調査票の中に添付した。 

 

図表 4-31 調査項目 

 趣旨 設問形式 設問内容 

１ 用途情報の確認 選択式＋自由

記述 

新規対象物質を用途毎に整理したもののうち、貴

団体に関連すると思われる用途について、業界

の実態を踏まえ、追加・削除すべき物質はある

か。 

２ 業界別 PRTR マニ

ュアル引用箇所の

確認 

選択式＋自由

記述 

対象化学物質の改正に伴い、業界別 PRTR マニ

ュアル引用箇所は更新の必要があるか。 

３ その他更新すべき

点の確認 

自由記述 国が提供している「PRTR 排出量等算出マニュア

ル」へのご要望等はあるか。 

出典 NRI 作成 

 

調査対象については、PRTR マニュアル（主に第Ⅲ部）で引用がされている業種別 PRTR マニ

ュアルを、作成または管理されている業界団体から選定した。具体的には、以下の 23 団体であ

る。 

 

図表 4-32 調査対象 

中小企業総合事業団、石油連盟、日本産業洗浄協議会、印刷インキ工業連合会、日本配電制

御システム工業会、日本化学工業協会、日本自動車工業会、全国鍍金工業組合連合会 

日本自動車販売協会連合会、一般社団法人クリーンライフ協会（環境保全対策部会）、日本溶

融亜鉛鍍金協会、全国木質セメント板工業会、日本バルブ工業会、日本光学硝子工業会、日

本アルミニウム合金協会、日本鋳造協会、日本ダイカスト協会、日本製紙連合会、日本金属熱

処理工業会、日本塗料工業会、強化プラスチック協会、日本オートケミカル工業会、日本繊維

板工業会 

出典 NRI 作成 

 

4.2.2.2. 調査結果 

 本調査の結果、全 23 団体のうち 12 団体から正式な回答を得ることができた。全 12 団体の回

答のうち、業界別 PRTR マニュアル引用箇所の更新の必要性があるとご回答頂いたのは２団体

（不明と回答頂いたのが２団体）であり、用途表の更新の必要性があるとご回答頂いたのは４団

体であった。また、更新の必要性があるとご回答頂いた団体のうち、具体的な修正方針まで明示

頂いたのは、業界別 PRTR マニュアル引用箇所が１団体で、用途表については３団体であった。

その他の団体については現在団体内で検討中または不明と回答頂いている。 
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上記を踏まえると、本調査にて PRTR マニュアルの見直しの必要性と修正方針まで示していた

だいた団体の数は少数であった。その主たる要因は大きく３つあり、１つは「化管法改正直後につ

き現在団体内で検討中であること」、１つは「既に内容が分かる担当者がいないということ」、そし

て最後に「PRTR マニュアル見直しの必要性がないこと」である。以上より、業界 PRTR マニュア

ル引用箇所及び用途表の見直しについては、一次的には本調査で対応できたものの、今後継続

して見直しを実施していく必要がある。 

具体的には、1 つ目の要因であった「化管法改正直後につき現在団体内で検討中である」団体

については、各団体の見直し結果を踏まえて PRTR マニュアルに内容を反映する必要があり、2

つ目の要因であった「既に内容が分かる担当者がいない」団体については、今後も見直しに対応

できない可能性が高いことから、作成方針等から検討しなおす必要がある。 

また、用途表については情報源の統一という観点からPubchemを出所として用途表を作成し、

業界の確認を進めてきたが、一部詳細に検討いただいた業界団体の回答を踏まえると、用途表

が日本の業界の実態に合っていない可能性があるため、今後更なる精緻化が必要であると考え

られる。 

 

図表 4-33 各業界団体の回答状況 

調査項目 回答団体数（N＝12） 

業界別 PRTR マニュアル引用箇

所の更新の必要性があるか 

２団体（＋不明２団体） 

※うち修正方針が明確なのは１団体 

用途表の更新の必要性があるか 
４団体 

※うち修正方針が明確なのは３団体 

その他要望等 １団体 

出典 NRI 作成 

 

 

4.2.3. PRTR マニュアルの更新及び課題等の整理 

化管法対象物質の見直しを踏まえ、現行 PRTR マニュアルの見直し及び課題等の整理を行っ

た。なお、本年度は、「4-2-5 対象物質一覧表」、「4-2-6 対象物質別名一覧表」、「4-2-8 物質群

構成化学物質の例」等を中心に PRTR マニュアルの一部を更新しているため、引き続き見直しを

すべき内容については、残課題として整理を行っている。 

 見直しの対象箇所は、第Ⅰ部、第Ⅱ部、第Ⅲ部の本文より、対象物質の見直しに影響を及ぼす

と考えられる箇所から選定した。見直し対象箇所から外れている箇所については、見直しの必要

性がない、または現時点では判断がつかない箇所となる。 

上記で特定した見直し対象箇所について、本年度実施した主な見直し内容は大きく 3 点、「過
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去の記述の更新」、「対象物質見直しに伴う更新（物質名称の更新、対象から外れた物質の削除、

管理番号の追記等）」「業界引用箇所の確認（業界ヒアリング等）」である。なお、「業界引用箇所

の確認（業界ヒアリング等）」の結果については、前述の「4.2.2. 業界団体へのヒアリングの実施」

を参照頂きたい。 

より具体的な実施内容と残課題について整理した結果は以下の通りである。 

 

 

図表 4-34 PRTRマニュアル見直しの実施内容と残課題（第Ⅰ部） 

 

出典 NRI 作成 

  

見直し箇所 実施内容 残課題

第Ⅰ部

1.　PRTR制度の意義

1-1　PRTRとは － － －

1-2　各主体のPRTRへの関わり方 － － －

1-3　PRTRによる事業者へのメリット ● ・過去の記述の更新（URLの更新等） －

2.　基本的なPRTRの実施手順

2-1　届出対象事業者・届出対象物質の判定手順 ●

・過去の記述の更新

・対象物質見直しに伴う更新（物質名称の

更新、対象から外れた物質の削除、管理番

号の追記等）

－

2-2　排出量・移動量の基本的な算出手順 ●

・過去の記述の更新

・対象物質見直しに伴う更新（物質名称の

更新、対象から外れた物質の削除、管理番

号の追記等）

・業界引用箇所の確認（業界ヒアリング

等）

－

2-3　届出の仕方 ●

・過去の記述の更新

・対象物質見直しに伴う更新（物質名称の

更新、対象から外れた物質の削除、管理番

号の追記等）

－

3.　国のPRTR担当部局

● ・過去の記述の更新（URLの更新等） －

本マニュアルの構成
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図表 4-35 PRTRマニュアル見直しの実施内容と残課題（第Ⅱ部） 

 

出典 NRI 作成 

  

見直し箇所 実施内容 残課題

第Ⅱ部

1.　届出対象事業者・届出対象物質の判定手順の解説

1-1　業種の判定

－ ● ・過去の記述の更新 －

1-2　常時使用する従業員の数の判定

－ ●

・過去の記述の更新

・対象物質見直しに伴う更新（物質数の更

新、物質名称の更新等）

－

1-3　対象物質の年間取扱量等の判定を行う事業所の調査

－ － － －

1-4　対象物質の年間取扱量の判定

　　1-4-1　対象物質の年間製造量の確認 ●
・対象物質見直しに伴う更新（物質名称の

更新等）
－

　　1-4-2　使用する原材料、資材等の確認 － － －

　　1-4-3　原材料、資材等に含まれる対象物質の調査 － － －

　　1-4-4　原材料、資材等の年間使用量の算出 － － －

　　1-4-5　対象物質の年間使用量の算出 － － －

　　1-4-6　対象物質の年間取扱量の算出 ●

・過去の記述の更新

・対象物質見直しに伴う更新（物質数の更

新、物質名称の更新等）

－

1-5　特別要件施設の判定

●

・過去の記述の更新

・対象物質見直しに伴う更新（物質数の更

新、物質名称の更新等）

－

2.　排出量・移動量の算出手順・届出の仕方の解説

2-1　対象物質の排出ポイント、排出の特徴の把握

－ － －

2-2　特別要件施設以外からの排出量・移動量の算出手順

　　2-2-1　製造品としての搬出量等の算出 － － －

　　2-2-2　対象物質の廃棄物に含まれる量の算出 － － －

　　2-2-3　環境への最大潜在排出量の算出 － － －

　　2-2-4　土壌への排出量の算出 － － －

　　2-2-5　大気、水域の排出量の多い方と少ない方の判定 － － －

　　2-2-6　「排出量の少ない方」への排出量の算出 － － －

　　2-2-7　「排出量の多い方」への排出量の算出 － － －

　　2-2-8　排出量・移動量の集計 － － －

2-3　特別要件施設からの排出量・移動量の算出手順

　　2-3-1　特別要件施設からの大気への排出量の算出 － － －

　　2-3-2　特別要件施設からの水域への排出量の算出 － － －

　　2-3-3　特別要件施設からの廃棄物に含まれる量の算出 － － －

　　2-3-4　特別要件施設からの排出量・移動量の集計 － － －

2-4　算出結果の確からしさの把握

－ － － －

2-5　対象物質の排出量・移動量の算出結果の確認と届出

－ －

・過去の記述の更新

・対象物質見直しに伴う更新（管理番号に

関する説明追記等）

・届出様式等を更新する必要がある

3.　国のPRTR担当部局

● ・過去の記述の更新（対応窓口の確認等） －

本マニュアルの構成
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図表 4-36 PRTRマニュアル見直しの実施内容と残課題（第Ⅲ部） 

 

出典 NRI 作成 

見直し箇所 実施内容 残課題

第Ⅲ部

1.　代表的な工程での算出事例

1-1　貯蔵工程 ●

1-2　反応・混合等工程 ●

1-3　機械加工工程 ●

1-4　洗浄工程 ●

1-5　塗装工程 ●

1-6　印刷工程 ●

1-7　接着工程 ●

1-8　めっき工程 ●

1-9　染色工程 ●

1-10　殺菌・消毒工程 ●

1-11　その他溶剤等使用工程 ●

1-12　病院(滅菌、病理検査) ●

2.　Q&A

●

・過去の記述の更新

・対象物質見直しに伴う更新（物質名称の

更新、対象から外れた物質の削除、管理番

号の追記等）

・最新の問い合わせ内容に基づき、

更新する必要がある

3.　業種別の排出量等算出マニュアルの入手方法等

－ －
・最新のマニュアルを再度取得し、

更新する必要がある

4.　排出量の把握等に役立つデータ

4-1　対象業種に関連する情報

　　4-1-1　対象業種の区分 ● ・過去の記述の更新
・最新の標準産業分類等に基づき、

更新する必要がある

　　4-1-2　対象業種の概要 ● ・過去の記述の更新 －

　　4-1-3　特別要件施設に該当する施設の各法令における規定 ● ・過去の記述の更新 －

4-2　対象物質に関連する情報

　　4-2-1　業種別の主な使用原材料、資材等 ●

　　4-2-2　原材料、資材等に含まれる主な対象物質 ●

　　4-2-3　対象物質の主な用途(原材料、資材等) ●

　　4-2-4　石油系燃料及び潤滑油中の対象物質 ●

　　4-2-5　対象物質一覧表 ●

　　4-2-6　対象物質別名一覧表(CAS No.順) ●

　　4-2-7　改正施行令と旧施行令における対象物質の対照表 ●

　　4-2-8　物質群構成化学物質の例 ●

　　4-2-9　対象物質物性表 ●

　　4-2-10　関係資料の入手方法 ●
・最新のリンクに更新する必要があ

る

4-3　排出係数等の排出量、移動量の算出に活用できるデータ

　　4-3-1　排出量等を把握するためのアプローチの考え方 ●

　　4-3-2　実測や排出係数の設定の方法 ●

　　4-3-3　対象物質の大気への排出係数の例 ●

　　4-3-4　貯蔵タンクにおけるガソリンの大気への排出係数の例 ●

　　4-3-5　業種別マニュアルに掲載されている排出係数等 ●

　　4-3-6　塗装方法と塗着効率 ●

　　4-3-7　めっき工程において析出する金属の電流効率と電気化学等量 ●

　　4-3-8　代表的な排ガス及び排水処理装置の除去率と分解率 ●

　　4-3-9　大気と水域のいずれかに多く排出されるかを判定する目安 ●

　　4-3-10　主な単位換算表 ●

5.　用語集

－ －
・更新の必要性から検討する必要が

ある

6．法令集

－ －
・見直し後の法令に差し替える必要

がある

7．索引

－ －
・ページ数の変更に応じて修正する

必要がある

8.　国のPRTR担当部局

● ・過去の記述の更新（対応窓口の確認等） －

・過去の記述の更新

・対象物質見直しに伴う更新（物質名称の

更新、対象から外れた物質の削除、管理番

号の追記等）

・業界引用箇所の確認（業界ヒアリング

等）

・過去の記述の更新

・対象物質見直しに伴う更新（物質名称の

更新、対象から外れた物質の削除、管理番

号の追記等）

・業界引用箇所の確認（業界ヒアリング

等）

・業界の検討状況を踏まえ、改めて

更新を検討する必要がある

・過去の報告書を引用している箇所

について、更新する必要がある

（有害大気汚染物質発生源検討会 ,

環境庁委託有害大気汚染物質発生源

検討会報告書 ,平成８年３月 )等）

・最新かつ、国内の用途・物性情報

に基づき、更新する必要がある

本マニュアルの構成

・過去の記述の更新

・対象物質見直しに伴う更新（物質名称の

更新、対象から外れた物質の削除、管理番

号の追記等）

・業界引用箇所の確認（業界ヒアリング

等）

・業界の検討状況を踏まえ、改めて

更新を検討する必要がある

・各工程の考え方を更新する必要が

ないか検討する必要がある
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 上記の通り、本年度、対象物質の見直しを踏まえた現行 PRTR マニュアルの体裁的な更新は

概ね完了したが、用途情報等内容面での更新や体裁的な部分でも一部見直すべき点が残ってい

るため、これらについては今後の課題（引き続き調査・検討が必要な点）として整理を行った。 

 

図表 4-37 PRTRマニュアルの見直しに関して引き続き調査・検討が必要な点 

対象箇所 引き続き調査・検討が必要な点 

全体 － ✓ 体裁的な部分について再度確認が必要である。（ペ

ージ番号、誤字脱字、表記ゆれ等） 

第Ⅱ部 

 

2-5 対象物質の排出量・移動量の算

出結果の確認と届出 等 

✓ 届出様式の更新等を行う必要がある。 

第Ⅲ部 1. 代表的な工程での算出事例 ✓ 業界の検討状況を踏まえ、改めて更新を検討する

必要がある。 

✓ 各工程の考え方を更新する必要がないか検討する

必要がある。 

第Ⅲ部 

 

2. Q＆A ✓ 最新の問い合わせ内容に基づき、更新する必要が

ある。 

第Ⅲ部 

 

3. 業種別の排出量等算出マニュアル

の入手方法 

✓ 最新の業界別 PRTR マニュアルを再度取得し、更新

する必要がある。 

第Ⅲ部 

 

4. 排出量の把握等に役立つデータ ✓ 業界の検討状況を踏まえ、改めて更新を検討する

必要がある。 

✓ 最新かつ、国内の用途・物性情報に基づき、更新す

る必要がある。 

✓ 過去の報告書を引用している箇所について、更新

する必要がある。 

✓ 最新の標準産業分類等に基づき、更新する必要が

ある 

✓ 最新のリンクに更新する必要がある。 

第Ⅲ部 5．用語集 ✓ 更新の必要性から検討する必要がある。 

第Ⅲ部 6．法令集 ✓ 見直し後の法令に差し替える必要がある。 

第Ⅲ部 7．索引 ✓ ページ数の変更に応じて修正する必要がある 

※上記は本年度の検討で整理された見直すべき事項であり、今後調査検討する中で見直すべき

事項が変更される可能性がある。 

出典 NRI 作成 
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4.3. 化管法指定化学物質のハザードデータの整理 

改正後の化管法の指定化学物質物質（約 650 物質）について、選定根拠となった有害性情報

を指定化学物質毎に整理を行った。 

 

4.4. 化管法の中長期的課題の検討 

4.4.1. PRTR 排出量と今般の物質選定方法による排出量の整理 

今般の見直しにおける物質選定方法において、現行化管法第一種指定化学物質については、

PRTR 排出量（事業者からの届出情報及び国による推計排出量の平成 26 年度から平成 29 年

度の平均値）が使用され、新規で追加される物質のうち化審法用途のみ物質については化管法

物質選定用の排出係数を用いて計算された推計排出量（以下、「化管法物質選定推計排出量」と

いう。）が使用されている。本事業においては、化審法用途のみ物質について採用された化管法

物質選定用の排出係数の検討を行うため、PRTR 排出量と化管法物質選定推計排出量について

比較分析を行う。 

 

a.化管法と化審法の対象範囲の違い 

PRTR 排出量と化管法物質選定用推計排出量の比較分析においては、まず、「化審法におけ

る優先評価化学物質に関するリスク評価の技術ガイダンス Ⅳ 排出量推計」に記載されている、

排出量推計を行う際の PRTR 情報の利用における留意点を踏まえる必要がある。 
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図表 4-38 化審法と化管法の定義/範囲の違い(PRTR 情報の利用における留意点として) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典 「化審法における優先評価化学物質に関するリスク評価の技術ガイダンス Ⅳ 排出量推計 

Ver.2.0/令和２年５月」P56 「図表 IV-31 PRTR 情報の利用における留意点」 

 

PRTR 排出量は、「届出排出量」と「届出外排出量」の合計であり、「届出外排出量」は、「対象

業種を営むすそ切り以下事業者からの排出量」と「対象業種以外の事業者からの排出量」、「家

庭から排出量、「移動体からの排出量」の合計となる。 

「届出外排出量」は、生産量や出荷量などの統計情報に係数を乗じる等の方法で排出量が推

計されることから、対象とする排出源や用途は、各統計情報が対象としている範囲となり、化審

法の用途とは異なる範囲がある。 
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図表 4-39 PRTR排出量の構成イメージ 

 
出典 経済産業省ホームページ 推計方法の基本的な考え方 

https://www.meti.go.jp/policy/chemical_management/law/prtr/r1kohyo/todokedegaisanshutudata.html 
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図表 4-40 届出外排出量の推計の対象 

 
※：「すそ切り以下事業者」とは、対象業種に属するが届出対象とならない事業所からの排出量のう

ち、「農薬」、「水道」、「オゾン層破壊物質」、「ダイオキシン類」、「低含有率物質」及び「下水処

理施設」に含まれないものを指す。 

出典 経済産業省ホームページ 推計方法の基本的な考え方 

https://www.meti.go.jp/policy/chemical_management/law/prtr/r1kohyo/todokedegaisanshutudata.html 
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届出外排出量の対象別に化審法の主な用途との分類比較を行うと以下となる。 

化管法に関する情報は、「令和元年度届出外排出量の推計方法等、概要版 I. 推計方法の基

本的な考え方」1及び「同 詳細版 I. 推計方法の詳細」2に基づき、整理を行った。 

化審法に関する情報は、「化審法における優先評価化学物質に関するリスク評価の技術ガイ

ダンス、Ⅳ．排出量推計 Ver.2.0」 P203「図表 IV-140 PRTR 届出外排出量の内、化審法の対

象外又は適用除外となるもの」及び P87 から P125 までの「用途分類解説資料（図表 IV-43～図

表 IV-81）」3に基づき、整理を行った。 

 

ア. 農薬 

◼ 化管法：対象業種、非対象業種、家庭 

 農薬に有効成分又は補助剤として含まれる対象化学物質。 

 化審法の主な用途分類 

 化審法適用除外。 

 

イ. 殺虫剤 

◼ 化管法：非対象業種、家庭 

 衛生害虫（蚊、ハエ等）の駆除のために自治体が側溝等に散布する場合や、防除業者

がオフィスビルや店舗に散布する場合等 に使用される防疫用殺虫剤に含まれる対象

化学物質。 

 シロアリによる害を防除する目的で、住宅等で防除業者や建設業者により散布されるシ

ロアリ防除剤に含まれる対象化学物質。 

 農薬取締法に基づく農薬に該当する殺虫剤に係る排出については、「農薬」の推計対象

に含まれる。 

 化審法の主な用途分類 

 家庭用殺虫剤、防疫用殺虫剤は化審法適用除外。 

（主な用途分類） 

 殺生物剤/不快害虫用殺虫剤（害虫駆除剤、昆虫誘引剤、共力剤）（用途番号：120-a）：

病気を媒介する可能性のある虫のことを「衛生害虫」といい、蚊、ハエ、ゴキブリ、ノミ、

ダニ類などを指す。衛生害虫以外の害虫で、生活の中で人を不快にさせる虫のことを

「不快害虫」という。その範囲は広くクロアリ、ハチ、ブユ、ユスリカ、ケムシ、ムカデ、クモ

などがその対象となる。 

 殺生物剤/シロアリ駆除剤、防蟻剤（用途番号：120-c）：シロアリ駆除剤、防蟻剤は、薬

品の塗布など、住宅の土台や構造材にシロアリなどの被害を防ぐために用いられる薬

剤。 

 殺生物剤/展着剤、乳化剤、分散剤（用途番号：120-f）：展着剤は、植物の茎、葉や病害

虫に化学物質を均一に付着させ、その効果を十分に発揮させるために乳剤、水和剤又

は液剤の希釈液に添加する補助薬剤。乳化剤は、二相間の表面張力を減ずることによ

って不完全混合の二液又は固体と液体の分散を促進しかつ持続する界面活性剤。分

散剤は、微粒子を分散媒中に浮遊又は懸濁させて安定な分散系をつくるために用いら

れる薬剤。なお、乳化・分散などのような溶解・分散機能を有する溶剤添加剤（溶解補

 
1 

https://www.meti.go.jp/policy/chemical_management/law/prtr/r1kohyo/05todokedegaiyou/gaiyou/R01_kanngaekata.pd

f 

2 https://www.meti.go.jp/policy/chemical_management/law/prtr/r1kohyo/05todokedegaiyou/syousai/1.pdf 

3 

https://www.meti.go.jp/policy/chemical_management/kasinhou/files/information/ra/04_tech_guidance_iv_haisyutsuryou_

v_2_0.pdf 
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助剤、可溶化剤、酸、塩基など）もここに該当する。 

 殺生物剤/その他（用途番号：120-z） 

 ただし、用途番号118～120においては、薬機法の適用対象である衛生害虫用の殺

虫剤や殺菌・消毒剤に関係する用途は除外する。 
 

ウ. 接着剤 

◼ 化管法：非対象業種、家庭 

 業務用の接着剤に溶剤又は樹脂原料として含まれる対象化学物質。 

 化審法の主な用途分類 

（主な用途分類） 

 接着剤用、粘着剤用又はシーリング材用溶剤/接着剤用溶剤、粘着剤用溶剤（用途番

号：103-a）：接着剤用溶剤、粘着剤用溶剤は、それぞれ接着剤、粘着剤を溶解又は希

釈するために用いられる溶剤。。 

 接着剤、粘着剤又はシーリング材/その他（用途番号：123-z） 

 

エ. 塗料 

◼ 化管法：非対象業種、家庭 

 業務用の塗料に溶剤、樹脂原料等として含まれる対象化学物質。 

 化審法の主な用途分類 

（主な用途分類） 

 塗料用、ワニス用、コーティング剤用、インキ用、複写用又は殺生物剤用溶剤/塗料用

溶剤、塗料希釈剤（用途番号：102-a）：塗料は、塗膜になる成分（固形分で、顔料や樹

脂、添加剤など）、補助する成分（樹脂を溶解、分散させたりする成分）及び塗装作業を

適切に行う希釈成分などからなる。塗料用溶剤は、その中の補助する成分として使用さ

れる溶剤。 

 塗料又はコーティング剤/着色剤（染料、顔料、光輝剤）（用途番号：115-b）：着色するた

めの染料、顔料、色素及び色材及びこれらが用いられるときに使用する助剤や添加剤

が該当する。光輝剤は、塗料やコーティング剤に、透明感や高彩度のある光輝感を持た

せるために用いられる薬剤。 

 塗料又はコーティング剤/可塑剤、充填剤（用途番号：115-e）：可塑剤は、塗面に伸び・

タフネス・柔軟性を与えて塗膜の性能を向上させる目的で、塗料を作るときに加える薬

剤。塗膜形成要素と相容性のある不揮発性又は難揮発性の液体又は固体の薬剤。充

填剤は、作業性、耐久性などの性質を改質もしくは改善させるために添加する化学的に

不活性な薬剤。 

 

オ. 漁網用防汚剤 

◼ 化管法：非対象業種 

 定置網及び養殖場で用いられる漁網は、漁網防汚剤につけ込んだ後、溶剤を蒸発させ

てから水中で使用されることから、漁網防汚剤に有効成分及び溶剤として含まれる対象

化学物質。 

 化審法の主な用途分類 

（主な用途分類） 

 漁網用防汚剤（用途番号：117-c）：漁網防汚剤は、漁業や水産養殖業で定置網や養殖

場で用いられる網に塗布される薬剤。 

 塗料用、ワニス用、コーティング剤用、インキ用、複写用又は殺生物剤用溶剤/塗料用

溶剤、塗料希釈剤（用途番号：102-a）：船底塗料用・漁網用防汚剤の溶剤も、ここに該

当する。 
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カ. 洗浄剤、化粧品等（界面活性剤、中和剤等） 

◼ 化管法：非対象業種、家庭 

 飲食業（食器洗浄）、建物サービス業（フロア清掃）等で使用されている業務用洗浄剤及

び肥料中の界面活性剤として含まれる対象化学物質と、飲食業及び建物サービス業で

使用されている業務用洗浄剤に中和剤等として含まれる２－アミノエタノール。 

 （家庭）家庭用洗浄剤（身体用洗浄剤、台所用洗浄剤等）及び化粧品に界面活性剤とし

て含まれる対象化学物質並びに家庭用洗浄剤のうち、主に洗濯・台所・住宅用等洗浄

剤に中和剤等として含まれる２－アミノエタノール等。 

 化審法の主な用途分類 

 界面活性剤で化粧品、身体用、台所用、中和剤で身体用、一部の洗濯・台所・住宅用等

の一部は化審法適用除外。 

（主な用途分類） 

 水系洗浄剤（家庭用又は業務用のものに限る。）/界面活性剤（石鹸・合成洗剤・ウイン

ドウォッシャー液用）（用途番号：113-a）：界面活性剤（石鹸・合成洗剤用）は、水に不溶

の液体を乳化したり、粉末・固体を水中に分散させたり、繊維や金属の表面の汚れを洗

浄したりする作用がある一群の化合物。 

 水系洗浄剤（家庭用又は業務用のものに限る。）/無機アルカリ、有機アルカリ、無機酸、

有機酸、漂白剤（用途番号：113-c）：無機アルカリ、有機アルカリは、溶液をアルカリ性

に保つことにより、アルカリの化学的作用を主体として汚れや油脂、たんぱく質を取りや

すいようにするもの。無機酸、有機酸は、溶液を酸性に保つことにより酸性の化学的作

用を主体として汚れや金属類を溶解する性質があり、それらを取り除きやすいようにす

るもの。漂白剤は、着色不純物を分解除去して白色度を増させるもの。酸化漂白剤と還

元漂白剤があり、酸化漂白剤は更に塩素系漂白剤と酸素系漂白剤に分けられる。 

 

キ. 防虫剤、消臭剤 

◼ 化管法：家庭 

 （家庭）防虫剤、消臭剤に含まれるジクロロベンゼン及び防虫剤に含まれるナフタレン。 

 化審法の主な用途分類 

（主な用途分類） 

 繊維用・紙用防虫剤（用途番号：120-b）：繊維製品や紙製品に有害な作用をもたらす虫

などを駆除するために用いられる薬剤。 

 消臭剤（用途番号：122-c）：消臭剤は、臭気を化学的作用又は感覚的作用等で除去又

は緩和する薬剤。 

 

ク. 汎用エンジンからの排出ガス 

◼ 化管法：非対象業種 

 汎用エンジン（自動車等の移動体の動力源等に用いられるエンジン以外のもの）のうち、

大型コンプレッサ、発電機等の６機種の作業時の排出ガス中に含まれる対象化学物質。 

 化審法の主な用途分類 

 化審法対象外 

 

ケ. たばこの煙 

◼ 化管法：家庭 

 喫煙に伴う副流煙に含まれる対象化学物質。 

 化審法の主な用途分類 

 化審法対象外 

 

コ. 移動体（自動車、二輪車、特殊自動車、船舶、鉄道車両、航空機）からの燃料の排出 
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◼ 化管法：移動体 

 エンジンからの排気ガス。 

 移動体の燃料タンクからの燃料の蒸発に伴う対象化学物質の排出のうち、自動車及び

二輪車からの給油後のロスとして排出される対象化学物質。 

 ブレーキ等の摩耗により排出される化学物質については、鉄道車両のブレーキの摩耗

に係る石綿。 

 化審法の主な用途分類 

 自動車と二輪車のホットスタートとコールドスタート、建設機械、農業機関、産業機械、

貨物船・旅客船等、漁船、プレジャーボート、鉄道車輛のエンジン、航空機は化審法対

象外。 

（主な用途分類） 

 燃料又は燃料添加剤（用途番号：147）（自動車と二輪車）：燃料は、熱エネルギーを発

生する薬剤で、石炭、石油などの化石燃料、生産活動により発生する副生燃料などが

該当。 

 研削砥石、研磨剤、摩擦材又は固体潤滑剤/研削砥石・研磨剤・摩擦材・固体潤滑剤の

調合・成形原材料（用途番号：132-a）（鉄道車輛/ブレーキパッド（摩耗））：研削砥石調

合・成形原材料は、研削砥石製造用の調合・成形原材料（砥粒等）を指し、アルミニウム

化合物、ジルコニウム化合物や炭化珪素等の内、人工原料が該当する。研磨剤調合原

料は、研磨剤製造用の調合原料（研磨材）を指し、窒化硼素、炭化珪素、コランダム等

がある。摩擦材調合・成形原材料は、摩擦材の調合・成形原材料を指し、焼結金属、ア

ルミ複合材、セラミックス複合材、有機・無機繊維、無機物質等がある。固体潤滑剤調

合・成形原材料は、固体潤滑剤の調合・成形原材料を指し、二硫化モリブデン、ポリ四フ

ッ化エチレン、フッ化黒鉛、窒化ホウ素等がある。 

 

サ. 水道の浄水過程に伴うトリハロメタン 

◼ 化管法：対象業種、非対象業種、家庭 

 浄水場で水に注入された塩化物イオン等と有機物との反応により、水道水中でトリハロ

メタンが生成される。このうち、対象化学物質であるクロロホルム、ジブロモクロロメタン

及びブロモジクロロメタンの３物質。 

 化審法の主な用途分類 

 化審法対象外。 

 

シ. オゾン層破壊物質 

◼ 化管法：対象業種、非対象業種、家庭 

 オゾン層破壊物質。 

 化審法の主な用途分類 

（主な用途分類） 

 金属洗浄用溶剤（塩素系）（用途番号：104-a）：金属洗浄用溶剤（塩素系）は、電気・電

子部品や金属・機械部品、精密部品等の洗浄に使用される非水系の塩素系溶剤。 

 ドライクリーニング溶剤（用途番号：105-a）：ドライクリーニング溶剤は、衣料及びこれ以

外の布製品（カーテン・旗・人形・カーペットなど）を洗濯するために用いられる溶剤。 

 エアゾール噴射剤、希釈剤（用途番号：108-a）：エアゾール噴射剤は、密閉容器に充填

した液体や粉体を噴射ノズルから霧状（コロイド状）に噴射させるためのガス又はガスを

発生させる薬剤 

 冷媒、冷却剤（用途番号：104-a）：冷媒は、冷却システムの中で熱伝達用として使用す

る薬剤。 

 

ス. ダイオキシン類 
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◼ 化管法：対象業種、非対象業種、家庭、移動体 

 ダイオキシン類対策特別措置法（平成 11 年法律 105 号）の特定施設からのダイオキ

シン類の排出量が届出の対象。 

 化審法の主な用途分類 

 化審法対象外。 

 

セ. 製品の使用に伴う低含有率物質 

◼ 化管法：対象業種 

 製品中に低含有率でしか含まれていないため届出対象とならない対象化学物質のうち、

その製品の取扱量が大きいことにより、事業所からの排出が見込まれる物質。 

 化審法の主な用途分類 

 「石炭火力発電所で取り扱う石炭中に低含有率で存在する PRTR 対象物質の排出量が

推計されているが、個別に検討が必要」とされている。 

 

ソ. 下水処理施設に係る排出 

◼ 化管法：対象業種 

 届け出されている対象化学物質の排出量以外に下水処理施設から排出されるもの。 

 化審法の主な用途分類 

 路面等からの雨水について、「化審法の規制の対象に入るのかについて検討の余地が

ある」とされている。 

 

タ. 一般廃棄物処理施設からの排出 

◼ 化管法：対象業種 

 届出されている対象物質以外に一般廃棄物処理施設（焼却施設、最終処分場）から排

出されるものについて、推計可能と見込まれる化学物質。 

 化審法の主な用途分類 

 化審法対象外 

 

チ. 産業廃棄物焼却施設からの排出 

◼ 化管法：対象業種 

 届出されている対象物質以外に産業廃棄物焼却施設から排出されるものについて、推

計可能と見込まれる化学物質。 

 化審法の主な用途分類 

 化審法対象外 

 

ツ. 化管法のすそ切り以下事業者からの推計の対象と化審法用途との関係を整理すると次と

なる（図表 4-41）。 

 

図表 4-41 すそ切り以下事業者に係る排出量推計の対象と化審法の主な用途分類との比較 

対象とされる排出源 排出源の定義 化審法の主な用途分類 

塗料 工業製品の塗装で使われる塗料に含まれる溶剤

と、その使用段階で加える希釈用溶剤（シンナー）。 

塗装後に蒸発して大気へ排出される。 

102-a 塗料用溶剤、塗料希釈

剤 

接着剤等 工業製品の接着に使われる接着剤に含まれる溶

剤。 

使用後に蒸発して大気へ排出される。 

103-a 接着剤用溶剤、粘着剤

用溶剤 

 

粘着剤等 粘着テープ等の製造（剥離紙の製造も含む）に使わ

れる溶剤。 
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対象とされる排出源 排出源の定義 化審法の主な用途分類 

粘着剤を塗布する際に蒸発して大気へ排出され

る。 

印刷インキ 工業製品の印刷に使われる印刷インキに含まれる

溶剤や、その使用段階で加える希釈溶剤。 

印刷後に蒸発して大気へ排出される。 

102-e インキ用溶剤、電子デ

バイス用溶剤、インキ洗浄剤、

複写用溶剤 

工業用洗浄剤等 洗浄槽の中で金属部品等の洗浄に使われる工業

用洗浄剤、ドライクリーニングで使われるクリーニン

グ溶剤、洗浄剤を中心とする界面活性剤。 

洗浄槽からの蒸発、液の交換等に伴う大気・公共

用水域への排出がある。 

※洗浄槽を使わない洗浄用シンナーは除く。 

104 金属洗浄用溶剤、105 クリ

ーニング洗浄用溶剤、106 そ

の他の洗浄用溶剤（104 及び

105 に掲げるものを除く。） 

112 水系洗浄剤（工業用のも

のに限る。）（125、126、129、

130、133 を除く。） 

燃料（蒸発ガス） ガソリンスタンドで燃料（ガソリン等）をタンクローリ

ーから地下タンクに受け入れる場合のロス（受入ロ

ス）、自動車等へ給油するときのロス（給油ロス）。 

揮発成分の一部が大気へ排出される。 

147 燃料又は燃料添加剤 

ゴム溶剤等 ゴム製品の製造工程でゴムの貼り合わせに使われ

る溶剤の使用後の蒸発（付随する資材も「ゴム溶剤

等」に含める） 

揮発成分の一部が大気へ排出される。 

103-c 接着用溶剤 

化学品原料等 化学工業における製造品の合成原料や反応溶剤、

製造品そのものなど 

製造段階の漏洩等によって、ごく一部が大気や公

共用水域へ排出される。 

101 中間物、107 工業用溶剤

（102 から 106 までに掲げるも

のを除く。） 

剥離剤 塗料や接着剤等が使われた資材において、塗り替

え等のために塗膜等を剥離（はくり）するのに使わ

れるもの 

一般に開放状態で使用されるため、使用後に大気

へ排出される。 

102-b 塗料剥離剤 

滅菌・殺菌・消毒剤 微生物を殺傷して対象物から除去するために使わ

れる薬剤密閉された装置等に対象物を入れ、気体

状の滅菌剤等を入れて使用 

使用後に排ガス処理を行わない場合、ほぼ全量が

大気へ排出される。 

化審法適用除外 

表面処理剤 金属等の表面を酸洗浄するのに使われる薬剤 

使用後に一部が公共用水域等へ排出される。 

104-z 金属洗浄用溶剤/その

他 

試薬 採取した試料の成分分析等に使われる薬剤 

使用段階で一部が大気等へ排出される。 

化審法適用除外 

繊維用薬剤 繊維製品の着色に使われる染料・助剤、帯電防止

剤等の繊維処理剤 

使用後に一部が大気へ排出される。 

107-d 希釈溶剤 

プラスチック発泡剤 ポリウレタンフォームの製造時に発泡剤として使用

される薬剤。 

一般には排ガス処理等が行われておらず、ほぼ全

量が大気へ排出される。 

127-k ラジカル発生剤 

※排出源の定義は、「令和元年度届出外排出量の推計方法等、詳細版 I. 推計方法の詳細 P6 表 

2-1-1 「全国出荷量等に基づくベース物質の総排出量」の推計対象とする排出源とその定義等」 

https://www.meti.go.jp/policy/chemical_management/law/prtr/r1kohyo/05todokedegaiyou/syousai/1.pdf 

※化審法における優先評価化学物質に関するリスク評価の技術ガイダンス、Ⅳ．排出量推計 
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Ver.2.0」 P203「図表 IV-140 PRTR 届出外排出量の内、化審法の対象外又は適用除外となるも

の」及び P87 から P125 までの「用途分類解説資料（図表 IV-43～図表 IV-81）」 

https://www.meti.go.jp/policy/chemical_management/kasinhou/files/information/ra/04_tech_guid

ance_iv_haisyutsuryou_v_2_0.pdf 

出典 NRI 作成 

 

このような整理から、PRTR 排出量には、化審法用途に含まれない、「農薬」、「たばこの煙」、

「水道の浄水過程に伴うトリハロメタン」、「製品の使用に伴う低含有率物質の排出」、「下水道処

理施設に係る排出」、「一般廃棄物処理施設からの排出」、「産業廃棄物焼却施設から排出」等

が含まれていることが分かる。 

さらに、他の排出や用途においても、必ずしも完全に一致する状況ではないことから、その比

較はより慎重に行う必要がある。 

 

b. 化管法物質選定推計排出量と PRTR 排出量の比較 

 今般の見直しにおいて選定された化審法用途のみ物質の PRTR 届出は令和６年４月１日以降

からとなっており、現時点で比較検討できる物質は現行化管法第一種指定化学物質となる。 

 具体的に比較検討を行う物質は以下の整理とした。現行化管法第一種指定化学物質であって、

化審法優先評価化学物質とする。また、比較に用いる数値は今般の見直し時と同様に平成 26 年

から平成 29 年までの４年間の平均値とし、平成 26 年から平成 29 年までの 4 年間の化審法届出

がなされていること、また、農薬用途がないこと等を条件とした。条件を満たし、化管法物質選定

推計排出量を算出した物質は 58 物質となった。 

そのうち、化管法物質選定推計排出量が化管法の選定基準である 10 トン以上となった物質は

55 物質であり、次の通り整理される（図表 4-42）。なお、10 トン以上となった物質のうち、今般の

見直しにおいて対象外となった物質については、有害性データに関する情報源について最新の

科学的知見を踏まえた情報源に更新することにより有害性選定基準を満たさなくなった物質とな

っている。 
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図表 4-42 化管法物質選定推計排出量が 10 トン以上となった物質 

 
※政令番号（2021（R3）改正）が空欄の物質：今般の見直しで対象外となった物質。 

管理

番号
物質名称

政令番号

（2021（R3）改正）

政令番号

（2008（H20）改正）

PRTR排出量

（4年平均）

［t/y］

PRTR移動量

（4年平均）

［t/y］

2 アクリルアミド 1-003 1-002 0.6 6.9

3 アクリル酸エチル 1-004 1-003 38.3 100.1

8 アクリル酸メチル 1-010 1-008 54.3 106.2

9 アクリロニトリル 1-011 1-009 157.0 248.1

12 アセトアルデヒド 1-017 1-012 2536.6 10.9

13 アセトニトリル 1-013 197.9 3519.3

18 アニリン 1-020 1-018 3.7 369.4

20 ２－アミノエタノール 1-021 1-020 3590.2 1516.8

35 イソブチルアルデヒド 1-035 15.7 0.6

36 イソプレン 1-054 1-036 491.7 34.1

37 ４，４’－イソプロピリデンジフェノール（別名ビスフェノールＡ） 1-055 1-037 1.2 129.7

53 エチルベンゼン 1-073 1-053 33126.3 3432.5

58 エチレングリコールモノメチルエーテル 1-078 1-058 58.3 231.7

60 エチレンジアミン四酢酸 1-080 1-060 19.3 4.7

73 １－オクタノール 1-094 1-073 1.3 42.4

76 イプシロン－カプロラクタム 1-076 155.0 577.2

83 クメン 1-106 1-083 300.3 609.0

84 グリオキサール 1-107 1-084 0.3 10.8

98 クロロ酢酸 1-123 1-098 0.2 3.1

123 ３－クロロプロペン（別名塩化アリル） 1-147 1-123 231.9 41.1

125 クロロベンゼン 1-149 1-125 400.0 1242.9

127 クロロホルム 1-151 1-127 416.0 2411.0

128 クロロメタン（別名塩化メチル） 1-154 1-128 1097.2 6.5

134 酢酸ビニル 1-158 1-134 485.2 1351.4

150 １，４－ジオキサン 1-173 1-150 83.7 733.2

157 １，２－ジクロロエタン 1-181 1-157 189.5 790.2

199

ジナトリウム＝２，２’－ビニレンビス［５－（４－モルホリノ－６

－アニリノ－１，３，５－トリアジン－２－イルアミノ）ベンゼン

スルホナート］（別名ＣＩフルオレスセント２６０）

1-226 1-199 0.0 0.3

207 ２，６－ジ－ターシャリ－ブチル－４－クレゾール 1-232 1-207 11.9 47.9

218 ジメチルアミン 1-245 1-218 24.3 83.0

232 Ｎ，Ｎ－ジメチルホルムアミド 1-264 1-232 2991.1 7111.4

240 スチレン 1-275 1-240 3204.0 1961.9

245 チオ尿素 1-284 1-245 156.0 98.4

259 テトラエチルチウラムジスルフィド（別名ジスルフィラム） 1-297 1-259 0.8 19.5

270 テレフタル酸 1-312 1-270 2.3 655.9

271 テレフタル酸ジメチル 1-313 1-271 3.4 86.6

296 １，２，４－トリメチルベンゼン 1-342 1-296 5962.3 600.5

300 トルエン 1-347 1-300 96139.2 34706.9

302 ナフタレン 1-352 1-302 457.7 151.6

310 ニトリロ三酢酸 1-356 1-310 0.0 9.1

317 ニトロメタン 1-360 1-317 0.7 1.3

318 二硫化炭素 1-361 1-318 3892.7 3.2

333 ヒドラジン 1-379 1-333 39.8 136.8

349 フェノール 1-391 1-349 308.6 2640.8

351 １，３－ブタジエン 1-393 1-351 1363.3 6.0

391 ヘキサメチレン＝ジイソシアネート 1-435 1-391 1.1 98.7

392 ヘキサン 1-436 1-392 17648.6 3668.3

398 ベンジル＝クロリド（別名塩化ベンジル） 1-450 1-398 0.1 8.9

400 ベンゼン 1-452 1-400 7741.3 654.5

401 １，２，４－ベンゼントリカルボン酸１，２－無水物 1-453 1-401 0.0 4.8

411 ホルムアルデヒド 1-464 1-411 6212.9 640.9

415 メタクリル酸 1-468 1-415 41.3 281.9

423 メチルアミン 1-423 1.3 29.1

436 アルファ－メチルスチレン 1-482 1-436 28.4 430.9

448 メチレンビス（４，１－フェニレン）＝ジイソシアネート 1-498 1-448 2.8 685.5

455 モルホリン 1-455 36.4 94.2
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また、化管法物質選定推計排出量が化管法の選定基準である 10 トンに満たない物質は、次の

通り整理される（図表 4-43）。パラ－ニトロクロロベンゼン、ニトロベンゼン、ピロカテコールについ

ては、それぞれ PRTR 排出量においても 10 トン未満となっている。ニトロベンゼンは移動量が 220

トンと化管法の選定基準である 100 トンを超えており、今般の見直しにおいては移動量による選

定となっているものであるが、環境保全施策上必要な物質でもある。パラ－ニトロクロロベンゼン

及びピロカテコールは環境保全施策上必要な物質として選定されているものである。 

 

図表 4-43 化管法物質選定推計排出量が 10トンに満たない物質 

 
 

【考察】 

今回比較が可能であった現行第一種指定化学物質のうち優先評価化学物質であるものに

ついては、化管法物質選定推計排出量の数値を用いることで、ばく露の評価において、第一

種指定化学物質の候補となり得ることが整理された。候補として選定されないニトロベンゼン

は移動量が 220 トンと 100 トンを超えており移動量による選定となっているものであるが、環境

保全施策上必要な物質でもある。パラ－ニトロクロロベンゼン及びピロカテコールは環境保全

施策上必要な物質として選定されているものである。今回比較した情報の中では、物質選定

において化管法物質選定推計排出量の数値を用いることの有効性が確認できた。今回、様々

な検討が出来ていない点も含め、引き続き、可能な限りデータの正確性に資する検討を行って

いくことが必要である。 

 

 

4.4.2. 排出量推計に係る信頼性評価の考え方の整理 

数値情報の信頼性について、排出量推計で使用される排出係数に係る不確実性評価として、

2007 年 2 月に米国 EPA により公表された、「(Review Draft) Emission Factor Uncertainty 

Assessment/ Prepared for U.S. Environmental Protection Agency, Office of Air Quality Planning 

and Standards, Prepared by RTI International」がある。 

この資料では、汚染物質のカテゴリーごとに定められた排出係数の不確実性の評価を行う目

的で実施された。統計的手法により、適切な分布を決定、さまざまなパーセンタイル値（例えば、

10、25、75、90、95）で予想される排出係数が計算され、最終的には、特定のパーセンタイル値

での予測排出係数と平均排出係数の比率が不確実性値として示されている。 

検討の手順は次の通り。 

 

1. 要約統計量、ヒストグラム、および経験的 CDF(Cumulative Distribution Function: 累積分布

関数)を使用して探索的データ分析を実施。 

2. パラメトリック理論 PDF(Probability density function: 確率密度関数)を特定してデータをモデ

ル化し、データに基づいて密度関数のパラメーターを推定。モラン統計を使用して適合度テ

ストを実行し、モデルがデータにどの程度適合しているかを評価。Windows 用の統計ソフト

ウェアに実装されている最大化アプローチを使用して、PDF パラメーター推定値を取得。 

3. データセットごとに、モンテカルロ手法とステップ 2 で取得したパラメーター推定値を使用し

て、特定の汚染物質の排出係数の仮想的な個体密度をシミュレート。シミュレートされた仮

想母集団ごとに、次の母集団統計を計算。 

最小値、1 パーセンタイル、5 パーセンタイル、10 パーセンタイル、15 パーセンタイル、20 パ

管理番号 物質名称
政令番号

（2021（R3）改正）

政令番号

（2008（H20）改正）

PRTR排出量

（4年平均）［t/y］

PRTR届出移動量

（4年平均）［t/y］

314 パラ－ニトロクロロベンゼン 1-358 1-314 0.2 4.8

316 ニトロベンゼン 1-359 1-316 2.4 220.6

343 ピロカテコール（別名カテコール） 1-387 1-343 1.0 49.2
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ーセンタイル、25 パーセンタイル、中央値、75 パーセンタイル、80 パーセンタイル、85 パー

センタイル、90 パーセンタイル、95 パーセンタイル、99 パーセンタイル、最大値。 

4. 仮説の母集団ごとに、指定されたサイズの 10,000 個のランダムサンプルを選択。10,000 サ

ンプルのそれぞれのサンプル平均を計算。サイズ 1、3、5、10、15、20、25 のサンプルに対

して繰り返す。 

5. n 個のサンプルに基づく 10,000 個の平均の分布ごとに、ステップ 3 で取得した母集団統計と

サンプル平均の比率を計算。サンプル平均は確率で母平均に収束するため、この比率の

分布（サンプル平均と母平均）は、サンプルサイズが大きくなるにつれて 1 に近づく。比率の

分布は、排出係数の不確実性比率の分布を特徴づける。 

 

図表 4-44 統計的手法による排出係数の不確実性値の検討手順 

 
出典 (Review Draft) Emission Factor Uncertainty Assessment/ Prepared for U.S. Environmental 

Protection Agency, Office of Air Quality Planning and Standards, Prepared by RTI International 

 

 

その他、不確実性を定量評価している温室効果ガスの算出時に求められている方法がある。

方法の概要は次の通り。 
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図表 4-45 不確実性を定量評価している温室効果ガスの算出時に求められている方法 

 

 

 
出典 日本国温室効果ガスインベントリ報告書/国立環境研究所 

 

 

4.4.3. 化学物質の用途や取扱い等の類似性を踏まえた化学物質のグループ化手法の検討 

カテゴリーアプローチは、化学物質の構造的な類似性から、物性や環境中運命あるいは毒性

が類似あるいは規則的なパターンを示すと予想される化学物質をグループ化してケミカルカテゴ

リーを形成した後、同じカテゴリー内の化学物質の一部について既に得られている試験結果を

用いて、他の化学物質における試験結果を予測する方法で、QSAR が適用できないエンドポイ

ントや物質群に対して有効な方法になる、とされている。 
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用途や取扱い等の類似性による化学物質のグループ化は、例えば、「冷媒」に使用される化

学物質や混合物は、沸点や毒性、油への相溶性、充填量など、「冷媒」という用途で使用される

ために類似の物性を有していることは自明であり、さらに、例えばフロン類など、「冷媒」という用

途と「発泡剤」や「洗浄剤」という用途で重なって使用される化学物質の物性は、さらに類似化が

進むと考えられることから、用途に着目したグループ化は可能であると考えられる。 

また、用途に関わってくるが、冷媒として冷凍冷蔵機器に充塡される工場や、発泡剤として断

熱材の製造で使用する工場、洗浄剤として金属加工部品のクリーニングで使用する工場などに

おける取扱いについても、大気放出した際の振る舞いなどを考慮した方法で類似性が見られた

り、製品や工場での取扱量という観点から類似性が見られたりすることも考えられる。 

 

図表 4-46 用途の重なりによる化学物質の物性の類似化のイメージ 

 
出典 NRI 作成 

 

具体的なグループ化の手順の案として、以下が考えられる。 

 

図表 4-47 具体的なグループ化の手順の案 

手順１ 各化学物質の物性値と有害性情報の整理を行う 

手順２ 各化学物質の用途情報や取扱いに関する情報を整理する。 

手順３ 用途毎に該当する化学物質を整理する（場合によっては、取扱いに関する情報も加味する）。 

手順４ 複数で用途が重なる化学物質をグループ化する。 

手順５ グループ化された化学物質の物性値や有害性を横並びで整理する。 

手順６ 横並びの整理により、物性値や有害性について類似性を分析し、類似性が高い化学物質を再度、

グループ化する。 

出典 NRI 作成 

 

 

  

冷媒に求められる

物性の範囲

発泡剤に求められる

物性の範囲

洗浄剤に求められる

物性の範囲

重なる用途が多い化学物質間の類似性は高くなる

一方で、用途が増えるほど、重なる化学物質数は少なくなる

(グループの構成化学物質数が少なくなる)
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4.5. ツールを活用した化学物質のリスク評価に関する調査 

調査結果の詳細については、添付資料⑥「－リスク評価に関する調査支援業務－調査報告書」

を参照。 

 



 
 

添付資料一覧 

①アンケート設問（化学物質管理 WEB セミナー） 

②セミナー本資料（化学物質管理 WEB セミナー） 

③受講者質問・回答一覧（化学物質管理 WEB セミナー） 

④パンフレット及びチラシ 

⑤PRTR 排出量等算出マニュアル 図表 

⑥リスク評価に関する調査支援業務ー調査報告書 

 



 

 

添付資料          

添付資料①アンケート設問（化学物質管理WEBセミナー） 

  



R3年度webセミナーアンケート設問

概要 質問内容 小問 回答選択肢 回答対象者

1 回答履歴
本講習会に関するアンケートにご回答いただくのは初めてでしょう
か。

- はじめて回答する/他の動画に関するアンケートに回答したことがある 全員 ◎ 1 ◎ 1 ◎ 1 ◎ 1 ◎ 1 ◎ 1

2
講習の申し
込み経緯

本講習をどのようにしてお知りになりましたか。 -
経済産業省ホームページ/野村総合研究所のホームページ/社内の専門部署や親会社から/同業他社から/ケミマ
ガ（製品評価技術基盤機構のメールマガジン）/その他メールマガジン/その他ホームページ/ダイレクトメール/その
他

初回 ◯ 2 ◯ 2 ◯ 2 ◯ 2 ◯ 2 ◯ 2

3
ご所属企業が属する業を以下から選択してください。

-
化学工業/金属製品製造業/プラスチック製品製造業/機械器具製造業/その他の製造業/商社/製造業・商社以外で
化学物質を扱う民間企業/情報サービス・コンサルタント業/官公庁・地方自治体/大学・研究機関/その他

初回 ◯ 3 ◯ 3 ◯ 3 ◯ 3 ◯ 3 ◯ 3

4
ご所属企業が属する事業者分類を以下から選択してください。

- 製造事業者（純物質）/製造事業者（混合物）/輸入事業者/販売事業者/その他
初回（ただし質問3で化学物質を取り扱っ
ていると考えられる事業者と回答した場
合）

◯△ 4 ◯△ 4 ◯△ 4 ◯△ 4 ◯△ 4 ◯△ 4

5
ご所属先の従業員規模を以下から選択してください。

- 20名以下/21～50名/51名～100名/101～300名/301～1000名/1001名以上 初回 ◯ 5 ◯ 5 ◯ 5 ◯ 5 ◯ 5 ◯ 5

6 地域 ご所属先が所在している都道府県をご選択ください。 - 47都道府県 初回 ◯ 6 ◯ 6 ◯ 6 ◯ 6 ◯ 6 ◯ 6

7
化学物質の
取扱経験

化学物質管理職に携わって何年目ですか。 - 今年から/2～3年目/4～9年目/10年以上 初回 ◯ 7 ◯ 7 ◯ 7 ◯ 7 ◯ 7 ◯ 7

8 ご所属先では「PRTRによる届出」を実施していますか。 - 実施している/実施していない/分からない 初回 ◯ 8 ◯ 8 ◯ 8 ◯ 8 ◯ 8 ◯ 8

9
Q8で、「PRTRによる届出を実施している」と回答された方にお伺
いします。
いずれの方法でPRTRによる届出を実施していますか。

- 書面による届出/磁気ディスクによる届出/電子による届出/分からない

初回（ただし演目２の受講者については全
員）

Q8でPRTR届け出を実施していると回答し
た場合

◯△ 9 ◎ 9 ◯△ 9 ◯△ 9 ◯△ 9 ◯△ 9

10
Q9で、「書面、もしくは磁気ディスクによる電子届出を実施してい
る」と回答された方にお伺いします。
今後、電子による届出を利用したいですか。

-

本講習で、電子届出が可能であることを知ったため、今後の利用を検討したい/電子届出については既に知っていた
が、本講習で、電子届出の特徴簡易・便利であることを知ったため、今後の利用を検討したい/今後の利用を検討し
たいが、所属先の内部手続きがわからない/従来のやり方に慣れていおり、変更したくないため利用しない/その他
（自由記述）

演目２の受講者

Q9で書面による届出もしくは磁気ディスク
による届出を実施していると回答した場合

- ◎△ 10 - - - -

11
ご所属先では「GHSに対応したSDS・ラベルによる情報提供」を実
施していますか。

-
GHSに対応したSDS・ラベルによる情報提供を実施している/GHSには対応していないが、SDS・ラベルによる情報提
供を実施している/GHSには対応しているかはわからないが、SDS・ラベルによる情報提供を実施している/SDS・ラベ
ルによる情報提供を実施していない/分からない

初回 ◯ 10 ◯ 11 ◯ 10 ◯ 10 ◯ 10 ◯ 10

12

Q11で、「SDS・ラベルによる情報提供を実施していない」と回答さ
れた方にお伺いします。
SDS・ラベルによる情報提供を実施していない理由をご回答くださ
い。

-
SDS・ラベルの提供について知らなかったが、今回の講義にて重要性を認識したため、今後実施したい/人材が不足
していることが原因と思われるので充実させたい/容易に作成する方法があれば、実施していきたい/SDS・ラベルの
提供義務の対象外である/その他（自由記述）

初回

Q11で「実施していない」と回答した人
◯△ 11 ◯△ 12 ◯△ 11 ◯△ 11 ◯△ 11 ◯△ 11

13 化管法の改正内容を知っていますか。 - よく知っている/ある程度知っている/全く知らない
演目１「化管法の改正、化管法を取り巻く
状況」受講者

◎ 12 - - - - -

14 化管法改正を知った経緯を教えてください。 -
経済産業省ホームページ/社内の専門部署や親会社から/同業他社から/ケミマガ（製品評価技術基盤機構のメー
ルマガジン）/その他メールマガジン/その他ホームページ/ダイレクトメール/その他

演目１「化管法の改正、化管法を取り巻く
状況」受講者

Q13で「よく知っている・ある程度知ってい
る」と回答した人

◎△ 13 - - - - -

15 「環境経由リスク評価」を実施したことはありますか。 -
実施したことがあり、今後も実施したい/実施したことはあるが、今後は実施しない/実施したことがないが、今後実施
したい/実施したことがなく、今後も実施しない

演目３「化学物質の適正管理とリスク評
価」
受講者

- - ◎ 12 - - -

16
Q15で「環境経由リスク評価を実施したことがない」と回答された
方にお伺いします。環境経由リスク評価を実施していない理由を
お答えください。

-

【今後実施したい】
環境経由リスク評価の必要性について知らなかったが、今回の講義にて重要性を認識したため、今後実施したい/
環境経由リスク評価の方法がわからなかったが、今回の講義にて理解が深まったため、今後実施したい/人材が不
足していることが原因と思われるため充実させたい/その他（自由記述）

【今後も実施しない】
対象となる工場等の施設がないため今後も実施しない/その他（自由記述）

演目３「化学物質の適正管理とリスク評
価」
受講者
ただし、Q15で「今後実施予定・現在実施
していない等」と回答した人

- - ◎△ 13 - - -

17
リスク評価を行う際に、METI-LISを利用したばく露量評価を実施
したことがありますか。

-
実施したことがあり、今後も実施したい/実施したことはあるが、今後は実施しない/実施したことがないが、今後実施
したい/実施したことがなく、今後も実施しない

演目４「リスク評価ツールのご紹介」
受講者

- - - ◎ 12 - -

18

Q17で「METI-LISを利用したばく露量評価を実施していない」と回
答された方にお伺いします。
METI-LISを利用したばく露量評価を今後実施しない理由をご回
答ください。

-

【今後実施したい】
ばく露量評価の必要性について知らなかったが、今回の講義にて重要性を認識したため、今後実施したい/METI-
LISについて、今回の講義で初めて知ったため、今後実施したい/METI-LISの使用法について知らなかったが、今回
の講義にて理解が深まったため、今後実施したい/その他（自由記述）

【今後も実施しない】
ばく露量評価は実施しているが自社システムを使用しているため今後も実施しない/METI-LISを使用するにはセキュ
リティ上の懸念があるため今後も実施しない/METI-LISの使用方法について、今回の講義を踏まえても使用方法が
わからないため今後も実施しない/ばく露量評価を行う必要がないため今後も実施しない/その他（自由記述）

演目４「リスク評価ツールのご紹介」
受講者
ただし、Q17で「実施したことがない」と回
答した人

- - - ◎△ 13 - -

19
演目ごと
演目５

GHS対応のSDS・ラベルを作成する際、参考にするものは何です
か。

-

JISZ7253:2019/JIS Z 7252:2019/取引先から提供されるSDS等/職場の安全サイトGHS対応モデルSDS・ラベル/事
業者向けGHS分類ガイダンス/NITE-Gmiccs/化管法、安衛法、毒劇法に関連するパンフレット/社内で整備している
作成手順書等/経済産業省ホームページ/国連GHS文書/GHS混合物分類判定システム/業界団体等が整備してい
るガイドラインやツール/その他/外注しているため分からない/GHS対応のSDSは実施していない・実施しているかわ
からない

演目５「SDS制度及びGHS分類ガイダンス
を活用したSDS・ラベル作成」
受講者

- - - - ◎△ 12 -

20
GHS混合物分類判定システムweb版（NITE-Gmiccs）を用いた混
合物のGHS分類やラベル作成を実施したことがありますか。

-
実施したことがあり、今後も実施したい。/実施したことはあるが、今後は実施しない。/実施したことがないが、今後
実施したい。/実施したことがなく、今後も実施しない。

演目６「GHS混合物分類判定システム
（NITE-Gmiccs）の使用方法」受講者

ただし、Q11で、GHSに対応したSDS・ラベ
ルによる情報提供を実施していると回答し
た場合

- - - - - ◎△ 12

21

Q20で「GHS混合物分類判定システムweb版（NITE-Gmiccs）を用
いた混合物のGHS分類やラベル作成を今後実施しない」と回答さ
れた方にお伺いします。
GHS混合物分類判定システムweb版（NITE-Gmiccs）を今後使用
しない理由をご回答ください。

-

【今後実施したい】
GHS混合物分類判定の必要性について知らなかったが、今回の講義にて重要性を認識したため、今後実施したい
/NITE-Gmiccsについて、今回の講義で初めて知ったため、今後実施したい/NITE-Gmiccsの使用法について知らな
かったが、今回の講義にて理解が深まったため、今後実施したい/その他（自由記述）

【今後も実施しない】
GHS混合物分類判定は実施しているがダウンロード版を使用しているため今後も実施しない/GHS混合物分類判定
は実施しているが自社システムを使用しているため今後も実施しない/NITE-Gmiccsを使用するにはセキュリティ上
の懸念があるため今後も実施しない/NITE-Gmiccsの使用方法について、今回の講義を踏まえても使用方法がわか
らないため今後も実施しない/GHS混合物分類判定を行う必要がないため今後も実施しない/その他（自由記述）

演目６「GHS混合物分類判定システム
（NITE-Gmiccs）の使用方法」受講者

GHS混合物分類判定システムweb版を使
用していない人（Q20で「実施したことがな
い」と回答した人）

- - - - - ◎△ 13

22 満足度
ご視聴いただいた◯◯講座及び、閲覧専用形式の資料に関する
満足度について、お答えください。
（※５つの演目ごとに５段階評価＋記述回答）

（１）講習動画の内容について
（２）講習動画の時間について
（３）講習の詳細資料について

5（大変満足している）
4（やや満足している）
3（どちらでもない）
2（あまり満足していない）
1（満足していない）

（時間については選択肢を①適切/②長い/③短い などに選択肢を変えることも検討。）

全員 ◎ 14 ◎ 13 ◎ 14 ◎ 14 ◎ 13 ◎ 14

23 満足度 概要動画の長さ

5（大変満足している）
4（やや満足している）
3（どちらでもない）
2（あまり満足していない）
1（満足していない）

（時間については選択肢を①適切/②長い/③短い などに選択肢を変えることも検討。）

◎ 15 ◎ 14 ◎ 15 ◎ 15 ◎ 14 ◎ 15

24
これまでに、化学物質管理セミナーキャラバン（対面形式も含む）
に参加されたことはありますでしょうか。

-
2019年度以前に対面形式のセミナーに参加した/2020年度にオンライン形式のセミナーに参加した/今回初めて参加
した

初回 ◯ 16 ◯ 15 ◯ 16 ◯ 16 ◯ 15 ◯ 16

25
講習会の実施形式（オンライン/対面）についてお聞かせくださ
い。
（※対面とオンラインのニーズ比較及びその選択理由）

-

開催形式に関わらず参加した/
開催形式に関わらず参加したが、オンライン形式の方が参加しやすかった/
オンライン形式のため、参加したいと考えた/
可能であれば対面形式の講習会に参加したかった/
その他

初回 ◯ 17 ◯ 16 ◯ 17 ◯ 17 ◯ 16 ◯ 17

25 自由意見
本セミナーに関してお気づきの点等ございましたらご自由にお書
きください。

- 自由記述 全員 ◎ 18 ◎ 17 ◎ 18 ◎ 18 ◎ 17 ◎ 18

◎ 全員 5 5 5 5 4 4

◯
初回
のみ

9 9 9 9 9 9

計 14 14 14 14 13 13

演目ごと
演目１

オンライン講
習の評価

演目ごと
演目６

所属企業

演目１
化管法概要

演目２
電子届出

演目３
適正管理

演目４
METI-LIS

演目５
SDS
GHS

演目６
NITE-
Gmiccs

演目ごと
演目３

PRTR関連

SDS関連

演目ごと
演目４
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添付資料②セミナー本資料（化学物質管理WEBセミナー） 
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添付資料③受講者質問・回答一覧（化学物質管理WEBセミナー） 

  



質問一覧

No. セミナー名 質問内容 受付日時 解答欄

1 化管法及び、見直しの概要

現在、厚生労働省化学物質対策課を中心に「化学物質規制の見直しについて」職場における化学物質管

理等のあり方に関する検討会を実施されておられますが、その中で個別具体的な規制（特化則、有機則

等）を統合させ廃止すること想定されています。本化管法についても、統合対象に入っていると考えて

良いでしょうか。

2022/1/11 11:21
職場における化学物質管理等のあり方に関する検討会は労働安全衛生法を念頭に議論されているものであり、化管法は統合対象とはなりません。具体的な統合対象については厚生労

働省にご確認ください。

2 化管法及び、見直しの概要

セミナー受講後に入手した資料『3-1_SDS制度の概要』の48頁では、その図の中で、廃棄物は化管法

SDS制度の対象に該当しないと説明されています。化管法SDS制度の対象物質（例_試薬）を購入し研究

や試験検査に使用していますが、対象物質が古くなり使用しなくなった残余分を、廃棄物処理業者に引

き渡す場合（廃棄する場合）は、廃棄物との理由で、廃棄物処理業者に対象物質のSDSを提供しなくて

も差し支えないでしょうか。

2022/1/13 15:55

化管法においては、廃棄物として引き渡す際、SDSの交付は義務付けていませんが、化学物質管理指針において、指定化学物質を含有する廃棄物の処理を委託する際には必要な情報

を提供するよう記載しております。

また、廃掃法においてもWDSの交付等の情報提供を求められると認識しておりますので適切に対応していただけますようお願いいたします。

＜参考：化学物質管理指針＞

https://www.meti.go.jp/policy/chemical_management/law/information/info2.html

3 化管法及び、見直しの概要

今回の改正で「セリウム及びその化合物」が指定化学物質となりました。

弊社では、酸化ジルコニウムと酸化セリウムの固溶体を製造しています。

例えば、酸化ジルコニウム60㎏　酸化セリウム40㎏からなる固溶体100㎏を製造したとき、この製造物

は「セリウム化合物100㎏」という扱いで数量を報告すればよろしいでしょうか。

2022/1/14 14:51 「セリウム及びその化合物」に関してはセリウム元素への金属換算を行った上で自社における取扱量の把握及びPRTR排出量届出を行って下さい。

4 化管法及び、見直しの概要

該当する物質を含むSDSの改定については、実際に法令が施行される2023年4月1日より前に実施するの

がよいと考えますが、どれくらい前に実施するのが望ましいでしょうか。推奨する時期があればお教え

ください。資料part2のP19に参考にする記載の仕方を提示頂きましたが、これを参考して15の法規制の

記載を作成にするのがよいでしょうか。合わせてお教えください。

2022/1/17 17:24
令和５年（2023年）4月1日より円滑に施行するためには、可能な限り早い段階、可能であれば現在より対象となる物質のSDSを作成していただき取引される事業者に提供していただ

くようお願いします。また、記載に関しては、記載例を参考にして、項目15に記載していただくようお願いいたします。

5 化管法及び、見直しの概要

PRTR法の該当物質が変われば製品ラベルの表記も変わることになりますが、どのような時期に変更すれ

ばよいのでしょうか。2023年4月1日以降に出荷の製品に対応する時期でよいのでしょうか。在庫品に対

して何か処置をしないといけないのでしょうか。在庫品についてはSDSを供与する対応でもよいので

しょうか。お教えください。

2022/1/19 16:00

今回の改正政令の施行日は令和5年（2023年）4月1日となります。

ラベルにつきましては、製品が化管法指定化学物質の場合で、かつその指定化学物質の名称が今回の政令改正により変更になっている場合には、令和5年（2023年）4月1日以降、名

称変更後の指定化学物質名を記載し、提供に努めていただきますようお願いいたします。

6 化管法及び、見直しの概要

今回の化管法の見直しにより、化管法の対象に追加された物質・分類が変更された物質・除外された物

質の名前を具体的に知りたいです。一覧表をお持ちでしたら、閲覧方法を教えていただきたく存じま

す。宜しくお願い致します。

2022/1/20 15:39
経済産業省HPに、対象化学物質の詳細な情報を掲載しています。以下、URLをご確認頂けますようお願いいたします。

https://www.meti.go.jp/policy/chemical_management/law/prtr/seirei4.html

7 化管法及び、見直しの概要

令和５年４月１日以降の化管法対象物資の一覧表などはWEB上で見つかるのですが、追加物質・分類が

変更になる物質・除外される物質だけをそれぞれまとめた一覧表を見つけることができません。もし閲

覧手段をご存じでしたらご教授いただきたく、宜しくお願い致します。

2022/1/20 15:45
経済産業省HPに、対象化学物質の詳細な情報を掲載しています。以下、URLをご確認頂けますようお願いいたします。

https://www.meti.go.jp/policy/chemical_management/law/prtr/seirei4.html

8 化管法及び、見直しの概要

改正政令の施行前におけるSDSの記載方法について例が挙げられているが、法的な適性を求め硬直的な

対応（例示された内容の記載）ではなく、管理番号で指定する書きぶりもOKとすべきと考える。

川上のSDS作成者に協力を求めるのであれば、改正の前後で書きぶりを変えなければならない、SDS作

成システムを持たず手作業でSDSを作成する事業者への配慮が欲しい。都度書きぶりの変更が必要であ

るなら、使用者のことなど考えずに政省令の施行後に作成すれば一度で済むと考える。

2022/1/21 11:37

化管法では指定化学物質を規定含有率以上含有する場合は、指定化学物質の名称の記載を規定しており、政令番号及び管理番号のSDSへの記載は必須ではありません。ただし、任意

の記載を妨げるものではありません。記載する場合は、１指定化学物質に固有の１番号が維持される管理番号の記載を推奨しております。

また、施行日（令和5年（2023年）4月1日）以前の情報提供の手段として、新旧指定化学物質を併記したSDSの提供以外の方法（レター等でのお知らせ）でも問題ありません。ただ

し、令和5年4月1日以降にサプライチェーン全体でSDS制度の施行に対応するためには、サプライチェーンの各段階の事業者が取り扱う化学物質の情報を前もって把握する必要があ

ります。このため、可能な限り早期に新規指定化学物質に対応したSDSの作成・提供をしてくださいますようお願いいたします。

施行日以前に新規指定化学物質に対応したSDSと現行指定化学物質に対応したSDSを併せて提供することも可能ですが、受け取った側で混乱が生じないようにご対応をお願いいたし

ます。また、適用法令の記載の箇所は誤情報とならないように十分に注意してください。

9 化管法及び、見直しの概要

①、化管法の指定化学物質（フレコンに入った固体の化学物質）を日本へ輸入（国外業者から購入）

し、輸入者が国内業者へ販売する場合で、国内業者が固形物で購入して、合成反応の原料として使用す

る場合は、SDSの提供義務、ラベルの表示の努力義務はあるのでしょうか？

②、①のケースでラベルの表示義務がある場合、輸入者は、販売時にフレコンの袋1体、1体に日本語ラ

ベルを張り変える必要があるのでしょうか？　それとも、ラベルを配送ごとに1枚添付などでも良いので

しょうか？

2022/1/24 11:02

指定化学物質及び指定化学物質を規定含有率以上含有する製品を輸入し、国内で他の事業者に譲渡・提供する場合、輸入業者には、化管法に基づくSDSを提供する義務及びラベルに

よる表示を行う努力義務があります。さらに、化管法に基づき提供するSDSは、日本語で表記しなければなりません。

なお、日本に輸出する海外の事業者に対して義務はありませんが、輸入事業者が化管法に基づくSDS及びラベルを作成するためには、製品に関する情報を入手していただくことが必

要となる場合がありますのでご留意ください。

また、ラベルにつきましては、容器または包装（容器に入れ、かつ包装して、譲渡し、又は提供する時にあっては、その容器）にJISZ 7253に適合する表示を行うよう努めるものと

することとなっております。

※規定含有率以上：第一種指定化学物質及び第二種指定化学物質ともに1質量%以上（特定第一種指定化学物質の場合は0.1質量%以上）

化管法に基づくSDSの提供及びラベルによる表示をしなくてもよい製品は、次の1．から5．までとなります。

1． 指定化学物質の含有率が1％未満（特定第一種指定化学物質の場合は0.1％未満）の製品

2． 固形物（事業者による取扱いの過程において固体以外の状態にならず、かつ、粉状又は粒状にならない製品）

3． 密封された状態で取り扱われる製品

4． 主として一般の消費者の生活の用に供される製品

5． 再生資源

10
PRTRの届出も電子届出を活用しよう～とっ

ても便利な機能をご紹介～

電子届出は複数の担当者がアクセスできるようなシステムなのでしょうか。

実際、該当物質や関連物質に係る数名の担当者が個別に集計しております。その上で届出の担当者が届

出をしております。複数の担当者がアクセスできるシステムでないと利用できないのですが、複数担当

者がアクセス可能なシステムなのでしょうか。

2022/1/18 9:45
１つのIDにつき、担当者は１名しか登録ができません。

同時ログインはできませんが、使用するPCに全てクライアント証明を登録すれば、複数の担当者でも利用することができます。

11 化学物質の適正管理とリスク評価

本セミナーで述べられているリスク評価がもし事業者の義務になりそうな場合、安衛法の化学物質のリ

スクアセスメントの様に法制化されるタイミング、およびその対象を教えてください。後者につきまし

ては、PRTR制度の対象となる化学物質が該当する可能性がある様にも思えたのですが、如何でしょうか

（セミナーの資料の13頁、25頁～28頁、40頁）。

2022/1/17 16:03

化管法は事業者に排出量の把握・届出等を行っていただくとともに、自主管理の改善を促す法律です。安衛法のリスクアセスメント（例えば労働安全衛生法第28条の2）のように、

化管法の中でリスクアセスメントを一律義務化することは想定されていません。

なお、化管法では選定基準に基づき人や生態系への有害性があると判断された物質を対象としており、化管法第４条に「事業者の責務」が規定されています。同条に規定する化学物

質管理指針に留意して、例えば、自主管理の改善を進めていただく上で公表されているガイダンス・環境濃度予測モデルなどを用いて事業所周辺の環境リスク評価を行い環境リスク

の懸念が大きい物質から優先的に管理を強化するというように、適切な管理を行って頂きますようお願いいたします。



No. セミナー名 質問内容 受付日時 解答欄

13 リスク評価ツールのご紹介
従来から実施しているＳＤＳによるリスクアセスメントと比較して、METI-LISを利用すると可能となる

「ばく露量」評価とは何か？　具体的な活用例について詳しく知りたい。
2022/1/24 13:34

化学物質の環境リスク評価は、「有害性評価と評価基準値の設定」と「ばく露評価」による「リスク判定」のうえ、評価することとなります。従って、METI-LISで行うばく露量評価

は、リスク評価の一部であると言えます。

ばく露量は「長期間(少なくとも1年程度)を通じて平均的にばく露する濃度(量)」であり、通常、ばく露評価は「実測値」又は「数理モデルを用いた推定値」を用いて評価を行いま

す。METI-LISは「数理モデルを用いた推計値」を用いて大気への排出量のシミュレーションを行うことで、ばく露評価を行います。従って、METI-LISを使用してばく露量評価を

行った場合は、その結果を踏まえて「リスク判定(ヒトの健康のリスク判定：大気中推定濃度／評価基準値)」を行うことになります。

METI-LISの活用は、「事業所等から環境中へ排出された化学物質が人の健康にどの程度影響を与えるかを計算すること」となります。具体的には、事業所等から大気中に排出された

化学物質について、ばく露濃度(量)を算出のうえ、ヒトの健康のリスク評価を行うことができます。

経済産業省HPにて掲載しております「化学物質のリスク評価のためのガイドブック(実践編)：経済産業省」のP48～P60に　Ⅱ　環境リスク評価の実践例(具体例)が記載されてお

り、METI-LISで活用できるものとなりますので、ご参照下さい。

https://www.meti.go.jp/policy/chemical_management/law/prtr/pdf/guidebook_jissen.pdf

14
SDS制度及びGHS分類ガイダンスを活用し

たSDS・ラベル作成

経済産業省HP「化管法SDS制度に関するQ&A」のQ74の答に、「「項目1　化学品及び会社情報」に

は、貴社の情報を記載してください。」とあります。

製造業者によっては、自社のHPから直接ユーザーにSDSを取得させる方式を取られているところがあ

り、その場合、商社等が会社情報の追記を行うことができません。

対応として、別途、相手先に商社等の会社情報を書面や電子ファイルで連絡し、取得したSDSとあわせ

て保管、管理してもらう方法が考えられますが、その方法がSDS制度の考え方に合致しているか判断が

つきません。

上記のような場合、どのように対応したら良いかご教授をお願いします。

2022/1/17 18:58

貴社が販売している商品に指定化学物質が規定含有率以上含有されているのであれば、製造業者から購入している製品をそのまま出荷する場合でも、貴社に化管法に基づくSDSの提

供義務及びラベルによる表示を行う努力義務があります。そのため、貴社の責任においてSDS及びラベルを作成してください。ほとんどの記載内容は、製造業者が作成したSDSの内

容を使用することが可能と考えられますが、SDSの「項目1 化学品及び会社情報」には、貴社の情報を記載してください。なお、製造業者の連絡先等について記載の必要があれば、

当該事業者の了解を得た上で、SDSの「項目1 化学品及び会社情報」に記載してください。ラベルについても同様にお考え下さい。

なお、現在、情報提供の方法につきまして、昨今のデジタル化の流れを踏まえ、相手方が容易に閲覧できる方法であって、メールの送信又はインターネットを利用した情報の提供

等、提供方法の追加を行う見直しを進めております。見直し状況等関連情報につきましは経済産業省HPに掲載いたしますのでご確認いただけますようお願いいたします。

※規定含有率以上：第一種指定化学物質及び第二種指定化学物質ともに1質量%以上（特定第一種指定化学物質の場合は0.1質量%以上）

15
SDS制度及びGHS分類ガイダンスを活用し

たSDS・ラベル作成

指定化学物質の含有率の表記方法（幅表記について）

①含有率に幅がある場合、必ず平均値、中央値、代表値などを表記必要ですか？

例）

①10～15％

②12％（平均値） 《10％～15％》

③10％～15％（平均値）

どちらが正しいですか？

②含有率の幅範囲について、特に規定はないと理解して良いですか？

2022/1/20 16:11

化管法では、製品中の指定化学物質の含有率の記載方法は、有効数字二桁での記載を義務付けています（化管法SDS省令第4条第3項）。化管法では、含有率について、一定の幅を持

たせて記載することは認められていませんが、同一製品でありながら 、指定化学物質の含有率に幅があるような場合、平均値、中央値、代表値などにより、有効数字二桁を算出し、

算出根拠の説明を追加記載してください（毎日ブレンドする比率が変わり成分が一定していない場合や、製品のロットによって含有率の裾切り値を超えるものと下回るものがある場

合も同様）。 なお、管理幅がある場合には、その旨を2桁表示したものに付記しても差し支えありません。数字の前に「約」や「およそ」などの曖昧な表記は付けないでください。

（例） 12％（平均値）　《10％～15％》

          10～15％　　『12％』（平均値）

16
SDS制度及びGHS分類ガイダンスを活用し

たSDS・ラベル作成

指定化学物質の含有率の表記方法（実濃度について）

実濃度が２％の場合、２．０％のように上位二桁を有効数字として算出した数値により記載必須です

か？

2022/1/20 16:15
化管法SDS省令第4条第3項において、化管法の指定化学物質の割合は、当該割合の上位二桁を有効数字として算出した数値により記載するものと規定されています。上位二桁を有効

数字として算出した数値を記載いただけますようお願いいたします。

17
SDS制度及びGHS分類ガイダンスを活用し

たSDS・ラベル作成

混合物の国連番号の付け方について教えてください。成分の一部に国連番号がついていた場合、SDSに

はその国連番号を記載する必要がありますか？混合物としての国連番号がついていない場合、国連番号

がついている成分が含まれていても非該当になるのでしょうか

2022/1/21 11:33

製品として国連で規定された試験を行い、国連分類を判定し、国連番号を判断することが基本となります。一方で、国連危険物輸送勧告とGHS分類には関係性があり、成分の国連番

号の国連分類から含有量などを考慮し、製品として国連分類の該否を検討した上で、安全側の判断で国連番号を記載するケースはあると思われます（成分の国連番号と別の番号にな

るケースもあります）。つまり、成分の一部に国連番号がついていても、SDSにその国連番号の記載が必要かどうかはケースバイケースとなります。

18
SDS制度及びGHS分類ガイダンスを活用し

たSDS・ラベル作成

JISZ7252とZ7253、安衛法対象物質と化管法対象物質の改正時期を同じにするわけにはいかないもので

しょうか。国内の規制に従ったSDSの改訂作業が大変です。
2022/1/21 11:57

それぞれの法律の趣旨に基づいて適宜見直しが実施され、改正がなされております。これまでも、SDS関係法令におけるJISの導入、SDSの作成を支援するためのGHS分類の実施、

NITE CHRIPによる情報提供の実施など法令の調和を図ってきております。

今回の化管法改正政令に基づく対応につきましては、お手数ではございますがご対応頂けますようお願いいたします。

12 化学物質の適正管理とリスク評価

１．環境経由の「リスク評価」とは何か。

２．今回、化管法の対象となる化学物質の名称及び排出量の届出対象となる工場等の施設について具体

的に知りたい。

３．リスク判定に用いる「有害性」や「ばく露量」として設定するシナリオとはどのようなものか具体

的に知りたい。

2022/1/24 13:33

１．化管法における環境経由の「リスク評価」とは、対象となる化学物質が製造や使用等の工程により環境中に排出され、人や生態系に及ぼす影響を評価するものです。

２．今回の化管法の見直しにより対象となる化学物質（※１）及び届出対象となる業種や事業者（※２）については以下のとおりです。

※１　https://www.meti.go.jp/policy/chemical_management/law/prtr/seirei4.html

※２　https://www.meti.go.jp/policy/chemical_management/law/information/pdf/04_seirei1.pdf

３．シナリオ設定とは、「 どの化学物質をどのような目的、範囲、条件等で評価するか決定する。」ということを指しており、以下の①～④を検討します。

①リスク評価の対象とする化学物質の選定、②影響を受ける対象の選定、③化学物質の排出条件と排出先の把握、④ばく露の道筋と経路の検討。

化学物質の環境リスクを評価する方法は事業所のおかれた状況によって様々となります。

目的、範囲、条件等は例えば法令においても様々であり、労働安全衛生法では労働者の安全と健康を確保するとともに、快適な職場環境の形成を促進することが目的であり、化管法

では事業者による化学物質の自主的な管理の改善を促進し、環境の保全上の支障路未然に防止することを目的とするなど、異なる観点から対応が求められるものです。

以上を踏まえ、有害性評価の実施は対象とする化学物質について「どのような有害性を示すか」を確認することを指し、化管法における有害性は、発がん性、変異原性、生殖毒性等

の人に対する有害性、水生環境生物に対する有害性、オゾン層破壊などの観点から評価します（※３）。

また、ばく露評価については実測値やシミュレーションによる推定値から「実際にどのくらいの量（濃度）の化学物質にさらされているのか」について許容可能な濃度を法令で定め

られた基準（職場の許容温度や環境基準等）などを踏まえて確認することをばく露評価といい、

化学物質の製造や使用の工程において、どのような経路で環境（大気、水、土壌、廃棄等）に化学物質が排出されていくのかを一連の仮定をおいて考えた筋書きにより設定、評価を

します。

シナリオを活用した排出量の算出方法の例としては「PRTR排出量等算出マニュアル」（※４）をご参照ください。

その他リスク評価については「化学物質のリスク評価について」（※５）もご参照ください。

※３　https://www.meti.go.jp/policy/chemical_management/law/information/pdf/202008toshin.pdf

※４　https://www.meti.go.jp/policy/chemical_management/law/prtr/PRTRmunyuaru.html

※５　https://www.nite.go.jp/chem/shiryo/yoriyoku.html



No. セミナー名 質問内容 受付日時 解答欄

19
SDS制度及びGHS分類ガイダンスを活用し

たSDS・ラベル作成

化管法第1種指定化学物質を0.1%程度含む自社製品に対して、SDSを発行、提供しております。この場

合、SDSの内容として①指定化学物質の名称開示、②指定化学物質の含有量の有効数字2桁での記載、は

不要であるとの認識で正しいでしょうか？

2022/1/24 14:51
指定化学物質の含有率が規定含有率未満の製品には、化管法に基づくSDSの提供義務及びラベルによる表示の努力義務はありません。

※規定含有率以上：第一種指定化学物質及び第二種指定化学物質ともに1質量%以上（特定第一種指定化学物質の場合は0.1質量%以上）

20
GHS混合物分類判定ラベル作成システム

NITE-Gmiccsの概要と使い方事例

現在、経産省　GHS混合物分類判定システムを社内で同じバックアップ情報を共有して使用しておりま

す。NITE-Gmiccsでも同様のことが可能でしょうか。
2022/1/11 11:26

NITE-Gmiccsにつきましては経産省のGHS混合物分類判定システムとは異なりWebブラウザ上で使用するシステムとなっており、システム上でユーザー登録情報を保持するような機

能はございません。混合物や組成成分に関してユーザー側で登録したデータをバックアップし、社内で共有をしたい場合はNITE-Gmiccsの各Stepからデータをエクスポート（Step1:

混合物情報、Step2:組成成分情報、Step3:GHS分類結果）していただき出力ファイルを共有することで同様のことが実施可能かと存じます。

21
GHS混合物分類判定ラベル作成システム

NITE-Gmiccsの概要と使い方事例

NITE-Gmiccssに一度アップロードした原材料情報は、以後のSDS作成時に再度入力する必要があるので

しょうか。
2022/1/11 11:26

ユーザー側が登録（アップロード）した組成成分情報については、NITE-Gmiccs上に保持されませんので、NITE-Gmiccsを利用する際に毎度アップロードいただけるようにお願いい

たします。
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NITE-Gmiccsの概要と使い方事例

各事業所からNITE-Gmiccssにアップロードされた情報は共有化されるのでしょうか。　情報の流出はあ

りませんか？
2022/1/11 11:26

各事業所（異なるPC等からのアクセスと推察します）で登録（アップロード）した情報については共有化されません。ご使用のPC等からまとめて混合物成分情報および組成成分情

報の登録が必要となります。

情報の流出に関しまして、NITE-Gmiccsのセキュリティ対策についてご説明いたします。ご利用いただくPCのセキュリティ対策が徹底されていることが大前提とはなりますが、 当

該システムを安心してご利用頂くため、インターネット通信経路上でのデータ盗聴や改ざんなどの防止を目的とした通信の常時暗号化（SSL証明書の導入）やセキュリティ診断（擬

似的な攻撃をシステムに対し行うことにより、システムの脆弱性や外部からの攻撃に対する耐性を診断します）を定期的に実施するなどして、セキュリティ対策を実施しておりま

す。また、ユーザー様のご入力データにつきましては、NITE-Gmiccs上で処理が実行されない状態が2時間続きますとタイムアウトとなりデータが削除されるように設定していま

す。入力データは基本的にサーバには残らない設定ですので、必要に応じて各ステップでのエクスポートをお願いいたします。
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NITE-Gmiccsの概要と使い方事例

NITE-Gmiccsにおいて、薬機法承認の医薬品（例えば、変異原性、生殖毒性、遺伝毒性等の有害性が知

られる抗がん剤の化学物質）と同じ化学物質（CAS RN.は判る）を含有する試験研究用試薬などのSDS

のため、NITE-Gmiccsデータベース検索は（どのような場合に）可能でしょうか。

2022/1/14 16:26

NITE-Gmiccsのデータベースには、政府によるGHS分類事業で分類がされた結果のみを収載しております。薬機法の対象物質かどうかに関わらず、お調べいただいたCAS登録番号が

政府によるGHS分類事業で分類されている場合は参考情報としてご利用が可能です。一方、政府によるGHS分類事業でこれまで対象となっていない物質については、ユーザー側でそ

の物質のGHS分類結果を登録する必要があります。なお、政府によるGHS分類結果はSDS作成の際の参考として公開されているものですので、最終的なGHS分類およびSDSの内容に

ついてはご利用者様の責任にあることにご留意ください。
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NITE-Gmiccsの概要と使い方事例

データ入力後エクスポートするのを忘れてしまいデータが消失するのが不満。やめる前にエクスポート

を促してほしい。

会社情報を毎回入力するのに手間がかかる。

SDS作成の参考にしたいので、評価済製品のGHS分類、絵表示（文字）、注意喚起後、危険有害性情報

のHコード番号付き文言と注意書きのPコード付き文言について、モデルSDSの項目２「危険有害性の要

約」のような形でエクスポートする機能が欲しい。可能であればSDS作成機能があればなおよい。

2022/1/21 12:54
NITE-Gmiccsにつきましてご不便おかけし申し訳ございません。いただきましたご意見につきましては今後のユーザビリティ改善の参考とさせていただきます。また、会社情報の入

力の省力化やSDS作成支援機能につきましては現在、改修検討を進めております。
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添付資料④パンフレット及びチラシ 

  



特定化学物質の環境への排出量の
把握等及び管理の改善の促進に関する法律

（化管法）見直しの概要



化管法とは、

PRTR制度とSDS制度を柱として、事業者による化学物質の

自主的な管理の改善を促進し、環境の保全上の支障を

未然に防止することを目的とした法律です。

■対象業種は製造業、燃料小売業、廃棄物処理業など２４業種です。

■人の健康や生態系に有害なおそれがある化学物質（第一種指定化学物質）
について、
環境中への排出量及び廃棄物に含まれての移動量を
事業者が自ら事業所毎に把握して６月末までに行政庁に届出を行います。

※届出には便利な電子届出をご利用ください。

■行政庁は、事業者からの届出や、推計に基づき
毎年２～３月に排出量・移動量を集計・公表します。

PRTR
Pollutant Release and Transfer Register

（化学物質排出移動量届出制度）



■業種を問わず、全事業者が対象です。

■有害性のおそれのある指定化学物質
（第一種指定化学物質及び第二種指定化学物質）及び、
それを規定含有率以上含有する製品を、他の事業者に譲渡、提供する際に、
指定化学物質等の性状及び取扱いに関する情報を提供する義務があります。

■SDSを通じて、化学物質等を取り扱うすべての関係者に、
化学物質に関する教育・情報の周知を行います。

SDS
Safety Data Sheet

（安全データシートの提供）

製造業者／輸入業者
調剤メーカー等

大気への排出

土壌への排出水域への排出 水域への排出

物 流

ＳＤＳ

ＳＤＳ

土壌への排出

大気への排出

物 流

化学物質の再利用へ
リサイクル

大気への排出

物 流

ユーザー 流通事業者

ＳＤＳ



令和５年４月、化管法の対象物質が変わります！

円滑な切り替えのため、今般の改正で新たに指定された化学物質のSDSを、
それぞれのサプライチェーンにて、施行日より早い時期からご共有ください。

⚫ 令和３年１０月に改正政令が公布され、令和５年４月に対象物質が
変わります。

第一種指定化学物質は462物質→515物質になります。
第二種指定化学物質は100物質→134物質になります。

⚫ 従来の政令番号に代わり、1物質ごとに固有で対応する管理番号が
付与されます。

PRTR制度では令和６年度の届出から管理番号を使用予定です。

今後対象物質が変更された場合も、同じ管理番號を使用して、届出等を実施
することが可能



【改正に伴う対象物質の切替え時期】

PRTR制度では、
令和5年4月以降は改正後の物質について排出量・移動量を把握し、
令和6年4月以降に管理番号を用いて届出を行う必要があります。

SDS制度では、
令和5年４月以降は改正後の物質について情報提供を行う義務があります。
また、令和５年４月より前でも、改正後の指定化学物質を併記したSDS
の作成・提供が可能です。

制度
実施

主体

令和３年度

（2021年度）

令和４年度

（2022年度）

令和５年度

（2023年度）

令和６年度

（2024年度）

PRTR

事業者

把握

（改正前物質）

把握

（改正前物質）

把握

（改正後物質）

把握

（改正後物質）

届出

（改正前物質）

届出

（改正前物質）

届出

（改正前物質）

届出

（改正後物質）
※管理番号を使用

国
公表

（改正前物質）

公表

（改正前物質）

公表

（改正前物質）

公表

（改正後物質）

SDS 事業者

対象（改正前物質）

提供準備・周知（改正後物質）

※改正前・改正後両方の指定物質を

併記したSDSの作成・提供が可能

対象（改正後物質）

改正



【事業者の皆様へ ～ご協力のお願い～】

◆ 今般の改正において、
PRTR制度とSDS制度の施行日は、同日の令和５年４月１日です。

令和５年４月１日よりサプライチェーンにおける各段階の事業者の皆様に、
化学物質の排出量等の把握（PRTR制度）やSDSの提供（SDS制
度）を円滑に開始していただくため、

今般の改正で新たに指定された化学物質のSDSを、それぞれのサプライ
チェーンにて、施行日より早い時期から共有していただくようお願い申し上
げます。

特に、川上にあたる事業者の皆様のご協力が不可欠ですので、ご協力の
ほどよろしくお願い申し上げます。

◆ PRTRの届出は、届出内容の記載ミスの防止が可能であることや、いつ
でも届出が可能であるといった利便性がある電子届出をご利用ください。

問い合わせ先： 製造産業局化学物質管理課化学物質リスク評価室

お問合せメールフォーム: https://mm-enquete-cnt.meti.go.jp/form/pub/kagaku/kannrika_toiawase

https://mm-enquete-cnt.meti.go.jp/form/pub/kagaku/kannrika_toiawase


化管法
（特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善の促進に関する法律）

のこと、ご存知ですか？

化管法とは、

PRTR制度とSDS制度を柱として、事業者による化学物質の

自主的な管理の改善を促進し、環境の保全上の支障を

未然に防止することを目的とした法律です。

PRTR制度

SDS制度

事業者は、対象化学物質を排出・移動し
た際に、その量を把握し、毎年度６月末
までに国に届け出る義務があります。

国等は、毎年２～３月に、集計データを
公表しています。

事業者は、他の事業者に、対象化学物質
等を譲渡・提供する際に、その情報
（SDS）を提供する義務があります。

製造業、燃料小売業、廃棄物処理業な
ど

２４業種が対象！

業種を問わず

全事業者が対
象！

詳細は、化管法HPをご覧ください
URL：https://www.meti.go.jp/policy/chemical_management/law/

※届出には便利な電子届出をご利用ください。

https://www.meti.go.jp/policy/chemical_management/law/


制度
実施
主体

令和３年度
（2021年度）

令和４年度
（2022年度）

令和５年度
（2023年度）

令和６年度
（2024年度）

PRTR

事業者

把握（改正前物質） 把握（改正前物質） 把握（改正後物質） 把握（改正後物質）

届出（改正前物質） 届出（改正前物質） 届出（改正前物質）
届出（改正後物質）
※管理番号を使用

国 公表（改正前物質） 公表（改正前物質） 公表（改正前物質） 公表（改正後物質）

SDS 事業者

対象（改正前物質）
提供準備・周知（改正後物質）

※改正前・改正後両方の指定物質を
併記したSDSの作成・提供が可能

対象（改正後物質）

令和５年４月、化管法の対象物質が変わります！

詳細は、化管法ホームページをご覧ください。
URL: https://www.meti.go.jp/policy/chemical_management/law/prtr/8_4.html

化管法見直しに関するwebセミナー開催！

解説動画と詳細資料で、化管法の改正内容やSDSの作成方法が分かります。

令和4年1月11日（火）～1月31日（月） （事前登録不要）

実施案内 URL： https://www-
stg.nri.com/jp/service/mcs/koubo/chemical_substance_management_2021

切り替えのタイミング

⚫ 令和３年１０月に改正政令が公布され、令和５年４月に対象物質が
変わります。

第一種指定化学物質は462物質→515物質に。
第二種指定化学物質は100物質→134物質に。

⚫ 従来の政令番号に代わり、1物質ごとに固有で対応する管理番号が
付与されます。

PRTR制度では令和６年度の届出から管理番号を使用予定。

改正

【改正に伴う対象物質の切替え時期】

各サプライチェーンの事業者に情報が行き渡るよう、対象物質が変わる
令和５年４月より早い時期から改正前後の指定物質を併記するなど、改正
に対応したSDSを共有していただくようご協力をお願いいたします。

https://www.meti.go.jp/policy/chemical_management/law/prtr/8_4.html
https://www-stg.nri.com/jp/service/mcs/koubo/chemical_substance_management_2021
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添付資料⑤PRTR排出量等算出マニュアル 図表 

  



4-2-2 原材料、資材等に含まれる主な対象物質

用途分類 具体例

重合原料・合成原料 染料原料 【15】ｱｾﾅﾌﾃﾝ 【32】ｱﾝﾄﾗｾﾝ 【156】ｼﾞｸﾛﾛｱﾆﾘﾝ 【277】ﾄﾘｴﾁﾙｱﾐﾝ 【287】2,4,6-ﾄﾘｸﾛﾛﾌｪﾉｰﾙ
【290】ﾄﾘｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ 【302】ﾅﾌﾀﾚﾝ 【312】ｵﾙﾄ-ﾆﾄﾛｱﾆﾘﾝ 【347】N-ﾌｪﾆﾙﾏﾚｲﾐﾄﾞ 【393】ﾍﾞｰﾀ-ﾅﾌﾄｰﾙ
【438】ﾒﾁﾙﾅﾌﾀﾚﾝ 【557】ﾒﾁﾙ=ﾍﾞﾝｿﾞｲﾐﾀﾞｿﾞｰﾙ-

2-ｲﾙｶﾙﾊﾞﾏｰﾄ(別名ｶﾙﾍﾞﾝﾀﾞｼﾞﾑ)
【568】ｱｾﾁﾙｱｾﾄﾝ 【583】安息香酸ﾍﾞﾝｼﾞﾙ

【584】ｱﾝﾄﾗｾﾝ-9,10-ｼﾞｵﾝ(別
名ｱﾝﾄﾗｷﾉﾝ)

【627】ｼﾞｴﾁﾚﾝｸﾞﾘｺｰﾙﾓﾉﾌﾞﾁﾙ
ｴｰﾃﾙ

【691】ﾄﾘﾒﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ 【727】ﾍｷｻﾝｼﾞﾋﾄﾞﾗｼﾞﾄﾞ 【736】無水酢酸 【749】3-ﾒﾄｷｼｱﾆﾘﾝ

【754】硫酸ｼﾞﾒﾁﾙ
香料原料 【83】ｸﾒﾝ 【207】2,6-ｼﾞ-ﾀｰｼｬﾘ-ﾌﾞﾁﾙ-4-

ｸﾚｿﾞｰﾙ
【257】ｱﾙｶﾉｰﾙ(炭素数が10の
ものに限る｡)(別名ﾃﾞｶﾉｰﾙ)

【273】1-ﾄﾞﾃﾞｶﾉｰﾙ 【319】1-ﾉﾅﾉｰﾙ(別名ﾉﾙﾏﾙ-ﾉﾆﾙ
ｱﾙｺｰﾙ)

【468】4-ｱﾘﾙ-1,2-ｼﾞﾒﾄｷｼﾍﾞﾝ
ｾﾞﾝ

【511】ｼﾞﾍﾞﾝｼﾞﾙｴｰﾃﾙ 【572】ｱﾘﾙ=ﾍｷｻﾉｱｰﾄ 【573】ｱﾘﾙ=ﾍﾌﾟﾀﾉｱｰﾄ 【583】安息香酸ﾍﾞﾝｼﾞﾙ

【587】3-(4-ｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾙﾌｪﾆﾙ)-
2-ﾒﾁﾙﾌﾟﾛﾊﾟﾅｰﾙ

【594】ｴﾁﾚﾝｸﾞﾘｺｰﾙﾓﾉﾌﾞﾁﾙｴｰﾃ
ﾙ(別名ﾌﾞﾁﾙｾﾛｿﾙﾌﾞ)

【599】ｵｷｻｼｸﾛﾍｷｻﾃﾞｶﾝ-2-ｵﾝ 【623】酢酸ﾍｷｼﾙ 【624】ｻﾘﾁﾙ酸ﾒﾁﾙ

【628】1,4-ｼﾞｵｷｻｼｸﾛﾍﾌﾟﾀﾃﾞｶ
ﾝ-5,17-ｼﾞｵﾝ

【638】N-(3,5-ｼﾞｸﾛﾛﾌｪﾆﾙ)-
1,2-ｼﾞﾒﾁﾙｼｸﾛﾌﾟﾛﾊﾟﾝ-1,2-ｼﾞｶﾙ
ﾎﾞｷｼﾐﾄﾞ(別名ﾌﾟﾛｼﾐﾄﾞﾝ)

【650】(2E)-3,7-ｼﾞﾒﾁﾙｵｸﾀ-
2,6-ｼﾞｴﾆﾙ=ｱｾﾀｰﾄ(別名酢酸ｹﾞﾗ
ﾆﾙ)

【652】3,7-ｼﾞﾒﾁﾙｵｸﾀﾝ-3-ｵｰﾙ
【659】2,2-ｼﾞﾒﾁﾙ-3-ﾒﾁﾘﾃﾞﾝﾋﾞ
ｼｸﾛ[2.2.1]ﾍﾌﾟﾀﾝ(別名ｶﾝﾌｪﾝ)

【673】ﾃﾞｶﾅｰﾙ(別名ﾃﾞｼﾙｱﾙﾃﾞ
ﾋﾄﾞ)

【674】ﾃﾄﾗﾋﾄﾞﾛﾌﾗﾝ
【689】(E)-4-(2,6,6-ﾄﾘﾒﾁﾙｼｸﾛ
ﾍｷｻ-1-ｴﾝ-1-ｲﾙ)ﾌﾞﾀ-3-ｴﾝ-2-ｵﾝ

【691】ﾄﾘﾒﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ
【709】ﾋﾟﾍﾟﾛﾅｰﾙ(別名ﾍﾘｵﾄﾛ
ﾋﾟﾝ)

【713】2-ﾀｰｼｬﾘ-ﾌﾞﾁﾙｼｸﾛﾍｷｼﾙ
=ｱｾﾀｰﾄ

【714】4-ﾀｰｼｬﾘ-ﾌﾞﾁﾙｼｸﾛﾍｷｼﾙ
=ｱｾﾀｰﾄ

【718】3-(4-ﾀｰｼｬﾘ-ﾌﾞﾁﾙﾌｪﾆ
ﾙ)-2-ﾒﾁﾙﾌﾟﾛﾊﾟﾅｰﾙ

【719】2-ﾀｰｼｬﾘ-ﾌﾞﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ 【721】ﾌﾙﾌﾗｰﾙ

【726】4,6,6,7,8,8-ﾍｷｻﾒﾁﾙ-
1,3,4,6,7,8-ﾍｷｻﾋﾄﾞﾛｼｸﾛﾍﾟﾝﾀ[g]
ｲｿｸﾛﾒﾝ

【728】ﾍｷｼﾙ=2-ﾋﾄﾞﾛｷｼﾍﾞﾝｿﾞ
ｱｰﾄ

【732】5-ﾍﾌﾟﾁﾙｵｷｿﾗﾝ-2-ｵﾝ 【734】2-ﾍﾞﾝｼﾞﾘﾃﾞﾝｵｸﾀﾅｰﾙ
【735】3-(1,3-ﾍﾞﾝｿﾞｼﾞｵｷｿｰﾙ-
5-ｲﾙ)-2-ﾒﾁﾙﾌﾟﾛﾊﾟﾅｰﾙ

【737】ﾒﾁﾙｲｿﾌﾞﾁﾙｹﾄﾝ
【738】ﾒﾁﾙ=2-(3-ｵｷｿ-2-ﾍﾟﾝﾁ
ﾙｼｸﾛﾍﾟﾝﾁﾙ)ｱｾﾀｰﾄ

【743】ﾒﾁﾙ=ﾄﾞﾃﾞｶﾉｱｰﾄ
【744】(E)-3-ﾒﾁﾙ-4-(2,6,6-ﾄﾘ
ﾒﾁﾙｼｸﾛﾍｷｻ-2-ｴﾝ-1-ｲﾙ)ﾌﾞﾀ-3-ｴ
ﾝ-2-ｵﾝ

【747】2-ﾒﾁﾙﾌﾟﾛﾊﾟﾝ-2-ﾁｵｰﾙ

【754】硫酸ｼﾞﾒﾁﾙ
顔料原料 【156】ｼﾞｸﾛﾛｱﾆﾘﾝ 【290】ﾄﾘｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ 【393】ﾍﾞｰﾀ-ﾅﾌﾄｰﾙ 【594】ｴﾁﾚﾝｸﾞﾘｺｰﾙﾓﾉﾌﾞﾁﾙｴｰﾃ

ﾙ(別名ﾌﾞﾁﾙｾﾛｿﾙﾌﾞ)
【682】1,3,5-ﾄﾘｱｼﾞﾝ-2,4,6-ﾄﾘ
ｱﾐﾝ(別名ﾒﾗﾐﾝ)

【731】ﾍﾌﾟﾀﾝ 【751】2-(2-ﾒﾄｷｼｴﾄｷｼ)ｴﾀﾉｰﾙ
界面活性剤原料 【81】ｷﾉﾘﾝ 【188】N,N-ｼﾞｼｸﾛﾍｷｼﾙｱﾐﾝ 【218】ｼﾞﾒﾁﾙｱﾐﾝ 【273】1-ﾄﾞﾃﾞｶﾉｰﾙ 【277】ﾄﾘｴﾁﾙｱﾐﾝ

【292】ﾄﾘﾌﾞﾁﾙｱﾐﾝ 【317】ﾆﾄﾛﾒﾀﾝ 【438】ﾒﾁﾙﾅﾌﾀﾚﾝ 【583】安息香酸ﾍﾞﾝｼﾞﾙ 【626】ｼﾞｴﾀﾉｰﾙｱﾐﾝ

【661】1,2-ｼﾞﾒﾄｷｼｴﾀﾝ 【680】ﾄﾞﾃﾞｶﾝ-1-ﾁｵｰﾙ
【681】2-(N-ﾄﾞﾃﾞｼﾙ-N,N-ｼﾞﾒ
ﾁﾙｱﾝﾓﾆｵ)ｱｾﾀｰﾄ

【719】2-ﾀｰｼｬﾘ-ﾌﾞﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ
【739】2-[ﾒﾁﾙ-[(Z)-ｵｸﾀﾃﾞｶ-9-
ｴﾉｲﾙ]ｱﾐﾉ]酢酸(別名ｵﾚｵｲﾙｻﾞﾙｺ
ｼﾝ)

【741】N-ﾒﾁﾙｼﾞﾃﾞｶﾝ-1-ｲﾙｱﾐﾝ 【743】ﾒﾁﾙ=ﾄﾞﾃﾞｶﾉｱｰﾄ 【746】N-ﾒﾁﾙ-2-ﾋﾟﾛﾘﾄﾞﾝ
【752】1-ﾒﾄｷｼ-2-(2-ﾒﾄｷｼｴﾄｷ
ｼ)ｴﾀﾝ

殺菌剤原料 【218】ｼﾞﾒﾁﾙｱﾐﾝ 【257】ｱﾙｶﾉｰﾙ(炭素数が10の
ものに限る｡)(別名ﾃﾞｶﾉｰﾙ)

【317】ﾆﾄﾛﾒﾀﾝ
【557】ﾒﾁﾙ=ﾍﾞﾝｿﾞｲﾐﾀﾞｿﾞｰﾙ-
2-ｲﾙｶﾙﾊﾞﾏｰﾄ(別名ｶﾙﾍﾞﾝﾀﾞｼﾞﾑ)

【571】3-ｱﾘﾙｵｷｼ-1,2-ﾍﾞﾝｿﾞｲｿ
ﾁｱｿﾞｰﾙ-1,1-ｼﾞｵｷｼﾄﾞ(別名ﾌﾟﾛ
ﾍﾞﾅｿﾞｰﾙ)

【609】5-ｸﾛﾛ-2-(2,4-ｼﾞｸﾛﾛﾌｪ
ﾉｷｼ)ﾌｪﾉｰﾙ(別名ﾄﾘｸﾛｻﾝ)

【611】3'-ｸﾛﾛ-4,4'-ｼﾞﾒﾁﾙ-
1,2,3-ﾁｱｼﾞｱｿﾞｰﾙ-5-ｶﾙﾎﾞｷｻﾆﾘ
ﾄﾞ(別名ﾁｱｼﾞﾆﾙ)

【622】(E)-N-[2-ｸﾛﾛ-5-[1-(6-
ﾒﾁﾙﾋﾟﾘｼﾞﾝ-2-ｲﾙﾒﾄｷｼｲﾐﾉ)ｴﾁﾙ]
ﾍﾞﾝｼﾞﾙ]ｶﾙﾊﾞﾐﾝ酸ﾒﾁﾙ(別名ﾋﾟﾘ
ﾍﾞﾝｶﾙﾌﾞ)

【634】3,4-ｼﾞｸﾛﾛ-2'-ｼｱﾉ-1,2-
ﾁｱｿﾞｰﾙ-5-ｶﾙﾎﾞｷｻﾆﾘﾄﾞ(別名ｲｿﾁ
ｱﾆﾙ)

【635】2',4-ｼﾞｸﾛﾛ-ｱﾙﾌｧ,ｱﾙﾌｧ,
ｱﾙﾌｧ-ﾄﾘﾌﾙｵﾛ-4'-ﾆﾄﾛ-ﾒﾀ-ﾄﾙｴﾝｽ
ﾙﾎﾝｱﾆﾘﾄﾞ(別名ﾌﾙｽﾙﾌｧﾐﾄﾞ)

【636】O-(2,6-ｼﾞｸﾛﾛ-ﾊﾟﾗ-ﾄﾘ
ﾙ)=O,O-ｼﾞﾒﾁﾙ=ﾎｽﾎﾛﾁｵｱｰﾄ(別
名ﾄﾙｸﾛﾎｽﾁﾒﾙ)

【645】4-(2,2-ｼﾞﾌﾙｵﾛ-1,3-ﾍﾞﾝ
ｿﾞｼﾞｵｷｿｰﾙ-4-ｲﾙ)-1H-ﾋﾟﾛｰﾙ-3-
ｶﾙﾎﾞﾆﾄﾘﾙ(別名ﾌﾙｼﾞｵｷｿﾆﾙ)

【648】
(4S,4aR,5S,5aR,6S,12aS)-4-
(ｼﾞﾒﾁﾙｱﾐﾉ)-3,5,6,10,12,12a-ﾍｷ
ｻﾋﾄﾞﾛｷｼ-6-ﾒﾁﾙ-1,11-ｼﾞｵｷｿ-
1,4,4a,5,5a,6,11,12a-ｵｸﾀﾋﾄﾞﾛﾃ
ﾄﾗｾﾝ-2-ｶﾙﾎﾞｷｻﾐﾄﾞ(別名ｵｷｼﾃﾄﾗ
ｻｲｸﾘﾝ)

【655】(RS)-N-[2-(1,3-ｼﾞﾒﾁﾙ
ﾌﾞﾁﾙ)-3-ﾁｴﾆﾙ]-1-ﾒﾁﾙ-3-(ﾄﾘﾌﾙｵ
ﾛﾒﾁﾙ)-1H-ﾋﾟﾗｿﾞｰﾙ-4-ｶﾙﾎﾞｷｻﾐ
ﾄﾞ(別名ﾍﾟﾝﾁｵﾋﾟﾗﾄﾞ)

【656】2'-[(RS)-1,3-ｼﾞﾒﾁﾙﾌﾞﾁ
ﾙ]-5-ﾌﾙｵﾛ-1,3-ｼﾞﾒﾁﾙﾋﾟﾗｿﾞｰﾙ-
4-ｶﾙﾎﾞｷｻﾆﾘﾄﾞ(別名ﾍﾟﾝﾌﾙﾌｪﾝ)

【671】1,1'-
[(1R,2R,3S,4R,5R,6S)-4-[[5-ﾃﾞ
ｵｷｼ-2-O-[2-ﾃﾞｵｷｼ-2-(ﾒﾁﾙｱﾐﾉ)-
ｱﾙﾌｧ-L-ｸﾞﾙｺﾋﾟﾗﾉｼﾙ]-3-C-ﾎﾙﾐﾙ
-ｱﾙﾌｧ-L-ﾘｷｿﾌﾗﾉｼﾙ]ｵｷｼ]-2,5,6-
ﾄﾘﾋﾄﾞﾛｷｼｼｸﾛﾍｷｻﾝ-1,3-ｼﾞｲﾙ]ｼﾞ
ｸﾞｱﾆｼﾞﾝ(別名ｽﾄﾚﾌﾟﾄﾏｲｼﾝ)

【680】ﾄﾞﾃﾞｶﾝ-1-ﾁｵｰﾙ
【685】N-(ﾄﾘｸﾛﾛﾒﾁﾙﾁｵ)-
1,2,3,6-ﾃﾄﾗﾋﾄﾞﾛﾌﾀﾙｲﾐﾄﾞ(別名
ｷｬﾌﾟﾀﾝ)

【704】(T-4)-ﾋﾞｽ[2-(ﾁｵｷｿ-ｶｯ
ﾊﾟS)-ﾋﾟﾘｼﾞﾝ-1(2H)-ｵﾗﾄ-ｶｯﾊﾟ
O]亜鉛(Ⅱ)

【724】3-(3-ﾌﾞﾛﾓ-6-ﾌﾙｵﾛ-2-ﾒ
ﾁﾙｲﾝﾄﾞｰﾙ-1-ｲﾙｽﾙﾎﾆﾙ)-N,N-ｼﾞﾒ
ﾁﾙ-1,2,4-ﾄﾘｱｿﾞｰﾙ-1-ｽﾙﾎﾝｱﾐﾄﾞ
(別名ｱﾐｽﾙﾌﾞﾛﾑ)

【725】ﾍｷｻﾋﾄﾞﾛ-1,3,5-ﾄﾘｽ(2-ﾋ
ﾄﾞﾛｷｼｴﾁﾙ)-1,3,5-ﾄﾘｱｼﾞﾝ

【740】N-ﾒﾁﾙｼﾞﾁｵｶﾙﾊﾞﾐﾝ酸ﾅﾄ
ﾘｳﾑ(別名ﾒﾀﾑﾅﾄﾘｳﾑ塩)

【741】N-ﾒﾁﾙｼﾞﾃﾞｶﾝ-1-ｲﾙｱﾐﾝ
【750】(E)-2-ﾒﾄｷｼｲﾐﾉ-N-ﾒﾁﾙ-
2-(2-ﾌｪﾉｷｼﾌｪﾆﾙ)ｱｾﾄｱﾐﾄﾞ(別名
ﾒﾄﾐﾉｽﾄﾛﾋﾞﾝ)

可塑剤原料 【257】ｱﾙｶﾉｰﾙ(炭素数が10の
ものに限る｡)(別名ﾃﾞｶﾉｰﾙ)

【289】1,2,3-ﾄﾘｸﾛﾛﾌﾟﾛﾊﾟﾝ 【319】1-ﾉﾅﾉｰﾙ(別名ﾉﾙﾏﾙ-ﾉﾆﾙ
ｱﾙｺｰﾙ)

【461】りん酸ﾄﾘﾌｪﾆﾙ
【511】ｼﾞﾍﾞﾝｼﾞﾙｴｰﾃﾙ

【567】ｱｼﾞﾋﾟﾝ酸ｼﾞ-2-ｴﾁﾙﾍｷｼ
ﾙ

【623】酢酸ﾍｷｼﾙ 【624】ｻﾘﾁﾙ酸ﾒﾁﾙ
【702】ﾋﾞｽ(2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ)=(Z)-
ﾌﾞﾀ-2-ｴﾝｼﾞｵｱｰﾄ

【710】ﾌﾀﾙ酸ｼﾞｵｸﾁﾙ

【712】ﾀｰｼｬﾘ-ﾌﾞﾁﾙ=2-ｴﾁﾙﾍﾟﾙ
ｵｷｼﾍｷｻﾉｱｰﾄ

【719】2-ﾀｰｼｬﾘ-ﾌﾞﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ 【751】2-(2-ﾒﾄｷｼｴﾄｷｼ)ｴﾀﾉｰﾙ

除草剤原料

【586】ｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾙ=3-ｸﾛﾛｶﾙﾊﾞﾆ
ﾗｰﾄ(別名ｸﾛﾙﾌﾟﾛﾌｧﾑ又はIPC)

【606】1-(2-ｸﾛﾛｲﾐﾀﾞｿﾞ[1,2-a]
ﾋﾟﾘｼﾞﾝ-3-ｲﾙｽﾙﾎﾆﾙ)-3-(4,6-ｼﾞﾒ
ﾄｷｼﾋﾟﾘﾐｼﾞﾝ-2-ｲﾙ)尿素(別名ｲﾏ
ｿﾞｽﾙﾌﾛﾝ)

【608】3-(4-ｸﾛﾛ-5-ｼｸﾛﾍﾟﾝﾁﾙｵ
ｷｼ-2-ﾌﾙｵﾛﾌｪﾆﾙ)-5-ｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾘﾃﾞ
ﾝ-1,3-ｵｷｻｿﾞﾘｼﾞﾝ-2,4-ｼﾞｵﾝ(別
名ﾍﾟﾝﾄｷｻｿﾞﾝ)

【612】(RS)-2-ｸﾛﾛ-N-(2,4-ｼﾞ
ﾒﾁﾙ-3-ﾁｴﾆﾙ)-N-(2-ﾒﾄｷｼ-1-ﾒﾁﾙ
ｴﾁﾙ)ｱｾﾄｱﾐﾄﾞ(別名ｼﾞﾒﾃﾅﾐﾄﾞ)

【613】(S)-2-ｸﾛﾛ-N-(2,4-ｼﾞﾒﾁ
ﾙ-3-ﾁｴﾆﾙ)-N-(2-ﾒﾄｷｼ-1-ﾒﾁﾙｴﾁ
ﾙ)ｱｾﾄｱﾐﾄﾞ(別名ｼﾞﾒﾃﾅﾐﾄﾞP)

【621】3-(2-ｸﾛﾛ-4-ﾒｼﾙﾍﾞﾝｿﾞｲ
ﾙ)-4-ﾌｪﾆﾙｽﾙﾌｧﾆﾙﾋﾞｼｸﾛ[3.2.1]ｵ
ｸﾀ-3-ｴﾝ-2-ｵﾝ(別名ﾍﾞﾝｿﾞﾋﾞｼｸﾛ
ﾝ)

【640】2-(2,4-ｼﾞｸﾛﾛ-3-ﾒﾁﾙﾌｪ
ﾉｷｼ)ﾌﾟﾛﾋﾟｵﾝｱﾆﾘﾄﾞ(別名ｸﾛﾒﾌﾟ
ﾛｯﾌﾟ)

【646】N,N-ｼﾞﾌﾟﾛﾋﾟﾙﾁｵｶﾙﾊﾞﾐ
ﾝ酸=S-ﾍﾞﾝｼﾞﾙ(別名ﾌﾟﾛｽﾙﾎｶﾙ
ﾌﾞ)

【649】3-(3,3-ｼﾞﾒﾁﾙｳﾚｲﾄﾞ)ﾌｪ
ﾆﾙ=ﾀｰｼｬﾘ-ﾌﾞﾁﾙｶﾙﾊﾞﾏｰﾄ(別名ｶ
ﾙﾌﾞﾁﾚｰﾄ)

【658】N-(1,2-ｼﾞﾒﾁﾙﾌﾟﾛﾋﾟﾙ)-
N-ｴﾁﾙﾁｵｶﾙﾊﾞﾐﾝ酸S-ﾍﾞﾝｼﾞﾙ(別
名ｴｽﾌﾟﾛｶﾙﾌﾞ)

【663】(RS)-7-(4,6-ｼﾞﾒﾄｷｼﾋﾟ
ﾘﾐｼﾞﾝ-2-ｲﾙﾁｵ)-3-ﾒﾁﾙ-2-ﾍﾞﾝｿﾞ
ﾌﾗﾝ-1(3H)-ｵﾝ(別名ﾋﾟﾘﾌﾀﾘﾄﾞ)

【701】2,4-ﾋﾞｽ(ｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾙｱﾐ
ﾉ)-6-ﾒﾁﾙﾁｵ-1,3,5-ﾄﾘｱｼﾞﾝ(別名
ﾌﾟﾛﾒﾄﾘﾝ)

【711】2-ﾀｰｼｬﾘ-ﾌﾞﾁﾙｱﾐﾉ-4-ｼ
ｸﾛﾌﾟﾛﾋﾟﾙｱﾐﾉ-6-ﾒﾁﾙﾁｵ-1,3,5-ﾄ
ﾘｱｼﾞﾝ

【715】1-(5-ﾀｰｼｬﾘ-ﾌﾞﾁﾙ-
1,3,4-ﾁｱｼﾞｱｿﾞｰﾙ-2-ｲﾙ)-1,3-ｼﾞ
ﾒﾁﾙ尿素(別名ﾃﾌﾞﾁｳﾛﾝ)

【721】ﾌﾙﾌﾗｰﾙ

酸化防止剤原料 【218】ｼﾞﾒﾁﾙｱﾐﾝ 【705】ﾋﾞｽ(2,2,6,6-ﾃﾄﾗﾒﾁﾙ-4-
ﾋﾟﾍﾟﾘｼﾞﾙ)=ｾﾊﾞｹｰﾄ

グリース原料 NaN

対象物質
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用途分類 具体例 対象物質

化粧品原料

【530】ﾅﾄﾘｳﾑ=1,1'-ﾋﾞﾌｪﾆﾙ-2-
ｵﾗｰﾄ

【566】ｱｼﾞﾋﾟﾝ酸､(N-(2-ｱﾐﾉｴ
ﾁﾙ)ｴﾀﾝ-1,2-ｼﾞｱﾐﾝ又はN,N'-ﾋﾞｽ
(2-ｱﾐﾉｴﾁﾙ)ｴﾀﾝ-1,2-ｼﾞｱﾐﾝ)と2-
(ｸﾛﾛﾒﾁﾙ)ｵｷｼﾗﾝの重縮合物

【567】ｱｼﾞﾋﾟﾝ酸ｼﾞ-2-ｴﾁﾙﾍｷｼ
ﾙ

【572】ｱﾘﾙ=ﾍｷｻﾉｱｰﾄ 【583】安息香酸ﾍﾞﾝｼﾞﾙ

【587】3-(4-ｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾙﾌｪﾆﾙ)-
2-ﾒﾁﾙﾌﾟﾛﾊﾟﾅｰﾙ

【588】4-ｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾙ-3-ﾒﾁﾙﾌｪ
ﾉｰﾙ

【594】ｴﾁﾚﾝｸﾞﾘｺｰﾙﾓﾉﾌﾞﾁﾙｴｰﾃ
ﾙ(別名ﾌﾞﾁﾙｾﾛｿﾙﾌﾞ)

【601】ｵｸﾀﾒﾁﾙｼｸﾛﾃﾄﾗｼﾛｷｻﾝ
【609】5-ｸﾛﾛ-2-(2,4-ｼﾞｸﾛﾛﾌｪ
ﾉｷｼ)ﾌｪﾉｰﾙ(別名ﾄﾘｸﾛｻﾝ)

【624】ｻﾘﾁﾙ酸ﾒﾁﾙ 【626】ｼﾞｴﾀﾉｰﾙｱﾐﾝ 【651】N,N-ｼﾞﾒﾁﾙｵｸﾀﾃﾞｼﾙｱﾐﾝ 【675】ﾃﾄﾗﾌﾙｵﾛｴﾁﾚﾝ
【681】2-(N-ﾄﾞﾃﾞｼﾙ-N,N-ｼﾞﾒ
ﾁﾙｱﾝﾓﾆｵ)ｱｾﾀｰﾄ

【689】(E)-4-(2,6,6-ﾄﾘﾒﾁﾙｼｸﾛ
ﾍｷｻ-1-ｴﾝ-1-ｲﾙ)ﾌﾞﾀ-3-ｴﾝ-2-ｵﾝ

【702】ﾋﾞｽ(2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ)=(Z)-
ﾌﾞﾀ-2-ｴﾝｼﾞｵｱｰﾄ

【704】(T-4)-ﾋﾞｽ[2-(ﾁｵｷｿ-ｶｯ
ﾊﾟS)-ﾋﾟﾘｼﾞﾝ-1(2H)-ｵﾗﾄ-ｶｯﾊﾟ
O]亜鉛(Ⅱ)

【713】2-ﾀｰｼｬﾘ-ﾌﾞﾁﾙｼｸﾛﾍｷｼﾙ
=ｱｾﾀｰﾄ

【718】3-(4-ﾀｰｼｬﾘ-ﾌﾞﾁﾙﾌｪﾆ
ﾙ)-2-ﾒﾁﾙﾌﾟﾛﾊﾟﾅｰﾙ

【721】ﾌﾙﾌﾗｰﾙ
【726】4,6,6,7,8,8-ﾍｷｻﾒﾁﾙ-
1,3,4,6,7,8-ﾍｷｻﾋﾄﾞﾛｼｸﾛﾍﾟﾝﾀ[g]
ｲｿｸﾛﾒﾝ

【731】ﾍﾌﾟﾀﾝ 【732】5-ﾍﾌﾟﾁﾙｵｷｿﾗﾝ-2-ｵﾝ 【737】ﾒﾁﾙｲｿﾌﾞﾁﾙｹﾄﾝ

【739】2-[ﾒﾁﾙ-[(Z)-ｵｸﾀﾃﾞｶ-9-
ｴﾉｲﾙ]ｱﾐﾉ]酢酸(別名ｵﾚｵｲﾙｻﾞﾙｺ
ｼﾝ)

【743】ﾒﾁﾙ=ﾄﾞﾃﾞｶﾉｱｰﾄ 【746】N-ﾒﾁﾙ-2-ﾋﾟﾛﾘﾄﾞﾝ

化成品原料 【218】ｼﾞﾒﾁﾙｱﾐﾝ
【601】ｵｸﾀﾒﾁﾙｼｸﾛﾃﾄﾗｼﾛｷｻﾝ

【595】ｴﾁﾚﾝｼﾞｱﾐﾝ四酢酸並び
にそのｶﾘｳﾑ塩及びﾅﾄﾘｳﾑ塩

【659】2,2-ｼﾞﾒﾁﾙ-3-ﾒﾁﾘﾃﾞﾝﾋﾞ
ｼｸﾛ[2.2.1]ﾍﾌﾟﾀﾝ(別名ｶﾝﾌｪﾝ)

【673】ﾃﾞｶﾅｰﾙ(別名ﾃﾞｼﾙｱﾙﾃﾞ
ﾋﾄﾞ)

【705】ﾋﾞｽ(2,2,6,6-ﾃﾄﾗﾒﾁﾙ-4-
ﾋﾟﾍﾟﾘｼﾞﾙ)=ｾﾊﾞｹｰﾄ

【749】3-ﾒﾄｷｼｱﾆﾘﾝ 【754】硫酸ｼﾞﾒﾁﾙ

合成用洗剤原料 【273】1-ﾄﾞﾃﾞｶﾉｰﾙ 【275】ﾄﾞﾃﾞｼﾙ硫酸ﾅﾄﾘｳﾑ 【609】5-ｸﾛﾛ-2-(2,4-ｼﾞｸﾛﾛﾌｪ
ﾉｷｼ)ﾌｪﾉｰﾙ(別名ﾄﾘｸﾛｻﾝ)

【623】酢酸ﾍｷｼﾙ
【689】(E)-4-(2,6,6-ﾄﾘﾒﾁﾙｼｸﾛ
ﾍｷｻ-1-ｴﾝ-1-ｲﾙ)ﾌﾞﾀ-3-ｴﾝ-2-ｵﾝ

吸収剤原料 【599】ｵｷｻｼｸﾛﾍｷｻﾃﾞｶﾝ-2-ｵﾝ
乳化剤原料 【7】ｱｸﾘﾙ酸ﾌﾞﾁﾙ 【275】ﾄﾞﾃﾞｼﾙ硫酸ﾅﾄﾘｳﾑ 【626】ｼﾞｴﾀﾉｰﾙｱﾐﾝ 【651】N,N-ｼﾞﾒﾁﾙｵｸﾀﾃﾞｼﾙｱﾐﾝ
安定剤原料

【631】ｼｸﾛﾍｷｾﾝ 【683】ﾄﾘｲｿﾌﾟﾛﾊﾟﾉｰﾙｱﾐﾝ
【705】ﾋﾞｽ(2,2,6,6-ﾃﾄﾗﾒﾁﾙ-4-
ﾋﾟﾍﾟﾘｼﾞﾙ)=ｾﾊﾞｹｰﾄ

液晶原料 NaN
肥料原料 【699】ﾊﾟﾗﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ
有機合成原料 【7】ｱｸﾘﾙ酸ﾌﾞﾁﾙ 【9】ｱｸﾘﾛﾆﾄﾘﾙ 【14】ｱｾﾄﾝｼｱﾉﾋﾄﾞﾘﾝ 【15】ｱｾﾅﾌﾃﾝ 【18】ｱﾆﾘﾝ

【23】ﾊﾟﾗ-ｱﾐﾉﾌｪﾉｰﾙ 【32】ｱﾝﾄﾗｾﾝ 【44】ｲﾝｼﾞｳﾑ及びその化合物 【53】ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ 【65】ｴﾋﾟｸﾛﾛﾋﾄﾞﾘﾝ
【78】2･4-ｷｼﾚﾉｰﾙ 【80】ｷｼﾚﾝ 【81】ｷﾉﾘﾝ 【83】ｸﾒﾝ 【121】ﾊﾟﾗ-ｸﾛﾛﾌｪﾉｰﾙ

【127】ｸﾛﾛﾎﾙﾑ 【143】4,4'-ｼﾞｱﾐﾉｼﾞﾌｪﾆﾙｴｰﾃﾙ 【156】ｼﾞｸﾛﾛｱﾆﾘﾝ 【178】1,2-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾊﾟﾝ 【188】N,N-ｼﾞｼｸﾛﾍｷｼﾙｱﾐﾝ
【190】ｼﾞｼｸﾛﾍﾟﾝﾀｼﾞｴﾝ 【200】ｼﾞﾆﾄﾛﾄﾙｴﾝ 【207】2,6-ｼﾞ-ﾀｰｼｬﾘ-ﾌﾞﾁﾙ-4-

ｸﾚｿﾞｰﾙ
【213】N,N-ｼﾞﾒﾁﾙｱｾﾄｱﾐﾄﾞ 【218】ｼﾞﾒﾁﾙｱﾐﾝ

【219】ｼﾞﾒﾁﾙｼﾞｽﾙﾌｨﾄﾞ(別名
二硫化ﾒﾁﾙ)

【223】N,N-ｼﾞﾒﾁﾙﾄﾞﾃﾞｼﾙｱﾐﾝ 【230】N-(1,3-ｼﾞﾒﾁﾙﾌﾞﾁﾙ)-N'-
ﾌｪﾆﾙ-ﾊﾟﾗ-ﾌｪﾆﾚﾝｼﾞｱﾐﾝ

【257】ｱﾙｶﾉｰﾙ(炭素数が10の
ものに限る｡)(別名ﾃﾞｶﾉｰﾙ)

【259】ﾃﾄﾗｴﾁﾙﾁｳﾗﾑｼﾞｽﾙﾌｨﾄﾞ
(別名ｼﾞｽﾙﾌｨﾗﾑ)

【273】1-ﾄﾞﾃﾞｶﾉｰﾙ 【275】ﾄﾞﾃﾞｼﾙ硫酸ﾅﾄﾘｳﾑ 【277】ﾄﾘｴﾁﾙｱﾐﾝ 【287】2,4,6-ﾄﾘｸﾛﾛﾌｪﾉｰﾙ 【290】ﾄﾘｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ
【292】ﾄﾘﾌﾞﾁﾙｱﾐﾝ 【298】ﾄﾘﾚﾝｼﾞｲｿｼｱﾈｰﾄ 【299】ﾄﾙｲｼﾞﾝ 【300】ﾄﾙｴﾝ 【302】ﾅﾌﾀﾚﾝ
【312】ｵﾙﾄ-ﾆﾄﾛｱﾆﾘﾝ 【316】ﾆﾄﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ 【317】ﾆﾄﾛﾒﾀﾝ 【319】1-ﾉﾅﾉｰﾙ(別名ﾉﾙﾏﾙ-ﾉﾆﾙ

ｱﾙｺｰﾙ)
【340】ﾋﾞﾌｪﾆﾙ

【346】2-ﾌｪﾆﾙﾌｪﾉｰﾙ 【375】2-ﾌﾞﾃﾅｰﾙ 【384】1-ﾌﾞﾛﾓﾌﾟﾛﾊﾟﾝ 【386】ﾌﾞﾛﾓﾒﾀﾝ(別名臭化ﾒﾁﾙ) 【389】ﾍｷｻﾃﾞｼﾙﾄﾘﾒﾁﾙｱﾝﾓﾆｳﾑ
=ｸﾛﾘﾄﾞ

【392】ﾍｷｻﾝ 【393】ﾍﾞｰﾀ-ﾅﾌﾄｰﾙ 【396】ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛ(ｵｸﾀﾝ-1-ｽﾙﾎﾝ
酸)(別名PFOS)

【400】ﾍﾞﾝｾﾞﾝ 【403】ﾍﾞﾝｿﾞﾌｪﾉﾝ

【409】ﾎﾟﾘ(ｵｷｼｴﾁﾚﾝ)=ﾄﾞﾃﾞｼﾙ
ｴｰﾃﾙ硫酸ｴｽﾃﾙﾅﾄﾘｳﾑ

【411】ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ 【438】ﾒﾁﾙﾅﾌﾀﾚﾝ 【448】ﾒﾁﾚﾝﾋﾞｽ(4,1-ﾌｪﾆﾚﾝ)=
ｼﾞｲｿｼｱﾈｰﾄ

【460】りん酸ﾄﾘﾄﾘﾙ

【461】りん酸ﾄﾘﾌｪﾆﾙ
合成樹脂原料 【2】ｱｸﾘﾙｱﾐﾄﾞ 【3】ｱｸﾘﾙ酸ｴﾁﾙ 【4】ｱｸﾘﾙ酸及びその水溶性

塩
【7】ｱｸﾘﾙ酸ﾌﾞﾁﾙ 【9】ｱｸﾘﾛﾆﾄﾘﾙ

【14】ｱｾﾄﾝｼｱﾉﾋﾄﾞﾘﾝ 【23】ﾊﾟﾗ-ｱﾐﾉﾌｪﾉｰﾙ 【37】4,4'-ｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾘﾃﾞﾝｼﾞﾌｪ
ﾉｰﾙ(別名ﾋﾞｽﾌｪﾉｰﾙA)

【44】ｲﾝｼﾞｳﾑ及びその化合物 【78】2･4-ｷｼﾚﾉｰﾙ

【94】ｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ(別名塩化ﾋﾞﾆﾙ) 【121】ﾊﾟﾗ-ｸﾛﾛﾌｪﾉｰﾙ 【157】1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ 【188】N,N-ｼﾞｼｸﾛﾍｷｼﾙｱﾐﾝ 【190】ｼﾞｼｸﾛﾍﾟﾝﾀｼﾞｴﾝ

【207】2,6-ｼﾞ-ﾀｰｼｬﾘ-ﾌﾞﾁﾙ-4-
ｸﾚｿﾞｰﾙ

【213】N,N-ｼﾞﾒﾁﾙｱｾﾄｱﾐﾄﾞ 【230】N-(1,3-ｼﾞﾒﾁﾙﾌﾞﾁﾙ)-N'-
ﾌｪﾆﾙ-ﾊﾟﾗ-ﾌｪﾆﾚﾝｼﾞｱﾐﾝ

【240】ｽﾁﾚﾝ 【257】ｱﾙｶﾉｰﾙ(炭素数が10の
ものに限る｡)(別名ﾃﾞｶﾉｰﾙ)

【259】ﾃﾄﾗｴﾁﾙﾁｳﾗﾑｼﾞｽﾙﾌｨﾄﾞ
(別名ｼﾞｽﾙﾌｨﾗﾑ)

【275】ﾄﾞﾃﾞｼﾙ硫酸ﾅﾄﾘｳﾑ 【292】ﾄﾘﾌﾞﾁﾙｱﾐﾝ 【302】ﾅﾌﾀﾚﾝ 【340】ﾋﾞﾌｪﾆﾙ

【346】2-ﾌｪﾆﾙﾌｪﾉｰﾙ 【347】N-ﾌｪﾆﾙﾏﾚｲﾐﾄﾞ 【351】1,3-ﾌﾞﾀｼﾞｴﾝ 【389】ﾍｷｻﾃﾞｼﾙﾄﾘﾒﾁﾙｱﾝﾓﾆｳﾑ
=ｸﾛﾘﾄﾞ

【392】ﾍｷｻﾝ

【395】ﾍﾟﾙｵｷｿﾆ硫酸の水溶性
塩

【403】ﾍﾞﾝｿﾞﾌｪﾉﾝ 【409】ﾎﾟﾘ(ｵｷｼｴﾁﾚﾝ)=ﾄﾞﾃﾞｼﾙ
ｴｰﾃﾙ硫酸ｴｽﾃﾙﾅﾄﾘｳﾑ

【411】ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ 【448】ﾒﾁﾚﾝﾋﾞｽ(4,1-ﾌｪﾆﾚﾝ)=
ｼﾞｲｿｼｱﾈｰﾄ

【460】りん酸ﾄﾘﾄﾘﾙ 【461】りん酸ﾄﾘﾌｪﾆﾙ 【719】2-ﾀｰｼｬﾘ-ﾌﾞﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ 【729】1-ﾍｷｾﾝ
合成ゴム原料 【3】ｱｸﾘﾙ酸ｴﾁﾙ 【4】ｱｸﾘﾙ酸及びその水溶性

塩
【210】2,2-ｼﾞﾌﾞﾛﾓ-2-ｼｱﾉｱｾﾄｱ
ﾐﾄﾞ

【240】ｽﾁﾚﾝ 【298】ﾄﾘﾚﾝｼﾞｲｿｼｱﾈｰﾄ

【348】ﾌｪﾆﾚﾝｼﾞｱﾐﾝ 【351】1,3-ﾌﾞﾀｼﾞｴﾝ 【629】ｼｸﾛﾍｷｻﾝ 【511】ｼﾞﾍﾞﾝｼﾞﾙｴｰﾃﾙ 【680】ﾄﾞﾃﾞｶﾝ-1-ﾁｵｰﾙ
有機ゴム薬品原料 【188】N,N-ｼﾞｼｸﾛﾍｷｼﾙｱﾐﾝ 【203】ｼﾞﾌｪﾆﾙｱﾐﾝ 【207】2,6-ｼﾞ-ﾀｰｼｬﾘ-ﾌﾞﾁﾙ-4-

ｸﾚｿﾞｰﾙ
【218】ｼﾞﾒﾁﾙｱﾐﾝ 【230】N-(1,3-ｼﾞﾒﾁﾙﾌﾞﾁﾙ)-N'-

ﾌｪﾆﾙ-ﾊﾟﾗ-ﾌｪﾆﾚﾝｼﾞｱﾐﾝ
【259】ﾃﾄﾗｴﾁﾙﾁｳﾗﾑｼﾞｽﾙﾌｨﾄﾞ
(別名ｼﾞｽﾙﾌｨﾗﾑ)

【277】ﾄﾘｴﾁﾙｱﾐﾝ 【292】ﾄﾘﾌﾞﾁﾙｱﾐﾝ 【347】N-ﾌｪﾆﾙﾏﾚｲﾐﾄﾞ 【477】4,4'-ｵｷｼﾋﾞｽﾍﾞﾝｾﾞﾝｽﾙﾎ
ﾆﾙﾋﾄﾞﾗｼﾞﾄﾞ

【511】ｼﾞﾍﾞﾝｼﾞﾙｴｰﾃﾙ
【563】亜鉛=ﾋﾞｽ(2-ﾒﾁﾙﾌﾟﾛﾊﾟ
-2-ｴﾉｱｰﾄ)

【572】ｱﾘﾙ=ﾍｷｻﾉｱｰﾄ 【573】ｱﾘﾙ=ﾍﾌﾟﾀﾉｱｰﾄ 【583】安息香酸ﾍﾞﾝｼﾞﾙ

【587】3-(4-ｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾙﾌｪﾆﾙ)-
2-ﾒﾁﾙﾌﾟﾛﾊﾟﾅｰﾙ

【590】ｴﾁﾘﾃﾞﾝﾉﾙﾎﾞﾙﾈﾝ
【595】ｴﾁﾚﾝｼﾞｱﾐﾝ四酢酸並び
にそのｶﾘｳﾑ塩及びﾅﾄﾘｳﾑ塩

【601】ｵｸﾀﾒﾁﾙｼｸﾛﾃﾄﾗｼﾛｷｻﾝ 【623】酢酸ﾍｷｼﾙ

【626】ｼﾞｴﾀﾉｰﾙｱﾐﾝ
【628】1,4-ｼﾞｵｷｻｼｸﾛﾍﾌﾟﾀﾃﾞｶ
ﾝ-5,17-ｼﾞｵﾝ

【629】ｼｸﾛﾍｷｻﾝ 【632】1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ
【633】4,5-ｼﾞｸﾛﾛ-2-ｵｸﾁﾙｲｿﾁｱ
ｿﾞｰﾙ-3(2H)-ｵﾝ

【652】3,7-ｼﾞﾒﾁﾙｵｸﾀﾝ-3-ｵｰﾙ 【674】ﾃﾄﾗﾋﾄﾞﾛﾌﾗﾝ

【678】1-[(1R,2R,5S,7R)-
2,6,6,8-ﾃﾄﾗﾒﾁﾙﾄﾘｼｸﾛ
[5.3.1.0(1,5)]ｳﾝﾃﾞｶ-8-ｴﾝ-9-ｲﾙ]
ｴﾀﾉﾝ

【680】ﾄﾞﾃﾞｶﾝ-1-ﾁｵｰﾙ
【682】1,3,5-ﾄﾘｱｼﾞﾝ-2,4,6-ﾄﾘ
ｱﾐﾝ(別名ﾒﾗﾐﾝ)

【686】ﾄﾘｼｸﾛ[5.2.1.0(2,6)]ﾃﾞｶ
-4-ｴﾝ-3-ｲﾙ=ﾌﾟﾛﾋﾟｵﾅｰﾄ

【693】ﾄﾘﾒﾄｷｼ-[3-(ｵｷｼﾗﾝ-2-ｲ
ﾙﾒﾄｷｼ)ﾌﾟﾛﾋﾟﾙ]ｼﾗﾝ

【702】ﾋﾞｽ(2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ)=(Z)-
ﾌﾞﾀ-2-ｴﾝｼﾞｵｱｰﾄ

【705】ﾋﾞｽ(2,2,6,6-ﾃﾄﾗﾒﾁﾙ-4-
ﾋﾟﾍﾟﾘｼﾞﾙ)=ｾﾊﾞｹｰﾄ

【709】ﾋﾟﾍﾟﾛﾅｰﾙ(別名ﾍﾘｵﾄﾛ
ﾋﾟﾝ)

【712】ﾀｰｼｬﾘ-ﾌﾞﾁﾙ=2-ｴﾁﾙﾍﾟﾙ
ｵｷｼﾍｷｻﾉｱｰﾄ

【713】2-ﾀｰｼｬﾘ-ﾌﾞﾁﾙｼｸﾛﾍｷｼﾙ
=ｱｾﾀｰﾄ

【714】4-ﾀｰｼｬﾘ-ﾌﾞﾁﾙｼｸﾛﾍｷｼﾙ
=ｱｾﾀｰﾄ

【718】3-(4-ﾀｰｼｬﾘ-ﾌﾞﾁﾙﾌｪﾆ
ﾙ)-2-ﾒﾁﾙﾌﾟﾛﾊﾟﾅｰﾙ

【721】ﾌﾙﾌﾗｰﾙ

【726】4,6,6,7,8,8-ﾍｷｻﾒﾁﾙ-
1,3,4,6,7,8-ﾍｷｻﾋﾄﾞﾛｼｸﾛﾍﾟﾝﾀ[g]
ｲｿｸﾛﾒﾝ

【728】ﾍｷｼﾙ=2-ﾋﾄﾞﾛｷｼﾍﾞﾝｿﾞ
ｱｰﾄ

【729】1-ﾍｷｾﾝ 【732】5-ﾍﾌﾟﾁﾙｵｷｿﾗﾝ-2-ｵﾝ
【735】3-(1,3-ﾍﾞﾝｿﾞｼﾞｵｷｿｰﾙ-
5-ｲﾙ)-2-ﾒﾁﾙﾌﾟﾛﾊﾟﾅｰﾙ
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【738】ﾒﾁﾙ=2-(3-ｵｷｿ-2-ﾍﾟﾝﾁ
ﾙｼｸﾛﾍﾟﾝﾁﾙ)ｱｾﾀｰﾄ

【744】(E)-3-ﾒﾁﾙ-4-(2,6,6-ﾄﾘ
ﾒﾁﾙｼｸﾛﾍｷｻ-2-ｴﾝ-1-ｲﾙ)ﾌﾞﾀ-3-ｴ
ﾝ-2-ｵﾝ

ワックス原料 【30】直鎖ｱﾙｷﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝｽﾙﾎﾝ酸
及びその塩(ｱﾙｷﾙ基の炭素数が
10から14までのもの及びその
化合物に限る｡)

【53】ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ 【58】ｴﾁﾚﾝｸﾞﾘｺｰﾙﾓﾉﾒﾁﾙｴｰﾃﾙ 【80】ｷｼﾚﾝ 【300】ﾄﾙｴﾝ

【400】ﾍﾞﾝｾﾞﾝ 【632】1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 【675】ﾃﾄﾗﾌﾙｵﾛｴﾁﾚﾝ
ブレーキ液原料 【37】4,4'-ｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾘﾃﾞﾝｼﾞﾌｪ

ﾉｰﾙ(別名ﾋﾞｽﾌｪﾉｰﾙA)
【405】ほう素化合物 【627】ｼﾞｴﾁﾚﾝｸﾞﾘｺｰﾙﾓﾉﾌﾞﾁﾙ

ｴｰﾃﾙ
【651】N,N-ｼﾞﾒﾁﾙｵｸﾀﾃﾞｼﾙｱﾐﾝ 【721】ﾌﾙﾌﾗｰﾙ

不凍液原料 【412】ﾏﾝｶﾞﾝ及びその化合物 【453】ﾓﾘﾌﾞﾃﾞﾝ及びその化合
物

【462】りん酸ﾄﾘﾌﾞﾁﾙ

粘着テープ原料 【3】ｱｸﾘﾙ酸ｴﾁﾙ 【4】ｱｸﾘﾙ酸及びその水溶性
塩

【31】ｱﾝﾁﾓﾝ及びその化合物 【75】ｶﾄﾞﾐｳﾑ及びその化合物 【80】ｷｼﾚﾝ

【87】ｸﾛﾑ及び三価ｸﾛﾑ化合物 【149】四塩化炭素 【186】ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ(別名塩化ﾒﾁ
ﾚﾝ)

【300】ﾄﾙｴﾝ 【354】ﾌﾀﾙ酸ｼﾞﾌﾞﾁﾙ

【355】ﾌﾀﾙ酸ﾋﾞｽ(2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ) 【400】ﾍﾞﾝｾﾞﾝ 【420】ﾒﾀｸﾘﾙ酸ﾒﾁﾙ
殺虫剤原料 【65】ｴﾋﾟｸﾛﾛﾋﾄﾞﾘﾝ 【149】四塩化炭素 【157】1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ 【218】ｼﾞﾒﾁﾙｱﾐﾝ 【281】ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ

【317】ﾆﾄﾛﾒﾀﾝ 【569】1-ｱｾﾁﾙ-1,2,3,4-ﾃﾄﾗﾋﾄﾞ
ﾛ-3-[(3-ﾋﾟﾘｼﾞﾙﾒﾁﾙ)ｱﾐﾉ]-6-
[1,2,2,2-ﾃﾄﾗﾌﾙｵﾛ-1-(ﾄﾘﾌﾙｵﾛﾒﾁ
ﾙ)ｴﾁﾙ]ｷﾅｿﾞﾘﾝ-2-ｵﾝ(別名ﾋﾟﾘﾌﾙ
ｷﾅｿﾞﾝ)

【589】1,1'-(ｲﾐﾉｼﾞｵｸﾀﾒﾁﾚﾝ)ｼﾞ
ｸﾞｱﾆｼﾞﾝ=ﾄﾘｱｾﾀｰﾄ(別名ｲﾐﾉｸﾀ
ｼﾞﾝ酢酸塩)

【595】ｴﾁﾚﾝｼﾞｱﾐﾝ四酢酸並び
にそのｶﾘｳﾑ塩及びﾅﾄﾘｳﾑ塩

【599】ｵｷｻｼｸﾛﾍｷｻﾃﾞｶﾝ-2-ｵﾝ

【603】過酢酸

【606】1-(2-ｸﾛﾛｲﾐﾀﾞｿﾞ[1,2-a]
ﾋﾟﾘｼﾞﾝ-3-ｲﾙｽﾙﾎﾆﾙ)-3-(4,6-ｼﾞﾒ
ﾄｷｼﾋﾟﾘﾐｼﾞﾝ-2-ｲﾙ)尿素(別名ｲﾏ
ｿﾞｽﾙﾌﾛﾝ)

【608】3-(4-ｸﾛﾛ-5-ｼｸﾛﾍﾟﾝﾁﾙｵ
ｷｼ-2-ﾌﾙｵﾛﾌｪﾆﾙ)-5-ｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾘﾃﾞ
ﾝ-1,3-ｵｷｻｿﾞﾘｼﾞﾝ-2,4-ｼﾞｵﾝ(別
名ﾍﾟﾝﾄｷｻｿﾞﾝ)

【610】(RS)-5-ｸﾛﾛ-N-(1,3-ｼﾞ
ﾋﾄﾞﾛ-1,1,3-ﾄﾘﾒﾁﾙｲｿﾍﾞﾝｿﾞﾌﾗﾝ-
4-ｲﾙ)-1,3-ｼﾞﾒﾁﾙ-1H-ﾋﾟﾗｿﾞｰﾙ-
4-ｶﾙﾎﾞｷｻﾐﾄﾞ(別名ﾌﾗﾒﾄﾋﾟﾙ)

【615】3-(2-ｸﾛﾛ-1,3-ﾁｱｿﾞｰﾙ-
5-ｲﾙﾒﾁﾙ)-5-ﾒﾁﾙ-N-ﾆﾄﾛ-1,3,5-ｵ
ｷｻｼﾞｱｼﾞﾅﾝ-4-ｲﾐﾝ(別名ﾁｱﾒﾄｷｻ
ﾑ)

【617】ﾄﾗﾝｽ-N-(6-ｸﾛﾛ-3-ﾋﾟﾘ
ｼﾞﾙﾒﾁﾙ)-N'-ｼｱﾉ-N-ﾒﾁﾙｱｾﾄｱﾐｼﾞ
ﾝ(別名ｱｾﾀﾐﾌﾟﾘﾄﾞ)

【618】1-(6-ｸﾛﾛ-3-ﾋﾟﾘｼﾞﾙﾒﾁ
ﾙ)-N-ﾆﾄﾛｲﾐﾀﾞｿﾞﾘｼﾞﾝ-2-ｲﾘﾃﾞﾝ
ｱﾐﾝ(別名ｲﾐﾀﾞｸﾛﾌﾟﾘﾄﾞ)

【619】3-(6-ｸﾛﾛﾋﾟﾘｼﾞﾝ-3-ｲﾙﾒ
ﾁﾙ)-1,3-ﾁｱｿﾞﾘｼﾞﾝ-2-ｲﾘﾃﾞﾝｼｱﾅ
ﾐﾄﾞ(別名ﾁｱｸﾛﾌﾟﾘﾄﾞ)

【629】ｼｸﾛﾍｷｻﾝ
【634】3,4-ｼﾞｸﾛﾛ-2'-ｼｱﾉ-1,2-
ﾁｱｿﾞｰﾙ-5-ｶﾙﾎﾞｷｻﾆﾘﾄﾞ(別名ｲｿﾁ
ｱﾆﾙ)

【635】2',4-ｼﾞｸﾛﾛ-ｱﾙﾌｧ,ｱﾙﾌｧ,
ｱﾙﾌｧ-ﾄﾘﾌﾙｵﾛ-4'-ﾆﾄﾛ-ﾒﾀ-ﾄﾙｴﾝｽ
ﾙﾎﾝｱﾆﾘﾄﾞ(別名ﾌﾙｽﾙﾌｧﾐﾄﾞ)

【637】1-(2,4-ｼﾞｸﾛﾛﾌｪﾆﾙ)-N-
(2,4-ｼﾞﾌﾙｵﾛﾌｪﾆﾙ)-N-ｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾙ
-5-ｵｷｿ-4,5-ｼﾞﾋﾄﾞﾛ-1H-1,2,4-ﾄ
ﾘｱｿﾞｰﾙ-4-ｶﾙﾎﾞｷｻﾐﾄﾞ(別名ｲﾌﾟ
ﾌｪﾙｶﾙﾊﾞｿﾞﾝ)

【639】2,3-ｼﾞｸﾛﾛ-N-4-ﾌﾙｵﾛﾌｪ
ﾆﾙﾏﾚｲﾐﾄﾞ(別名ﾌﾙｵﾙｲﾐﾄﾞ)

【640】2-(2,4-ｼﾞｸﾛﾛ-3-ﾒﾁﾙﾌｪ
ﾉｷｼ)ﾌﾟﾛﾋﾟｵﾝｱﾆﾘﾄﾞ(別名ｸﾛﾒﾌﾟ
ﾛｯﾌﾟ)

【646】N,N-ｼﾞﾌﾟﾛﾋﾟﾙﾁｵｶﾙﾊﾞﾐ
ﾝ酸=S-ﾍﾞﾝｼﾞﾙ(別名ﾌﾟﾛｽﾙﾎｶﾙ
ﾌﾞ)

【647】2',6'-ｼﾞﾌﾞﾛﾓ-2-ﾒﾁﾙ-4'-
ﾄﾘﾌﾙｵﾛﾒﾄｷｼ-4-ﾄﾘﾌﾙｵﾛﾒﾁﾙ-1,3-
ﾁｱｿﾞｰﾙ-5-ｶﾙﾎﾞｷｻﾆﾘﾄﾞ(別名ﾁﾌﾙ
ｻﾞﾐﾄﾞ)

【648】
(4S,4aR,5S,5aR,6S,12aS)-4-
(ｼﾞﾒﾁﾙｱﾐﾉ)-3,5,6,10,12,12a-ﾍｷ
ｻﾋﾄﾞﾛｷｼ-6-ﾒﾁﾙ-1,11-ｼﾞｵｷｿ-
1,4,4a,5,5a,6,11,12a-ｵｸﾀﾋﾄﾞﾛﾃ
ﾄﾗｾﾝ-2-ｶﾙﾎﾞｷｻﾐﾄﾞ(別名ｵｷｼﾃﾄﾗ
ｻｲｸﾘﾝ)

【654】3,3-ｼﾞﾒﾁﾙﾌﾞﾀﾝ酸=3-ﾒ
ｼﾁﾙ-2-ｵｷｿ-1-ｵｷｻｽﾋﾟﾛ[4.4]ﾉﾅ-
3-ｴﾝ-4-ｲﾙ(別名ｽﾋﾟﾛﾒｼﾌｪﾝ)

【655】(RS)-N-[2-(1,3-ｼﾞﾒﾁﾙ
ﾌﾞﾁﾙ)-3-ﾁｴﾆﾙ]-1-ﾒﾁﾙ-3-(ﾄﾘﾌﾙｵ
ﾛﾒﾁﾙ)-1H-ﾋﾟﾗｿﾞｰﾙ-4-ｶﾙﾎﾞｷｻﾐ
ﾄﾞ(別名ﾍﾟﾝﾁｵﾋﾟﾗﾄﾞ)

【656】2'-[(RS)-1,3-ｼﾞﾒﾁﾙﾌﾞﾁ
ﾙ]-5-ﾌﾙｵﾛ-1,3-ｼﾞﾒﾁﾙﾋﾟﾗｿﾞｰﾙ-
4-ｶﾙﾎﾞｷｻﾆﾘﾄﾞ(別名ﾍﾟﾝﾌﾙﾌｪﾝ)

【657】2,2-ｼﾞﾒﾁﾙﾌﾟﾛﾊﾟﾝ酸
=(E)-2-(4-ﾀｰｼｬﾘ-ﾌﾞﾁﾙﾌｪﾆﾙ)-2-
ｼｱﾉ-1-(1,3,4-ﾄﾘﾒﾁﾙﾋﾟﾗｿﾞｰﾙ-5-
ｲﾙ)ﾋﾞﾆﾙ(別名ｼｴﾉﾋﾟﾗﾌｪﾝ)

【658】N-(1,2-ｼﾞﾒﾁﾙﾌﾟﾛﾋﾟﾙ)-
N-ｴﾁﾙﾁｵｶﾙﾊﾞﾐﾝ酸S-ﾍﾞﾝｼﾞﾙ(別
名ｴｽﾌﾟﾛｶﾙﾌﾞ)

【660】N'-[1,1-ｼﾞﾒﾁﾙ-2-(ﾒﾁﾙｽ
ﾙﾎﾆﾙ)ｴﾁﾙ]-3-ﾖｰﾄﾞ-N-[2-ﾒﾁﾙ-4-
[1,2,2,2-ﾃﾄﾗﾌﾙｵﾛ-1-(ﾄﾘﾌﾙｵﾛﾒﾁ
ﾙ)ｴﾁﾙ]ﾌｪﾆﾙ]ﾌﾀﾙｱﾐﾄﾞ(別名ﾌﾙﾍﾞ
ﾝｼﾞｱﾐﾄﾞ)

【662】ｱﾙﾌｧ-(4,6-ｼﾞﾒﾄｷｼ-2-
ﾋﾟﾘﾐｼﾞﾆﾙｶﾙﾊﾞﾓｲﾙｽﾙﾌｧﾓｲﾙ)-ｵﾙ
ﾄ-ﾄﾙｲﾙ酸ﾒﾁﾙ(別名ﾍﾞﾝｽﾙﾌﾛﾝﾒﾁ
ﾙ)

【670】ﾁｵりん酸O-4-ｼｱﾉﾌｪﾆﾙ
-O,O-ｼﾞﾒﾁﾙ(別名ｼｱﾉﾎｽ又は
CYAP)

【674】ﾃﾄﾗﾋﾄﾞﾛﾌﾗﾝ
【676】2,2,3,3-ﾃﾄﾗﾌﾙｵﾛﾌﾟﾛﾋﾟ
ｵﾝ酸ﾅﾄﾘｳﾑ(別名ﾃﾄﾗﾋﾟｵﾝ又はﾌ
ﾙﾌﾟﾛﾊﾟﾈｰﾄﾅﾄﾘｳﾑ塩)

【680】ﾄﾞﾃﾞｶﾝ-1-ﾁｵｰﾙ
【702】ﾋﾞｽ(2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ)=(Z)-
ﾌﾞﾀ-2-ｴﾝｼﾞｵｱｰﾄ

【716】2-(4-ﾀｰｼｬﾘ-ﾌﾞﾁﾙﾌｪﾆ
ﾙ)-2-ｼｱﾉ-3-ｵｷｿ-3-(2-ﾄﾘﾌﾙｵﾛﾒﾁ
ﾙﾌｪﾆﾙ)ﾌﾟﾛﾊﾟﾝ酸=2-ﾒﾄｷｼｴﾁﾙ
(別名ｼﾌﾙﾒﾄﾌｪﾝ)

【722】4-ﾌﾞﾛﾓ-2-(4-ｸﾛﾛﾌｪﾆ
ﾙ)-1-ｴﾄｷｼﾒﾁﾙ-5-(ﾄﾘﾌﾙｵﾛﾒﾁﾙ)ﾋﾟ
ﾛｰﾙ-3-ｶﾙﾎﾞﾆﾄﾘﾙ(別名ｸﾛﾙﾌｪﾅﾋﾟ
ﾙ)

【723】3-ﾌﾞﾛﾓ-N-[4-ｸﾛﾛ-2-ﾒﾁ
ﾙ-6-(ﾒﾁﾙｶﾙﾊﾞﾓｲﾙ)ﾌｪﾆﾙ]-1-(3-ｸ
ﾛﾛﾋﾟﾘｼﾞﾝ-2-ｲﾙ)-1H-ﾋﾟﾗｿﾞｰﾙ-
5-ｶﾙﾎﾞｷｻﾐﾄﾞ(別名ｸﾛﾗﾝﾄﾗﾆﾘﾌﾟ
ﾛｰﾙ)

【724】3-(3-ﾌﾞﾛﾓ-6-ﾌﾙｵﾛ-2-ﾒ
ﾁﾙｲﾝﾄﾞｰﾙ-1-ｲﾙｽﾙﾎﾆﾙ)-N,N-ｼﾞﾒ
ﾁﾙ-1,2,4-ﾄﾘｱｿﾞｰﾙ-1-ｽﾙﾎﾝｱﾐﾄﾞ
(別名ｱﾐｽﾙﾌﾞﾛﾑ)

【736】無水酢酸
【740】N-ﾒﾁﾙｼﾞﾁｵｶﾙﾊﾞﾐﾝ酸ﾅﾄ
ﾘｳﾑ(別名ﾒﾀﾑﾅﾄﾘｳﾑ塩)

【742】2-ﾒﾁﾙﾁｵ-4-ｴﾁﾙｱﾐﾉ-6-
(1,2-ｼﾞﾒﾁﾙﾌﾟﾛﾋﾟﾙｱﾐﾉ)-s-ﾄﾘｱｼﾞ
ﾝ(別名ｼﾞﾒﾀﾒﾄﾘﾝ)

【745】(RS)-1-ﾒﾁﾙ-2-ﾆﾄﾛ-3-
(ﾃﾄﾗﾋﾄﾞﾛ-3-ﾌﾘﾙﾒﾁﾙ)ｸﾞｱﾆｼﾞﾝ
(別名ｼﾞﾉﾃﾌﾗﾝ)

【749】3-ﾒﾄｷｼｱﾆﾘﾝ
【750】(E)-2-ﾒﾄｷｼｲﾐﾉ-N-ﾒﾁﾙ-
2-(2-ﾌｪﾉｷｼﾌｪﾆﾙ)ｱｾﾄｱﾐﾄﾞ(別名
ﾒﾄﾐﾉｽﾄﾛﾋﾞﾝ)

【751】2-(2-ﾒﾄｷｼｴﾄｷｼ)ｴﾀﾉｰﾙ

医薬品原料 【18】ｱﾆﾘﾝ 【80】ｷｼﾚﾝ 【81】ｷﾉﾘﾝ 【84】ｸﾞﾘｵｷｻｰﾙ 【89】ｸﾛﾛｱﾆﾘﾝ
【125】ｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ 【153】ｼｸﾛﾍｷｻ-1-ｴﾝ-1,2-ｼﾞｶﾙ

ﾎﾞｷｼｲﾐﾄﾞﾒﾁﾙ=(1RS)-ｼｽ-ﾄﾗﾝｽ-
2,2-ｼﾞﾒﾁﾙ-3-(2-ﾒﾁﾙﾌﾟﾛﾊﾟ-1-ｴﾆ
ﾙ)ｼｸﾛﾌﾟﾛﾊﾟﾝｶﾙﾎﾞｷｼﾗｰﾄ(別名ﾃﾄ
ﾗﾒﾄﾘﾝ)

【181】ｼﾞｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ 【190】ｼﾞｼｸﾛﾍﾟﾝﾀｼﾞｴﾝ 【203】ｼﾞﾌｪﾆﾙｱﾐﾝ

【207】2,6-ｼﾞ-ﾀｰｼｬﾘ-ﾌﾞﾁﾙ-4-
ｸﾚｿﾞｰﾙ

【218】ｼﾞﾒﾁﾙｱﾐﾝ 【259】ﾃﾄﾗｴﾁﾙﾁｳﾗﾑｼﾞｽﾙﾌｨﾄﾞ
(別名ｼﾞｽﾙﾌｨﾗﾑ)

【277】ﾄﾘｴﾁﾙｱﾐﾝ 【292】ﾄﾘﾌﾞﾁﾙｱﾐﾝ

【300】ﾄﾙｴﾝ 【312】ｵﾙﾄ-ﾆﾄﾛｱﾆﾘﾝ 【317】ﾆﾄﾛﾒﾀﾝ 【346】2-ﾌｪﾆﾙﾌｪﾉｰﾙ 【347】N-ﾌｪﾆﾙﾏﾚｲﾐﾄﾞ
【375】2-ﾌﾞﾃﾅｰﾙ 【384】1-ﾌﾞﾛﾓﾌﾟﾛﾊﾟﾝ 【393】ﾍﾞｰﾀ-ﾅﾌﾄｰﾙ 【400】ﾍﾞﾝｾﾞﾝ 【403】ﾍﾞﾝｿﾞﾌｪﾉﾝ
【438】ﾒﾁﾙﾅﾌﾀﾚﾝ

【528】ﾄﾘﾌﾞﾛﾓﾒﾀﾝ(別名ﾌﾞﾛﾓﾎ
ﾙﾑ)

【570】ｵﾙﾄ-ｱﾐﾉﾌｪﾉｰﾙ
【588】4-ｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾙ-3-ﾒﾁﾙﾌｪ
ﾉｰﾙ

【592】5-ｴﾁﾙ-5,8-ｼﾞﾋﾄﾞﾛ-8-ｵ
ｷｿ-[1,3]ｼﾞｵｷｿﾛ[4,5-g]ｷﾉﾘﾝ-7-ｶ
ﾙﾎﾞﾝ酸(別名ｵｷｿﾘﾆｯｸ酸)

【618】1-(6-ｸﾛﾛ-3-ﾋﾟﾘｼﾞﾙﾒﾁ
ﾙ)-N-ﾆﾄﾛｲﾐﾀﾞｿﾞﾘｼﾞﾝ-2-ｲﾘﾃﾞﾝ
ｱﾐﾝ(別名ｲﾐﾀﾞｸﾛﾌﾟﾘﾄﾞ)

【626】ｼﾞｴﾀﾉｰﾙｱﾐﾝ 【632】1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ

【641】
(3R,4S,5S,6R,7R,9R,11R,12R,1
3S,14R)-4-[(2,6-ｼﾞﾃﾞｵｷｼ-3-C-
ﾒﾁﾙ-3-O-ﾒﾁﾙ-ｱﾙﾌｧ-L-ﾘﾎﾞ-ﾍｷｿ
ﾋﾟﾗﾉｼﾙ)ｵｷｼ]-14-ｴﾁﾙ-12,13-ｼﾞﾋ
ﾄﾞﾛｷｼ-7-ﾒﾄｷｼ-3,5,7,9,11,13-ﾍｷ
ｻﾒﾁﾙ-6-[[3,4,6-ﾄﾘﾃﾞｵｷｼ-3-(ｼﾞﾒ
ﾁﾙｱﾐﾉ)-ﾍﾞｰﾀ-D-ｷｼﾛ-ﾍｷｿﾋﾟﾗﾉｼ
ﾙ]ｵｷｼ]ｵｷｻｼｸﾛﾃﾄﾗﾃﾞｶﾝ-2,10-ｼﾞ
ｵﾝ(別名ｸﾗﾘｽﾛﾏｲｼﾝ)

【644】5,5-ｼﾞﾌｪﾆﾙ-2,4-ｲﾐﾀﾞ
ｿﾞﾘｼﾞﾝｼﾞｵﾝ
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【648】
(4S,4aR,5S,5aR,6S,12aS)-4-
(ｼﾞﾒﾁﾙｱﾐﾉ)-3,5,6,10,12,12a-ﾍｷ
ｻﾋﾄﾞﾛｷｼ-6-ﾒﾁﾙ-1,11-ｼﾞｵｷｿ-
1,4,4a,5,5a,6,11,12a-ｵｸﾀﾋﾄﾞﾛﾃ
ﾄﾗｾﾝ-2-ｶﾙﾎﾞｷｻﾐﾄﾞ(別名ｵｷｼﾃﾄﾗ
ｻｲｸﾘﾝ)

【661】1,2-ｼﾞﾒﾄｷｼｴﾀﾝ 【668】炭酸ﾘﾁｳﾑ

【671】1,1'-
[(1R,2R,3S,4R,5R,6S)-4-[[5-ﾃﾞ
ｵｷｼ-2-O-[2-ﾃﾞｵｷｼ-2-(ﾒﾁﾙｱﾐﾉ)-
ｱﾙﾌｧ-L-ｸﾞﾙｺﾋﾟﾗﾉｼﾙ]-3-C-ﾎﾙﾐﾙ
-ｱﾙﾌｧ-L-ﾘｷｿﾌﾗﾉｼﾙ]ｵｷｼ]-2,5,6-
ﾄﾘﾋﾄﾞﾛｷｼｼｸﾛﾍｷｻﾝ-1,3-ｼﾞｲﾙ]ｼﾞ
ｸﾞｱﾆｼﾞﾝ(別名ｽﾄﾚﾌﾟﾄﾏｲｼﾝ)

【674】ﾃﾄﾗﾋﾄﾞﾛﾌﾗﾝ

【680】ﾄﾞﾃﾞｶﾝ-1-ﾁｵｰﾙ
【682】1,3,5-ﾄﾘｱｼﾞﾝ-2,4,6-ﾄﾘ
ｱﾐﾝ(別名ﾒﾗﾐﾝ)

【704】(T-4)-ﾋﾞｽ[2-(ﾁｵｷｿ-ｶｯ
ﾊﾟS)-ﾋﾟﾘｼﾞﾝ-1(2H)-ｵﾗﾄ-ｶｯﾊﾟ
O]亜鉛(Ⅱ)

【736】無水酢酸 【737】ﾒﾁﾙｲｿﾌﾞﾁﾙｹﾄﾝ

【749】3-ﾒﾄｷｼｱﾆﾘﾝ 【754】硫酸ｼﾞﾒﾁﾙ
樹脂 【7】ｱｸﾘﾙ酸ﾌﾞﾁﾙ 【66】1･2-ｴﾎﾟｷｼﾌﾞﾀﾝ 【83】ｸﾒﾝ 【143】4,4'-ｼﾞｱﾐﾉｼﾞﾌｪﾆﾙｴｰﾃﾙ 【190】ｼﾞｼｸﾛﾍﾟﾝﾀｼﾞｴﾝ

【207】2,6-ｼﾞ-ﾀｰｼｬﾘ-ﾌﾞﾁﾙ-4-
ｸﾚｿﾞｰﾙ

【213】N,N-ｼﾞﾒﾁﾙｱｾﾄｱﾐﾄﾞ 【218】ｼﾞﾒﾁﾙｱﾐﾝ 【232】N,N-ｼﾞﾒﾁﾙﾎﾙﾑｱﾐﾄﾞ 【275】ﾄﾞﾃﾞｼﾙ硫酸ﾅﾄﾘｳﾑ

【277】ﾄﾘｴﾁﾙｱﾐﾝ 【300】ﾄﾙｴﾝ 【302】ﾅﾌﾀﾚﾝ 【347】N-ﾌｪﾆﾙﾏﾚｲﾐﾄﾞ 【349】ﾌｪﾉｰﾙ
【411】ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ 【498】1,3-ｼﾞｸﾛﾛ-2-ﾌﾟﾛﾊﾟﾉｰﾙ 【568】ｱｾﾁﾙｱｾﾄﾝ 【623】酢酸ﾍｷｼﾙ 【629】ｼｸﾛﾍｷｻﾝ

【632】1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ
【682】1,3,5-ﾄﾘｱｼﾞﾝ-2,4,6-ﾄﾘ
ｱﾐﾝ(別名ﾒﾗﾐﾝ)

【699】ﾊﾟﾗﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ 【710】ﾌﾀﾙ酸ｼﾞｵｸﾁﾙ 【719】2-ﾀｰｼｬﾘ-ﾌﾞﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ

【727】ﾍｷｻﾝｼﾞﾋﾄﾞﾗｼﾞﾄﾞ
強化プラスチック原料 【240】ｽﾁﾚﾝ 【420】ﾒﾀｸﾘﾙ酸ﾒﾁﾙ

化学プロセス調節剤
（触媒、重合禁止剤など化学反応制
御に使用される）

触媒 【31】ｱﾝﾁﾓﾝ及びその化合物 【81】ｷﾉﾘﾝ 【83】ｸﾒﾝ 【132】ｺﾊﾞﾙﾄ及びその化合物 【218】ｼﾞﾒﾁﾙｱﾐﾝ

【219】ｼﾞﾒﾁﾙｼﾞｽﾙﾌｨﾄﾞ(別名
二硫化ﾒﾁﾙ)

【242】ｾﾚﾝ及びその化合物 【275】ﾄﾞﾃﾞｼﾙ硫酸ﾅﾄﾘｳﾑ 【277】ﾄﾘｴﾁﾙｱﾐﾝ 【292】ﾄﾘﾌﾞﾁﾙｱﾐﾝ

【302】ﾅﾌﾀﾚﾝ 【308】ﾆｯｹﾙ 【309】ﾆｯｹﾙ化合物 【321】ﾊﾞﾅｼﾞｳﾑ化合物 【392】ﾍｷｻﾝ
【395】ﾍﾟﾙｵｷｿﾆ硫酸の水溶性
塩

【403】ﾍﾞﾝｿﾞﾌｪﾉﾝ 【405】ほう素化合物 【460】りん酸ﾄﾘﾄﾘﾙ 【594】ｴﾁﾚﾝｸﾞﾘｺｰﾙﾓﾉﾌﾞﾁﾙｴｰﾃ
ﾙ(別名ﾌﾞﾁﾙｾﾛｿﾙﾌﾞ)

【631】ｼｸﾛﾍｷｾﾝ

分散剤、乳化剤 【83】ｸﾒﾝ 【273】1-ﾄﾞﾃﾞｶﾉｰﾙ 【275】ﾄﾞﾃﾞｼﾙ硫酸ﾅﾄﾘｳﾑ 【277】ﾄﾘｴﾁﾙｱﾐﾝ 【302】ﾅﾌﾀﾚﾝ

【392】ﾍｷｻﾝ 【409】ﾎﾟﾘ(ｵｷｼｴﾁﾚﾝ)=ﾄﾞﾃﾞｼﾙ
ｴｰﾃﾙ硫酸ｴｽﾃﾙﾅﾄﾘｳﾑ

【458】りん酸ﾄﾘｽ(2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ) 【460】りん酸ﾄﾘﾄﾘﾙ

重合調節剤・重合禁止剤、安
定剤

【66】1･2-ｴﾎﾟｷｼﾌﾞﾀﾝ 【83】ｸﾒﾝ 【190】ｼﾞｼｸﾛﾍﾟﾝﾀｼﾞｴﾝ 【207】2,6-ｼﾞ-ﾀｰｼｬﾘ-ﾌﾞﾁﾙ-4-
ｸﾚｿﾞｰﾙ

【218】ｼﾞﾒﾁﾙｱﾐﾝ

【259】ﾃﾄﾗｴﾁﾙﾁｳﾗﾑｼﾞｽﾙﾌｨﾄﾞ
(別名ｼﾞｽﾙﾌｨﾗﾑ)

【275】ﾄﾞﾃﾞｼﾙ硫酸ﾅﾄﾘｳﾑ 【277】ﾄﾘｴﾁﾙｱﾐﾝ 【292】ﾄﾘﾌﾞﾁﾙｱﾐﾝ 【392】ﾍｷｻﾝ

【395】ﾍﾟﾙｵｷｿﾆ硫酸の水溶性
塩

【403】ﾍﾞﾝｿﾞﾌｪﾉﾝ 【448】ﾒﾁﾚﾝﾋﾞｽ(4,1-ﾌｪﾆﾚﾝ)=
ｼﾞｲｿｼｱﾈｰﾄ

【712】ﾀｰｼｬﾘ-ﾌﾞﾁﾙ=2-ｴﾁﾙﾍﾟﾙ
ｵｷｼﾍｷｻﾉｱｰﾄ

合成反応用、紡糸・製膜用、抽出・
精製用溶剤等

溶剤 【32】ｱﾝﾄﾗｾﾝ 【53】ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ 【65】ｴﾋﾟｸﾛﾛﾋﾄﾞﾘﾝ 【80】ｷｼﾚﾝ 【81】ｷﾉﾘﾝ

【83】ｸﾒﾝ 【125】ｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ 【127】ｸﾛﾛﾎﾙﾑ 【128】ｸﾛﾛﾒﾀﾝ(別名塩化ﾒﾁﾙ) 【149】四塩化炭素
【157】1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ 【178】1,2-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾊﾟﾝ 【186】ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ(別名塩化ﾒﾁ

ﾚﾝ)
【190】ｼﾞｼｸﾛﾍﾟﾝﾀｼﾞｴﾝ 【213】N,N-ｼﾞﾒﾁﾙｱｾﾄｱﾐﾄﾞ

【218】ｼﾞﾒﾁﾙｱﾐﾝ 【219】ｼﾞﾒﾁﾙｼﾞｽﾙﾌｨﾄﾞ(別名
二硫化ﾒﾁﾙ)

【232】N,N-ｼﾞﾒﾁﾙﾎﾙﾑｱﾐﾄﾞ 【238】水素化ﾃﾙﾌｪﾆﾙ 【262】ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ

【277】ﾄﾘｴﾁﾙｱﾐﾝ 【279】1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ 【280】1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ 【281】ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 【289】1,2,3-ﾄﾘｸﾛﾛﾌﾟﾛﾊﾟﾝ
【290】ﾄﾘｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ 【292】ﾄﾘﾌﾞﾁﾙｱﾐﾝ 【299】ﾄﾙｲｼﾞﾝ 【300】ﾄﾙｴﾝ 【302】ﾅﾌﾀﾚﾝ
【316】ﾆﾄﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ 【317】ﾆﾄﾛﾒﾀﾝ 【318】二硫化炭素 【340】ﾋﾞﾌｪﾆﾙ 【384】1-ﾌﾞﾛﾓﾌﾟﾛﾊﾟﾝ
【386】ﾌﾞﾛﾓﾒﾀﾝ(別名臭化ﾒﾁﾙ) 【392】ﾍｷｻﾝ 【400】ﾍﾞﾝｾﾞﾝ 【438】ﾒﾁﾙﾅﾌﾀﾚﾝ 【448】ﾒﾁﾚﾝﾋﾞｽ(4,1-ﾌｪﾆﾚﾝ)=

ｼﾞｲｿｼｱﾈｰﾄ
【458】りん酸ﾄﾘｽ(2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ) 【460】りん酸ﾄﾘﾄﾘﾙ

【498】1,3-ｼﾞｸﾛﾛ-2-ﾌﾟﾛﾊﾟﾉｰﾙ
【522】1,1,2,2-ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾀﾝ(別
名四塩化ｱｾﾁﾚﾝ)

【567】ｱｼﾞﾋﾟﾝ酸ｼﾞ-2-ｴﾁﾙﾍｷｼ
ﾙ

【583】安息香酸ﾍﾞﾝｼﾞﾙ 【591】ｴﾁﾙｼｸﾛﾍｷｻﾝ
【594】ｴﾁﾚﾝｸﾞﾘｺｰﾙﾓﾉﾌﾞﾁﾙｴｰﾃ
ﾙ(別名ﾌﾞﾁﾙｾﾛｿﾙﾌﾞ)

【623】酢酸ﾍｷｼﾙ
【627】ｼﾞｴﾁﾚﾝｸﾞﾘｺｰﾙﾓﾉﾌﾞﾁﾙ
ｴｰﾃﾙ

【629】ｼｸﾛﾍｷｻﾝ 【632】1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 【661】1,2-ｼﾞﾒﾄｷｼｴﾀﾝ 【674】ﾃﾄﾗﾋﾄﾞﾛﾌﾗﾝ 【683】ﾄﾘｲｿﾌﾟﾛﾊﾟﾉｰﾙｱﾐﾝ

【691】ﾄﾘﾒﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ
【713】2-ﾀｰｼｬﾘ-ﾌﾞﾁﾙｼｸﾛﾍｷｼﾙ
=ｱｾﾀｰﾄ

【721】ﾌﾙﾌﾗｰﾙ 【731】ﾍﾌﾟﾀﾝ 【732】5-ﾍﾌﾟﾁﾙｵｷｿﾗﾝ-2-ｵﾝ

【737】ﾒﾁﾙｲｿﾌﾞﾁﾙｹﾄﾝ 【751】2-(2-ﾒﾄｷｼｴﾄｷｼ)ｴﾀﾉｰﾙ
【752】1-ﾒﾄｷｼ-2-(2-ﾒﾄｷｼｴﾄｷ
ｼ)ｴﾀﾝ

抽出剤 【15】ｱｾﾅﾌﾃﾝ 【81】ｷﾉﾘﾝ 【83】ｸﾒﾝ 【127】ｸﾛﾛﾎﾙﾑ 【128】ｸﾛﾛﾒﾀﾝ(別名塩化ﾒﾁﾙ)
【149】四塩化炭素 【157】1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ 【186】ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ(別名塩化ﾒﾁ

ﾚﾝ)
【213】N,N-ｼﾞﾒﾁﾙｱｾﾄｱﾐﾄﾞ 【280】1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ

【281】ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 【340】ﾋﾞﾌｪﾆﾙ 【384】1-ﾌﾞﾛﾓﾌﾟﾛﾊﾟﾝ 【392】ﾍｷｻﾝ 【400】ﾍﾞﾝｾﾞﾝ
【438】ﾒﾁﾙﾅﾌﾀﾚﾝ 【458】りん酸ﾄﾘｽ(2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ)

【631】ｼｸﾛﾍｷｾﾝ 【632】1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 【684】ﾄﾘｵｸﾁﾙｱﾐﾝ

【721】ﾌﾙﾌﾗｰﾙ 【731】ﾍﾌﾟﾀﾝ
薬品精製溶剤 NaN

着色剤（染料、顔料、色素）
（塗料6、印刷インキ7、繊維染色26、
紙染色用28を除く）

染料 【7】ｱｸﾘﾙ酸ﾌﾞﾁﾙ 【15】ｱｾﾅﾌﾃﾝ 【18】ｱﾆﾘﾝ 【23】ﾊﾟﾗ-ｱﾐﾉﾌｪﾉｰﾙ 【32】ｱﾝﾄﾗｾﾝ

【81】ｷﾉﾘﾝ 【87】ｸﾛﾑ及び三価ｸﾛﾑ化合物 【88】六価ｸﾛﾑ化合物 【156】ｼﾞｸﾛﾛｱﾆﾘﾝ 【160】3,3'-ｼﾞｸﾛﾛ-4,4'-ｼﾞｱﾐﾉ
ｼﾞﾌｪﾆﾙﾒﾀﾝ

【188】N,N-ｼﾞｼｸﾛﾍｷｼﾙｱﾐﾝ 【200】ｼﾞﾆﾄﾛﾄﾙｴﾝ 【203】ｼﾞﾌｪﾆﾙｱﾐﾝ 【207】2,6-ｼﾞ-ﾀｰｼｬﾘ-ﾌﾞﾁﾙ-4-
ｸﾚｿﾞｰﾙ

【275】ﾄﾞﾃﾞｼﾙ硫酸ﾅﾄﾘｳﾑ

【277】ﾄﾘｴﾁﾙｱﾐﾝ 【290】ﾄﾘｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ 【292】ﾄﾘﾌﾞﾁﾙｱﾐﾝ 【299】ﾄﾙｲｼﾞﾝ 【300】ﾄﾙｴﾝ
【312】ｵﾙﾄ-ﾆﾄﾛｱﾆﾘﾝ 【316】ﾆﾄﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ 【340】ﾋﾞﾌｪﾆﾙ 【348】ﾌｪﾆﾚﾝｼﾞｱﾐﾝ 【392】ﾍｷｻﾝ
【393】ﾍﾞｰﾀ-ﾅﾌﾄｰﾙ 【438】ﾒﾁﾙﾅﾌﾀﾚﾝ 【460】りん酸ﾄﾘﾄﾘﾙ 【736】無水酢酸

着色剤 【309】ﾆｯｹﾙ化合物
蛍光体 【32】ｱﾝﾄﾗｾﾝ
発色剤、発色助剤 【384】1-ﾌﾞﾛﾓﾌﾟﾛﾊﾟﾝ

水系洗浄剤(界面活性剤等）、ワック
ス（繊維処理剤26、紙・パルプ薬品
28を除く）

洗浄用アルカリ 【144】無機ｼｱﾝ化合物(錯塩
及びｼｱﾝ酸塩を除く｡)

【409】ﾎﾟﾘ(ｵｷｼｴﾁﾚﾝ)=ﾄﾞﾃﾞｼﾙ
ｴｰﾃﾙ硫酸ｴｽﾃﾙﾅﾄﾘｳﾑ

【275】ﾄﾞﾃﾞｼﾙ硫酸ﾅﾄﾘｳﾑ

調整剤 【20】2-ｱﾐﾉｴﾀﾉｰﾙ 【157】1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ 【178】1,2-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾊﾟﾝ
【586】ｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾙ=3-ｸﾛﾛｶﾙﾊﾞﾆ
ﾗｰﾄ(別名ｸﾛﾙﾌﾟﾛﾌｧﾑ又はIPC)

【621】3-(2-ｸﾛﾛ-4-ﾒｼﾙﾍﾞﾝｿﾞｲ
ﾙ)-4-ﾌｪﾆﾙｽﾙﾌｧﾆﾙﾋﾞｼｸﾛ[3.2.1]ｵ
ｸﾀ-3-ｴﾝ-2-ｵﾝ(別名ﾍﾞﾝｿﾞﾋﾞｼｸﾛ
ﾝ)
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石鹸、洗剤（界面活性剤） 【83】ｸﾒﾝ 【188】N,N-ｼﾞｼｸﾛﾍｷｼﾙｱﾐﾝ 【199】ｼﾞﾅﾄﾘｳﾑ=2･2'-ﾋﾞﾆﾚﾝ
ﾋﾞｽ[5-(4-ﾓﾙﾎﾘﾉ-6-ｱﾆﾘﾉ-1･3･
5-ﾄﾘｱｼﾞﾝ-2-ｲﾙｱﾐﾉ)ﾍﾞﾝｾﾞﾝｽﾙﾎ
ﾅｰﾄ

【207】2,6-ｼﾞ-ﾀｰｼｬﾘ-ﾌﾞﾁﾙ-4-
ｸﾚｿﾞｰﾙ

【223】N,N-ｼﾞﾒﾁﾙﾄﾞﾃﾞｼﾙｱﾐﾝ

【257】ｱﾙｶﾉｰﾙ(炭素数が10の
ものに限る｡)(別名ﾃﾞｶﾉｰﾙ)

【273】1-ﾄﾞﾃﾞｶﾉｰﾙ 【275】ﾄﾞﾃﾞｼﾙ硫酸ﾅﾄﾘｳﾑ 【277】ﾄﾘｴﾁﾙｱﾐﾝ 【389】ﾍｷｻﾃﾞｼﾙﾄﾘﾒﾁﾙｱﾝﾓﾆｳﾑ
=ｸﾛﾘﾄﾞ

【409】ﾎﾟﾘ(ｵｷｼｴﾁﾚﾝ)=ﾄﾞﾃﾞｼﾙ
ｴｰﾃﾙ硫酸ｴｽﾃﾙﾅﾄﾘｳﾑ

【448】ﾒﾁﾚﾝﾋﾞｽ(4,1-ﾌｪﾆﾚﾝ)=
ｼﾞｲｿｼｱﾈｰﾄ

再付着防止剤、キレート剤（ビ
ルダー、添加剤）

【81】ｷﾉﾘﾝ 【207】2,6-ｼﾞ-ﾀｰｼｬﾘ-ﾌﾞﾁﾙ-4-
ｸﾚｿﾞｰﾙ

【392】ﾍｷｻﾝ

無機酸、有機酸（金属表面の
錆、スケールの洗浄剤）

【207】2,6-ｼﾞ-ﾀｰｼｬﾘ-ﾌﾞﾁﾙ-4-
ｸﾚｿﾞｰﾙ

【384】1-ﾌﾞﾛﾓﾌﾟﾛﾊﾟﾝ 【188】N,N-ｼﾞｼｸﾛﾍｷｼﾙｱﾐﾝ 【207】2,6-ｼﾞ-ﾀｰｼｬﾘ-ﾌﾞﾁﾙ-4-
ｸﾚｿﾞｰﾙ

防錆剤 【292】ﾄﾘﾌﾞﾁﾙｱﾐﾝ
ワックス（自動車用、皮革用
等）

【277】ﾄﾘｴﾁﾙｱﾐﾝ 【392】ﾍｷｻﾝ 【409】ﾎﾟﾘ(ｵｷｼｴﾁﾚﾝ)=ﾄﾞﾃﾞｼﾙ
ｴｰﾃﾙ硫酸ｴｽﾃﾙﾅﾄﾘｳﾑ

【448】ﾒﾁﾚﾝﾋﾞｽ(4,1-ﾌｪﾆﾚﾝ)=
ｼﾞｲｿｼｱﾈｰﾄ

【632】1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ

【675】ﾃﾄﾗﾌﾙｵﾛｴﾁﾚﾝ
柔軟剤 【389】ﾍｷｻﾃﾞｼﾙﾄﾘﾒﾁﾙｱﾝﾓﾆｳﾑ

=ｸﾛﾘﾄﾞ
塗料、ワニス（溶剤を含む） 染料・顔料 【1】亜鉛の水溶性化合物 【2】ｱｸﾘﾙｱﾐﾄﾞ 【7】ｱｸﾘﾙ酸ﾌﾞﾁﾙ 【15】ｱｾﾅﾌﾃﾝ 【18】ｱﾆﾘﾝ

【20】2-ｱﾐﾉｴﾀﾉｰﾙ 【28】ｱﾘﾙｱﾙｺｰﾙ 【31】ｱﾝﾁﾓﾝ及びその化合物 【32】ｱﾝﾄﾗｾﾝ 【37】4,4'-ｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾘﾃﾞﾝｼﾞﾌｪ
ﾉｰﾙ(別名ﾋﾞｽﾌｪﾉｰﾙA)

【44】ｲﾝｼﾞｳﾑ及びその化合物 【53】ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ 【57】ｴﾁﾚﾝｸﾞﾘｺｰﾙﾓﾉｴﾁﾙｴｰﾃﾙ 【58】ｴﾁﾚﾝｸﾞﾘｺｰﾙﾓﾉﾒﾁﾙｴｰﾃﾙ 【59】ｴﾁﾚﾝｼﾞｱﾐﾝ
【72】塩化ﾊﾟﾗﾌｨﾝ(炭素数が
10から13までのもの及びその
混合物に限る｡)

【73】1-ｵｸﾀﾉｰﾙ 【75】ｶﾄﾞﾐｳﾑ及びその化合物 【80】ｷｼﾚﾝ 【81】ｷﾉﾘﾝ

【87】ｸﾛﾑ及び三価ｸﾛﾑ化合物 【88】六価ｸﾛﾑ化合物 【117】(RS)-1-ﾊﾟﾗ-ｸﾛﾛﾌｪﾆﾙL-
4,4-ｼﾞﾒﾁﾙ-3-(1H-1,2,4-ﾄﾘｱｿﾞｰ
ﾙ-1-ｲﾙﾒﾁﾙ)ﾍﾟﾝﾀﾝ-3-ｵｰﾙ(別名ﾃ
ﾌﾞｺﾅｿﾞｰﾙ)

【132】ｺﾊﾞﾙﾄ及びその化合物 【133】酢酸2-ｴﾄｷｼｴﾁﾙ

【135】酢酸2-ﾒﾄｷｼｴﾁﾙ 【154】ｼｸﾛﾍｷｼﾙｱﾐﾝ 【156】ｼﾞｸﾛﾛｱﾆﾘﾝ 【160】3,3'-ｼﾞｸﾛﾛ-4,4'-ｼﾞｱﾐﾉ
ｼﾞﾌｪﾆﾙﾒﾀﾝ

【188】N,N-ｼﾞｼｸﾛﾍｷｼﾙｱﾐﾝ

【200】ｼﾞﾆﾄﾛﾄﾙｴﾝ 【203】ｼﾞﾌｪﾆﾙｱﾐﾝ 【218】ｼﾞﾒﾁﾙｱﾐﾝ 【240】ｽﾁﾚﾝ 【277】ﾄﾘｴﾁﾙｱﾐﾝ
【290】ﾄﾘｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ 【292】ﾄﾘﾌﾞﾁﾙｱﾐﾝ 【298】ﾄﾘﾚﾝｼﾞｲｿｼｱﾈｰﾄ 【299】ﾄﾙｲｼﾞﾝ 【300】ﾄﾙｴﾝ
【302】ﾅﾌﾀﾚﾝ 【309】ﾆｯｹﾙ化合物 【312】ｵﾙﾄ-ﾆﾄﾛｱﾆﾘﾝ 【316】ﾆﾄﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ 【347】N-ﾌｪﾆﾙﾏﾚｲﾐﾄﾞ
【348】ﾌｪﾆﾚﾝｼﾞｱﾐﾝ 【354】ﾌﾀﾙ酸ｼﾞﾌﾞﾁﾙ 【356】ﾌﾀﾙ酸ﾌﾞﾁﾙ=ﾍﾞﾝｼﾞﾙ 【393】ﾍﾞｰﾀ-ﾅﾌﾄｰﾙ 【392】ﾍｷｻﾝ
【395】ﾍﾟﾙｵｷｿﾆ硫酸の水溶性
塩

【396】ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛ(ｵｸﾀﾝ-1-ｽﾙﾎﾝ
酸)(別名PFOS)

【405】ほう素化合物 【411】ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ 【412】ﾏﾝｶﾞﾝ及びその化合物

【453】ﾓﾘﾌﾞﾃﾞﾝ及びその化合
物

【462】りん酸ﾄﾘﾌﾞﾁﾙ 【682】1,3,5-ﾄﾘｱｼﾞﾝ-2,4,6-ﾄﾘ
ｱﾐﾝ(別名ﾒﾗﾐﾝ)

防腐剤 【32】ｱﾝﾄﾗｾﾝ 【117】(RS)-1-ﾊﾟﾗ-ｸﾛﾛﾌｪﾆﾙL-
4,4-ｼﾞﾒﾁﾙ-3-(1H-1,2,4-ﾄﾘｱｿﾞｰ
ﾙ-1-ｲﾙﾒﾁﾙ)ﾍﾟﾝﾀﾝ-3-ｵｰﾙ(別名ﾃ
ﾌﾞｺﾅｿﾞｰﾙ)

【188】N,N-ｼﾞｼｸﾛﾍｷｼﾙｱﾐﾝ 【207】2,6-ｼﾞ-ﾀｰｼｬﾘ-ﾌﾞﾁﾙ-4-
ｸﾚｿﾞｰﾙ

【210】2,2-ｼﾞﾌﾞﾛﾓ-2-ｼｱﾉｱｾﾄｱ
ﾐﾄﾞ

【213】N,N-ｼﾞﾒﾁﾙｱｾﾄｱﾐﾄﾞ 【232】N,N-ｼﾞﾒﾁﾙﾎﾙﾑｱﾐﾄﾞ 【275】ﾄﾞﾃﾞｼﾙ硫酸ﾅﾄﾘｳﾑ 【277】ﾄﾘｴﾁﾙｱﾐﾝ 【287】2,4,6-ﾄﾘｸﾛﾛﾌｪﾉｰﾙ
【346】2-ﾌｪﾆﾙﾌｪﾉｰﾙ 【393】ﾍﾞｰﾀ-ﾅﾌﾄｰﾙ 【411】ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ 【704】(T-4)-ﾋﾞｽ[2-(ﾁｵｷｿ-ｶｯ

ﾊﾟS)-ﾋﾟﾘｼﾞﾝ-1(2H)-ｵﾗﾄ-ｶｯﾊﾟ
O]亜鉛(Ⅱ)

【725】ﾍｷｻﾋﾄﾞﾛ-1,3,5-ﾄﾘｽ(2-ﾋ
ﾄﾞﾛｷｼｴﾁﾙ)-1,3,5-ﾄﾘｱｼﾞﾝ

乾燥促進剤、湿潤剤、難燃
剤、撥水剤

【7】ｱｸﾘﾙ酸ﾌﾞﾁﾙ 【31】ｱﾝﾁﾓﾝ及びその化合物 【72】塩化ﾊﾟﾗﾌｨﾝ(炭素数が
10から13までのもの及びその
混合物に限る｡)

【83】ｸﾒﾝ 【207】2,6-ｼﾞ-ﾀｰｼｬﾘ-ﾌﾞﾁﾙ-4-
ｸﾚｿﾞｰﾙ

【218】ｼﾞﾒﾁﾙｱﾐﾝ 【277】ﾄﾘｴﾁﾙｱﾐﾝ 【302】ﾅﾌﾀﾚﾝ 【411】ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ 【460】りん酸ﾄﾘﾄﾘﾙ
【461】りん酸ﾄﾘﾌｪﾆﾙ

可塑剤 【7】ｱｸﾘﾙ酸ﾌﾞﾁﾙ 【15】ｱｾﾅﾌﾃﾝ 【72】塩化ﾊﾟﾗﾌｨﾝ(炭素数が
10から13までのもの及びその
混合物に限る｡)

【83】ｸﾒﾝ 【188】N,N-ｼﾞｼｸﾛﾍｷｼﾙｱﾐﾝ

【257】ｱﾙｶﾉｰﾙ(炭素数が10の
ものに限る｡)(別名ﾃﾞｶﾉｰﾙ)

【270】ﾃﾚﾌﾀﾙ酸 【273】1-ﾄﾞﾃﾞｶﾉｰﾙ 【289】1,2,3-ﾄﾘｸﾛﾛﾌﾟﾛﾊﾟﾝ 【302】ﾅﾌﾀﾚﾝ

【319】1-ﾉﾅﾉｰﾙ(別名ﾉﾙﾏﾙ-ﾉﾆﾙ
ｱﾙｺｰﾙ)

【340】ﾋﾞﾌｪﾆﾙ 【354】ﾌﾀﾙ酸ｼﾞﾌﾞﾁﾙ 【356】ﾌﾀﾙ酸ﾌﾞﾁﾙ=ﾍﾞﾝｼﾞﾙ 【460】りん酸ﾄﾘﾄﾘﾙ

【461】りん酸ﾄﾘﾌｪﾆﾙ 【567】ｱｼﾞﾋﾟﾝ酸ｼﾞ-2-ｴﾁﾙﾍｷｼ
ﾙ

【624】ｻﾘﾁﾙ酸ﾒﾁﾙ 【710】ﾌﾀﾙ酸ｼﾞｵｸﾁﾙ

溶剤 【7】ｱｸﾘﾙ酸ﾌﾞﾁﾙ 【53】ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ 【65】ｴﾋﾟｸﾛﾛﾋﾄﾞﾘﾝ 【78】2･4-ｷｼﾚﾉｰﾙ 【80】ｷｼﾚﾝ
【83】ｸﾒﾝ 【125】ｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ 【127】ｸﾛﾛﾎﾙﾑ 【128】ｸﾛﾛﾒﾀﾝ(別名塩化ﾒﾁﾙ) 【149】四塩化炭素
【157】1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ 【178】1,2-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾊﾟﾝ 【186】ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ(別名塩化ﾒﾁ

ﾚﾝ)
【188】N,N-ｼﾞｼｸﾛﾍｷｼﾙｱﾐﾝ 【207】2,6-ｼﾞ-ﾀｰｼｬﾘ-ﾌﾞﾁﾙ-4-

ｸﾚｿﾞｰﾙ
【213】N,N-ｼﾞﾒﾁﾙｱｾﾄｱﾐﾄﾞ 【218】ｼﾞﾒﾁﾙｱﾐﾝ 【219】ｼﾞﾒﾁﾙｼﾞｽﾙﾌｨﾄﾞ(別名

二硫化ﾒﾁﾙ)
【232】N,N-ｼﾞﾒﾁﾙﾎﾙﾑｱﾐﾄﾞ 【238】水素化ﾃﾙﾌｪﾆﾙ

【257】ｱﾙｶﾉｰﾙ(炭素数が10の
ものに限る｡)(別名ﾃﾞｶﾉｰﾙ)

【262】ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 【275】ﾄﾞﾃﾞｼﾙ硫酸ﾅﾄﾘｳﾑ 【277】ﾄﾘｴﾁﾙｱﾐﾝ 【279】1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ

【280】1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ 【281】ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 【289】1,2,3-ﾄﾘｸﾛﾛﾌﾟﾛﾊﾟﾝ 【290】ﾄﾘｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ 【292】ﾄﾘﾌﾞﾁﾙｱﾐﾝ
【299】ﾄﾙｲｼﾞﾝ 【300】ﾄﾙｴﾝ 【302】ﾅﾌﾀﾚﾝ 【316】ﾆﾄﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ 【317】ﾆﾄﾛﾒﾀﾝ
【318】二硫化炭素 【384】1-ﾌﾞﾛﾓﾌﾟﾛﾊﾟﾝ 【386】ﾌﾞﾛﾓﾒﾀﾝ(別名臭化ﾒﾁﾙ) 【392】ﾍｷｻﾝ 【400】ﾍﾞﾝｾﾞﾝ

【438】ﾒﾁﾙﾅﾌﾀﾚﾝ 【448】ﾒﾁﾚﾝﾋﾞｽ(4,1-ﾌｪﾆﾚﾝ)=
ｼﾞｲｿｼｱﾈｰﾄ

【460】りん酸ﾄﾘﾄﾘﾙ
【511】ｼﾞﾍﾞﾝｼﾞﾙｴｰﾃﾙ

【522】1,1,2,2-ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾀﾝ(別
名四塩化ｱｾﾁﾚﾝ)

【567】ｱｼﾞﾋﾟﾝ酸ｼﾞ-2-ｴﾁﾙﾍｷｼ
ﾙ

【567】ｱｼﾞﾋﾟﾝ酸ｼﾞ-2-ｴﾁﾙﾍｷｼ
ﾙ

【591】ｴﾁﾙｼｸﾛﾍｷｻﾝ
【594】ｴﾁﾚﾝｸﾞﾘｺｰﾙﾓﾉﾌﾞﾁﾙｴｰﾃ
ﾙ(別名ﾌﾞﾁﾙｾﾛｿﾙﾌﾞ)

【624】ｻﾘﾁﾙ酸ﾒﾁﾙ

【627】ｼﾞｴﾁﾚﾝｸﾞﾘｺｰﾙﾓﾉﾌﾞﾁﾙ
ｴｰﾃﾙ

【632】1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 【661】1,2-ｼﾞﾒﾄｷｼｴﾀﾝ 【674】ﾃﾄﾗﾋﾄﾞﾛﾌﾗﾝ 【683】ﾄﾘｲｿﾌﾟﾛﾊﾟﾉｰﾙｱﾐﾝ

【691】ﾄﾘﾒﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ
【702】ﾋﾞｽ(2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ)=(Z)-
ﾌﾞﾀ-2-ｴﾝｼﾞｵｱｰﾄ

【710】ﾌﾀﾙ酸ｼﾞｵｸﾁﾙ
【712】ﾀｰｼｬﾘ-ﾌﾞﾁﾙ=2-ｴﾁﾙﾍﾟﾙ
ｵｷｼﾍｷｻﾉｱｰﾄ

【719】2-ﾀｰｼｬﾘ-ﾌﾞﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ

【731】ﾍﾌﾟﾀﾝ 【737】ﾒﾁﾙｲｿﾌﾞﾁﾙｹﾄﾝ 【751】2-(2-ﾒﾄｷｼｴﾄｷｼ)ｴﾀﾉｰﾙ
【752】1-ﾒﾄｷｼ-2-(2-ﾒﾄｷｼｴﾄｷ
ｼ)ｴﾀﾝ

【746】N-ﾒﾁﾙ-2-ﾋﾟﾛﾘﾄﾞﾝ

酸化防止剤 【1】亜鉛の水溶性化合物 【7】ｱｸﾘﾙ酸ﾌﾞﾁﾙ 【37】4,4'-ｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾘﾃﾞﾝｼﾞﾌｪ
ﾉｰﾙ(別名ﾋﾞｽﾌｪﾉｰﾙA)

【66】1･2-ｴﾎﾟｷｼﾌﾞﾀﾝ 【83】ｸﾒﾝ

- 18 -



用途分類 具体例 対象物質

【207】2,6-ｼﾞ-ﾀｰｼｬﾘ-ﾌﾞﾁﾙ-4-
ｸﾚｿﾞｰﾙ

【213】N,N-ｼﾞﾒﾁﾙｱｾﾄｱﾐﾄﾞ 【277】ﾄﾘｴﾁﾙｱﾐﾝ 【396】ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛ(ｵｸﾀﾝ-1-ｽﾙﾎﾝ
酸)(別名PFOS)

【460】りん酸ﾄﾘﾄﾘﾙ

【705】ﾋﾞｽ(2,2,6,6-ﾃﾄﾗﾒﾁﾙ-4-
ﾋﾟﾍﾟﾘｼﾞﾙ)=ｾﾊﾞｹｰﾄ

樹脂硬化剤 【7】ｱｸﾘﾙ酸ﾌﾞﾁﾙ 【83】ｸﾒﾝ 【190】ｼﾞｼｸﾛﾍﾟﾝﾀｼﾞｴﾝ 【207】2,6-ｼﾞ-ﾀｰｼｬﾘ-ﾌﾞﾁﾙ-4-
ｸﾚｿﾞｰﾙ

【213】N,N-ｼﾞﾒﾁﾙｱｾﾄｱﾐﾄﾞ

【259】ﾃﾄﾗｴﾁﾙﾁｳﾗﾑｼﾞｽﾙﾌｨﾄﾞ
(別名ｼﾞｽﾙﾌｨﾗﾑ)

【258】1,3,5,7-ﾃﾄﾗｱｻﾞﾄﾘｼｸﾛ
[3,3,1,1(3,7)]ﾃﾞｶﾝ(別名ﾍｷｻﾒﾁﾚﾝ
ﾃﾄﾗﾐﾝ)

【277】ﾄﾘｴﾁﾙｱﾐﾝ 【302】ﾅﾌﾀﾚﾝ 【340】ﾋﾞﾌｪﾆﾙ

【347】N-ﾌｪﾆﾙﾏﾚｲﾐﾄﾞ 【349】ﾌｪﾉｰﾙ 【392】ﾍｷｻﾝ 【403】ﾍﾞﾝｿﾞﾌｪﾉﾝ 【409】ﾎﾟﾘ(ｵｷｼｴﾁﾚﾝ)=ﾄﾞﾃﾞｼﾙ
ｴｰﾃﾙ硫酸ｴｽﾃﾙﾅﾄﾘｳﾑ

【448】ﾒﾁﾚﾝﾋﾞｽ(4,1-ﾌｪﾆﾚﾝ)=
ｼﾞｲｿｼｱﾈｰﾄ

【460】りん酸ﾄﾘﾄﾘﾙ 【682】1,3,5-ﾄﾘｱｼﾞﾝ-2,4,6-ﾄﾘ
ｱﾐﾝ(別名ﾒﾗﾐﾝ)

充填剤（フィラー） 【44】ｲﾝｼﾞｳﾑ及びその化合物 【567】ｱｼﾞﾋﾟﾝ酸ｼﾞ-2-ｴﾁﾙﾍｷｼ
ﾙ

乳化剤・分散剤・ブロッキング
防止剤

【218】ｼﾞﾒﾁﾙｱﾐﾝ 【277】ﾄﾘｴﾁﾙｱﾐﾝ 【292】ﾄﾘﾌﾞﾁﾙｱﾐﾝ 【302】ﾅﾌﾀﾚﾝ

皮張り防止剤・増粘剤・消泡剤 【409】ﾎﾟﾘ(ｵｷｼｴﾁﾚﾝ)=ﾄﾞﾃﾞｼﾙ
ｴｰﾃﾙ硫酸ｴｽﾃﾙﾅﾄﾘｳﾑ

光硬化塗料モノマー・オリゴ
マー

【7】ｱｸﾘﾙ酸ﾌﾞﾁﾙ 【83】ｸﾒﾝ 【302】ﾅﾌﾀﾚﾝ 【403】ﾍﾞﾝｿﾞﾌｪﾉﾝ 【568】ｱｾﾁﾙｱｾﾄﾝ

印刷インキ（筆記用具を含む）（溶剤
を含む）

染料 【7】ｱｸﾘﾙ酸ﾌﾞﾁﾙ 【15】ｱｾﾅﾌﾃﾝ 【18】ｱﾆﾘﾝ 【81】ｷﾉﾘﾝ 【87】ｸﾛﾑ及び三価ｸﾛﾑ化合物

【88】六価ｸﾛﾑ化合物 【156】ｼﾞｸﾛﾛｱﾆﾘﾝ 【160】3,3'-ｼﾞｸﾛﾛ-4,4'-ｼﾞｱﾐﾉ
ｼﾞﾌｪﾆﾙﾒﾀﾝ

【188】N,N-ｼﾞｼｸﾛﾍｷｼﾙｱﾐﾝ 【200】ｼﾞﾆﾄﾛﾄﾙｴﾝ

【203】ｼﾞﾌｪﾆﾙｱﾐﾝ 【207】2,6-ｼﾞ-ﾀｰｼｬﾘ-ﾌﾞﾁﾙ-4-
ｸﾚｿﾞｰﾙ

【277】ﾄﾘｴﾁﾙｱﾐﾝ 【290】ﾄﾘｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ 【292】ﾄﾘﾌﾞﾁﾙｱﾐﾝ

【299】ﾄﾙｲｼﾞﾝ 【300】ﾄﾙｴﾝ 【316】ﾆﾄﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ 【312】ｵﾙﾄ-ﾆﾄﾛｱﾆﾘﾝ 【348】ﾌｪﾆﾚﾝｼﾞｱﾐﾝ
【392】ﾍｷｻﾝ 【393】ﾍﾞｰﾀ-ﾅﾌﾄｰﾙ 【557】ﾒﾁﾙ=ﾍﾞﾝｿﾞｲﾐﾀﾞｿﾞｰﾙ-

2-ｲﾙｶﾙﾊﾞﾏｰﾄ(別名ｶﾙﾍﾞﾝﾀﾞｼﾞﾑ)
【568】ｱｾﾁﾙｱｾﾄﾝ 【583】安息香酸ﾍﾞﾝｼﾞﾙ

【584】ｱﾝﾄﾗｾﾝ-9,10-ｼﾞｵﾝ(別
名ｱﾝﾄﾗｷﾉﾝ)

【627】ｼﾞｴﾁﾚﾝｸﾞﾘｺｰﾙﾓﾉﾌﾞﾁﾙ
ｴｰﾃﾙ

【691】ﾄﾘﾒﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ 【727】ﾍｷｻﾝｼﾞﾋﾄﾞﾗｼﾞﾄﾞ 【736】無水酢酸

【749】3-ﾒﾄｷｼｱﾆﾘﾝ 【754】硫酸ｼﾞﾒﾁﾙ
印刷インキ 【7】ｱｸﾘﾙ酸ﾌﾞﾁﾙ 【72】塩化ﾊﾟﾗﾌｨﾝ(炭素数が

10から13までのもの及びその
混合物に限る｡)

【80】ｷｼﾚﾝ 【83】ｸﾒﾝ 【88】六価ｸﾛﾑ化合物

【207】2,6-ｼﾞ-ﾀｰｼｬﾘ-ﾌﾞﾁﾙ-4-
ｸﾚｿﾞｰﾙ

【223】N,N-ｼﾞﾒﾁﾙﾄﾞﾃﾞｼﾙｱﾐﾝ 【277】ﾄﾘｴﾁﾙｱﾐﾝ 【290】ﾄﾘｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ 【300】ﾄﾙｴﾝ

【302】ﾅﾌﾀﾚﾝ 【392】ﾍｷｻﾝ 【453】ﾓﾘﾌﾞﾃﾞﾝ及びその化合
物

【557】ﾒﾁﾙ=ﾍﾞﾝｿﾞｲﾐﾀﾞｿﾞｰﾙ-
2-ｲﾙｶﾙﾊﾞﾏｰﾄ(別名ｶﾙﾍﾞﾝﾀﾞｼﾞﾑ)

【568】ｱｾﾁﾙｱｾﾄﾝ

【594】ｴﾁﾚﾝｸﾞﾘｺｰﾙﾓﾉﾌﾞﾁﾙｴｰﾃ
ﾙ(別名ﾌﾞﾁﾙｾﾛｿﾙﾌﾞ)

【595】ｴﾁﾚﾝｼﾞｱﾐﾝ四酢酸並び
にそのｶﾘｳﾑ塩及びﾅﾄﾘｳﾑ塩

【627】ｼﾞｴﾁﾚﾝｸﾞﾘｺｰﾙﾓﾉﾌﾞﾁﾙ
ｴｰﾃﾙ

【629】ｼｸﾛﾍｷｻﾝ 【674】ﾃﾄﾗﾋﾄﾞﾛﾌﾗﾝ

【682】1,3,5-ﾄﾘｱｼﾞﾝ-2,4,6-ﾄﾘ
ｱﾐﾝ(別名ﾒﾗﾐﾝ)

【731】ﾍﾌﾟﾀﾝ 【746】N-ﾒﾁﾙ-2-ﾋﾟﾛﾘﾄﾞﾝ 【751】2-(2-ﾒﾄｷｼｴﾄｷｼ)ｴﾀﾉｰﾙ

可塑剤 【72】塩化ﾊﾟﾗﾌｨﾝ(炭素数が
10から13までのもの及びその
混合物に限る｡)

【188】N,N-ｼﾞｼｸﾛﾍｷｼﾙｱﾐﾝ 【257】ｱﾙｶﾉｰﾙ(炭素数が10の
ものに限る｡)(別名ﾃﾞｶﾉｰﾙ)

【270】ﾃﾚﾌﾀﾙ酸 【273】1-ﾄﾞﾃﾞｶﾉｰﾙ

【289】1,2,3-ﾄﾘｸﾛﾛﾌﾟﾛﾊﾟﾝ 【319】1-ﾉﾅﾉｰﾙ(別名ﾉﾙﾏﾙ-ﾉﾆﾙ
ｱﾙｺｰﾙ)

【354】ﾌﾀﾙ酸ｼﾞﾌﾞﾁﾙ 【355】ﾌﾀﾙ酸ﾋﾞｽ(2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ) 【356】ﾌﾀﾙ酸ﾌﾞﾁﾙ=ﾍﾞﾝｼﾞﾙ

【461】りん酸ﾄﾘﾌｪﾆﾙ 【460】りん酸ﾄﾘﾄﾘﾙ
【511】ｼﾞﾍﾞﾝｼﾞﾙｴｰﾃﾙ

【567】ｱｼﾞﾋﾟﾝ酸ｼﾞ-2-ｴﾁﾙﾍｷｼ
ﾙ

【623】酢酸ﾍｷｼﾙ

【624】ｻﾘﾁﾙ酸ﾒﾁﾙ
【702】ﾋﾞｽ(2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ)=(Z)-
ﾌﾞﾀ-2-ｴﾝｼﾞｵｱｰﾄ

【710】ﾌﾀﾙ酸ｼﾞｵｸﾁﾙ
【712】ﾀｰｼｬﾘ-ﾌﾞﾁﾙ=2-ｴﾁﾙﾍﾟﾙ
ｵｷｼﾍｷｻﾉｱｰﾄ

【719】2-ﾀｰｼｬﾘ-ﾌﾞﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ

【751】2-(2-ﾒﾄｷｼｴﾄｷｼ)ｴﾀﾉｰﾙ
酸化防止剤 【1】亜鉛の水溶性化合物 【37】4,4'-ｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾘﾃﾞﾝｼﾞﾌｪ

ﾉｰﾙ(別名ﾋﾞｽﾌｪﾉｰﾙA)
【44】ｲﾝｼﾞｳﾑ及びその化合物 【207】2,6-ｼﾞ-ﾀｰｼｬﾘ-ﾌﾞﾁﾙ-4-

ｸﾚｿﾞｰﾙ
【213】N,N-ｼﾞﾒﾁﾙｱｾﾄｱﾐﾄﾞ

【277】ﾄﾘｴﾁﾙｱﾐﾝ 【393】ﾍﾞｰﾀ-ﾅﾌﾄｰﾙ 【705】ﾋﾞｽ(2,2,6,6-ﾃﾄﾗﾒﾁﾙ-4-
ﾋﾟﾍﾟﾘｼﾞﾙ)=ｾﾊﾞｹｰﾄ

充填剤（フィラー） 【7】ｱｸﾘﾙ酸ﾌﾞﾁﾙ 【207】2,6-ｼﾞ-ﾀｰｼｬﾘ-ﾌﾞﾁﾙ-4-
ｸﾚｿﾞｰﾙ

【567】ｱｼﾞﾋﾟﾝ酸ｼﾞ-2-ｴﾁﾙﾍｷｼ
ﾙ

【668】炭酸ﾘﾁｳﾑ
【682】1,3,5-ﾄﾘｱｼﾞﾝ-2,4,6-ﾄﾘ
ｱﾐﾝ(別名ﾒﾗﾐﾝ)

【712】ﾀｰｼｬﾘ-ﾌﾞﾁﾙ=2-ｴﾁﾙﾍﾟﾙ
ｵｷｼﾍｷｻﾉｱｰﾄ

腐食防止剤・防錆剤、防腐・防
かび剤

NaN

紫外線・電子線硬化インキの
モノマー・オリゴマー、増感剤

【403】ﾍﾞﾝｿﾞﾌｪﾉﾝ

乾燥促進剤、湿潤剤、難燃
剤、撥水剤

【392】ﾍｷｻﾝ

複写用薬剤 （トナー等）（溶剤を含
む）

染料 【7】ｱｸﾘﾙ酸ﾌﾞﾁﾙ 【15】ｱｾﾅﾌﾃﾝ 【18】ｱﾆﾘﾝ 【81】ｷﾉﾘﾝ 【87】ｸﾛﾑ及び三価ｸﾛﾑ化合物

【88】六価ｸﾛﾑ化合物 【156】ｼﾞｸﾛﾛｱﾆﾘﾝ 【160】3,3'-ｼﾞｸﾛﾛ-4,4'-ｼﾞｱﾐﾉ
ｼﾞﾌｪﾆﾙﾒﾀﾝ

【188】N,N-ｼﾞｼｸﾛﾍｷｼﾙｱﾐﾝ 【200】ｼﾞﾆﾄﾛﾄﾙｴﾝ

【203】ｼﾞﾌｪﾆﾙｱﾐﾝ 【277】ﾄﾘｴﾁﾙｱﾐﾝ 【290】ﾄﾘｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ 【292】ﾄﾘﾌﾞﾁﾙｱﾐﾝ 【299】ﾄﾙｲｼﾞﾝ
【300】ﾄﾙｴﾝ 【312】ｵﾙﾄ-ﾆﾄﾛｱﾆﾘﾝ 【316】ﾆﾄﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ 【348】ﾌｪﾆﾚﾝｼﾞｱﾐﾝ 【393】ﾍﾞｰﾀ-ﾅﾌﾄｰﾙ
【557】ﾒﾁﾙ=ﾍﾞﾝｿﾞｲﾐﾀﾞｿﾞｰﾙ-
2-ｲﾙｶﾙﾊﾞﾏｰﾄ(別名ｶﾙﾍﾞﾝﾀﾞｼﾞﾑ)

【568】ｱｾﾁﾙｱｾﾄﾝ 【583】安息香酸ﾍﾞﾝｼﾞﾙ
【584】ｱﾝﾄﾗｾﾝ-9,10-ｼﾞｵﾝ(別
名ｱﾝﾄﾗｷﾉﾝ)

【627】ｼﾞｴﾁﾚﾝｸﾞﾘｺｰﾙﾓﾉﾌﾞﾁﾙ
ｴｰﾃﾙ

【691】ﾄﾘﾒﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ 【727】ﾍｷｻﾝｼﾞﾋﾄﾞﾗｼﾞﾄﾞ 【736】無水酢酸 【749】3-ﾒﾄｷｼｱﾆﾘﾝ 【754】硫酸ｼﾞﾒﾁﾙ
可塑剤 【72】塩化ﾊﾟﾗﾌｨﾝ(炭素数が

10から13までのもの及びその
混合物に限る｡)

【188】N,N-ｼﾞｼｸﾛﾍｷｼﾙｱﾐﾝ 【257】ｱﾙｶﾉｰﾙ(炭素数が10の
ものに限る｡)(別名ﾃﾞｶﾉｰﾙ)

【270】ﾃﾚﾌﾀﾙ酸 【273】1-ﾄﾞﾃﾞｶﾉｰﾙ

【289】1,2,3-ﾄﾘｸﾛﾛﾌﾟﾛﾊﾟﾝ 【319】1-ﾉﾅﾉｰﾙ(別名ﾉﾙﾏﾙ-ﾉﾆﾙ
ｱﾙｺｰﾙ)

【354】ﾌﾀﾙ酸ｼﾞﾌﾞﾁﾙ 【355】ﾌﾀﾙ酸ﾋﾞｽ(2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ) 【356】ﾌﾀﾙ酸ﾌﾞﾁﾙ=ﾍﾞﾝｼﾞﾙ

【461】りん酸ﾄﾘﾌｪﾆﾙ 【460】りん酸ﾄﾘﾄﾘﾙ
【511】ｼﾞﾍﾞﾝｼﾞﾙｴｰﾃﾙ

【567】ｱｼﾞﾋﾟﾝ酸ｼﾞ-2-ｴﾁﾙﾍｷｼ
ﾙ

【623】酢酸ﾍｷｼﾙ

【624】ｻﾘﾁﾙ酸ﾒﾁﾙ
【702】ﾋﾞｽ(2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ)=(Z)-
ﾌﾞﾀ-2-ｴﾝｼﾞｵｱｰﾄ

【710】ﾌﾀﾙ酸ｼﾞｵｸﾁﾙ
【712】ﾀｰｼｬﾘ-ﾌﾞﾁﾙ=2-ｴﾁﾙﾍﾟﾙ
ｵｷｼﾍｷｻﾉｱｰﾄ

【719】2-ﾀｰｼｬﾘ-ﾌﾞﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ

【751】2-(2-ﾒﾄｷｼｴﾄｷｼ)ｴﾀﾉｰﾙ
酸化防止剤 【1】亜鉛の水溶性化合物 【37】4,4'-ｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾘﾃﾞﾝｼﾞﾌｪ

ﾉｰﾙ(別名ﾋﾞｽﾌｪﾉｰﾙA)
【207】2,6-ｼﾞ-ﾀｰｼｬﾘ-ﾌﾞﾁﾙ-4-
ｸﾚｿﾞｰﾙ

【705】ﾋﾞｽ(2,2,6,6-ﾃﾄﾗﾒﾁﾙ-4-
ﾋﾟﾍﾟﾘｼﾞﾙ)=ｾﾊﾞｹｰﾄ
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用途分類 具体例 対象物質

医薬品・動物医薬品・医薬部外品・
医療用具

麻酔剤 【127】ｸﾛﾛﾎﾙﾑ 【186】ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ(別名塩化ﾒﾁ
ﾚﾝ)

血液防腐剤 【127】ｸﾛﾛﾎﾙﾑ
医薬品 【7】ｱｸﾘﾙ酸ﾌﾞﾁﾙ 【15】ｱｾﾅﾌﾃﾝ 【23】ﾊﾟﾗ-ｱﾐﾉﾌｪﾉｰﾙ 【40】ｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾙ=2-(4-ﾒﾄｷｼﾋﾞ

ﾌｪﾆﾙ-3-ｲﾙ)ﾋﾄﾞﾗｼﾞﾉﾎﾙﾏｰﾄ(別名
ﾋﾞﾌｪﾅｾﾞｰﾄ)

【64】2-(4-ｴﾄｷｼﾌｪﾆﾙ)-2-ﾒﾁﾙ
ﾌﾟﾛﾋﾟﾙ=3-ﾌｪﾉｷｼﾍﾞﾝｼﾞﾙｴｰﾃﾙ
(別名ｴﾄﾌｪﾝﾌﾟﾛｯｸｽ)

【72】塩化ﾊﾟﾗﾌｨﾝ(炭素数が
10から13までのもの及びその
混合物に限る｡)

【81】ｷﾉﾘﾝ 【153】ｼｸﾛﾍｷｻ-1-ｴﾝ-1,2-ｼﾞｶﾙ
ﾎﾞｷｼｲﾐﾄﾞﾒﾁﾙ=(1RS)-ｼｽ-ﾄﾗﾝｽ-
2,2-ｼﾞﾒﾁﾙ-3-(2-ﾒﾁﾙﾌﾟﾛﾊﾟ-1-ｴﾆ
ﾙ)ｼｸﾛﾌﾟﾛﾊﾟﾝｶﾙﾎﾞｷｼﾗｰﾄ(別名ﾃﾄ
ﾗﾒﾄﾘﾝ)

【188】N,N-ｼﾞｼｸﾛﾍｷｼﾙｱﾐﾝ 【190】ｼﾞｼｸﾛﾍﾟﾝﾀｼﾞｴﾝ

【207】2,6-ｼﾞ-ﾀｰｼｬﾘ-ﾌﾞﾁﾙ-4-
ｸﾚｿﾞｰﾙ

【213】N,N-ｼﾞﾒﾁﾙｱｾﾄｱﾐﾄﾞ 【218】ｼﾞﾒﾁﾙｱﾐﾝ 【257】ｱﾙｶﾉｰﾙ(炭素数が10の
ものに限る｡)(別名ﾃﾞｶﾉｰﾙ)

【259】ﾃﾄﾗｴﾁﾙﾁｳﾗﾑｼﾞｽﾙﾌｨﾄﾞ
(別名ｼﾞｽﾙﾌｨﾗﾑ)

【275】ﾄﾞﾃﾞｼﾙ硫酸ﾅﾄﾘｳﾑ 【277】ﾄﾘｴﾁﾙｱﾐﾝ 【292】ﾄﾘﾌﾞﾁﾙｱﾐﾝ 【312】ｵﾙﾄ-ﾆﾄﾛｱﾆﾘﾝ 【317】ﾆﾄﾛﾒﾀﾝ
【375】2-ﾌﾞﾃﾅｰﾙ 【384】1-ﾌﾞﾛﾓﾌﾟﾛﾊﾟﾝ 【346】2-ﾌｪﾆﾙﾌｪﾉｰﾙ 【389】ﾍｷｻﾃﾞｼﾙﾄﾘﾒﾁﾙｱﾝﾓﾆｳﾑ

=ｸﾛﾘﾄﾞ
【392】ﾍｷｻﾝ

【393】ﾍﾞｰﾀ-ﾅﾌﾄｰﾙ 【395】ﾍﾟﾙｵｷｿﾆ硫酸の水溶性
塩

【403】ﾍﾞﾝｿﾞﾌｪﾉﾝ 【409】ﾎﾟﾘ(ｵｷｼｴﾁﾚﾝ)=ﾄﾞﾃﾞｼﾙ
ｴｰﾃﾙ硫酸ｴｽﾃﾙﾅﾄﾘｳﾑ

【438】ﾒﾁﾙﾅﾌﾀﾚﾝ

【528】ﾄﾘﾌﾞﾛﾓﾒﾀﾝ(別名ﾌﾞﾛﾓﾎ
ﾙﾑ)

【570】ｵﾙﾄ-ｱﾐﾉﾌｪﾉｰﾙ
【588】4-ｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾙ-3-ﾒﾁﾙﾌｪ
ﾉｰﾙ

【592】5-ｴﾁﾙ-5,8-ｼﾞﾋﾄﾞﾛ-8-ｵ
ｷｿ-[1,3]ｼﾞｵｷｿﾛ[4,5-g]ｷﾉﾘﾝ-7-ｶ
ﾙﾎﾞﾝ酸(別名ｵｷｿﾘﾆｯｸ酸)

【618】1-(6-ｸﾛﾛ-3-ﾋﾟﾘｼﾞﾙﾒﾁ
ﾙ)-N-ﾆﾄﾛｲﾐﾀﾞｿﾞﾘｼﾞﾝ-2-ｲﾘﾃﾞﾝ
ｱﾐﾝ(別名ｲﾐﾀﾞｸﾛﾌﾟﾘﾄﾞ)

【626】ｼﾞｴﾀﾉｰﾙｱﾐﾝ 【632】1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ

【641】
(3R,4S,5S,6R,7R,9R,11R,12R,1
3S,14R)-4-[(2,6-ｼﾞﾃﾞｵｷｼ-3-C-
ﾒﾁﾙ-3-O-ﾒﾁﾙ-ｱﾙﾌｧ-L-ﾘﾎﾞ-ﾍｷｿ
ﾋﾟﾗﾉｼﾙ)ｵｷｼ]-14-ｴﾁﾙ-12,13-ｼﾞﾋ
ﾄﾞﾛｷｼ-7-ﾒﾄｷｼ-3,5,7,9,11,13-ﾍｷ
ｻﾒﾁﾙ-6-[[3,4,6-ﾄﾘﾃﾞｵｷｼ-3-(ｼﾞﾒ
ﾁﾙｱﾐﾉ)-ﾍﾞｰﾀ-D-ｷｼﾛ-ﾍｷｿﾋﾟﾗﾉｼ
ﾙ]ｵｷｼ]ｵｷｻｼｸﾛﾃﾄﾗﾃﾞｶﾝ-2,10-ｼﾞ
ｵﾝ(別名ｸﾗﾘｽﾛﾏｲｼﾝ)

【644】5,5-ｼﾞﾌｪﾆﾙ-2,4-ｲﾐﾀﾞ
ｿﾞﾘｼﾞﾝｼﾞｵﾝ

【648】
(4S,4aR,5S,5aR,6S,12aS)-4-
(ｼﾞﾒﾁﾙｱﾐﾉ)-3,5,6,10,12,12a-ﾍｷ
ｻﾋﾄﾞﾛｷｼ-6-ﾒﾁﾙ-1,11-ｼﾞｵｷｿ-
1,4,4a,5,5a,6,11,12a-ｵｸﾀﾋﾄﾞﾛﾃ
ﾄﾗｾﾝ-2-ｶﾙﾎﾞｷｻﾐﾄﾞ(別名ｵｷｼﾃﾄﾗ
ｻｲｸﾘﾝ)

【661】1,2-ｼﾞﾒﾄｷｼｴﾀﾝ 【668】炭酸ﾘﾁｳﾑ

【671】1,1'-
[(1R,2R,3S,4R,5R,6S)-4-[[5-ﾃﾞ
ｵｷｼ-2-O-[2-ﾃﾞｵｷｼ-2-(ﾒﾁﾙｱﾐﾉ)-
ｱﾙﾌｧ-L-ｸﾞﾙｺﾋﾟﾗﾉｼﾙ]-3-C-ﾎﾙﾐﾙ
-ｱﾙﾌｧ-L-ﾘｷｿﾌﾗﾉｼﾙ]ｵｷｼ]-2,5,6-
ﾄﾘﾋﾄﾞﾛｷｼｼｸﾛﾍｷｻﾝ-1,3-ｼﾞｲﾙ]ｼﾞ
ｸﾞｱﾆｼﾞﾝ(別名ｽﾄﾚﾌﾟﾄﾏｲｼﾝ)

【674】ﾃﾄﾗﾋﾄﾞﾛﾌﾗﾝ 【680】ﾄﾞﾃﾞｶﾝ-1-ﾁｵｰﾙ

【704】(T-4)-ﾋﾞｽ[2-(ﾁｵｷｿ-ｶｯ
ﾊﾟS)-ﾋﾟﾘｼﾞﾝ-1(2H)-ｵﾗﾄ-ｶｯﾊﾟ
O]亜鉛(Ⅱ)

【736】無水酢酸 【737】ﾒﾁﾙｲｿﾌﾞﾁﾙｹﾄﾝ 【749】3-ﾒﾄｷｼｱﾆﾘﾝ 【754】硫酸ｼﾞﾒﾁﾙ

化粧品 調整剤 【157】1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ 【178】1,2-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾊﾟﾝ
【586】ｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾙ=3-ｸﾛﾛｶﾙﾊﾞﾆ
ﾗｰﾄ(別名ｸﾛﾙﾌﾟﾛﾌｧﾑ又はIPC)

【621】3-(2-ｸﾛﾛ-4-ﾒｼﾙﾍﾞﾝｿﾞｲ
ﾙ)-4-ﾌｪﾆﾙｽﾙﾌｧﾆﾙﾋﾞｼｸﾛ[3.2.1]ｵ
ｸﾀ-3-ｴﾝ-2-ｵﾝ(別名ﾍﾞﾝｿﾞﾋﾞｼｸﾛ
ﾝ)

化粧品 【7】ｱｸﾘﾙ酸ﾌﾞﾁﾙ 【15】ｱｾﾅﾌﾃﾝ 【23】ﾊﾟﾗ-ｱﾐﾉﾌｪﾉｰﾙ 【64】2-(4-ｴﾄｷｼﾌｪﾆﾙ)-2-ﾒﾁﾙ
ﾌﾟﾛﾋﾟﾙ=3-ﾌｪﾉｷｼﾍﾞﾝｼﾞﾙｴｰﾃﾙ
(別名ｴﾄﾌｪﾝﾌﾟﾛｯｸｽ)

【72】塩化ﾊﾟﾗﾌｨﾝ(炭素数が
10から13までのもの及びその
混合物に限る｡)

【153】ｼｸﾛﾍｷｻ-1-ｴﾝ-1,2-ｼﾞｶﾙ
ﾎﾞｷｼｲﾐﾄﾞﾒﾁﾙ=(1RS)-ｼｽ-ﾄﾗﾝｽ-
2,2-ｼﾞﾒﾁﾙ-3-(2-ﾒﾁﾙﾌﾟﾛﾊﾟ-1-ｴﾆ
ﾙ)ｼｸﾛﾌﾟﾛﾊﾟﾝｶﾙﾎﾞｷｼﾗｰﾄ(別名ﾃﾄ
ﾗﾒﾄﾘﾝ)

【188】N,N-ｼﾞｼｸﾛﾍｷｼﾙｱﾐﾝ 【257】ｱﾙｶﾉｰﾙ(炭素数が10の
ものに限る｡)(別名ﾃﾞｶﾉｰﾙ)

【273】1-ﾄﾞﾃﾞｶﾉｰﾙ 【275】ﾄﾞﾃﾞｼﾙ硫酸ﾅﾄﾘｳﾑ

【389】ﾍｷｻﾃﾞｼﾙﾄﾘﾒﾁﾙｱﾝﾓﾆｳﾑ
=ｸﾛﾘﾄﾞ

【392】ﾍｷｻﾝ 【395】ﾍﾟﾙｵｷｿﾆ硫酸の水溶性
塩

【409】ﾎﾟﾘ(ｵｷｼｴﾁﾚﾝ)=ﾄﾞﾃﾞｼﾙ
ｴｰﾃﾙ硫酸ｴｽﾃﾙﾅﾄﾘｳﾑ

【438】ﾒﾁﾙﾅﾌﾀﾚﾝ

【530】ﾅﾄﾘｳﾑ=1,1'-ﾋﾞﾌｪﾆﾙ-2-
ｵﾗｰﾄ

【566】ｱｼﾞﾋﾟﾝ酸､(N-(2-ｱﾐﾉｴ
ﾁﾙ)ｴﾀﾝ-1,2-ｼﾞｱﾐﾝ又はN,N'-ﾋﾞｽ
(2-ｱﾐﾉｴﾁﾙ)ｴﾀﾝ-1,2-ｼﾞｱﾐﾝ)と2-
(ｸﾛﾛﾒﾁﾙ)ｵｷｼﾗﾝの重縮合物

【567】ｱｼﾞﾋﾟﾝ酸ｼﾞ-2-ｴﾁﾙﾍｷｼ
ﾙ

【572】ｱﾘﾙ=ﾍｷｻﾉｱｰﾄ 【583】安息香酸ﾍﾞﾝｼﾞﾙ

【587】3-(4-ｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾙﾌｪﾆﾙ)-
2-ﾒﾁﾙﾌﾟﾛﾊﾟﾅｰﾙ

【588】4-ｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾙ-3-ﾒﾁﾙﾌｪ
ﾉｰﾙ

【594】ｴﾁﾚﾝｸﾞﾘｺｰﾙﾓﾉﾌﾞﾁﾙｴｰﾃ
ﾙ(別名ﾌﾞﾁﾙｾﾛｿﾙﾌﾞ)

【601】ｵｸﾀﾒﾁﾙｼｸﾛﾃﾄﾗｼﾛｷｻﾝ
【609】5-ｸﾛﾛ-2-(2,4-ｼﾞｸﾛﾛﾌｪ
ﾉｷｼ)ﾌｪﾉｰﾙ(別名ﾄﾘｸﾛｻﾝ)

【624】ｻﾘﾁﾙ酸ﾒﾁﾙ 【626】ｼﾞｴﾀﾉｰﾙｱﾐﾝ 【651】N,N-ｼﾞﾒﾁﾙｵｸﾀﾃﾞｼﾙｱﾐﾝ 【675】ﾃﾄﾗﾌﾙｵﾛｴﾁﾚﾝ
【681】2-(N-ﾄﾞﾃﾞｼﾙ-N,N-ｼﾞﾒ
ﾁﾙｱﾝﾓﾆｵ)ｱｾﾀｰﾄ

【689】(E)-4-(2,6,6-ﾄﾘﾒﾁﾙｼｸﾛ
ﾍｷｻ-1-ｴﾝ-1-ｲﾙ)ﾌﾞﾀ-3-ｴﾝ-2-ｵﾝ

【702】ﾋﾞｽ(2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ)=(Z)-
ﾌﾞﾀ-2-ｴﾝｼﾞｵｱｰﾄ

【704】(T-4)-ﾋﾞｽ[2-(ﾁｵｷｿ-ｶｯ
ﾊﾟS)-ﾋﾟﾘｼﾞﾝ-1(2H)-ｵﾗﾄ-ｶｯﾊﾟ
O]亜鉛(Ⅱ)

【713】2-ﾀｰｼｬﾘ-ﾌﾞﾁﾙｼｸﾛﾍｷｼﾙ
=ｱｾﾀｰﾄ

【718】3-(4-ﾀｰｼｬﾘ-ﾌﾞﾁﾙﾌｪﾆ
ﾙ)-2-ﾒﾁﾙﾌﾟﾛﾊﾟﾅｰﾙ

【721】ﾌﾙﾌﾗｰﾙ
【726】4,6,6,7,8,8-ﾍｷｻﾒﾁﾙ-
1,3,4,6,7,8-ﾍｷｻﾋﾄﾞﾛｼｸﾛﾍﾟﾝﾀ[g]
ｲｿｸﾛﾒﾝ

【731】ﾍﾌﾟﾀﾝ 【732】5-ﾍﾌﾟﾁﾙｵｷｿﾗﾝ-2-ｵﾝ 【737】ﾒﾁﾙｲｿﾌﾞﾁﾙｹﾄﾝ

【739】2-[ﾒﾁﾙ-[(Z)-ｵｸﾀﾃﾞｶ-9-
ｴﾉｲﾙ]ｱﾐﾉ]酢酸(別名ｵﾚｵｲﾙｻﾞﾙｺ
ｼﾝ)

【743】ﾒﾁﾙ=ﾄﾞﾃﾞｶﾉｱｰﾄ 【746】N-ﾒﾁﾙ-2-ﾋﾟﾛﾘﾄﾞﾝ

火薬、爆薬（花火を含む） 火薬（爆薬） 【302】ﾅﾌﾀﾚﾝ 【317】ﾆﾄﾛﾒﾀﾝ 【21】5-ｱﾐﾉ-4-ｸﾛﾛ-2-ﾌｪﾆﾙﾋﾟﾘ
ﾀﾞｼﾞﾝ-3(2H)-ｵﾝ(別名ｸﾛﾘﾀﾞｿﾞ
ﾝ)

【25】4-ｱﾐﾉ-6-ﾀｰｼｬﾘ-ﾌﾞﾁﾙ-3-
ﾒﾁﾙﾁｵ-1,2,4-ﾄﾘｱｼﾞﾝ-5(4H)-ｵﾝ
(別名ﾒﾄﾘﾌﾞｼﾞﾝ)

【736】無水酢酸

農薬（溶剤等の補助剤を含む） 農薬 【27】4-ｱﾐﾉ-3-ﾒﾁﾙ-6-ﾌｪﾆﾙ-
1,2,4-ﾄﾘｱｼﾞﾝ-5(4H)-ｵﾝ(別名ﾒﾀ
ﾐﾄﾛﾝ)

【40】ｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾙ=2-(4-ﾒﾄｷｼﾋﾞ
ﾌｪﾆﾙ-3-ｲﾙ)ﾋﾄﾞﾗｼﾞﾉﾎﾙﾏｰﾄ(別名
ﾋﾞﾌｪﾅｾﾞｰﾄ)

【41】3'-ｲｿﾌﾟﾛﾎﾟｷｼ-2-ﾄﾘﾌﾙｵﾛ
ﾒﾁﾙﾍﾞﾝｽﾞｱﾆﾘﾄﾞ(別名ﾌﾙﾄﾗﾆﾙ)

【52】ｴﾁﾙ=(Z)-3-(N-ﾍﾞﾝｼﾞﾙ-
N-{[ﾒﾁﾙ(1-ﾒﾁﾙﾁｵｴﾁﾘﾃﾞﾝｱﾐﾉｵｷｼ
ｶﾙﾎﾞﾆﾙ)ｱﾐﾉ]ﾁｵ}ｱﾐﾉ)ﾌﾟﾛﾋﾟｵﾅｰﾄ
(別名ｱﾗﾆｶﾙﾌﾞ)

【54】O-ｴﾁﾙ=S-1-ﾒﾁﾙﾌﾟﾛﾋﾟﾙ
=(2-ｵｷｿ-3-ﾁｱｿﾞﾘｼﾞﾆﾙ)ﾎｽﾎﾉﾁｵ
ｱｰﾄ(別名ﾎｽﾁｱｾﾞｰﾄ)

【64】2-(4-ｴﾄｷｼﾌｪﾆﾙ)-2-ﾒﾁﾙ
ﾌﾟﾛﾋﾟﾙ=3-ﾌｪﾉｷｼﾍﾞﾝｼﾞﾙｴｰﾃﾙ
(別名ｴﾄﾌｪﾝﾌﾟﾛｯｸｽ)

【81】ｷﾉﾘﾝ 【83】ｸﾒﾝ 【91】2-(4-ｸﾛﾛ-6-ｴﾁﾙｱﾐﾉ-
1,3,5-ﾄﾘｱｼﾞﾝ-2-ｲﾙ)ｱﾐﾉ-2-ﾒﾁﾙ
ﾌﾟﾛﾋﾟｵﾉﾆﾄﾘﾙ(別名ｼｱﾅｼﾞﾝ)

【108】(RS)-2-(4-ｸﾛﾛ-ｵﾙﾄ-ﾄﾘ
ﾙｵｷｼ)ﾌﾟﾛﾋﾟｵﾝ酸(別名ﾒｺﾌﾟﾛｯ
ﾌﾟ)

【115】4-(2-ｸﾛﾛﾌｪﾆﾙ)-N-ｼｸﾛﾍ
ｷｼﾙ-N-ｴﾁﾙ-4,5-ｼﾞﾋﾄﾞﾛ-5-ｵｷｿ-
1H-ﾃﾄﾗｿﾞｰﾙ-1-ｶﾙﾎﾞｷｻﾐﾄﾞ(別
名ﾌｪﾝﾄﾗｻﾞﾐﾄﾞ)

【117】(RS)-1-ﾊﾟﾗ-ｸﾛﾛﾌｪﾆﾙL-
4,4-ｼﾞﾒﾁﾙ-3-(1H-1,2,4-ﾄﾘｱｿﾞｰ
ﾙ-1-ｲﾙﾒﾁﾙ)ﾍﾟﾝﾀﾝ-3-ｵｰﾙ(別名ﾃ
ﾌﾞｺﾅｿﾞｰﾙ)

【124】1-(2-ｸﾛﾛﾍﾞﾝｼﾞﾙ)-3-(1-
ﾒﾁﾙ-1-ﾌｪﾆﾙｴﾁﾙ)尿素(別名ｸﾐﾙﾛ
ﾝ)

【141】ﾄﾗﾝｽ-1-(2-ｼｱﾉ-2-ﾒﾄｷｼ
ｲﾐﾉｱｾﾁﾙ)-3-ｴﾁﾙ尿素(別名ｼﾓｷｻ
ﾆﾙ)

【146】O-2-ｼﾞｴﾁﾙｱﾐﾉ-6-ﾒﾁﾙ
ﾋﾟﾘﾐｼﾞﾝ-4-ｲﾙ=O,O-ｼﾞﾒﾁﾙ=ﾎｽ
ﾎﾛﾁｵｱｰﾄ(別名ﾋﾟﾘﾐﾎｽﾒﾁﾙ)
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【152】1,3-ｼﾞｶﾙﾊﾞﾓｲﾙﾁｵ-2-
(N,N-ｼﾞﾒﾁﾙｱﾐﾉ)-ﾌﾟﾛﾊﾟﾝ(別名ｶ
ﾙﾀｯﾌﾟ)

【153】ｼｸﾛﾍｷｻ-1-ｴﾝ-1,2-ｼﾞｶﾙ
ﾎﾞｷｼｲﾐﾄﾞﾒﾁﾙ=(1RS)-ｼｽ-ﾄﾗﾝｽ-
2,2-ｼﾞﾒﾁﾙ-3-(2-ﾒﾁﾙﾌﾟﾛﾊﾟ-1-ｴﾆ
ﾙ)ｼｸﾛﾌﾟﾛﾊﾟﾝｶﾙﾎﾞｷｼﾗｰﾄ(別名ﾃﾄ
ﾗﾒﾄﾘﾝ)

【156】ｼﾞｸﾛﾛｱﾆﾘﾝ 【168】3-(3,5-ｼﾞｸﾛﾛﾌｪﾆﾙ)-N-
ｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾙ-2,4-ｼﾞｵｷｿｲﾐﾀﾞｿﾞﾘｼﾞ
ﾝ-1-ｶﾙﾎﾞｷｻﾐﾄﾞ(別名ｲﾌﾟﾛｼﾞｵﾝ)

【171】(2RS,4RS)-1-[2-(2,4-
ｼﾞｸﾛﾛﾌｪﾆﾙ)-4-ﾌﾟﾛﾋﾟﾙ-1,3-ｼﾞｵ
ｷｿﾗﾝ-2-ｲﾙﾒﾁﾙ]-1H-1,2,4-ﾄﾘｱ
ｿﾞｰﾙ及び(2RS,4SR)-1-[2-(2,4-
ｼﾞｸﾛﾛﾌｪﾆﾙ)-4-ﾌﾟﾛﾋﾟﾙ-1,3-ｼﾞｵ
ｷｿﾗﾝ-2-ｲﾙﾒﾁﾙ]-1H-1,2,4-ﾄﾘｱ
ｿﾞｰﾙの混合物(別名ﾌﾟﾛﾋﾟｺﾅ
ｿﾞｰﾙ)

【172】3-[1-(3,5-ｼﾞｸﾛﾛﾌｪﾆﾙ)-
1-ﾒﾁﾙｴﾁﾙ]-3,4-ｼﾞﾋﾄﾞﾛ-6-ﾒﾁﾙ-
5-ﾌｪﾆﾙ-2H-1,3-ｵｷｻｼﾞﾝ-4-ｵﾝ
(別名ｵｷｻｼﾞｸﾛﾒﾎﾝ)

【190】ｼﾞｼｸﾛﾍﾟﾝﾀｼﾞｴﾝ 【212】(RS)-O,S-ｼﾞﾒﾁﾙ=ｱｾﾁﾙ
ﾎｽﾎﾙｱﾐﾄﾞﾁｵｱｰﾄ(別名ｱｾﾌｪｰﾄ)

【217】5-ｼﾞﾒﾁﾙｱﾐﾉ-1,2,3-ﾄﾘﾁ
ｱﾝ(別名ﾁｵｼｸﾗﾑ)

【221】2,2-ｼﾞﾒﾁﾙ-2,3-ｼﾞﾋﾄﾞﾛ
-1-ﾍﾞﾝｿﾞﾌﾗﾝ-7-ｲﾙ=N-[N-(2-ｴﾄ
ｷｼｶﾙﾎﾞﾆﾙｴﾁﾙ)-N-ｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾙｽﾙ
ﾌｪﾅﾓｲﾙ]-N-ﾒﾁﾙｶﾙﾊﾞﾏｰﾄ(別名ﾍﾞ
ﾝﾌﾗｶﾙﾌﾞ)

【223】N,N-ｼﾞﾒﾁﾙﾄﾞﾃﾞｼﾙｱﾐﾝ 【229】ｼﾞﾒﾁﾙ=4,4'-(ｵﾙﾄ-ﾌｪﾆﾚ
ﾝ)ﾋﾞｽ(3-ﾁｵｱﾛﾌｧﾅｰﾄ)(別名ﾁｵﾌｧ
ﾈｰﾄﾒﾁﾙ)

【257】ｱﾙｶﾉｰﾙ(炭素数が10の
ものに限る｡)(別名ﾃﾞｶﾉｰﾙ)

【266】2,3,5,6-ﾃﾄﾗﾌﾙｵﾛ-4-ﾒﾁﾙ
ﾍﾞﾝｼﾞﾙ=(Z)-3-(2-ｸﾛﾛ-3,3,3-ﾄﾘ
ﾌﾙｵﾛ-1-ﾌﾟﾛﾍﾟﾆﾙ)-2,2-ｼﾞﾒﾁﾙｼｸ
ﾛﾌﾟﾛﾊﾟﾝｶﾙﾎﾞｷｼﾗｰﾄ(別名ﾃﾌﾙﾄﾘ
ﾝ)

【267】3,7,9,13-ﾃﾄﾗﾒﾁﾙ-5,11-
ｼﾞｵｷｻ-2,8,14-ﾄﾘﾁｱ-4,7,9,12-ﾃﾄ
ﾗｱｻﾞﾍﾟﾝﾀﾃﾞｶ-3,12-ｼﾞｴﾝ-6,10-
ｼﾞｵﾝ(別名ﾁｵｼﾞｶﾙﾌﾞ)

【275】ﾄﾞﾃﾞｼﾙ硫酸ﾅﾄﾘｳﾑ 【277】ﾄﾘｴﾁﾙｱﾐﾝ 【289】1,2,3-ﾄﾘｸﾛﾛﾌﾟﾛﾊﾟﾝ 【290】ﾄﾘｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ 【292】ﾄﾘﾌﾞﾁﾙｱﾐﾝ
【302】ﾅﾌﾀﾚﾝ 【317】ﾆﾄﾛﾒﾀﾝ 【331】S,S-ﾋﾞｽ(1-ﾒﾁﾙﾌﾟﾛﾋﾟ

ﾙ)=O-ｴﾁﾙ=ﾎｽﾎﾛｼﾞﾁｵｱｰﾄ(別名ｶ
ｽﾞｻﾎｽ)

【340】ﾋﾞﾌｪﾆﾙ 【362】1-ﾀｰｼｬﾘ-ﾌﾞﾁﾙ-3-(2,6-
ｼﾞｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾙ-4-ﾌｪﾉｷｼﾌｪﾆﾙ)ﾁｵ尿
素(別名ｼﾞｱﾌｪﾝﾁｳﾛﾝ)

【363】5-ﾀｰｼｬﾘ-ﾌﾞﾁﾙ-3-(2,4-
ｼﾞｸﾛﾛ-5-ｲｿﾌﾟﾛﾎﾟｷｼﾌｪﾆﾙ)-
1,3,4-ｵｷｻｼﾞｱｿﾞｰﾙ-2(3H)-ｵﾝ(別
名ｵｷｻｼﾞｱｿﾞﾝ)

【376】N-ﾌﾞﾄｷｼﾒﾁﾙ-2-ｸﾛﾛ-
2',6'-ｼﾞｴﾁﾙｱｾﾄｱﾆﾘﾄﾞ(別名ﾌﾞﾀｸ
ﾛｰﾙ)

【384】1-ﾌﾞﾛﾓﾌﾟﾛﾊﾟﾝ 【383】5-ﾌﾞﾛﾓ-3-ｾｶﾝﾀﾞﾘ-ﾌﾞﾁ
ﾙ-6-ﾒﾁﾙ-1,2,3,4-ﾃﾄﾗﾋﾄﾞﾛﾋﾟﾘﾐ
ｼﾞﾝ-2,4-ｼﾞｵﾝ(別名ﾌﾞﾛﾏｼﾙ)

【431】ﾒﾁﾙ=(E)-2-{2-[6-(2-ｼｱ
ﾉﾌｪﾉｷｼ)ﾋﾟﾘﾐｼﾞﾝ-4-ｲﾙｵｷｼ]ﾌｪﾆ
ﾙ}-3-ﾒﾄｷｼｱｸﾘﾗｰﾄ(別名ｱｿﾞｷｼｽﾄ
ﾛﾋﾞﾝ)

【438】ﾒﾁﾙﾅﾌﾀﾚﾝ 【442】2-ﾒﾁﾙ-N-[3-(1-ﾒﾁﾙｴﾄｷ
ｼ)ﾌｪﾆﾙ]ﾍﾞﾝｽﾞｱﾐﾄﾞ(別名ﾒﾌﾟﾛﾆ
ﾙ)

【443】S-ﾒﾁﾙ-N-(ﾒﾁﾙｶﾙﾊﾞﾓｲﾙ
ｵｷｼ)ﾁｵｱｾﾄｲﾐﾀﾞｰﾄ(別名ﾒｿﾐﾙ)

【444】ﾒﾁﾙ=(E)-ﾒﾄｷｼｲﾐﾉ-[2-
[[[[(E)-1-[3-(ﾄﾘﾌﾙｵﾛﾒﾁﾙ)ﾌｪﾆﾙ]ｴ
ﾁﾘﾃﾞﾝ]ｱﾐﾉ]ｵｷｼ]ﾒﾁﾙ]ﾌｪﾆﾙ]ｱｾﾀｰﾄ
(別名ﾄﾘﾌﾛｷｼｽﾄﾛﾋﾞﾝ)

【445】ﾒﾁﾙ=(E)-ﾒﾄｷｼｲﾐﾉ[2-(ｵ
ﾙﾄ-ﾄﾘﾙｵｷｼﾒﾁﾙ)ﾌｪﾆﾙ]ｱｾﾀｰﾄ(別
名ｸﾚｿｷｼﾑﾒﾁﾙ)

【449】3-ﾒﾄｷｼｶﾙﾎﾞﾆﾙｱﾐﾉﾌｪﾆﾙ
=3'-ﾒﾁﾙｶﾙﾊﾞﾆﾗｰﾄ(別名ﾌｪﾝﾒﾃﾞｨ
ﾌｧﾑ)

【456】りん化ｱﾙﾐﾆｳﾑ
【468】4-ｱﾘﾙ-1,2-ｼﾞﾒﾄｷｼﾍﾞﾝ
ｾﾞﾝ

【490】2-[4-(2,4-ｼﾞｸﾛﾛ-ﾒﾀ-ﾄﾙ
ｵｲﾙ)-1,3-ｼﾞﾒﾁﾙ-5-ﾋﾟﾗｿﾞﾘﾙｵｷ
ｼ]-4-ﾒﾁﾙｱｾﾄﾌｪﾉﾝ(別名ﾍﾞﾝｿﾞﾌｪ
ﾅｯﾌﾟ)

【498】1,3-ｼﾞｸﾛﾛ-2-ﾌﾟﾛﾊﾟﾉｰﾙ

【530】ﾅﾄﾘｳﾑ=1,1'-ﾋﾞﾌｪﾆﾙ-2-
ｵﾗｰﾄ

【568】ｱｾﾁﾙｱｾﾄﾝ

【569】1-ｱｾﾁﾙ-1,2,3,4-ﾃﾄﾗﾋﾄﾞ
ﾛ-3-[(3-ﾋﾟﾘｼﾞﾙﾒﾁﾙ)ｱﾐﾉ]-6-
[1,2,2,2-ﾃﾄﾗﾌﾙｵﾛ-1-(ﾄﾘﾌﾙｵﾛﾒﾁ
ﾙ)ｴﾁﾙ]ｷﾅｿﾞﾘﾝ-2-ｵﾝ(別名ﾋﾟﾘﾌﾙ
ｷﾅｿﾞﾝ)

【571】3-ｱﾘﾙｵｷｼ-1,2-ﾍﾞﾝｿﾞｲｿ
ﾁｱｿﾞｰﾙ-1,1-ｼﾞｵｷｼﾄﾞ(別名ﾌﾟﾛ
ﾍﾞﾅｿﾞｰﾙ)

【584】ｱﾝﾄﾗｾﾝ-9,10-ｼﾞｵﾝ(別
名ｱﾝﾄﾗｷﾉﾝ)

【586】ｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾙ=3-ｸﾛﾛｶﾙﾊﾞﾆ
ﾗｰﾄ(別名ｸﾛﾙﾌﾟﾛﾌｧﾑ又はIPC)

【588】4-ｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾙ-3-ﾒﾁﾙﾌｪ
ﾉｰﾙ

【592】5-ｴﾁﾙ-5,8-ｼﾞﾋﾄﾞﾛ-8-ｵ
ｷｿ-[1,3]ｼﾞｵｷｿﾛ[4,5-g]ｷﾉﾘﾝ-7-ｶ
ﾙﾎﾞﾝ酸(別名ｵｷｿﾘﾆｯｸ酸)

【595】ｴﾁﾚﾝｼﾞｱﾐﾝ四酢酸並び
にそのｶﾘｳﾑ塩及びﾅﾄﾘｳﾑ塩

【596】(4-ｴﾄｷｼﾌｪﾆﾙ)[3-(4-ﾌﾙｵ
ﾛ-3-ﾌｪﾉｷｼﾌｪﾆﾙ)ﾌﾟﾛﾋﾟﾙ]ｼﾞﾒﾁﾙｼ
ﾗﾝ(別名ｼﾗﾌﾙｵﾌｪﾝ)

【608】3-(4-ｸﾛﾛ-5-ｼｸﾛﾍﾟﾝﾁﾙｵ
ｷｼ-2-ﾌﾙｵﾛﾌｪﾆﾙ)-5-ｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾘﾃﾞ
ﾝ-1,3-ｵｷｻｿﾞﾘｼﾞﾝ-2,4-ｼﾞｵﾝ(別
名ﾍﾟﾝﾄｷｻｿﾞﾝ)

【611】3'-ｸﾛﾛ-4,4'-ｼﾞﾒﾁﾙ-
1,2,3-ﾁｱｼﾞｱｿﾞｰﾙ-5-ｶﾙﾎﾞｷｻﾆﾘ
ﾄﾞ(別名ﾁｱｼﾞﾆﾙ)

【612】(RS)-2-ｸﾛﾛ-N-(2,4-ｼﾞ
ﾒﾁﾙ-3-ﾁｴﾆﾙ)-N-(2-ﾒﾄｷｼ-1-ﾒﾁﾙ
ｴﾁﾙ)ｱｾﾄｱﾐﾄﾞ(別名ｼﾞﾒﾃﾅﾐﾄﾞ)

【615】3-(2-ｸﾛﾛ-1,3-ﾁｱｿﾞｰﾙ-
5-ｲﾙﾒﾁﾙ)-5-ﾒﾁﾙ-N-ﾆﾄﾛ-1,3,5-ｵ
ｷｻｼﾞｱｼﾞﾅﾝ-4-ｲﾐﾝ(別名ﾁｱﾒﾄｷｻ
ﾑ)

【616】(E)-1-(2-ｸﾛﾛ-1,3-ﾁｱ
ｿﾞｰﾙ-5-ｲﾙﾒﾁﾙ)-3-ﾒﾁﾙ-2-ﾆﾄﾛｸﾞ
ｱﾆｼﾞﾝ(別名ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝ)

【617】ﾄﾗﾝｽ-N-(6-ｸﾛﾛ-3-ﾋﾟﾘ
ｼﾞﾙﾒﾁﾙ)-N'-ｼｱﾉ-N-ﾒﾁﾙｱｾﾄｱﾐｼﾞ
ﾝ(別名ｱｾﾀﾐﾌﾟﾘﾄﾞ)

【618】1-(6-ｸﾛﾛ-3-ﾋﾟﾘｼﾞﾙﾒﾁ
ﾙ)-N-ﾆﾄﾛｲﾐﾀﾞｿﾞﾘｼﾞﾝ-2-ｲﾘﾃﾞﾝ
ｱﾐﾝ(別名ｲﾐﾀﾞｸﾛﾌﾟﾘﾄﾞ)

【619】3-(6-ｸﾛﾛﾋﾟﾘｼﾞﾝ-3-ｲﾙﾒ
ﾁﾙ)-1,3-ﾁｱｿﾞﾘｼﾞﾝ-2-ｲﾘﾃﾞﾝｼｱﾅ
ﾐﾄﾞ(別名ﾁｱｸﾛﾌﾟﾘﾄﾞ)

【621】3-(2-ｸﾛﾛ-4-ﾒｼﾙﾍﾞﾝｿﾞｲ
ﾙ)-4-ﾌｪﾆﾙｽﾙﾌｧﾆﾙﾋﾞｼｸﾛ[3.2.1]ｵ
ｸﾀ-3-ｴﾝ-2-ｵﾝ(別名ﾍﾞﾝｿﾞﾋﾞｼｸﾛ
ﾝ)

【622】(E)-N-[2-ｸﾛﾛ-5-[1-(6-
ﾒﾁﾙﾋﾟﾘｼﾞﾝ-2-ｲﾙﾒﾄｷｼｲﾐﾉ)ｴﾁﾙ]
ﾍﾞﾝｼﾞﾙ]ｶﾙﾊﾞﾐﾝ酸ﾒﾁﾙ(別名ﾋﾟﾘ
ﾍﾞﾝｶﾙﾌﾞ)

【626】ｼﾞｴﾀﾉｰﾙｱﾐﾝ 【629】ｼｸﾛﾍｷｻﾝ
【634】3,4-ｼﾞｸﾛﾛ-2'-ｼｱﾉ-1,2-
ﾁｱｿﾞｰﾙ-5-ｶﾙﾎﾞｷｻﾆﾘﾄﾞ(別名ｲｿﾁ
ｱﾆﾙ)

【635】2',4-ｼﾞｸﾛﾛ-ｱﾙﾌｧ,ｱﾙﾌｧ,
ｱﾙﾌｧ-ﾄﾘﾌﾙｵﾛ-4'-ﾆﾄﾛ-ﾒﾀ-ﾄﾙｴﾝｽ
ﾙﾎﾝｱﾆﾘﾄﾞ(別名ﾌﾙｽﾙﾌｧﾐﾄﾞ)

【636】O-(2,6-ｼﾞｸﾛﾛ-ﾊﾟﾗ-ﾄﾘ
ﾙ)=O,O-ｼﾞﾒﾁﾙ=ﾎｽﾎﾛﾁｵｱｰﾄ(別
名ﾄﾙｸﾛﾎｽﾁﾒﾙ)

【638】N-(3,5-ｼﾞｸﾛﾛﾌｪﾆﾙ)-
1,2-ｼﾞﾒﾁﾙｼｸﾛﾌﾟﾛﾊﾟﾝ-1,2-ｼﾞｶﾙ
ﾎﾞｷｼﾐﾄﾞ(別名ﾌﾟﾛｼﾐﾄﾞﾝ)

【640】2-(2,4-ｼﾞｸﾛﾛ-3-ﾒﾁﾙﾌｪ
ﾉｷｼ)ﾌﾟﾛﾋﾟｵﾝｱﾆﾘﾄﾞ(別名ｸﾛﾒﾌﾟ
ﾛｯﾌﾟ)

【644】5,5-ｼﾞﾌｪﾆﾙ-2,4-ｲﾐﾀﾞ
ｿﾞﾘｼﾞﾝｼﾞｵﾝ

【646】N,N-ｼﾞﾌﾟﾛﾋﾟﾙﾁｵｶﾙﾊﾞﾐ
ﾝ酸=S-ﾍﾞﾝｼﾞﾙ(別名ﾌﾟﾛｽﾙﾎｶﾙ
ﾌﾞ)

【648】
(4S,4aR,5S,5aR,6S,12aS)-4-
(ｼﾞﾒﾁﾙｱﾐﾉ)-3,5,6,10,12,12a-ﾍｷ
ｻﾋﾄﾞﾛｷｼ-6-ﾒﾁﾙ-1,11-ｼﾞｵｷｿ-
1,4,4a,5,5a,6,11,12a-ｵｸﾀﾋﾄﾞﾛﾃ
ﾄﾗｾﾝ-2-ｶﾙﾎﾞｷｻﾐﾄﾞ(別名ｵｷｼﾃﾄﾗ
ｻｲｸﾘﾝ)

【649】3-(3,3-ｼﾞﾒﾁﾙｳﾚｲﾄﾞ)ﾌｪ
ﾆﾙ=ﾀｰｼｬﾘ-ﾌﾞﾁﾙｶﾙﾊﾞﾏｰﾄ(別名ｶ
ﾙﾌﾞﾁﾚｰﾄ)

【651】N,N-ｼﾞﾒﾁﾙｵｸﾀﾃﾞｼﾙｱﾐﾝ 【652】3,7-ｼﾞﾒﾁﾙｵｸﾀﾝ-3-ｵｰﾙ
【654】3,3-ｼﾞﾒﾁﾙﾌﾞﾀﾝ酸=3-ﾒ
ｼﾁﾙ-2-ｵｷｿ-1-ｵｷｻｽﾋﾟﾛ[4.4]ﾉﾅ-
3-ｴﾝ-4-ｲﾙ(別名ｽﾋﾟﾛﾒｼﾌｪﾝ)

【655】(RS)-N-[2-(1,3-ｼﾞﾒﾁﾙ
ﾌﾞﾁﾙ)-3-ﾁｴﾆﾙ]-1-ﾒﾁﾙ-3-(ﾄﾘﾌﾙｵ
ﾛﾒﾁﾙ)-1H-ﾋﾟﾗｿﾞｰﾙ-4-ｶﾙﾎﾞｷｻﾐ
ﾄﾞ(別名ﾍﾟﾝﾁｵﾋﾟﾗﾄﾞ)

【656】2'-[(RS)-1,3-ｼﾞﾒﾁﾙﾌﾞﾁ
ﾙ]-5-ﾌﾙｵﾛ-1,3-ｼﾞﾒﾁﾙﾋﾟﾗｿﾞｰﾙ-
4-ｶﾙﾎﾞｷｻﾆﾘﾄﾞ(別名ﾍﾟﾝﾌﾙﾌｪﾝ)

【657】2,2-ｼﾞﾒﾁﾙﾌﾟﾛﾊﾟﾝ酸
=(E)-2-(4-ﾀｰｼｬﾘ-ﾌﾞﾁﾙﾌｪﾆﾙ)-2-
ｼｱﾉ-1-(1,3,4-ﾄﾘﾒﾁﾙﾋﾟﾗｿﾞｰﾙ-5-
ｲﾙ)ﾋﾞﾆﾙ(別名ｼｴﾉﾋﾟﾗﾌｪﾝ)

【658】N-(1,2-ｼﾞﾒﾁﾙﾌﾟﾛﾋﾟﾙ)-
N-ｴﾁﾙﾁｵｶﾙﾊﾞﾐﾝ酸S-ﾍﾞﾝｼﾞﾙ(別
名ｴｽﾌﾟﾛｶﾙﾌﾞ)

【660】N'-[1,1-ｼﾞﾒﾁﾙ-2-(ﾒﾁﾙｽ
ﾙﾎﾆﾙ)ｴﾁﾙ]-3-ﾖｰﾄﾞ-N-[2-ﾒﾁﾙ-4-
[1,2,2,2-ﾃﾄﾗﾌﾙｵﾛ-1-(ﾄﾘﾌﾙｵﾛﾒﾁ
ﾙ)ｴﾁﾙ]ﾌｪﾆﾙ]ﾌﾀﾙｱﾐﾄﾞ(別名ﾌﾙﾍﾞ
ﾝｼﾞｱﾐﾄﾞ)

【662】ｱﾙﾌｧ-(4,6-ｼﾞﾒﾄｷｼ-2-
ﾋﾟﾘﾐｼﾞﾆﾙｶﾙﾊﾞﾓｲﾙｽﾙﾌｧﾓｲﾙ)-ｵﾙ
ﾄ-ﾄﾙｲﾙ酸ﾒﾁﾙ(別名ﾍﾞﾝｽﾙﾌﾛﾝﾒﾁ
ﾙ)

【663】(RS)-7-(4,6-ｼﾞﾒﾄｷｼﾋﾟ
ﾘﾐｼﾞﾝ-2-ｲﾙﾁｵ)-3-ﾒﾁﾙ-2-ﾍﾞﾝｿﾞ
ﾌﾗﾝ-1(3H)-ｵﾝ(別名ﾋﾟﾘﾌﾀﾘﾄﾞ)

【669】ﾁｵｼｱﾝ酸銅(Ⅰ)

【671】1,1'-
[(1R,2R,3S,4R,5R,6S)-4-[[5-ﾃﾞ
ｵｷｼ-2-O-[2-ﾃﾞｵｷｼ-2-(ﾒﾁﾙｱﾐﾉ)-
ｱﾙﾌｧ-L-ｸﾞﾙｺﾋﾟﾗﾉｼﾙ]-3-C-ﾎﾙﾐﾙ
-ｱﾙﾌｧ-L-ﾘｷｿﾌﾗﾉｼﾙ]ｵｷｼ]-2,5,6-
ﾄﾘﾋﾄﾞﾛｷｼｼｸﾛﾍｷｻﾝ-1,3-ｼﾞｲﾙ]ｼﾞ
ｸﾞｱﾆｼﾞﾝ(別名ｽﾄﾚﾌﾟﾄﾏｲｼﾝ)

【685】N-(ﾄﾘｸﾛﾛﾒﾁﾙﾁｵ)-
1,2,3,6-ﾃﾄﾗﾋﾄﾞﾛﾌﾀﾙｲﾐﾄﾞ(別名
ｷｬﾌﾟﾀﾝ)

【687】ﾄﾘﾒﾁﾙｱﾐﾝ

【691】ﾄﾘﾒﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ
【695】ﾅﾄﾘｳﾑ=1-ｵｷｿ-1ﾗﾑﾀﾞ
(5)-ﾋﾟﾘｼﾞﾝ-2-ﾁｵﾗｰﾄ

【701】2,4-ﾋﾞｽ(ｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾙｱﾐ
ﾉ)-6-ﾒﾁﾙﾁｵ-1,3,5-ﾄﾘｱｼﾞﾝ(別名
ﾌﾟﾛﾒﾄﾘﾝ)

【702】ﾋﾞｽ(2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ)=(Z)-
ﾌﾞﾀ-2-ｴﾝｼﾞｵｱｰﾄ

【715】1-(5-ﾀｰｼｬﾘ-ﾌﾞﾁﾙ-
1,3,4-ﾁｱｼﾞｱｿﾞｰﾙ-2-ｲﾙ)-1,3-ｼﾞ
ﾒﾁﾙ尿素(別名ﾃﾌﾞﾁｳﾛﾝ)

【716】2-(4-ﾀｰｼｬﾘ-ﾌﾞﾁﾙﾌｪﾆ
ﾙ)-2-ｼｱﾉ-3-ｵｷｿ-3-(2-ﾄﾘﾌﾙｵﾛﾒﾁ
ﾙﾌｪﾆﾙ)ﾌﾟﾛﾊﾟﾝ酸=2-ﾒﾄｷｼｴﾁﾙ
(別名ｼﾌﾙﾒﾄﾌｪﾝ)

【722】4-ﾌﾞﾛﾓ-2-(4-ｸﾛﾛﾌｪﾆ
ﾙ)-1-ｴﾄｷｼﾒﾁﾙ-5-(ﾄﾘﾌﾙｵﾛﾒﾁﾙ)ﾋﾟ
ﾛｰﾙ-3-ｶﾙﾎﾞﾆﾄﾘﾙ(別名ｸﾛﾙﾌｪﾅﾋﾟ
ﾙ)

【723】3-ﾌﾞﾛﾓ-N-[4-ｸﾛﾛ-2-ﾒﾁ
ﾙ-6-(ﾒﾁﾙｶﾙﾊﾞﾓｲﾙ)ﾌｪﾆﾙ]-1-(3-ｸ
ﾛﾛﾋﾟﾘｼﾞﾝ-2-ｲﾙ)-1H-ﾋﾟﾗｿﾞｰﾙ-
5-ｶﾙﾎﾞｷｻﾐﾄﾞ(別名ｸﾛﾗﾝﾄﾗﾆﾘﾌﾟ
ﾛｰﾙ)

【724】3-(3-ﾌﾞﾛﾓ-6-ﾌﾙｵﾛ-2-ﾒ
ﾁﾙｲﾝﾄﾞｰﾙ-1-ｲﾙｽﾙﾎﾆﾙ)-N,N-ｼﾞﾒ
ﾁﾙ-1,2,4-ﾄﾘｱｿﾞｰﾙ-1-ｽﾙﾎﾝｱﾐﾄﾞ
(別名ｱﾐｽﾙﾌﾞﾛﾑ)

【730】1,4,5,6,7,8,8-ﾍﾌﾟﾀｸﾛﾛ-
2,3-ｴﾎﾟｷｼ-2,3,3a,4,7,7a-ﾍｷｻﾋ
ﾄﾞﾛ-4,7-ﾒﾀﾉ-1H-ｲﾝﾃﾞﾝ(別名ﾍ
ﾌﾟﾀｸﾛﾙｴﾎﾟｷｼﾄﾞ)

【736】無水酢酸
【740】N-ﾒﾁﾙｼﾞﾁｵｶﾙﾊﾞﾐﾝ酸ﾅﾄ
ﾘｳﾑ(別名ﾒﾀﾑﾅﾄﾘｳﾑ塩)

【741】N-ﾒﾁﾙｼﾞﾃﾞｶﾝ-1-ｲﾙｱﾐﾝ
【750】(E)-2-ﾒﾄｷｼｲﾐﾉ-N-ﾒﾁﾙ-
2-(2-ﾌｪﾉｷｼﾌｪﾆﾙ)ｱｾﾄｱﾐﾄﾞ(別名
ﾒﾄﾐﾉｽﾄﾛﾋﾞﾝ)

【754】硫酸ｼﾞﾒﾁﾙ
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用途分類 具体例 対象物質

肥料 肥料 【699】ﾊﾟﾗﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ
飼料及び飼料添加物 NaN
防汚剤（漁網用、船底塗料用）（溶剤
を含む）

【259】ﾃﾄﾗｴﾁﾙﾁｳﾗﾑｼﾞｽﾙﾌｨﾄﾞ
(別名ｼﾞｽﾙﾌｨﾗﾑ)

【633】4,5-ｼﾞｸﾛﾛ-2-ｵｸﾁﾙｲｿﾁｱ
ｿﾞｰﾙ-3(2H)-ｵﾝ

【704】(T-4)-ﾋﾞｽ[2-(ﾁｵｷｿ-ｶｯ
ﾊﾟS)-ﾋﾟﾘｼﾞﾝ-1(2H)-ｵﾗﾄ-ｶｯﾊﾟ
O]亜鉛(Ⅱ)

【711】2-ﾀｰｼｬﾘ-ﾌﾞﾁﾙｱﾐﾉ-4-ｼ
ｸﾛﾌﾟﾛﾋﾟﾙｱﾐﾉ-6-ﾒﾁﾙﾁｵ-1,3,5-ﾄ
ﾘｱｼﾞﾝ

殺生物剤(農薬以外)
（殺菌、防腐、防かび、防藻、防虫、
くん蒸、シロアリ防除剤等）（溶剤を
含む）

防腐剤 【15】ｱｾﾅﾌﾃﾝ 【117】(RS)-1-ﾊﾟﾗ-ｸﾛﾛﾌｪﾆﾙL-
4,4-ｼﾞﾒﾁﾙ-3-(1H-1,2,4-ﾄﾘｱｿﾞｰ
ﾙ-1-ｲﾙﾒﾁﾙ)ﾍﾟﾝﾀﾝ-3-ｵｰﾙ(別名ﾃ
ﾌﾞｺﾅｿﾞｰﾙ)

【210】2,2-ｼﾞﾌﾞﾛﾓ-2-ｼｱﾉｱｾﾄｱ
ﾐﾄﾞ

【232】N,N-ｼﾞﾒﾁﾙﾎﾙﾑｱﾐﾄﾞ 【287】2,4,6-ﾄﾘｸﾛﾛﾌｪﾉｰﾙ

【302】ﾅﾌﾀﾚﾝ 【340】ﾋﾞﾌｪﾆﾙ 【346】2-ﾌｪﾆﾙﾌｪﾉｰﾙ 【393】ﾍﾞｰﾀ-ﾅﾌﾄｰﾙ 【411】ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ
【633】4,5-ｼﾞｸﾛﾛ-2-ｵｸﾁﾙｲｿﾁｱ
ｿﾞｰﾙ-3(2H)-ｵﾝ

【695】ﾅﾄﾘｳﾑ=1-ｵｷｿ-1ﾗﾑﾀﾞ
(5)-ﾋﾟﾘｼﾞﾝ-2-ﾁｵﾗｰﾄ

【704】(T-4)-ﾋﾞｽ[2-(ﾁｵｷｿ-ｶｯ
ﾊﾟS)-ﾋﾟﾘｼﾞﾝ-1(2H)-ｵﾗﾄ-ｶｯﾊﾟ

【725】ﾍｷｻﾋﾄﾞﾛ-1,3,5-ﾄﾘｽ(2-ﾋ
ﾄﾞﾛｷｼｴﾁﾙ)-1,3,5-ﾄﾘｱｼﾞﾝ

【741】N-ﾒﾁﾙｼﾞﾃﾞｶﾝ-1-ｲﾙｱﾐﾝ

消毒剤 【127】ｸﾛﾛﾎﾙﾑ 【411】ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ 【603】過酢酸 【687】ﾄﾘﾒﾁﾙｱﾐﾝ 【699】ﾊﾟﾗﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ
【741】N-ﾒﾁﾙｼﾞﾃﾞｶﾝ-1-ｲﾙｱﾐﾝ

殺菌剤 【15】ｱｾﾅﾌﾃﾝ 【41】3'-ｲｿﾌﾟﾛﾎﾟｷｼ-2-ﾄﾘﾌﾙｵﾛ
ﾒﾁﾙﾍﾞﾝｽﾞｱﾆﾘﾄﾞ(別名ﾌﾙﾄﾗﾆﾙ)

【56】ｴﾁﾚﾝｵｷｼﾄﾞ 【117】(RS)-1-ﾊﾟﾗ-ｸﾛﾛﾌｪﾆﾙL-
4,4-ｼﾞﾒﾁﾙ-3-(1H-1,2,4-ﾄﾘｱｿﾞｰ
ﾙ-1-ｲﾙﾒﾁﾙ)ﾍﾟﾝﾀﾝ-3-ｵｰﾙ(別名ﾃ
ﾌﾞｺﾅｿﾞｰﾙ)

【141】ﾄﾗﾝｽ-1-(2-ｼｱﾉ-2-ﾒﾄｷｼ
ｲﾐﾉｱｾﾁﾙ)-3-ｴﾁﾙ尿素(別名ｼﾓｷｻ
ﾆﾙ)

【168】3-(3,5-ｼﾞｸﾛﾛﾌｪﾆﾙ)-N-
ｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾙ-2,4-ｼﾞｵｷｿｲﾐﾀﾞｿﾞﾘｼﾞ
ﾝ-1-ｶﾙﾎﾞｷｻﾐﾄﾞ(別名ｲﾌﾟﾛｼﾞｵﾝ)

【176】1,1-ｼﾞｸﾛﾛ-1-ﾌﾙｵﾛｴﾀﾝ
(別名HCFC-141b)

【 171 】 (2RS,4RS)-1-[2-(2,4-
ｼﾞｸﾛﾛﾌｪﾆﾙ)-4-ﾌﾟﾛﾋﾟﾙ-1,3-ｼﾞｵ
ｷｿﾗﾝ-2-ｲﾙﾒﾁﾙ]-1H-1,2,4-ﾄﾘｱ
ｿﾞｰﾙ及び(2RS,4SR)-1-[2-(2,4-
ｼﾞｸﾛﾛﾌｪﾆﾙ)-4-ﾌﾟﾛﾋﾟﾙ-1,3-ｼﾞｵ
ｷｿﾗﾝ-2-ｲﾙﾒﾁﾙ]-1H-1,2,4-ﾄﾘｱ
ｿﾞｰﾙの混合物(別名ﾌﾟﾛﾋﾟｺﾅ
ｿﾞｰﾙ)

【210】2,2-ｼﾞﾌﾞﾛﾓ-2-ｼｱﾉｱｾﾄｱ
ﾐﾄﾞ

【213】N,N-ｼﾞﾒﾁﾙｱｾﾄｱﾐﾄﾞ

【221】2,2-ｼﾞﾒﾁﾙ-2,3-ｼﾞﾋﾄﾞﾛ
-1-ﾍﾞﾝｿﾞﾌﾗﾝ-7-ｲﾙ=N-[N-(2-ｴﾄ
ｷｼｶﾙﾎﾞﾆﾙｴﾁﾙ)-N-ｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾙｽﾙ
ﾌｪﾅﾓｲﾙ]-N-ﾒﾁﾙｶﾙﾊﾞﾏｰﾄ(別名ﾍﾞ
ﾝﾌﾗｶﾙﾌﾞ)

【229】ｼﾞﾒﾁﾙ=4,4'-(ｵﾙﾄ-ﾌｪﾆﾚ
ﾝ)ﾋﾞｽ(3-ﾁｵｱﾛﾌｧﾅｰﾄ)(別名ﾁｵﾌｧ
ﾈｰﾄﾒﾁﾙ)

【259】ﾃﾄﾗｴﾁﾙﾁｳﾗﾑｼﾞｽﾙﾌｨﾄﾞ
(別名ｼﾞｽﾙﾌｨﾗﾑ)

【261】4,5,6,7-ﾃﾄﾗｸﾛﾛｲｿﾍﾞﾝ
ｿﾞﾌﾗﾝ-1(3H)-ｵﾝ(別名ﾌｻﾗｲﾄﾞ)

【275】ﾄﾞﾃﾞｼﾙ硫酸ﾅﾄﾘｳﾑ

【287】2,4,6-ﾄﾘｸﾛﾛﾌｪﾉｰﾙ 【302】ﾅﾌﾀﾚﾝ 【346】2-ﾌｪﾆﾙﾌｪﾉｰﾙ 【347】N-ﾌｪﾆﾙﾏﾚｲﾐﾄﾞ 【389】ﾍｷｻﾃﾞｼﾙﾄﾘﾒﾁﾙｱﾝﾓﾆｳﾑ
=ｸﾛﾘﾄﾞ

【393】ﾍﾞｰﾀ-ﾅﾌﾄｰﾙ 【431】ﾒﾁﾙ=(E)-2-{2-[6-(2-ｼｱ
ﾉﾌｪﾉｷｼ)ﾋﾟﾘﾐｼﾞﾝ-4-ｲﾙｵｷｼ]ﾌｪﾆ
ﾙ}-3-ﾒﾄｷｼｱｸﾘﾗｰﾄ(別名ｱｿﾞｷｼｽﾄ
ﾛﾋﾞﾝ)

【438】ﾒﾁﾙﾅﾌﾀﾚﾝ 【442】2-ﾒﾁﾙ-N-[3-(1-ﾒﾁﾙｴﾄｷ
ｼ)ﾌｪﾆﾙ]ﾍﾞﾝｽﾞｱﾐﾄﾞ(別名ﾒﾌﾟﾛﾆ
ﾙ)

【444】ﾒﾁﾙ=(E)-ﾒﾄｷｼｲﾐﾉ-[2-
[[[[(E)-1-[3-(ﾄﾘﾌﾙｵﾛﾒﾁﾙ)ﾌｪﾆﾙ]ｴ
ﾁﾘﾃﾞﾝ]ｱﾐﾉ]ｵｷｼ]ﾒﾁﾙ]ﾌｪﾆﾙ]ｱｾﾀｰﾄ
(別名ﾄﾘﾌﾛｷｼｽﾄﾛﾋﾞﾝ)

【445】ﾒﾁﾙ=(E)-ﾒﾄｷｼｲﾐﾉ[2-(ｵ
ﾙﾄ-ﾄﾘﾙｵｷｼﾒﾁﾙ)ﾌｪﾆﾙ]ｱｾﾀｰﾄ(別
名ｸﾚｿｷｼﾑﾒﾁﾙ)

【461】りん酸ﾄﾘﾌｪﾆﾙ
【557】ﾒﾁﾙ=ﾍﾞﾝｿﾞｲﾐﾀﾞｿﾞｰﾙ-
2-ｲﾙｶﾙﾊﾞﾏｰﾄ(別名ｶﾙﾍﾞﾝﾀﾞｼﾞﾑ)

【571】3-ｱﾘﾙｵｷｼ-1,2-ﾍﾞﾝｿﾞｲｿ
ﾁｱｿﾞｰﾙ-1,1-ｼﾞｵｷｼﾄﾞ(別名ﾌﾟﾛ
ﾍﾞﾅｿﾞｰﾙ)

【609】5-ｸﾛﾛ-2-(2,4-ｼﾞｸﾛﾛﾌｪ
ﾉｷｼ)ﾌｪﾉｰﾙ(別名ﾄﾘｸﾛｻﾝ)

【611】3'-ｸﾛﾛ-4,4'-ｼﾞﾒﾁﾙ-
1,2,3-ﾁｱｼﾞｱｿﾞｰﾙ-5-ｶﾙﾎﾞｷｻﾆﾘ
ﾄﾞ(別名ﾁｱｼﾞﾆﾙ)

【622】(E)-N-[2-ｸﾛﾛ-5-[1-(6-
ﾒﾁﾙﾋﾟﾘｼﾞﾝ-2-ｲﾙﾒﾄｷｼｲﾐﾉ)ｴﾁﾙ]
ﾍﾞﾝｼﾞﾙ]ｶﾙﾊﾞﾐﾝ酸ﾒﾁﾙ(別名ﾋﾟﾘ
ﾍﾞﾝｶﾙﾌﾞ)

【634】3,4-ｼﾞｸﾛﾛ-2'-ｼｱﾉ-1,2-
ﾁｱｿﾞｰﾙ-5-ｶﾙﾎﾞｷｻﾆﾘﾄﾞ(別名ｲｿﾁ
ｱﾆﾙ)

【635】2',4-ｼﾞｸﾛﾛ-ｱﾙﾌｧ,ｱﾙﾌｧ,
ｱﾙﾌｧ-ﾄﾘﾌﾙｵﾛ-4'-ﾆﾄﾛ-ﾒﾀ-ﾄﾙｴﾝｽ
ﾙﾎﾝｱﾆﾘﾄﾞ(別名ﾌﾙｽﾙﾌｧﾐﾄﾞ)

【636】O-(2,6-ｼﾞｸﾛﾛ-ﾊﾟﾗ-ﾄﾘ
ﾙ)=O,O-ｼﾞﾒﾁﾙ=ﾎｽﾎﾛﾁｵｱｰﾄ(別
名ﾄﾙｸﾛﾎｽﾁﾒﾙ)

【645】4-(2,2-ｼﾞﾌﾙｵﾛ-1,3-ﾍﾞﾝ
ｿﾞｼﾞｵｷｿｰﾙ-4-ｲﾙ)-1H-ﾋﾟﾛｰﾙ-3-
ｶﾙﾎﾞﾆﾄﾘﾙ(別名ﾌﾙｼﾞｵｷｿﾆﾙ)

【648】
(4S,4aR,5S,5aR,6S,12aS)-4-
(ｼﾞﾒﾁﾙｱﾐﾉ)-3,5,6,10,12,12a-ﾍｷ
ｻﾋﾄﾞﾛｷｼ-6-ﾒﾁﾙ-1,11-ｼﾞｵｷｿ-
1,4,4a,5,5a,6,11,12a-ｵｸﾀﾋﾄﾞﾛﾃ
ﾄﾗｾﾝ-2-ｶﾙﾎﾞｷｻﾐﾄﾞ(別名ｵｷｼﾃﾄﾗ
ｻｲｸﾘﾝ)

【655】(RS)-N-[2-(1,3-ｼﾞﾒﾁﾙ
ﾌﾞﾁﾙ)-3-ﾁｴﾆﾙ]-1-ﾒﾁﾙ-3-(ﾄﾘﾌﾙｵ
ﾛﾒﾁﾙ)-1H-ﾋﾟﾗｿﾞｰﾙ-4-ｶﾙﾎﾞｷｻﾐ
ﾄﾞ(別名ﾍﾟﾝﾁｵﾋﾟﾗﾄﾞ)

【656】2'-[(RS)-1,3-ｼﾞﾒﾁﾙﾌﾞﾁ
ﾙ]-5-ﾌﾙｵﾛ-1,3-ｼﾞﾒﾁﾙﾋﾟﾗｿﾞｰﾙ-
4-ｶﾙﾎﾞｷｻﾆﾘﾄﾞ(別名ﾍﾟﾝﾌﾙﾌｪﾝ)

【671】1,1'-
[(1R,2R,3S,4R,5R,6S)-4-[[5-ﾃﾞ
ｵｷｼ-2-O-[2-ﾃﾞｵｷｼ-2-(ﾒﾁﾙｱﾐﾉ)-
ｱﾙﾌｧ-L-ｸﾞﾙｺﾋﾟﾗﾉｼﾙ]-3-C-ﾎﾙﾐﾙ
-ｱﾙﾌｧ-L-ﾘｷｿﾌﾗﾉｼﾙ]ｵｷｼ]-2,5,6-
ﾄﾘﾋﾄﾞﾛｷｼｼｸﾛﾍｷｻﾝ-1,3-ｼﾞｲﾙ]ｼﾞ
ｸﾞｱﾆｼﾞﾝ(別名ｽﾄﾚﾌﾟﾄﾏｲｼﾝ)

【680】ﾄﾞﾃﾞｶﾝ-1-ﾁｵｰﾙ
【685】N-(ﾄﾘｸﾛﾛﾒﾁﾙﾁｵ)-
1,2,3,6-ﾃﾄﾗﾋﾄﾞﾛﾌﾀﾙｲﾐﾄﾞ(別名
ｷｬﾌﾟﾀﾝ)

【704】(T-4)-ﾋﾞｽ[2-(ﾁｵｷｿ-ｶｯ
ﾊﾟS)-ﾋﾟﾘｼﾞﾝ-1(2H)-ｵﾗﾄ-ｶｯﾊﾟ
O]亜鉛(Ⅱ)

【724】3-(3-ﾌﾞﾛﾓ-6-ﾌﾙｵﾛ-2-ﾒ
ﾁﾙｲﾝﾄﾞｰﾙ-1-ｲﾙｽﾙﾎﾆﾙ)-N,N-ｼﾞﾒ
ﾁﾙ-1,2,4-ﾄﾘｱｿﾞｰﾙ-1-ｽﾙﾎﾝｱﾐﾄﾞ
(別名ｱﾐｽﾙﾌﾞﾛﾑ)

【725】ﾍｷｻﾋﾄﾞﾛ-1,3,5-ﾄﾘｽ(2-ﾋ
ﾄﾞﾛｷｼｴﾁﾙ)-1,3,5-ﾄﾘｱｼﾞﾝ

【740】N-ﾒﾁﾙｼﾞﾁｵｶﾙﾊﾞﾐﾝ酸ﾅﾄ
ﾘｳﾑ(別名ﾒﾀﾑﾅﾄﾘｳﾑ塩)

【741】N-ﾒﾁﾙｼﾞﾃﾞｶﾝ-1-ｲﾙｱﾐﾝ
【750】(E)-2-ﾒﾄｷｼｲﾐﾉ-N-ﾒﾁﾙ-
2-(2-ﾌｪﾉｷｼﾌｪﾆﾙ)ｱｾﾄｱﾐﾄﾞ(別名
ﾒﾄﾐﾉｽﾄﾛﾋﾞﾝ)

殺虫剤 【15】ｱｾﾅﾌﾃﾝ 【40】ｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾙ=2-(4-ﾒﾄｷｼﾋﾞ
ﾌｪﾆﾙ-3-ｲﾙ)ﾋﾄﾞﾗｼﾞﾉﾎﾙﾏｰﾄ(別名
ﾋﾞﾌｪﾅｾﾞｰﾄ)

【41】3'-ｲｿﾌﾟﾛﾎﾟｷｼ-2-ﾄﾘﾌﾙｵﾛ
ﾒﾁﾙﾍﾞﾝｽﾞｱﾆﾘﾄﾞ(別名ﾌﾙﾄﾗﾆﾙ)

【54】O-ｴﾁﾙ=S-1-ﾒﾁﾙﾌﾟﾛﾋﾟﾙ
=(2-ｵｷｿ-3-ﾁｱｿﾞﾘｼﾞﾆﾙ)ﾎｽﾎﾉﾁｵ
ｱｰﾄ(別名ﾎｽﾁｱｾﾞｰﾄ)

【64】2-(4-ｴﾄｷｼﾌｪﾆﾙ)-2-ﾒﾁﾙ
ﾌﾟﾛﾋﾟﾙ=3-ﾌｪﾉｷｼﾍﾞﾝｼﾞﾙｴｰﾃﾙ
(別名ｴﾄﾌｪﾝﾌﾟﾛｯｸｽ)

【92】4-ｸﾛﾛ-3-ｴﾁﾙ-1-ﾒﾁﾙ-N-
[4-(ﾊﾟﾗﾄﾘﾙｵｷｼ)ﾍﾞﾝｼﾞﾙ]ﾋﾟﾗｿﾞｰ
ﾙ-5-ｶﾙﾎﾞｷｻﾐﾄﾞ(別名ﾄﾙﾌｪﾝﾋﾟﾗ
ﾄﾞ)

【115】4-(2-ｸﾛﾛﾌｪﾆﾙ)-N-ｼｸﾛﾍ
ｷｼﾙ-N-ｴﾁﾙ-4,5-ｼﾞﾋﾄﾞﾛ-5-ｵｷｿ-
1H-ﾃﾄﾗｿﾞｰﾙ-1-ｶﾙﾎﾞｷｻﾐﾄﾞ(別
名ﾌｪﾝﾄﾗｻﾞﾐﾄﾞ)

【146】O-2-ｼﾞｴﾁﾙｱﾐﾉ-6-ﾒﾁﾙ
ﾋﾟﾘﾐｼﾞﾝ-4-ｲﾙ=O,O-ｼﾞﾒﾁﾙ=ﾎｽ
ﾎﾛﾁｵｱｰﾄ(別名ﾋﾟﾘﾐﾎｽﾒﾁﾙ)

【152】1,3-ｼﾞｶﾙﾊﾞﾓｲﾙﾁｵ-2-
(N,N-ｼﾞﾒﾁﾙｱﾐﾉ)-ﾌﾟﾛﾊﾟﾝ(別名ｶ
ﾙﾀｯﾌﾟ)

【153】ｼｸﾛﾍｷｻ-1-ｴﾝ-1,2-ｼﾞｶﾙ
ﾎﾞｷｼｲﾐﾄﾞﾒﾁﾙ=(1RS)-ｼｽ-ﾄﾗﾝｽ-
2,2-ｼﾞﾒﾁﾙ-3-(2-ﾒﾁﾙﾌﾟﾛﾊﾟ-1-ｴﾆ
ﾙ)ｼｸﾛﾌﾟﾛﾊﾟﾝｶﾙﾎﾞｷｼﾗｰﾄ(別名ﾃﾄ
ﾗﾒﾄﾘﾝ)

【188】N,N-ｼﾞｼｸﾛﾍｷｼﾙｱﾐﾝ 【207】2,6-ｼﾞ-ﾀｰｼｬﾘ-ﾌﾞﾁﾙ-4-
ｸﾚｿﾞｰﾙ

【212】(RS)-O,S-ｼﾞﾒﾁﾙ=ｱｾﾁﾙ
ﾎｽﾎﾙｱﾐﾄﾞﾁｵｱｰﾄ(別名ｱｾﾌｪｰﾄ)

【217】5-ｼﾞﾒﾁﾙｱﾐﾉ-1,2,3-ﾄﾘﾁ
ｱﾝ(別名ﾁｵｼｸﾗﾑ)

【221】2,2-ｼﾞﾒﾁﾙ-2,3-ｼﾞﾋﾄﾞﾛ
-1-ﾍﾞﾝｿﾞﾌﾗﾝ-7-ｲﾙ=N-[N-(2-ｴﾄ
ｷｼｶﾙﾎﾞﾆﾙｴﾁﾙ)-N-ｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾙｽﾙ
ﾌｪﾅﾓｲﾙ]-N-ﾒﾁﾙｶﾙﾊﾞﾏｰﾄ(別名ﾍﾞ
ﾝﾌﾗｶﾙﾌﾞ)

【267】3,7,9,13-ﾃﾄﾗﾒﾁﾙ-5,11-
ｼﾞｵｷｻ-2,8,14-ﾄﾘﾁｱ-4,7,9,12-ﾃﾄ
ﾗｱｻﾞﾍﾟﾝﾀﾃﾞｶ-3,12-ｼﾞｴﾝ-6,10-
ｼﾞｵﾝ(別名ﾁｵｼﾞｶﾙﾌﾞ)

【302】ﾅﾌﾀﾚﾝ 【317】ﾆﾄﾛﾒﾀﾝ 【331】S,S-ﾋﾞｽ(1-ﾒﾁﾙﾌﾟﾛﾋﾟ
ﾙ)=O-ｴﾁﾙ=ﾎｽﾎﾛｼﾞﾁｵｱｰﾄ(別名ｶ
ｽﾞｻﾎｽ)

【396】ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛ(ｵｸﾀﾝ-1-ｽﾙﾎﾝ
酸)(別名PFOS)

【438】ﾒﾁﾙﾅﾌﾀﾚﾝ 【443】S-ﾒﾁﾙ-N-(ﾒﾁﾙｶﾙﾊﾞﾓｲﾙ
ｵｷｼ)ﾁｵｱｾﾄｲﾐﾀﾞｰﾄ(別名ﾒｿﾐﾙ)

【456】りん化ｱﾙﾐﾆｳﾑ 【569】1-ｱｾﾁﾙ-1,2,3,4-ﾃﾄﾗﾋﾄﾞ
ﾛ-3-[(3-ﾋﾟﾘｼﾞﾙﾒﾁﾙ)ｱﾐﾉ]-6-
[1,2,2,2-ﾃﾄﾗﾌﾙｵﾛ-1-(ﾄﾘﾌﾙｵﾛﾒﾁ
ﾙ)ｴﾁﾙ]ｷﾅｿﾞﾘﾝ-2-ｵﾝ(別名ﾋﾟﾘﾌﾙ
ｷﾅｿﾞﾝ)

【589】1,1'-(ｲﾐﾉｼﾞｵｸﾀﾒﾁﾚﾝ)ｼﾞ
ｸﾞｱﾆｼﾞﾝ=ﾄﾘｱｾﾀｰﾄ(別名ｲﾐﾉｸﾀ
ｼﾞﾝ酢酸塩)

【595】ｴﾁﾚﾝｼﾞｱﾐﾝ四酢酸並び
にそのｶﾘｳﾑ塩及びﾅﾄﾘｳﾑ塩

【596】(4-ｴﾄｷｼﾌｪﾆﾙ)[3-(4-ﾌﾙｵ
ﾛ-3-ﾌｪﾉｷｼﾌｪﾆﾙ)ﾌﾟﾛﾋﾟﾙ]ｼﾞﾒﾁﾙｼ
ﾗﾝ(別名ｼﾗﾌﾙｵﾌｪﾝ)

【599】ｵｷｻｼｸﾛﾍｷｻﾃﾞｶﾝ-2-ｵﾝ 【603】過酢酸

【606】1-(2-ｸﾛﾛｲﾐﾀﾞｿﾞ[1,2-a]
ﾋﾟﾘｼﾞﾝ-3-ｲﾙｽﾙﾎﾆﾙ)-3-(4,6-ｼﾞﾒ
ﾄｷｼﾋﾟﾘﾐｼﾞﾝ-2-ｲﾙ)尿素(別名ｲﾏ
ｿﾞｽﾙﾌﾛﾝ)
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【608】3-(4-ｸﾛﾛ-5-ｼｸﾛﾍﾟﾝﾁﾙｵ
ｷｼ-2-ﾌﾙｵﾛﾌｪﾆﾙ)-5-ｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾘﾃﾞ
ﾝ-1,3-ｵｷｻｿﾞﾘｼﾞﾝ-2,4-ｼﾞｵﾝ(別
名ﾍﾟﾝﾄｷｻｿﾞﾝ)

【610】(RS)-5-ｸﾛﾛ-N-(1,3-ｼﾞ
ﾋﾄﾞﾛ-1,1,3-ﾄﾘﾒﾁﾙｲｿﾍﾞﾝｿﾞﾌﾗﾝ-
4-ｲﾙ)-1,3-ｼﾞﾒﾁﾙ-1H-ﾋﾟﾗｿﾞｰﾙ-
4-ｶﾙﾎﾞｷｻﾐﾄﾞ(別名ﾌﾗﾒﾄﾋﾟﾙ)

【615】3-(2-ｸﾛﾛ-1,3-ﾁｱｿﾞｰﾙ-
5-ｲﾙﾒﾁﾙ)-5-ﾒﾁﾙ-N-ﾆﾄﾛ-1,3,5-ｵ
ｷｻｼﾞｱｼﾞﾅﾝ-4-ｲﾐﾝ(別名ﾁｱﾒﾄｷｻ
ﾑ)

【617】ﾄﾗﾝｽ-N-(6-ｸﾛﾛ-3-ﾋﾟﾘ
ｼﾞﾙﾒﾁﾙ)-N'-ｼｱﾉ-N-ﾒﾁﾙｱｾﾄｱﾐｼﾞ
ﾝ(別名ｱｾﾀﾐﾌﾟﾘﾄﾞ)

【618】1-(6-ｸﾛﾛ-3-ﾋﾟﾘｼﾞﾙﾒﾁ
ﾙ)-N-ﾆﾄﾛｲﾐﾀﾞｿﾞﾘｼﾞﾝ-2-ｲﾘﾃﾞﾝ
ｱﾐﾝ(別名ｲﾐﾀﾞｸﾛﾌﾟﾘﾄﾞ)

【619】3-(6-ｸﾛﾛﾋﾟﾘｼﾞﾝ-3-ｲﾙﾒ
ﾁﾙ)-1,3-ﾁｱｿﾞﾘｼﾞﾝ-2-ｲﾘﾃﾞﾝｼｱﾅ
ﾐﾄﾞ(別名ﾁｱｸﾛﾌﾟﾘﾄﾞ)

【629】ｼｸﾛﾍｷｻﾝ
【634】3,4-ｼﾞｸﾛﾛ-2'-ｼｱﾉ-1,2-
ﾁｱｿﾞｰﾙ-5-ｶﾙﾎﾞｷｻﾆﾘﾄﾞ(別名ｲｿﾁ
ｱﾆﾙ)

【635】2',4-ｼﾞｸﾛﾛ-ｱﾙﾌｧ,ｱﾙﾌｧ,
ｱﾙﾌｧ-ﾄﾘﾌﾙｵﾛ-4'-ﾆﾄﾛ-ﾒﾀ-ﾄﾙｴﾝｽ
ﾙﾎﾝｱﾆﾘﾄﾞ(別名ﾌﾙｽﾙﾌｧﾐﾄﾞ)

【637】1-(2,4-ｼﾞｸﾛﾛﾌｪﾆﾙ)-N-
(2,4-ｼﾞﾌﾙｵﾛﾌｪﾆﾙ)-N-ｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾙ
-5-ｵｷｿ-4,5-ｼﾞﾋﾄﾞﾛ-1H-1,2,4-ﾄ
ﾘｱｿﾞｰﾙ-4-ｶﾙﾎﾞｷｻﾐﾄﾞ(別名ｲﾌﾟ
ﾌｪﾙｶﾙﾊﾞｿﾞﾝ)

【639】2,3-ｼﾞｸﾛﾛ-N-4-ﾌﾙｵﾛﾌｪ
ﾆﾙﾏﾚｲﾐﾄﾞ(別名ﾌﾙｵﾙｲﾐﾄﾞ)

【640】2-(2,4-ｼﾞｸﾛﾛ-3-ﾒﾁﾙﾌｪ
ﾉｷｼ)ﾌﾟﾛﾋﾟｵﾝｱﾆﾘﾄﾞ(別名ｸﾛﾒﾌﾟ
ﾛｯﾌﾟ)

【646】N,N-ｼﾞﾌﾟﾛﾋﾟﾙﾁｵｶﾙﾊﾞﾐ
ﾝ酸=S-ﾍﾞﾝｼﾞﾙ(別名ﾌﾟﾛｽﾙﾎｶﾙ
ﾌﾞ)

【647】2',6'-ｼﾞﾌﾞﾛﾓ-2-ﾒﾁﾙ-4'-
ﾄﾘﾌﾙｵﾛﾒﾄｷｼ-4-ﾄﾘﾌﾙｵﾛﾒﾁﾙ-1,3-
ﾁｱｿﾞｰﾙ-5-ｶﾙﾎﾞｷｻﾆﾘﾄﾞ(別名ﾁﾌﾙ
ｻﾞﾐﾄﾞ)

【648】
(4S,4aR,5S,5aR,6S,12aS)-4-
(ｼﾞﾒﾁﾙｱﾐﾉ)-3,5,6,10,12,12a-ﾍｷ
ｻﾋﾄﾞﾛｷｼ-6-ﾒﾁﾙ-1,11-ｼﾞｵｷｿ-
1,4,4a,5,5a,6,11,12a-ｵｸﾀﾋﾄﾞﾛﾃ
ﾄﾗｾﾝ-2-ｶﾙﾎﾞｷｻﾐﾄﾞ(別名ｵｷｼﾃﾄﾗ
ｻｲｸﾘﾝ)

【654】3,3-ｼﾞﾒﾁﾙﾌﾞﾀﾝ酸=3-ﾒ
ｼﾁﾙ-2-ｵｷｿ-1-ｵｷｻｽﾋﾟﾛ[4.4]ﾉﾅ-
3-ｴﾝ-4-ｲﾙ(別名ｽﾋﾟﾛﾒｼﾌｪﾝ)

【655】(RS)-N-[2-(1,3-ｼﾞﾒﾁﾙ
ﾌﾞﾁﾙ)-3-ﾁｴﾆﾙ]-1-ﾒﾁﾙ-3-(ﾄﾘﾌﾙｵ
ﾛﾒﾁﾙ)-1H-ﾋﾟﾗｿﾞｰﾙ-4-ｶﾙﾎﾞｷｻﾐ
ﾄﾞ(別名ﾍﾟﾝﾁｵﾋﾟﾗﾄﾞ)

【656】2'-[(RS)-1,3-ｼﾞﾒﾁﾙﾌﾞﾁ
ﾙ]-5-ﾌﾙｵﾛ-1,3-ｼﾞﾒﾁﾙﾋﾟﾗｿﾞｰﾙ-
4-ｶﾙﾎﾞｷｻﾆﾘﾄﾞ(別名ﾍﾟﾝﾌﾙﾌｪﾝ)

【657】2,2-ｼﾞﾒﾁﾙﾌﾟﾛﾊﾟﾝ酸
=(E)-2-(4-ﾀｰｼｬﾘ-ﾌﾞﾁﾙﾌｪﾆﾙ)-2-
ｼｱﾉ-1-(1,3,4-ﾄﾘﾒﾁﾙﾋﾟﾗｿﾞｰﾙ-5-
ｲﾙ)ﾋﾞﾆﾙ(別名ｼｴﾉﾋﾟﾗﾌｪﾝ)

【658】N-(1,2-ｼﾞﾒﾁﾙﾌﾟﾛﾋﾟﾙ)-
N-ｴﾁﾙﾁｵｶﾙﾊﾞﾐﾝ酸S-ﾍﾞﾝｼﾞﾙ(別
名ｴｽﾌﾟﾛｶﾙﾌﾞ)

【660】N'-[1,1-ｼﾞﾒﾁﾙ-2-(ﾒﾁﾙｽ
ﾙﾎﾆﾙ)ｴﾁﾙ]-3-ﾖｰﾄﾞ-N-[2-ﾒﾁﾙ-4-
[1,2,2,2-ﾃﾄﾗﾌﾙｵﾛ-1-(ﾄﾘﾌﾙｵﾛﾒﾁ
ﾙ)ｴﾁﾙ]ﾌｪﾆﾙ]ﾌﾀﾙｱﾐﾄﾞ(別名ﾌﾙﾍﾞ
ﾝｼﾞｱﾐﾄﾞ)

【662】ｱﾙﾌｧ-(4,6-ｼﾞﾒﾄｷｼ-2-
ﾋﾟﾘﾐｼﾞﾆﾙｶﾙﾊﾞﾓｲﾙｽﾙﾌｧﾓｲﾙ)-ｵﾙ
ﾄ-ﾄﾙｲﾙ酸ﾒﾁﾙ(別名ﾍﾞﾝｽﾙﾌﾛﾝﾒﾁ
ﾙ)

【670】ﾁｵりん酸O-4-ｼｱﾉﾌｪﾆﾙ
-O,O-ｼﾞﾒﾁﾙ(別名ｼｱﾉﾎｽ又は
CYAP)

【674】ﾃﾄﾗﾋﾄﾞﾛﾌﾗﾝ
【676】2,2,3,3-ﾃﾄﾗﾌﾙｵﾛﾌﾟﾛﾋﾟ
ｵﾝ酸ﾅﾄﾘｳﾑ(別名ﾃﾄﾗﾋﾟｵﾝ又はﾌ
ﾙﾌﾟﾛﾊﾟﾈｰﾄﾅﾄﾘｳﾑ塩)

【680】ﾄﾞﾃﾞｶﾝ-1-ﾁｵｰﾙ
【702】ﾋﾞｽ(2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ)=(Z)-
ﾌﾞﾀ-2-ｴﾝｼﾞｵｱｰﾄ

【716】2-(4-ﾀｰｼｬﾘ-ﾌﾞﾁﾙﾌｪﾆ
ﾙ)-2-ｼｱﾉ-3-ｵｷｿ-3-(2-ﾄﾘﾌﾙｵﾛﾒﾁ
ﾙﾌｪﾆﾙ)ﾌﾟﾛﾊﾟﾝ酸=2-ﾒﾄｷｼｴﾁﾙ
(別名ｼﾌﾙﾒﾄﾌｪﾝ)

【722】4-ﾌﾞﾛﾓ-2-(4-ｸﾛﾛﾌｪﾆ
ﾙ)-1-ｴﾄｷｼﾒﾁﾙ-5-(ﾄﾘﾌﾙｵﾛﾒﾁﾙ)ﾋﾟ
ﾛｰﾙ-3-ｶﾙﾎﾞﾆﾄﾘﾙ(別名ｸﾛﾙﾌｪﾅﾋﾟ
ﾙ)

【723】3-ﾌﾞﾛﾓ-N-[4-ｸﾛﾛ-2-ﾒﾁ
ﾙ-6-(ﾒﾁﾙｶﾙﾊﾞﾓｲﾙ)ﾌｪﾆﾙ]-1-(3-ｸ
ﾛﾛﾋﾟﾘｼﾞﾝ-2-ｲﾙ)-1H-ﾋﾟﾗｿﾞｰﾙ-
5-ｶﾙﾎﾞｷｻﾐﾄﾞ(別名ｸﾛﾗﾝﾄﾗﾆﾘﾌﾟ
ﾛｰﾙ)

【724】3-(3-ﾌﾞﾛﾓ-6-ﾌﾙｵﾛ-2-ﾒ
ﾁﾙｲﾝﾄﾞｰﾙ-1-ｲﾙｽﾙﾎﾆﾙ)-N,N-ｼﾞﾒ
ﾁﾙ-1,2,4-ﾄﾘｱｿﾞｰﾙ-1-ｽﾙﾎﾝｱﾐﾄﾞ
(別名ｱﾐｽﾙﾌﾞﾛﾑ)

【736】無水酢酸
【740】N-ﾒﾁﾙｼﾞﾁｵｶﾙﾊﾞﾐﾝ酸ﾅﾄ
ﾘｳﾑ(別名ﾒﾀﾑﾅﾄﾘｳﾑ塩)

【742】2-ﾒﾁﾙﾁｵ-4-ｴﾁﾙｱﾐﾉ-6-
(1,2-ｼﾞﾒﾁﾙﾌﾟﾛﾋﾟﾙｱﾐﾉ)-s-ﾄﾘｱｼﾞ
ﾝ(別名ｼﾞﾒﾀﾒﾄﾘﾝ)

【745】(RS)-1-ﾒﾁﾙ-2-ﾆﾄﾛ-3-
(ﾃﾄﾗﾋﾄﾞﾛ-3-ﾌﾘﾙﾒﾁﾙ)ｸﾞｱﾆｼﾞﾝ
(別名ｼﾞﾉﾃﾌﾗﾝ)

【749】3-ﾒﾄｷｼｱﾆﾘﾝ
【750】(E)-2-ﾒﾄｷｼｲﾐﾉ-N-ﾒﾁﾙ-
2-(2-ﾌｪﾉｷｼﾌｪﾆﾙ)ｱｾﾄｱﾐﾄﾞ(別名
ﾒﾄﾐﾉｽﾄﾛﾋﾞﾝ)

【751】2-(2-ﾒﾄｷｼｴﾄｷｼ)ｴﾀﾉｰﾙ

除草剤 【21】5-ｱﾐﾉ-4-ｸﾛﾛ-2-ﾌｪﾆﾙﾋﾟﾘ
ﾀﾞｼﾞﾝ-3(2H)-ｵﾝ(別名ｸﾛﾘﾀﾞｿﾞ
ﾝ)

【25】4-ｱﾐﾉ-6-ﾀｰｼｬﾘ-ﾌﾞﾁﾙ-3-
ﾒﾁﾙﾁｵ-1,2,4-ﾄﾘｱｼﾞﾝ-5(4H)-ｵﾝ
(別名ﾒﾄﾘﾌﾞｼﾞﾝ)

【27】4-ｱﾐﾉ-3-ﾒﾁﾙ-6-ﾌｪﾆﾙ-
1,2,4-ﾄﾘｱｼﾞﾝ-5(4H)-ｵﾝ(別名ﾒﾀ
ﾐﾄﾛﾝ)

【108】(RS)-2-(4-ｸﾛﾛ-ｵﾙﾄ-ﾄﾘ
ﾙｵｷｼ)ﾌﾟﾛﾋﾟｵﾝ酸(別名ﾒｺﾌﾟﾛｯ
ﾌﾟ)

【115】4-(2-ｸﾛﾛﾌｪﾆﾙ)-N-ｼｸﾛﾍ
ｷｼﾙ-N-ｴﾁﾙ-4,5-ｼﾞﾋﾄﾞﾛ-5-ｵｷｿ-
1H-ﾃﾄﾗｿﾞｰﾙ-1-ｶﾙﾎﾞｷｻﾐﾄﾞ(別
名ﾌｪﾝﾄﾗｻﾞﾐﾄﾞ)

【124】1-(2-ｸﾛﾛﾍﾞﾝｼﾞﾙ)-3-(1-
ﾒﾁﾙ-1-ﾌｪﾆﾙｴﾁﾙ)尿素(別名ｸﾐﾙﾛ
ﾝ)

【172】3-[1-(3,5-ｼﾞｸﾛﾛﾌｪﾆﾙ)-
1-ﾒﾁﾙｴﾁﾙ]-3,4-ｼﾞﾋﾄﾞﾛ-6-ﾒﾁﾙ-
5-ﾌｪﾆﾙ-2H-1,3-ｵｷｻｼﾞﾝ-4-ｵﾝ
(別名ｵｷｻｼﾞｸﾛﾒﾎﾝ)

【257】ｱﾙｶﾉｰﾙ(炭素数が10の
ものに限る｡)(別名ﾃﾞｶﾉｰﾙ)

【277】ﾄﾘｴﾁﾙｱﾐﾝ 【292】ﾄﾘﾌﾞﾁﾙｱﾐﾝ

【363】5-ﾀｰｼｬﾘ-ﾌﾞﾁﾙ-3-(2,4-
ｼﾞｸﾛﾛ-5-ｲｿﾌﾟﾛﾎﾟｷｼﾌｪﾆﾙ)-
1,3,4-ｵｷｻｼﾞｱｿﾞｰﾙ-2(3H)-ｵﾝ(別
名ｵｷｻｼﾞｱｿﾞﾝ)

【376】N-ﾌﾞﾄｷｼﾒﾁﾙ-2-ｸﾛﾛ-
2',6'-ｼﾞｴﾁﾙｱｾﾄｱﾆﾘﾄﾞ(別名ﾌﾞﾀｸ
ﾛｰﾙ)

【383】5-ﾌﾞﾛﾓ-3-ｾｶﾝﾀﾞﾘ-ﾌﾞﾁ
ﾙ-6-ﾒﾁﾙ-1,2,3,4-ﾃﾄﾗﾋﾄﾞﾛﾋﾟﾘﾐ
ｼﾞﾝ-2,4-ｼﾞｵﾝ(別名ﾌﾞﾛﾏｼﾙ)

【449】3-ﾒﾄｷｼｶﾙﾎﾞﾆﾙｱﾐﾉﾌｪﾆﾙ
=3'-ﾒﾁﾙｶﾙﾊﾞﾆﾗｰﾄ(別名ﾌｪﾝﾒﾃﾞｨ
ﾌｧﾑ)

殺生物剤用溶剤 【83】ｸﾒﾝ 【302】ﾅﾌﾀﾚﾝ 【438】ﾒﾁﾙﾅﾌﾀﾚﾝ
展着剤、乳化剤 NaN
薫蒸・燻煙剤・繊維の防虫剤 【64】2-(4-ｴﾄｷｼﾌｪﾆﾙ)-2-ﾒﾁﾙ

ﾌﾟﾛﾋﾟﾙ=3-ﾌｪﾉｷｼﾍﾞﾝｼﾞﾙｴｰﾃﾙ
(別名ｴﾄﾌｪﾝﾌﾟﾛｯｸｽ)

エアゾール溶剤 溶剤 【53】ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ 【65】ｴﾋﾟｸﾛﾛﾋﾄﾞﾘﾝ 【80】ｷｼﾚﾝ 【83】ｸﾒﾝ 【125】ｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ
【127】ｸﾛﾛﾎﾙﾑ 【128】ｸﾛﾛﾒﾀﾝ(別名塩化ﾒﾁﾙ) 【149】四塩化炭素 【157】1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ 【178】1,2-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾊﾟﾝ
【186】ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ(別名塩化ﾒﾁ
ﾚﾝ)

【213】N,N-ｼﾞﾒﾁﾙｱｾﾄｱﾐﾄﾞ 【218】ｼﾞﾒﾁﾙｱﾐﾝ 【219】ｼﾞﾒﾁﾙｼﾞｽﾙﾌｨﾄﾞ(別名
二硫化ﾒﾁﾙ)

【232】N,N-ｼﾞﾒﾁﾙﾎﾙﾑｱﾐﾄﾞ

【238】水素化ﾃﾙﾌｪﾆﾙ 【262】ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 【279】1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ 【280】1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ 【281】ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ
【289】1,2,3-ﾄﾘｸﾛﾛﾌﾟﾛﾊﾟﾝ 【277】ﾄﾘｴﾁﾙｱﾐﾝ 【290】ﾄﾘｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ 【292】ﾄﾘﾌﾞﾁﾙｱﾐﾝ 【299】ﾄﾙｲｼﾞﾝ
【300】ﾄﾙｴﾝ 【302】ﾅﾌﾀﾚﾝ 【316】ﾆﾄﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ 【317】ﾆﾄﾛﾒﾀﾝ 【318】二硫化炭素
【386】ﾌﾞﾛﾓﾒﾀﾝ(別名臭化ﾒﾁﾙ) 【392】ﾍｷｻﾝ 【400】ﾍﾞﾝｾﾞﾝ 【438】ﾒﾁﾙﾅﾌﾀﾚﾝ

【498】1,3-ｼﾞｸﾛﾛ-2-ﾌﾟﾛﾊﾟﾉｰﾙ

【522】1,1,2,2-ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾀﾝ(別
名四塩化ｱｾﾁﾚﾝ)

【567】ｱｼﾞﾋﾟﾝ酸ｼﾞ-2-ｴﾁﾙﾍｷｼ
ﾙ

【583】安息香酸ﾍﾞﾝｼﾞﾙ 【591】ｴﾁﾙｼｸﾛﾍｷｻﾝ
【594】ｴﾁﾚﾝｸﾞﾘｺｰﾙﾓﾉﾌﾞﾁﾙｴｰﾃ
ﾙ(別名ﾌﾞﾁﾙｾﾛｿﾙﾌﾞ)

【623】酢酸ﾍｷｼﾙ
【627】ｼﾞｴﾁﾚﾝｸﾞﾘｺｰﾙﾓﾉﾌﾞﾁﾙ
ｴｰﾃﾙ

【629】ｼｸﾛﾍｷｻﾝ 【632】1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 【661】1,2-ｼﾞﾒﾄｷｼｴﾀﾝ

【674】ﾃﾄﾗﾋﾄﾞﾛﾌﾗﾝ 【683】ﾄﾘｲｿﾌﾟﾛﾊﾟﾉｰﾙｱﾐﾝ 【691】ﾄﾘﾒﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ
【713】2-ﾀｰｼｬﾘ-ﾌﾞﾁﾙｼｸﾛﾍｷｼﾙ
=ｱｾﾀｰﾄ

【721】ﾌﾙﾌﾗｰﾙ

【731】ﾍﾌﾟﾀﾝ 【732】5-ﾍﾌﾟﾁﾙｵｷｿﾗﾝ-2-ｵﾝ 【737】ﾒﾁﾙｲｿﾌﾞﾁﾙｹﾄﾝ 【751】2-(2-ﾒﾄｷｼｴﾄｷｼ)ｴﾀﾉｰﾙ
【752】1-ﾒﾄｷｼ-2-(2-ﾒﾄｷｼｴﾄｷ
ｼ)ｴﾀﾝ

着香剤、消臭剤 脱臭剤 【411】ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ
香料 【18】ｱﾆﾘﾝ 【190】ｼﾞｼｸﾛﾍﾟﾝﾀｼﾞｴﾝ 【207】2,6-ｼﾞ-ﾀｰｼｬﾘ-ﾌﾞﾁﾙ-4-

ｸﾚｿﾞｰﾙ
【219】ｼﾞﾒﾁﾙｼﾞｽﾙﾌｨﾄﾞ(別名
二硫化ﾒﾁﾙ)

【257】ｱﾙｶﾉｰﾙ(炭素数が10の
ものに限る｡)(別名ﾃﾞｶﾉｰﾙ)

【273】1-ﾄﾞﾃﾞｶﾉｰﾙ 【316】ﾆﾄﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ 【319】1-ﾉﾅﾉｰﾙ(別名ﾉﾙﾏﾙ-ﾉﾆﾙ
ｱﾙｺｰﾙ)

【346】2-ﾌｪﾆﾙﾌｪﾉｰﾙ 【403】ﾍﾞﾝｿﾞﾌｪﾉﾝ

【468】4-ｱﾘﾙ-1,2-ｼﾞﾒﾄｷｼﾍﾞﾝ
ｾﾞﾝ

【511】ｼﾞﾍﾞﾝｼﾞﾙｴｰﾃﾙ 【572】ｱﾘﾙ=ﾍｷｻﾉｱｰﾄ 【573】ｱﾘﾙ=ﾍﾌﾟﾀﾉｱｰﾄ 【583】安息香酸ﾍﾞﾝｼﾞﾙ

【587】3-(4-ｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾙﾌｪﾆﾙ)-
2-ﾒﾁﾙﾌﾟﾛﾊﾟﾅｰﾙ

【594】ｴﾁﾚﾝｸﾞﾘｺｰﾙﾓﾉﾌﾞﾁﾙｴｰﾃ
ﾙ(別名ﾌﾞﾁﾙｾﾛｿﾙﾌﾞ)

【599】ｵｷｻｼｸﾛﾍｷｻﾃﾞｶﾝ-2-ｵﾝ 【623】酢酸ﾍｷｼﾙ 【624】ｻﾘﾁﾙ酸ﾒﾁﾙ

【628】1,4-ｼﾞｵｷｻｼｸﾛﾍﾌﾟﾀﾃﾞｶ
ﾝ-5,17-ｼﾞｵﾝ

【638】N-(3,5-ｼﾞｸﾛﾛﾌｪﾆﾙ)-
1,2-ｼﾞﾒﾁﾙｼｸﾛﾌﾟﾛﾊﾟﾝ-1,2-ｼﾞｶﾙ
ﾎﾞｷｼﾐﾄﾞ(別名ﾌﾟﾛｼﾐﾄﾞﾝ)

【650】(2E)-3,7-ｼﾞﾒﾁﾙｵｸﾀ-
2,6-ｼﾞｴﾆﾙ=ｱｾﾀｰﾄ(別名酢酸ｹﾞﾗ
ﾆﾙ)

【652】3,7-ｼﾞﾒﾁﾙｵｸﾀﾝ-3-ｵｰﾙ
【659】2,2-ｼﾞﾒﾁﾙ-3-ﾒﾁﾘﾃﾞﾝﾋﾞ
ｼｸﾛ[2.2.1]ﾍﾌﾟﾀﾝ(別名ｶﾝﾌｪﾝ)

【673】ﾃﾞｶﾅｰﾙ(別名ﾃﾞｼﾙｱﾙﾃﾞ
ﾋﾄﾞ)

【674】ﾃﾄﾗﾋﾄﾞﾛﾌﾗﾝ
【689】(E)-4-(2,6,6-ﾄﾘﾒﾁﾙｼｸﾛ
ﾍｷｻ-1-ｴﾝ-1-ｲﾙ)ﾌﾞﾀ-3-ｴﾝ-2-ｵﾝ

【691】ﾄﾘﾒﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ
【709】ﾋﾟﾍﾟﾛﾅｰﾙ(別名ﾍﾘｵﾄﾛ
ﾋﾟﾝ)

【713】2-ﾀｰｼｬﾘ-ﾌﾞﾁﾙｼｸﾛﾍｷｼﾙ
=ｱｾﾀｰﾄ

【714】4-ﾀｰｼｬﾘ-ﾌﾞﾁﾙｼｸﾛﾍｷｼﾙ
=ｱｾﾀｰﾄ

【718】3-(4-ﾀｰｼｬﾘ-ﾌﾞﾁﾙﾌｪﾆ
ﾙ)-2-ﾒﾁﾙﾌﾟﾛﾊﾟﾅｰﾙ

【719】2-ﾀｰｼｬﾘ-ﾌﾞﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ 【721】ﾌﾙﾌﾗｰﾙ
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【726】4,6,6,7,8,8-ﾍｷｻﾒﾁﾙ-
1,3,4,6,7,8-ﾍｷｻﾋﾄﾞﾛｼｸﾛﾍﾟﾝﾀ[g]
ｲｿｸﾛﾒﾝ

【728】ﾍｷｼﾙ=2-ﾋﾄﾞﾛｷｼﾍﾞﾝｿﾞ
ｱｰﾄ

【732】5-ﾍﾌﾟﾁﾙｵｷｿﾗﾝ-2-ｵﾝ 【734】2-ﾍﾞﾝｼﾞﾘﾃﾞﾝｵｸﾀﾅｰﾙ
【735】3-(1,3-ﾍﾞﾝｿﾞｼﾞｵｷｿｰﾙ-
5-ｲﾙ)-2-ﾒﾁﾙﾌﾟﾛﾊﾟﾅｰﾙ

【737】ﾒﾁﾙｲｿﾌﾞﾁﾙｹﾄﾝ
【738】ﾒﾁﾙ=2-(3-ｵｷｿ-2-ﾍﾟﾝﾁ
ﾙｼｸﾛﾍﾟﾝﾁﾙ)ｱｾﾀｰﾄ

【743】ﾒﾁﾙ=ﾄﾞﾃﾞｶﾉｱｰﾄ
【744】(E)-3-ﾒﾁﾙ-4-(2,6,6-ﾄﾘ
ﾒﾁﾙｼｸﾛﾍｷｻ-2-ｴﾝ-1-ｲﾙ)ﾌﾞﾀ-3-ｴ
ﾝ-2-ｵﾝ

【747】2-ﾒﾁﾙﾌﾟﾛﾊﾟﾝ-2-ﾁｵｰﾙ

【754】硫酸ｼﾞﾒﾁﾙ
付臭剤（着臭剤） 【747】2-ﾒﾁﾙﾌﾟﾛﾊﾟﾝ-2-ﾁｵｰﾙ
保香剤 【403】ﾍﾞﾝｿﾞﾌｪﾉﾝ

接着剤（溶剤を含む） 接着剤 【2】ｱｸﾘﾙｱﾐﾄﾞ 【3】ｱｸﾘﾙ酸ｴﾁﾙ 【4】ｱｸﾘﾙ酸及びその水溶性
塩

【7】ｱｸﾘﾙ酸ﾌﾞﾁﾙ 【80】ｷｼﾚﾝ

【84】ｸﾞﾘｵｷｻｰﾙ 【134】酢酸ﾋﾞﾆﾙ 【186】ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ(別名塩化ﾒﾁ
ﾚﾝ)

【207】2,6-ｼﾞ-ﾀｰｼｬﾘ-ﾌﾞﾁﾙ-4-
ｸﾚｿﾞｰﾙ

【259】ﾃﾄﾗｴﾁﾙﾁｳﾗﾑｼﾞｽﾙﾌｨﾄﾞ
(別名ｼﾞｽﾙﾌｨﾗﾑ)

【281】ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 【290】ﾄﾘｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ 【298】ﾄﾘﾚﾝｼﾞｲｿｼｱﾈｰﾄ 【300】ﾄﾙｴﾝ 【302】ﾅﾌﾀﾚﾝ
【347】N-ﾌｪﾆﾙﾏﾚｲﾐﾄﾞ 【354】ﾌﾀﾙ酸ｼﾞﾌﾞﾁﾙ 【355】ﾌﾀﾙ酸ﾋﾞｽ(2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ) 【356】ﾌﾀﾙ酸ﾌﾞﾁﾙ=ﾍﾞﾝｼﾞﾙ 【384】1-ﾌﾞﾛﾓﾌﾟﾛﾊﾟﾝ
【392】ﾍｷｻﾝ 【393】ﾍﾞｰﾀ-ﾅﾌﾄｰﾙ 【411】ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ 【448】ﾒﾁﾚﾝﾋﾞｽ(4,1-ﾌｪﾆﾚﾝ)=

ｼﾞｲｿｼｱﾈｰﾄ
【461】りん酸ﾄﾘﾌｪﾆﾙ

【477】4,4'-ｵｷｼﾋﾞｽﾍﾞﾝｾﾞﾝｽﾙﾎ
ﾆﾙﾋﾄﾞﾗｼﾞﾄﾞ

【564】ｱｸﾘﾙ酸2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ
【567】ｱｼﾞﾋﾟﾝ酸ｼﾞ-2-ｴﾁﾙﾍｷｼ
ﾙ

【585】ｱﾙﾌｧ-(ｲｿｼｱﾅﾄﾍﾞﾝｼﾞﾙ)-
ｵﾒｶﾞ-(ｲｿｼｱﾅﾄﾌｪﾆﾙ)ﾎﾟﾘ[(ｲｿｼｱﾅ
ﾄﾌｪﾆﾚﾝ)ﾒﾁﾚﾝ]

【594】ｴﾁﾚﾝｸﾞﾘｺｰﾙﾓﾉﾌﾞﾁﾙｴｰﾃ
ﾙ(別名ﾌﾞﾁﾙｾﾛｿﾙﾌﾞ)

【627】ｼﾞｴﾁﾚﾝｸﾞﾘｺｰﾙﾓﾉﾌﾞﾁﾙ
ｴｰﾃﾙ

【629】ｼｸﾛﾍｷｻﾝ
【633】4,5-ｼﾞｸﾛﾛ-2-ｵｸﾁﾙｲｿﾁｱ
ｿﾞｰﾙ-3(2H)-ｵﾝ

【674】ﾃﾄﾗﾋﾄﾞﾛﾌﾗﾝ
【682】1,3,5-ﾄﾘｱｼﾞﾝ-2,4,6-ﾄﾘ
ｱﾐﾝ(別名ﾒﾗﾐﾝ)

【693】ﾄﾘﾒﾄｷｼ-[3-(ｵｷｼﾗﾝ-2-ｲ
ﾙﾒﾄｷｼ)ﾌﾟﾛﾋﾟﾙ]ｼﾗﾝ

【699】ﾊﾟﾗﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ
【702】ﾋﾞｽ(2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ)=(Z)-
ﾌﾞﾀ-2-ｴﾝｼﾞｵｱｰﾄ

【705】ﾋﾞｽ(2,2,6,6-ﾃﾄﾗﾒﾁﾙ-4-
ﾋﾟﾍﾟﾘｼﾞﾙ)=ｾﾊﾞｹｰﾄ

【727】ﾍｷｻﾝｼﾞﾋﾄﾞﾗｼﾞﾄﾞ

【729】1-ﾍｷｾﾝ 【731】ﾍﾌﾟﾀﾝ 【736】無水酢酸 【746】N-ﾒﾁﾙ-2-ﾋﾟﾛﾘﾄﾞﾝ
元糊 NaN
難燃剤 【31】ｱﾝﾁﾓﾝ及びその化合物 【72】塩化ﾊﾟﾗﾌｨﾝ(炭素数が

10から13までのもの及びその
混合物に限る｡)

【411】ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ 【460】りん酸ﾄﾘﾄﾘﾙ 【461】りん酸ﾄﾘﾌｪﾆﾙ

【562】りん酸ｼﾞﾌﾞﾁﾙ=ﾌｪﾆﾙ
【627】ｼﾞｴﾁﾚﾝｸﾞﾘｺｰﾙﾓﾉﾌﾞﾁﾙ
ｴｰﾃﾙ

【682】1,3,5-ﾄﾘｱｼﾞﾝ-2,4,6-ﾄﾘ
ｱﾐﾝ(別名ﾒﾗﾐﾝ)

【719】2-ﾀｰｼｬﾘ-ﾌﾞﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ

可塑剤 【7】ｱｸﾘﾙ酸ﾌﾞﾁﾙ 【72】塩化ﾊﾟﾗﾌｨﾝ(炭素数が
10から13までのもの及びその
混合物に限る｡)

【188】N,N-ｼﾞｼｸﾛﾍｷｼﾙｱﾐﾝ 【199】ｼﾞﾅﾄﾘｳﾑ=2･2'-ﾋﾞﾆﾚﾝ
ﾋﾞｽ[5-(4-ﾓﾙﾎﾘﾉ-6-ｱﾆﾘﾉ-1･3･
5-ﾄﾘｱｼﾞﾝ-2-ｲﾙｱﾐﾉ)ﾍﾞﾝｾﾞﾝｽﾙﾎ
ﾅｰﾄ

【257】ｱﾙｶﾉｰﾙ(炭素数が10の
ものに限る｡)(別名ﾃﾞｶﾉｰﾙ)

【270】ﾃﾚﾌﾀﾙ酸 【273】1-ﾄﾞﾃﾞｶﾉｰﾙ 【289】1,2,3-ﾄﾘｸﾛﾛﾌﾟﾛﾊﾟﾝ 【302】ﾅﾌﾀﾚﾝ 【319】1-ﾉﾅﾉｰﾙ(別名ﾉﾙﾏﾙ-ﾉﾆﾙ
ｱﾙｺｰﾙ)

【354】ﾌﾀﾙ酸ｼﾞﾌﾞﾁﾙ 【355】ﾌﾀﾙ酸ﾋﾞｽ(2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ) 【356】ﾌﾀﾙ酸ﾌﾞﾁﾙ=ﾍﾞﾝｼﾞﾙ 【392】ﾍｷｻﾝ 【458】りん酸ﾄﾘｽ(2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ)

【460】りん酸ﾄﾘﾄﾘﾙ 【461】りん酸ﾄﾘﾌｪﾆﾙ 【448】ﾒﾁﾚﾝﾋﾞｽ(4,1-ﾌｪﾆﾚﾝ)=
ｼﾞｲｿｼｱﾈｰﾄ

【511】ｼﾞﾍﾞﾝｼﾞﾙｴｰﾃﾙ
【567】ｱｼﾞﾋﾟﾝ酸ｼﾞ-2-ｴﾁﾙﾍｷｼ
ﾙ

【623】酢酸ﾍｷｼﾙ 【624】ｻﾘﾁﾙ酸ﾒﾁﾙ
【702】ﾋﾞｽ(2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ)=(Z)-
ﾌﾞﾀ-2-ｴﾝｼﾞｵｱｰﾄ

【710】ﾌﾀﾙ酸ｼﾞｵｸﾁﾙ
【712】ﾀｰｼｬﾘ-ﾌﾞﾁﾙ=2-ｴﾁﾙﾍﾟﾙ
ｵｷｼﾍｷｻﾉｱｰﾄ

【719】2-ﾀｰｼｬﾘ-ﾌﾞﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ 【751】2-(2-ﾒﾄｷｼｴﾄｷｼ)ｴﾀﾉｰﾙ
溶剤 【53】ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ 【44】ｲﾝｼﾞｳﾑ及びその化合物 【65】ｴﾋﾟｸﾛﾛﾋﾄﾞﾘﾝ 【78】2･4-ｷｼﾚﾉｰﾙ 【80】ｷｼﾚﾝ

【83】ｸﾒﾝ 【125】ｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ 【127】ｸﾛﾛﾎﾙﾑ 【128】ｸﾛﾛﾒﾀﾝ(別名塩化ﾒﾁﾙ) 【149】四塩化炭素
【157】1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ 【178】1,2-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾊﾟﾝ 【186】ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ(別名塩化ﾒﾁ

ﾚﾝ)
【213】N,N-ｼﾞﾒﾁﾙｱｾﾄｱﾐﾄﾞ 【218】ｼﾞﾒﾁﾙｱﾐﾝ

【219】ｼﾞﾒﾁﾙｼﾞｽﾙﾌｨﾄﾞ(別名
二硫化ﾒﾁﾙ)

【232】N,N-ｼﾞﾒﾁﾙﾎﾙﾑｱﾐﾄﾞ 【238】水素化ﾃﾙﾌｪﾆﾙ 【262】ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 【279】1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ

【280】1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ 【281】ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 【289】1,2,3-ﾄﾘｸﾛﾛﾌﾟﾛﾊﾟﾝ 【290】ﾄﾘｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ 【292】ﾄﾘﾌﾞﾁﾙｱﾐﾝ
【299】ﾄﾙｲｼﾞﾝ 【300】ﾄﾙｴﾝ 【302】ﾅﾌﾀﾚﾝ 【316】ﾆﾄﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ 【317】ﾆﾄﾛﾒﾀﾝ

【318】二硫化炭素 【386】ﾌﾞﾛﾓﾒﾀﾝ(別名臭化ﾒﾁﾙ) 【392】ﾍｷｻﾝ 【400】ﾍﾞﾝｾﾞﾝ 【438】ﾒﾁﾙﾅﾌﾀﾚﾝ

【448】ﾒﾁﾚﾝﾋﾞｽ(4,1-ﾌｪﾆﾚﾝ)=
ｼﾞｲｿｼｱﾈｰﾄ

【498】1,3-ｼﾞｸﾛﾛ-2-ﾌﾟﾛﾊﾟﾉｰﾙ
【522】1,1,2,2-ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾀﾝ(別
名四塩化ｱｾﾁﾚﾝ)

【567】ｱｼﾞﾋﾟﾝ酸ｼﾞ-2-ｴﾁﾙﾍｷｼ
ﾙ

【583】安息香酸ﾍﾞﾝｼﾞﾙ

【591】ｴﾁﾙｼｸﾛﾍｷｻﾝ
【594】ｴﾁﾚﾝｸﾞﾘｺｰﾙﾓﾉﾌﾞﾁﾙｴｰﾃ
ﾙ(別名ﾌﾞﾁﾙｾﾛｿﾙﾌﾞ)

【623】酢酸ﾍｷｼﾙ
【627】ｼﾞｴﾁﾚﾝｸﾞﾘｺｰﾙﾓﾉﾌﾞﾁﾙ
ｴｰﾃﾙ

【629】ｼｸﾛﾍｷｻﾝ

【632】1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 【661】1,2-ｼﾞﾒﾄｷｼｴﾀﾝ 【674】ﾃﾄﾗﾋﾄﾞﾛﾌﾗﾝ 【683】ﾄﾘｲｿﾌﾟﾛﾊﾟﾉｰﾙｱﾐﾝ 【691】ﾄﾘﾒﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ
【713】2-ﾀｰｼｬﾘ-ﾌﾞﾁﾙｼｸﾛﾍｷｼﾙ
=ｱｾﾀｰﾄ

【721】ﾌﾙﾌﾗｰﾙ 【731】ﾍﾌﾟﾀﾝ 【732】5-ﾍﾌﾟﾁﾙｵｷｿﾗﾝ-2-ｵﾝ 【737】ﾒﾁﾙｲｿﾌﾞﾁﾙｹﾄﾝ

【751】2-(2-ﾒﾄｷｼｴﾄｷｼ)ｴﾀﾉｰﾙ
【752】1-ﾒﾄｷｼ-2-(2-ﾒﾄｷｼｴﾄｷ
ｼ)ｴﾀﾝ

酸化防止剤 【1】亜鉛の水溶性化合物 【37】4,4'-ｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾘﾃﾞﾝｼﾞﾌｪ
ﾉｰﾙ(別名ﾋﾞｽﾌｪﾉｰﾙA)

【83】ｸﾒﾝ 【207】2,6-ｼﾞ-ﾀｰｼｬﾘ-ﾌﾞﾁﾙ-4-
ｸﾚｿﾞｰﾙ

【213】N,N-ｼﾞﾒﾁﾙｱｾﾄｱﾐﾄﾞ

【259】ﾃﾄﾗｴﾁﾙﾁｳﾗﾑｼﾞｽﾙﾌｨﾄﾞ
(別名ｼﾞｽﾙﾌｨﾗﾑ)

【273】1-ﾄﾞﾃﾞｶﾉｰﾙ 【448】ﾒﾁﾚﾝﾋﾞｽ(4,1-ﾌｪﾆﾚﾝ)=
ｼﾞｲｿｼｱﾈｰﾄ

【705】ﾋﾞｽ(2,2,6,6-ﾃﾄﾗﾒﾁﾙ-4-
ﾋﾟﾍﾟﾘｼﾞﾙ)=ｾﾊﾞｹｰﾄ

樹脂硬化剤 【7】ｱｸﾘﾙ酸ﾌﾞﾁﾙ 【83】ｸﾒﾝ 【218】ｼﾞﾒﾁﾙｱﾐﾝ 【258】1,3,5,7-ﾃﾄﾗｱｻﾞﾄﾘｼｸﾛ
[3,3,1,1(3,7)]ﾃﾞｶﾝ(別名ﾍｷｻﾒﾁﾚﾝ
ﾃﾄﾗﾐﾝ)

【277】ﾄﾘｴﾁﾙｱﾐﾝ

【292】ﾄﾘﾌﾞﾁﾙｱﾐﾝ 【302】ﾅﾌﾀﾚﾝ 【349】ﾌｪﾉｰﾙ 【392】ﾍｷｻﾝ 【409】ﾎﾟﾘ(ｵｷｼｴﾁﾚﾝ)=ﾄﾞﾃﾞｼﾙ
ｴｰﾃﾙ硫酸ｴｽﾃﾙﾅﾄﾘｳﾑ

【448】ﾒﾁﾚﾝﾋﾞｽ(4,1-ﾌｪﾆﾚﾝ)=
ｼﾞｲｿｼｱﾈｰﾄ

【460】りん酸ﾄﾘﾄﾘﾙ

粘着剤（溶剤を含む） 溶剤 【53】ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ 【65】ｴﾋﾟｸﾛﾛﾋﾄﾞﾘﾝ 【80】ｷｼﾚﾝ 【83】ｸﾒﾝ 【125】ｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ
【127】ｸﾛﾛﾎﾙﾑ 【128】ｸﾛﾛﾒﾀﾝ(別名塩化ﾒﾁﾙ) 【149】四塩化炭素 【157】1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ 【178】1,2-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾊﾟﾝ
【186】ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ(別名塩化ﾒﾁ
ﾚﾝ)

【213】N,N-ｼﾞﾒﾁﾙｱｾﾄｱﾐﾄﾞ 【218】ｼﾞﾒﾁﾙｱﾐﾝ 【219】ｼﾞﾒﾁﾙｼﾞｽﾙﾌｨﾄﾞ(別名
二硫化ﾒﾁﾙ)

【232】N,N-ｼﾞﾒﾁﾙﾎﾙﾑｱﾐﾄﾞ

【238】水素化ﾃﾙﾌｪﾆﾙ 【262】ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 【279】1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ 【280】1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ 【281】ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ
【289】1,2,3-ﾄﾘｸﾛﾛﾌﾟﾛﾊﾟﾝ 【290】ﾄﾘｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ 【292】ﾄﾘﾌﾞﾁﾙｱﾐﾝ 【299】ﾄﾙｲｼﾞﾝ 【300】ﾄﾙｴﾝ
【302】ﾅﾌﾀﾚﾝ 【316】ﾆﾄﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ 【317】ﾆﾄﾛﾒﾀﾝ 【318】二硫化炭素 【386】ﾌﾞﾛﾓﾒﾀﾝ(別名臭化ﾒﾁﾙ)

【392】ﾍｷｻﾝ 【400】ﾍﾞﾝｾﾞﾝ 【438】ﾒﾁﾙﾅﾌﾀﾚﾝ
【498】1,3-ｼﾞｸﾛﾛ-2-ﾌﾟﾛﾊﾟﾉｰﾙ

【522】1,1,2,2-ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾀﾝ(別
名四塩化ｱｾﾁﾚﾝ)

【567】ｱｼﾞﾋﾟﾝ酸ｼﾞ-2-ｴﾁﾙﾍｷｼ
ﾙ

【583】安息香酸ﾍﾞﾝｼﾞﾙ 【591】ｴﾁﾙｼｸﾛﾍｷｻﾝ
【594】ｴﾁﾚﾝｸﾞﾘｺｰﾙﾓﾉﾌﾞﾁﾙｴｰﾃ
ﾙ(別名ﾌﾞﾁﾙｾﾛｿﾙﾌﾞ)

【623】酢酸ﾍｷｼﾙ
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【627】ｼﾞｴﾁﾚﾝｸﾞﾘｺｰﾙﾓﾉﾌﾞﾁﾙ
ｴｰﾃﾙ

【629】ｼｸﾛﾍｷｻﾝ 【632】1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 【661】1,2-ｼﾞﾒﾄｷｼｴﾀﾝ 【674】ﾃﾄﾗﾋﾄﾞﾛﾌﾗﾝ

【683】ﾄﾘｲｿﾌﾟﾛﾊﾟﾉｰﾙｱﾐﾝ 【691】ﾄﾘﾒﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ
【713】2-ﾀｰｼｬﾘ-ﾌﾞﾁﾙｼｸﾛﾍｷｼﾙ
=ｱｾﾀｰﾄ

【721】ﾌﾙﾌﾗｰﾙ 【731】ﾍﾌﾟﾀﾝ

【732】5-ﾍﾌﾟﾁﾙｵｷｿﾗﾝ-2-ｵﾝ 【737】ﾒﾁﾙｲｿﾌﾞﾁﾙｹﾄﾝ 【751】2-(2-ﾒﾄｷｼｴﾄｷｼ)ｴﾀﾉｰﾙ
【752】1-ﾒﾄｷｼ-2-(2-ﾒﾄｷｼｴﾄｷ
ｼ)ｴﾀﾝ

シーリング剤（溶剤を含む） シール剤 【88】六価ｸﾛﾑ化合物 【238】水素化ﾃﾙﾌｪﾆﾙ 【275】ﾄﾞﾃﾞｼﾙ硫酸ﾅﾄﾘｳﾑ 【289】1,2,3-ﾄﾘｸﾛﾛﾌﾟﾛﾊﾟﾝ 【300】ﾄﾙｴﾝ
【392】ﾍｷｻﾝ 【448】ﾒﾁﾚﾝﾋﾞｽ(4,1-ﾌｪﾆﾚﾝ)=

ｼﾞｲｿｼｱﾈｰﾄ
【412】ﾏﾝｶﾞﾝ及びその化合物

溶剤 【53】ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ 【65】ｴﾋﾟｸﾛﾛﾋﾄﾞﾘﾝ 【80】ｷｼﾚﾝ 【83】ｸﾒﾝ 【125】ｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ
【127】ｸﾛﾛﾎﾙﾑ 【128】ｸﾛﾛﾒﾀﾝ(別名塩化ﾒﾁﾙ) 【149】四塩化炭素 【157】1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ 【178】1,2-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾊﾟﾝ
【186】ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ(別名塩化ﾒﾁ
ﾚﾝ)

【213】N,N-ｼﾞﾒﾁﾙｱｾﾄｱﾐﾄﾞ 【218】ｼﾞﾒﾁﾙｱﾐﾝ 【219】ｼﾞﾒﾁﾙｼﾞｽﾙﾌｨﾄﾞ(別名
二硫化ﾒﾁﾙ)

【232】N,N-ｼﾞﾒﾁﾙﾎﾙﾑｱﾐﾄﾞ

【238】水素化ﾃﾙﾌｪﾆﾙ 【262】ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 【279】1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ 【280】1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ 【281】ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ
【289】1,2,3-ﾄﾘｸﾛﾛﾌﾟﾛﾊﾟﾝ 【290】ﾄﾘｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ 【292】ﾄﾘﾌﾞﾁﾙｱﾐﾝ 【299】ﾄﾙｲｼﾞﾝ 【300】ﾄﾙｴﾝ
【302】ﾅﾌﾀﾚﾝ 【316】ﾆﾄﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ 【317】ﾆﾄﾛﾒﾀﾝ 【318】二硫化炭素 【386】ﾌﾞﾛﾓﾒﾀﾝ(別名臭化ﾒﾁﾙ)

【392】ﾍｷｻﾝ 【400】ﾍﾞﾝｾﾞﾝ 【438】ﾒﾁﾙﾅﾌﾀﾚﾝ
【498】1,3-ｼﾞｸﾛﾛ-2-ﾌﾟﾛﾊﾟﾉｰﾙ

【522】1,1,2,2-ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾀﾝ(別
名四塩化ｱｾﾁﾚﾝ)

【567】ｱｼﾞﾋﾟﾝ酸ｼﾞ-2-ｴﾁﾙﾍｷｼ
ﾙ

【583】安息香酸ﾍﾞﾝｼﾞﾙ 【591】ｴﾁﾙｼｸﾛﾍｷｻﾝ
【594】ｴﾁﾚﾝｸﾞﾘｺｰﾙﾓﾉﾌﾞﾁﾙｴｰﾃ
ﾙ(別名ﾌﾞﾁﾙｾﾛｿﾙﾌﾞ)

【623】酢酸ﾍｷｼﾙ

【627】ｼﾞｴﾁﾚﾝｸﾞﾘｺｰﾙﾓﾉﾌﾞﾁﾙ
ｴｰﾃﾙ

【629】ｼｸﾛﾍｷｻﾝ 【632】1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 【661】1,2-ｼﾞﾒﾄｷｼｴﾀﾝ 【674】ﾃﾄﾗﾋﾄﾞﾛﾌﾗﾝ

【683】ﾄﾘｲｿﾌﾟﾛﾊﾟﾉｰﾙｱﾐﾝ 【691】ﾄﾘﾒﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ
【713】2-ﾀｰｼｬﾘ-ﾌﾞﾁﾙｼｸﾛﾍｷｼﾙ
=ｱｾﾀｰﾄ

【721】ﾌﾙﾌﾗｰﾙ 【731】ﾍﾌﾟﾀﾝ

【732】5-ﾍﾌﾟﾁﾙｵｷｿﾗﾝ-2-ｵﾝ 【737】ﾒﾁﾙｲｿﾌﾞﾁﾙｹﾄﾝ 【751】2-(2-ﾒﾄｷｼｴﾄｷｼ)ｴﾀﾉｰﾙ
【752】1-ﾒﾄｷｼ-2-(2-ﾒﾄｷｼｴﾄｷ
ｼ)ｴﾀﾝ

ゴム・プラスチック接着用溶剤 溶剤 【7】ｱｸﾘﾙ酸ﾌﾞﾁﾙ 【53】ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ 【65】ｴﾋﾟｸﾛﾛﾋﾄﾞﾘﾝ 【80】ｷｼﾚﾝ 【83】ｸﾒﾝ
【125】ｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ 【127】ｸﾛﾛﾎﾙﾑ 【128】ｸﾛﾛﾒﾀﾝ(別名塩化ﾒﾁﾙ) 【149】四塩化炭素 【157】1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ
【178】1,2-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾊﾟﾝ 【186】ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ(別名塩化ﾒﾁ

ﾚﾝ)
【213】N,N-ｼﾞﾒﾁﾙｱｾﾄｱﾐﾄﾞ 【218】ｼﾞﾒﾁﾙｱﾐﾝ 【219】ｼﾞﾒﾁﾙｼﾞｽﾙﾌｨﾄﾞ(別名

二硫化ﾒﾁﾙ)
【232】N,N-ｼﾞﾒﾁﾙﾎﾙﾑｱﾐﾄﾞ 【238】水素化ﾃﾙﾌｪﾆﾙ 【262】ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 【275】ﾄﾞﾃﾞｼﾙ硫酸ﾅﾄﾘｳﾑ 【277】ﾄﾘｴﾁﾙｱﾐﾝ
【279】1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ 【280】1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ 【281】ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 【289】1,2,3-ﾄﾘｸﾛﾛﾌﾟﾛﾊﾟﾝ 【290】ﾄﾘｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ
【292】ﾄﾘﾌﾞﾁﾙｱﾐﾝ 【299】ﾄﾙｲｼﾞﾝ 【300】ﾄﾙｴﾝ 【302】ﾅﾌﾀﾚﾝ 【316】ﾆﾄﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ
【317】ﾆﾄﾛﾒﾀﾝ 【318】二硫化炭素 【319】1-ﾉﾅﾉｰﾙ(別名ﾉﾙﾏﾙ-ﾉﾆﾙ

ｱﾙｺｰﾙ)
【386】ﾌﾞﾛﾓﾒﾀﾝ(別名臭化ﾒﾁﾙ) 【384】1-ﾌﾞﾛﾓﾌﾟﾛﾊﾟﾝ

【392】ﾍｷｻﾝ 【400】ﾍﾞﾝｾﾞﾝ 【438】ﾒﾁﾙﾅﾌﾀﾚﾝ
【498】1,3-ｼﾞｸﾛﾛ-2-ﾌﾟﾛﾊﾟﾉｰﾙ

【522】1,1,2,2-ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾀﾝ(別
名四塩化ｱｾﾁﾚﾝ)

【567】ｱｼﾞﾋﾟﾝ酸ｼﾞ-2-ｴﾁﾙﾍｷｼ
ﾙ

【583】安息香酸ﾍﾞﾝｼﾞﾙ 【591】ｴﾁﾙｼｸﾛﾍｷｻﾝ
【594】ｴﾁﾚﾝｸﾞﾘｺｰﾙﾓﾉﾌﾞﾁﾙｴｰﾃ
ﾙ(別名ﾌﾞﾁﾙｾﾛｿﾙﾌﾞ)

【623】酢酸ﾍｷｼﾙ

【627】ｼﾞｴﾁﾚﾝｸﾞﾘｺｰﾙﾓﾉﾌﾞﾁﾙ
ｴｰﾃﾙ

【629】ｼｸﾛﾍｷｻﾝ 【632】1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 【661】1,2-ｼﾞﾒﾄｷｼｴﾀﾝ 【674】ﾃﾄﾗﾋﾄﾞﾛﾌﾗﾝ

【683】ﾄﾘｲｿﾌﾟﾛﾊﾟﾉｰﾙｱﾐﾝ 【691】ﾄﾘﾒﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ
【713】2-ﾀｰｼｬﾘ-ﾌﾞﾁﾙｼｸﾛﾍｷｼﾙ
=ｱｾﾀｰﾄ

【721】ﾌﾙﾌﾗｰﾙ 【731】ﾍﾌﾟﾀﾝ

【732】5-ﾍﾌﾟﾁﾙｵｷｿﾗﾝ-2-ｵﾝ 【737】ﾒﾁﾙｲｿﾌﾞﾁﾙｹﾄﾝ 【751】2-(2-ﾒﾄｷｼｴﾄｷｼ)ｴﾀﾉｰﾙ
【752】1-ﾒﾄｷｼ-2-(2-ﾒﾄｷｼｴﾄｷ
ｼ)ｴﾀﾝ

試薬 分析用試薬 【7】ｱｸﾘﾙ酸ﾌﾞﾁﾙ 【14】ｱｾﾄﾝｼｱﾉﾋﾄﾞﾘﾝ 【15】ｱｾﾅﾌﾃﾝ 【18】ｱﾆﾘﾝ 【23】ﾊﾟﾗ-ｱﾐﾉﾌｪﾉｰﾙ
【32】ｱﾝﾄﾗｾﾝ 【44】ｲｿｼﾞｳﾑ及びその化合物 【64】2-(4-ｴﾄｷｼﾌｪﾆﾙ)-2-ﾒﾁﾙ

ﾌﾟﾛﾋﾟﾙ=3-ﾌｪﾉｷｼﾍﾞﾝｼﾞﾙｴｰﾃﾙ
(別名ｴﾄﾌｪﾝﾌﾟﾛｯｸｽ)

【78】2･4-ｷｼﾚﾉｰﾙ 【81】ｷﾉﾘﾝ

【83】ｸﾒﾝ 【121】ﾊﾟﾗ-ｸﾛﾛﾌｪﾉｰﾙ 【143】4,4'-ｼﾞｱﾐﾉｼﾞﾌｪﾆﾙｴｰﾃﾙ 【156】ｼﾞｸﾛﾛｱﾆﾘﾝ 【188】N,N-ｼﾞｼｸﾛﾍｷｼﾙｱﾐﾝ
【207】2,6-ｼﾞ-ﾀｰｼｬﾘ-ﾌﾞﾁﾙ-4-
ｸﾚｿﾞｰﾙ

【209】ｼﾞﾌﾞﾛﾓｸﾛﾛﾒﾀﾝ 【210】2,2-ｼﾞﾌﾞﾛﾓ-2-ｼｱﾉｱｾﾄｱ
ﾐﾄﾞ

【213】N,N-ｼﾞﾒﾁﾙｱｾﾄｱﾐﾄﾞ 【218】ｼﾞﾒﾁﾙｱﾐﾝ

【219】ｼﾞﾒﾁﾙｼﾞｽﾙﾌｨﾄﾞ(別名
二硫化ﾒﾁﾙ)

【230】N-(1,3-ｼﾞﾒﾁﾙﾌﾞﾁﾙ)-N'-
ﾌｪﾆﾙ-ﾊﾟﾗ-ﾌｪﾆﾚﾝｼﾞｱﾐﾝ

【257】ｱﾙｶﾉｰﾙ(炭素数が10の
ものに限る｡)(別名ﾃﾞｶﾉｰﾙ)

【273】1-ﾄﾞﾃﾞｶﾉｰﾙ 【275】ﾄﾞﾃﾞｼﾙ硫酸ﾅﾄﾘｳﾑ

【277】ﾄﾘｴﾁﾙｱﾐﾝ 【287】2,4,6-ﾄﾘｸﾛﾛﾌｪﾉｰﾙ 【289】1,2,3-ﾄﾘｸﾛﾛﾌﾟﾛﾊﾟﾝ 【290】ﾄﾘｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ 【292】ﾄﾘﾌﾞﾁﾙｱﾐﾝ
【299】ﾄﾙｲｼﾞﾝ 【302】ﾅﾌﾀﾚﾝ 【312】ｵﾙﾄ-ﾆﾄﾛｱﾆﾘﾝ 【317】ﾆﾄﾛﾒﾀﾝ 【340】ﾋﾞﾌｪﾆﾙ
【346】2-ﾌｪﾆﾙﾌｪﾉｰﾙ 【347】N-ﾌｪﾆﾙﾏﾚｲﾐﾄﾞ 【348】ﾌｪﾆﾚﾝｼﾞｱﾐﾝ 【375】2-ﾌﾞﾃﾅｰﾙ 【381】ﾌﾞﾛﾓｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ
【384】1-ﾌﾞﾛﾓﾌﾟﾛﾊﾟﾝ 【389】ﾍｷｻﾃﾞｼﾙﾄﾘﾒﾁﾙｱﾝﾓﾆｳﾑ

=ｸﾛﾘﾄﾞ
【392】ﾍｷｻﾝ 【395】ﾍﾟﾙｵｷｿﾆ硫酸の水溶性

塩
【396】ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛ(ｵｸﾀﾝ-1-ｽﾙﾎﾝ
酸)(別名PFOS)

【403】ﾍﾞﾝｿﾞﾌｪﾉﾝ 【458】りん酸ﾄﾘｽ(2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ) 【461】りん酸ﾄﾘﾌｪﾆﾙ 【528】ﾄﾘﾌﾞﾛﾓﾒﾀﾝ(別名ﾌﾞﾛﾓﾎ
ﾙﾑ)

【674】ﾃﾄﾗﾋﾄﾞﾛﾌﾗﾝ

抽出剤 【127】ｸﾛﾛﾎﾙﾑ 【128】ｸﾛﾛﾒﾀﾝ(別名塩化ﾒﾁﾙ) 【149】四塩化炭素 【157】1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ 【186】ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ(別名塩化ﾒﾁ
ﾚﾝ)

【280】1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ 【281】ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 【392】ﾍｷｻﾝ 【400】ﾍﾞﾝｾﾞﾝ

試験研究用 【7】ｱｸﾘﾙ酸ﾌﾞﾁﾙ 【15】ｱｾﾅﾌﾃﾝ 【23】ﾊﾟﾗ-ｱﾐﾉﾌｪﾉｰﾙ 【32】ｱﾝﾄﾗｾﾝ 【44】ｲﾝｼﾞｳﾑ及びその化合物

【64】2-(4-ｴﾄｷｼﾌｪﾆﾙ)-2-ﾒﾁﾙ
ﾌﾟﾛﾋﾟﾙ=3-ﾌｪﾉｷｼﾍﾞﾝｼﾞﾙｴｰﾃﾙ
(別名ｴﾄﾌｪﾝﾌﾟﾛｯｸｽ)

【81】ｷﾉﾘﾝ 【83】ｸﾒﾝ 【121】ﾊﾟﾗ-ｸﾛﾛﾌｪﾉｰﾙ 【143】4･4'-ｼﾞｱﾐﾉｼﾞﾌｪﾆﾙｴｰﾃ
ﾙ

【190】ｼﾞｼｸﾛﾍﾟﾝﾀｼﾞｴﾝ 【207】2,6-ｼﾞ-ﾀｰｼｬﾘ-ﾌﾞﾁﾙ-4-
ｸﾚｿﾞｰﾙ

【209】ｼﾞﾌﾞﾛﾓｸﾛﾛﾒﾀﾝ 【210】2,2-ｼﾞﾌﾞﾛﾓ-2-ｼｱﾉｱｾﾄｱ
ﾐﾄﾞ

【213】N,N-ｼﾞﾒﾁﾙｱｾﾄｱﾐﾄﾞ

【218】ｼﾞﾒﾁﾙｱﾐﾝ 【219】ｼﾞﾒﾁﾙｼﾞｽﾙﾌｨﾄﾞ(別名
二硫化ﾒﾁﾙ)

【257】ｱﾙｶﾉｰﾙ(炭素数が10の
ものに限る｡)(別名ﾃﾞｶﾉｰﾙ)

【273】1-ﾄﾞﾃﾞｶﾉｰﾙ 【275】ﾄﾞﾃﾞｼﾙ硫酸ﾅﾄﾘｳﾑ

【277】ﾄﾘｴﾁﾙｱﾐﾝ 【287】2,4,6-ﾄﾘｸﾛﾛﾌｪﾉｰﾙ 【289】1,2,3-ﾄﾘｸﾛﾛﾌﾟﾛﾊﾟﾝ 【290】ﾄﾘｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ 【292】ﾄﾘﾌﾞﾁﾙｱﾐﾝ

【302】ﾅﾌﾀﾚﾝ 【317】ﾆﾄﾛﾒﾀﾝ 【319】1-ﾉﾅﾉｰﾙ(別名ﾉﾙﾏﾙ-ﾉﾆﾙ
ｱﾙｺｰﾙ)

【340】ﾋﾞﾌｪﾆﾙ 【346】2-ﾌｪﾆﾙﾌｪﾉｰﾙ

【347】N-ﾌｪﾆﾙﾏﾚｲﾐﾄﾞ 【381】ﾌﾞﾛﾓｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ 【384】1-ﾌﾞﾛﾓﾌﾟﾛﾊﾟﾝ 【389】ﾍｷｻﾃﾞｼﾙﾄﾘﾒﾁﾙｱﾝﾓﾆｳﾑ
=ｸﾛﾘﾄﾞ

【392】ﾍｷｻﾝ

【393】ﾍﾞｰﾀ-ﾅﾌﾄｰﾙ 【395】ﾍﾟﾙｵｷｿﾆ硫酸の水溶性
塩

【396】ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛ(ｵｸﾀﾝ-1-ｽﾙﾎﾝ
酸)(別名PFOS)

【403】ﾍﾞﾝｿﾞﾌｪﾉﾝ 【409】ﾎﾟﾘ(ｵｷｼｴﾁﾚﾝ)=ﾄﾞﾃﾞｼﾙ
ｴｰﾃﾙ硫酸ｴｽﾃﾙﾅﾄﾘｳﾑ

【448】ﾒﾁﾚﾝﾋﾞｽ(4,1-ﾌｪﾆﾚﾝ)=
ｼﾞｲｿｼｱﾈｰﾄ

【458】りん酸ﾄﾘｽ(2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ) 【461】りん酸ﾄﾘﾌｪﾆﾙ
【631】ｼｸﾛﾍｷｾﾝ

写真、フォトレジスト、印刷版材料 感光体 【23】ﾊﾟﾗ-ｱﾐﾉﾌｪﾉｰﾙ 【78】2･4-ｷｼﾚﾉｰﾙ 【242】ｾﾚﾝ及びその化合物 【396】ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛ(ｵｸﾀﾝ-1-ｽﾙﾎﾝ
酸)(別名PFOS)

感光材料 【7】ｱｸﾘﾙ酸ﾌﾞﾁﾙ 【23】ﾊﾟﾗ-ｱﾐﾉﾌｪﾉｰﾙ 【32】ｱﾝﾄﾗｾﾝ 【78】2･4-ｷｼﾚﾉｰﾙ 【82】銀及びその水溶性化合
物
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用途分類 具体例 対象物質

【213】N,N-ｼﾞﾒﾁﾙｱｾﾄｱﾐﾄﾞ 【277】ﾄﾘｴﾁﾙｱﾐﾝ 【347】N-ﾌｪﾆﾙﾏﾚｲﾐﾄﾞ 【705】ﾋﾞｽ(2,2,6,6-ﾃﾄﾗﾒﾁﾙ-4-
ﾋﾟﾍﾟﾘｼﾞﾙ)=ｾﾊﾞｹｰﾄ

現像液 【336】ﾋﾄﾞﾛｷﾉﾝ
写真薬 【213】N,N-ｼﾞﾒﾁﾙｱｾﾄｱﾐﾄﾞ 【277】ﾄﾘｴﾁﾙｱﾐﾝ 【395】ﾍﾟﾙｵｷｿﾆ硫酸の水溶性

塩
【396】ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛ(ｵｸﾀﾝ-1-ｽﾙﾎﾝ
酸)(別名PFOS)

【403】ﾍﾞﾝｿﾞﾌｪﾉﾝ

定着剤、安定剤 【213】N,N-ｼﾞﾒﾁﾙｱｾﾄｱﾐﾄﾞ 【277】ﾄﾘｴﾁﾙｱﾐﾝ 【392】ﾍｷｻﾝ 【458】りん酸ﾄﾘｽ(2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ) 【460】りん酸ﾄﾘﾄﾘﾙ

レジスト現像用溶剤、レジスト剥離
剤

溶剤 【53】ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ 【65】ｴﾋﾟｸﾛﾛﾋﾄﾞﾘﾝ 【80】ｷｼﾚﾝ 【83】ｸﾒﾝ 【125】ｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ

【127】ｸﾛﾛﾎﾙﾑ 【128】ｸﾛﾛﾒﾀﾝ(別名塩化ﾒﾁﾙ) 【149】四塩化炭素 【157】1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ 【178】1,2-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾊﾟﾝ
【186】ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ(別名塩化ﾒﾁ
ﾚﾝ)

【213】N,N-ｼﾞﾒﾁﾙｱｾﾄｱﾐﾄﾞ 【218】ｼﾞﾒﾁﾙｱﾐﾝ 【219】ｼﾞﾒﾁﾙｼﾞｽﾙﾌｨﾄﾞ(別名
二硫化ﾒﾁﾙ)

【232】N,N-ｼﾞﾒﾁﾙﾎﾙﾑｱﾐﾄﾞ

【238】水素化ﾃﾙﾌｪﾆﾙ 【262】ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 【279】1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ 【280】1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ 【281】ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ
【289】1,2,3-ﾄﾘｸﾛﾛﾌﾟﾛﾊﾟﾝ 【290】ﾄﾘｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ 【292】ﾄﾘﾌﾞﾁﾙｱﾐﾝ 【299】ﾄﾙｲｼﾞﾝ 【300】ﾄﾙｴﾝ
【302】ﾅﾌﾀﾚﾝ 【316】ﾆﾄﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ 【317】ﾆﾄﾛﾒﾀﾝ 【318】二硫化炭素 【384】1-ﾌﾞﾛﾓﾌﾟﾛﾊﾟﾝ
【386】ﾌﾞﾛﾓﾒﾀﾝ(別名臭化ﾒﾁﾙ) 【392】ﾍｷｻﾝ 【400】ﾍﾞﾝｾﾞﾝ 【438】ﾒﾁﾙﾅﾌﾀﾚﾝ

【498】1,3-ｼﾞｸﾛﾛ-2-ﾌﾟﾛﾊﾟﾉｰﾙ

【522】1,1,2,2-ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾀﾝ(別
名四塩化ｱｾﾁﾚﾝ)

【567】ｱｼﾞﾋﾟﾝ酸ｼﾞ-2-ｴﾁﾙﾍｷｼ
ﾙ

【583】安息香酸ﾍﾞﾝｼﾞﾙ 【591】ｴﾁﾙｼｸﾛﾍｷｻﾝ
【594】ｴﾁﾚﾝｸﾞﾘｺｰﾙﾓﾉﾌﾞﾁﾙｴｰﾃ
ﾙ(別名ﾌﾞﾁﾙｾﾛｿﾙﾌﾞ)

【623】酢酸ﾍｷｼﾙ
【627】ｼﾞｴﾁﾚﾝｸﾞﾘｺｰﾙﾓﾉﾌﾞﾁﾙ
ｴｰﾃﾙ

【629】ｼｸﾛﾍｷｻﾝ 【632】1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 【661】1,2-ｼﾞﾒﾄｷｼｴﾀﾝ

【674】ﾃﾄﾗﾋﾄﾞﾛﾌﾗﾝ 【683】ﾄﾘｲｿﾌﾟﾛﾊﾟﾉｰﾙｱﾐﾝ 【691】ﾄﾘﾒﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ
【713】2-ﾀｰｼｬﾘ-ﾌﾞﾁﾙｼｸﾛﾍｷｼﾙ
=ｱｾﾀｰﾄ

【721】ﾌﾙﾌﾗｰﾙ

【731】ﾍﾌﾟﾀﾝ 【732】5-ﾍﾌﾟﾁﾙｵｷｿﾗﾝ-2-ｵﾝ 【737】ﾒﾁﾙｲｿﾌﾞﾁﾙｹﾄﾝ 【751】2-(2-ﾒﾄｷｼｴﾄｷｼ)ｴﾀﾉｰﾙ
【752】1-ﾒﾄｷｼ-2-(2-ﾒﾄｷｼｴﾄｷ
ｼ)ｴﾀﾝ

剥離剤 【80】ｷｼﾚﾝ 【186】ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ(別名塩化ﾒﾁ
ﾚﾝ)

【213】N,N-ｼﾞﾒﾁﾙｱｾﾄｱﾐﾄﾞ 【300】ﾄﾙｴﾝ 【349】ﾌｪﾉｰﾙ

ショット剤 【87】ｸﾛﾑ及び三価ｸﾛﾑ化合物
繊維処理剤 染料 【7】ｱｸﾘﾙ酸ﾌﾞﾁﾙ 【15】ｱｾﾅﾌﾃﾝ 【18】ｱﾆﾘﾝ 【81】ｷﾉﾘﾝ 【87】ｸﾛﾑ及び三価ｸﾛﾑ化合物

【88】六価ｸﾛﾑ化合物 【156】ｼﾞｸﾛﾛｱﾆﾘﾝ 【160】3,3'-ｼﾞｸﾛﾛ-4,4'-ｼﾞｱﾐﾉ
ｼﾞﾌｪﾆﾙﾒﾀﾝ

【188】N,N-ｼﾞｼｸﾛﾍｷｼﾙｱﾐﾝ 【200】ｼﾞﾆﾄﾛﾄﾙｴﾝ

【203】ｼﾞﾌｪﾆﾙｱﾐﾝ 【213】N,N-ｼﾞﾒﾁﾙｱｾﾄｱﾐﾄﾞ 【277】ﾄﾘｴﾁﾙｱﾐﾝ 【290】ﾄﾘｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ 【292】ﾄﾘﾌﾞﾁﾙｱﾐﾝ
【299】ﾄﾙｲｼﾞﾝ 【300】ﾄﾙｴﾝ 【312】ｵﾙﾄ-ﾆﾄﾛｱﾆﾘﾝ 【316】ﾆﾄﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ 【348】ﾌｪﾆﾚﾝｼﾞｱﾐﾝ
【393】ﾍﾞｰﾀ-ﾅﾌﾄｰﾙ 【557】ﾒﾁﾙ=ﾍﾞﾝｿﾞｲﾐﾀﾞｿﾞｰﾙ-

2-ｲﾙｶﾙﾊﾞﾏｰﾄ(別名ｶﾙﾍﾞﾝﾀﾞｼﾞﾑ)
【568】ｱｾﾁﾙｱｾﾄﾝ 【583】安息香酸ﾍﾞﾝｼﾞﾙ

【584】ｱﾝﾄﾗｾﾝ-9,10-ｼﾞｵﾝ(別
名ｱﾝﾄﾗｷﾉﾝ)

【627】ｼﾞｴﾁﾚﾝｸﾞﾘｺｰﾙﾓﾉﾌﾞﾁﾙ
ｴｰﾃﾙ

【691】ﾄﾘﾒﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ 【727】ﾍｷｻﾝｼﾞﾋﾄﾞﾗｼﾞﾄﾞ 【736】無水酢酸 【749】3-ﾒﾄｷｼｱﾆﾘﾝ

【754】硫酸ｼﾞﾒﾁﾙ
難燃剤 【31】ｱﾝﾁﾓﾝ及びその化合物 【72】塩化ﾊﾟﾗﾌｨﾝ(炭素数が

10から13までのもの及びその
混合物に限る｡)

【411】ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ 【460】りん酸ﾄﾘﾄﾘﾙ 【461】りん酸ﾄﾘﾌｪﾆﾙ

【562】りん酸ｼﾞﾌﾞﾁﾙ=ﾌｪﾆﾙ
【627】ｼﾞｴﾁﾚﾝｸﾞﾘｺｰﾙﾓﾉﾌﾞﾁﾙ
ｴｰﾃﾙ

【682】1,3,5-ﾄﾘｱｼﾞﾝ-2,4,6-ﾄﾘ
ｱﾐﾝ(別名ﾒﾗﾐﾝ)

【719】2-ﾀｰｼｬﾘ-ﾌﾞﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ

酸化剤 【83】ｸﾒﾝ 【88】六価ｸﾛﾑ化合物 【302】ﾅﾌﾀﾚﾝ 【346】2-ﾌｪﾆﾙﾌｪﾉｰﾙ 【395】ﾍﾟﾙｵｷｿﾆ硫酸の水溶性
塩

【603】過酢酸
防水剤 【3】ｱｸﾘﾙ酸ｴﾁﾙ 【4】ｱｸﾘﾙ酸及びその水溶性

塩
【65】ｴﾋﾟｸﾛﾛﾋﾄﾞﾘﾝ 【84】ｸﾞﾘｵｷｻｰﾙ 【396】ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛ(ｵｸﾀﾝ-1-ｽﾙﾎﾝ

酸)(別名PFOS)
繊維処理剤 【7】ｱｸﾘﾙ酸ﾌﾞﾁﾙ 【88】六価ｸﾛﾑ化合物 【275】ﾄﾞﾃﾞｼﾙ硫酸ﾅﾄﾘｳﾑ 【298】ﾄﾘﾚﾝｼﾞｲｿｼｱﾈｰﾄ 【346】2-ﾌｪﾆﾙﾌｪﾉｰﾙ

【407】ﾎﾟﾘ(ｵｷｼｴﾁﾚﾝ)=ｱﾙｷﾙｴｰ
ﾃﾙ(ｱﾙｷﾙ基の炭素数が12から
15までのもの及びその混合物
に限る｡)

【410】ﾎﾟﾘ(ｵｷｼｴﾁﾚﾝ)=ｱﾙｷﾙﾌｪ
ﾆﾙｴｰﾃﾙ(ｱﾙｷﾙ基の炭素数が9の
ものに限る｡)

消泡剤 【319】1-ﾉﾅﾉｰﾙ(別名ﾉﾙﾏﾙ-ﾉﾆﾙ
ｱﾙｺｰﾙ)

【407】ﾎﾟﾘ(ｵｷｼｴﾁﾚﾝ)=ｱﾙｷﾙｴｰ
ﾃﾙ(ｱﾙｷﾙ基の炭素数が12から
15までのもの及びその混合物
に限る｡)

【409】ﾎﾟﾘ(ｵｷｼｴﾁﾚﾝ)=ﾄﾞﾃﾞｼﾙ
ｴｰﾃﾙ硫酸ｴｽﾃﾙﾅﾄﾘｳﾑ

キレート剤 NaN
紙力増強剤・含浸補強剤 【7】ｱｸﾘﾙ酸ﾌﾞﾁﾙ 【210】2,2-ｼﾞﾌﾞﾛﾓ-2-ｼｱﾉｱｾﾄｱ

ﾐﾄﾞ
【395】ﾍﾟﾙｵｷｿﾆ硫酸の水溶性
塩

サイズ剤 【7】ｱｸﾘﾙ酸ﾌﾞﾁﾙ
防臭、防汚加工剤、変色防止
剤

【83】ｸﾒﾝ 【213】N,N-ｼﾞﾒﾁﾙｱｾﾄｱﾐﾄﾞ 【302】ﾅﾌﾀﾚﾝ 【389】ﾍｷｻﾃﾞｼﾙﾄﾘﾒﾁﾙｱﾝﾓﾆｳﾑ
=ｸﾛﾘﾄﾞ

紡糸・紡績油剤 【7】ｱｸﾘﾙ酸ﾌﾞﾁﾙ 【273】1-ﾄﾞﾃﾞｶﾉｰﾙ
洗浄剤、精錬洗浄剤（ソーピン
グ剤）

【273】1-ﾄﾞﾃﾞｶﾉｰﾙ 【409】ﾎﾟﾘ(ｵｷｼｴﾁﾚﾝ)=ﾄﾞﾃﾞｼﾙ
ｴｰﾃﾙ硫酸ｴｽﾃﾙﾅﾄﾘｳﾑ

均染剤・浸透剤・保染剤、触染
剤（染色助剤）

【290】ﾄﾘｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ 【340】ﾋﾞﾌｪﾆﾙ 【389】ﾍｷｻﾃﾞｼﾙﾄﾘﾒﾁﾙｱﾝﾓﾆｳﾑ
=ｸﾛﾘﾄﾞ

【438】ﾒﾁﾙﾅﾌﾀﾚﾝ

固着剤（フィックス剤） 【218】ｼﾞﾒﾁﾙｱﾐﾝ
柔軟仕上げ剤 【7】ｱｸﾘﾙ酸ﾌﾞﾁﾙ 【409】ﾎﾟﾘ(ｵｷｼｴﾁﾚﾝ)=ﾄﾞﾃﾞｼﾙ

ｴｰﾃﾙ硫酸ｴｽﾃﾙﾅﾄﾘｳﾑ
糊抜き剤 【395】ﾍﾟﾙｵｷｿﾆ硫酸の水溶性

塩
洗濯業の洗浄溶剤
（ドライクリーニング溶剤等）

クリーニング溶剤 【53】ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ 【80】ｷｼﾚﾝ 【185】ｼﾞｸﾛﾛﾍﾟﾝﾀﾌﾙｵﾛﾌﾟﾛﾊﾟﾝ
(別名HCFC-225)

【262】ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 【279】1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ

【300】ﾄﾙｴﾝ
繊維しみ抜き剤 【149】四塩化炭素 【279】1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ 【300】ﾄﾙｴﾝ
溶剤 【53】ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ 【65】ｴﾋﾟｸﾛﾛﾋﾄﾞﾘﾝ 【80】ｷｼﾚﾝ 【83】ｸﾒﾝ 【125】ｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ

【127】ｸﾛﾛﾎﾙﾑ 【128】ｸﾛﾛﾒﾀﾝ(別名塩化ﾒﾁﾙ) 【149】四塩化炭素 【157】1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ 【178】1,2-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾊﾟﾝ
【186】ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ(別名塩化ﾒﾁ
ﾚﾝ)

【213】N,N-ｼﾞﾒﾁﾙｱｾﾄｱﾐﾄﾞ 【218】ｼﾞﾒﾁﾙｱﾐﾝ 【219】ｼﾞﾒﾁﾙｼﾞｽﾙﾌｨﾄﾞ(別名
二硫化ﾒﾁﾙ)

【232】N,N-ｼﾞﾒﾁﾙﾎﾙﾑｱﾐﾄﾞ

【238】水素化ﾃﾙﾌｪﾆﾙ 【262】ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 【279】1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ 【280】1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ 【281】ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ
【289】1,2,3-ﾄﾘｸﾛﾛﾌﾟﾛﾊﾟﾝ 【290】ﾄﾘｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ 【292】ﾄﾘﾌﾞﾁﾙｱﾐﾝ 【299】ﾄﾙｲｼﾞﾝ 【300】ﾄﾙｴﾝ
【302】ﾅﾌﾀﾚﾝ 【316】ﾆﾄﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ 【317】ﾆﾄﾛﾒﾀﾝ 【318】二硫化炭素 【386】ﾌﾞﾛﾓﾒﾀﾝ(別名臭化ﾒﾁﾙ)

【392】ﾍｷｻﾝ 【400】ﾍﾞﾝｾﾞﾝ 【438】ﾒﾁﾙﾅﾌﾀﾚﾝ 【691】ﾄﾘﾒﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ
紙・パルプ薬品 染料 【7】ｱｸﾘﾙ酸ﾌﾞﾁﾙ 【15】ｱｾﾅﾌﾃﾝ 【18】ｱﾆﾘﾝ 【81】ｷﾉﾘﾝ 【87】ｸﾛﾑ及び三価ｸﾛﾑ化合物
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【88】六価ｸﾛﾑ化合物 【156】ｼﾞｸﾛﾛｱﾆﾘﾝ 【160】3,3'-ｼﾞｸﾛﾛ-4,4'-ｼﾞｱﾐﾉ
ｼﾞﾌｪﾆﾙﾒﾀﾝ

【188】N,N-ｼﾞｼｸﾛﾍｷｼﾙｱﾐﾝ 【200】ｼﾞﾆﾄﾛﾄﾙｴﾝ

【203】ｼﾞﾌｪﾆﾙｱﾐﾝ 【277】ﾄﾘｴﾁﾙｱﾐﾝ 【287】2,4,6-ﾄﾘｸﾛﾛﾌｪﾉｰﾙ 【290】ﾄﾘｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ 【292】ﾄﾘﾌﾞﾁﾙｱﾐﾝ
【299】ﾄﾙｲｼﾞﾝ 【300】ﾄﾙｴﾝ 【312】ｵﾙﾄ-ﾆﾄﾛｱﾆﾘﾝ 【316】ﾆﾄﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ 【348】ﾌｪﾆﾚﾝｼﾞｱﾐﾝ
【393】ﾍﾞｰﾀ-ﾅﾌﾄｰﾙ 【438】ﾒﾁﾙﾅﾌﾀﾚﾝ 【557】ﾒﾁﾙ=ﾍﾞﾝｿﾞｲﾐﾀﾞｿﾞｰﾙ-

2-ｲﾙｶﾙﾊﾞﾏｰﾄ(別名ｶﾙﾍﾞﾝﾀﾞｼﾞﾑ)
【568】ｱｾﾁﾙｱｾﾄﾝ 【583】安息香酸ﾍﾞﾝｼﾞﾙ

【584】ｱﾝﾄﾗｾﾝ-9,10-ｼﾞｵﾝ(別
名ｱﾝﾄﾗｷﾉﾝ)

【627】ｼﾞｴﾁﾚﾝｸﾞﾘｺｰﾙﾓﾉﾌﾞﾁﾙ
ｴｰﾃﾙ

【691】ﾄﾘﾒﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ 【727】ﾍｷｻﾝｼﾞﾋﾄﾞﾗｼﾞﾄﾞ 【736】無水酢酸

【749】3-ﾒﾄｷｼｱﾆﾘﾝ 【754】硫酸ｼﾞﾒﾁﾙ
難燃剤 【31】ｱﾝﾁﾓﾝ及びその化合物 【72】塩化ﾊﾟﾗﾌｨﾝ(炭素数が

10から13までのもの及びその
混合物に限る｡)

【411】ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ 【460】りん酸ﾄﾘﾄﾘﾙ 【461】りん酸ﾄﾘﾌｪﾆﾙ

【562】りん酸ｼﾞﾌﾞﾁﾙ=ﾌｪﾆﾙ
【627】ｼﾞｴﾁﾚﾝｸﾞﾘｺｰﾙﾓﾉﾌﾞﾁﾙ
ｴｰﾃﾙ

【682】1,3,5-ﾄﾘｱｼﾞﾝ-2,4,6-ﾄﾘ
ｱﾐﾝ(別名ﾒﾗﾐﾝ)

【719】2-ﾀｰｼｬﾘ-ﾌﾞﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ

酸化剤 【88】六価ｸﾛﾑ化合物 【83】ｸﾒﾝ 【302】ﾅﾌﾀﾚﾝ 【346】2-ﾌｪﾆﾙﾌｪﾉｰﾙ 【395】ﾍﾟﾙｵｷｿﾆ硫酸の水溶性
塩

【603】過酢酸
紙力増強剤 【2】ｱｸﾘﾙｱﾐﾄﾞ 【7】ｱｸﾘﾙ酸ﾌﾞﾁﾙ 【84】ｸﾞﾘｵｷｻｰﾙ 【411】ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ

合成樹脂（プラスチック）添加剤 プラスチック発泡剤 【333】ﾋﾄﾞﾗｼﾞﾝ 【392】ﾍｷｻﾝ 【448】ﾒﾁﾚﾝﾋﾞｽ(4,1-ﾌｪﾆﾚﾝ)=
ｼﾞｲｿｼｱﾈｰﾄ

可塑剤 【7】ｱｸﾘﾙ酸ﾌﾞﾁﾙ 【15】ｱｾﾅﾌﾃﾝ 【32】ｱﾝﾄﾗｾﾝ 【72】塩化ﾊﾟﾗﾌｨﾝ(炭素数が
10から13までのもの及びその
混合物に限る｡)

【188】N,N-ｼﾞｼｸﾛﾍｷｼﾙｱﾐﾝ

【190】ｼﾞｼｸﾛﾍﾟﾝﾀｼﾞｴﾝ 【213】N,N-ｼﾞﾒﾁﾙｱｾﾄｱﾐﾄﾞ 【257】ｱﾙｶﾉｰﾙ(炭素数が10の
ものに限る｡)(別名ﾃﾞｶﾉｰﾙ)

【270】ﾃﾚﾌﾀﾙ酸 【273】1-ﾄﾞﾃﾞｶﾉｰﾙ

【289】1,2,3-ﾄﾘｸﾛﾛﾌﾟﾛﾊﾟﾝ 【302】ﾅﾌﾀﾚﾝ 【319】1-ﾉﾅﾉｰﾙ(別名ﾉﾙﾏﾙ-ﾉﾆﾙ
ｱﾙｺｰﾙ)

【340】ﾋﾞﾌｪﾆﾙ 【354】ﾌﾀﾙ酸ｼﾞﾌﾞﾁﾙ

【355】ﾌﾀﾙ酸ﾋﾞｽ(2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ) 【356】ﾌﾀﾙ酸ﾌﾞﾁﾙ=ﾍﾞﾝｼﾞﾙ 【461】りん酸ﾄﾘﾌｪﾆﾙ 【460】りん酸ﾄﾘﾄﾘﾙ 【511】ｼﾞﾍﾞﾝｼﾞﾙｴｰﾃﾙ
【567】ｱｼﾞﾋﾟﾝ酸ｼﾞ-2-ｴﾁﾙﾍｷｼ
ﾙ

【623】酢酸ﾍｷｼﾙ 【624】ｻﾘﾁﾙ酸ﾒﾁﾙ
【702】ﾋﾞｽ(2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ)=(Z)-
ﾌﾞﾀ-2-ｴﾝｼﾞｵｱｰﾄ

【710】ﾌﾀﾙ酸ｼﾞｵｸﾁﾙ

【712】ﾀｰｼｬﾘ-ﾌﾞﾁﾙ=2-ｴﾁﾙﾍﾟﾙ
ｵｷｼﾍｷｻﾉｱｰﾄ

【719】2-ﾀｰｼｬﾘ-ﾌﾞﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ 【751】2-(2-ﾒﾄｷｼｴﾄｷｼ)ｴﾀﾉｰﾙ

添加剤 【72】塩化ﾊﾟﾗﾌｨﾝ(炭素数が
10から13までのもの及びその
混合物に限る｡)

【143】4,4'-ｼﾞｱﾐﾉｼﾞﾌｪﾆﾙｴｰﾃﾙ 【207】2,6-ｼﾞ-ﾀｰｼｬﾘ-ﾌﾞﾁﾙ-4-
ｸﾚｿﾞｰﾙ

【257】ｱﾙｶﾉｰﾙ(炭素数が10の
ものに限る｡)(別名ﾃﾞｶﾉｰﾙ)

【277】ﾄﾘｴﾁﾙｱﾐﾝ

【292】ﾄﾘﾌﾞﾁﾙｱﾐﾝ 【312】ｵﾙﾄ-ﾆﾄﾛｱﾆﾘﾝ 【347】N-ﾌｪﾆﾙﾏﾚｲﾐﾄﾞ 【403】ﾍﾞﾝｿﾞﾌｪﾉﾝ 【460】りん酸ﾄﾘﾄﾘﾙ
【461】りん酸ﾄﾘﾌｪﾆﾙ 【462】りん酸ﾄﾘﾌﾞﾁﾙ 【567】ｱｼﾞﾋﾟﾝ酸ｼﾞ-2-ｴﾁﾙﾍｷｼ

ﾙ
【568】ｱｾﾁﾙｱｾﾄﾝ

【594】ｴﾁﾚﾝｸﾞﾘｺｰﾙﾓﾉﾌﾞﾁﾙｴｰﾃ
ﾙ(別名ﾌﾞﾁﾙｾﾛｿﾙﾌﾞ)

【595】ｴﾁﾚﾝｼﾞｱﾐﾝ四酢酸並び
にそのｶﾘｳﾑ塩及びﾅﾄﾘｳﾑ塩

【603】過酢酸 【629】ｼｸﾛﾍｷｻﾝ 【668】炭酸ﾘﾁｳﾑ 【680】ﾄﾞﾃﾞｶﾝ-1-ﾁｵｰﾙ

【682】1,3,5-ﾄﾘｱｼﾞﾝ-2,4,6-ﾄﾘ
ｱﾐﾝ(別名ﾒﾗﾐﾝ)

【687】ﾄﾘﾒﾁﾙｱﾐﾝ
【693】ﾄﾘﾒﾄｷｼ-[3-(ｵｷｼﾗﾝ-2-ｲ
ﾙﾒﾄｷｼ)ﾌﾟﾛﾋﾟﾙ]ｼﾗﾝ

【705】ﾋﾞｽ(2,2,6,6-ﾃﾄﾗﾒﾁﾙ-4-
ﾋﾟﾍﾟﾘｼﾞﾙ)=ｾﾊﾞｹｰﾄ

【725】ﾍｷｻﾋﾄﾞﾛ-1,3,5-ﾄﾘｽ(2-ﾋ
ﾄﾞﾛｷｼｴﾁﾙ)-1,3,5-ﾄﾘｱｼﾞﾝ

【727】ﾍｷｻﾝｼﾞﾋﾄﾞﾗｼﾞﾄﾞ 【729】1-ﾍｷｾﾝ 【737】ﾒﾁﾙｲｿﾌﾞﾁﾙｹﾄﾝ
【739】2-[ﾒﾁﾙ-[(Z)-ｵｸﾀﾃﾞｶ-9-
ｴﾉｲﾙ]ｱﾐﾉ]酢酸(別名ｵﾚｵｲﾙｻﾞﾙｺ
ｼﾝ)

【743】ﾒﾁﾙ=ﾄﾞﾃﾞｶﾉｱｰﾄ

【746】N-ﾒﾁﾙ-2-ﾋﾟﾛﾘﾄﾞﾝ 【751】2-(2-ﾒﾄｷｼｴﾄｷｼ)ｴﾀﾉｰﾙ
【753】硫化(2,4,4-ﾄﾘﾒﾁﾙﾍﾟﾝﾃ
ﾝ)

樹脂硬化剤 【83】ｸﾒﾝ 【258】1,3,5,7-ﾃﾄﾗｱｻﾞﾄﾘｼｸﾛ
[3,3,1,1(3,7)]ﾃﾞｶﾝ(別名ﾍｷｻﾒﾁﾚﾝ
ﾃﾄﾗﾐﾝ)

【277】ﾄﾘｴﾁﾙｱﾐﾝ 【349】ﾌｪﾉｰﾙ 【395】ﾍﾟﾙｵｷｿﾆ硫酸の水溶性
塩

【460】りん酸ﾄﾘﾄﾘﾙ 【461】りん酸ﾄﾘﾌｪﾆﾙ 【448】ﾒﾁﾚﾝﾋﾞｽ(4,1-ﾌｪﾆﾚﾝ)=
ｼﾞｲｿｼｱﾈｰﾄ

樹脂改質剤 【7】ｱｸﾘﾙ酸ﾌﾞﾁﾙ 【160】3,3'-ｼﾞｸﾛﾛ-4,4'-ｼﾞｱﾐﾉ
ｼﾞﾌｪﾆﾙﾒﾀﾝ

【190】ｼﾞｼｸﾛﾍﾟﾝﾀｼﾞｴﾝ 【223】N,N-ｼﾞﾒﾁﾙﾄﾞﾃﾞｼﾙｱﾐﾝ 【213】N,N-ｼﾞﾒﾁﾙｱｾﾄｱﾐﾄﾞ

【218】ｼﾞﾒﾁﾙｱﾐﾝ 【257】ｱﾙｶﾉｰﾙ(炭素数が10の
ものに限る｡)(別名ﾃﾞｶﾉｰﾙ)

【273】1-ﾄﾞﾃﾞｶﾉｰﾙ 【277】ﾄﾘｴﾁﾙｱﾐﾝ 【292】ﾄﾘﾌﾞﾁﾙｱﾐﾝ

【347】N-ﾌｪﾆﾙﾏﾚｲﾐﾄﾞ 【446】4,4'-ﾒﾁﾚﾝｼﾞｱﾆﾘﾝ 【448】ﾒﾁﾚﾝﾋﾞｽ(4,1-ﾌｪﾆﾚﾝ)=
ｼﾞｲｿｼｱﾈｰﾄ

メタクリル樹脂中間原料 【14】ｱｾﾄﾝｼｱﾉﾋﾄﾞﾘﾝ
ゴム用添加剤 （加硫促進剤等） ゴム添加剤 【23】ﾊﾟﾗ-ｱﾐﾉﾌｪﾉｰﾙ 【160】3,3'-ｼﾞｸﾛﾛ-4,4'-ｼﾞｱﾐﾉ

ｼﾞﾌｪﾆﾙﾒﾀﾝ
【203】ｼﾞﾌｪﾆﾙｱﾐﾝ 【218】ｼﾞﾒﾁﾙｱﾐﾝ 【223】N,N-ｼﾞﾒﾁﾙﾄﾞﾃﾞｼﾙｱﾐﾝ

【230】N-(1,3-ｼﾞﾒﾁﾙﾌﾞﾁﾙ)-N'-
ﾌｪﾆﾙ-ﾊﾟﾗ-ﾌｪﾆﾚﾝｼﾞｱﾐﾝ

【245】ﾁｵ尿素 【259】ﾃﾄﾗｴﾁﾙﾁｳﾗﾑｼﾞｽﾙﾌｨﾄﾞ
(別名ｼﾞｽﾙﾌｨﾗﾑ)

【268】ﾃﾄﾗﾒﾁﾙﾁｳﾗﾑｼﾞｽﾙﾌｨﾄﾞ
(別名ﾁｳﾗﾑ又はﾁﾗﾑ)

【309】ﾆｯｹﾙ化合物

【328】ﾋﾞｽ(N,N-ｼﾞﾒﾁﾙｼﾞﾁｵｶﾙ
ﾊﾞﾐﾝ酸)亜鉛(別名ｼﾞﾗﾑ)

【413】無水ﾌﾀﾙ酸 【446】4,4'-ﾒﾁﾚﾝｼﾞｱﾆﾘﾝ 【448】ﾒﾁﾚﾝﾋﾞｽ(4,1-ﾌｪﾆﾚﾝ)=
ｼﾞｲｿｼｱﾈｰﾄ

【458】りん酸ﾄﾘｽ(2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ)

可塑剤 【72】塩化ﾊﾟﾗﾌｨﾝ(炭素数が
10から13までのもの及びその
混合物に限る｡)

【188】N,N-ｼﾞｼｸﾛﾍｷｼﾙｱﾐﾝ 【259】ﾃﾄﾗｴﾁﾙﾁｳﾗﾑｼﾞｽﾙﾌｨﾄﾞ
(別名ｼﾞｽﾙﾌｨﾗﾑ)

【257】ｱﾙｶﾉｰﾙ(炭素数が10の
ものに限る｡)(別名ﾃﾞｶﾉｰﾙ)

【270】ﾃﾚﾌﾀﾙ酸

【273】1-ﾄﾞﾃﾞｶﾉｰﾙ 【289】1,2,3-ﾄﾘｸﾛﾛﾌﾟﾛﾊﾟﾝ 【319】1-ﾉﾅﾉｰﾙ(別名ﾉﾙﾏﾙ-ﾉﾆﾙ
ｱﾙｺｰﾙ)

【354】ﾌﾀﾙ酸ｼﾞﾌﾞﾁﾙ 【355】ﾌﾀﾙ酸ﾋﾞｽ(2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ)

【356】ﾌﾀﾙ酸ﾌﾞﾁﾙ=ﾍﾞﾝｼﾞﾙ 【438】ﾒﾁﾙﾅﾌﾀﾚﾝ 【458】りん酸ﾄﾘｽ(2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ) 【460】りん酸ﾄﾘﾄﾘﾙ 【461】りん酸ﾄﾘﾌｪﾆﾙ

【511】ｼﾞﾍﾞﾝｼﾞﾙｴｰﾃﾙ
【567】ｱｼﾞﾋﾟﾝ酸ｼﾞ-2-ｴﾁﾙﾍｷｼ
ﾙ

【623】酢酸ﾍｷｼﾙ 【624】ｻﾘﾁﾙ酸ﾒﾁﾙ
【702】ﾋﾞｽ(2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ)=(Z)-
ﾌﾞﾀ-2-ｴﾝｼﾞｵｱｰﾄ

【710】ﾌﾀﾙ酸ｼﾞｵｸﾁﾙ
【712】ﾀｰｼｬﾘ-ﾌﾞﾁﾙ=2-ｴﾁﾙﾍﾟﾙ
ｵｷｼﾍｷｻﾉｱｰﾄ

【719】2-ﾀｰｼｬﾘ-ﾌﾞﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ 【751】2-(2-ﾒﾄｷｼｴﾄｷｼ)ｴﾀﾉｰﾙ

酸化防止剤 【1】亜鉛の水溶性化合物 【37】4,4'-ｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾘﾃﾞﾝｼﾞﾌｪ
ﾉｰﾙ(別名ﾋﾞｽﾌｪﾉｰﾙA)

【188】N,N-ｼﾞｼｸﾛﾍｷｼﾙｱﾐﾝ 【207】2,6-ｼﾞ-ﾀｰｼｬﾘ-ﾌﾞﾁﾙ-4-
ｸﾚｿﾞｰﾙ

【230】N-(1,3-ｼﾞﾒﾁﾙﾌﾞﾁﾙ)-N'-
ﾌｪﾆﾙ-ﾊﾟﾗ-ﾌｪﾆﾚﾝｼﾞｱﾐﾝ

【275】ﾄﾞﾃﾞｼﾙ硫酸ﾅﾄﾘｳﾑ 【393】ﾍﾞｰﾀ-ﾅﾌﾄｰﾙ 【458】りん酸ﾄﾘｽ(2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ) 【705】ﾋﾞｽ(2,2,6,6-ﾃﾄﾗﾒﾁﾙ-4-
ﾋﾟﾍﾟﾘｼﾞﾙ)=ｾﾊﾞｹｰﾄ

添加剤 【72】塩化ﾊﾟﾗﾌｨﾝ(炭素数が
10から13までのもの及びその
混合物に限る｡)

【207】2,6-ｼﾞ-ﾀｰｼｬﾘ-ﾌﾞﾁﾙ-4-
ｸﾚｿﾞｰﾙ

【292】ﾄﾘﾌﾞﾁﾙｱﾐﾝ 【460】りん酸ﾄﾘﾄﾘﾙ 【461】りん酸ﾄﾘﾌｪﾆﾙ

【462】りん酸ﾄﾘﾌﾞﾁﾙ 【567】ｱｼﾞﾋﾟﾝ酸ｼﾞ-2-ｴﾁﾙﾍｷｼ
ﾙ

【568】ｱｾﾁﾙｱｾﾄﾝ
【594】ｴﾁﾚﾝｸﾞﾘｺｰﾙﾓﾉﾌﾞﾁﾙｴｰﾃ
ﾙ(別名ﾌﾞﾁﾙｾﾛｿﾙﾌﾞ)

【595】ｴﾁﾚﾝｼﾞｱﾐﾝ四酢酸並び
にそのｶﾘｳﾑ塩及びﾅﾄﾘｳﾑ塩
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【603】過酢酸 【629】ｼｸﾛﾍｷｻﾝ 【668】炭酸ﾘﾁｳﾑ 【680】ﾄﾞﾃﾞｶﾝ-1-ﾁｵｰﾙ
【682】1,3,5-ﾄﾘｱｼﾞﾝ-2,4,6-ﾄﾘ
ｱﾐﾝ(別名ﾒﾗﾐﾝ)

【687】ﾄﾘﾒﾁﾙｱﾐﾝ
【693】ﾄﾘﾒﾄｷｼ-[3-(ｵｷｼﾗﾝ-2-ｲ
ﾙﾒﾄｷｼ)ﾌﾟﾛﾋﾟﾙ]ｼﾗﾝ

【705】ﾋﾞｽ(2,2,6,6-ﾃﾄﾗﾒﾁﾙ-4-
ﾋﾟﾍﾟﾘｼﾞﾙ)=ｾﾊﾞｹｰﾄ

【725】ﾍｷｻﾋﾄﾞﾛ-1,3,5-ﾄﾘｽ(2-ﾋ
ﾄﾞﾛｷｼｴﾁﾙ)-1,3,5-ﾄﾘｱｼﾞﾝ

【727】ﾍｷｻﾝｼﾞﾋﾄﾞﾗｼﾞﾄﾞ

【729】1-ﾍｷｾﾝ 【737】ﾒﾁﾙｲｿﾌﾞﾁﾙｹﾄﾝ
【739】2-[ﾒﾁﾙ-[(Z)-ｵｸﾀﾃﾞｶ-9-
ｴﾉｲﾙ]ｱﾐﾉ]酢酸(別名ｵﾚｵｲﾙｻﾞﾙｺ
ｼﾝ)

【743】ﾒﾁﾙ=ﾄﾞﾃﾞｶﾉｱｰﾄ 【746】N-ﾒﾁﾙ-2-ﾋﾟﾛﾘﾄﾞﾝ

【751】2-(2-ﾒﾄｷｼｴﾄｷｼ)ｴﾀﾉｰﾙ
【753】硫化(2,4,4-ﾄﾘﾒﾁﾙﾍﾟﾝﾃ
ﾝ)

配合剤 【132】ｺﾊﾞﾙﾄ及びその化合物 【143】4,4'-ｼﾞｱﾐﾉｼﾞﾌｪﾆﾙｴｰﾃﾙ 【230】N-(1,3-ｼﾞﾒﾁﾙﾌﾞﾁﾙ)-N'-
ﾌｪﾆﾙ-ﾊﾟﾗ-ﾌｪﾆﾚﾝｼﾞｱﾐﾝ

【259】ﾃﾄﾗｴﾁﾙﾁｳﾗﾑｼﾞｽﾙﾌｨﾄﾞ
(別名ｼﾞｽﾙﾌｨﾗﾑ)

【460】りん酸ﾄﾘﾄﾘﾙ

【453】ﾓﾘﾌﾞﾃﾞﾝ及びその化合
物

皮革処理剤 なめし剤（硫酸クロム、ホルム
アルデヒド、合成タンニン等）

【72】塩化ﾊﾟﾗﾌｨﾝ(炭素数が
10から13までのもの及びその
混合物に限る｡)

仕上げ加工薬剤（着色剤、着
色助剤、撥水・撥油剤等）

【7】ｱｸﾘﾙ酸ﾌﾞﾁﾙ 【72】塩化ﾊﾟﾗﾌｨﾝ(炭素数が
10から13までのもの及びその
混合物に限る｡)

【207】2,6-ｼﾞ-ﾀｰｼｬﾘ-ﾌﾞﾁﾙ-4-
ｸﾚｿﾞｰﾙ

【277】ﾄﾘｴﾁﾙｱﾐﾝ 【346】2-ﾌｪﾆﾙﾌｪﾉｰﾙ

ガラス、ほうろう、セメント
（原料、添加剤）

ガラス添加剤 【31】ｱﾝﾁﾓﾝ及びその化合物 【277】ﾄﾘｴﾁﾙｱﾐﾝ 【321】ﾊﾞﾅｼﾞｳﾑ化合物

消色剤 【242】ｾﾚﾝ及びその化合物
光ファイバー原料 【405】ほう素化合物
光学ガラス原料・添加剤 【31】ｱﾝﾁﾓﾝ及びその化合物 【332】砒素及びその無機化

合物
【374】ふっ化水素及びその
水溶性塩

【405】ほう素化合物

陶磁器、耐火物、ファインセラミック
ス
（原料、結合剤、離型剤等）

れんが原料 【44】ｲﾝｼﾞｳﾑ及びその化合物 【78】2･4-ｷｼﾚﾉｰﾙ 【87】ｸﾛﾑ及び三価ｸﾛﾑ化合物 【405】ほう素化合物

セメントファイバーボード原料 【33】石綿
添加物（等） 【392】ﾍｷｻﾝ

【468】4-ｱﾘﾙ-1,2-ｼﾞﾒﾄｷｼﾍﾞﾝ
ｾﾞﾝ

【507】1,2-ｼﾞﾌﾞﾛﾓｴﾀﾝ(別名二
臭化ｴﾁﾚﾝ又はEDB)(別名二臭
化ｴﾁﾚﾝ又はEDB)

【530】ﾅﾄﾘｳﾑ=1,1'-ﾋﾞﾌｪﾆﾙ-2-
ｵﾗｰﾄ

【567】ｱｼﾞﾋﾟﾝ酸ｼﾞ-2-ｴﾁﾙﾍｷｼ
ﾙ

【572】ｱﾘﾙ=ﾍｷｻﾉｱｰﾄ 【573】ｱﾘﾙ=ﾍﾌﾟﾀﾉｱｰﾄ 【583】安息香酸ﾍﾞﾝｼﾞﾙ
【588】4-ｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾙ-3-ﾒﾁﾙﾌｪ
ﾉｰﾙ

【594】ｴﾁﾚﾝｸﾞﾘｺｰﾙﾓﾉﾌﾞﾁﾙｴｰﾃ
ﾙ(別名ﾌﾞﾁﾙｾﾛｿﾙﾌﾞ)

【595】ｴﾁﾚﾝｼﾞｱﾐﾝ四酢酸並び
にそのｶﾘｳﾑ塩及びﾅﾄﾘｳﾑ塩

【599】ｵｷｻｼｸﾛﾍｷｻﾃﾞｶﾝ-2-ｵﾝ
【616】(E)-1-(2-ｸﾛﾛ-1,3-ﾁｱ
ｿﾞｰﾙ-5-ｲﾙﾒﾁﾙ)-3-ﾒﾁﾙ-2-ﾆﾄﾛｸﾞ
ｱﾆｼﾞﾝ(別名ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝ)

【624】ｻﾘﾁﾙ酸ﾒﾁﾙ
【628】1,4-ｼﾞｵｷｻｼｸﾛﾍﾌﾟﾀﾃﾞｶ
ﾝ-5,17-ｼﾞｵﾝ

【638】N-(3,5-ｼﾞｸﾛﾛﾌｪﾆﾙ)-
1,2-ｼﾞﾒﾁﾙｼｸﾛﾌﾟﾛﾊﾟﾝ-1,2-ｼﾞｶﾙ
ﾎﾞｷｼﾐﾄﾞ(別名ﾌﾟﾛｼﾐﾄﾞﾝ)

【648】
(4S,4aR,5S,5aR,6S,12aS)-4-
(ｼﾞﾒﾁﾙｱﾐﾉ)-3,5,6,10,12,12a-ﾍｷ
ｻﾋﾄﾞﾛｷｼ-6-ﾒﾁﾙ-1,11-ｼﾞｵｷｿ-
1,4,4a,5,5a,6,11,12a-ｵｸﾀﾋﾄﾞﾛﾃ
ﾄﾗｾﾝ-2-ｶﾙﾎﾞｷｻﾐﾄﾞ(別名ｵｷｼﾃﾄﾗ
ｻｲｸﾘﾝ)

【659】2,2-ｼﾞﾒﾁﾙ-3-ﾒﾁﾘﾃﾞﾝﾋﾞ
ｼｸﾛ[2.2.1]ﾍﾌﾟﾀﾝ(別名ｶﾝﾌｪﾝ)

【669】ﾁｵｼｱﾝ酸銅(Ⅰ) 【687】ﾄﾘﾒﾁﾙｱﾐﾝ

【702】ﾋﾞｽ(2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ)=(Z)-
ﾌﾞﾀ-2-ｴﾝｼﾞｵｱｰﾄ

【721】ﾌﾙﾌﾗｰﾙ
【728】ﾍｷｼﾙ=2-ﾋﾄﾞﾛｷｼﾍﾞﾝｿﾞ
ｱｰﾄ

【731】ﾍﾌﾟﾀﾝ 【732】5-ﾍﾌﾟﾁﾙｵｷｿﾗﾝ-2-ｵﾝ

【738】ﾒﾁﾙ=2-(3-ｵｷｿ-2-ﾍﾟﾝﾁ
ﾙｼｸﾛﾍﾟﾝﾁﾙ)ｱｾﾀｰﾄ

【744】(E)-3-ﾒﾁﾙ-4-(2,6,6-ﾄﾘ
ﾒﾁﾙｼｸﾛﾍｷｻ-2-ｴﾝ-1-ｲﾙ)ﾌﾞﾀ-3-ｴ
ﾝ-2-ｵﾝ

【747】2-ﾒﾁﾙﾌﾟﾛﾊﾟﾝ-2-ﾁｵｰﾙ 【751】2-(2-ﾒﾄｷｼｴﾄｷｼ)ｴﾀﾉｰﾙ

増粘剤（結合剤） 【15】ｱｾﾅﾌﾃﾝ 【32】ｱﾝﾄﾗｾﾝ 【277】ﾄﾘｴﾁﾙｱﾐﾝ 【302】ﾅﾌﾀﾚﾝ 【340】ﾋﾞﾌｪﾆﾙ
【438】ﾒﾁﾙﾅﾌﾀﾚﾝ

離型剤 【392】ﾍｷｻﾝ
研削砥石、研磨剤
（原料、添加剤）

研削砥石、研磨剤、摩擦材原
料

【7】ｱｸﾘﾙ酸ﾌﾞﾁﾙ 【207】2,6-ｼﾞ-ﾀｰｼｬﾘ-ﾌﾞﾁﾙ-4-
ｸﾚｿﾞｰﾙ

【395】ﾍﾟﾙｵｷｿﾆ硫酸の水溶性
塩

研削砥石、研磨剤、摩擦材の
添加物

【15】ｱｾﾅﾌﾃﾝ 【302】ﾅﾌﾀﾚﾝ 【340】ﾋﾞﾌｪﾆﾙ 【460】りん酸ﾄﾘﾄﾘﾙ

増粘剤、結合剤 【207】2,6-ｼﾞ-ﾀｰｼｬﾘ-ﾌﾞﾁﾙ-4-
ｸﾚｿﾞｰﾙ

合金の原料、鋳造用資材 離型剤 【30】直鎖ｱﾙｷﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝｽﾙﾎﾝ酸
及びその塩(ｱﾙｷﾙ基の炭素数が
10から14までのもの及びその
化合物に限る｡)

【56】ｴﾁﾚﾝｵｷｼﾄﾞ 【83】ｸﾒﾝ 【320】ｱﾙｷﾙﾌｪﾉｰﾙ(ｱﾙｷﾙ基の
炭素数が9のものに限る｡)

【392】ﾍｷｻﾝ

【407】ﾎﾟﾘ(ｵｷｼｴﾁﾚﾝ)=ｱﾙｷﾙｴｰ
ﾃﾙ(ｱﾙｷﾙ基の炭素数が12から
15までのもの及びその混合物
に限る｡)

【408】ﾎﾟﾘ(ｵｷｼｴﾁﾚﾝ)=ｱﾙｷﾙﾌｪ
ﾆﾙｴｰﾃﾙ(ｱﾙｷﾙ基の炭素数が8の
ものに限る｡)

【409】ﾎﾟﾘ(ｵｷｼｴﾁﾚﾝ)=ﾄﾞﾃﾞｼﾙ
ｴｰﾃﾙ硫酸ｴｽﾃﾙﾅﾄﾘｳﾑ

【410】ﾎﾟﾘ(ｵｷｼｴﾁﾚﾝ)=ｱﾙｷﾙﾌｪ
ﾆﾙｴｰﾃﾙ(ｱﾙｷﾙ基の炭素数が9の
ものに限る｡)

樹脂粘結剤 【12】ｱｾﾄｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ 【80】ｷｼﾚﾝ 【218】ｼﾞﾒﾁﾙｱﾐﾝ 【277】ﾄﾘｴﾁﾙｱﾐﾝ 【302】ﾅﾌﾀﾚﾝ
【349】ﾌｪﾉｰﾙ 【411】ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ 【448】ﾒﾁﾚﾝﾋﾞｽ(4,1-ﾌｪﾆﾚﾝ)=

ｼﾞｲｿｼｱﾈｰﾄ
鉄鋼原料 【31】ｱﾝﾁﾓﾝ及びその化合物 【87】ｸﾛﾑ及び三価ｸﾛﾑ化合物 【88】六価ｸﾛﾑ化合物 【132】ｺﾊﾞﾙﾄ及びその化合物 【242】ｾﾚﾝ及びその化合物

【308】ﾆｯｹﾙ 【309】ﾆｯｹﾙ化合物 【412】ﾏﾝｶﾞﾝ及びその化合物 【453】ﾓﾘﾌﾞﾃﾞﾝ及びその化合
物

溶接材料 【87】ｸﾛﾑ及び三価ｸﾛﾑ化合物 【308】ﾆｯｹﾙ 【412】ﾏﾝｶﾞﾝ及びその化合物 【453】ﾓﾘﾌﾞﾃﾞﾝ及びその化合
物

鋳物原料 【87】ｸﾛﾑ及び三価ｸﾛﾑ化合物 【242】ｾﾚﾝ及びその化合物 【308】ﾆｯｹﾙ 【394】ﾍﾞﾘﾘｳﾑ及びその化合
物

【412】ﾏﾝｶﾞﾝ及びその化合物

【453】ﾓﾘﾌﾞﾃﾞﾝ及びその化合
物

フラックス剤 【1】亜鉛の水溶性化合物 【405】ほう素化合物
合金原料 【1】亜鉛の水溶性化合物 【31】ｱﾝﾁﾓﾝ及びその化合物 【44】ｲﾝｼﾞｳﾑ及びその化合物 【87】ｸﾛﾑ及び三価ｸﾛﾑ化合物 【132】ｺﾊﾞﾙﾄ及びその化合物

【308】ﾆｯｹﾙ 【309】ﾆｯｹﾙ化合物 【321】ﾊﾞﾅｼﾞｳﾑ化合物 【374】ふっ化水素及びその
水溶性塩

【394】ﾍﾞﾘﾘｳﾑ及びその化合
物

【412】ﾏﾝｶﾞﾝ及びその化合物
工業用洗浄剤 漂白剤 【395】ﾍﾟﾙｵｷｿﾆ硫酸の水溶性

塩
【584】ｱﾝﾄﾗｾﾝ-9,10-ｼﾞｵﾝ(別
名ｱﾝﾄﾗｷﾉﾝ)

【603】過酢酸

洗浄用溶剤 【57】ｴﾁﾚﾝｸﾞﾘｺｰﾙﾓﾉｴﾁﾙｴｰﾃﾙ 【58】ｴﾁﾚﾝｸﾞﾘｺｰﾙﾓﾉﾒﾁﾙｴｰﾃﾙ 【80】ｷｼﾚﾝ 【83】ｸﾒﾝ 【135】酢酸2-ﾒﾄｷｼｴﾁﾙ
【149】四塩化炭素 【157】1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ 【176】1,1-ｼﾞｸﾛﾛ-1-ﾌﾙｵﾛｴﾀﾝ

(別名HCFC-141b)
【185】ｼﾞｸﾛﾛﾍﾟﾝﾀﾌﾙｵﾛﾌﾟﾛﾊﾟﾝ
(別名HCFC-225)

【186】ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ(別名塩化ﾒﾁ
ﾚﾝ)
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【213】N,N-ｼﾞﾒﾁﾙｱｾﾄｱﾐﾄﾞ 【218】ｼﾞﾒﾁﾙｱﾐﾝ 【257】ｱﾙｶﾉｰﾙ(炭素数が10の
ものに限る｡)(別名ﾃﾞｶﾉｰﾙ)

【262】ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 【273】1-ﾄﾞﾃﾞｶﾉｰﾙ

【275】ﾄﾞﾃﾞｼﾙ硫酸ﾅﾄﾘｳﾑ 【279】1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ 【289】1,2,3-ﾄﾘｸﾛﾛﾌﾟﾛﾊﾟﾝ 【290】ﾄﾘｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ 【300】ﾄﾙｴﾝ
【302】ﾅﾌﾀﾚﾝ 【317】ﾆﾄﾛﾒﾀﾝ 【384】1-ﾌﾞﾛﾓﾌﾟﾛﾊﾟﾝ 【392】ﾍｷｻﾝ 【400】ﾍﾞﾝｾﾞﾝ
【438】ﾒﾁﾙﾅﾌﾀﾚﾝ

洗浄剤 【20】2-ｱﾐﾉｴﾀﾉｰﾙ 【30】直鎖ｱﾙｷﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝｽﾙﾎﾝ酸
及びその塩(ｱﾙｷﾙ基の炭素数が
10から14までのもの及びその
化合物に限る｡)

【213】N,N-ｼﾞﾒﾁﾙｱｾﾄｱﾐﾄﾞ 【275】ﾄﾞﾃﾞｼﾙ硫酸ﾅﾄﾘｳﾑ 【289】1,2,3-ﾄﾘｸﾛﾛﾌﾟﾛﾊﾟﾝ

【302】ﾅﾌﾀﾚﾝ 【392】ﾍｷｻﾝ 【403】ﾍﾞﾝｿﾞﾌｪﾉﾝ 【405】ほう素化合物 【407】ﾎﾟﾘ(ｵｷｼｴﾁﾚﾝ)=ｱﾙｷﾙｴｰ
ﾃﾙ(ｱﾙｷﾙ基の炭素数が12から
15までのもの及びその混合物
に限る｡)

【408】ﾎﾟﾘ(ｵｷｼｴﾁﾚﾝ)=ｱﾙｷﾙﾌｪ
ﾆﾙｴｰﾃﾙ(ｱﾙｷﾙ基の炭素数が8の
ものに限る｡)

【409】ﾎﾟﾘ(ｵｷｼｴﾁﾚﾝ)=ﾄﾞﾃﾞｼﾙ
ｴｰﾃﾙ硫酸ｴｽﾃﾙﾅﾄﾘｳﾑ

【410】ﾎﾟﾘ(ｵｷｼｴﾁﾚﾝ)=ｱﾙｷﾙﾌｪ
ﾆﾙｴｰﾃﾙ(ｱﾙｷﾙ基の炭素数が9の
ものに限る｡)

【530】ﾅﾄﾘｳﾑ=1,1'-ﾋﾞﾌｪﾆﾙ-2-
ｵﾗｰﾄ

【609】5-ｸﾛﾛ-2-(2,4-ｼﾞｸﾛﾛﾌｪ
ﾉｷｼ)ﾌｪﾉｰﾙ(別名ﾄﾘｸﾛｻﾝ)

【627】ｼﾞｴﾁﾚﾝｸﾞﾘｺｰﾙﾓﾉﾌﾞﾁﾙ
ｴｰﾃﾙ

【695】ﾅﾄﾘｳﾑ=1-ｵｷｿ-1ﾗﾑﾀﾞ
(5)-ﾋﾟﾘｼﾞﾝ-2-ﾁｵﾗｰﾄ

洗浄用酸 【374】ふっ化水素及びその
水溶性塩

溶剤 【53】ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ 【65】ｴﾋﾟｸﾛﾛﾋﾄﾞﾘﾝ 【80】ｷｼﾚﾝ 【83】ｸﾒﾝ 【125】ｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ
【127】ｸﾛﾛﾎﾙﾑ 【128】ｸﾛﾛﾒﾀﾝ(別名塩化ﾒﾁﾙ) 【149】四塩化炭素 【157】1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ 【178】1,2-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾊﾟﾝ
【186】ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ(別名塩化ﾒﾁ
ﾚﾝ)

【213】N,N-ｼﾞﾒﾁﾙｱｾﾄｱﾐﾄﾞ 【218】ｼﾞﾒﾁﾙｱﾐﾝ 【219】ｼﾞﾒﾁﾙｼﾞｽﾙﾌｨﾄﾞ(別名
二硫化ﾒﾁﾙ)

【232】N,N-ｼﾞﾒﾁﾙﾎﾙﾑｱﾐﾄﾞ

【238】水素化ﾃﾙﾌｪﾆﾙ 【262】ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 【279】1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ 【280】1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ 【281】ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ
【289】1,2,3-ﾄﾘｸﾛﾛﾌﾟﾛﾊﾟﾝ 【290】ﾄﾘｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ 【292】ﾄﾘﾌﾞﾁﾙｱﾐﾝ 【299】ﾄﾙｲｼﾞﾝ 【300】ﾄﾙｴﾝ
【302】ﾅﾌﾀﾚﾝ 【316】ﾆﾄﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ 【317】ﾆﾄﾛﾒﾀﾝ 【318】二硫化炭素 【386】ﾌﾞﾛﾓﾒﾀﾝ(別名臭化ﾒﾁﾙ)

【392】ﾍｷｻﾝ 【400】ﾍﾞﾝｾﾞﾝ 【438】ﾒﾁﾙﾅﾌﾀﾚﾝ
【498】1,3-ｼﾞｸﾛﾛ-2-ﾌﾟﾛﾊﾟﾉｰﾙ

【522】1,1,2,2-ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾀﾝ(別
名四塩化ｱｾﾁﾚﾝ)

【567】ｱｼﾞﾋﾟﾝ酸ｼﾞ-2-ｴﾁﾙﾍｷｼ
ﾙ

【583】安息香酸ﾍﾞﾝｼﾞﾙ 【591】ｴﾁﾙｼｸﾛﾍｷｻﾝ
【594】ｴﾁﾚﾝｸﾞﾘｺｰﾙﾓﾉﾌﾞﾁﾙｴｰﾃ
ﾙ(別名ﾌﾞﾁﾙｾﾛｿﾙﾌﾞ)

【623】酢酸ﾍｷｼﾙ

【627】ｼﾞｴﾁﾚﾝｸﾞﾘｺｰﾙﾓﾉﾌﾞﾁﾙ
ｴｰﾃﾙ

【629】ｼｸﾛﾍｷｻﾝ 【632】1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 【661】1,2-ｼﾞﾒﾄｷｼｴﾀﾝ 【674】ﾃﾄﾗﾋﾄﾞﾛﾌﾗﾝ

【683】ﾄﾘｲｿﾌﾟﾛﾊﾟﾉｰﾙｱﾐﾝ 【691】ﾄﾘﾒﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ
【713】2-ﾀｰｼｬﾘ-ﾌﾞﾁﾙｼｸﾛﾍｷｼﾙ
=ｱｾﾀｰﾄ

【721】ﾌﾙﾌﾗｰﾙ 【731】ﾍﾌﾟﾀﾝ

【732】5-ﾍﾌﾟﾁﾙｵｷｿﾗﾝ-2-ｵﾝ 【737】ﾒﾁﾙｲｿﾌﾞﾁﾙｹﾄﾝ 【751】2-(2-ﾒﾄｷｼｴﾄｷｼ)ｴﾀﾉｰﾙ
【752】1-ﾒﾄｷｼ-2-(2-ﾒﾄｷｼｴﾄｷ
ｼ)ｴﾀﾝ

ショット剤 【87】ｸﾛﾑ及び三価ｸﾛﾑ化合物 【308】ﾆｯｹﾙ
塩浴剤 【144】無機ｼｱﾝ化合物(錯塩

及びｼｱﾝ酸塩を除く｡)
キレート剤 NaN

表面処理剤（メッキ薬剤、エッチング
剤等）

被覆剤 NaN

皮膜処理剤 【44】ｲﾝｼﾞｳﾑ及びその化合物 【72】塩化ﾊﾟﾗﾌｨﾝ(炭素数が
10から13までのもの及びその
混合物に限る｡)

【309】ﾆｯｹﾙ化合物 【395】ﾍﾟﾙｵｷｿﾆ硫酸の水溶性
塩

【405】ほう素化合物
めっき液 【1】亜鉛の水溶性化合物 【44】ｲﾝｼﾞｳﾑ及びその化合物 【75】ｶﾄﾞﾐｳﾑ及びその化合物 【82】銀及びその水溶性化合

物
【87】ｸﾛﾑ及び三価ｸﾛﾑ化合物

【88】六価ｸﾛﾑ化合物 【132】ｺﾊﾞﾙﾄ及びその化合物 【144】無機ｼｱﾝ化合物(錯塩
及びｼｱﾝ酸塩を除く｡)

【272】銅水溶性塩(錯塩を除
く｡)(207)

【309】ﾆｯｹﾙ化合物

【374】ふっ化水素及びその
水溶性塩

【392】ﾍｷｻﾝ 【405】ほう素化合物
【632】1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ

【693】ﾄﾘﾒﾄｷｼ-[3-(ｵｷｼﾗﾝ-2-ｲ
ﾙﾒﾄｷｼ)ﾌﾟﾛﾋﾟﾙ]ｼﾗﾝ

クロメート処理液 【87】ｸﾛﾑ及び三価ｸﾛﾑ化合物 【88】六価ｸﾛﾑ化合物 【275】ﾄﾞﾃﾞｼﾙ硫酸ﾅﾄﾘｳﾑ 【384】1-ﾌﾞﾛﾓﾌﾟﾛﾊﾟﾝ 【393】ﾍﾞｰﾀ-ﾅﾌﾄｰﾙ
溶融亜鉛めっき剤 【1】亜鉛の水溶性化合物
還元剤 【333】ﾋﾄﾞﾗｼﾞﾝ 【584】ｱﾝﾄﾗｾﾝ-9,10-ｼﾞｵﾝ(別

名ｱﾝﾄﾗｷﾉﾝ)
【595】ｴﾁﾚﾝｼﾞｱﾐﾝ四酢酸並び
にそのｶﾘｳﾑ塩及びﾅﾄﾘｳﾑ塩

【603】過酢酸 【668】炭酸ﾘﾁｳﾑ

エッチングガス 【83】ｸﾒﾝ 【213】N,N-ｼﾞﾒﾁﾙｱｾﾄｱﾐﾄﾞ 【302】ﾅﾌﾀﾚﾝ 【374】ふっ化水素及びその
水溶性塩

【384】1-ﾌﾞﾛﾓﾌﾟﾛﾊﾟﾝ

【395】ﾍﾟﾙｵｷｿﾆ硫酸の水溶性
塩

【396】ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛ(ｵｸﾀﾝ-1-ｽﾙﾎﾝ
酸)(別名PFOS)

【405】ほう素化合物

溶接棒、ハンダ
（フラックスを含む）

酸化防止剤 【1】亜鉛の水溶性化合物 【37】4,4'-ｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾘﾃﾞﾝｼﾞﾌｪ
ﾉｰﾙ(別名ﾋﾞｽﾌｪﾉｰﾙA)

【207】2,6-ｼﾞ-ﾀｰｼｬﾘ-ﾌﾞﾁﾙ-4-
ｸﾚｿﾞｰﾙ

【705】ﾋﾞｽ(2,2,6,6-ﾃﾄﾗﾒﾁﾙ-4-
ﾋﾟﾍﾟﾘｼﾞﾙ)=ｾﾊﾞｹｰﾄ

溶接材料 【87】ｸﾛﾑ及び三価ｸﾛﾑ化合物 【308】ﾆｯｹﾙ 【412】ﾏﾝｶﾞﾝ及びその化合物 【453】ﾓﾘﾌﾞﾃﾞﾝ及びその化合
物

フラックス剤 【1】亜鉛の水溶性化合物 【44】ｲﾝｼﾞｳﾑ及びその化合物 【405】ほう素化合物
作動油、絶縁油
（基油、添加剤）

絶縁剤 【207】2,6-ｼﾞ-ﾀｰｼｬﾘ-ﾌﾞﾁﾙ-4-
ｸﾚｿﾞｰﾙ

【302】ﾅﾌﾀﾚﾝ 【392】ﾍｷｻﾝ 【400】ﾍﾞﾝｾﾞﾝ

酸化防止剤 【1】亜鉛の水溶性化合物 【37】4,4'-ｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾘﾃﾞﾝｼﾞﾌｪ
ﾉｰﾙ(別名ﾋﾞｽﾌｪﾉｰﾙA)

【207】2,6-ｼﾞ-ﾀｰｼｬﾘ-ﾌﾞﾁﾙ-4-
ｸﾚｿﾞｰﾙ

【705】ﾋﾞｽ(2,2,6,6-ﾃﾄﾗﾒﾁﾙ-4-
ﾋﾟﾍﾟﾘｼﾞﾙ)=ｾﾊﾞｹｰﾄ

配合剤 【132】ｺﾊﾞﾙﾄ及びその化合物 【453】ﾓﾘﾌﾞﾃﾞﾝ及びその化合
物

【461】りん酸ﾄﾘﾌｪﾆﾙ

作動油の基油 【207】2,6-ｼﾞ-ﾀｰｼｬﾘ-ﾌﾞﾁﾙ-4-
ｸﾚｿﾞｰﾙ

潤滑油、グリース、研削油
（基油、添加剤）

酸化防止剤 【1】亜鉛の水溶性化合物 【37】4,4'-ｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾘﾃﾞﾝｼﾞﾌｪ
ﾉｰﾙ(別名ﾋﾞｽﾌｪﾉｰﾙA)

【188】N,N-ｼﾞｼｸﾛﾍｷｼﾙｱﾐﾝ 【207】2,6-ｼﾞ-ﾀｰｼｬﾘ-ﾌﾞﾁﾙ-4-
ｸﾚｿﾞｰﾙ

【218】ｼﾞﾒﾁﾙｱﾐﾝ

【292】ﾄﾘﾌﾞﾁﾙｱﾐﾝ 【392】ﾍｷｻﾝ 【460】りん酸ﾄﾘﾄﾘﾙ 【705】ﾋﾞｽ(2,2,6,6-ﾃﾄﾗﾒﾁﾙ-4-
ﾋﾟﾍﾟﾘｼﾞﾙ)=ｾﾊﾞｹｰﾄ
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用途分類 具体例 対象物質

添加剤 【72】塩化ﾊﾟﾗﾌｨﾝ(炭素数が
10から13までのもの及びその
混合物に限る｡)

【83】ｸﾒﾝ 【207】2,6-ｼﾞ-ﾀｰｼｬﾘ-ﾌﾞﾁﾙ-4-
ｸﾚｿﾞｰﾙ

【292】ﾄﾘﾌﾞﾁﾙｱﾐﾝ 【460】りん酸ﾄﾘﾄﾘﾙ

【461】りん酸ﾄﾘﾌｪﾆﾙ 【462】りん酸ﾄﾘﾌﾞﾁﾙ 【567】ｱｼﾞﾋﾟﾝ酸ｼﾞ-2-ｴﾁﾙﾍｷｼ
ﾙ

【568】ｱｾﾁﾙｱｾﾄﾝ
【594】ｴﾁﾚﾝｸﾞﾘｺｰﾙﾓﾉﾌﾞﾁﾙｴｰﾃ
ﾙ(別名ﾌﾞﾁﾙｾﾛｿﾙﾌﾞ)

【595】ｴﾁﾚﾝｼﾞｱﾐﾝ四酢酸並び
にそのｶﾘｳﾑ塩及びﾅﾄﾘｳﾑ塩

【603】過酢酸 【629】ｼｸﾛﾍｷｻﾝ 【668】炭酸ﾘﾁｳﾑ 【680】ﾄﾞﾃﾞｶﾝ-1-ﾁｵｰﾙ

【729】1-ﾍｷｾﾝ 【737】ﾒﾁﾙｲｿﾌﾞﾁﾙｹﾄﾝ
【682】1,3,5-ﾄﾘｱｼﾞﾝ-2,4,6-ﾄﾘ
ｱﾐﾝ(別名ﾒﾗﾐﾝ)

【687】ﾄﾘﾒﾁﾙｱﾐﾝ
【693】ﾄﾘﾒﾄｷｼ-[3-(ｵｷｼﾗﾝ-2-ｲ
ﾙﾒﾄｷｼ)ﾌﾟﾛﾋﾟﾙ]ｼﾗﾝ

【705】ﾋﾞｽ(2,2,6,6-ﾃﾄﾗﾒﾁﾙ-4-
ﾋﾟﾍﾟﾘｼﾞﾙ)=ｾﾊﾞｹｰﾄ

【725】ﾍｷｻﾋﾄﾞﾛ-1,3,5-ﾄﾘｽ(2-ﾋ
ﾄﾞﾛｷｼｴﾁﾙ)-1,3,5-ﾄﾘｱｼﾞﾝ

【727】ﾍｷｻﾝｼﾞﾋﾄﾞﾗｼﾞﾄﾞ
【739】2-[ﾒﾁﾙ-[(Z)-ｵｸﾀﾃﾞｶ-9-
ｴﾉｲﾙ]ｱﾐﾉ]酢酸(別名ｵﾚｵｲﾙｻﾞﾙｺ
ｼﾝ)

【743】ﾒﾁﾙ=ﾄﾞﾃﾞｶﾉｱｰﾄ

【746】N-ﾒﾁﾙ-2-ﾋﾟﾛﾘﾄﾞﾝ 【751】2-(2-ﾒﾄｷｼｴﾄｷｼ)ｴﾀﾉｰﾙ
【753】硫化(2,4,4-ﾄﾘﾒﾁﾙﾍﾟﾝﾃ
ﾝ)

潤滑油 【30】直鎖ｱﾙｷﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝｽﾙﾎﾝ酸
及びその塩(ｱﾙｷﾙ基の炭素数が
10から14までのもの及びその
化合物に限る｡)

【56】ｴﾁﾚﾝｵｷｼﾄﾞ 【72】塩化ﾊﾟﾗﾌｨﾝ(炭素数が
10から13までのもの及びその
混合物に限る｡)

【188】N,N-ｼﾞｼｸﾛﾍｷｼﾙｱﾐﾝ 【207】2,6-ｼﾞ-ﾀｰｼｬﾘ-ﾌﾞﾁﾙ-4-
ｸﾚｿﾞｰﾙ

【257】ｱﾙｶﾉｰﾙ(炭素数が10の
ものに限る｡)(別名ﾃﾞｶﾉｰﾙ)

【290】ﾄﾘｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ 【300】ﾄﾙｴﾝ 【319】1-ﾉﾅﾉｰﾙ(別名ﾉﾙﾏﾙ-ﾉﾆﾙ
ｱﾙｺｰﾙ)

【320】ｱﾙｷﾙﾌｪﾉｰﾙ(ｱﾙｷﾙ基の
炭素数が9のものに限る｡)

【392】ﾍｷｻﾝ 【410】ﾎﾟﾘ(ｵｷｼｴﾁﾚﾝ)=ｱﾙｷﾙﾌｪ
ﾆﾙｴｰﾃﾙ(ｱﾙｷﾙ基の炭素数が9の
ものに限る｡)

【448】ﾒﾁﾚﾝﾋﾞｽ(4,1-ﾌｪﾆﾚﾝ)=
ｼﾞｲｿｼｱﾈｰﾄ

【453】ﾓﾘﾌﾞﾃﾞﾝ及びその化合
物

【460】りん酸ﾄﾘﾄﾘﾙ

【461】りん酸ﾄﾘﾌｪﾆﾙ 【462】りん酸ﾄﾘﾌﾞﾁﾙ
【567】ｱｼﾞﾋﾟﾝ酸ｼﾞ-2-ｴﾁﾙﾍｷｼ
ﾙ

【568】ｱｾﾁﾙｱｾﾄﾝ
【594】ｴﾁﾚﾝｸﾞﾘｺｰﾙﾓﾉﾌﾞﾁﾙｴｰﾃ
ﾙ(別名ﾌﾞﾁﾙｾﾛｿﾙﾌﾞ)

【595】ｴﾁﾚﾝｼﾞｱﾐﾝ四酢酸並び
にそのｶﾘｳﾑ塩及びﾅﾄﾘｳﾑ塩

【629】ｼｸﾛﾍｷｻﾝ 【680】ﾄﾞﾃﾞｶﾝ-1-ﾁｵｰﾙ
【702】ﾋﾞｽ(2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ)=(Z)-
ﾌﾞﾀ-2-ｴﾝｼﾞｵｱｰﾄ

【721】ﾌﾙﾌﾗｰﾙ

【729】1-ﾍｷｾﾝ
【739】2-[ﾒﾁﾙ-[(Z)-ｵｸﾀﾃﾞｶ-9-
ｴﾉｲﾙ]ｱﾐﾉ]酢酸(別名ｵﾚｵｲﾙｻﾞﾙｺ
ｼﾝ)

【743】ﾒﾁﾙ=ﾄﾞﾃﾞｶﾉｱｰﾄ 【746】N-ﾒﾁﾙ-2-ﾋﾟﾛﾘﾄﾞﾝ
【753】硫化(2,4,4-ﾄﾘﾒﾁﾙﾍﾟﾝﾃ
ﾝ)

切削油 【20】2-ｱﾐﾉｴﾀﾉｰﾙ 【188】N,N-ｼﾞｼｸﾛﾍｷｼﾙｱﾐﾝ 【392】ﾍｷｻﾝ 【405】ほう素化合物 【410】ﾎﾟﾘ(ｵｷｼｴﾁﾚﾝ)=ｱﾙｷﾙﾌｪ
ﾆﾙｴｰﾃﾙ(ｱﾙｷﾙ基の炭素数が9の
ものに限る｡)

【626】ｼﾞｴﾀﾉｰﾙｱﾐﾝ
配合剤 【132】ｺﾊﾞﾙﾄ及びその化合物 【453】ﾓﾘﾌﾞﾃﾞﾝ及びその化合

物
電気・電子材料 太陽電池原料 【44】ｲﾝｼﾞｳﾑ及びその化合物 【83】ｸﾒﾝ 【143】4,4'-ｼﾞｱﾐﾉｼﾞﾌｪﾆﾙｴｰﾃﾙ 【213】N,N-ｼﾞﾒﾁﾙｱｾﾄｱﾐﾄﾞ 【242】ｾﾚﾝ及びその化合物

【392】ﾍｷｻﾝ
エピタキシャル成長 【44】ｲﾝｼﾞｳﾑ及びその化合物 【143】4,4'-ｼﾞｱﾐﾉｼﾞﾌｪﾆﾙｴｰﾃﾙ 【213】N,N-ｼﾞﾒﾁﾙｱｾﾄｱﾐﾄﾞ 【277】ﾄﾘｴﾁﾙｱﾐﾝ 【374】ふっ化水素及びその

水溶性塩
電池原料 【1】亜鉛の水溶性化合物 【31】ｱﾝﾁﾓﾝ及びその化合物 【44】ｲﾝｼﾞｳﾑ及びその化合物 【75】ｶﾄﾞﾐｳﾑ及びその化合物 【80】ｷｼﾚﾝ

【132】ｺﾊﾞﾙﾄ及びその化合物 【143】4,4'-ｼﾞｱﾐﾉｼﾞﾌｪﾆﾙｴｰﾃﾙ 【207】2,6-ｼﾞ-ﾀｰｼｬﾘ-ﾌﾞﾁﾙ-4-
ｸﾚｿﾞｰﾙ

【213】N,N-ｼﾞﾒﾁﾙｱｾﾄｱﾐﾄﾞ 【218】ｼﾞﾒﾁﾙｱﾐﾝ

【277】ﾄﾘｴﾁﾙｱﾐﾝ 【300】ﾄﾙｴﾝ 【309】ﾆｯｹﾙ化合物 【332】砒素及びその無機化
合物

【392】ﾍｷｻﾝ

【394】ﾍﾞﾘﾘｳﾑ及びその化合
物

【403】ﾍﾞﾝｿﾞﾌｪﾉﾝ 【405】ほう素化合物 【412】ﾏﾝｶﾞﾝ及びその化合物 【448】ﾒﾁﾚﾝﾋﾞｽ(4,1-ﾌｪﾆﾚﾝ)=
ｼﾞｲｿｼｱﾈｰﾄ

【460】りん酸ﾄﾘﾄﾘﾙ 【461】りん酸ﾄﾘﾌｪﾆﾙ 【661】1,2-ｼﾞﾒﾄｷｼｴﾀﾝ
電池 （蓄電池を含む） めっき電極 【44】ｲﾝｼﾞｳﾑ及びその化合物 【82】銀及びその水溶性化合

物
【308】ﾆｯｹﾙ

電池原料 【1】亜鉛の水溶性化合物 【31】ｱﾝﾁﾓﾝ及びその化合物 【44】ｲﾝｼﾞｳﾑ及びその化合物 【75】ｶﾄﾞﾐｳﾑ及びその化合物 【80】ｷｼﾚﾝ
【132】ｺﾊﾞﾙﾄ及びその化合物 【238】水素化ﾃﾙﾌｪﾆﾙ 【300】ﾄﾙｴﾝ 【309】ﾆｯｹﾙ化合物 【332】砒素及びその無機化

合物
【340】ﾋﾞﾌｪﾆﾙ 【394】ﾍﾞﾘﾘｳﾑ及びその化合

物
【405】ほう素化合物 【412】ﾏﾝｶﾞﾝ及びその化合物

【661】1,2-ｼﾞﾒﾄｷｼｴﾀﾝ

水処理剤 （清缶剤、軟化剤、凝集
剤）

除去剤
【629】ｼｸﾛﾍｷｻﾝ

【522】1,1,2,2-ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾀﾝ(別
名四塩化ｱｾﾁﾚﾝ)

【746】N-ﾒﾁﾙ-2-ﾋﾟﾛﾘﾄﾞﾝ

冷却水･排水処理剤 【1】亜鉛の水溶性化合物 【232】N,N-ｼﾞﾒﾁﾙﾎﾙﾑｱﾐﾄﾞ 【333】ﾋﾄﾞﾗｼﾞﾝ 【405】ほう素化合物
ボイラ用水処理剤 【20】2-ｱﾐﾉｴﾀﾉｰﾙ 【154】ｼｸﾛﾍｷｼﾙｱﾐﾝ 【333】ﾋﾄﾞﾗｼﾞﾝ
凝集剤 【2】ｱｸﾘﾙｱﾐﾄﾞ 【213】N,N-ｼﾞﾒﾁﾙｱｾﾄｱﾐﾄﾞ 【218】ｼﾞﾒﾁﾙｱﾐﾝ 【219】ｼﾞﾒﾁﾙｼﾞｽﾙﾌｨﾄﾞ(別名

二硫化ﾒﾁﾙ)
【277】ﾄﾘｴﾁﾙｱﾐﾝ

【392】ﾍｷｻﾝ
装置腐食防止剤 【44】ｲﾝｼﾞｳﾑ及びその化合物 【80】ｷｼﾚﾝ 【213】N,N-ｼﾞﾒﾁﾙｱｾﾄｱﾐﾄﾞ 【218】ｼﾞﾒﾁﾙｱﾐﾝ 【302】ﾅﾌﾀﾚﾝ
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【392】ﾍｷｻﾝ
金属補足剤 【393】ﾍﾞｰﾀ-ﾅﾌﾄｰﾙ

吸着剤、乾燥剤 吸収剤 【218】ｼﾞﾒﾁﾙｱﾐﾝ 【232】N,N-ｼﾞﾒﾁﾙﾎﾙﾑｱﾐﾄﾞ 【403】ﾍﾞﾝｿﾞﾌｪﾉﾝ 【599】ｵｷｻｼｸﾛﾍｷｻﾃﾞｶﾝ-2-ｵﾝ
乾燥剤 【132】ｺﾊﾞﾙﾄ及びその化合物
脱水剤 【242】ｾﾚﾝ及びその化合物
吸着剤 【20】2-ｱﾐﾉｴﾀﾉｰﾙ 【392】ﾍｷｻﾝ

熱伝導剤 （熱媒体、冷媒） 冷媒 【44】ｲﾝｼﾞｳﾑ及びその化合物 【104】ｸﾛﾛｼﾞﾌﾙｵﾛﾒﾀﾝ(別名
HCFC-22)

【127】ｸﾛﾛﾎﾙﾑ 【149】四塩化炭素 【161】ｼﾞｸﾛﾛｼﾞﾌﾙｵﾛﾒﾀﾝ(別名
CFC-12)

【262】ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 【281】ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 【386】ﾌﾞﾛﾓﾒﾀﾝ(別名臭化ﾒﾁﾙ)

熱媒体 【15】ｱｾﾅﾌﾃﾝ 【238】水素化ﾃﾙﾌｪﾆﾙ 【340】ﾋﾞﾌｪﾆﾙ 【438】ﾒﾁﾙﾅﾌﾀﾚﾝ

冷却剤 【695】ﾅﾄﾘｳﾑ=1-ｵｷｿ-1ﾗﾑﾀﾞ
(5)-ﾋﾟﾘｼﾞﾝ-2-ﾁｵﾗｰﾄ

不凍液、凍結防止剤 不凍液（クーラント（LLC）） NaN
凍結防止剤 【275】ﾄﾞﾃﾞｼﾙ硫酸ﾅﾄﾘｳﾑ

建設資材用添加剤
（コンクリート混和剤、木材補強含浸
剤等）

離型剤 【30】直鎖ｱﾙｷﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝｽﾙﾎﾝ酸
及びその塩(ｱﾙｷﾙ基の炭素数が
10から14までのもの及びその
化合物に限る｡)

【56】ｴﾁﾚﾝｵｷｼﾄﾞ 【320】ｱﾙｷﾙﾌｪﾉｰﾙ(ｱﾙｷﾙ基の
炭素数が9のものに限る｡)

【407】ﾎﾟﾘ(ｵｷｼｴﾁﾚﾝ)=ｱﾙｷﾙｴｰ
ﾃﾙ(ｱﾙｷﾙ基の炭素数が12から
15までのもの及びその混合物
に限る｡)

【408】ﾎﾟﾘ(ｵｷｼｴﾁﾚﾝ)=ｱﾙｷﾙﾌｪ
ﾆﾙｴｰﾃﾙ(ｱﾙｷﾙ基の炭素数が8の
ものに限る｡)

【410】ﾎﾟﾘ(ｵｷｼｴﾁﾚﾝ)=ｱﾙｷﾙﾌｪ
ﾆﾙｴｰﾃﾙ(ｱﾙｷﾙ基の炭素数が9の
ものに限る｡)

消泡剤 【319】1-ﾉﾅﾉｰﾙ(別名ﾉﾙﾏﾙ-ﾉﾆﾙ
ｱﾙｺｰﾙ)

【407】ﾎﾟﾘ(ｵｷｼｴﾁﾚﾝ)=ｱﾙｷﾙｴｰ
ﾃﾙ(ｱﾙｷﾙ基の炭素数が12から
15までのもの及びその混合物
に限る｡)

強化剤・減水剤 【7】ｱｸﾘﾙ酸ﾌﾞﾁﾙ 【409】ﾎﾟﾘ(ｵｷｼｴﾁﾚﾝ)=ﾄﾞﾃﾞｼﾙ
ｴｰﾃﾙ硫酸ｴｽﾃﾙﾅﾄﾘｳﾑ

土壌改良材 農地以外 【448】ﾒﾁﾚﾝﾋﾞｽ(4,1-ﾌｪﾆﾚﾝ)=
ｼﾞｲｿｼｱﾈｰﾄ

燃料（固体、液体及びガス体を含
む）及び燃料添加剤

燃料 【83】ｸﾒﾝ 【190】ｼﾞｼｸﾛﾍﾟﾝﾀｼﾞｴﾝ 【302】ﾅﾌﾀﾚﾝ 【317】ﾆﾄﾛﾒﾀﾝ 【340】ﾋﾞﾌｪﾆﾙ

【375】2-ﾌﾞﾃﾅｰﾙ 【392】ﾍｷｻﾝ 【438】ﾒﾁﾙﾅﾌﾀﾚﾝ 【567】ｱｼﾞﾋﾟﾝ酸ｼﾞ-2-ｴﾁﾙﾍｷｼ
ﾙ

【594】ｴﾁﾚﾝｸﾞﾘｺｰﾙﾓﾉﾌﾞﾁﾙｴｰﾃ
ﾙ(別名ﾌﾞﾁﾙｾﾛｿﾙﾌﾞ)

【603】過酢酸 【629】ｼｸﾛﾍｷｻﾝ 【674】ﾃﾄﾗﾋﾄﾞﾛﾌﾗﾝ 【684】ﾄﾘｵｸﾁﾙｱﾐﾝ 【699】ﾊﾟﾗﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ
【702】ﾋﾞｽ(2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ)=(Z)-
ﾌﾞﾀ-2-ｴﾝｼﾞｵｱｰﾄ

【721】ﾌﾙﾌﾗｰﾙ
【725】ﾍｷｻﾋﾄﾞﾛ-1,3,5-ﾄﾘｽ(2-ﾋ
ﾄﾞﾛｷｼｴﾁﾙ)-1,3,5-ﾄﾘｱｼﾞﾝ

【729】1-ﾍｷｾﾝ 【731】ﾍﾌﾟﾀﾝ

【739】2-[ﾒﾁﾙ-[(Z)-ｵｸﾀﾃﾞｶ-9-
ｴﾉｲﾙ]ｱﾐﾉ]酢酸(別名ｵﾚｵｲﾙｻﾞﾙｺ
ｼﾝ)

【747】2-ﾒﾁﾙﾌﾟﾛﾊﾟﾝ-2-ﾁｵｰﾙ 【751】2-(2-ﾒﾄｷｼｴﾄｷｼ)ｴﾀﾉｰﾙ

アンチノック剤 【80】ｷｼﾚﾝ 【157】1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ 【317】ﾆﾄﾛﾒﾀﾝ

酸化防止剤 【1】亜鉛の水溶性化合物 【37】4,4'-ｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾘﾃﾞﾝｼﾞﾌｪ
ﾉｰﾙ(別名ﾋﾞｽﾌｪﾉｰﾙA)

【83】ｸﾒﾝ 【207】2,6-ｼﾞ-ﾀｰｼｬﾘ-ﾌﾞﾁﾙ-4-
ｸﾚｿﾞｰﾙ

【302】ﾅﾌﾀﾚﾝ

石油精製 【53】ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ 【80】ｷｼﾚﾝ 【300】ﾄﾙｴﾝ 【400】ﾍﾞﾝｾﾞﾝ 【705】ﾋﾞｽ(2,2,6,6-ﾃﾄﾗﾒﾁﾙ-4-
ﾋﾟﾍﾟﾘｼﾞﾙ)=ｾﾊﾞｹｰﾄ

その他 塵埃防止剤 【316】ﾆﾄﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ
変性剤 【342】ﾋﾟﾘｼﾞﾝ 【522】1,1,2,2-ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾀﾝ(別

名四塩化ｱｾﾁﾚﾝ)
【624】ｻﾘﾁﾙ酸ﾒﾁﾙ 【737】ﾒﾁﾙｲｿﾌﾞﾁﾙｹﾄﾝ

油脂 【207】2,6-ｼﾞ-ﾀｰｼｬﾘ-ﾌﾞﾁﾙ-4-
ｸﾚｿﾞｰﾙ

【632】1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ

繊維 【7】ｱｸﾘﾙ酸ﾌﾞﾁﾙ 【557】ﾒﾁﾙ=ﾍﾞﾝｿﾞｲﾐﾀﾞｿﾞｰﾙ-
2-ｲﾙｶﾙﾊﾞﾏｰﾄ(別名ｶﾙﾍﾞﾝﾀﾞｼﾞﾑ)

【564】ｱｸﾘﾙ酸2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ
【567】ｱｼﾞﾋﾟﾝ酸ｼﾞ-2-ｴﾁﾙﾍｷｼ
ﾙ

【583】安息香酸ﾍﾞﾝｼﾞﾙ

【600】ｵｸﾀﾌﾞﾛﾓｼﾞﾌｪﾆﾙｴｰﾃﾙ
【627】ｼﾞｴﾁﾚﾝｸﾞﾘｺｰﾙﾓﾉﾌﾞﾁﾙ
ｴｰﾃﾙ

【693】ﾄﾘﾒﾄｷｼ-[3-(ｵｷｼﾗﾝ-2-ｲ
ﾙﾒﾄｷｼ)ﾌﾟﾛﾋﾟﾙ]ｼﾗﾝ

【699】ﾊﾟﾗﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ 【749】3-ﾒﾄｷｼｱﾆﾘﾝ

繊維加工 【7】ｱｸﾘﾙ酸ﾌﾞﾁﾙ 【749】3-ﾒﾄｷｼｱﾆﾘﾝ
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食品添加物 【219】ｼﾞﾒﾁﾙｼﾞｽﾙﾌｨﾄﾞ(別名
二硫化ﾒﾁﾙ)

【257】ｱﾙｶﾉｰﾙ(炭素数が10の
ものに限る｡)(別名ﾃﾞｶﾉｰﾙ)

【273】1-ﾄﾞﾃﾞｶﾉｰﾙ 【319】1-ﾉﾅﾉｰﾙ(別名ﾉﾙﾏﾙ-ﾉﾆﾙ
ｱﾙｺｰﾙ)

【392】ﾍｷｻﾝ

【403】ﾍﾞﾝｿﾞﾌｪﾉﾝ 【468】4-ｱﾘﾙ-1,2-ｼﾞﾒﾄｷｼﾍﾞﾝ
ｾﾞﾝ

【530】ﾅﾄﾘｳﾑ=1,1'-ﾋﾞﾌｪﾆﾙ-2-
ｵﾗｰﾄ

【572】ｱﾘﾙ=ﾍｷｻﾉｱｰﾄ 【573】ｱﾘﾙ=ﾍﾌﾟﾀﾉｱｰﾄ

【583】安息香酸ﾍﾞﾝｼﾞﾙ
【588】4-ｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾙ-3-ﾒﾁﾙﾌｪ
ﾉｰﾙ

【594】ｴﾁﾚﾝｸﾞﾘｺｰﾙﾓﾉﾌﾞﾁﾙｴｰﾃ
ﾙ(別名ﾌﾞﾁﾙｾﾛｿﾙﾌﾞ)

【599】ｵｷｻｼｸﾛﾍｷｻﾃﾞｶﾝ-2-ｵﾝ
【616】(E)-1-(2-ｸﾛﾛ-1,3-ﾁｱ
ｿﾞｰﾙ-5-ｲﾙﾒﾁﾙ)-3-ﾒﾁﾙ-2-ﾆﾄﾛｸﾞ
ｱﾆｼﾞﾝ(別名ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝ)

【624】ｻﾘﾁﾙ酸ﾒﾁﾙ
【628】1,4-ｼﾞｵｷｻｼｸﾛﾍﾌﾟﾀﾃﾞｶ
ﾝ-5,17-ｼﾞｵﾝ

【638】N-(3,5-ｼﾞｸﾛﾛﾌｪﾆﾙ)-
1,2-ｼﾞﾒﾁﾙｼｸﾛﾌﾟﾛﾊﾟﾝ-1,2-ｼﾞｶﾙ
ﾎﾞｷｼﾐﾄﾞ(別名ﾌﾟﾛｼﾐﾄﾞﾝ)

【648】
(4S,4aR,5S,5aR,6S,12aS)-4-
(ｼﾞﾒﾁﾙｱﾐﾉ)-3,5,6,10,12,12a-ﾍｷ
ｻﾋﾄﾞﾛｷｼ-6-ﾒﾁﾙ-1,11-ｼﾞｵｷｿ-
1,4,4a,5,5a,6,11,12a-ｵｸﾀﾋﾄﾞﾛﾃ
ﾄﾗｾﾝ-2-ｶﾙﾎﾞｷｻﾐﾄﾞ(別名ｵｷｼﾃﾄﾗ
ｻｲｸﾘﾝ)

【659】2,2-ｼﾞﾒﾁﾙ-3-ﾒﾁﾘﾃﾞﾝﾋﾞ
ｼｸﾛ[2.2.1]ﾍﾌﾟﾀﾝ(別名ｶﾝﾌｪﾝ)

【687】ﾄﾘﾒﾁﾙｱﾐﾝ 【721】ﾌﾙﾌﾗｰﾙ
【728】ﾍｷｼﾙ=2-ﾋﾄﾞﾛｷｼﾍﾞﾝｿﾞ
ｱｰﾄ

【731】ﾍﾌﾟﾀﾝ 【732】5-ﾍﾌﾟﾁﾙｵｷｿﾗﾝ-2-ｵﾝ

【738】ﾒﾁﾙ=2-(3-ｵｷｿ-2-ﾍﾟﾝﾁ
ﾙｼｸﾛﾍﾟﾝﾁﾙ)ｱｾﾀｰﾄ

【744】(E)-3-ﾒﾁﾙ-4-(2,6,6-ﾄﾘ
ﾒﾁﾙｼｸﾛﾍｷｻ-2-ｴﾝ-1-ｲﾙ)ﾌﾞﾀ-3-ｴ
ﾝ-2-ｵﾝ

【747】2-ﾒﾁﾙﾌﾟﾛﾊﾟﾝ-2-ﾁｵｰﾙ

※1　【】内の数字は、物質番号です。
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4-2-3 対象物質の主な用途(原材料、資材等)

種 管理
番号

特定
第１種

追加
物質

物　質　名　称

1 1 亜鉛の水溶性化合物 6塗料、ワニス（染料・顔料） 6塗料、ワニス（酸化防止剤） 7印刷インキ（酸化防止剤） 8複写用薬剤（酸化防止剤） 19接着剤（酸化防止剤）

30ゴム用添加剤（酸化防止剤）
35合金の原料、鋳造用資材（フ
ラックス剤）

35合金の原料、鋳造用資材
（合金原料）

37表面処理剤（めっき液）
37表面処理剤（溶融亜鉛めっ
き剤）

38溶接棒、ハンダ（酸化防止
剤）

38溶接棒、ハンダ（フラックス
剤）

39作動油、絶縁油（酸化防止
剤）

40潤滑油、グリース、研削油
（酸化防止剤）

41電気・電子材料（電池原料）

42電池（電池原料）
43水処理剤 （冷却水･排水処
理剤）

49燃料及び燃料添加剤（酸化
防止剤）

1 2 アクリルアミド
6塗料、ワニス（染料・顔料） 19接着剤（接着剤）

28紙・パルプ薬品（紙力増強
剤）

43水処理剤 （凝集剤）

1 3 アクリル酸エチル 1重合原料・合成原料（合成樹
脂原料）

1重合原料・合成原料（合成ゴ
ム原料）

1重合原料・合成原料（粘着
テープ原料）

19接着剤（接着剤） 26繊維処理剤（防水剤）

1 4 アクリル酸及びその水溶性塩 1重合原料・合成原料（合成樹
脂原料）

1重合原料・合成原料（合成ゴ
ム原料）

1重合原料・合成原料（粘着
テープ原料）

19接着剤（接着剤） 26繊維処理剤（防水剤）

1 5 アクリル酸２－（ジメチルアミノ）エチル

1 7 アクリル酸ブチル 1重合原料・合成原料（乳化剤
原料）

1重合原料・合成原料（有機合
成原料）

1重合原料・合成原料（合成樹
脂原料）

1重合原料・合成原料（樹脂） 4着色剤（染料）

6塗料、ワニス（染料・顔料）
6塗料、ワニス（乾燥促進剤、湿
潤剤、難燃剤、撥水剤）

6塗料、ワニス（可塑剤） 6塗料、ワニス（溶剤） 6塗料、ワニス（酸化防止剤）

6塗料、ワニス（樹脂硬化剤）
6塗料、ワニス（光硬化塗料モノ
マー・オリゴマー）

7印刷インキ（染料） 7印刷インキ（印刷インキ） 7印刷インキ充填剤（フィラー）

8複写用薬剤（染料）
9医薬品・動物医薬品・医薬部
外品・医療用具（医薬品）

10化粧品（化粧品） 19接着剤（接着剤） 19接着剤（可塑剤）

19接着剤（樹脂硬化剤）
22ゴム・プラスチック接着用溶
剤（溶剤）

23試薬（分析用試薬） 23試薬（試験研究用）
24写真、フォトレジスト、印刷版
材料（感光材料）

26繊維処理剤（染料） 26繊維処理剤（繊維処理剤）
26繊維処理剤（紙力増強剤・含
浸補強剤）

26繊維処理剤（サイズ剤）
26繊維処理剤（紡糸・紡績油
剤）

26繊維処理剤（柔軟仕上げ剤） 28紙・パルプ薬品（染料）
28紙・パルプ薬品（紙力増強
剤）

29合成樹脂添加剤（可塑剤）
29合成樹脂添加剤（樹脂改質
剤）

31皮革処理剤（仕上げ加工薬
剤（着色剤、着色助剤、撥水・
撥油剤等））

34研削砥石、研磨剤（研削砥
石、研磨剤、摩擦材原料）

47建設資材用添加剤 50その他（繊維） 50その他（繊維加工）

1 8 アクリル酸メチル

1 9 アクリロニトリル 1重合原料・合成原料（有機合
成原料）

1重合原料・合成原料（合成樹
脂原料）

1 10 アクロレイン

1 12 〇 アセトアルデヒド 35合金の原料、鋳造用資材
（樹脂粘結剤）

1 14 アセトンシアノヒドリン 1重合原料・合成原料（有機合
成原料）

1重合原料・合成原料（合成樹
脂原料）

23試薬（分析用試薬）
29合成樹脂添加剤（メタクリル
樹脂中間原料）

1 15 アセナフテン 1重合原料・合成原料（染料原
料）

1重合原料・合成原料（有機合
成原料）

4着色剤（染料） 6染料、ワニス（染料） 7印刷インキ（染料）

8複写用薬剤（染料） 16殺生物剤（殺菌剤） 16殺生物剤（殺虫剤） 26繊維処理剤（染料） 28紙・パルプ薬品（染料）
1 18 アニリン 1重合原料・合成原料（有機合

成原料）
1重合原料・合成原料（医薬品
原料）

6塗料、ワニス（染料・顔料） 7印刷インキ（染料） 8複写用薬剤（染料）

18着香剤、消臭剤（香料） 23試薬（分析用試薬） 26繊維処理剤（染料） 28紙・パルプ薬品（染料）
1 20 ２－アミノエタノール 5水系洗浄剤、ワックス（調整

剤）
6塗料、ワニス（染料・顔料） 36工業用洗浄剤（洗浄剤）

40潤滑油、グリース、研削油
（切削油）

ボイラ用水処理剤

44吸着剤、乾燥剤（吸着剤）
1 21 ５－アミノ－４－クロロ－２－フェニルピリダジン－３（２Ｈ）－

オン（別名クロリダゾン） 12農薬（農薬） 16殺生物剤（除草剤）

1 22 ５－アミノ－１－［２，６－ジクロロ－４－（トリフルオロメチル）
フェニル］－３－シアノ－４－［（トリフルオロメチル）スルフィニ
ル］ピラゾール（別名フィプロニル）

1重合原料・合成原料（染料原
料）

1 23 パラ－アミノフェノール 1重合原料・合成原料（有機合
成原料）

1重合原料・合成原料（合成樹
脂原料）

4着色剤（染料）
9医薬品・動物医薬品・医薬部
外品・医療用具（医薬品）

10化粧品（化粧品）

23試薬（試験研究用）
1 25 ４－アミノ－６－ターシャリ－ブチル－３－メチルチオ－１，

２，４－トリアジン－５（４Ｈ）－オン（別名メトリブジン） 12農薬（農薬） 16殺生物剤（除草剤）

1 27 ４－アミノ－３－メチル－６－フェニル－１，２，４－トリアジン
－５（４Ｈ）－オン（別名メタミトロン） 12農薬（農薬） 16殺生物剤（除草剤）

1 28 アリルアルコール 6塗料、ワニス（染料・顔料）
1 29 １－アリルオキシ－２，３－エポキシプロパン

1 30 直鎖アルキルベンゼンスルホン酸及びその塩（アルキル基の
炭素数が１０から１４までのもの及びその混合物に限る。）

1重合原料・合成原料（ワックス
原料）

35合金の原料、鋳造用資材
（離型剤）

36工業用洗浄剤（洗浄剤）
40潤滑油、グリース、研削油
（潤滑油）

47建設資材用添加剤
（離型剤）

1 31 アンチモン及びその化合物 1重合原料・合成原料（粘着
テープ原料）

2化学プロセス調整剤（触媒） 6塗料、ワニス（染料・顔料）
6塗料、ワニス（乾燥促進剤、湿
潤剤、難燃剤、撥水剤）

19接着剤（難燃剤）

26繊維処理剤（難燃剤） 28紙・パルプ薬品（難燃剤）
32ガラス、ほうろう、セメント（ガ
ラス添加剤）

32ガラス、ほうろう、セメント（光
学ガラス原料・添加剤）

35合金の原料、鋳造用資材
（鉄鋼原料）

35合金の原料、鋳造用資材
（合金原料）

41電気・電子材料（電池原料） 42電池（電池原料）

1 32 アントラセン 1重合原料・合成原料（染料原
料）

1重合原料・合成原料（有機合
成原料）

3合成反応用、紡糸・製膜用、
抽出・精製用溶剤等（溶剤）

4着色剤（染料） 4着色剤（蛍光体）

6塗料、ワニス（染料・顔料）
6塗料、ワニス（溶剤を含む）
（防腐剤）

23試薬（分析用試薬） 23試薬（試験研究用）
24写真、フォトレジスト、印刷版
材料（感光材料）

29合成樹脂添加剤（可塑剤）
33陶磁器、耐火物、ファインセ
ラミックス（増粘剤（結合剤））

1 33 〇 石綿 33陶磁器、耐火物、ファインセ
ラミックス（セメントファイバー
ボード原料）

1 34 ３－イソシアナトメチル－３，５，５－トリメチルシクロヘキシル
＝イソシアネート

1 36 イソプレン

1 37 ４，４’－イソプロピリデンジフェノール（別名ビスフェノールＡ） 1重合原料・合成原料（合成樹
脂原料）

1重合原料・合成原料（ブレー
キ液原料）

6塗料、ワニス（染料・顔料） 6塗料、ワニス（酸化防止剤） 7印刷インキ（酸化防止剤）

8複写用薬剤（酸化防止剤） 19接着剤（酸化防止剤） 30ゴム用添加剤（酸化防止剤）
38溶接棒、ハンダ（酸化防止
剤）

39作動油、絶縁油（酸化防止
剤）

40潤滑油、グリース、研削油
（酸化防止剤）

49燃料及び燃料添加剤（酸化
防止剤）

1 40 イソプロピル＝２－（４－メトキシビフェニル－３－イル）ヒドラ
ジノホルマート（別名ビフェナゼート）

9医薬品・動物医薬品・医薬部
外品・医療用具（医薬品）

12農薬（農薬） 16殺生物剤（殺虫剤）

1 41 ３’－イソプロポキシ－２－トリフルオロメチルベンズアニリド
（別名フルトラニル） 12農薬（農薬） 16殺生物剤（殺菌剤） 16殺生物剤（殺虫剤）

1 44 インジウム及びその化合物 1重合原料・合成原料（有機合
成原料）

1重合原料・合成原料（合成樹
脂原料）

6塗料、ワニス（染料・顔料）
6塗料、ワニス（充填剤（フィ
ラー））

7印刷インキ（酸化防止剤）

19接着剤（溶剤） 23試薬（分析用試薬） 23試薬（試験研究用）
33陶磁器、耐火物、ファインセ
ラミックス（れんが原料）

35合金の原料、鋳造用資材
（合金原料）

37表面処理剤（皮膜処理剤） 37表面処理剤（めっき液）
38溶接棒、ハンダ（フラックス
剤）

41電気・電子材料（太陽電池原
料）

41電気・電子材料（エピタキ
シャル成長）

41電気・電子材料（電池原料） 42電池（めっき電極） 42電池（電池原料） 43水処理剤（装置腐食防止剤） 45熱伝導剤（冷媒）
1 46 エチル＝２－［４－（６－クロロ－２－キノキサリニルオキシ）

フェノキシ］プロピオナート（別名キザロホップエチル）

1 47 Ｏ－エチル＝Ｏ－（６－ニトロ－メタ－トリル）＝セカンダリ－
ブチルホスホルアミドチオアート（別名ブタミホス）

1 48 Ｏ－エチル＝Ｏ－４－ニトロフェニル＝フェニルホスホノチオ
アート（別名ＥＰＮ）

1 49 Ｎ－（１－エチルプロピル）－２，６－ジニトロ－３，４－キシリ
ジン（別名ペンディメタリン）

1 50 Ｓ－エチル＝ヘキサヒドロ－１Ｈ－アゼピン－１－カルボチオ
アート（別名モリネート）

1 52 エチル＝（Ｚ）－３－（Ｎ－ベンジル－Ｎ－｛［メチル（１－メチ
ルチオエチリデンアミノオキシカルボニル）アミノ］チオ｝アミ
ノ）プロピオナート（別名アラニカルブ）

12農薬（農薬）

1 53 エチルベンゼン 1重合原料・合成原料（有機合
成原料）

1重合原料・合成原料（ワックス
原料）

3合成反応用、紡糸・製膜用、
抽出・精製用溶剤等（溶剤）

6塗料、ワニス（染料・顔料） 6塗料、ワニス（溶剤）

17エアゾール溶剤（溶剤） 19接着剤（溶剤） 20粘着剤（溶剤） 21シーリング剤（溶剤）
22ゴム・プラスチック接着用溶
剤（溶剤）

25レジスト現像用溶剤、レジスト
剥離剤（溶剤）

27洗濯業の洗浄溶剤（クリーニ
ング溶剤）

27洗濯業の洗浄溶剤（溶剤） 36工業用洗浄剤（溶剤）
49燃料及び燃料添加剤（石油
精製）

1 54 Ｏ－エチル＝Ｓ－１－メチルプロピル＝（２－オキソ－３－チ
アゾリジニル）ホスホノチオアート（別名ホスチアゼート） 12農薬（農薬） 16殺生物剤（殺虫剤）
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種 管理
番号

特定
第１種

追加
物質

物　質　名　称

1 56 〇 エチレンオキシド
16殺生物剤（殺菌剤）

35合金の原料、鋳造用資材
（離型剤）

40潤滑油、グリース、研削油
（潤滑油）

47建設資材用添加剤（離型剤）

1 57 エチレングリコールモノエチルエーテル 6塗料、ワニス（染料・顔料） 36工業用洗浄剤（洗浄用溶剤）
1 58 エチレングリコールモノメチルエーテル 1重合原料・合成原料（ワックス

原料）
6塗料、ワニス（染料・顔料） 36工業用洗浄剤（洗浄用溶剤）

1 59 エチレンジアミン 6塗料、ワニス（染料・顔料）
1 61 Ｎ，Ｎ’－エチレンビス（ジチオカルバミン酸）マンガン（別名

マンネブ）

1 62 Ｎ，Ｎ’－エチレンビス（ジチオカルバミン酸）マンガンとＮ，
Ｎ’－エチレンビス（ジチオカルバミン酸）亜鉛の錯化合物
（別名マンコゼブ又はマンゼブ）

1 63 １，１’－エチレン－２，２’－ビピリジニウム＝ジブロミド（別名
ジクアトジブロミド又はジクワット）

1 64 ２－（４－エトキシフェニル）－２－メチルプロピル＝３－フェノ
キシベンジルエーテル（別名エトフェンプロックス）

9医薬品・動物医薬品・医薬部
外品・医療用具（医薬品）

10化粧品（化粧品） 12農薬（農薬） 16殺生物剤（殺虫剤）
16殺生物剤（薫蒸・燻煙剤・繊
維の防虫剤）

23試薬（分析用試薬） 23試薬（試験研究用）
1 65 エピクロロヒドリン 1重合原料・合成原料（有機合

成原料）
1重合原料・合成原料（殺虫剤
原料）

3合成反応用、紡糸・製膜用、
抽出・精製用溶剤等（溶剤）

6塗料、ワニス（溶剤） 17エアゾール溶剤（溶剤）

19接着剤（溶剤） 20粘着剤（溶剤） 21シーリング剤（溶剤）
22ゴム・プラスチック接着用溶
剤（溶剤）

25レジスト現像用溶剤、レジスト
剥離剤（溶剤）

26繊維処理剤（防水剤） 27洗濯業の洗浄溶剤（溶剤） 36工業用洗浄剤（溶剤）
1 66 １，２－エポキシブタン

1重合原料・合成原料（樹脂）
2化学プロセス調節剤（重合調
節剤・重合禁止剤、安定剤）

6塗料、ワニス（酸化防止剤）

1 68 １，２－エポキシプロパン（別名酸化プロピレン）

1 72 塩化パラフィン（炭素数が１０から１３までのもの及びその混合
物に限る。） 6塗料、ワニス（塗料、顔料）

6塗料、ワニス（乾燥促進剤、湿
潤剤、難燃剤、撥水剤）

6塗料、ワニス（可塑剤） 7印刷インキ（印刷インキ） 7印刷インキ（可塑剤）

8複写用薬剤（可塑剤）
9医薬品・動物医薬品・医薬部
外品・医療用具（医薬品）

10化粧品（化粧品） 19接着剤（難燃剤） 19接着剤（可塑剤）

26繊維処理剤（難燃剤） 28紙・パルプ薬品（難燃剤） 29合成樹脂添加剤（可塑剤） 29合成樹脂添加剤（添加剤） 30ゴム用添加剤（可塑剤）

30ゴム用添加剤（添加剤） 31皮革処理剤（なめし剤）
31皮革処理剤（仕上げ加工薬
剤（着色剤、着色助剤、撥水・
撥油剤等））

37表面処理剤（皮膜処理剤）
40潤滑油、グリース、研削油
（添加剤）

40潤滑油、グリース、研削油
（潤滑油）

1 73 １－オクタノール 6塗料、ワニス（塗料、顔料）
1 74 パラ－アルキルフェノール（アルキル基の炭素数が８のもの

に限る。）

1 75 〇 カドミウム及びその化合物 1重合原料・合成原料（粘着
テープ原料）

6塗料、ワニス（塗料、顔料） 37表面処理剤（めっき液） 41電気・電子材料（電池原料） 42電池 （電池原料）

1 78 ２，４－キシレノール 1重合原料・合成原料（有機合
成原料）

1重合原料・合成原料（合成樹
脂原料）

6塗料、ワニス（溶剤） 19接着剤（溶剤） 23試薬（分析用試薬）

24写真、フォトレジスト、印刷版
材料（感光体）

24写真、フォトレジスト、印刷版
材料（感光材料）

33陶磁器、耐火物、ファインセ
ラミックス（れんが原料）

1 79 ２，６－キシレノール

1 80 キシレン 1重合原料・合成原料（有機合
成原料）

1重合原料・合成原料（ワックス
原料）

1重合原料・合成原料（粘着
テープ原料）

1重合原料・合成原料（医薬品
原料）

3合成反応用、紡糸・製膜用、
抽出・精製用溶剤等（溶剤）

6塗料、ワニス（塗料、顔料） 6塗料、ワニス（溶剤） 7印刷インキ（印刷インキ） 17エアゾール溶剤（溶剤） 19接着剤（接着剤）

19接着剤（溶剤） 20粘着剤（溶剤） 21シーリング剤（溶剤）
22ゴム・プラスチック接着用溶
剤（溶剤）

25レジスト現像用溶剤、レジスト
剥離剤（溶剤）

25レジスト現像用溶剤、レジスト
剥離剤（剥離剤）

27洗濯業の洗浄溶剤（クリーニ
ング溶剤）

27洗濯業の洗浄溶剤（溶剤）
35合金の原料、鋳造用資材
（樹脂粘結剤）

36工業用洗浄剤（洗浄用溶剤）

36工業用洗浄剤（溶剤） 41電気・電子材料（電池原料） 42電池（電池原料） 43水処理剤（装置腐食防止剤）
49燃料（固体、液体及びガス体
を含む）及び燃料添加剤（アン
チノック剤）

49燃料（固体、液体及びガス体
を含む）及び燃料添加剤（石油
精製）

1 81 キノリン 1重合原料・合成原料（界面活
性剤原料）

1重合原料・合成原料（有機合
成原料）

1重合原料・合成原料（医薬品
原料）

2化学プロセス調節剤（触媒）
3合成反応用、紡糸・製膜用、
抽出・精製用溶剤等（溶剤）

3合成反応用、紡糸・製膜用、
抽出・精製用溶剤等（抽出剤）

4着色剤（染料）
5水系洗浄剤、ワックス（再付着
防止剤、キレート剤（ビルダー、
添加剤））

6塗料、ワニス（塗料、顔料） 7印刷インキ（染料）

8複写用薬剤 （トナー等）（染
料）

9医薬品・動物医薬品・医薬部
外品・医療用具（医薬品）

12農薬（農薬） 23試薬（分析用試薬） 23試薬（試験研究用）

26繊維処理剤（染料） 28紙・パルプ薬品（染料）
1 82 銀及びその水溶性化合物 24写真、フォトレジスト、印刷版

材料（感光原料）
37表面処理剤（めっき液） 42電池（めっき電極）

1 83 クメン 1重合原料・合成原料（香料原
料）

1重合原料・合成原料（有機合
成原料）

1重合原料・合成原料（樹脂） 2化学プロセス調節剤（触媒）
2化学プロセス調節剤（分散
剤、乳化剤）

2化学プロセス調節剤（重合調
節剤・重合禁止剤、安定剤）

3合成反応用、紡糸・製膜用、
抽出・精製用溶剤等（溶剤）

3合成反応用、紡糸・製膜用、
抽出・精製用溶剤等（抽出剤）

5水系洗浄剤、ワックス（石鹸、
洗剤（界面活性剤））

6塗料、ワニス（乾燥促進剤、湿
潤剤、難燃剤、撥水剤）

6塗料、ワニス（可塑剤） 6塗料、ワニス（溶剤） 6塗料、ワニス（酸化防止剤） 6塗料、ワニス（樹脂硬化剤）
6塗料、ワニス（光硬化塗料モノ
マー・オリゴマー）

7印刷インキ（印刷インキ） 12農薬（農薬） 16殺生物剤（殺生物剤用溶剤） 17エアロゾール溶剤（溶剤） 19接着剤（溶剤）

19接着剤（酸化防止剤） 19接着剤（樹脂硬化剤） 20粘着剤（溶剤） 21シーリング剤（溶剤）
22ゴム・プラスチック接着用溶
剤（溶剤）

23試薬（分析用試薬） 23試薬（試験研究用）
25レジスト現像用溶剤、レジスト
剥離剤（溶剤）

26繊維処理剤（酸化剤）
26繊維処理剤（防臭、防汚加
工剤、変色防止剤）

27洗濯業の洗浄溶剤（溶剤） 28紙・パルプ薬品（酸化剤）
29合成樹脂添加剤（樹脂硬化
剤）

35合金の原料、鋳造用資材
（離型剤）

36工業用洗浄剤（洗浄用溶剤）

36工業用洗浄剤（溶剤）
37表面処理剤（エッチングガ
ス）

40潤滑油、グリース、研削油
（添加剤）

41電気・電子材料（太陽電池原
料）

49燃料及び燃料添加剤（燃料）

49燃料及び燃料添加剤（酸化
防止剤）

1 84 グリオキサール 1重合原料・合成原料（医薬品
原料）

19接着剤（接着剤） 26繊維処理剤（防水剤）
28紙・パルプ薬品（紙力増強
剤）

1 85 グルタルアルデヒド

1 86 クレゾール

1 87 クロム及び三価クロム化合物 1重合原料・合成原料（粘着
テープ原料）

4着色剤（染料） 6塗料、ワニス（塗料、顔料） 7印刷インキ（染料） 8複写用薬剤 （染料）

25レジスト現像用溶剤、レジスト
剥離剤（ショット剤）

26繊維処理剤（染料） 28紙・パルプ薬品（染料）
33陶磁器、耐火物、ファインセ
ラミックス（れんが原料）

35合金の原料、鋳造用資材
（鋼鉄原料）

35合金の原料、鋳造用資材
（溶接原料）

35合金の原料、鋳造用資材
（鋳物原料）

35合金の原料、鋳造用資材
（合金原料）

36工業用洗浄剤（ショット剤） 37表面処理剤（めっき液）

37表面処理剤（クロメート処理
液）

38溶接棒、ハンダ（溶接材料）

1 88 〇 六価クロム化合物 4着色剤（染料） 6塗料、ワニス（塗料、顔料） 7印刷インキ（染料） 7印刷インキ（印刷インキ） 8複写用薬剤 （染料）
21シーリング剤（シール剤） 26繊維処理剤（染料） 26繊維処理剤（酸化剤） 26繊維処理剤（繊維処理剤） 28紙・パルプ薬品（染料）

28紙・パルプ薬品（酸化剤）
35合金の原料、鋳造用資材
（鋼鉄原料）

37表面処理剤（めっき液）
37表面処理剤（クロメート処理
液）

1 89 クロロアニリン 1重合原料・合成原料（医薬品
原料）

1 90 ２－クロロ－４－エチルアミノ－６－イソプロピルアミノ－１，
３，５－トリアジン（別名アトラジン）

1 91 ２－（４－クロロ－６－エチルアミノ－１，３，５－トリアジン－２
－イル）アミノ－２－メチルプロピオノニトリル（別名シアナジ
ン）

12農薬（農薬）

1 92 ４－クロロ－３－エチル－１－メチル－Ｎ－［４－（パラトリルオ
キシ）ベンジル］ピラゾール－５－カルボキサミド（別名トル
フェンピラド）

16殺生物剤（殺虫剤）

1 93 ２－クロロ－２’－エチル－Ｎ－（２－メトキシ－１－メチルエ
チル）－６’－メチルアセトアニリド（別名メトラクロール）

1 94 〇 クロロエチレン（別名塩化ビニル） 1重合原料・合成原料（合成樹
脂原料）

1 95 ３－クロロ－Ｎ－（３－クロロ－５－トリフルオロメチル－２－ピ
リジル）－アルファ，アルファ，アルファ－トリフルオロ－２，６
－ジニトロ－パラ－トルイジン（別名フルアジナム）

1 96 １－（｛２－［２－クロロ－４－（４－クロロフェノキシ）フェニル］
－４－メチル－１，３－ジオキソラン－２－イル｝メチル）－１Ｈ
－１，２，４－トリアゾール（別名ジフェノコナゾール）

1 98 クロロ酢酸

1 100 ２－クロロ－２’，６’－ジエチル－Ｎ－（２－プロポキシエチ
ル）アセトアニリド（別名プレチラクロール）

1 101 ２－クロロ－２’，６’－ジエチル－Ｎ－（メトキシメチル）アセト
アニリド（別名アラクロール）
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種 管理
番号

特定
第１種

追加
物質

物　質　名　称

1 103 １－クロロ－１，１－ジフルオロエタン（別名ＨＣＦＣ－１４２ｂ）

1 104 クロロジフルオロメタン（別名ＨＣＦＣ－２２） 45熱伝導剤（冷媒）
1 105 ２－クロロ－１，１，１，２－テトラフルオロエタン（別名ＨＣＦＣ

－１２４）

1 106 クロロトリフルオロエタン（別名ＨＣＦＣ－１３３）

1 108 （ＲＳ）－２－（４－クロロ－オルト－トリルオキシ）プロピオン酸
（別名メコプロップ） 12農薬（農薬） 16殺生物剤（除草剤）

1 113 ２－クロロ－４，６－ビス（エチルアミノ）－１，３，５－トリアジン
（別名シマジン又はＣＡＴ）

1 115 ４－（２－クロロフェニル）－Ｎ－シクロヘキシル－Ｎ－エチル
－４，５－ジヒドロ－５－オキソ－１Ｈ－テトラゾール－１－カ
ルボキサミド（別名フェントラザミド）

12農薬（農薬） 16殺生物剤（殺虫剤） 16殺生物剤（除草剤）

1 117 （ＲＳ）－１－パラ－クロロフェニル－４，４－ジメチル－３－（１
Ｈ－１，２，４－トリアゾール－１－イルメチル）ペンタン－３－
オール（別名テブコナゾール）

6塗料、ワニス（染料･顔料） 6塗料、ワニス（防腐剤） 12農薬（農薬） 16殺生物剤（防腐剤） 16殺生物剤（殺菌剤）

1 121 パラ－クロロフェノール 1重合原料・合成原料（有機合
成原料）

1重合原料・合成原料（合成樹
脂原料）

23試薬（分析用試薬） 23試薬（試験研究用）

1 123 ３－クロロプロペン（別名塩化アリル）

1 124 １－（２－クロロベンジル）－３－（１－メチル－１－フェニルエ
チル）尿素（別名クミルロン) 12農薬（農薬） 16殺生物剤（除草剤）

1 125 クロロベンゼン 1重合原料・合成原料（医薬品
原料）

3合成反応用、紡糸・製膜用、
抽出・精製用溶剤等（溶剤）

6塗料、ワニス（溶剤） 17エアゾール溶剤（溶剤） 19接着剤（溶剤）

20粘着剤（溶剤） 21シーリング剤（溶剤）
22ゴム・プラスチック接着用溶
剤（溶剤）

25レジスト現像用溶剤、レジスト
剥離剤（溶剤）

27洗濯業の洗浄溶剤（溶剤）

36工業用洗浄剤（溶剤）
1 126 クロロペンタフルオロエタン（別名ＣＦＣ－１１５）

1 127 クロロホルム 1重合原料・合成原料（有機合
成原料）

3合成反応用、紡糸・製膜用、
抽出・精製用溶剤等（溶剤）

3合成反応用、紡糸・製膜用、
抽出・精製用溶剤等（抽出剤）

6塗料、ワニス（溶剤）
9医薬品・動物医薬品・医薬部
外品・医療用具（麻酔剤）

9医薬品・動物医薬品・医薬部
外品・医療用具（血液防腐剤）

16殺生物剤（消毒剤） 17エアゾール溶剤（溶剤） 19接着剤（溶剤） 20粘着剤（溶剤）

21シーリング剤（溶剤）
22ゴム・プラスチック接着用溶
剤（溶剤）

23試薬（抽出剤）
25レジスト現像用溶剤、レジスト
剥離剤（溶剤）

27洗濯業の洗浄溶剤（溶剤）

36工業用洗浄剤（溶剤） 45熱伝導剤（冷媒）
1 128 クロロメタン（別名塩化メチル） 3合成反応用、紡糸・製膜用、

抽出・精製用溶剤等（溶剤）
3合成反応用、紡糸・製膜用、
抽出・精製用溶剤等（抽出剤）

6塗料、ワニス（溶剤） 17エアゾール溶剤（溶剤） 19接着剤（溶剤）

20粘着剤（溶剤） 21シーリング剤（溶剤）
22ゴム・プラスチック接着用溶
剤（溶剤）

23試薬（抽出剤）
25レジスト現像用溶剤、レジスト
剥離剤（溶剤）

27洗濯業の洗浄溶剤（溶剤） 36工業用洗浄剤（溶剤）
1 132 コバルト及びその化合物

2化学プロセス調節剤（触媒） 6塗料、ワニス（染料･顔料） 30ゴム用添加剤（配合剤）
35合金の原料、鋳造用資材
（鉄鋼原料）

35合金の原料、鋳造用資材
（合金原料）

37表面処理剤（めっき液） 39作動油、絶縁油(配合剤）
40潤滑油、グリース、研削油(配
合剤）

41電気・電子材料（電池原料） 42電池 （電池原料）

44吸着剤、乾燥剤（乾燥剤）
1 133 酢酸２－エトキシエチル（別名エチレングリコールモノエチル

エーテルアセテート） 6塗料、ワニス（染料･顔料）

1 134 酢酸ビニル 19接着剤（接着剤）
1 135 酢酸２－メトキシエチル（別名エチレングリコールモノメチル

エーテルアセテート） 6塗料、ワニス（染料･顔料） 36工業用洗浄剤（洗浄用溶剤）

1 141 トランス－１－（２－シアノ－２－メトキシイミノアセチル）－３－
エチル尿素（別名シモキサニル) 12農薬（農薬） 16殺生物剤（殺菌剤）

1 143 ４，４’－ジアミノジフェニルエーテル 1重合原料・合成原料（有機合
成原料）

1重合原料・合成原料（樹脂） 23試薬（分析用試薬） 23試薬（試験研究用） 29合成樹脂添加剤(添加剤）

30ゴム用添加剤(配合剤）
41電気・電子材料（太陽電池原
料）

41電気・電子材料（エピタキ
シャル成長）

41電気・電子材料（電池原料）

1 144 無機シアン化合物（錯塩及びシアン酸塩を除く。） 5水系洗浄剤、ワックス(洗浄用
アルカリ）

36工業用洗浄剤（塩浴剤） 37表面処理剤（めっき液）

1 146 Ｏ－２－ジエチルアミノ－６－メチルピリミジン－４－イル＝
Ｏ，Ｏ－ジメチル＝ホスホロチオアート（別名ピリミホスメチル） 12農薬（農薬） 16殺生物剤（殺虫剤）

1 147 Ｎ，Ｎ－ジエチルチオカルバミン酸Ｓ－４－クロロベンジル
（別名チオベンカルブ又はベンチオカーブ）

1 148 Ｎ，Ｎ－ジエチル－３－（２，４，６－トリメチルフェニルスルホ
ニル）－１Ｈ－１，２，４－トリアゾール－１－カルボキサミド（別
名カフェンストロール）

1 149 四塩化炭素 1重合原料・合成原料（粘着
テープ原料）

1重合原料・合成原料（殺虫剤
原料）

3合成反応用、紡糸・製膜用、
抽出・精製用溶剤等（溶剤）

3合成反応用、紡糸・製膜用、
抽出・精製用溶剤等（摘出剤）

6塗料、ワニス（溶剤）

17エアゾール溶剤（溶剤） 19接着剤（溶剤） 20粘着剤（溶剤） 21シーリング剤（溶剤）
22ゴム・プラスチック接着用溶
剤（溶剤）

23試薬（抽出剤）
25レジスト現像用溶剤、レジスト
剥離剤（溶剤）

27洗濯業の洗浄溶剤(繊維しみ
抜き剤）

27洗濯業の洗浄溶剤(溶剤） 36工業用洗浄剤（洗浄用溶剤）

36工業用洗浄剤（溶剤） 45熱伝導剤（冷媒）
1 150 １，４－ジオキサン

1 152 １，３－ジカルバモイルチオ－２－（Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノ）－
プロパン（別名カルタップ） 12農薬（農薬） 16殺生物剤（殺虫剤）

1 153 シクロヘキサ－１－エン－１，２－ジカルボキシイミドメチル＝
（１ＲＳ）－シス－トランス－２，２－ジメチル－３－（２－メチル
プロパ－１－エニル）シクロプロパンカルボキシラート（別名テ
トラメトリン）

1重合原料・合成原料（医薬品
原料）

9医薬品・動物医薬品・医薬部
外品・医療用具（医薬品）

10化粧品（化粧品） 12農薬（農薬） 16殺生物剤（殺虫剤）

1 154 シクロヘキシルアミン
6塗料、ワニス（染料･顔料）

43水処理剤（ボイラ用水処理
剤）

1 156 ジクロロアニリン 1重合原料・合成原料（染料原
料）

1重合原料・合成原料（顔料原
料）

1重合原料・合成原料（有機合
成原料）

4着色剤（染料） 6塗料、ワニス（染料･顔料）

7印刷インキ（染料） 8複写用薬剤（染料） 12農薬（農薬） 23試薬（分析用試薬） 26繊維処理剤（染料）
28紙・パルプ薬品（染料）

1 157 １，２－ジクロロエタン 1重合原料・合成原料（合成樹
脂原料）

1重合原料・合成原料（殺虫剤
原料）

3合成反応用、紡糸・製膜用、
抽出・精製用溶剤等（溶剤）

3合成反応用、紡糸・製膜用、
抽出・精製用溶剤等（抽出剤）

5水系洗浄剤、ワックス(調整
剤）

6塗料、ワニス（溶剤） 10化粧品（調整剤） 17エアゾール溶剤（溶剤） 19接着剤（溶剤） 20粘着剤（溶剤）

21シーリング剤（溶剤）
22ゴム・プラスチック接着用溶
剤（溶剤）

23試薬（抽出剤）
25レジスト現像用溶剤、レジスト
剥離剤（溶剤）

27洗濯業の洗浄溶剤（溶剤）

36工業用洗浄剤（洗浄用溶剤） 36工業用洗浄剤（溶剤）
49燃料及び燃料添加剤（アン
チノック剤）

1 158 １，１－ジクロロエチレン（別名塩化ビニリデン）

1 160 〇 ３，３’－ジクロロ－４，４’－ジアミノジフェニルメタン 4着色剤（染料） 6塗料、ワニス（染料・顔料） 7印刷インキ（染料） 8複写用薬剤（染料） 26繊維処理剤（染料）

28紙・パルプ薬品（染料）
29合成樹脂添加剤（樹脂改質
剤）

30ゴム用添加剤（ゴム添加剤）

1 161 ジクロロジフルオロメタン（別名ＣＦＣ－１２） 45熱伝導剤（冷媒）
1 162 ３，５－ジクロロ－Ｎ－（１，１－ジメチル－２－プロピニル）ベ

ンズアミド（別名プロピザミド）

1 163 ジクロロテトラフルオロエタン（別名ＣＦＣ－１１４）

1 164 ２，２－ジクロロ－１，１，１－トリフルオロエタン（別名ＨＣＦＣ
－１２３）

1 168 ３－（３，５－ジクロロフェニル）－Ｎ－イソプロピル－２，４－ジ
オキソイミダゾリジン－１－カルボキサミド（別名イプロジオン） 12農薬（農薬） 16殺生物剤（殺菌剤）

1 169 ３－（３，４－ジクロロフェニル）－１，１－ジメチル尿素（別名ジ
ウロン又はＤＣＭＵ）

1 171 （２ＲＳ，４ＲＳ）－１－［２－（２，４－ジクロロフェニル）－４－プ
ロピル－１，３－ジオキソラン－２－イルメチル］－１Ｈ－１，
２，４－トリアゾール及び（２ＲＳ，４ＳＲ）－１－［２－（２，４－ジ
クロロフェニル）－４－プロピル－１，３－ジオキソラン－２－イ
ルメチル］－１Ｈ－１，２，４－トリアゾールの混合物（別名プロ
ピコナゾール）

12農薬（農薬） 16殺生物剤（殺菌剤）

1 172 ３－［１－（３，５－ジクロロフェニル）－１－メチルエチル］－
３，４－ジヒドロ－６－メチル－５－フェニル－２Ｈ－１，３－オ
キサジン－４－オン（別名オキサジクロメホン）

12農薬（農薬） 16殺生物剤（除草剤）

1 174 ３－（３，４－ジクロロフェニル）－１－メトキシ－１－メチル尿
素（別名リニュロン）

1 175 ２，４－ジクロロフェノキシ酢酸（別名２，４－Ｄ又は２，４－Ｐ
Ａ）

1 176 １，１－ジクロロ－１－フルオロエタン（別名ＨＣＦＣ－１４１ｂ） 16殺生物剤（殺菌剤） 36工業用洗浄剤（洗浄用溶剤）
1 177 ジクロロフルオロメタン（別名ＨＣＦＣ－２１）

1 178 〇 １，２－ジクロロプロパン 1重合原料・合成原料（有機合
成原料）

3合成反応用、紡糸・製膜用、
抽出・精製用溶剤等（溶剤）

5水系洗浄剤、ワックス(調整
剤）

6塗料、ワニス（溶剤） 10化粧品（調整剤）

17エアゾール溶剤（溶剤） 19接着剤（溶剤） 20粘着剤（溶剤） 21シーリング剤（溶剤）
22ゴム・プラスチック接着用溶
剤（溶剤）

25レジスト現像用溶剤、レジスト
剥離剤（溶剤）

27洗濯業の洗浄溶剤（溶剤） 36工業用洗浄剤（溶剤）
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種 管理
番号
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第１種

追加
物質

物　質　名　称

1 179 １，３－ジクロロプロペン（別名Ｄ－Ｄ）

1 181 ジクロロベンゼン 1重合原料・合成原料（医薬品
原料）

1 182 ２－［４－（２，４－ジクロロベンゾイル）－１，３－ジメチル－５
－ピラゾリルオキシ］アセトフェノン（別名ピラゾキシフェン）

1 183 ４－（２，４－ジクロロベンゾイル）－１，３－ジメチル－５－ピラ
ゾリル＝４－トルエンスルホナート（別名ピラゾレート）

1 184 ２，６－ジクロロベンゾニトリル（別名ジクロベニル又はＤＢＮ）

1 185 ジクロロペンタフルオロプロパン（別名ＨＣＦＣ－２２５） 27洗濯業の洗浄溶剤（クリーニ
ング溶剤）

36工業用洗浄剤（洗浄用溶剤）

1 186 ジクロロメタン（別名塩化メチレン） 1重合原料・合成原料（粘着
テープ原料）

3合成反応用、紡糸・製膜用、
抽出・精製用溶剤等（溶剤）

3合成反応用、紡糸・製膜用、
抽出・精製用溶剤等（抽出剤）

6塗料、ワニス（溶剤）
9医薬品・動物医薬品・医薬部
外品・医療用具（麻酔剤）

17エアゾール溶剤（溶剤） 19接着剤（接着剤） 19接着剤（溶剤） 20粘着剤（溶剤） 21シーリング剤（溶剤）
22ゴム・プラスチック接着用溶
剤（溶剤）

23試薬（抽出剤）
25レジスト現像用溶剤、レジスト
剥離剤（溶剤）

25レジスト現像用溶剤、レジスト
剥離剤（剥離剤）

27洗濯業の洗浄溶剤（溶剤）

36工業用洗浄剤（洗浄用溶剤） 36工業用洗浄剤（溶剤）
1 187 ２，３－ジシアノ－１，４－ジチアアントラキノン（別名ジチアノ

ン）

1 188 Ｎ，Ｎ－ジシクロヘキシルアミン 1重合原料・合成原料（界面活
性剤原料）

1重合原料・合成原料（有機合
成原料）

1重合原料・合成原料（合成樹
脂原料）

1重合原料・合成原料（有機ゴ
ム薬品原料）

4着色剤（染料）

5水系洗浄剤、ワックス(石鹸、
洗剤（界面活性剤））

5水系洗浄剤、ワックス(防錆
剤）

6塗料、ワニス（染料・顔料） 6塗料、ワニス（防腐剤） 6塗料、ワニス（可塑剤）

6塗料、ワニス（溶剤） 7印刷インキ（染料） 7印刷インキ（可塑剤） 8複写用薬剤（染料） 8複写用薬剤（可塑剤）
9医薬品・動物医薬品・医薬部
外品・医療用具（医薬品）

10化粧品（化粧品） 16殺生物剤（殺虫剤） 19接着剤（可塑剤） 23試薬（分析用試薬）

26繊維処理剤（染料） 28紙・パルプ薬品（染料） 29合成樹脂添加剤（可塑剤） 30ゴム用添加剤（可塑剤） 30ゴム用添加剤（酸化防止剤）
40潤滑油、グリース、研削油
（酸化防止剤）

40潤滑油、グリース、研削油
（潤滑油）

40潤滑油、グリース、研削油
（切削油）

1 190 ジシクロペンタジエン 1重合原料・合成原料（有機合
成原料）

1重合原料・合成原料（合成樹
脂原料）

1重合原料・合成原料（医薬品
原料）

1重合原料・合成原料（樹脂）
2化学プロセス調節剤（重合調
節剤・重合禁止剤、安定剤）

3合成反応用、紡糸・製膜用、
抽出・精製用溶剤等（溶剤）

6塗料、ワニス（樹脂硬化剤）
9医薬品・動物医薬品・医薬部
外品・医療用具（医薬品）

12農薬（農薬） 18着香剤、消臭剤（香料）

23試薬（試験研究用） 29合成樹脂添加剤（可塑剤）
29合成樹脂添加剤（樹脂改質
剤）

49燃料及び燃料添加剤（燃料）

1 191 １，３－ジチオラン－２－イリデンマロン酸ジイソプロピル（別
名イソプロチオラン）

1 195 ジチオりん酸Ｏ－２，４－ジクロロフェニル－Ｏ－エチル－Ｓ
－プロピル（別名プロチオホス）

1 196 ジチオりん酸Ｓ－（２，３－ジヒドロ－５－メトキシ－２－オキソ
－１，３，４－チアジアゾール－３－イル）メチル－Ｏ，Ｏ－ジメ
チル（別名メチダチオン又はＤＭＴＰ）

1 197 ジチオりん酸Ｏ，Ｏ－ジメチル－Ｓ－１，２－ビス（エトキシカ
ルボニル）エチル（別名マラソン又はマラチオン）

1 198 ジチオりん酸Ｏ，Ｏ－ジメチル－Ｓ－［（Ｎ－メチルカルバモイ
ル）メチル］（別名ジメトエート）

1 199 ジナトリウム＝２，２’－ビニレンビス［５－（４－モルホリノ－６
－アニリノ－１，３，５－トリアジン－２－イルアミノ）ベンゼンス
ルホナート］（別名ＣＩフルオレスセント２６０）

5水系洗浄剤、ワックス（石鹸、
洗剤（界面活性剤））

19接着剤（可塑剤）

1 200 ジニトロトルエン 1重合原料・合成原料（有機合
成原料）

4着色剤（染料） 6塗料、ワニス（染料・顔料） 7印刷インキ（染料） 8複写用薬剤（染料）

26繊維処理剤（染料） 28紙・パルプ薬品（染料）
1 201 ２，４－ジニトロフェノール

1 203 ジフェニルアミン 1重合原料・合成原料（有機ゴ
ム薬品原料）

1重合原料・合成原料（医薬品
原料）

4着色剤（染料） 6塗料、ワニス（染料・顔料） 7印刷インキ（染料）

8複写用薬剤（染料） 26繊維処理剤（染料） 28紙・パルプ薬品（染料） 30ゴム用添加剤（ゴム添加剤）
1 206 Ｎ－ジブチルアミノチオ－Ｎ－メチルカルバミン酸２，３－ジヒ

ドロ－２，２－ジメチル－７－ベンゾ［ｂ］フラニル（別名カルボ
スルファン）

1 207 ２，６－ジ－ターシャリ－ブチル－４－クレゾール 1重合原料・合成原料（香料原
料）

1重合原料・合成原料（有機合
成原料）

1重合原料・合成原料（合成樹
脂原料）

1重合原料・合成原料（有機ゴ
ム薬品原料）

1重合原料・合成原料（医薬品
原料）

1重合原料・合成原料（樹脂）
2化学プロセス調節剤（重合調
節剤・重合禁止剤、安定剤）

4着色剤（染料）
5水系洗浄剤、ワックス(石鹸、
洗剤（界面活性剤））

5水系洗浄剤、ワックス(無機
酸、有機酸（金属表面の錆、ス
ケールの洗浄剤））

5水系洗浄剤、ワックス(防錆
剤）

5水系洗浄剤、ワックス(再付着
防止剤、キレート剤（ビルダー、
添加剤））

6塗料、ワニス（防腐剤）
6塗料、ワニス（乾燥促進剤、湿
潤剤、難燃剤、撥水剤）

6塗料、ワニス（溶剤）

6塗料、ワニス（酸化防止剤） 6塗料、ワニス（樹脂硬化剤） 7印刷インキ（染料） 7印刷インキ（印刷インキ） 7印刷インキ（酸化防止剤）
7印刷インキ（充填剤（フィ
ラー））

8複写用薬剤（酸化防止剤）
9医薬品・動物医薬品・医薬部
外品・医療用具（医薬品）

16殺生物剤（殺虫剤） 18着香剤、消臭剤（香料）

19接着剤（接着剤） 19接着剤（酸化防止剤） 23試薬（分析用試薬） 23試薬（試験研究用） 29合成樹脂添加剤（添加剤）

30ゴム用添加剤（酸化防止剤） 30ゴム用添加剤（添加剤）
31皮革処理剤（仕上げ加工薬
剤（着色剤、着色助剤、撥水・
撥油剤等））

34研削砥石、研磨剤（研削砥
石、研磨剤、摩擦材原料）

34研削砥石、研磨剤（増粘剤、
結合剤）

38溶接棒、ハンダ（酸化防止
剤）

39作動油、絶縁油（絶縁剤）
39作動油、絶縁油（酸化防止
剤）

39作動油、絶縁油（作動油の
基油）

40潤滑油、グリース、研削油
（酸化防止剤）

40潤滑油、グリース、研削油
（添加剤）

40潤滑油、グリース、研削油
（潤滑油）

41電気・電子材料（電池原料）
49燃料及び燃料添加剤（酸化
防止剤）

50その他（油脂）

1 209 ジブロモクロロメタン 23試薬（分析用試薬） 23試薬（試験研究用）
1 210 ２，２－ジブロモ－２－シアノアセトアミド 1重合原料・合成原料（合成ゴ

ム原料）
6塗料、ワニス（防腐剤） 16殺生物剤（防腐剤） 16殺生物剤（殺菌剤） 23試薬（分析用試薬）

23試薬（試験研究用）
26繊維処理剤（紙力増強剤・含
浸補強剤）

1 211 ジブロモテトラフルオロエタン（別名ハロン－２４０２）

1 212 （ＲＳ）－Ｏ，Ｓ－ジメチル＝アセチルホスホルアミドチオアート
（別名アセフェート） 12農薬（農薬） 16殺生物剤（殺虫剤）

1 213 Ｎ，Ｎ－ジメチルアセトアミド 1重合原料・合成原料（有機合
成原料）

1重合原料・合成原料（合成樹
脂原料）

1重合原料・合成原料（樹脂）
3合成反応用、紡糸・製膜用、
抽出・精製用溶剤等（溶剤）

3合成反応用、紡糸・製膜用、
抽出・精製用溶剤等（抽出剤）

6塗料、ワニス（防腐剤） 6塗料、ワニス（溶剤） 6塗料、ワニス（酸化防止剤） 6塗料、ワニス（樹脂硬化剤） 7印刷インキ（酸化防止剤）
9医薬品・動物医薬品・医薬部
外品・医療用具（医薬品）

16殺生物剤（殺菌剤） 17エアゾール溶剤（溶剤） 19接着剤（溶剤） 19接着剤（酸化防止剤）

20粘着剤（溶剤） 21シーリング剤（溶剤）
22ゴム・プラスチック接着用溶
剤（溶剤）

23試薬（分析用試薬） 23試薬（試験研究用）

24写真、フォトレジスト、印刷版
材料（感光材料）

24写真、フォトレジスト、印刷版
材料（写真薬）

24写真、フォトレジスト、印刷版
材料（定着剤、安定剤）

25レジスト現像用溶剤、レジスト
剥離剤（溶剤）

25レジスト現像用溶剤、レジスト
剥離剤（剥離剤）

26繊維処理剤（染料）
26繊維処理剤（防臭、防汚加
工剤、変色防止剤）

27洗濯業の洗浄溶剤（溶剤） 29合成樹脂添加剤（可塑剤）
29合成樹脂添加剤（樹脂改質
剤）

36工業用洗浄剤（洗浄用溶剤） 36工業用洗浄剤（洗浄剤） 36工業用洗浄剤（溶剤）
37表面処理剤（エッチングガ
ス）

41電気・電子材料(太陽電池原
料）

41電気・電子材料(エピタキシャ
ル成長）

41電気・電子材料(電池原料） 43水処理剤（ 凝集剤）
43水処理剤（ 装置腐食防止
剤）

1 217 ５－ジメチルアミノ－１，２，３－トリチアン（別名チオシクラム） 12農薬（農薬） 16殺生物剤（殺虫剤）
1 218 ジメチルアミン 1重合原料・合成原料（界面活

性剤原料）
1重合原料・合成原料（殺菌剤
原料）

1重合原料・合成原料（酸化防
止剤原料）

1重合原料・合成原料（化成品
原料）

1重合原料・合成原料（有機合
成原料）

1重合原料・合成原料（有機ゴ
ム薬品原料）

1重合原料・合成原料（殺虫剤
原料）

1重合原料・合成原料（医薬品
原料）

1重合原料・合成原料（樹脂） 2化学プロセス調節剤（触媒）

2化学プロセス調節剤（重合調
節剤・重合禁止剤、安定剤）

3合成反応用、紡糸・製膜用、
抽出・精製用溶剤等（溶剤）

6塗料、ワニス（染料・顔料）
6塗料、ワニス（乾燥促進剤、湿
潤剤、難燃剤、撥水剤）

6塗料、ワニス（溶剤）

6塗料、ワニス（乳化剤・分散
剤・ブロッキング防止剤）

9医薬品・動物医薬品・医薬部
外品・医療用具（医薬品）

17エアゾール溶剤（溶剤） 19接着剤（溶剤） 19接着剤（樹脂硬化剤）

20粘着剤（溶剤） 21シーリング剤（溶剤）
22ゴム・プラスチック接着用溶
剤（溶剤）

23試薬（分析用試薬） 23試薬（試験研究用）

25レジスト現像用溶剤、レジスト
剥離剤（溶剤）

26繊維処理剤（固着剤（フィック
ス剤））

27洗濯業の洗浄溶剤（溶剤）
29合成樹脂添加剤（樹脂改質
剤）

30ゴム用添加剤（ゴム添加剤）

35合金の原料、鋳造用資材
（樹脂粘結剤）

36工業用洗浄剤（洗浄用溶剤） 36工業用洗浄剤（溶剤）
40潤滑油、グリース、研削油
（酸化防止剤）

41電気・電子材料（電池原料）

43水処理剤（凝集剤） 43水処理剤（装置腐食防止剤） 44吸着剤、乾燥剤（吸収剤）
1 219 ジメチルジスルフィド 1重合原料・合成原料（有機合

成原料）
2化学プロセス調節剤（触媒）

3合成反応用、紡糸・製膜用、
抽出・精製用溶剤等（溶剤）

6塗料、ワニス（溶剤） 17エアゾール溶剤（溶剤）

18着香剤、消臭剤（香料） 19接着剤（溶剤） 20粘着剤（溶剤） 21シーリング剤（溶剤）
22ゴム・プラスチック接着用溶
剤（溶剤）

23試薬（分析用試薬） 23試薬（試験研究用）
25レジスト現像用溶剤、レジスト
剥離剤（溶剤）

27洗濯業の洗浄溶剤（溶剤） 36工業用洗浄剤（溶剤）

43水処理剤（凝集剤） 50その他（食品添加物）
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種 管理
番号

特定
第１種

追加
物質

物　質　名　称

1 221 ２，２－ジメチル－２，３－ジヒドロ－１－ベンゾフラン－７－イ
ル＝Ｎ－［Ｎ－（２－エトキシカルボニルエチル）－Ｎ－イソプ
ロピルスルフェナモイル］－Ｎ－メチルカルバマート（別名ベ
ンフラカルブ）

12農薬（農薬） 16殺生物剤（殺菌剤） 16殺生物剤（殺虫剤）

1 223 Ｎ，Ｎ－ジメチルドデシルアミン 1重合原料・合成原料（有機合
成原料）

5水系洗浄剤、ワックス（石鹸、
洗剤（界面活性剤））

7印刷インキ（印刷インキ） 12農薬（農薬）
29合成樹脂添加剤（樹脂改質
剤）

30ゴム用添加剤（ゴム添加剤）
1 224 Ｎ，Ｎ－ジメチルドデシルアミン＝Ｎ－オキシド

1 225 ジメチル＝２，２，２－トリクロロ－１－ヒドロキシエチルホスホ
ナート（別名トリクロルホン又はＤＥＰ）

1 227 １，１’－ジメチル－４，４’－ビピリジニウム＝ジクロリド（別名
パラコート又はパラコートジクロリド）

1 229 ジメチル＝４，４’－（オルト－フェニレン）ビス（３－チオアロ
ファナート）（別名チオファネートメチル） 12農薬（農薬） 16殺生物剤（殺菌剤）

1 230 Ｎ－（１，３－ジメチルブチル）－Ｎ’－フェニル－パラ－フェ
ニレンジアミン

1重合原料・合成原料（有機合
成原料）

1重合原料・合成原料（合成樹
脂原料）

1重合原料・合成原料（有機ゴ
ム薬品原料）

23試薬（分析用試薬） 30ゴム用添加剤（ゴム添加剤）

30ゴム用添加剤（酸化防止剤） 30ゴム用添加剤（配合剤）
1 232 Ｎ，Ｎ－ジメチルホルムアミド

1重合原料・合成原料（樹脂）
3合成反応用、紡糸・製膜用、
抽出・精製用溶剤等（溶剤）

6塗料、ワニス（防腐剤） 6塗料、ワニス（溶剤） 16殺生物剤（防腐剤）

17エアゾール溶剤（溶剤） 19接着剤（溶剤） 20粘着剤（溶剤） 21シーリング剤（溶剤）
22ゴム・プラスチック接着用溶
剤（溶剤）

25レジスト現像用溶剤、レジスト
剥離剤（溶剤）

27洗濯業の洗浄溶剤（溶剤） 36工業用洗浄剤（溶剤）
43水処理剤（ 冷却水･排水処
理剤）

44吸着剤、乾燥剤（吸収剤）

1 233 ２－［（ジメトキシホスフィノチオイル）チオ］－２－フェニル酢
酸エチル（別名フェントエート又はＰＡＰ）

1 236 ３，５－ジヨード－４－オクタノイルオキシベンゾニトリル（別名
アイオキシニル）

1 237 水銀及びその化合物

1 238 水素化テルフェニル 3合成反応用、紡糸・製膜用、
抽出・精製用溶剤等（溶剤）

6塗料、ワニス（溶剤） 17エアゾール溶剤（溶剤） 19接着剤（溶剤） 20粘着剤（溶剤）

21シーリング剤（シール剤） 21シーリング剤（溶剤）
22ゴム・プラスチック接着用溶
剤（溶剤）

25レジスト現像用溶剤、レジスト
剥離剤（溶剤）

27洗濯業の洗浄溶剤（溶剤）

36工業用洗浄剤（溶剤） 42電池（電池原料） 45熱伝導剤（熱媒体）
1 240 スチレン 1重合原料・合成原料（合成樹

脂原料）
1重合原料・合成原料（合成ゴ
ム原料）

1重合原料・合成原料（強化プ
ラスチック原料）

6塗料、ワニス（染料・顔料）

1 242 セレン及びその化合物
2化学プロセス調節剤（触媒）

24写真、フォトレジスト、印刷版
材料（感光体）

32ガラス、ほうろう、セメント（消
色剤）

35合金の原料、鋳造用資材
（鉄鋼原料）

35合金の原料、鋳造用資材
（鋳物原料）

41電気・電子材料(太陽電池原
料）

42吸着剤、乾燥剤(脱水剤）

1 243 〇 ダイオキシン類

1 244 ２－チオキソ－３，５－ジメチルテトラヒドロ－２Ｈ－１，３，５－
チアジアジン（別名ダゾメット）

1 245 チオ尿素 30ゴム用添加剤（ゴム添加剤）
1 248 チオりん酸Ｏ，Ｏ－ジエチル－Ｏ－（２－イソプロピル－６－メ

チル－４－ピリミジニル）（別名ダイアジノン）

1 249 チオりん酸Ｏ，Ｏ－ジエチル－Ｏ－（３，５，６－トリクロロ－２
－ピリジル）（別名クロルピリホス）

1 250 チオりん酸Ｏ，Ｏ－ジエチル－Ｏ－（５－フェニル－３－イソ
オキサゾリル）（別名イソキサチオン）

1 251 チオりん酸Ｏ，Ｏ－ジメチル－Ｏ－（３－メチル－４－ニトロ
フェニル）（別名フェニトロチオン又はＭＥＰ）

1 252 チオりん酸Ｏ，Ｏ－ジメチル－Ｏ－（３－メチル－４－メチル
チオフェニル）（別名フェンチオン又はＭＰＰ）

1 254 チオりん酸Ｓ－ベンジル－Ｏ，Ｏ－ジイソプロピル（別名イプ
ロベンホス又はＩＢＰ）

1 255 デカブロモジフェニルエーテル

1 257 アルカノール（炭素数が１０のものに限る。）（別名デカノール) 1重合原料・合成原料（香料原
料）

1重合原料・合成原料（殺菌剤
原料）

1重合原料・合成原料（可塑剤
原料）

1重合原料・合成原料（有機合
成原料）

1重合原料・合成原料（合成樹
脂原料）

5水系洗浄剤、ワックス(石鹸、
洗剤（界面活性剤））

6塗料、ワニス（可塑剤） 6塗料、ワニス（溶剤） 7印刷インキ（可塑剤） 8複写用薬剤（可塑剤）

9医薬品・動物医薬品・医薬部
外品・医療用具（医薬品）

10化粧品(化粧品） 12農薬（農薬） 16殺生物剤（除草剤） 18着香剤、消臭剤（香料）

19接着剤（可塑剤） 23試薬（分析用試薬） 23試薬（試験研究用） 29合成樹脂添加物（可塑剤） 29合成樹脂添加物（添加材）
29合成樹脂添加剤（樹脂改質
剤）

30ゴム用添加剤（可塑剤） 36工業用洗浄剤（洗浄用溶剤）
40潤滑油、グリース、研削油
（潤滑油）

50その他（食品添加物）

1 258 １，３，５，７－テトラアザトリシクロ［３．３．１．１（３，７）］デカン
（別名ヘキサメチレンテトラミン） 6塗料、ワニス（樹脂硬化剤） 19接着剤（樹脂硬化剤）

29合成樹脂添加剤（樹脂硬化
剤）

1 259 テトラエチルチウラムジスルフィド（別名ジスルフィラム） 1重合原料・合成原料（有機合
成原料）

1重合原料・合成原料（合成樹
脂原料）

1重合原料・合成原料（有機ゴ
ム薬品原料）

1重合原料・合成原料（医薬品
原料）

2化学プロセス調節剤（重合調
節剤・重合禁止剤、安定剤）

6塗料、ワニス（樹脂硬化剤）
9医薬品・動物医薬品・医薬部
外品・医療用具（医薬品）

15防汚剤（漁網用、船底塗料
用）

16殺生物剤（殺菌剤） 19接着剤（接着剤）

19接着剤（酸化防止剤） 30ゴム用添加剤（ゴム添加剤） 30ゴム用添加剤（可塑剤） 30ゴム用添加剤（配合剤）
1 260 テトラクロロイソフタロニトリル（別名クロロタロニル又はＴＰＮ）

1 261 ４，５，６，７－テトラクロロイソベンゾフラン－１（３Ｈ）－オン
（別名フサライド） 16殺生物剤（殺菌剤）

1 262 テトラクロロエチレン 3合成反応用、紡糸・製膜用、
抽出・精製用溶剤等（溶剤）

6塗料、ワニス（溶剤） 17エアゾール溶剤（溶剤） 19接着剤（溶剤） 20粘着剤（溶剤）

21シーリング剤（溶剤）
22ゴム・プラスチック接着用溶
剤（溶剤）

25レジスト現像用溶剤、レジスト
剥離剤（溶剤）

27洗濯業の洗浄溶剤（クリーニ
ング溶剤）

27洗濯業の洗浄溶剤（溶剤）

36工業用洗浄剤（洗浄用溶剤） 36工業用洗浄剤（溶剤） 45熱伝導剤（冷媒）
1 265 テトラヒドロメチル無水フタル酸

1 266 ２，３，５，６－テトラフルオロ－４－メチルベンジル＝（Ｚ）－３
－（２－クロロ－３，３，３－トリフルオロ－１－プロペニル）－
２，２－ジメチルシクロプロパンカルボキシラート（別名テフルト
リン）

12農薬（農薬）

1 267 ３，７，９，１３－テトラメチル－５，１１－ジオキサ－２，８，１４－
トリチア－４，７，９，１２－テトラアザペンタデカ－３，１２－ジ
エン－６，１０－ジオン（別名チオジカルブ）

12農薬（農薬） 16殺生物剤（殺虫剤）

1 268 テトラメチルチウラムジスルフィド（別名チウラム又はチラム） 30ゴム用添加剤（ゴム添加剤）
1 270 テレフタル酸 6塗料、ワニス（可塑剤） 7印刷インキ（可塑剤） 8複写用薬剤（可塑剤） 19接着剤（可塑剤） 29合成樹脂添加物（可塑剤）

30ゴム用添加剤（可塑剤）
1 271 テレフタル酸ジメチル

1 272 銅水溶性塩（錯塩を除く。） 37表面処理剤（めっき液）
1 273 １－ドデカノール（別名ノルマル－ドデシルアルコール） 1重合原料・合成原料（香料原

料）
1重合原料・合成原料（界面活
性剤原料）

1重合原料・合成原料（合成用
洗剤原料）

1重合原料・合成原料（有機合
成原料）

2化学プロセス調節剤（分散
剤、乳化剤）

5水系洗浄剤、ワックス（石鹸、
洗剤（界面活性剤））

6塗料、ワニス（可塑剤） 7印刷インキ（可塑剤） 8複写用薬剤（可塑剤） 10化粧品（化粧品）

18着香剤、消臭剤（香料） 19接着剤（可塑剤） 19接着剤（酸化防止剤） 23試薬（分析用試薬） 23試薬（試験研究用）
26繊維処理剤（紡糸・紡績油
剤）

26繊維処理剤（洗浄剤、精錬
洗浄剤（ソーピング剤））

29合成樹脂添加物（可塑剤）
29合成樹脂添加剤（樹脂改質
剤）

30ゴム用添加剤（可塑剤）

36工業用洗浄剤（洗浄用溶剤） 50その他（食品添加物）
1 275 ドデシル硫酸ナトリウム 1重合原料・合成原料（合成用

洗剤原料）
1重合原料・合成原料（乳化剤
原料）

1重合原料・合成原料（有機合
成原料）

1重合原料・合成原料（合成樹
脂原料）

1重合原料・合成原料（樹脂）

2化学プロセス調節剤（触媒）
2化学プロセス調節剤（分散
剤、乳化剤）

2化学プロセス調節剤（重合調
節剤・重合禁止剤、安定剤）

4着色剤（染料）
5水系洗浄剤、ワックス（洗浄用
アルカリ）

5水系洗浄剤、ワックス（石鹸、
洗剤（界面活性剤））

6塗料、ワニス（防腐剤） 6塗料、ワニス（溶剤）
9医薬品・動物医薬品・医薬部
外品・医療用具（医薬品）

10化粧品（化粧品）

12農薬（農薬） 16殺生物剤（殺菌剤） 21シーリング剤（シール剤）
22ゴム・プラスチック接着用溶
剤（溶剤）

23試薬（分析用試薬）

23試薬（試験研究用） 26繊維処理剤（繊維処理剤） 30ゴム用添加材（ゴム添加剤） 36工業用洗浄剤（洗浄用溶剤） 36工業用洗浄剤（洗浄剤）
37表面処理剤（クロメート処理
液）

46不凍液、凍結防止剤（凍結
防止剤）

1 277 トリエチルアミン 1重合原料・合成原料（染料原
料）

1重合原料・合成原料（界面活
性剤原料）

1重合原料・合成原料（有機合
成原料）

1重合原料・合成原料（有機ゴ
ム薬品原料）

1重合原料・合成原料（医薬品
原料）

1重合原料・合成原料（樹脂） 2化学プロセス調節剤（触媒）
2化学プロセス調節剤（分散
剤、乳化剤）

2化学プロセス調節剤（重合調
節剤・重合禁止剤、安定剤）

3合成反応用、紡糸・製膜用、
抽出・精製用溶剤等（溶剤）

4着色剤（染料）
5水系洗浄剤、ワックス（石鹸、
洗剤（界面活性剤））

5水系洗浄剤、ワックス（ワックス
（自動車用、皮革用等））

6塗料、ワニス（染料・顔料） 6塗料、ワニス（防腐剤）

6塗料、ワニス（乾燥促進剤、湿
潤剤、難燃剤、撥水剤）

6塗料、ワニス（溶剤） 6塗料、ワニス（酸化防止剤） 6塗料、ワニス（樹脂硬化剤）
6塗料、ワニス（乳化剤・分散
剤・ブロッキング防止剤）

7印刷インキ（染料） 7印刷インキ（印刷インキ） 7印刷インキ（酸化防止剤） 8複写用薬剤（染料）
9医薬品・動物医薬品・医薬部
外品・医療用具（医薬品）

12農薬（農薬） 16殺生物剤（除草剤） 17エアゾール溶剤（溶剤） 19接着剤（樹脂硬化剤）
22ゴム・プラスチック接着用溶
剤（溶剤）
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種 管理
番号

特定
第１種

追加
物質

物　質　名　称

23試薬（分析用試薬） 23試薬（試験研究用）
24写真、フォトレジスト、印刷版
材料（感光材料）

24写真、フォトレジスト、印刷版
材料（写真薬）

24写真、フォトレジスト、印刷版
材料（定着剤、安定剤）

26繊維処理剤（染料） 28紙・パルプ薬品（染料） 29合成樹脂添加剤（添加剤）
29合成樹脂添加剤（樹脂硬化
剤）

29合成樹脂添加剤（樹脂改質
剤）

31皮革処理剤（仕上げ加工薬
剤（着色剤、着色助剤、撥水・
撥油剤等））

32ガラス、ほうろう、セメント（ガ
ラス添加剤）

33陶磁器、耐火物、ファインセ
ラミックス（増粘剤（結合剤））

35合金の原料、鋳造用資材
（樹脂粘結剤）

41電気・電子材料（エピタキ
シャル成長）

41電気・電子材料（電池原料） 43水処理剤（凝集剤）
1 279 １，１，１－トリクロロエタン 3合成反応用、紡糸・製膜用、

抽出・精製用溶剤等（溶剤）
6塗料、ワニス（溶剤） 17エアゾール溶剤（溶剤） 19接着剤（溶剤） 20粘着剤（溶剤）

21シーリング剤（溶剤）
22ゴム・プラスチック接着用溶
剤（溶剤）

25レジスト現像用溶剤、レジスト
剥離剤（溶剤）

27洗濯業の洗浄溶剤（クリーニ
ング溶剤）

27洗濯業の洗浄溶剤（繊維し
み抜き剤）

27洗濯業の洗浄溶剤（溶剤） 36工業用洗浄剤（洗浄用溶剤） 36工業用洗浄剤（溶剤）
1 280 １，１，２－トリクロロエタン 3合成反応用、紡糸・製膜用、

抽出・精製用溶剤等（溶剤）
3合成反応用、紡糸・製膜用、
抽出・精製用溶剤等（抽出剤）

6塗料、ワニス（溶剤） 17エアゾール溶剤（溶剤） 19接着剤（溶剤）

20粘着剤（溶剤） 21シーリング剤（溶剤）
22ゴム・プラスチック接着用溶
剤（溶剤）

23試薬（抽出剤）
25レジスト現像用溶剤、レジスト
剥離剤（溶剤）

27洗濯業の洗浄溶剤（溶剤） 36工業用洗浄剤（溶剤）
1 281 〇 トリクロロエチレン 1重合原料・合成原料（殺虫剤

原料）
3合成反応用、紡糸・製膜用、
抽出・精製用溶剤等（溶剤）

3合成反応用、紡糸・製膜用、
抽出・精製用溶剤等（抽出剤）

6塗料、ワニス（溶剤） 17エアゾール溶剤（溶剤）

19接着剤（接着剤） 19接着剤（溶剤） 20粘着剤（溶剤） 21シーリング剤（溶剤）
22ゴム・プラスチック接着用溶
剤（溶剤）

23試薬（抽出剤）
25レジスト現像用溶剤、レジスト
剥離剤（溶剤）

27洗濯業の洗浄溶剤（溶剤） 36工業用洗浄剤（溶剤） 45熱伝導剤（冷媒）

1 284 トリクロロトリフルオロエタン（別名ＣＦＣ－１１３）

1 285 トリクロロニトロメタン（別名クロロピクリン）

1 286 （３，５，６－トリクロロ－２－ピリジル）オキシ酢酸（別名トリクロ
ピル）

1 287 ２，４，６－トリクロロフェノール 1重合原料・合成原料（染料原
料）

1重合原料・合成原料（有機合
成原料）

6塗料、ワニス（防腐剤） 16殺生物剤（防腐剤） 16殺生物剤（殺菌剤）

23試薬（分析用試薬） 23試薬（試験研究用） 28紙・パルプ薬品（染料）
1 288 トリクロロフルオロメタン（別名ＣＦＣ－１１）

1 289 １，２，３－トリクロロプロパン 1重合原料・合成原料（可塑剤
原料）

3合成反応用、紡糸・製膜用、
抽出・精製用溶剤等（溶剤）

6塗料、ワニス（可塑剤） 6塗料、ワニス（溶剤） 7印刷インキ（可塑剤）

8複写用薬剤（可塑剤） 12農薬（農薬） 17エアゾール溶剤（溶剤） 19接着剤（可塑剤） 19接着剤（溶剤）

20粘着剤（溶剤） 21シーリング剤（シール剤） 21シーリング剤（溶剤）
22ゴム・プラスチック接着用溶
剤（溶剤）

23試薬（分析用試薬）

23試薬（試験研究用）
25レジスト現像用溶剤、レジスト
剥離剤（溶剤）

27洗濯業の洗浄溶剤（溶剤） 29合成樹脂添加物（可塑剤） 30ゴム用添加剤（可塑剤）

36工業用洗浄剤（洗浄用溶剤） 36工業用洗浄剤（洗浄剤） 36工業用洗浄剤（溶剤）
1 290 トリクロロベンゼン 1重合原料・合成原料（染料原

料）
1重合原料・合成原料（顔料原
料）

1重合原料・合成原料（有機合
成原料）

3合成反応用、紡糸・製膜用、
抽出・精製用溶剤等（溶剤）

4着色剤（染料）

6塗料、ワニス（染料・顔料） 6塗料、ワニス（溶剤） 7印刷インキ（染料） 7印刷インキ（印刷インキ） 8複写用薬剤（染料）
12農薬（農薬） 17エアゾール溶剤（溶剤） 19接着剤（接着剤） 19接着剤（溶剤） 20粘着剤（溶剤）

21シーリング剤（溶剤）
22ゴム・プラスチック接着用溶
剤（溶剤）

23試薬（分析用試薬） 23試薬（試験研究用）
25レジスト現像用溶剤、レジスト
剥離剤（溶剤）

26繊維処理剤（染料）
26繊維処理剤（均染剤・浸透
剤・保染剤、触染剤（染色助
剤））

27洗濯業の洗浄溶剤（溶剤） 28紙・パルプ薬品（染料） 36工業用洗浄剤（洗浄用溶剤）

36工業用洗浄剤（溶剤）
40潤滑油、グリース、研削油
（潤滑油）

1 292 トリブチルアミン 1重合原料・合成原料（界面活
性剤原料）

1重合原料・合成原料（有機合
成原料）

1重合原料・合成原料（合成樹
脂原料）

1重合原料・合成原料（有機ゴ
ム薬品原料）

1重合原料・合成原料（医薬品
原料）

2化学プロセス調節剤（触媒）
2化学プロセス調節剤（重合調
節剤・重合禁止剤、安定剤）

3合成反応用、紡糸・製膜用、
抽出・精製用溶剤等（溶剤）

4着色剤（染料）
5水系洗浄剤、ワックス（防錆
剤））

6塗料、ワニス（染料・顔料） 6塗料、ワニス（溶剤）
6塗料、ワニス（乳化剤・分散
剤・ブロッキング防止剤）

7印刷インキ（染料） 8複写用薬剤（染料）

9医薬品・動物医薬品・医薬部
外品・医療用具（医薬品）

12農薬（農薬） 16殺生物剤（除草剤） 17エアゾール溶剤（溶剤） 19接着剤（溶剤）

19接着剤（樹脂硬化剤） 20粘着剤（溶剤） 21シーリング剤（溶剤）
22ゴム・プラスチック接着用溶
剤（溶剤）

23試薬（分析用試薬）

23試薬（試験研究用）
25レジスト現像用溶剤、レジスト
剥離剤（溶剤）

26繊維処理剤（染料） 27洗濯業の洗浄溶剤（溶剤） 28紙・パルプ薬品（染料）

29合成樹脂添加剤（添加剤）
29合成樹脂添加剤（樹脂改質
剤）

30ゴム用添加剤（添加剤） 36工業用洗浄剤（溶剤）
40潤滑油、グリース、研削油
（酸化防止剤）

40潤滑油、グリース、研削油
（添加剤）

1 293 アルファ，アルファ，アルファ－トリフルオロ－２，６－ジニトロ
－Ｎ，Ｎ－ジプロピル－パラ－トルイジン（別名トリフルラリン）

1 298 トリレンジイソシアネート 1重合原料・合成原料（有機合
成原料）

1重合原料・合成原料（合成ゴ
ム原料）

6塗料、ワニス（染料・顔料） 19接着剤（接着剤） 26繊維処理剤（繊維処理剤）

1 299 〇 トルイジン 1重合原料・合成原料（有機合
成原料）

3合成反応用、紡糸・製膜用、
抽出・精製用溶剤等（溶剤）

4着色剤（染料） 6塗料、ワニス（染料・顔料） 6塗料、ワニス（溶剤）

7印刷インキ（染料） 8複写用薬剤（染料） 17エアゾール溶剤（溶剤） 19接着剤（溶剤） 20粘着剤（溶剤）

21シーリング剤（溶剤）
22ゴム・プラスチック接着用溶
剤（溶剤）

23試薬（分析用試薬）
25レジスト現像用溶剤、レジスト
剥離剤（溶剤）

26繊維処理剤（染料）

27洗濯業の洗浄溶剤（溶剤） 28紙・パルプ薬品（染料） 36工業用洗浄剤（溶剤）
1 300 トルエン 1重合原料・合成原料（有機合

成原料）
1重合原料・合成原料（ワックス
原料）

1重合原料・合成原料（粘着
テープ原料）

1重合原料・合成原料（医薬品
原料）

1重合原料・合成原料（樹脂）

3合成反応用、紡糸・製膜用、
抽出・精製用溶剤等（溶剤）

4着色剤（染料） 6塗料、ワニス（染料・顔料） 6塗料、ワニス（溶剤） 7印刷インキ（染料）

7印刷インキ（印刷インキ） 8複写用薬剤（染料） 17エアゾール溶剤（溶剤） 19接着剤（接着剤） 19接着剤（溶剤）

20粘着剤（溶剤） 21シーリング剤（シール剤） 21シーリング剤（溶剤）
22ゴム・プラスチック接着用溶
剤（溶剤）

25レジスト現像用溶剤、レジスト
剥離剤（溶剤）

25レジスト現像用溶剤、レジスト
剥離剤（剥離剤）

26繊維処理剤（染料）
27洗濯業の洗浄溶剤（クリーニ
ング溶剤）

27洗濯業の洗浄溶剤（繊維し
み抜き剤）

27洗濯業の洗浄溶剤（溶剤）

28紙・パルプ薬品（染料） 36工業用洗浄剤（洗浄用溶剤） 36工業用洗浄剤（溶剤）
40潤滑油、グリース、研削油
（潤滑油）

41電気・電子材料（電池原料）

42電池（電池原料）
49燃料及び燃料添加剤（石油
精製）

1 302 ナフタレン 1重合原料・合成原料（染料原
料）

1重合原料・合成原料（有機合
成原料）

1重合原料・合成原料（合成樹
脂原料）

1重合原料・合成原料（樹脂） 2化学プロセス調節剤（触媒）

2化学プロセス調節剤（分散
剤、乳化剤）

3合成反応用、紡糸・製膜用、
抽出・精製用溶剤等（溶剤）

6塗料、ワニス（染料・顔料）
6塗料、ワニス（乾燥促進剤、湿
潤剤、難燃剤、撥水剤）

6塗料、ワニス（可塑剤）

6塗料、ワニス（溶剤） 6塗料、ワニス（樹脂硬化剤）
6塗料、ワニス（乳化剤・分散
剤・ブロッキング防止剤）

6塗料、ワニス（光硬化塗料モノ
マー・オリゴマー）

7印刷インキ（印刷インキ）

11火薬、爆薬（火薬（爆薬）） 12農薬（農薬） 16殺生物剤（防腐剤） 16殺生物剤（殺菌剤） 16殺生物剤（殺虫剤）
16殺生物剤（殺生物剤用溶剤） 17エアゾール溶剤（溶剤） 19接着剤（接着剤） 19接着剤（可塑剤） 19接着剤（溶剤）

19接着剤（樹脂硬化剤） 20粘着剤（溶剤） 21シーリング剤（溶剤）
22ゴム・プラスチック接着用溶
剤（溶剤）

23試薬（分析用試薬）

23試薬（試験研究用）
25レジスト現像用溶剤、レジスト
剥離剤（溶剤）

26繊維処理剤（酸化剤）
26繊維処理剤（防臭、防汚加
工剤、変色防止剤）

27洗濯業の洗浄溶剤（溶剤）

28紙・パルプ薬品（酸化剤） 29合成樹脂添加剤(可塑剤）
33陶磁器、耐火物、ファインセ
ラミックス（増粘剤（結合剤））

34研削砥石、研磨剤（研削砥
石、研磨剤、摩擦材の添加物）

35合金の原料、鋳造用資材
（樹脂粘結剤）

36工業用洗浄剤（洗浄用溶剤） 36工業用洗浄剤（洗浄剤） 36工業用洗浄剤（洗浄剤）
37表面処理剤（エッチングガ
ス）

39作動油、絶縁油（絶縁剤）

43水処理剤（装置腐食防止剤） 49燃料及び燃料添加剤（燃料）
49燃料及び燃料添加剤（酸化
防止剤）

1 308 ニッケル
2化学プロセス調節剤（触媒）

35合金の原料、鋳造用資材
（鉄鋼原料）

35合金の原料、鋳造用資材
（溶接材料）

35合金の原料、鋳造用資材
（鋳物原料）

35合金の原料、鋳造用資材
（合金原料）

36工業用洗浄剤（ショット剤） 38溶接棒、ハンダ（溶接材料） 42電池（めっき電極）
1 309 〇 ニッケル化合物

2化学プロセス調節剤（触媒） 4着色剤（着色剤） 6染料、ワニス（染料・顔料） 30ゴム用添加剤（ゴム添加剤）
35合金の原料、鋳造用資材
（鉄鋼原料）

35合金の原料、鋳造用資材
（合金原料）

37表面処理剤（皮膜処理剤） 37表面処理剤（めっき液） 41電気・電子材料（電池原料） 42電池（電池原料）

1 312 オルト－ニトロアニリン 1重合原料・合成原料（染料原
料）

1重合原料・合成原料（有機合
成原料）

1重合原料・合成原料（医薬品
原料）

4着色剤（染料） 6塗料、ワニス（染料・顔料）

7印刷インキ（染料） 8複写用薬剤（染料）
9医薬品・動物医薬品・医薬部
外品・医療用具（医薬品）

23試薬（分析用試薬） 26繊維処理剤（染料）

28紙・パルプ薬品（染料） 29合成樹脂添加剤（添加剤）
1 314 パラ－ニトロクロロベンゼン

1 316 ニトロベンゼン 1重合原料・合成原料（有機合
成原料）

3合成反応用、紡糸・製膜用、
抽出・精製用溶剤等（溶剤）

4着色剤（染料） 6塗料、ワニス（染料・顔料） 6塗料、ワニス（溶剤）

7印刷インキ（染料） 8複写用薬剤（染料） 17エアゾール溶剤（溶剤） 18着香剤、消臭剤（香料） 19接着剤（溶剤）
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第１種

追加
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物　質　名　称

20粘着剤（溶剤） 21シーリング剤（溶剤）
22ゴム・プラスチック接着用溶
剤（溶剤）

25レジスト現像用溶剤、レジスト
剥離剤（溶剤）

26繊維処理剤（染料）

27洗濯業の洗浄溶剤（溶剤） 28紙・パルプ薬品（染料） 36工業用洗浄剤（溶剤） 50その他（塵埃防止剤）
1 317 ニトロメタン 1重合原料・合成原料（界面活

性剤原料）
1重合原料・合成原料（殺菌剤
原料）

1重合原料・合成原料（有機合
成原料）

1重合原料・合成原料（殺虫剤
原料）

1重合原料・合成原料（医薬品
原料）

3合成反応用、紡糸・製膜用、
抽出・精製用溶剤等（溶剤）

6塗料、ワニス（溶剤）
9医薬品・動物医薬品・医薬部
外品・医療用具（医薬品）

11火薬、爆薬（火薬） 12農薬（農薬）

16殺生物剤（殺虫剤） 17エアゾール溶剤（溶剤） 19接着剤（溶剤） 20粘着剤（溶剤） 21シーリング剤（溶剤）
22ゴム・プラスチック接着用溶
剤（溶剤）

23試薬（分析用試薬） 23試薬（試験研究用）
25レジスト現像用溶剤、レジスト
剥離剤（溶剤）

27洗濯業の洗浄溶剤（溶剤）

36工業用洗浄剤（洗浄用溶剤） 36工業用洗浄剤（溶剤） 49燃料及び燃料添加剤（燃料）
49燃料及び燃料添加剤（アン
チノック剤）

1 318 二硫化炭素 3合成反応用、紡糸・製膜用、
抽出・精製用溶剤等（溶剤）

6塗料、ワニス（溶剤） 17エアゾール溶剤（溶剤） 19接着剤（溶剤） 20粘着剤（溶剤）

21シーリング剤（溶剤）
22ゴム・プラスチック接着用溶
剤（溶剤）

25レジスト現像用溶剤、レジスト
剥離剤（溶剤）

27洗濯業の洗浄溶剤(溶剤） 36工業用洗浄剤（溶剤）

1 319 １－ノナノール（別名ノルマル－ノニルアルコール） 1重合原料・合成原料（香料原
料）

1重合原料・合成原料（可塑剤
原料）

1重合原料・合成原料（有機合
成原料）

6塗料、ワニス（可塑剤） 7印刷インキ（可塑剤）

8複写用薬剤（可塑剤） 18着香剤、消臭剤（香料） 19接着剤（可塑剤）
22ゴム・プラスチック接着用溶
剤（溶剤）

23試薬（試験研究用）

26繊維処理剤（消泡剤） 29合成樹脂添加物（可塑剤） 30ゴム用添加剤（可塑剤）
40潤滑油、グリース、研削油
（潤滑油）

47建設資材用添加剤（消泡剤）

50その他（食品添加物）
1 320 アルキルフェノール（アルキル基の炭素数が９のものに限

る。）
35合金の原料、鋳造用資材
（離型剤）

40潤滑油、グリース、研削油
（潤滑油）

47建設資材用添加剤（離型剤）

1 321 バナジウム化合物
2化学プロセス調節剤（触媒）

32ガラス、ほうろう、セメント（ガ
ラス添加剤）

35合金の原料、鋳造用資材
（合金原料）

1 323 ２，４－ビス（エチルアミノ）－６－メチルチオ－１，３，５－トリア
ジン（別名シメトリン）

1 325 ビス（８－キノリノラト）銅（別名オキシン銅又は有機銅）

1 328 ビス（Ｎ，Ｎ－ジメチルジチオカルバミン酸）亜鉛（別名ジラム） 30ゴム用添加剤（ゴム添加剤）
1 329 ビス（Ｎ，Ｎ－ジメチルジチオカルバミン酸）Ｎ，Ｎ’－エチレン

ビス（チオカルバモイルチオ亜鉛）（別名ポリカーバメート）

1 331 Ｓ，Ｓ－ビス（１－メチルプロピル）＝Ｏ－エチル＝ホスホロジ
チオアート（別名カズサホス） 12農薬（農薬） 16殺生物剤（殺虫剤）

1 332 〇 砒素及びその無機化合物 32ガラス、ほうろう、セメント（光
学ガラス原料・添加剤）

41電気・電子材料（電池原料） 42電池（電池原料）

1 333 ヒドラジン 29合成樹脂添加剤（プラスチッ
ク発泡剤）

37表面処理剤（還元剤）
43水処理剤（冷却水･排水処理
剤）

43水処理剤（ボイラ用水処理
剤）

1 336 ヒドロキノン 24写真、フォトレジスト、印刷版
材料（現像液）

1 337 ４－ビニル－１－シクロヘキセン

1 340 ビフェニル 1重合原料・合成原料（有機合
成原料）

1重合原料・合成原料（合成樹
脂原料）

3合成反応用、紡糸・製膜用、
抽出・精製用溶剤等（溶剤）

3合成反応用、紡糸・製膜用、
抽出・精製用溶剤等（抽出剤）

4染色剤（染料）

6塗料、ワニス（可塑剤） 6塗料、ワニス（樹脂硬化剤） 12農薬（農薬） 16殺生物剤（防腐剤） 23試薬（分析用試薬）

23試薬（試験研究用）
26繊維処理剤（均染剤・浸透
剤・保染剤、触染剤（染色助
剤））

29合成樹脂添加剤（可塑剤）
33陶磁器、耐火物、ファインセ
ラミックス（増粘剤（結合剤））

34研削砥石、研磨剤（研削砥
石、研磨剤、摩擦材の添加物）

42電池（電池原料） 45熱伝導剤 （熱媒体） 49燃料及び燃料添加物（燃料）
1 341 ピペラジン

1 342 ピリジン 50その他（変性剤）
1 343 ピロカテコール（別名カテコール）

1 346 ２－フェニルフェノール 1重合原料・合成原料（有機合
成原料）

1重合原料・合成原料（合成樹
脂原料）

1重合原料・合成原料（医薬品
原料）

6塗料、ワニス（防腐剤）
9医薬品・動物医薬品・医薬部
外品・医療用具（医薬品）

16殺生物剤（防腐剤） 16殺生物剤（殺菌剤） 18着香剤、消臭剤（香料） 23試薬（分析用試薬） 23試薬（試験研究用）

26繊維処理剤（酸化剤） 26繊維処理剤（繊維処理剤） 28紙・パルプ薬品（酸化剤）
31皮革処理剤（仕上げ加工薬
剤（着色剤、着色助剤、撥水・
撥油剤等））

1 347 Ｎ－フェニルマレイミド 1重合原料・合成原料（染料原
料）

1重合原料・合成原料（合成樹
脂原料）

1重合原料・合成原料（有機ゴ
ム薬品原料）

1重合原料・合成原料（医薬品
原料）

1重合原料・合成原料（樹脂）

6塗料、ワニス（染料・顔料） 6塗料、ワニス（樹脂硬化剤） 16殺生物剤（殺菌剤） 19接着剤（接着剤） 23試薬（分析用試薬）

23試薬（試験研究用）
24写真、フォトレジスト、印刷版
材料（感光材料）

29合成樹脂添加剤（添加材）
29合成樹脂添加剤（樹脂改質
剤）

1 348 フェニレンジアミン 1重合原料・合成原料（合成ゴ
ム原料）

4染色剤（染料） 6塗料、ワニス（染料・顔料） 7印刷インキ（染料） 8複写用薬剤（染料）

23試薬（分析用試薬） 26繊維処理剤（染料） 28紙・パルプ薬品（染料）
1 349 フェノール

1重合原料・合成原料（樹脂） 6塗料、ワニス（樹脂硬化剤） 19接着剤（樹脂硬化剤）
25レジスト現像用溶剤、レジスト
剥離剤（剥離剤）

29合成樹脂添加剤（樹脂硬化
剤）

35合金の原料、鋳造用資材
（樹脂粘結剤）

1 350 ３－フェノキシベンジル＝３－（２，２－ジクロロビニル）－２，２
－ジメチルシクロプロパンカルボキシラート（別名ペルメトリン）

1 351 〇 １，３－ブタジエン 1重合原料・合成原料（合成樹
脂原料）

1重合原料・合成原料（合成ゴ
ム原料）

1 354 フタル酸ジブチル 1重合原料・合成原料（粘着
テープ原料）

6塗料、ワニス（染料・顔料） 6塗料、ワニス（可塑剤） 7印刷インキ（可塑剤） 8複写用薬剤（可塑剤）

19接着剤（接着剤） 19接着剤（可塑剤） 29合成樹脂添加物（可塑剤） 30ゴム用添加剤（可塑剤）
1 355 フタル酸ビス（２－エチルヘキシル） 1重合原料・合成原料（粘着

テープ原料）
7印刷インキ（可塑剤） 8複写用薬剤（可塑剤） 19接着剤（接着剤） 19接着剤（可塑剤）

29合成樹脂添加物（可塑剤） 30ゴム用添加剤（可塑剤）
1 356 フタル酸ブチル＝ベンジル 6塗料、ワニス（染料・顔料） 6塗料、ワニス（可塑剤） 7印刷インキ（可塑剤） 8複写用薬剤（可塑剤） 19接着剤（接着剤）

29合成樹脂添加物（可塑剤） 30ゴム用添加剤（可塑剤）
1 357 ２－ターシャリ－ブチルイミノ－３－イソプロピル－５－フェニ

ルテトラヒドロ－４Ｈ－１，３，５－チアジアジン－４－オン（別
名ブプロフェジン）

1 358 Ｎ－ターシャリ－ブチル－Ｎ’－（４－エチルベンゾイル）－
３，５－ジメチルベンゾヒドラジド（別名テブフェノジド）

1 360 Ｎ－［１－（Ｎ－ブチルカルバモイル）－１Ｈ－２－ベンゾイミ
ダゾリル］カルバミン酸メチル（別名ベノミル）

1 361 ブチル＝（Ｒ）－２－［４－（４－シアノ－２－フルオロフェノキ
シ）フェノキシ］プロピオナート（別名シハロホップブチル）

1 362 １－ターシャリ－ブチル－３－（２，６－ジイソプロピル－４－
フェノキシフェニル）チオ尿素（別名ジアフェンチウロン） 12農薬（農薬）

1 363 ５－ターシャリ－ブチル－３－（２，４－ジクロロ－５－イソプロ
ポキシフェニル）－１，３，４－オキサジアゾール－２（３Ｈ）－
オン（別名オキサジアゾン）

12農薬（農薬） 16殺生物剤（除草剤）

1 369 ２－（４－ターシャリ－ブチルフェノキシ）シクロヘキシル＝２
－プロピニル＝スルフィット（別名プロパルギット又はＢＰＰＳ）

1 374 ふっ化水素及びその水溶性塩 32ガラス、ほうろう、セメント（光
学ガラス原料・添加剤）

35合金の原料、鋳造用資材
（合金原料）

36工業用洗浄剤（洗浄用酸） 37表面処理剤（めっき液）
37表面処理剤（エッチングガ
ス）

41電気・電子材料（エピタキ
シャル成長）

1 375 ２－ブテナール 1重合原料・合成原料（有機合
成原料）

1重合原料・合成原料（医薬品
原料）

9医薬品・動物医薬品・医薬部
外品・医療用具（医薬品）

23試薬（分析用試薬） 49燃料及び燃料添加剤（燃料）

1 376 Ｎ－ブトキシメチル－２－クロロ－２’，６’－ジエチルアセトア
ニリド（別名ブタクロール） 12農薬（農薬） 16殺生物剤（除草剤）

1 378 Ｎ，Ｎ’－プロピレンビス（ジチオカルバミン酸）と亜鉛の重合
物（別名プロピネブ）

1 380 ブロモクロロジフルオロメタン（別名ハロン－１２１１）

1 381 ブロモジクロロメタン 23試薬（分析用試薬） 23試薬（試験研究用）
1 382 ブロモトリフルオロメタン（別名ハロン－１３０１）

1 383 ５－ブロモ－３－セカンダリ－ブチル－６－メチル－１，２，３，
４－テトラヒドロピリミジン－２，４－ジオン（別名ブロマシル） 12農薬（農薬） 16殺生物剤（除草剤）

1 384 １－ブロモプロパン 1重合原料・合成原料（有機合
成原料）

1重合原料・合成原料（医薬品
原料）

3合成反応用、紡糸・製膜用、
抽出・精製用溶剤等（溶剤）

3合成反応用、紡糸・製膜用、
抽出・精製用溶剤等（溶剤）

4着色剤（発色剤、発色助剤）

5水系洗浄剤、ワックス（無機
酸、有機酸（金属表面の錆、ス
ケールの洗浄剤））

6塗料、ワニス（溶剤）
9医薬品・動物医薬品・医薬部
外品・医療用具（医薬品）

12農薬（農薬） 19接着剤（接着剤）

22ゴム・プラスチック接着用溶
剤（溶剤）

23試薬（分析用試薬） 23試薬（試験研究用）
25レジスト現像用溶剤、レジスト
剥離剤（溶剤）

36工業用洗浄剤（洗浄用溶剤）

37表面処理剤（クロメート処理
液）

37表面処理剤（エッチングガ
ス）

1 385 〇 ２－ブロモプロパン

1 386 ブロモメタン（別名臭化メチル） 1重合原料・合成原料（有機合
成原料）

3合成反応用、紡糸・製膜用、
抽出・精製用溶剤等（溶剤）

6塗料、ワニス（溶剤） 17エアゾール溶剤（溶剤） 19接着剤（溶剤）
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20粘着剤（溶剤） 21シーリング剤（溶剤）
22ゴム・プラスチック接着用溶
剤（溶剤）

25レジスト現像用溶剤、レジスト
剥離剤（溶剤）

27洗濯業の洗浄溶剤（溶剤）

36工業用洗浄剤（溶剤） 45熱伝導剤（冷媒）
1 388 ６，７，８，９，１０，１０－ヘキサクロロ－１，５，５ａ，６，９，９ａ－

ヘキサヒドロ－６，９－メタノ－２，４，３－ベンゾジオキサチエ
ピン＝３－オキシド（別名エンドスルファン又はベンゾエピン）

1 389 ヘキサデシルトリメチルアンモニウム＝クロリド 1重合原料・合成原料（有機合
成原料）

1重合原料・合成原料（合成樹
脂原料）

5水系洗浄剤、ワックス（石鹸、
洗剤（界面活性剤））

5水系洗浄剤、ワックス（柔軟
剤）

9医薬品・動物医薬品・医薬部
外品・医療用具（医薬品）

10化粧品（化粧品） 16殺生物剤（殺菌剤） 23試薬（分析用試薬） 23試薬（試験研究用）
26繊維処理剤（防臭、防汚加
工剤、変色防止剤）

26繊維処理剤（均染剤・浸透
剤・保染剤、触染剤（染色助
剤））

1 390 ヘキサメチレンジアミン

1 391 ヘキサメチレン＝ジイソシアネート

1 392 ヘキサン 1重合原料・合成原料（有機合
成原料）

1重合原料・合成原料（合成樹
脂原料）

2化学プロセス調節剤（触媒）
2化学プロセス調節剤（分散
剤、乳化剤）

2化学プロセス調節剤（重合調
節剤・重合禁止剤、安定剤）

3合成反応用、紡糸・製膜用、
抽出・精製用溶剤等（溶剤）

3合成反応用、紡糸・製膜用、
抽出・精製用溶剤等（抽出剤）

4着色剤（染料）
5水系洗浄剤、ワックス（再付着
防止剤、キレート剤（ビルダー、
添加剤））

5水系洗浄剤、ワックス（ワックス
（自動車用、皮革用等））

6塗料、ワニス（染料・顔料） 6塗料、ワニス（溶剤） 6塗料、ワニス（樹脂硬化剤） 7印刷インキ（染料） 7印刷インキ（印刷インキ）
7印刷インキ（乾燥促進剤、湿
潤剤、難燃剤、撥水剤）

9医薬品・動物医薬品・医薬部
外品・医療用具（医薬品）

10化粧品（化粧品） 17エアゾール溶剤（溶剤） 19接着剤（接着剤）

19接着剤（可塑剤） 19接着剤（溶剤） 19接着剤（樹脂硬化剤） 20粘着剤（溶剤） 21シーリング剤（シール剤）

21シーリング剤（溶剤）
22ゴム・プラスチック接着用溶
剤（溶剤）

23試薬（分析用試薬） 23試薬（抽出剤） 23試薬（試験研究用）

24写真、フォトレジスト、印刷版
材料（定着剤、安定剤）

25レジスト現像用溶剤、レジスト
剥離剤（溶剤）

27洗濯業の洗浄溶剤（溶剤）
29合成樹脂添加剤（プラスチッ
ク発泡剤）

33陶磁器、耐火物、ファインセ
ラミックス（添加物（等））

33陶磁器、耐火物、ファインセ
ラミックス（離型剤）

35合金の原料、鋳造用資材
（離型剤）

36工業用洗浄剤（洗浄用溶剤） 36工業用洗浄剤（洗浄剤） 36工業用洗浄剤（溶剤）

37表面処理剤（めっき液） 39作動油、絶縁油（絶縁剤）
40潤滑油、グリース、研削油
（酸化防止剤）

40潤滑油、グリース、研削油
（潤滑油）

40潤滑油、グリース、研削油
（切削油）

41電気・電子材料（太陽電池原
料）

41電気・電子材料（電池原料） 43水処理剤（凝集剤） 43水処理剤（装置腐食防止剤） 44吸着剤、乾燥剤（吸着剤）

49燃料及び燃料添加剤（燃料） 50その他（食品添加物）
1 393 ベタナフトール 1重合原料・合成原料（染料原

料）
1重合原料・合成原料（顔料原
料）

1重合原料・合成原料（有機合
成原料）

1重合原料・合成原料（医薬品
原料）

4着色剤（染料）

6塗料、ワニス（染料・顔料） 6塗料、ワニス（防腐剤） 7印刷インキ（染料） 7印刷インキ（酸化防止剤） 8複写用薬剤（染料）
9医薬品・動物医薬品・医薬部
外品・医療用具（医薬品）

16殺生物剤（防腐剤） 16殺生物剤（殺菌剤） 19接着剤（接着剤） 23試薬（試験研究用）

26繊維処理剤（染料） 28紙・パルプ薬品（染料） 30ゴム用添加剤（酸化防止剤）
37表面処理剤（クロメート処理
液）

43水処理剤（金属補足剤）

1 394 〇 ベリリウム及びその化合物 35合金の原料、鋳造用資材
（鋳物原料）

35合金の原料、鋳造用資材
（合金原料）

41電気・電子材料（電池原料） 42電池（電池原料）

1 395 ペルオキソ二硫酸の水溶性塩 1重合原料・合成原料（合成樹
脂原料）

2化学プロセス調節剤（触媒）
2化学プロセス調節剤（重合調
節剤・重合禁止剤、安定剤）

6塗料、ワニス（染料・顔料）
9医薬品・動物医薬品・医薬部
外品・医療用具（医薬品）

10化粧品（化粧品） 23試薬（分析用試薬） 23試薬（試験研究用）
24写真、フォトレジスト、印刷版
材料（写真薬）

26繊維処理剤（酸化剤）

26繊維処理剤（紙力増強剤・含
浸補強剤）

26繊維処理剤（糊抜き剤） 28紙・パルプ薬品（酸化剤）
29合成樹脂添加剤（樹脂硬化
剤）

34研削砥石、研磨剤（研削砥
石、研磨剤、摩擦材原料）

36工業用洗浄剤（漂白剤） 37表面処理剤（皮膜処理剤）
37表面処理剤（エッチングガ
ス）

1 396 ペルフルオロ（オクタン－１－スルホン酸）（別名ＰＦＯＳ） 1重合原料・合成原料（有機合
成原料）

6塗料、ワニス（染料・顔料） 6塗料、ワニス（酸化防止剤） 16殺生物剤（殺虫剤） 23試薬（分析用試薬）

23試薬（試験研究用）
24写真、フォトレジスト、印刷版
材料（感光体）

24写真、フォトレジスト、印刷版
材料（写真薬）

26繊維処理剤（防水剤）
37表面処理剤（エッチングガ
ス）

1 397 〇 ベンジリジン＝トリクロリド

1 398 ベンジル＝クロリド（別名塩化ベンジル）

1 399 ベンズアルデヒド

1 400 〇 ベンゼン 1重合原料・合成原料（有機合
成原料）

1重合原料・合成原料（ワックス
原料）

1重合原料・合成原料（粘着
テープ原料）

1重合原料・合成原料（医薬品
原料）

3合成反応用、紡糸・製膜用、
抽出・精製用溶剤等（溶剤）

3合成反応用、紡糸・製膜用、
抽出・精製用溶剤等（抽出剤）

6塗料、ワニス（溶剤） 17エアゾール溶剤（溶剤） 19接着剤（溶剤） 20粘着剤（溶剤）

21シーリング剤（溶剤）
22ゴム・プラスチック接着用溶
剤（溶剤）

23試薬（抽出剤）
25レジスト現像用溶剤、レジスト
剥離剤（溶剤）

27洗濯業の洗浄溶剤（溶剤）

36工業用洗浄剤（洗浄用溶剤） 36工業用洗浄剤（溶剤） 39作動油、絶縁油（絶縁剤）
49燃料及び燃料添加剤（石油
精製）

1 401 １，２，４－ベンゼントリカルボン酸１，２－無水物

1 402 ２－（２－ベンゾチアゾリルオキシ）－Ｎ－メチルアセトアニリド
（別名メフェナセット）

1 403 ベンゾフェノン 1重合原料・合成原料（有機合
成原料）

1重合原料・合成原料（合成樹
脂原料）

1重合原料・合成原料（医薬品
原料）

2化学プロセス調節剤（触媒）
2化学プロセス調節剤（重合調
節剤・重合禁止剤、安定剤）

6塗料、ワニス（樹脂硬化剤）
6塗料、ワニス（光硬化塗料モノ
マー・オリゴマー）

７印刷インキ（紫外線・電子線
硬化インキのモノマー・オリゴ
マー、増感剤）

9医薬品・動物医薬品・医薬部
外品・医療用具（医薬品）

18着香剤、消臭剤（香料）

18着香剤、消臭剤（保香剤） 23試薬（分析用試薬） 23試薬（試験研究用）
24写真、フォトレジスト、印刷版
材料（写真薬）

29合成樹脂添加剤（添加剤）

36工業用洗浄剤（洗浄剤） 41電気・電子材料（電池原料） 44吸着剤、乾燥剤（吸収剤） 50その他（食品添加物）
1 404 〇 ペンタクロロフェノール

1 405 ほう素化合物 1重合原料・合成原料（ブレー
キ液原料）

2化学プロセス調節剤（触媒） 6塗料、ワニス（染料・顔料）
32ガラス、ほうろう、セメント（光
ファイバー原料）

32ガラス、ほうろう、セメント（光
学ガラス原料・添加剤）

33陶磁器、耐火物、ファインセ
ラミックス（れんが原料）

35合金の原料、鋳造用資材（フ
ラックス剤）

36工業用洗浄剤（洗浄剤） 37表面処理剤（皮膜処理剤） 37表面処理剤（めっき液）

37表面処理剤（エッチングガ
ス）

38溶接棒、ハンダ（フラックス
剤）

40潤滑油、グリース、研削油
（切削油）

41電気・電子材料（電池原料） 42電池（電池原料）

43水処理剤（冷却水･排水処理
剤）

1 406 〇 ポリ塩化ビフェニル（別名ＰＣＢ）

1 407 ポリ（オキシエチレン）＝アルキルエーテル（アルキル基の炭
素数が１２から１５までのもの及びその混合物に限る。） 26繊維処理剤（繊維処理剤） 26繊維処理剤（消泡剤）

35合金の原料、鋳造用資材
（離型剤）

36工業用洗浄剤（洗浄剤） 47建設資材用添加剤（離型剤）

47建設資材用添加剤（消泡剤）
1 408 ポリ（オキシエチレン）＝アルキルフェニルエーテル（アルキ

ル基の炭素数が８のものに限る。）
35合金の原料、鋳造用資材
（離型剤）

36工業用洗浄剤（洗浄剤） 47建設資材用添加剤（離型剤）

1 409 ポリ（オキシエチレン）＝ドデシルエーテル硫酸エステルナトリ
ウム

1重合原料・合成原料（有機合
成原料）

1重合原料・合成原料（合成樹
脂原料）

2化学プロセス調節剤（分散
剤、乳化剤）

5水系洗浄剤、ワックス（洗浄用
アルカリ）

5水系洗浄剤、ワックス（石鹸、
洗剤（界面活性剤））

5水系洗浄剤、ワックス（ワックス
（自動車用、皮革用等））

6塗料、ワニス（樹脂硬化剤）
6塗料、ワニス（皮張り防止剤・
増粘剤・消泡剤）

9医薬品・動物医薬品・医薬部
外品・医療用具（医薬品）

10化粧品（化粧品）

19接着剤（樹脂硬化剤） 23試薬（試験研究用） 26繊維処理剤（消泡剤）
26繊維処理剤（洗浄剤、精錬
洗浄剤（ソーピング剤））

26繊維処理剤（柔軟仕上げ剤）

35合金の原料、鋳造用資材
（離型剤）

36工業用洗浄剤（洗浄剤）
47建設資材用添加剤（強化剤・
減水剤）

1 410 ポリ（オキシエチレン）＝アルキルフェニルエーテル（アルキ
ル基の炭素数が９のものに限る。） 26繊維処理剤（繊維処理剤）

35合金の原料、鋳造用資材
（離型剤）

36工業用洗浄剤（洗浄剤）
40潤滑油、グリース、研削油
（潤滑油）

40潤滑油、グリース、研削油
（切削油）

47建設資材用添加剤（離型剤）
1 411 〇 ホルムアルデヒド 1重合原料・合成原料（有機合

成原料）
1重合原料・合成原料（合成樹
脂原料）

1重合原料・合成原料（樹脂） 6塗料、ワニス（染料・顔料） 6塗料、ワニス（防腐剤）

6塗料、ワニス（乾燥促進剤、湿
潤剤、難燃剤、撥水剤）

16殺生物剤（防腐剤） 16殺生物剤（消毒剤） 18着香剤、消臭剤（脱臭剤） 19接着剤（接着剤）

19接着剤（難燃剤） 26繊維処理剤（難燃剤） 28紙・パルプ薬品（難燃剤）
28紙・パルプ薬品（紙力増強
剤）

35合金の原料、鋳造用資材
（樹脂粘結剤）

1 412 マンガン及びその化合物 1重合原料・合成原料（不凍液
原料）

6塗料、ワニス（染料・顔料） 21シーリング剤（シール剤）
35合金の原料、鋳造用資材
（鉄鋼原料）

35合金の原料、鋳造用資材
（溶接材料）

35合金の原料、鋳造用資材
（鋳物原料）

35合金の原料、鋳造用資材
（合金原料）

38溶接棒、ハンダ（溶接材料） 41電気・電子材料（電池原料） 42電池（電池原料）

1 413 無水フタル酸 30ゴム用添加剤（ゴム添加剤）
1 415 メタクリル酸

1 420 メタクリル酸メチル 1重合原料・合成原料（粘着
テープ原料）

1重合原料・合成原料（強化プ
ラスチック原料）

1 422 （Ｚ）－２’－メチルアセトフェノン＝４，６－ジメチル－２－ピリ
ミジニルヒドラゾン（別名フェリムゾン）

1 424 メチル＝イソチオシアネート

1 426 Ｎ－メチルカルバミン酸２，３－ジヒドロ－２，２－ジメチル－７
－ベンゾ［ｂ］フラニル（別名カルボフラン）

1 427 Ｎ－メチルカルバミン酸１－ナフチル（別名カルバリル又はＮ
ＡＣ）
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種 管理
番号
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第１種

追加
物質

物　質　名　称

1 428 Ｎ－メチルカルバミン酸２－ｓｅｃ－ブチルフェニル（別名フェ
ノブカルブ又はＢＰＭＣ）

1 431 メチル＝（Ｅ）－２－｛２－［６－（２－シアノフェノキシ）ピリミジ
ン－４－イルオキシ］フェニル｝－３－メトキシアクリラート（別
名アゾキシストロビン）

12農薬（農薬） 16殺生物剤（殺菌剤）

1 433 Ｎ－メチルジチオカルバミン酸（別名カーバム）

1 436 アルファ－メチルスチレン

1 438 メチルナフタレン 1重合原料・合成原料（染料原
料）

1重合原料・合成原料（界面活
性剤原料）

1重合原料・合成原料（有機合
成原料）

1重合原料・合成原料（医薬品
原料）

3合成反応用、紡糸・製膜用、
抽出・精製用溶剤等（溶剤）

3合成反応用、紡糸・製膜用、
抽出・精製用溶剤等（抽出剤）

4着色剤（染料） 6塗料、ワニス（溶剤）
9医薬品・動物医薬品・医薬部
外品・医療用具（医薬品）

10化粧品（化粧品）

12農薬（農薬） 16殺生物剤(殺菌剤） 16殺生物剤(殺虫剤） 16殺生物剤(殺生物剤用溶剤） 17エアゾール溶剤（溶剤）

19接着剤（溶剤） 20粘着剤（溶剤） 21シーリング剤（溶剤）
22ゴム・プラスチック接着用溶
剤（溶剤）

25レジスト現像用溶剤、レジスト
剥離剤（溶剤）

26繊維処理剤（均染剤・浸透
剤・保染剤、触染剤（染色助
剤））

27洗濯業の洗浄溶剤（溶剤） 28紙・パルプ薬品（染料）
30ゴム用添加剤 （加硫促進剤
等）（可塑剤）

33陶磁器、耐火物、ファインセ
ラミックス（増粘剤（結合剤））

36工業用洗浄剤（洗浄用溶剤） 36工業用洗浄剤（溶剤） 45熱伝導剤（熱媒体） 49燃料及び燃料添加剤（燃料）
1 439 ３－メチルピリジン

1 442 ２－メチル－Ｎ－［３－（１－メチルエトキシ）フェニル］ベンズ
アミド（別名メプロニル） 12農薬（農薬） 16殺生物剤（殺菌剤）

1 443 Ｓ－メチル－Ｎ－（メチルカルバモイルオキシ）チオアセトイミ
ダート（別名メソミル） 12農薬（農薬） 16殺生物剤（殺虫剤）

1 444 メチル＝（Ｅ）－メトキシイミノ－（２－｛［（｛（Ｅ）－１－［３－（トリ
フルオロメチル）フェニル］エチリデン｝アミノ）オキシ］メチル｝
フェニル）アセタート（別名トリフロキシストロビン）

12農薬（農薬） 16殺生物剤（殺菌剤）

1 445 メチル＝（Ｅ）－メトキシイミノ［２－（オルト－トリルオキシメチ
ル）フェニル］アセタート（別名クレソキシムメチル） 12農薬（農薬） 16殺生物剤（殺菌剤）

1 446 ４，４’－メチレンジアニリン 29合成樹脂添加剤（樹脂改質
剤）

30ゴム用添加材（ゴム添加剤）

1 448 メチレンビス（４，１－フェニレン）＝ジイソシアネート 1重合原料・合成原料（有機合
成原料）

1重合原料・合成原料（合成樹
脂原料）

2化学プロセス調節剤（重合調
節剤・重合禁止剤、安定剤）

3合成反応用、紡糸・製膜用、
抽出・精製用溶剤等（溶剤）

5水系洗浄剤、ワックス（石鹸、
洗剤（界面活性剤））

5水系洗浄剤、ワックス（ワックス
（自動車用、皮革用等））

6塗料、ワニス（溶剤） 6塗料、ワニス（樹脂硬化剤） 19接着剤（接着剤） 19接着剤（可塑剤）

19接着剤（溶剤） 19接着剤（酸化防止剤） 19接着剤（樹脂硬化剤） 21シーリング剤（シール剤） 23試薬（試験研究用）
29合成樹脂添加剤（プラスチッ
ク発泡剤）

29合成樹脂添加剤（樹脂硬化
剤）

29合成樹脂添加剤（樹脂改質
剤）

30ゴム用添加剤 （加硫促進剤
等）（ゴム添加剤）

35合金の原料、鋳造用資材
（樹脂粘結剤）

40潤滑油、グリース、研削油
（潤滑油）

41電気・電子材料（電池原料） 48土壌改良材（農地以外）

1 449 ３－メトキシカルボニルアミノフェニル＝３’－メチルカルバニ
ラート（別名フェンメディファム） 12農薬（農薬） 16殺生物剤（除草剤）

1 450 Ｎ－（６－メトキシ－２－ピリジル）－Ｎ－メチルチオカルバミン
酸Ｏ－３－ターシャリ－ブチルフェニル（別名ピリブチカルブ）

1 453 モリブデン及びその化合物 1重合原料・合成原料（不凍液
原料）

6塗料、ワニス（染料・顔料） 7印刷インキ（印刷インキ） 30ゴム用添加材（配合剤）
35合金の原料、鋳造用資材
（鉄鋼原料）

35合金の原料、鋳造用資材
（溶接材料）

35合金の原料、鋳造用資材
（鋳物原料）

38溶接棒、ハンダ（溶接材料） 39作動油、絶縁油（配合剤）
40潤滑油、グリース、研削油
（潤滑油）

40潤滑油、グリース、研削油
（配合剤）

1 456 りん化アルミニウム 12農薬（農薬） 16殺生物剤（殺虫剤）
1 457 りん酸ジメチル＝２，２－ジクロロビニル（別名ジクロルボス又

はＤＤＶＰ）

1 458 りん酸トリス（２－エチルヘキシル） 2化学プロセス調節剤（分散
剤、乳化剤）

3合成反応用、紡糸・製膜用、
抽出・精製用溶剤等（溶剤）

3合成反応用、紡糸・製膜用、
抽出・精製用溶剤等（抽出剤）

19接着剤（可塑剤） 23試薬（分析用試薬）

23試薬（試験研究用）
24写真、フォトレジスト、印刷版
材料（定着剤、安定剤）

30ゴム用添加剤（ゴム添加剤） 30ゴム用添加剤（可塑剤） 30ゴム用添加剤（酸化防止）

1 459 りん酸トリス（２－クロロエチル）

1 460 りん酸トリトリル 1重合原料・合成原料（有機合
成原料）

1重合原料・合成原料（合成樹
脂原料）

2化学プロセス調節剤（触媒）
2化学プロセス調節剤（分散
剤、乳化剤）

3合成反応用、紡糸・製膜用、
抽出・精製用溶剤等（溶剤）

4着色剤（染料）
6塗料、ワニス（乾燥促進剤、湿
潤剤、難燃剤、撥水剤）

6塗料、ワニス（可塑剤） 6塗料、ワニス（溶剤） 6塗料、ワニス（酸化防止剤）

6塗料、ワニス（樹脂硬化剤） 7印刷インキ（可塑剤） 8複写用薬剤（可塑剤） 19接着剤（難燃剤） 19接着剤（可塑剤）

19接着剤（樹脂硬化剤）
24写真、フォトレジスト、印刷版
材料（定着剤、安定剤）

26繊維処理剤（難燃剤） 28紙・パルプ薬品（難燃剤） 29合成樹脂添加物（可塑剤）

29合成樹脂添加剤（添加剤）
29合成樹脂添加物（樹脂硬化
剤）

30ゴム用添加剤（可塑剤） 30ゴム用添加剤（添加剤） 30ゴム用添加剤（配合剤）

34研削砥石、研磨剤（研削砥
石、研磨剤、摩擦材の添加物）

40潤滑油、グリース、研削油
（酸化防止剤）

40潤滑油、グリース、研削油
（添加剤）

40潤滑油、グリース、研削油
（潤滑油）

41電気・電子材料（電池原料）

1 461 りん酸トリフェニル 1重合原料・合成原料（可塑剤
原料）

1重合原料・合成原料（有機合
成原料）

1重合原料・合成原料（合成樹
脂原料）

6塗料、ワニス（乾燥促進剤、湿
潤剤、難燃剤、撥水剤）

6塗料、ワニス（可塑剤）

7印刷インキ（可塑剤） 8複写用薬剤（可塑剤） 16殺生物剤（殺菌剤） 19接着剤（接着剤） 19接着剤（難燃剤）
19接着剤（可塑剤） 23試薬（分析用試薬） 23試薬（試験研究用） 26繊維処理剤（難燃剤） 28紙・パルプ薬品（難燃剤）

29合成樹脂添加物（可塑剤） 29合成樹脂添加剤（添加剤）
29合成樹脂添加剤（樹脂硬化
剤）

30ゴム用添加剤（可塑剤） 30ゴム用添加剤（添加剤）

39作動油、絶縁油（配合剤）
40潤滑油、グリース、研削油
（添加剤）

40潤滑油、グリース、研削油
（潤滑油）

41電気・電子材料（電池原料）

- 47 -



種 管理
番号

特定
第１種

追加
物質

物　質　名　称

1 462 りん酸トリブチル 1重合原料・合成原料（不凍液
原料）

6塗料、ワニス（染料・顔料） 29合成樹脂添加剤（添加剤） 30ゴム用添加剤（添加剤）
40潤滑油、グリース、研削油
（添加剤）

40潤滑油、グリース、研削油
（潤滑油）

1
468

〇 ４－アリル－１，２－ジメトキシベンゼン 1重合原料・合成原料（香料原
料）

12農薬（農薬） 18着香剤、消臭剤（香料）
33陶磁器、耐火物、ファインセ
ラミックス（添加物（等））

50その他（食品添加物）

1
477

〇 ４，４’－オキシビスベンゼンスルホニルヒドラジド 1重合原料・合成原料（有機ゴ
ム薬品原料）

19接着剤（接着剤）

1
490

〇 ２－［４－（２，４－ジクロロ－メタ－トルオイル）－１，３－ジメチ
ル－５－ピラゾリルオキシ］－４－メチルアセトフェノン（別名
ベンゾフェナップ）

12農薬（農薬）

1
498

〇 １，３－ジクロロ－２－プロパノール
1重合原料・合成原料（樹脂）

3合成反応用、紡糸・製膜用、
抽出・精製用溶剤等（溶剤）

12農薬（農薬） 17エアゾール溶剤（溶剤） 19接着剤（溶剤）

- 48 -



Ⅲ-1 

4-2-5 対象物質一覧表 

 

PRTRの対象物質(「太字」で表したものは 2021(令和 3)年の法施行令改正により追加さ

れた対象物質)を示しますので、使用する原材料、資材等中に含まれる対象物質の調査

の参考にしてください。 

 

2021（R3） 

改正 

政令番号 

物質名 *2 別名 
特定 

第一種*2 
管理番号 

1-001 亜鉛の水溶性化合物    1 

1-002 亜鉛＝ビス（２－メチルプロパ－２－エノアート）    563 

1-003 アクリルアミド    2 

1-004 アクリル酸エチル    3 

1-005 アクリル酸２－エチルヘキシル    564 

1-006 アクリル酸及びその水溶性塩    4 

1-007 アクリル酸２－（ジメチルアミノ）エチル    5 

1-008 アクリル酸重合物    565 

1-009 アクリル酸ブチル    7 

1-010 アクリル酸メチル    8 

1-011 アクリロニトリル    9 

1-012 アクロレイン    10 

1-013 

アジピン酸、（Ｎ－（２－アミノエチル）エタン－１，

２－ジアミン又はＮ，Ｎ’－ビス（２－アミノエチル）

エタン－１，２－ジアミン）と２－（クロロメチル）オキ

シランの重縮合物 

   

566 

1-014 アジピン酸ジ－２－エチルヘキシル    567 

1-015 アセチルアセトン    568 

1-016 

１－アセチル－１，２，３，４－テトラヒドロ－３－［（３

－ピリジルメチル）アミノ］－６－［１，２，２，２－テト

ラフルオロ－１－（トリフルオロメチル）エチル］キナ

ゾリン－２－オン 

ピリフルキナゾン  

569 

1-017 アセトアルデヒド   ● 12 

1-018 アセトンシアノヒドリン    14 

1-019 アセナフテン    15 

1-020 アニリン    18 

1-021 ２－アミノエタノール    20 

1-022 
５－アミノ－４－クロロ－２－フェニルピリダジン－

３（２Ｈ）－オン 

クロリダゾン  
21 

1-023 

５－アミノ－１－［２，６－ジクロロ－４－（トリフルオ

ロメチル）フェニル］－３－シアノ－４－［（トリフル

オロメチル）スルフィニル］ピラゾール 

フィプロニル  

22 



Ⅲ-2 

2021（R3） 

改正 

政令番号 

物質名 *2 別名 
特定 

第一種*2 
管理番号 

1-024 オルト－アミノフェノール    570 

1-025 パラ－アミノフェノール    23 

1-026 
４－アミノ－６－ターシャリ－ブチル－３－メチル

チオ－１，２，４－トリアジン－５（４Ｈ）－オン 

メトリブジン  
25 

1-027 
４－アミノ－３－メチル－６－フェニル－１，２，４－

トリアジン－５（４Ｈ）－オン 

メタミトロン  
27 

1-028 アリルアルコール    28 

1-029 １－アリルオキシ－２，３－エポキシプロパン    29 

1-030 
３－アリルオキシ－１，２－ベンゾイソチアゾール

－１，１－ジオキシド 

プロベナゾール  
571 

1-031 ４－アリル－１，２－ジメトキシベンゼン    468 

1-032 アリル＝ヘキサノアート    572 

1-033 アリル＝ヘプタノアート    573 

1-034 アルカノール（炭素数が１０のものに限る。） デカノール  257 

1-035 

［（３－アルカンアミドプロピル）（ジメチル）アンモ

ニオ］アセタート（アルカンの構造が直鎖であり、

かつ、当該アルカンの炭素数が８、１０、１２、１４、

１６又は１８のもの及びその混合物に限る。）及び

（Ｚ）－［［３－（オクタデカ－９－エンアミド）プロピ

ル］（ジメチル）アンモニオ］アセタート並びにこれ

らの混合物 

   

574 

1-036 

（３－アルカンアミドプロピル）（メチル）［２－（アル

カノイルオキシ）エチル］アンモニウム＝クロリド（ア

ルカン及びアルカノイルの構造が直鎖であり、か

つ、当該アルカン及び当該アルカノイルのそれぞ

れの炭素数が１４、１６又は１８のもの及びその混

合物に限る。） 

   

575 

1-037 

アルカン－１－アミン（アルカンの構造が直鎖であ

り、かつ、当該アルカンの炭素数が８、１０、１２、１

４、１６又は１８のもの及びその混合物に限る。）、

（Ｚ）－オクタデカ－９－エン－１－アミン及び（９

Ｚ，１２Ｚ）－オクタデカ－９，１２－ジエン－１－アミ

ン並びにこれらの混合物 

   

576 

1-038 

アルカン－１－アミン（アルカンの構造が直鎖であ

り、かつ、当該アルカンの炭素数が８、１０、１２、１

４、１６又は１８のもの及びその混合物に限る。）の

オキシラン重付加物、（Ｚ）－オクタデカ－９－エン

－１－アミンのオキシラン重付加物及び（９Ｚ，１２

Ｚ）－オクタデカ－９，１２－ジエン－１－アミンの

オキシラン重付加物の混合物 

   

577 

1-039 

アルファ－アルキル－オメガ－ヒドロキシポリ（オキ

シエタン－１，２－ジイル）（アルキル基の炭素数

が１６から１８までのもの及びその混合物であっ

て、数平均分子量が１，０００未満のものに限る。）

及びアルファ－アルケニル－オメガ－ヒドロキシポ

リ（オキシエタン－１，２－ジイル）（アルケニル基の

炭素数が１６から１８までのもの及びその混合物で

あって、数平均分子量が１，０００未満のものに限

る。）並びにこれらの混合物 

   

578 



Ⅲ-3 

2021（R3） 

改正 

政令番号 

物質名 *2 別名 
特定 

第一種*2 
管理番号 

1-040 

アルファ－アルキル－オメガ－ヒドロキシポリ［オキ

シエタン－１，２－ジイル／オキシ（メチルエタン－

１，２－ジイル）］（アルキル基の構造が分枝であ

り、かつ、当該アルキル基の炭素数が９から１１ま

でのものの混合物（当該アルキル基の炭素数が１

０のものを主成分とするものに限る。）に限る。） 

   

579 

1-041 

アルファ－アルキル－オメガ－ヒドロキシポリ（オキ

シエチレン）（アルキル基の炭素数が９から１１まで

のもの及びその混合物であって、数平均分子量

が１，０００未満のものに限る。） 

   

580 

1-042 
アルキルフェノール（アルキル基の炭素数が９のも

のに限る。） 

   
320 

1-043 
パラ－アルキルフェノール（アルキル基の炭素数

が８のものに限る。） 

   
74 

1-044 

アルキル（ベンジル）（ジメチル）アンモニウムの塩

（アルキル基の炭素数が１２から１６までのもの及

びその混合物に限る。） 

   

581 

1-045 

直鎖アルキルベンゼンスルホン酸及びその塩（ア

ルキル基の炭素数が１０から１４までのもの及びそ

の混合物に限る。） 

   

30 

1-046 
アルミニウム＝トリス（エチル＝ホスホナート） ホセチル又はホセチルアルミ

ニウム 

 
582 

1-047 安息香酸ベンジル    583 

1-048 アンチモン及びその化合物    31 

1-049 アントラセン    32 

1-050 アントラセン－９，１０－ジオン アントラキノン  584 

1-051 石綿   ● 33 

1-052 

アルファ－（イソシアナトベンジル）－オメガ－（イ

ソシアナトフェニル）ポリ［（イソシアナトフェニレン）

メチレン］ 

   

585 

1-053 
３－イソシアナトメチル－３，５，５－トリメチルシクロ

ヘキシル＝イソシアネート 

   
34 

1-054 イソプレン    36 

1-055 ４，４’－イソプロピリデンジフェノール ビスフェノールＡ  37 

1-056 イソプロピル＝３－クロロカルバニラート クロルプロファム又はＩＰＣ  586 

1-057 
３－（４－イソプロピルフェニル）－２－メチルプロ

パナール 

   
587 

1-058 ４－イソプロピル－３－メチルフェノール    588 

1-059 
イソプロピル＝２－（４－メトキシビフェニル－３－

イル）ヒドラジノホルマート 

ビフェナゼート  
40 

1-060 
３’－イソプロポキシ－２－トリフルオロメチルベン

ズアニリド 

フルトラニル  
41 

1-061 
１，１’－（イミノジオクタメチレン）ジグアニジン＝ト

リアセタート 

イミノクタジン酢酸塩  
589 

1-062 インジウム及びその化合物    44 

1-063 エチリデンノルボルネン    590 



Ⅲ-4 

2021（R3） 

改正 

政令番号 

物質名 *2 別名 
特定 

第一種*2 
管理番号 

1-064 
エチル＝２－［４－（６－クロロ－２－キノキサリニ

ルオキシ）フェノキシ］プロピオナート 

キザロホップエチル  
46 

1-065 エチルシクロヘキサン    591 

1-066 
５－エチル－５，８－ジヒドロ－８－オキソ－［１，３］

ジオキソロ［４，５－ｇ］キノリン－７－カルボン酸 

オキソリニック酸  
592 

1-067 
Ｎ－エチル－Ｎ，Ｎ－ジメチルテトラデカン－１－

アミニウムの塩 

   
593 

1-068 
Ｏ－エチル＝Ｏ－（６－ニトロ－メタ－トリル）＝セ

カンダリ－ブチルホスホルアミドチオアート 

ブタミホス  
47 

1-069 
Ｏ－エチル＝Ｏ－４－ニトロフェニル＝フェニルホ

スホノチオアート 

ＥＰＮ  
48 

1-070 
Ｎ－（１－エチルプロピル）－２，６－ジニトロ－３，

４－キシリジン 

ペンディメタリン  
49 

1-071 
Ｓ－エチル＝ヘキサヒドロ－１Ｈ－アゼピン－１－

カルボチオアート 

モリネート  
50 

1-072 

エチル＝（Ｚ）－３－［Ｎ－ベンジル－Ｎ－［［メチ

ル（１－メチルチオエチリデンアミノオキシカルボ

ニル）アミノ］チオ］アミノ］プロピオナート 

アラニカルブ  

52 

1-073  エチルベンゼン    53 

1-074 
Ｏ－エチル＝Ｓ－１－メチルプロピル＝（２－オキ

ソ－３－チアゾリジニル）ホスホノチオアート 

ホスチアゼート  
54 

1-075 エチレンオキシド   ● 56 

1-076 エチレングリコールモノエチルエーテル    57 

1-077 エチレングリコールモノブチルエーテル ブチルセロソルブ  594 

1-078 エチレングリコールモノメチルエーテル    58 

1-079 エチレンジアミン    59 

1-080 
エチレンジアミン四酢酸並びにそのカリウム塩及

びナトリウム塩 

   
595 

1-081 
Ｎ，Ｎ’－エチレンビス（ジチオカルバミン酸）マン

ガン 

マンネブ  
61 

1-082 

Ｎ，Ｎ’－エチレンビス（ジチオカルバミン酸）マン

ガンとＮ，Ｎ’－エチレンビス（ジチオカルバミン

酸）亜鉛の錯化合物 

マンコゼブ又はマンゼブ  

62 

1-083 
１，１’－エチレン－２，２’－ビピリジニウム＝ジブ

ロミド 

ジクアトジブロミド又はジクワッ

ト 

 
63 

1-084 
（４－エトキシフェニル）［３－（４－フルオロ－３－

フェノキシフェニル）プロピル］ジメチルシラン 

シラフルオフェン  
596 

1-085 
２－（４－エトキシフェニル）－２－メチルプロピル

＝３－フェノキシベンジルエーテル 

エトフェンプロックス  
64 

1-086 エピクロロヒドリン    65 

1-087 １，２－エポキシブタン    66 

1-088 １，２－エポキシプロパン 酸化プロピレン  68 

1-089 
塩化パラフィン（炭素数が１０から１３までのもの及

びその混合物に限る。） 

   
72 

1-090 
塩化直鎖パラフィン（炭素数が１４から１７までのも

の及びその混合物に限る。） 

   
597 

1-091 塩素酸並びにそのカリウム塩及びナトリウム塩    598 



Ⅲ-5 

2021（R3） 

改正 

政令番号 

物質名 *2 別名 
特定 

第一種*2 
管理番号 

1-092 オキサシクロヘキサデカン－２－オン    599 

1-093 ４，４’－オキシビスベンゼンスルホニルヒドラジド    477 

1-094 １－オクタノール    73 

1-095 オクタブロモジフェニルエーテル    600 

1-096 オクタメチルシクロテトラシロキサン    601 

1-097 
過塩素酸並びにそのアンモニウム塩、カリウム塩、

ナトリウム塩、マグネシウム塩及びリチウム塩 

   
602 

1-098 過酢酸    603 

1-099 カドミウム及びその化合物   ● 75 

1-100 カリウム＝ジエチルジチオカルバマート    604 

1-101 ２，４－キシレノール    78 

1-102 ２，６－キシレノール    79 

1-103 キシレン    80 

1-104 キノリン    81 

1-105 銀及びその水溶性化合物    82 

1-106 クメン    83 

1-107 グリオキサール    84 

1-108 
グリホサート並びにそのアンモニウム塩、イソプロ

ピルアミン塩、カリウム塩及びナトリウム塩 

   
605 

1-109 グルタルアルデヒド    85 

1-110 クレゾール    86 

1-111 クロム及び三価クロム化合物    87 

1-112 六価クロム化合物   ● 88 

1-113 クロロアニリン    89 

1-114 

１－（２－クロロイミダゾ［１，２－ａ］ピリジン－３－イ

ルスルホニル）－３－（４，６－ジメトキシピリミジン

－２－イル）尿素 

イマゾスルフロン  

606 

1-115 
２－クロロ－４－エチルアミノ－６－イソプロピルア

ミノ－１，３，５－トリアジン 

アトラジン  
90 

1-116 

２－（４－クロロ－６－エチルアミノ－１，３，５－トリ

アジン－２－イル）アミノ－２－メチルプロピオノニ

トリル 

シアナジン  

91 

1-117 

４－クロロ－３－エチル－１－メチル－Ｎ－［４－

（パラトリルオキシ）ベンジル］ピラゾール－５－カ

ルボキサミド 

トルフェンピラド  

92 

1-118 
２－クロロ－２’－エチル－Ｎ－（２－メトキシ－１－

メチルエチル）－６’－メチルアセトアニリド 

メトラクロール  
93 

1-119 

２－クロロ－２’－エチル－Ｎ－［（１Ｓ）－２－メトキ

シ－１－メチルエチル］－６’－メチルアセトアニリ

ド及び２－クロロ－２’－エチル－Ｎ－［（１Ｒ）－２

－メトキシ－１－メチルエチル］－６’－メチルアセ

Ｓ－メトラクロール  

607 
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トアニリドの混合物（２－クロロ－２’－エチル－Ｎ

－［（１Ｓ）－２－メトキシ－１－メチルエチル］－６’

－メチルアセトアニリドの含有率が８０重量パーセ

ント以上のものに限る。） 

1-120 クロロエチレン 塩化ビニル ● 94 

1-121 

３－クロロ－Ｎ－（３－クロロ－５－トリフルオロメチ

ル－２－ピリジル）－アルファ，アルファ，アルファ

－トリフルオロ－２，６－ジニトロ－パラ－トルイジ

ン 

フルアジナム  

95 

1-122 

１－［［２－［２－クロロ－４－（４－クロロフェノキシ）

フェニル］－４－メチル－１，３－ジオキソラン－２

－イル］メチル］－１Ｈ－１，２，４－トリアゾール 

ジフェノコナゾール  

96 

1-123 クロロ酢酸    98 

1-124 
２－クロロ－２’，６’－ジエチル－Ｎ－（２－プロポ

キシエチル）アセトアニリド 

プレチラクロール  
100 

1-125 
２－クロロ－２’，６’－ジエチル－Ｎ－（メトキシメ

チル）アセトアニリド 

アラクロール  
101 

1-126 

３－（４－クロロ－５－シクロペンチルオキシ－２－

フルオロフェニル）－５－イソプロピリデン－１，３

－オキサゾリジン－２，４－ジオン 

ペントキサゾン  

608 

1-127 
５－クロロ－２－（２，４－ジクロロフェノキシ）フェノ

ール 

トリクロサン  
609 

1-128 

（ＲＳ）－５－クロロ－Ｎ－（１，３－ジヒドロ－１，１，

３－トリメチルイソベンゾフラン－４－イル）－１，３

－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミ

ド 

フラメトピル  

610 

1-129 １－クロロ－１，１－ジフルオロエタン ＨＣＦＣ－１４２ｂ  103 

1-130 クロロジフルオロメタン ＨＣＦＣ－２２  104 

1-131 
３’－クロロ－４，４’－ジメチル－１，２，３－チアジ

アゾール－５－カルボキサニリド 

チアジニル  
611 

1-132 

（ＲＳ）－２－クロロ－Ｎ－（２，４－ジメチル－３－

チエニル）－Ｎ－（２－メトキシ－１－メチルエチ

ル）アセトアミド 

ジメテナミド  

612 

1-133 

（Ｓ）－２－クロロ－Ｎ－（２，４－ジメチル－３－チ

エニル）－Ｎ－（２－メトキシ－１－メチルエチル）

アセトアミド 

ジメテナミドＰ  

613 

1-134 

３－クロロ－Ｎ－（４，６－ジメトキシピリミジン－２－

イルカルバモイル）－１－メチル－４－（５－メチル

－５，６－ジヒドロ－１，４，２－ジオキサジン－３－

イル）ピラゾール－５－スルホンアミド 

メタゾスルフロン  

614 

1-135 

３－（２－クロロ－１，３－チアゾール－５－イルメ

チル）－５－メチル－Ｎ－ニトロ－１，３，５－オキ

サジアジナン－４－イミン 

チアメトキサム  

615 

1-136 
（Ｅ）－１－（２－クロロ－１，３－チアゾール－５－

イルメチル）－３－メチル－２－ニトログアニジン 

クロチアニジン  
616 

1-137 ２－クロロ－１，１，１，２－テトラフルオロエタン ＨＣＦＣ－１２４  105 

1-138 クロロトリフルオロエタン ＨＣＦＣ－１３３  106 

1-139 
（ＲＳ）－２－（４－クロロ－オルト－トリルオキシ）プ

ロピオン酸 

メコプロップ  
108 
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1-140 
２－クロロ－４，６－ビス（エチルアミノ）－１，３，５

－トリアジン 

シマジン又はＣＡＴ  
113 

1-141 
トランス－Ｎ－（６－クロロ－３－ピリジルメチル）－

Ｎ’－シアノ－Ｎ－メチルアセトアミジン 

アセタミプリド  
617 

1-142 
１－（６－クロロ－３－ピリジルメチル）－Ｎ－ニトロ

イミダゾリジン－２－イリデンアミン 

イミダクロプリド  
618 

1-143 
３－（６－クロロピリジン－３－イルメチル）－１，３

－チアゾリジン－２－イリデンシアナミド 

チアクロプリド  
619 

1-144 

４－（２－クロロフェニル）－Ｎ－シクロヘキシル－

Ｎ－エチル－４，５－ジヒドロ－５－オキソ－１Ｈ－

テトラゾール－１－カルボキサミド 

フェントラザミド  

115 

1-145 

（ＲＳ）－１－パラ－クロロフェニル－４，４－ジメチ

ル－３－（１Ｈ－１，２，４－トリアゾール－１－イル

メチル）ペンタン－３－オール 

テブコナゾール  

117 

1-146 パラ－クロロフェノール    121 

1-147 ３－クロロプロペン 塩化アリル  123 

1-148 
１－（２－クロロベンジル）－３－（１－メチル－１－

フェニルエチル）尿素 

クミルロン  
124 

1-149 クロロベンゼン    125 

1-150 クロロペンタフルオロエタン ＣＦＣ－１１５  126 

1-151 クロロホルム    127 

1-152 

２－［２－クロロ－４－メシル－３－［（テトラヒドロフ

ラン－２－イルメトキシ）メチル］ベンゾイル］シクロ

ヘキサン－１，３－ジオン 

テフリルトリオン  

620 

1-153 

３－（２－クロロ－４－メシルベンゾイル）－４－フェ

ニルスルファニルビシクロ［３．２．１］オクタ－３－

エン－２－オン 

ベンゾビシクロン  

621 

1-154 クロロメタン 塩化メチル  128 

1-155 

（Ｅ）－Ｎ－［２－クロロ－５－［１－（６－メチルピリ

ジン－２－イルメトキシイミノ）エチル］ベンジル］カ

ルバミン酸メチル 

ピリベンカルブ  

622 

1-156 コバルト及びその化合物    132 

1-157 
酢酸２－エトキシエチル エチレングリコールモノエチル

エーテルアセテート 

 
133 

1-158 酢酸ビニル    134 

1-159 酢酸ヘキシル    623 

1-160 
酢酸２－メトキシエチル エチレングリコールモノメチル

エーテルアセテート 

 
135 

1-161 サリチル酸メチル    624 

1-162 
トランス－１－（２－シアノ－２－メトキシイミノアセ

チル）－３－エチル尿素 

シモキサニル  
141 

1-163 ４，４’－ジアミノジフェニルエーテル    143 

1-164 無機シアン化合物（錯塩及びシアン酸塩を除く。）    144 

1-165 ジイソプロピルナフタレン    625 

1-166 ジエタノールアミン    626 
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1-167 
Ｏ－２－ジエチルアミノ－６－メチルピリミジン－４

－イル＝Ｏ，Ｏ－ジメチル＝ホスホロチオアート 

ピリミホスメチル  
146 

1-168 
Ｎ，Ｎ－ジエチルチオカルバミン酸Ｓ－４－クロロ

ベンジル 

チオベンカルブ又はベンチオ

カーブ 

 
147 

1-169 

Ｎ，Ｎ－ジエチル－３－（２，４，６－トリメチルフェ

ニルスルホニル）－１Ｈ－１，２，４－トリアゾール－

１－カルボキサミド 

カフェンストロール  

148 

1-170 ジエチレングリコールモノブチルエーテル    627 

1-171 四塩化炭素    149 

1-172 
１，４－ジオキサシクロヘプタデカン－５，１７－ジ

オン 

   
628 

1-173 １，４－ジオキサン    150 

1-174 
１，３－ジカルバモイルチオ－２－（Ｎ，Ｎ－ジメチ

ルアミノ）－プロパン 

カルタップ  
152 

1-175 

シクロヘキサ－１－エン－１，２－ジカルボキシイミ

ドメチル＝（１ＲＳ）－シス－トランス－２，２－ジメチ

ル－３－（２－メチルプロパ－１－エニル）シクロプ

ロパンカルボキシラート 

テトラメトリン  

153 

1-176 シクロヘキサン    629 

1-177 シクロヘキシリデン（フェニル）アセトニトリル    630 

1-178 シクロヘキシルアミン    154 

1-179 シクロヘキセン    631 

1-180 ジクロロアニリン    156 

1-181 １，２－ジクロロエタン    157 

1-182 １，１－ジクロロエチレン 塩化ビニリデン  158 

1-183 １，２－ジクロロエチレン    632 

1-184 
４，５－ジクロロ－２－オクチルイソチアゾール－３

（２Ｈ）－オン 

   
633 

1-185 
３，４－ジクロロ－２’－シアノ－１，２－チアゾール

－５－カルボキサニリド 

イソチアニル  
634 

1-186 
３，３’－ジクロロ－４，４’－ジアミノジフェニルメタ

ン 

  ● 
160 

1-187 ジクロロジフルオロメタン ＣＦＣ－１２  161 

1-188 
３，５－ジクロロ－Ｎ－（１，１－ジメチル－２－プロ

ピニル）ベンズアミド 

プロピザミド  
162 

1-189 ジクロロテトラフルオロエタン ＣＦＣ－１１４  163 

1-190 ２，２－ジクロロ－１，１，１－トリフルオロエタン ＨＣＦＣ－１２３  164 

1-191 

２’，４－ジクロロ－アルファ，アルファ，アルファ－

トリフルオロ－４’－ニトロ－メタ－トルエンスルホン

アニリド 

フルスルファミド  

635 

1-192 
Ｏ－（２，６－ジクロロ－パラ－トリル）＝Ｏ，Ｏ－ジ

メチル＝ホスホロチオアート 

トルクロホスメチル  
636 

1-193 

２－［４－（２，４－ジクロロ－メタ－トルオイル）－

１，３－ジメチル－５－ピラゾリルオキシ］－４－メ

チルアセトフェノン 

ベンゾフェナップ  

490 



Ⅲ-9 

2021（R3） 

改正 

政令番号 

物質名 *2 別名 
特定 

第一種*2 
管理番号 

1-194 

３－（３，５－ジクロロフェニル）－Ｎ－イソプロピル

－２，４－ジオキソイミダゾリジン－１－カルボキサ

ミド 

イプロジオン  

168 

1-195 

１－（２，４－ジクロロフェニル）－Ｎ－（２，４－ジフ

ルオロフェニル）－Ｎ－イソプロピル－５－オキソ

－４，５－ジヒドロ－１Ｈ－１，２，４－トリアゾール－

４－カルボキサミド 

イプフェンカルバゾン  

637 

1-196 
Ｎ－（３，５－ジクロロフェニル）－１，２－ジメチル

シクロプロパン－１，２－ジカルボキシミド 

プロシミドン  
638 

1-197 
３－（３，４－ジクロロフェニル）－１，１－ジメチル

尿素 

ジウロン又はＤＣＭＵ  
169 

1-198 

（２ＲＳ，４ＲＳ）－１－［２－（２，４－ジクロロフェニ

ル）－４－プロピル－１，３－ジオキソラン－２－イ

ルメチル］－１Ｈ－１，２，４－トリアゾール及び（２Ｒ

Ｓ，４ＳＲ）－１－［２－（２，４－ジクロロフェニル）－

４－プロピル－１，３－ジオキソラン－２－イルメチ

ル］－１Ｈ－１，２，４－トリアゾールの混合物 

プロピコナゾール  

171 

1-199 

３－［１－（３，５－ジクロロフェニル）－１－メチルエ

チル］－３，４－ジヒドロ－６－メチル－５－フェニ

ル－２Ｈ－１，３－オキサジン－４－オン 

オキサジクロメホン  

172 

1-200 
３－（３，４－ジクロロフェニル）－１－メトキシ－１－

メチル尿素 

リニュロン  
174 

1-201 ２，４－ジクロロフェノキシ酢酸 ２，４－Ｄ又は２，４－ＰＡ  175 

1-202 １，１－ジクロロ－１－フルオロエタン ＨＣＦＣ－１４１ｂ  176 

1-203 
２，３－ジクロロ－Ｎ－４－フルオロフェニルマレイ

ミド 

フルオルイミド  
639 

1-204 ジクロロフルオロメタン ＨＣＦＣ－２１  177 

1-205 １，３－ジクロロ－２－プロパノール    498 

1-206 １，２－ジクロロプロパン   ● 178 

1-207 １，３－ジクロロプロペン Ｄ－Ｄ  179 

1-208 ジクロロベンゼン    181 

1-209 
２－［４－（２，４－ジクロロベンゾイル）－１，３－ジ

メチル－５－ピラゾリルオキシ］アセトフェノン 

ピラゾキシフェン  
182 

1-210 
４－（２，４－ジクロロベンゾイル）－１，３－ジメチ

ル－５－ピラゾリル＝４－トルエンスルホナート 

ピラゾレート  
183 

1-211 ２，６－ジクロロベンゾニトリル ジクロベニル又はＤＢＮ  184 

1-212 ジクロロペンタフルオロプロパン ＨＣＦＣ－２２５  185 

1-213 ジクロロメタン 塩化メチレン  186 

1-214 
２－（２，４－ジクロロ－３－メチルフェノキシ）プロ

ピオンアニリド 

クロメプロップ  
640 

1-215 ２，３－ジシアノ－１，４－ジチアアントラキノン ジチアノン  187 

1-216 Ｎ，Ｎ－ジシクロヘキシルアミン    188 

1-217 ジシクロペンタジエン    190 

1-218 
１，３－ジチオラン－２－イリデンマロン酸ジイソプ

ロピル 

イソプロチオラン  
191 
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1-219 
ジチオりん酸Ｏ－２，４－ジクロロフェニル－Ｏ－

エチル－Ｓ－プロピル 

プロチオホス  
195 

1-220 

ジチオりん酸Ｓ－（２，３－ジヒドロ－５－メトキシ－

２－オキソ－１，３，４－チアジアゾール－３－イ

ル）メチル－Ｏ，Ｏ－ジメチル 

メチダチオン又はＤＭＴＰ  

196 

1-221 
ジチオりん酸Ｏ，Ｏ－ジメチル－Ｓ－１，２－ビス

（エトキシカルボニル）エチル 

マラソン又はマラチオン  
197 

1-222 
ジチオりん酸Ｏ，Ｏ－ジメチル－Ｓ－［（Ｎ－メチル

カルバモイル）メチル］ 

ジメトエート  
198 

1-223 

（３Ｒ，４Ｓ，５Ｓ，６Ｒ，７Ｒ，９Ｒ，１１Ｒ，１２Ｒ，１３Ｓ，

１４Ｒ）－４－［（２，６－ジデオキシ－３－Ｃ－メチ

ル－３－Ｏ－メチル－アルファ－Ｌ－リボ－ヘキソ

ピラノシル）オキシ］－１４－エチル－１２，１３－ジ

ヒドロキシ－７－メトキシ－３，５，７，９，１１，１３－

ヘキサメチル－６－［［３，４，６－トリデオキシ－３

－（ジメチルアミノ）－ベータ－Ｄ－キシロ－ヘキソ

ピラノシル］オキシ］オキサシクロテトラデカン－２，

１０－ジオン 

クラリスロマイシン  

641 

1-224 ジデシル（ジメチル）アンモニウムの塩    642 

1-225  

四ナトリウム＝５，８－ビス（カルボジチオアト）－

２，５，８，１１，１４－ペンタアザペンタデカンビス

（ジチオアート） 

   

643 

1-226 

ジナトリウム＝２，２’－ビニレンビス［５－（４－モル

ホリノ－６－アニリノ－１，３，５－トリアジン－２－イ

ルアミノ）ベンゼンスルホナート］ 

ＣＩフルオレスセント２６０  

199 

1-227 ジニトロトルエン    200 

1-228 ２，４－ジニトロフェノール    201 

1-229 ジフェニルアミン    203 

1-230 ５，５－ジフェニル－２，４－イミダゾリジンジオン    644 

1-231 

Ｎ－ジブチルアミノチオ－Ｎ－メチルカルバミン酸

２，３－ジヒドロ－２，２－ジメチル－７－ベンゾ［ｂ］

フラニル 

カルボスルファン  

206 

1-232 ２，６－ジ－ターシャリ－ブチル－４－クレゾール    207 

1-233 

４－（２，２－ジフルオロ－１，３－ベンゾジオキソ

ール－４－イル）－１Ｈ－ピロール－３－カルボニ

トリル 

フルジオキソニル  

645 

1-234 
Ｎ，Ｎ－ジプロピルチオカルバミン酸＝Ｓ－ベンジ

ル 

プロスルホカルブ  
646 

1-235 １，２－ジブロモエタン 二臭化エチレン又はＥＤＢ  507 

1-236 ジブロモクロロメタン    209 

1-237 ２，２－ジブロモ－２－シアノアセトアミド    210 

1-238 ジブロモテトラフルオロエタン ハロン－２４０２  211 

1-239 

２’，６’－ジブロモ－２－メチル－４’－トリフルオロ

メトキシ－４－トリフルオロメチル－１，３－チアゾ

ール－５－カルボキサニリド 

チフルザミド  

647 

1-240 ジベンジルエーテル    511 
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1-241 
（ＲＳ）－Ｏ，Ｓ－ジメチル＝アセチルホスホルアミ

ドチオアート 

アセフェート  
212 

1-242 Ｎ，Ｎ－ジメチルアセトアミド    213 

1-243 ５－ジメチルアミノ－１，２，３－トリチアン チオシクラム  217 

1-244 

（４Ｓ，４ａＲ，５Ｓ，５ａＲ，６Ｓ，１２ａＳ）－４－（ジメチ

ルアミノ）－３，５，６，１０，１２，１２ａ－ヘキサヒドロ

キシ－６－メチル－１，１１－ジオキソ－１，４，４ａ，

５，５ａ，６，１１，１２ａ－オクタヒドロテトラセン－２－

カルボキサミド 

オキシテトラサイクリン  

648 

1-245 ジメチルアミン    218 

1-246 
３－（３，３－ジメチルウレイド）フェニル＝ターシャ

リ－ブチルカルバマート 

カルブチレート  
649 

1-247 
（２Ｅ）－３，７－ジメチルオクタ－２，６－ジエニル

＝アセタート 

酢酸ゲラニル  
650 

1-248 Ｎ，Ｎ－ジメチルオクタデシルアミン    651 

1-249 ３，７－ジメチルオクタン－３－オール    652 

1-250 ジメチルジスルフィド    219 

1-251 

２，２－ジメチル－２，３－ジヒドロ－１－ベンゾフラ

ン－７－イル＝Ｎ－［Ｎ－（２－エトキシカルボニル

エチル）－Ｎ－イソプロピルスルフェナモイル］－

Ｎ－メチルカルバマート 

ベンフラカルブ  

221 

1-252 Ｎ，Ｎ－ジメチルドデシルアミン    223 

1-253 Ｎ，Ｎ－ジメチルドデシルアミン＝Ｎ－オキシド    224 

1-254 
ジメチル＝２，２，２－トリクロロ－１－ヒドロキシエ

チルホスホナート 

トリクロルホン又はＤＥＰ  
225 

1-255 
１，１’－ジメチル－４，４’－ビピリジニウム＝ジクロ

リド 

パラコート又はパラコートジク

ロリド 

 
227 

1-256 ジメチル（１－フェニルエチル）ベンゼン    653 

1-257 
ジメチル＝４，４’－（オルト－フェニレン）ビス（３－

チオアロファナート） 

チオファネートメチル  
229 

1-258 

３，３－ジメチルブタン酸＝３－メシチル－２－オ

キソ－１－オキサスピロ［４．４］ノナ－３－エン－４

－イル 

スピロメシフェン  

654 

1-259 

（ＲＳ）－Ｎ－［２－（１，３－ジメチルブチル）－３－

チエニル］－１－メチル－３－（トリフルオロメチル）

－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド 

ペンチオピラド  

655 

1-260 
Ｎ－（１，３－ジメチルブチル）－Ｎ’－フェニル－

パラ－フェニレンジアミン 

   
230 

1-261 

２’－［（ＲＳ）－１，３－ジメチルブチル］－５－フル

オロ－１，３－ジメチルピラゾール－４－カルボキ

サニリド 

ペンフルフェン  

656 

1-262 

２，２－ジメチルプロパン酸＝（Ｅ）－２－（４－ター

シャリ－ブチルフェニル）－２－シアノ－１－（１，

３，４－トリメチルピラゾール－５－イル）ビニル 

シエノピラフェン  

657 

1-263 
Ｎ－（１，２－ジメチルプロピル）－Ｎ－エチルチオ

カルバミン酸Ｓ－ベンジル 

エスプロカルブ  
658 

1-264 Ｎ，Ｎ－ジメチルホルムアミド    232 
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1-265 
２，２－ジメチル－３－メチリデンビシクロ［２．２．

１］ヘプタン 

カンフェン  
659 

1-266 

Ｎ’－［１，１－ジメチル－２－（メチルスルホニル）

エチル］－３－ヨード－Ｎ－［２－メチル－４－［１，

２，２，２－テトラフルオロ－１－（トリフルオロメチ

ル）エチル］フェニル］フタルアミド 

フルベンジアミド  

660 

1-267 １，２－ジメトキシエタン    661 

1-268 

アルファ－（４，６－ジメトキシ－２－ピリミジニルカ

ルバモイルスルファモイル）－オルト－トルイル酸

メチル 

ベンスルフロンメチル  

662 

1-269 

（ＲＳ）－７－（４，６－ジメトキシピリミジン－２－イル

チオ）－３－メチル－２－ベンゾフラン－１（３Ｈ）－

オン 

ピリフタリド  

663 

1-270 
２－［（ジメトキシホスフィノチオイル）チオ］－２－フ

ェニル酢酸エチル 

フェントエート又はＰＡＰ  
233 

1-271 
３，５－ジヨード－４－オクタノイルオキシベンゾニ

トリル 

アイオキシニル  
236 

1-272 水銀及びその化合物    237 

1-273 水素化テルフェニル    238 

1-274 
有機スズ化合物（ビス（トリブチルスズ）＝オキシド

を除く。） 

   
664 

1-275 スチレン    240 

1-276 セリウム及びその化合物    665 

1-277 セレン及びその化合物    242 

1-278 ダイオキシン類   ● 243 

1-279 タリウム及びその化合物    666 

1-280 炭化けい素    667 

1-281 炭酸リチウム    668 

1-282 
２－チオキソ－３，５－ジメチルテトラヒドロ－２Ｈ－

１，３，５－チアジアジン 

ダゾメット  
244 

1-283 チオシアン酸銅（Ⅰ）    669 

1-284 チオ尿素    245 

1-285 
チオりん酸Ｏ－４－シアノフェニル－Ｏ，Ｏ－ジメ

チル 

シアノホス又はＣＹＡＰ  
670 

1-286 
チオりん酸Ｏ，Ｏ－ジエチル－Ｏ－（２－イソプロ

ピル－６－メチル－４－ピリミジニル） 

ダイアジノン  
248 

1-287 
チオりん酸Ｏ，Ｏ－ジエチル－Ｏ－（３，５，６－トリ

クロロ－２－ピリジル） 

クロルピリホス  
249 

1-288 
チオりん酸Ｏ，Ｏ－ジエチル－Ｏ－（５－フェニル

－３－イソオキサゾリル） 

イソキサチオン  
250 

1-289 
チオりん酸Ｏ，Ｏ－ジメチル－Ｏ－（３－メチル－４

－ニトロフェニル） 

フェニトロチオン又はＭＥＰ  
251 

1-290 
チオりん酸Ｏ，Ｏ－ジメチル－Ｏ－（３－メチル－４

－メチルチオフェニル） 

フェンチオン又はＭＰＰ  
252 

1-291 チオりん酸Ｓ－ベンジル－Ｏ，Ｏ－ジイソプロピル イプロベンホス又はＩＢＰ  254 
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1-292 

１，１’－［（１Ｒ，２Ｒ，３Ｓ，４Ｒ，５Ｒ，６Ｓ）－４－［［５

－デオキシ－２－Ｏ－［２－デオキシ－２－（メチ

ルアミノ）－アルファ－Ｌ－グルコピラノシル］－３

－Ｃ－ホルミル－アルファ－Ｌ－リキソフラノシル］

オキシ］－２，５，６－トリヒドロキシシクロヘキサン

－１，３－ジイル］ジグアニジン 

ストレプトマイシン  

671 

1-293 

（２Ｒ，３ａＳ，５ａＲ，５ｂＳ，９Ｓ，１３Ｓ，１４Ｒ，１６ａＳ，

１６ｂＲ）－２－［（６－デオキシ－２，３，４－トリ－Ｏ

－メチル－アルファ－Ｌ－マンノピラノシル）オキ

シ］－１３－［［４－（ジメチルアミノ）－２，３，４，６－

テトラデオキシ－ベータ－Ｄ－エリトロ－ヘキソピ

ラノシル］オキシ］－９－エチル－１４－メチル－

２，３，３ａ，５ａ，５ｂ，６，９，１０，１１，１２，１３，１４，

１６ａ，１６ｂ－テトラデカヒドロ－１Ｈ－ａｓ－インダセ

ノ［３，２－ｄ］オキサシクロドデシン－７，１５－ジオ

ン（別名スピノシンＡ）及び（２Ｓ，３ａＲ，５ａＳ，５ｂ

Ｓ，９Ｓ，１３Ｓ，１４Ｒ，１６ａＳ，１６ｂＳ）－２－［（６－

デオキシ－２，３，４－トリ－Ｏ－メチル－アルファ

－Ｌ－マンノピラノシル）オキシ］－１３－［［４－（ジ

メチルアミノ）－２，３，４，６－テトラデオキシ－ベ

ータ－Ｄ－エリトロ－ヘキソピラノシル］オキシ］－

９－エチル－４，１４－ジメチル－２，３，３ａ，５ａ，５

ｂ，６，９，１０，１１，１２，１３，１４，１６ａ，１６ｂ－テト

ラデカヒドロ－１Ｈ－ａｓ－インダセノ［３，２－ｄ］オ

キサシクロドデシン－７，１５－ジオン（別名スピノ

シンＤ）の混合物 

スピノサド  

672 

1-294 デカナール デシルアルデヒド  673 

1-295 デカブロモジフェニルエーテル    255 

1-296 
１，３，５，７－テトラアザトリシクロ［３．３．１．１（３，

７）］デカン 

ヘキサメチレンテトラミン  
258 

1-297 テトラエチルチウラムジスルフィド ジスルフィラム  259 

1-298 テトラクロロイソフタロニトリル クロロタロニル又はＴＰＮ  260 

1-299 
４，５，６，７－テトラクロロイソベンゾフラン－１（３

Ｈ）－オン 

フサライド  
261 

1-300 １，１，２，２－テトラクロロエタン 四塩化アセチレン  522 

1-301 テトラクロロエチレン    262 

1-302 テトラヒドロフラン    674 

1-303 テトラヒドロメチル無水フタル酸    265 

1-304 テトラフルオロエチレン    675 

1-305 
２，２，３，３－テトラフルオロプロピオン酸ナトリウム テトラピオン又はフルプロパネ

ートナトリウム塩 

 
676 

1-306 

２，３，５，６－テトラフルオロ－４－メチルベンジル

＝（Ｚ）－３－（２－クロロ－３，３，３－トリフルオロ

－１－プロペニル）－２，２－ジメチルシクロプロパ

ンカルボキシラート 

テフルトリン  

266 

1-307 テトラメチルアンモニウム＝ヒドロキシド    677 

1-308 
３，７，９，１３－テトラメチル－５，１１－ジオキサ－

２，８，１４－トリチア－４，７，９，１２－テトラアザペ

チオジカルブ  
267 
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ンタデカ－３，１２－ジエン－６，１０－ジオン 

1-309 テトラメチルチウラムジスルフィド チウラム又はチラム  268 

1-310 

１－［（１Ｒ，２Ｒ，５Ｓ，７Ｒ）－２，６，６，８－テトラメ

チルトリシクロ［５．３．１．０（１，５）］ウンデカ－８－

エン－９－イル］エタノン 

   

678 

1-311 テルル及びその化合物    679 

1-312 テレフタル酸    270 

1-313 テレフタル酸ジメチル    271 

1-314 銅水溶性塩（錯塩を除く。）    272 

1-315 
１－ドデカノール ノルマル－ドデシルアルコー

ル 

 
273 

1-316 ドデカン－１－チオール    680 

1-317 
２－（Ｎ－ドデシル－Ｎ，Ｎ－ジメチルアンモニオ）

アセタート 

   
681 

1-318 ドデシル硫酸ナトリウム    275 

1-319 １，３，５－トリアジン－２，４，６－トリアミン メラミン  682 

1-320 トリイソプロパノールアミン    683 

1-321 トリエチルアミン    277 

1-322 トリオクチルアミン    684 

1-323 １，１，１－トリクロロエタン    279 

1-324 １，１，２－トリクロロエタン    280 

1-325 トリクロロエチレン   ● 281 

1-326 トリクロロトリフルオロエタン ＣＦＣ－１１３  284 

1-327 トリクロロニトロメタン クロロピクリン  285 

1-328 （３，５，６－トリクロロ－２－ピリジル）オキシ酢酸 トリクロピル  286 

1-329 ２，４，６－トリクロロフェノール    287 

1-330 トリクロロフルオロメタン ＣＦＣ－１１  288 

1-331 １，２，３－トリクロロプロパン    289 

1-332 トリクロロベンゼン    290 

1-333 
Ｎ－（トリクロロメチルチオ）－１，２，３，６－テトラヒ

ドロフタルイミド 

キャプタン  
685 

1-334 
トリシクロ［５．２．１．０（２，６）］デカ－４－エン－３

－イル＝プロピオナート 

   
686 

1-335 トリブチルアミン    292 

1-336 

アルファ，アルファ，アルファ－トリフルオロ－２，６

－ジニトロ－Ｎ，Ｎ－ジプロピル－パラ－トルイジ

ン 

トリフルラリン  

293 

1-337 トリブロモメタン ブロモホルム  528 
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1-338 トリメチルアミン    687 

1-339 トリメチル（オクタデシル）アンモニウムの塩    688 

1-340 
（Ｅ）－４－（２，６，６－トリメチルシクロヘキサ－１

－エン－１－イル）ブタ－３－エン－２－オン 

   
689 

1-341 
Ｎ，Ｎ，Ｎ－トリメチルドデカン－１－アミニウムの

塩 

   
690 

1-342 トリメチルベンゼン    691 

1-343 
２，４，４－トリメチルペンタ－１－エン及び２，４，４

－トリメチルペンタ－２－エンの混合物 

   
692 

1-344 
トリメトキシ－［３－（オキシラン－２－イルメトキシ）

プロピル］シラン 

   
693 

1-345 トリレンジイソシアネート    298 

1-346 トルイジン   ● 299 

1-347 トルエン    300 

1-348 

ナトリウム＝アルケンスルホナート（アルケンの炭

素数が１４から１６までのもの及びその混合物に限

る。）及びナトリウム＝ヒドロキシアルカンスルホナ

ート（アルカンの炭素数が１４から１６までのもの及

びその混合物に限る。）並びにこれらの混合物 

   

694 

1-349 
ナトリウム＝１－オキソ－１ラムダ（５）－ピリジン－

２－チオラート 

   
695 

1-350 
ナトリウム＝（ドデカノイルオキシ）ベンゼンスルホ

ナート 

   
696 

1-351 ナトリウム＝１，１’－ビフェニル－２－オラート    530 

1-352 ナフタレン    302 

1-353 鉛及びその化合物   ● 697 

1-354 ニッケル    308 

1-355 ニッケル化合物   ● 309 

1-356 ニトリロ三酢酸及びそのナトリウム塩    698 

1-357 オルト－ニトロアニリン    312 

1-358 パラ－ニトロクロロベンゼン    314 

1-359 ニトロベンゼン    316 

1-360 ニトロメタン    317 

1-361 二硫化炭素    318 

1-362 １－ノナノール ノルマル－ノニルアルコール  319 

1-363 バナジウム化合物    321 

1-364 パラホルムアルデヒド    699 

1-365 

ビス（アルキル）（ジメチル）アンモニウムの塩（アル

キル基の構造が直鎖であり、かつ、当該アルキル

基の炭素数が１２、１４、１６、１８又は２０のもの及

びその混合物に限る。） 

   

700 
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1-366 
２，４－ビス（イソプロピルアミノ）－６－メチルチオ

－１，３，５－トリアジン 

プロメトリン  
701 

1-367 
２，４－ビス（エチルアミノ）－６－メチルチオ－１，

３，５－トリアジン 

シメトリン  
323 

1-368 
ビス（２－エチルヘキシル）＝（Ｚ）－ブタ－２－エ

ンジオアート 

   
702 

1-369 ビス（８－キノリノラト）銅 オキシン銅又は有機銅  325 

1-370 ビス（Ｎ，Ｎ－ジメチルジチオカルバミン酸）亜鉛 ジラム  328 

1-371 
ビス（Ｎ，Ｎ－ジメチルジチオカルバミン酸）Ｎ，Ｎ’

－エチレンビス（チオカルバモイルチオ亜鉛） 

ポリカーバメート  
329 

1-372 ビス（２－スルフィドピリジン－１－オラト）銅    703 

1-373 
（Ｔ－４）－ビス［２－（チオキソ－カッパＳ）－ピリジ

ン－１（２Ｈ）－オラト－カッパＯ］亜鉛（Ⅱ） 

   
704 

1-374 
ビス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）

＝セバケート 

   
705 

1-375 ビス（トリブチルスズ）＝オキシド   ● 706 

1-376 

Ｎ，Ｎ－ビス（２－ヒドロキシエチル）アルカンアミド

（アルカンの構造が直鎖であり、かつ、当該アルカ

ンの炭素数が８、１０、１２、１４、１６又は１８のもの

及びその混合物に限る。）、（Ｚ）－Ｎ，Ｎ－ビス（２

－ヒドロキシエチル）オクタデカ－９－エンアミド及

び（９Ｚ，１２Ｚ）－Ｎ，Ｎ－ビス（２－ヒドロキシエチ

ル）オクタデカ－９，１２－ジエンアミド並びにこれ

らの混合物 

   

707 

1-377 
Ｓ，Ｓ－ビス（１－メチルプロピル）＝Ｏ－エチル＝

ホスホロジチオアート 

カズサホス  
331 

1-378 砒素及びその無機化合物   ● 332 

1-379 ヒドラジン    333 

1-380 
（１－ヒドロキシエタン－１，１－ジイル）ジホスホン

酸並びにそのカリウム塩及びナトリウム塩 

   
708 

1-381 ヒドロキノン    336 

1-382 ４－ビニル－１－シクロヘキセン    337 

1-383 ビフェニル    340 

1-384 ピペラジン    341 

1-385 ピペロナール ヘリオトロピン  709 

1-386 ピリジン    342 

1-387 ピロカテコール カテコール  343 

1-388 ２－フェニルフェノール    346 

1-389 Ｎ－フェニルマレイミド    347 

1-390 フェニレンジアミン    348 

1-391 フェノール    349 

1-392 
３－フェノキシベンジル＝３－（２，２－ジクロロビニ

ル）－２，２－ジメチルシクロプロパンカルボキシラ

ペルメトリン  
350 
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ート 

1-393 １，３－ブタジエン   ● 351 

1-394 フタル酸ジオクチル    710 

1-395 フタル酸ジブチル    354 

1-396 フタル酸ビス（２－エチルヘキシル）    355 

1-397 フタル酸ブチル＝ベンジル    356 

1-398 
２－ターシャリ－ブチルアミノ－４－シクロプロピル

アミノ－６－メチルチオ－１，３，５－トリアジン 

   
711 

1-399 

２－ターシャリ－ブチルイミノ－３－イソプロピル－

５－フェニルテトラヒドロ－４Ｈ－１，３，５－チアジ

アジン－４－オン 

ブプロフェジン  

357 

1-400 
ターシャリ－ブチル＝２－エチルペルオキシヘキ

サノアート 

   
712 

1-401 
Ｎ－ターシャリ－ブチル－Ｎ’－（４－エチルベン

ゾイル）－３，５－ジメチルベンゾヒドラジド 

テブフェノジド  
358 

1-402 
Ｎ－［１－（Ｎ－ブチルカルバモイル）－１Ｈ－２－

ベンゾイミダゾリル］カルバミン酸メチル 

ベノミル  
360 

1-403 
ブチル＝（Ｒ）－２－［４－（４－シアノ－２－フルオ

ロフェノキシ）フェノキシ］プロピオナート 

シハロホップブチル  
361 

1-404 
１－ターシャリ－ブチル－３－（２，６－ジイソプロ

ピル－４－フェノキシフェニル）チオ尿素 

ジアフェンチウロン  
362 

1-405 
２－ターシャリ－ブチルシクロヘキシル＝アセター

ト 

   
713 

1-406 
４－ターシャリ－ブチルシクロヘキシル＝アセター

ト 

   
714 

1-407 

５－ターシャリ－ブチル－３－（２，４－ジクロロ－５

－イソプロポキシフェニル）－１，３，４－オキサジ

アゾール－２（３Ｈ）－オン 

オキサジアゾン  

363 

1-408 
１－（５－ターシャリ－ブチル－１，３，４－チアジア

ゾール－２－イル）－１，３－ジメチル尿素 

テブチウロン  
715 

1-409 

２－（４－ターシャリ－ブチルフェニル）－２－シア

ノ－３－オキソ－３－（２－トリフルオロメチルフェニ

ル）プロパン酸＝２－メトキシエチル 

シフルメトフェン  

716 

1-410 
３－（４－ターシャリ－ブチルフェニル）プロパナー

ル 

   
717 

1-411 
３－（４－ターシャリ－ブチルフェニル）－２－メチ

ルプロパナール 

   
718 

1-412 ２－ターシャリ－ブチルフェノール    719 

1-413 
２－（４－ターシャリ－ブチルフェノキシ）シクロヘ

キシル＝２－プロピニル＝スルフィット 

プロパルギット又はＢＰＰＳ  
369 

1-414 ふっ化水素及びその水溶性塩    374 

1-415 ２－ブテナール    375 

1-416 ２－ターシャリ－ブトキシエタノール    720 

1-417 
Ｎ－ブトキシメチル－２－クロロ－２’，６’－ジエチ

ルアセトアニリド 

ブタクロール  
376 

1-418 フルフラール    721 
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1-419 
Ｎ，Ｎ’－プロピレンビス（ジチオカルバミン酸）と亜

鉛の重合物 

プロピネブ  
378 

1-420 ブロモクロロジフルオロメタン ハロン－１２１１  380 

1-421 

４－ブロモ－２－（４－クロロフェニル）－１－エトキ

シメチル－５－（トリフルオロメチル）ピロール－３

－カルボニトリル 

クロルフェナピル  

722 

1-422 

３－ブロモ－Ｎ－［４－クロロ－２－メチル－６－

（メチルカルバモイル）フェニル］－１－（３－クロロ

ピリジン－２－イル）－１Ｈ－ピラゾール－５－カル

ボキサミド 

クロラントラニリプロール  

723 

1-423 ブロモジクロロメタン    381 

1-424 ブロモトリフルオロメタン ハロン－１３０１  382 

1-425 

５－ブロモ－３－セカンダリ－ブチル－６－メチル

－１，２，３，４－テトラヒドロピリミジン－２，４－ジオ

ン 

ブロマシル  

383 

1-426 

３－（３－ブロモ－６－フルオロ－２－メチルインド

ール－１－イルスルホニル）－Ｎ，Ｎ－ジメチル－

１，２，４－トリアゾール－１－スルホンアミド 

アミスルブロム  

724 

1-427 １－ブロモプロパン    384 

1-428 ２－ブロモプロパン   ● 385 

1-429 ブロモメタン 臭化メチル  386 

1-430 

６，７，８，９，１０，１０－ヘキサクロロ－１，５，５ａ，

６，９，９ａ－ヘキサヒドロ－６，９－メタノ－２，４，３

－ベンゾジオキサチエピン＝３－オキシド 

エンドスルファン又はベンゾエ

ピン 

 

388 

1-431 ヘキサデシルトリメチルアンモニウム＝クロリド    389 

1-432 
ヘキサヒドロ－１，３，５－トリス（２－ヒドロキシエチ

ル）－１，３，５－トリアジン 

   
725 

1-433 
４，６，６，７，８，８－ヘキサメチル－１，３，４，６，

７，８－ヘキサヒドロシクロペンタ［ｇ］イソクロメン 

   
726 

1-434 ヘキサメチレンジアミン    390 

1-435 ヘキサメチレン＝ジイソシアネート    391 

1-436 ヘキサン    392 

1-437 ヘキサンジヒドラジド    727 

1-438 ヘキシル＝２－ヒドロキシベンゾアート    728 

1-439 １－ヘキセン    729 

1-440 ベタナフトール    393 

1-441 

１，４，５，６，７，８，８－ヘプタクロロ－２，３－エポ

キシ－２，３，３ａ，４，７，７ａ－ヘキサヒドロ－４，７

－メタノ－１Ｈ－インデン 

ヘプタクロルエポキシド  

730 

1-442 ヘプタン    731 

1-443 ５－ヘプチルオキソラン－２－オン    732 

1-444 ベリリウム及びその化合物   ● 394 

1-445 ペルオキソ二硫酸の水溶性塩    395 
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1-446 
ペルフルオロオクタン酸（別名ＰＦＯＡ）及びその

塩 

   
733 

1-447 ペルフルオロ（オクタン－１－スルホン酸） ＰＦＯＳ  396 

1-448 ベンジリジン＝トリクロリド   ● 397 

1-449 ２－ベンジリデンオクタナール    734 

1-450 ベンジル＝クロリド 塩化ベンジル  398 

1-451 ベンズアルデヒド    399 

1-452 ベンゼン   ● 400 

1-453 １，２，４－ベンゼントリカルボン酸１，２－無水物    401 

1-454 
３－（１，３－ベンゾジオキソール－５－イル）－２

－メチルプロパナール 

   
735 

1-455 
２－（２－ベンゾチアゾリルオキシ）－Ｎ－メチルア

セトアニリド 

メフェナセット  
402 

1-456 ベンゾフェノン    403 

1-457 ペンタクロロフェノール   ● 404 

1-458 ほう素化合物    405 

1-459 ポリ塩化ビフェニル ＰＣＢ ● 406 

1-460 

ポリ（オキシエチレン）＝アルキルエーテル（アル

キル基の炭素数が１２から１５までのもの及びその

混合物に限る。） 

   

407 

1-461 
ポリ（オキシエチレン）＝アルキルフェニルエーテ

ル（アルキル基の炭素数が８のものに限る。） 

   
408 

1-462 
ポリ（オキシエチレン）＝アルキルフェニルエーテ

ル（アルキル基の炭素数が９のものに限る。） 

   
410 

1-463 
ポリ（オキシエチレン）＝ドデシルエーテル硫酸エ

ステルナトリウム 

   
409 

1-464 ホルムアルデヒド   ● 411 

1-465 マンガン及びその化合物    412 

1-466 無水酢酸    736 

1-467 無水フタル酸    413 

1-468 メタクリル酸    415 

1-469 メタクリル酸メチル    420 

1-470 
（Ｚ）－２’－メチルアセトフェノン＝４，６－ジメチル

－２－ピリミジニルヒドラゾン 

フェリムゾン  
422 

1-471 メチル＝イソチオシアネート    424 

1-472 メチルイソブチルケトン    737 

1-473 
メチル＝２－（３－オキソ－２－ペンチルシクロペ

ンチル）アセタート 

   
738 

1-474 
２－［メチル－［（Ｚ）－オクタデカ－９－エノイル］

アミノ］酢酸 

オレオイルザルコシン  
739 

1-475 
Ｎ－メチルカルバミン酸２，３－ジヒドロ－２，２－ジ

メチル－７－ベンゾ［ｂ］フラニル 

カルボフラン  
426 
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1-476 Ｎ－メチルカルバミン酸１－ナフチル カルバリル又はＮＡＣ  427 

1-477 
Ｎ－メチルカルバミン酸２－セカンダリ－ブチルフ

ェニル 

フェノブカルブ又はＢＰＭＣ  
428 

1-478 

メチル＝（Ｅ）－２－［２－［６－（２－シアノフェノキ

シ）ピリミジン－４－イルオキシ］フェニル］－３－メ

トキシアクリラート 

アゾキシストロビン  

431 

1-479 Ｎ－メチルジチオカルバミン酸 カーバム  433 

1-480 Ｎ－メチルジチオカルバミン酸ナトリウム メタムナトリウム塩  740 

1-481 Ｎ－メチルジデカン－１－イルアミン    741 

1-482 アルファ－メチルスチレン    436 

1-483 
２－メチルチオ－４－エチルアミノ－６－（１，２－

ジメチルプロピルアミノ）－ｓ－トリアジン 

ジメタメトリン  
742 

1-484 メチル＝ドデカノアート    743 

1-485 

（Ｅ）－３－メチル－４－（２，６，６－トリメチルシクロ

ヘキサ－２－エン－１－イル）ブタ－３－エン－２

－オン 

   

744 

1-486 メチルナフタレン    438 

1-487 
（ＲＳ）－１－メチル－２－ニトロ－３－（テトラヒドロ

－３－フリルメチル）グアニジン 

ジノテフラン  
745 

1-488 ３－メチルピリジン    439 

1-489 Ｎ－メチル－２－ピロリドン    746 

1-490 ２－メチルプロパン－２－チオール    747 

1-491 
メチル＝ベンゾイミダゾール－２－イルカルバマ

ート 

カルベンダジム  
557 

1-492 

３－メチルペンタ－３－エン－２－オンと３－メチリ

デン－７－メチルオクタ－１，６－ジエンの反応生

成物であって、１－（２，３，８，８－テトラメチル－

１，２，３，４，５，６，７，８－オクタヒドロ－２－ナフ

チル）エタノン、１－（２，３，８，８－テトラメチル－

１，２，３，４，６，７，８，８ａ－オクタヒドロ－２－ナフ

チル）エタノン及び１－（２，３，８，８－テトラメチル

－１，２，３，５，６，７，８，８ａ－オクタヒドロ－２－ナ

フチル）エタノンの混合物を８０重量パーセント以

上含有するもの 

   

748 

1-493 
２－メチル－Ｎ－［３－（１－メチルエトキシ）フェニ

ル］ベンズアミド 

メプロニル  
442 

1-494 
Ｓ－メチル－Ｎ－（メチルカルバモイルオキシ）チ

オアセトイミダート 

メソミル  
443 

1-495 

メチル＝（Ｅ）－メトキシイミノ－［２－［［［［（Ｅ）－１

－［３－（トリフルオロメチル）フェニル］エチリデン］

アミノ］オキシ］メチル］フェニル］アセタート 

トリフロキシストロビン  

444 

1-496 
メチル＝（Ｅ）－メトキシイミノ［２－（オルト－トリル

オキシメチル）フェニル］アセタート 

クレソキシムメチル  
445 

1-497 ４，４’－メチレンジアニリン    446 

1-498 
メチレンビス（４，１－フェニレン）＝ジイソシアネー

ト 

   
448 
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1-499 ３－メトキシアニリン    749 

1-500 
（Ｅ）－２－メトキシイミノ－Ｎ－メチル－２－（２－フ

ェノキシフェニル）アセトアミド 

メトミノストロビン  
750 

1-501 ２－（２－メトキシエトキシ）エタノール    751 

1-502 
３－メトキシカルボニルアミノフェニル＝３’－メチ

ルカルバニラート 

フェンメディファム  
449 

1-503 

Ｎ－（６－メトキシ－２－ピリジル）－Ｎ－メチルチ

オカルバミン酸Ｏ－３－ターシャリ－ブチルフェニ

ル 

ピリブチカルブ  

450 

1-504 １－メトキシ－２－（２－メトキシエトキシ）エタン    752 

1-505 モリブデン及びその化合物    453 

1-506 硫化（２，４，４－トリメチルペンテン）    753 

1-507 硫酸ジメチル    754 

1-508 りん化アルミニウム    456 

1-509 りん酸ジブチル＝フェニル    562 

1-510 りん酸ジメチル＝２，２－ジクロロビニル ジクロルボス又はＤＤＶＰ  457 

1-511 りん酸トリス（２－エチルヘキシル）    458 

1-512 りん酸トリス（２－クロロエチル）    459 

1-513 りん酸トリトリル    460 

1-514 りん酸トリフェニル    461 

1-515 りん酸トリブチル    462 

 

*1 太字： 2021（令和 3）年の法施行令改正により追加された対象物質。改正後の対象物質の排出･

移動量の把握は 2023（令和 5）年度から実施する必要があります。 

*2 「物質名」は、法施行令別表 1 の名称を記載しているが、これ以外の別名もあり得ることに注

意。 

*3 「特定第一種指定化学物質」とは、法施行令第 4条(→ Ⅲ-471)で規定している「特定第一種指

定化学物質」のこと。 
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4-2-7 改正施行令と旧施行令における対象物質の対照表 

 

2021(令和 3)年の法施行令改正に関して、新規指定化学物質に基づき作成された情

報(SDS)の提供、及び新規指定化学物質の排出量・移動量の把握は 2023(令和 5)年 4

月 1日から開始となります(図 4-2-1参照)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-2-1 PRTR 制度と SDS制度の政令改正に伴う移行スケジュール 

 

改正施行令と旧施行令における対象物質の変更状況を示しますので、上記の移行

期間における SDS の作成、排出量･移動量の把握等の参考にしてください。なお、当該

対照表の Excel ファイルは以下のホームページよりダウンロードすることが可能です。

https://www.meti.go.jp/policy/chemical_management/law/prtr/seirei4.html 

 

改正施行令における対象物質と旧施行令からの変遷 

変遷等記号説明 

欠番                 ●：除外される物質（2008第１種：86物質）、 

●（グループ化等、理由）：グループ化、範囲拡大等、新たに管理番号が付与される

物質 

種変更・追加  ▲：2008第１種→2021第２種、 

■：2008第２種→2021第１種 

□：特定１種追加 

範囲変更          ★：現行指定物質のグループ化、範囲拡大、分離等による新規物質 

新規追加 ○：新規追加物質（2021第 1種：188物質） 

名称変更 ◇：名称変更 
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第

一

種 

特

定

第

一

種 

第

二

種 

政令 

番号 
欠番 

種変更・ 

追加 
範囲変更 新規追加 名称変更 

1 亜鉛の水溶性化合物 ●     1-001           

1 亜鉛の水溶性化合物 ●     1-001           

2 アクリルアミド ●     1-003           

3 アクリル酸エチル ●     1-004           

4 アクリル酸及びその水溶性塩 ●     1-006           

5 
アクリル酸２－（ジメチルアミノ）

エチル 
●     1-007           

6 アクリル酸２－ヒドロキシエチル     ● 2-001   ▲       

7 アクリル酸ブチル ●     1-009         
◇（ノルマ

ル削除） 

8 アクリル酸メチル ●     1-010           

9 アクリロニトリル ●     1-011           

10 アクロレイン ●     1-012           

11 アジ化ナトリウム         ●         

12 アセトアルデヒド ● ●   1-017   □       

13 アセトニトリル         ●         

14 アセトンシアノヒドリン ●     1-018           

15 アセナフテン ●     1-019           

16 
２，２’－アゾビスイソブチロニト

リル 
        ●         

17 オルト－アニシジン         ●         

18 アニリン ●     1-020           

19 
１－アミノ－９，１０－アントラキ

ノン 
    ● 2-003    ▲       

20 ２－アミノエタノール ●     1-021           

21 

５－アミノ－４－クロロ－２－フ

ェニルピリダジン－３（２Ｈ）－オ

ン 

●     1-022           

22 

５－アミノ－１－［２，６－ジクロ

ロ－４－（トリフルオロメチル）フ

ェニル］－３－シアノ－４－［（ト

リフルオロメチル）スルフィニ

ル］ピラゾール 

●     1-023           

23 パラ－アミノフェノール ●     1-025           

24 メタ－アミノフェノール         ●         

25 

４－アミノ－６－ターシャリ－ブ

チル－３－メチルチオ－１，２，

４－トリアジン－５（４Ｈ）－オン 

●     1-026           

26 ３－アミノ－１－プロペン         ●         

27 

４－アミノ－３－メチル－６－フ

ェニル－１，２，４－トリアジン－

５（４Ｈ）－オン 

●     1-027           

28 アリルアルコール ●     1-028           
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29 
１－アリルオキシ－２，３－エポ

キシプロパン 
●     1-029           

30 

直鎖アルキルベンゼンスルホ

ン酸及びその塩（アルキル基の

炭素数が１０から１４までのもの

及びその混合物に限る。） 

●     1-045           

31 アンチモン及びその化合物 ●     1-048           

32 アントラセン ●     1-049           

33 石綿 ● ●   1-051           

34 

３－イソシアナトメチル－３，５，

５－トリメチルシクロヘキシル＝

イソシアネート 

●     1-053           

35 イソブチルアルデヒド         ●         

36 イソプレン ●     1-054           

37 
４，４’－イソプロピリデンジフェ

ノール 
●     1-055           

38 

２，２’－［イソプロピリデンビス

［（２，６－ジブロモ－４，１－フ

ェニレン）オキシ］］ジエタノー

ル 

        ●         

39 

Ｎ－イソプロピルアミノホスホン

酸Ｏ－エチル－Ｏ－（３－メチ

ル－４－メチルチオフェニル） 

        ●         

40 

イソプロピル＝２－（４－メトキシ

ビフェニル－３－イル）ヒドラジ

ノホルマート 

●     1-059           

41 
３’－イソプロポキシ－２－トリフ

ルオロメチルベンズアニリド 
●     1-060           

42 ２－イミダゾリジンチオン     ● 2-006   ▲       

43 
１，１’－［イミノジ（オクタメチレ

ン）］ジグアニジン 
    ● 2-007   ▲       

44 インジウム及びその化合物 ●     1-062           

45 エタンチオール         ●         

46 

エチル＝２－［４－（６－クロロ

－２－キノキサリニルオキシ）フ

ェノキシ］プロピオナート 

●     1-064           

47 

Ｏ－エチル＝Ｏ－（６－ニトロ

－メタ－トリル）＝セカンダリ－

ブチルホスホルアミドチオアー

ト 

●     1-068           

48 

Ｏ－エチル＝Ｏ－４－ニトロフ

ェニル＝フェニルホスホノチオ

アート 

●     1-069           

49 

Ｎ－（１－エチルプロピル）－

２，６－ジニトロ－３，４－キシリ

ジン 

●     1-070           

50 

Ｓ－エチル＝ヘキサヒドロ－１

Ｈ－アゼピン－１－カルボチオ

アート 

●     1-071           

51 ２－エチルヘキサン酸         ●         

52 

エチル＝（Ｚ）－３－［Ｎ－ベン

ジル－Ｎ－［［メチル（１－メチ

ルチオエチリデンアミノオキシ

●     1-072           
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カルボニル）アミノ］チオ］アミ

ノ］プロピオナート 

53 エチルベンゼン ●     1-073            

54 

Ｏ－エチル＝Ｓ－１－メチルプ

ロピル＝（２－オキソ－３－チア

ゾリジニル）ホスホノチオアート 

●     1-074           

55 エチレンイミン         ●         

56 エチレンオキシド ● ●   1-075           

57 
エチレングリコールモノエチル

エーテル 
●     1-076           

58 
エチレングリコールモノメチル

エーテル 
●     1-078           

59 エチレンジアミン ●     1-079           

60 エチレンジアミン四酢酸         
●（範囲

拡大） 
        

61 
Ｎ，Ｎ’－エチレンビス（ジチオ

カルバミン酸）マンガン 
●     1-081           

62 

Ｎ，Ｎ’－エチレンビス（ジチオ

カルバミン酸）マンガンとＮ，Ｎ’

－エチレンビス（ジチオカルバ

ミン酸）亜鉛の錯化合物 

●     1-082           

63 
１，１’－エチレン－２，２’－ビ

ピリジニウム＝ジブロミド 
●     1-083           

64 

２－（４－エトキシフェニル）－２

－メチルプロピル＝３－フェノ

キシベンジルエーテル 

●     1-085           

65 エピクロロヒドリン ●     1-086           

66 １，２－エポキシブタン ●     1-087           

67 
２，３－エポキシ－１－プロパノ

ール 
    ● 2-011   ▲       

68 １，２－エポキシプロパン ●     1-088           

69 
２，３－エポキシプロピル＝フェ

ニルエーテル 
        ●         

70 エマメクチン安息香酸塩     ● 2-012   ▲       

71 塩化第二鉄         ●         

72 

塩化パラフィン（炭素数が１０か

ら１３までのもの及びその混合

物に限る。） 

●     1-089           

73 １－オクタノール ●     1-094           

74 

パラ－アルキルフェノール（ア

ルキル基の炭素数が８のもの

に限る。） 

●     1-043         

◇（炭化

水素鎖表

記の統一

化） 

75 カドミウム及びその化合物 ● ●   1-099           

76 イプシロン－カプロラクタム         ●         

77 カルシウムシアナミド         ●         

78 ２，４－キシレノール ●     1-101           

79 ２，６－キシレノール ●     1-102           
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80 キシレン ●     1-103           

81 キノリン ●     1-104           

82 銀及びその水溶性化合物 ●     1-105           

83 クメン ●     1-106           

84 グリオキサール ●     1-107           

85 グルタルアルデヒド ●     1-109           

86 クレゾール ●     1-110           

87 クロム及び三価クロム化合物 ●     1-111           

88 六価クロム化合物 ● ●   1-112           

89 クロロアニリン ●     1-113           

90 

２－クロロ－４－エチルアミノ－

６－イソプロピルアミノ－１，３，

５－トリアジン 

●     1-115           

91 

２－（４－クロロ－６－エチルア

ミノ－１，３，５－トリアジン－２

－イル）アミノ－２－メチルプロ

ピオノニトリル 

●     1-116           

92 

４－クロロ－３－エチル－１－メ

チル－Ｎ－［４－（パラトリルオ

キシ）ベンジル］ピラゾール－５

－カルボキサミド 

●     1-117           

93 

２－クロロ－２’－エチル－Ｎ－

（２－メトキシ－１－メチルエチ

ル）－６’－メチルアセトアニリド 

●     1-118           

94 クロロエチレン ● ●   1-120           

95 

３－クロロ－Ｎ－（３－クロロ－５

－トリフルオロメチル－２－ピリ

ジル）－アルファ，アルファ，ア

ルファ－トリフルオロ－２，６－

ジニトロ－パラ－トルイジン 

●     1-121           

96 

１－［［２－［２－クロロ－４－（４

－クロロフェノキシ）フェニル］

－４－メチル－１，３－ジオキソ

ラン－２－イル］メチル］－１Ｈ

－１，２，４－トリアゾール 

●     1-122           

97 
１－クロロ－２－（クロロメチル）

ベンゼン 
        ●         

98 クロロ酢酸 ●     1-123           

99 クロロ酢酸エチル         ●         

100 

２－クロロ－２’，６’－ジエチル

－Ｎ－（２－プロポキシエチル）

アセトアニリド 

●     1-124           

101 

２－クロロ－２’，６’－ジエチル

－Ｎ－（メトキシメチル）アセトア

ニリド 

●     1-125           

102 
１－クロロ－２，４－ジニトロベン

ゼン 
        ●         

103 
１－クロロ－１，１－ジフルオロ

エタン 
●     1-129           
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104 クロロジフルオロメタン ●     1-130           

105 
２－クロロ－１，１，１，２－テトラ

フルオロエタン 
●     1-137           

106 クロロトリフルオロエタン ●     1-138           

107 クロロトリフルオロメタン         ●         

108 
（ＲＳ）－２－（４－クロロ－オル

ト－トリルオキシ）プロピオン酸 
●     1-139           

109 オルト－クロロトルエン     ● 2-020   ▲       

110 パラ－クロロトルエン     ● 2-021   ▲       

111 ２－クロロ－４－ニトロアニリン         ●         

112 ２－クロロニトロベンゼン         ●         

113 
２－クロロ－４，６－ビス（エチル

アミノ）－１，３，５－トリアジン 
●     1-140           

114 

（ＲＳ）－２－［２－（３－クロロフ

ェニル）－２，３－エポキシプロ

ピル］－２－エチルインダン－

１，３－ジオン 

    ● 2-023   ▲       

115 

４－（２－クロロフェニル）－Ｎ－

シクロヘキシル－Ｎ－エチル－

４，５－ジヒドロ－５－オキソ－１

Ｈ－テトラゾール－１－カルボ

キサミド 

●     1-144           

116 

（４ＲＳ，５ＲＳ）－５－（４－クロロ

フェニル）－Ｎ－シクロヘキシ

ル－４－メチル－２－オキソ－

１，３－チアゾリジン－３－カル

ボキサミド 

    ● 2-024   ▲       

117 

（ＲＳ）－１－パラ－クロロフェニ

ル－４，４－ジメチル－３－（１

Ｈ－１，２，４－トリアゾール－１

－イルメチル）ペンタン－３－

オール 

●     1-145           

118 

２－（４－クロロフェニル）－２－

（１Ｈ－１，２，４－トリアゾール

－１－イルメチル）ヘキサンニト

リル 

    ● 2-028   ▲       

119 

（ＲＳ）－４－（４－クロロフェニ

ル）－２－フェニル－２－（１Ｈ

－１，２，４－トリアゾール－１－

イルメチル）ブチロニトリル 

    ● 2-030   ▲       

120 オルト－クロロフェノール         ●         

121 パラ－クロロフェノール ●     1-146           

122 ２－クロロプロピオン酸         ●         

123 ３－クロロプロペン ●     1-147           

124 

１－（２－クロロベンジル）－３－

（１－メチル－１－フェニルエチ

ル）尿素 

●     1-148         
◇（ウレア

→尿素） 

125 クロロベンゼン ●     1-149           

126 クロロペンタフルオロエタン ●     1-150           
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127 クロロホルム ●     1-151           

128 クロロメタン ●     1-154           

129 
４－クロロ－３－メチルフェノー

ル 
        ●         

130 
（４－クロロ－２－メチルフェノキ

シ）酢酸 
        ●         

131 
３－クロロ－２－メチル－１－プ

ロペン 
    ● 2-033   ▲       

132 コバルト及びその化合物 ●     1-156           

133 酢酸２－エトキシエチル ●     1-157           

134 酢酸ビニル ●     1-158           

135 酢酸２－メトキシエチル ●     1-160           

136 サリチルアルデヒド         ●         

137 シアナミド     ● 2-036   ▲       

138 

（ＲＳ）－２－シアノ－Ｎ－［（Ｒ）

－１－（２，４－ジクロロフェニ

ル）エチル］－３，３－ジメチル

ブチラミド 

    ● 2-037   ▲       

139 

（Ｓ）－アルファ－シアノ－３－

フェノキシベンジル＝（１Ｒ，３

Ｓ）－２，２－ジメチル－３－

（１，２，２，２－テトラブロモエチ

ル）シクロプロパンカルボキシラ

ート 

    ● 2-040    ▲       

140 

（ＲＳ）－アルファ－シアノ－３

－フェノキシベンジル＝２，２，

３，３－テトラメチルシクロプロパ

ンカルボキシラート 

    ● 2-041   ▲       

141 

トランス－１－（２－シアノ－２－

メトキシイミノアセチル）－３－

エチル尿素 

●     1-162         
◇（ウレア

→尿素） 

142 ２，４－ジアミノアニソール         ●         

143 
４，４’－ジアミノジフェニルエー

テル 
●     1-163           

144 
無機シアン化合物（錯塩及び

シアン酸塩を除く。） 
●     1-164           

145 
２－（ジエチルアミノ）エタノー

ル 
        ●         

146 

Ｏ－２－ジエチルアミノ－６－メ

チルピリミジン－４－イル＝Ｏ，

Ｏ－ジメチル＝ホスホロチオア

ート 

●     1-167           

147 
Ｎ，Ｎ－ジエチルチオカルバミ

ン酸Ｓ－４－クロロベンジル 
●     1-168           

148 

Ｎ，Ｎ－ジエチル－３－（２，４，

６－トリメチルフェニルスルホニ

ル）－１Ｈ－１，２，４－トリアゾ

ール－１－カルボキサミド 

●     1-169           

149 四塩化炭素 ●     1-171           

150 １，４－ジオキサン ●     1-173           

151 １，３－ジオキソラン         ●         
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152 

１，３－ジカルバモイルチオ－２

－（Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノ）－

プロパン 

●     1-174           

153 

シクロヘキサ－１－エン－１，２

－ジカルボキシイミドメチル＝

（１ＲＳ）－シス－トランス－２，２

－ジメチル－３－（２－メチルプ

ロパ－１－エニル）シクロプロパ

ンカルボキシラート 

●     1-175           

154 シクロヘキシルアミン ●     1-178           

155 
Ｎ－（シクロヘキシルチオ）フタ

ルイミド 
    ● 2-045   ▲       

156 ジクロロアニリン ●     1-180           

157 １，２－ジクロロエタン ●     1-181           

158 １，１－ジクロロエチレン ●     1-182           

159 シス－１，２－ジクロロエチレン         
●（グルー

プ化） 
        

160 
３，３’－ジクロロ－４，４’－ジア

ミノジフェニルメタン 
● ●   1-186   □       

161 ジクロロジフルオロメタン ●     1-187           

162 

３，５－ジクロロ－Ｎ－（１，１－

ジメチル－２－プロピニル）ベ

ンズアミド 

●     1-188           

163 ジクロロテトラフルオロエタン ●     1-189           

164 
２，２－ジクロロ－１，１，１－トリ

フルオロエタン 
●     1-190           

165 ２，４－ジクロロトルエン         ●         

166 
１，２－ジクロロ－４－ニトロベン

ゼン 
        ●         

167 
１，４－ジクロロ－２－ニトロベン

ゼン 
        ●         

168 

３－（３，５－ジクロロフェニル）

－Ｎ－イソプロピル－２，４－ジ

オキソイミダゾリジン－１－カル

ボキサミド 

●     1-194           

169 
３－（３，４－ジクロロフェニル）

－１，１－ジメチル尿素 
●     1-197           

170 

（ＲＳ）－２－（２，４－ジクロロフ

ェニル）－３－（１Ｈ－１，２，４

－トリアゾール－１－イル）プロ

ピル＝１，１，２，２－テトラフル

オロエチル＝エーテル 

    ● 2-049   ▲       

171 

（２ＲＳ，４ＲＳ）－１－［２－（２，４

－ジクロロフェニル）－４－プロ

ピル－１，３－ジオキソラン－２

－イルメチル］－１Ｈ－１，２，４

－トリアゾール及び（２ＲＳ，４Ｓ

Ｒ）－１－［２－（２，４－ジクロロ

フェニル）－４－プロピル－１，

３－ジオキソラン－２－イルメチ

ル］－１Ｈ－１，２，４－トリアゾ

ールの混合物 

●     1-198           

172 
３－［１－（３，５－ジクロロフェニ

ル）－１－メチルエチル］－３，
●     1-199           
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４－ジヒドロ－６－メチル－５－

フェニル－２Ｈ－１，３－オキサ

ジン－４－オン 

173 

（ＲＳ）－３－（３，５－ジクロロフ

ェニル）－５－メチル－５－ビニ

ル－１，３－オキサゾリジン－

２，４－ジオン 

        ●         

174 
３－（３，４－ジクロロフェニル）

－１－メトキシ－１－メチル尿素 
●     1-200           

175 ２，４－ジクロロフェノキシ酢酸 ●     1-201           

176 
１，１－ジクロロ－１－フルオロ

エタン 
●     1-202           

177 ジクロロフルオロメタン ●     1-204           

178 １，２－ジクロロプロパン ● ●   1-206   □       

179 １，３－ジクロロプロペン ●     1-207           

180 ３，３’－ジクロロベンジジン         ●         

181 ジクロロベンゼン ●     1-208           

182 

２－［４－（２，４－ジクロロベン

ゾイル）－１，３－ジメチル－５

－ピラゾリルオキシ］アセトフェ

ノン 

●     1-209           

183 

４－（２，４－ジクロロベンゾイ

ル）－１，３－ジメチル－５－ピ

ラゾリル＝４－トルエンスルホナ

ート 

●     1-210           

184 ２，６－ジクロロベンゾニトリル ●     1-211           

185 
ジクロロペンタフルオロプロパ

ン 
●     1-212           

186 ジクロロメタン ●     1-213           

187 
２，３－ジシアノ－１，４－ジチ

アアントラキノン 
●     1-215           

188 Ｎ，Ｎ－ジシクロヘキシルアミン ●     1-216           

189 

Ｎ，Ｎ－ジシクロヘキシル－２

－ベンゾチアゾールスルフェン

アミド 

    ● 2-051    ▲       

190 ジシクロペンタジエン ●     1-217           

191 
１，３－ジチオラン－２－イリデ

ンマロン酸ジイソプロピル 
●     1-218           

192 
ジチオりん酸Ｏ－エチル－Ｓ，

Ｓ－ジフェニル 
        ●         

193 

ジチオりん酸Ｏ，Ｏ－ジエチル

－Ｓ－（２－エチルチオエチ

ル） 

    ● 2-052   ▲       

194 

ジチオりん酸Ｏ，Ｏ－ジエチル

－Ｓ－［（６－クロロ－２，３－ジ

ヒドロ－２－オキソベンゾオキサ

ゾリニル）メチル］ 

        ●         

195 

ジチオりん酸Ｏ－２，４－ジクロ

ロフェニル－Ｏ－エチル－Ｓ－

プロピル 

●     1-219           

196 
ジチオりん酸Ｓ－（２，３－ジヒド

ロ－５－メトキシ－２－オキソ－
●     1-220           
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１，３，４－チアジアゾール－３

－イル）メチル－Ｏ，Ｏ－ジメチ

ル 

197 

ジチオりん酸Ｏ，Ｏ－ジメチル

－Ｓ－１，２－ビス（エトキシカ

ルボニル）エチル 

●     1-221           

198 

ジチオりん酸Ｏ，Ｏ－ジメチル

－Ｓ－［（Ｎ－メチルカルバモイ

ル）メチル］ 

●     1-222           

199 

ジナトリウム＝２，２’－ビニレン

ビス［５－（４－モルホリノ－６－

アニリノ－１，３，５－トリアジン

－２－イルアミノ）ベンゼンスル

ホナート］ 

●     1-226           

200 ジニトロトルエン ●     1-227           

201 ２，４－ジニトロフェノール ●     1-228           

202 ジビニルベンゼン         ●         

203 ジフェニルアミン ●     1-229           

204 ジフェニルエーテル     ● 2-055   ▲       

205 １，３－ジフェニルグアニジン     ● 2-056   ▲       

206 

Ｎ－ジブチルアミノチオ－Ｎ－

メチルカルバミン酸２，３－ジヒ

ドロ－２，２－ジメチル－７－ベ

ンゾ［ｂ］フラニル 

●     1-231           

207 
２，６－ジ－ターシャリ－ブチル

－４－クレゾール 
●     1-232           

208 
２，４－ジ－ターシャリ－ブチル

フェノール 
        ●         

209 ジブロモクロロメタン ●     1-236           

210 
２，２－ジブロモ－２－シアノア

セトアミド 
●     1-237           

211 ジブロモテトラフルオロエタン ●     1-238           

212 

（ＲＳ）－Ｏ，Ｓ－ジメチル＝ア

セチルホスホルアミドチオアー

ト 

●     1-241           

213 Ｎ，Ｎ－ジメチルアセトアミド ●     1-242           

214 ２，４－ジメチルアニリン         ●         

215 ２，６－ジメチルアニリン         ●         

216 Ｎ，Ｎ－ジメチルアニリン     ● 2-058   ▲       

217 
５－ジメチルアミノ－１，２，３－

トリチアン 
●     1-243           

218 ジメチルアミン ●     1-245           

219 ジメチルジスルフィド ●     1-250           

220 
ジメチルジチオカルバミン酸の

水溶性塩 
        ●         

221 

２，２－ジメチル－２，３－ジヒド

ロ－１－ベンゾフラン－７－イ

ル＝Ｎ－［Ｎ－（２－エトキシカ

ルボニルエチル）－Ｎ－イソプ

●     1-251           
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ロピルスルフェナモイル］－Ｎ

－メチルカルバマート 

222 
Ｎ，Ｎ－ジメチルチオカルバミ

ン酸Ｓ－４－フェノキシブチル 
        ●         

223 Ｎ，Ｎ－ジメチルドデシルアミン ●     1-252           

224 
Ｎ，Ｎ－ジメチルドデシルアミン

＝Ｎ－オキシド 
●     1-253           

225 

ジメチル＝２，２，２－トリクロロ

－１－ヒドロキシエチルホスホ

ナート 

●     1-254           

226 １，１－ジメチルヒドラジン         ●         

227 
１，１’－ジメチル－４，４’－ビ

ピリジニウム＝ジクロリド 
●     1-255           

228 

３，３’－ジメチルビフェニル－

４，４’－ジイル＝ジイソシアネ

ート 

        ●         

229 

ジメチル＝４，４’－（オルト－フ

ェニレン）ビス（３－チオアロファ

ナート） 

●     1-257           

230 

Ｎ－（１，３－ジメチルブチル）

－Ｎ’－フェニル－パラ－フェ

ニレンジアミン 

●     1-260           

231 ３，３’－ジメチルベンジジン         ●         

232 Ｎ，Ｎ－ジメチルホルムアミド ●     1-264           

233 

２－［（ジメトキシホスフィノチオ

イル）チオ］－２－フェニル酢酸

エチル 

●     1-270           

234 臭素     ● 2-065   ▲       

235 臭素酸の水溶性塩     ● 2-066   ▲       

236 
３，５－ジヨード－４－オクタノイ

ルオキシベンゾニトリル 
●     1-271           

237 水銀及びその化合物 ●     1-272           

238 水素化テルフェニル ●     1-273           

239 有機スズ化合物         ●（分離）         

240 スチレン ●     1-275           

241 
２－スルホヘキサデカン酸－１

－メチルエステルナトリウム塩 
        ●         

242 セレン及びその化合物 ●     1-277           

243 ダイオキシン類 ● ●   1-278           

244 

２－チオキソ－３，５－ジメチル

テトラヒドロ－２Ｈ－１，３，５－

チアジアジン 

●     1-282           

245 チオ尿素 ●     1-284           

246 チオフェノール         ●         

247 

チオりん酸Ｏ－１－（４－クロロ

フェニル）－４－ピラゾリル－Ｏ

－エチル－Ｓ－プロピル 

        ●         

248 
チオりん酸Ｏ，Ｏ－ジエチル－

Ｏ－（２－イソプロピル－６－メ
●     1-286           
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チル－４－ピリミジニル） 

249 

チオりん酸Ｏ，Ｏ－ジエチル－

Ｏ－（３，５，６－トリクロロ－２－

ピリジル） 

●     1-287           

250 

チオりん酸Ｏ，Ｏ－ジエチル－

Ｏ－（５－フェニル－３－イソオ

キサゾリル） 

●     1-288           

251 

チオりん酸Ｏ，Ｏ－ジメチル－

Ｏ－（３－メチル－４－ニトロフ

ェニル） 

●     1-289           

252 

チオりん酸Ｏ，Ｏ－ジメチル－

Ｏ－（３－メチル－４－メチルチ

オフェニル） 

●     1-290           

253 

チオりん酸Ｏ－４－ブロモ－２

－クロロフェニル－Ｏ－エチル

－Ｓ－プロピル 

    ● 2-067   ▲       

254 
チオりん酸Ｓ－ベンジル－Ｏ，

Ｏ－ジイソプロピル 
●     1-291           

255 デカブロモジフェニルエーテル ●     1-295           

256 デカン酸         ●         

257 
アルカノール（炭素数が１０のも

のに限る。） 
●     1-034         

◇（炭化

水素鎖表

記の統一

化） 

258 
１，３，５，７－テトラアザトリシク

ロ［３．３．１．１（３，７）］デカン 
●     1-296           

259 
テトラエチルチウラムジスルフィ

ド 
●     1-297           

260 テトラクロロイソフタロニトリル ●     1-298           

261 
４，５，６，７－テトラクロロイソベ

ンゾフラン－１（３Ｈ）－オン 
●     1-299           

262 テトラクロロエチレン ●     1-301           

263 テトラクロロジフルオロエタン         ●         

264 
２，３，５，６－テトラクロロ－パラ

－ベンゾキノン 
        ●         

265 テトラヒドロメチル無水フタル酸 ●     1-303           

266 

２，３，５，６－テトラフルオロ－４

－メチルベンジル＝（Ｚ）－３－

（２－クロロ－３，３，３－トリフル

オロ－１－プロペニル）－２，２

－ジメチルシクロプロパンカル

ボキシラート 

●     1-306           

267 

３，７，９，１３－テトラメチル－

５，１１－ジオキサ－２，８，１４

－トリチア－４，７，９，１２－テト

ラアザペンタデカ－３，１２－ジ

エン－６，１０－ジオン 

●     1-308           

268 
テトラメチルチウラムジスルフィ

ド 
●     1-309           

269 

３，７，１１，１５－テトラメチルヘ

キサデカ－１－エン－３－オー

ル 

        ●         

270 テレフタル酸 ●     1-312           
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271 テレフタル酸ジメチル ●     1-313           

272 銅水溶性塩（錯塩を除く。） ●     1-314           

273 １－ドデカノール ●     1-315           

274 ターシャリ－ドデカンチオール         ●         

275 ドデシル硫酸ナトリウム ●     1-318           

276 
３，６，９－トリアザウンデカン－

１，１１－ジアミン 
    ● 2-069   ▲       

277 トリエチルアミン ●     1-321           

278 トリエチレンテトラミン     ● 2-070   ▲       

279 １，１，１－トリクロロエタン ●     1-323           

280 １，１，２－トリクロロエタン ●     1-324           

281 トリクロロエチレン ● ●   1-325   □       

282 トリクロロ酢酸         ●         

283 
２，４，６－トリクロロ－１，３，５－

トリアジン 
        ●         

284 トリクロロトリフルオロエタン ●     1-326           

285 トリクロロニトロメタン ●     1-327           

286 
（３，５，６－トリクロロ－２－ピリ

ジル）オキシ酢酸 
●     1-328           

287 ２，４，６－トリクロロフェノール ●     1-329           

288 トリクロロフルオロメタン ●     1-330           

289 １，２，３－トリクロロプロパン ●     1-331           

290 トリクロロベンゼン ●     1-332           

291 

１，３，５－トリス（２，３－エポキ

シプロピル）－１，３，５－トリア

ジン－２，４，６（１Ｈ，３Ｈ，５Ｈ）

－トリオン 

    ● 2-071   ▲       

292 トリブチルアミン ●     1-335           

293 

アルファ，アルファ，アルファ－

トリフルオロ－２，６－ジニトロ－

Ｎ，Ｎ－ジプロピル－パラ－ト

ルイジン 

●     1-336           

294 ２，４，６－トリブロモフェノール     ● 2-074   ▲       

295 
３，５，５－トリメチル－１－ヘキ

サノール 
    ● 2-076   ▲       

296 １，２，４－トリメチルベンゼン         
●（グルー

プ化） 
        

297 １，３，５－トリメチルベンゼン         
●（グルー

プ化） 
        

298 トリレンジイソシアネート ●     1-345           

299 トルイジン ● ●   1-346   □       

300 トルエン ●     1-347           
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301 トルエンジアミン     ● 2-077   ▲       

302 ナフタレン ●     1-352           

303 
１，５－ナフタレンジイル＝ジイ

ソシアネート 
        ●         

304 鉛         
●（グルー

プ化） 
        

305 鉛化合物         
●（グルー

プ化） 
        

306 二アクリル酸ヘキサメチレン     ● 2-078   ▲       

307 二塩化酸化ジルコニウム         ●         

308 ニッケル ●     1-354           

309 ニッケル化合物 ● ●   1-355           

310 ニトリロ三酢酸         
●（範囲

拡大） 
        

311 オルト－ニトロアニソール         ●         

312 オルト－ニトロアニリン ●     1-357           

313 ニトログリセリン         ●         

314 パラ－ニトロクロロベンゼン ●     1-358           

315 オルト－ニトロトルエン     ● 2-080   ▲       

316 ニトロベンゼン ●     1-359           

317 ニトロメタン ●     1-360           

318 二硫化炭素 ●     1-361           

319 １－ノナノール ●     1-362           

320 

アルキルフェノール（アルキル

基の炭素数が９のものに限

る。） 

●     1-042         

◇（炭化

水素鎖表

記の統一

化） 

321 バナジウム化合物 ●     1-363           

322 

５’－［Ｎ，Ｎ－ビス（２－アセチ

ルオキシエチル）アミノ］－２’－

（２－ブロモ－４，６－ジニトロフ

ェニルアゾ）－４’－メトキシア

セトアニリド 

        ●         

323 

２，４－ビス（エチルアミノ）－６

－メチルチオ－１，３，５－トリア

ジン 

●     1-367           

324 
１，３－ビス［（２，３－エポキシ

プロピル）オキシ］ベンゼン 
        ●         

325 ビス（８－キノリノラト）銅 ●     1-369           

326 
３，６－ビス（２－クロロフェニ

ル）－１，２，４，５－テトラジン 
        ●         

327 
１，２－ビス（２－クロロフェニ

ル）ヒドラジン 
        ●         

328 
ビス（Ｎ，Ｎ－ジメチルジチオカ

ルバミン酸）亜鉛 
●     1-370           

329 
ビス（Ｎ，Ｎ－ジメチルジチオカ

ルバミン酸）Ｎ，Ｎ’－エチレン
●     1-371           
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ビス（チオカルバモイルチオ亜

鉛） 

330 
ビス（１－メチル－１－フェニル

エチル）＝ペルオキシド 
    ● 2-083   ▲       

331 

Ｓ，Ｓ－ビス（１－メチルプロピ

ル）＝Ｏ－エチル＝ホスホロジ

チオアート 

●     1-377           

332 砒素及びその無機化合物 ● ●   1-378           

333 ヒドラジン ●     1-379           

334 ４－ヒドロキシ安息香酸メチル     ● 2-087   ▲       

335 
Ｎ－（４－ヒドロキシフェニル）ア

セトアミド 
        ●         

336 ヒドロキノン ●     1-381           

337 
４－ビニル－１－シクロヘキセ

ン 
●     1-382           

338 ２－ビニルピリジン     ● 2-088   ▲       

339 Ｎ－ビニル－２－ピロリドン         ●         

340 ビフェニル ●     1-383           

341 ピペラジン ●     1-384           

342 ピリジン ●     1-386           

343 ピロカテコール ●     1-387           

344 フェニルオキシラン         ●         

345 フェニルヒドラジン         ●         

346 ２－フェニルフェノール ●     1-388           

347 Ｎ－フェニルマレイミド ●     1-389           

348 フェニレンジアミン ●     1-390           

349 フェノール ●     1-391           

350 

３－フェノキシベンジル＝３－

（２，２－ジクロロビニル）－２，２

－ジメチルシクロプロパンカル

ボキシラート 

●     1-392           

351 １，３－ブタジエン ● ●   1-393           

352 フタル酸ジアリル     ● 2-092   ▲       

353 フタル酸ジエチル     ● 2-094   ▲       

354 フタル酸ジブチル ●     1-395         
◇（ノルマ

ル削除） 

355 
フタル酸ビス（２－エチルヘキ

シル） 
●     1-396           

356 フタル酸ブチル＝ベンジル ●     1-397         
◇（ノルマ

ル削除） 

357 

２－ターシャリ－ブチルイミノ－

３－イソプロピル－５－フェニル

テトラヒドロ－４Ｈ－１，３，５－

チアジアジン－４－オン 

●     1-399           
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358 

Ｎ－ターシャリ－ブチル－Ｎ’

－（４－エチルベンゾイル）－

３，５－ジメチルベンゾヒドラジド 

●     1-401           

359 
ブチル－２，３－エポキシプロ

ピルエーテル 
    ● 2-097   ▲     

◇（ノルマ

ル削除） 

360 

Ｎ－［１－（Ｎ－ブチルカルバ

モイル）－１Ｈ－２－ベンゾイミ

ダゾリル］カルバミン酸メチル 

●     1-402         
◇（ノルマ

ル削除） 

361 

ブチル＝（Ｒ）－２－［４－（４－

シアノ－２－フルオロフェノキ

シ）フェノキシ］プロピオナート 

●     1-403           

362 

１－ターシャリ－ブチル－３－

（２，６－ジイソプロピル－４－フ

ェノキシフェニル）チオ尿素 

●     1-404           

363 

５－ターシャリ－ブチル－３－

（２，４－ジクロロ－５－イソプロ

ポキシフェニル）－１，３，４－オ

キサジアゾール－２（３Ｈ）－オ

ン 

●     1-407           

364 

ターシャリ－ブチル＝４－

［［［（１，３－ジメチル－５－フェ

ノキシ－４－ピラゾリル）メチリデ

ン］アミノオキシ］メチル］ベンゾ

アート 

    ● 2-103   ▲       

365 ブチルヒドロキシアニソール         ●         

366 
ターシャリ－ブチル＝ヒドロペ

ルオキシド 
    ● 2-105   ▲       

367 
オルト－セカンダリ－ブチルフ

ェノール 
        ●         

368 
４－ターシャリ－ブチルフェノ

ール 
    ● 2-106   ▲       

369 

２－（４－ターシャリ－ブチルフ

ェノキシ）シクロヘキシル＝２－

プロピニル＝スルフィット 

●     1-413           

370 

２－ターシャリ－ブチル－５－

（４－ターシャリ－ブチルベンジ

ルチオ）－４－クロロ－３（２Ｈ）

－ピリダジノン 

    ● 2-107   ▲       

371 

Ｎ－（４－ターシャリ－ブチルベ

ンジル）－４－クロロ－３－エチ

ル－１－メチルピラゾール－５

－カルボキサミド 

    ● 2-108   ▲       

372 

Ｎ－（ターシャリ－ブチル）－２

－ベンゾチアゾールスルフェン

アミド 

    ● 2-109   ▲       

373 
２－ターシャリ－ブチル－５－メ

チルフェノール 
        ●         

374 ふっ化水素及びその水溶性塩 ●     1-414           

375 ２－ブテナール ●     1-415           

376 

Ｎ－ブトキシメチル－２－クロロ

－２’，６’－ジエチルアセトアニ

リド 

●     1-417           

377 フラン     ● 2-110   ▲       

378 

Ｎ，Ｎ’－プロピレンビス（ジチ

オカルバミン酸）と亜鉛の重合

物 

●     1-419           
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379 ２－プロピン－１－オール         ●         

380 ブロモクロロジフルオロメタン ●     1-420           

381 ブロモジクロロメタン ●     1-423           

382 ブロモトリフルオロメタン ●     1-424           

383 

５－ブロモ－３－セカンダリ－

ブチル－６－メチル－１，２，

３，４－テトラヒドロピリミジン－

２，４－ジオン 

●     1-425           

384 １－ブロモプロパン ●     1-427           

385 ２－ブロモプロパン ● ●   1-428           

386 ブロモメタン ●     1-429           

387 
ヘキサキス（２－メチル－２－フ

ェニルプロピル）ジスタノキサン 
        ●         

388 

６，７，８，９，１０，１０－ヘキサク

ロロ－１，５，５ａ，６，９，９ａ－ヘ

キサヒドロ－６，９－メタノ－２，

４，３－ベンゾジオキサチエピン

＝３－オキシド 

●     1-430           

389 
ヘキサデシルトリメチルアンモ

ニウム＝クロリド 
●     1-431           

390 ヘキサメチレンジアミン ●     1-434           

391 
ヘキサメチレン＝ジイソシアネ

ート 
●     1-435           

392 ヘキサン ●     1-436         
◇（ノルマ

ル削除） 

393 ベタナフトール ●     1-440           

394 ベリリウム及びその化合物 ● ●   1-444           

395 ペルオキソ二硫酸の水溶性塩 ●     1-445           

396 
ペルフルオロ（オクタン－１－ス

ルホン酸） 
●     1-447           

397 ベンジリジン＝トリクロリド ● ●   1-448           

398 ベンジル＝クロリド ●     1-450           

399 ベンズアルデヒド ●     1-451           

400 ベンゼン ● ●   1-452           

401 
１，２，４－ベンゼントリカルボン

酸１，２－無水物 
●     1-453           

402 
２－（２－ベンゾチアゾリルオキ

シ）－Ｎ－メチルアセトアニリド 
●     1-455           

403 ベンゾフェノン ●     1-456           

404 ペンタクロロフェノール ● ●   1-457   □       

405 ほう素化合物 ●     1-458           

406 ポリ塩化ビフェニル ● ●   1-459   □       

407 

ポリ（オキシエチレン）＝アルキ

ルエーテル（アルキル基の炭

素数が１２から１５までのもの及

●     1-460           
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びその混合物に限る。） 

408 

ポリ（オキシエチレン）＝アルキ

ルフェニルエーテル（アルキル

基の炭素数が８のものに限

る。） 

●     1-461         

◇（炭化

水素鎖表

記の統一

化） 

409 

ポリ（オキシエチレン）＝ドデシ

ルエーテル硫酸エステルナトリ

ウム 

●     1-463           

410 

ポリ（オキシエチレン）＝アルキ

ルフェニルエーテル（アルキル

基の炭素数が９のものに限

る。） 

●     1-462         

◇（炭化

水素鎖表

記の統一

化） 

411 ホルムアルデヒド ● ●   1-464           

412 マンガン及びその化合物 ●     1-465           

413 無水フタル酸 ●     1-467           

414 無水マレイン酸     ● 2-119   ▲       

415 メタクリル酸 ●     1-468           

416 
メタクリル酸２－エチルヘキシ

ル 
        ●         

417 
メタクリル酸２，３－エポキシプ

ロピル 
    ● 2-120   ▲       

418 
メタクリル酸２－（ジメチルアミ

ノ）エチル 
        ●         

419 メタクリル酸ブチル     ● 2-121   ▲     
◇（ノルマ

ル削除） 

420 メタクリル酸メチル ●     1-469           

421 
４－メチリデンオキセタン－２－

オン 
        ●         

422 

（Ｚ）－２’－メチルアセトフェノ

ン＝４，６－ジメチル－２－ピリ

ミジニルヒドラゾン 

●     1-470           

423 メチルアミン         ●         

424 メチル＝イソチオシアネート ●     1-471           

425 
Ｎ－メチルカルバミン酸２－イソ

プロピルフェニル 
        ●         

426 

Ｎ－メチルカルバミン酸２，３－

ジヒドロ－２，２－ジメチル－７

－ベンゾ［ｂ］フラニル 

●     1-475           

427 
Ｎ－メチルカルバミン酸１－ナ

フチル 
●     1-476           

428 
Ｎ－メチルカルバミン酸２－セ

カンダリ－ブチルフェニル 
●     1-477           

429 

メチル＝３－クロロ－５－（４，６

－ジメトキシ－２－ピリミジニル

カルバモイルスルファモイル）

－１－メチルピラゾール－４－

カルボキシラート 

    ● 2-122   ▲       

430 

メチル＝（Ｓ）－７－クロロ－２，

３，４ａ，５－テトラヒドロ－２－［メ

トキシカルボニル（４－トリフル

オロメトキシフェニル）カルバモ

イル］インデノ［１，２－ｅ］［１，

３，４］オキサジアジン－４ａ－カ

        ●         
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ルボキシラート 

431 

メチル＝（Ｅ）－２－［２－［６－

（２－シアノフェノキシ）ピリミジ

ン－４－イルオキシ］フェニル］

－３－メトキシアクリラート 

●     1-478           

432 

３－メチル－１，５－ジ（２，４－

キシリル）－１，３，５－トリアザ

ペンタ－１，４－ジエン 

    ● 2-123   ▲       

433 Ｎ－メチルジチオカルバミン酸 ●     1-479           

434 

メチル－Ｎ’，Ｎ’－ジメチル－

Ｎ－［（メチルカルバモイル）オ

キシ］－１－チオオキサムイミデ

ート 

    ● 2-127   ▲       

435 

メチル＝２－（４，６－ジメトキシ

－２－ピリミジニルオキシ）－６

－［１－（メトキシイミノ）エチル］

ベンゾアート 

        ●         

436 アルファ－メチルスチレン ●     1-482           

437 ３－メチルチオプロパナール         ●         

438 メチルナフタレン ●     1-486           

439 ３－メチルピリジン ●     1-488           

440 
１－メチル－１－フェニルエチ

ル＝ヒドロペルオキシド 
    ● 2-129   ▲       

441 
２－（１－メチルプロピル）－４，

６－ジニトロフェノール 
        ●         

442 

２－メチル－Ｎ－［３－（１－メ

チルエトキシ）フェニル］ベンズ

アミド 

●     1-493           

443 

Ｓ－メチル－Ｎ－（メチルカル

バモイルオキシ）チオアセトイミ

ダート 

●     1-494           

444 

メチル＝（Ｅ）－メトキシイミノ－

［２－［［［［（Ｅ）－１－［３－（トリ

フルオロメチル）フェニル］エチ

リデン］アミノ］オキシ］メチル］フ

ェニル］アセタート 

●     1-495           

445 

メチル＝（Ｅ）－メトキシイミノ［２

－（オルト－トリルオキシメチ

ル）フェニル］アセタート 

●     1-496           

446 ４，４’－メチレンジアニリン ●     1-497           

447 
メチレンビス（４，１－シクロヘキ

シレン）＝ジイソシアネート 
        ●         

448 
メチレンビス（４，１－フェニレ

ン）＝ジイソシアネート 
●     1-498           

449 

３－メトキシカルボニルアミノフ

ェニル＝３’－メチルカルバニ

ラート 

●     1-502           

450 

Ｎ－（６－メトキシ－２－ピリジ

ル）－Ｎ－メチルチオカルバミ

ン酸Ｏ－３－ターシャリ－ブチ

ルフェニル 

●     1-503           

451 
２－メトキシ－５－メチルアニリ

ン 
        ●         

452 ２－メルカプトベンゾチアゾー     ● 2-132   ▲       
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ル 

453 モリブデン及びその化合物 ●     1-505           

454 
２－（モルホリノジチオ）ベンゾ

チアゾール 
        ●         

455 モルホリン         ●         

456 りん化アルミニウム ●     1-508           

457 
りん酸ジメチル＝２，２－ジクロ

ロビニル 
●     1-510           

458 
りん酸トリス（２－エチルヘキシ

ル） 
●     1-511           

459 りん酸トリス（２－クロロエチル） ●     1-512           

460 りん酸トリトリル ●     1-513           

461 りん酸トリフェニル ●     1-514           

462 りん酸トリブチル ●     1-515         
◇（ノルマ

ル削除） 

468 
４－アリル－１，２－ジメトキシ

ベンゼン 
●     1-031   ■       

477 
４，４’－オキシビスベンゼンス

ルホニルヒドラジド 
●     1-093   ■       

490 

２－［４－（２，４－ジクロロ－メタ

－トルオイル）－１，３－ジメチ

ル－５－ピラゾリルオキシ］－４

－メチルアセトフェノン 

●     1-193   ■       

498 
１，３－ジクロロ－２－プロパノ

ール 
●     1-205   ■       

507 １，２－ジブロモエタン ●     1-235   ■       

511 ジベンジルエーテル ●     1-240   ■       

522 １，１，２，２－テトラクロロエタン ●     1-300   ■       

528 トリブロモメタン ●     1-337   ■       

530 
ナトリウム＝１，１’－ビフェニル

－２－オラート 
●     1-351   ■       

557 
メチル＝ベンゾイミダゾール－

２－イルカルバマート 
●     1-491   ■       

562 りん酸ジブチル＝フェニル ●     1-509   ■     
◇（ノルマ

ル削除） 

563 
亜鉛＝ビス（２－メチルプロパ

－２－エノアート） 
●     1-002       ○   

564 アクリル酸２－エチルヘキシル ●     1-005       ○   

565 アクリル酸重合物 ●     1-008       ○   

566 

アジピン酸、（Ｎ－（２－アミノエ

チル）エタン－１，２－ジアミン

又はＮ，Ｎ’－ビス（２－アミノエ

チル）エタン－１，２－ジアミン）

と２－（クロロメチル）オキシラン

の重縮合物 

●     1-013       ○   

567 
アジピン酸ジ－２－エチルヘキ

シル 
●     1-014       

○（制定

時１種物

質復活） 

  

568 アセチルアセトン ●     1-015       ○   
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569 

１－アセチル－１，２，３，４－テ

トラヒドロ－３－［（３－ピリジルメ

チル）アミノ］－６－［１，２，２，２

－テトラフルオロ－１－（トリフ

ルオロメチル）エチル］キナゾリ

ン－２－オン 

●     1-016       ○   

570 オルト－アミノフェノール ●     1-024       ○   

571 

３－アリルオキシ－１，２－ベン

ゾイソチアゾール－１，１－ジオ

キシド 

●     1-030       ○   

572 アリル＝ヘキサノアート ●     1-032       ○   

573 アリル＝ヘプタノアート ●     1-033       ○   

574 

［（３－アルカンアミドプロピル）

（ジメチル）アンモニオ］アセタ

ート（アルカンの構造が直鎖で

あり、かつ、当該アルカンの炭

素数が８、１０、１２、１４、１６又

は１８のもの及びその混合物に

限る。）及び（Ｚ）－［［３－（オク

タデカ－９－エンアミド）プロピ

ル］（ジメチル）アンモニオ］アセ

タート並びにこれらの混合物 

●     1-035       ○   

575 

（３－アルカンアミドプロピル）

（メチル）［２－（アルカノイルオ

キシ）エチル］アンモニウム＝ク

ロリド（アルカン及びアルカノイ

ルの構造が直鎖であり、かつ、

当該アルカン及び当該アルカ

ノイルのそれぞれの炭素数が１

４、１６又は１８のもの及びその

混合物に限る。） 

●     1-036       ○   

576 

アルカン－１－アミン（アルカン

の構造が直鎖であり、かつ、当

該アルカンの炭素数が８、１０、

１２、１４、１６又は１８のもの及び

その混合物に限る。）、（Ｚ）－

オクタデカ－９－エン－１－アミ

ン及び（９Ｚ，１２Ｚ）－オクタデ

カ－９，１２－ジエン－１－アミ

ン並びにこれらの混合物 

●     1-037       ○   

577 

アルカン－１－アミン（アルカン

の構造が直鎖であり、かつ、当

該アルカンの炭素数が８、１０、

１２、１４、１６又は１８のもの及び

その混合物に限る。）のオキシ

ラン重付加物、（Ｚ）－オクタデ

カ－９－エン－１－アミンのオ

キシラン重付加物及び（９Ｚ，１

２Ｚ）－オクタデカ－９，１２－ジ

エン－１－アミンのオキシラン

重付加物の混合物 

●     1-038       ○   

578 

アルファ－アルキル－オメガ－

ヒドロキシポリ（オキシエタン－

１，２－ジイル）（アルキル基の

炭素数が１６から１８までのもの

及びその混合物であって、数

平均分子量が１，０００未満のも

のに限る。）及びアルファ－ア

●     1-039       ○   
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ルケニル－オメガ－ヒドロキシ

ポリ（オキシエタン－１，２－ジイ

ル）（アルケニル基の炭素数が

１６から１８までのもの及びその

混合物であって、数平均分子

量が１，０００未満のものに限

る。）並びにこれらの混合物 

579 

アルファ－アルキル－オメガ－

ヒドロキシポリ［オキシエタン－

１，２－ジイル／オキシ（メチル

エタン－１，２－ジイル）］（アル

キル基の構造が分枝であり、か

つ、当該アルキル基の炭素数

が９から１１までのものの混合物

（当該アルキル基の炭素数が１

０のものを主成分とするものに

限る。）に限る。） 

●     1-040       ○   

580 

アルファ－アルキル－オメガ－

ヒドロキシポリ（オキシエチレン）

（アルキル基の炭素数が９から

１１までのもの及びその混合物

であって、数平均分子量が１，

０００未満のものに限る。） 

●     1-041       ○   

581 

アルキル（ベンジル）（ジメチ

ル）アンモニウムの塩（アルキル

基の炭素数が１２から１６までの

もの及びその混合物に限る。） 

●     1-044       ○   

582 
アルミニウム＝トリス（エチル＝

ホスホナート） 
●     1-046       ○   

583 安息香酸ベンジル ●     1-047       ○   

584 アントラセン－９，１０－ジオン ●     1-050       ○   

585 

アルファ－（イソシアナトベンジ

ル）－オメガ－（イソシアナトフ

ェニル）ポリ［（イソシアナトフェ

ニレン）メチレン］ 

●     1-052       ○   

586 
イソプロピル＝３－クロロカルバ

ニラート 
●     1-056       ○   

587 
３－（４－イソプロピルフェニル）

－２－メチルプロパナール 
●     1-057       ○   

588 
４－イソプロピル－３－メチルフ

ェノール 
●     1-058       ○   

589 

１，１’－（イミノジオクタメチレ

ン）ジグアニジン＝トリアセター

ト 

●     1-061       ○   

590 エチリデンノルボルネン ●     1-063       ○   

591 エチルシクロヘキサン ●     1-065       ○   

592 

５－エチル－５，８－ジヒドロ－

８－オキソ－［１，３］ジオキソロ

［４，５－ｇ］キノリン－７－カルボ

ン酸 

●     1-066       ○   

593 

Ｎ－エチル－Ｎ，Ｎ－ジメチル

テトラデカン－１－アミニウムの

塩 

●     1-067       ○   

594 
エチレングリコールモノブチル

エーテル 
●     1-077       ○   

595 
エチレンジアミン四酢酸並びに

そのカリウム塩及びナトリウム塩 
●     1-080     

★（範囲

拡大） 
○   
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596 

（４－エトキシフェニル）［３－（４

－フルオロ－３－フェノキシフ

ェニル）プロピル］ジメチルシラ

ン 

●     1-084       ○   

597 

塩化直鎖パラフィン（炭素数が

１４から１７までのもの及びその

混合物に限る。） 

●     1-090       ○   

598 
塩素酸並びにそのカリウム塩

及びナトリウム塩 
●     1-091       ○   

599 
オキサシクロヘキサデカン－２

－オン 
●     1-092       ○   

600 
オクタブロモジフェニルエーテ

ル 
●     1-095       ○   

601 
オクタメチルシクロテトラシロキ

サン 
●     1-096       ○   

602 

過塩素酸並びにそのアンモニ

ウム塩、カリウム塩、ナトリウム

塩、マグネシウム塩及びリチウ

ム塩 

●     1-097       ○   

603 過酢酸 ●     1-098       ○   

604 
カリウム＝ジエチルジチオカル

バマート 
●     1-100       ○   

605 

グリホサート並びにそのアンモ

ニウム塩、イソプロピルアミン

塩、カリウム塩及びナトリウム塩 

●     1-108       ○   

606 

１－（２－クロロイミダゾ［１，２－

ａ］ピリジン－３－イルスルホニ

ル）－３－（４，６－ジメトキシピリ

ミジン－２－イル）尿素 

●     1-114       ○   

607 

２－クロロ－２’－エチル－Ｎ－

［（１Ｓ）－２－メトキシ－１－メチ

ルエチル］－６’－メチルアセト

アニリド及び２－クロロ－２’－

エチル－Ｎ－［（１Ｒ）－２－メト

キシ－１－メチルエチル］－６’

－メチルアセトアニリドの混合

物（２－クロロ－２’－エチル－

Ｎ－［（１Ｓ）－２－メトキシ－１

－メチルエチル］－６’－メチル

アセトアニリドの含有率が８０重

量パーセント以上のものに限

る。） 

●     1-119       ○   

608 

３－（４－クロロ－５－シクロペ

ンチルオキシ－２－フルオロフ

ェニル）－５－イソプロピリデン

－１，３－オキサゾリジン－２，４

－ジオン 

●     1-126       ○   

609 
５－クロロ－２－（２，４－ジクロ

ロフェノキシ）フェノール 
●     1-127       ○   

610 

（ＲＳ）－５－クロロ－Ｎ－（１，３

－ジヒドロ－１，１，３－トリメチ

ルイソベンゾフラン－４－イル）

－１，３－ジメチル－１Ｈ－ピラ

ゾール－４－カルボキサミド 

●     1-128       ○   

611 

３’－クロロ－４，４’－ジメチル

－１，２，３－チアジアゾール－

５－カルボキサニリド 

●     1-131       ○   

612 
（ＲＳ）－２－クロロ－Ｎ－（２，４

－ジメチル－３－チエニル）－
●     1-132       ○   
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Ｎ－（２－メトキシ－１－メチル

エチル）アセトアミド 

613 

（Ｓ）－２－クロロ－Ｎ－（２，４－

ジメチル－３－チエニル）－Ｎ

－（２－メトキシ－１－メチルエ

チル）アセトアミド 

●     1-133       ○   

614 

３－クロロ－Ｎ－（４，６－ジメト

キシピリミジン－２－イルカルバ

モイル）－１－メチル－４－（５

－メチル－５，６－ジヒドロ－１，

４，２－ジオキサジン－３－イ

ル）ピラゾール－５－スルホン

アミド 

●     1-134       ○   

615 

３－（２－クロロ－１，３－チアゾ

ール－５－イルメチル）－５－メ

チル－Ｎ－ニトロ－１，３，５－

オキサジアジナン－４－イミン 

●     1-135       ○   

616 

（Ｅ）－１－（２－クロロ－１，３－

チアゾール－５－イルメチル）

－３－メチル－２－ニトログアニ

ジン 

●     1-136       ○   

617 

トランス－Ｎ－（６－クロロ－３－

ピリジルメチル）－Ｎ’－シアノ

－Ｎ－メチルアセトアミジン 

●     1-141       ○   

618 

１－（６－クロロ－３－ピリジルメ

チル）－Ｎ－ニトロイミダゾリジ

ン－２－イリデンアミン 

●     1-142       ○   

619 

３－（６－クロロピリジン－３－イ

ルメチル）－１，３－チアゾリジ

ン－２－イリデンシアナミド 

●     1-143       ○   

620 

２－［２－クロロ－４－メシル－３

－［（テトラヒドロフラン－２－イ

ルメトキシ）メチル］ベンゾイル］

シクロヘキサン－１，３－ジオン 

●     1-152       ○   

621 

３－（２－クロロ－４－メシルベ

ンゾイル）－４－フェニルスルフ

ァニルビシクロ［３．２．１］オクタ

－３－エン－２－オン 

●     1-153       ○   

622 

（Ｅ）－Ｎ－［２－クロロ－５－［１

－（６－メチルピリジン－２－イ

ルメトキシイミノ）エチル］ベンジ

ル］カルバミン酸メチル 

●     1-155       ○   

623 酢酸ヘキシル ●     1-159       ○   

624 サリチル酸メチル ●     1-161       ○   

625 ジイソプロピルナフタレン ●     1-165       ○   

626 ジエタノールアミン ●     1-166       ○   

627 
ジエチレングリコールモノブチ

ルエーテル 
●     1-170       ○   

628 
１，４－ジオキサシクロヘプタデ

カン－５，１７－ジオン 
●     1-172       ○   

629 シクロヘキサン ●     1-176       ○   

630 
シクロヘキシリデン（フェニル）

アセトニトリル 
●     1-177       ○   

631 シクロヘキセン ●     1-179       ○   
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632 １，２－ジクロロエチレン ●     1-183   ■ 
★（グルー

プ化） 
    

633 

４，５－ジクロロ－２－オクチル

イソチアゾール－３（２Ｈ）－オ

ン 

●     1-184       ○   

634 

３，４－ジクロロ－２’－シアノ－

１，２－チアゾール－５－カル

ボキサニリド 

●     1-185       ○   

635 

２’，４－ジクロロ－アルファ，ア

ルファ，アルファ－トリフルオロ

－４’－ニトロ－メタ－トルエン

スルホンアニリド 

●     1-191       

○（制定

時１種物

質復活） 

  

636 

Ｏ－（２，６－ジクロロ－パラ－ト

リル）＝Ｏ，Ｏ－ジメチル＝ホス

ホロチオアート 

●     1-192       ○   

637 

１－（２，４－ジクロロフェニル）

－Ｎ－（２，４－ジフルオロフェ

ニル）－Ｎ－イソプロピル－５－

オキソ－４，５－ジヒドロ－１Ｈ

－１，２，４－トリアゾール－４－

カルボキサミド 

●     1-195       ○   

638 

Ｎ－（３，５－ジクロロフェニル）

－１，２－ジメチルシクロプロパ

ン－１，２－ジカルボキシミド 

●     1-196       ○   

639 
２，３－ジクロロ－Ｎ－４－フル

オロフェニルマレイミド 
●     1-203       ○   

640 

２－（２，４－ジクロロ－３－メチ

ルフェノキシ）プロピオンアニリ

ド 

●     1-214       ○   

641 

（３Ｒ，４Ｓ，５Ｓ，６Ｒ，７Ｒ，９Ｒ，

１１Ｒ，１２Ｒ，１３Ｓ，１４Ｒ）－４

－［（２，６－ジデオキシ－３－Ｃ

－メチル－３－Ｏ－メチル－ア

ルファ－Ｌ－リボ－ヘキソピラノ

シル）オキシ］－１４－エチル－

１２，１３－ジヒドロキシ－７－メト

キシ－３，５，７，９，１１，１３－

ヘキサメチル－６－［［３，４，６

－トリデオキシ－３－（ジメチル

アミノ）－ベータ－Ｄ－キシロ－

ヘキソピラノシル］オキシ］オキ

サシクロテトラデカン－２，１０－

ジオン 

●     1-223       ○   

642 
ジデシル（ジメチル）アンモニウ

ムの塩 
●     1-224       ○   

643 

四ナトリウム＝５，８－ビス（カル

ボジチオアト）－２，５，８，１１，

１４－ペンタアザペンタデカン

ビス（ジチオアート） 

●     1-225        ○   

644 
５，５－ジフェニル－２，４－イミ

ダゾリジンジオン 
●     1-230       

○（制定

時２種物

質復活） 

  

645 

４－（２，２－ジフルオロ－１，３

－ベンゾジオキソール－４－イ

ル）－１Ｈ－ピロール－３－カ

ルボニトリル 

●     1-233       ○   

646 
Ｎ，Ｎ－ジプロピルチオカルバ

ミン酸＝Ｓ－ベンジル 
●     1-234       ○   

647 
２’，６’－ジブロモ－２－メチル

－４’－トリフルオロメトキシ－４
●     1-239       ○   
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－トリフルオロメチル－１，３－

チアゾール－５－カルボキサニ

リド 

648 

（４Ｓ，４ａＲ，５Ｓ，５ａＲ，６Ｓ，１２

ａＳ）－４－（ジメチルアミノ）－

３，５，６，１０，１２，１２ａ－ヘキ

サヒドロキシ－６－メチル－１，

１１－ジオキソ－１，４，４ａ，５，

５ａ，６，１１，１２ａ－オクタヒドロ

テトラセン－２－カルボキサミド 

●     1-244       ○   

649 

３－（３，３－ジメチルウレイド）

フェニル＝ターシャリ－ブチル

カルバマート 

●     1-246       ○   

650 
（２Ｅ）－３，７－ジメチルオクタ

－２，６－ジエニル＝アセタート 
●     1-247       ○   

651 
Ｎ，Ｎ－ジメチルオクタデシル

アミン 
●     1-248       ○   

652 
３，７－ジメチルオクタン－３－

オール 
●     1-249       ○   

653 
ジメチル（１－フェニルエチル）

ベンゼン 
●     1-256       ○   

654 

３，３－ジメチルブタン酸＝３－

メシチル－２－オキソ－１－オ

キサスピロ［４．４］ノナ－３－エ

ン－４－イル 

●     1-258       ○   

655 

（ＲＳ）－Ｎ－［２－（１，３－ジメ

チルブチル）－３－チエニル］

－１－メチル－３－（トリフルオ

ロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－

４－カルボキサミド 

●     1-259       ○   

656 

２’－［（ＲＳ）－１，３－ジメチル

ブチル］－５－フルオロ－１，３

－ジメチルピラゾール－４－カ

ルボキサニリド 

●     1-261       ○   

657 

２，２－ジメチルプロパン酸＝

（Ｅ）－２－（４－ターシャリ－ブ

チルフェニル）－２－シアノ－１

－（１，３，４－トリメチルピラゾ

ール－５－イル）ビニル 

●     1-262       ○   

658 

Ｎ－（１，２－ジメチルプロピル）

－Ｎ－エチルチオカルバミン酸

Ｓ－ベンジル 

●     1-263       

○（制定

時１種物

質復活） 

  

659 
２，２－ジメチル－３－メチリデ

ンビシクロ［２．２．１］ヘプタン 
●     1-265       ○   

660 

Ｎ’－［１，１－ジメチル－２－

（メチルスルホニル）エチル］－

３－ヨード－Ｎ－［２－メチル－

４－［１，２，２，２－テトラフルオ

ロ－１－（トリフルオロメチル）エ

チル］フェニル］フタルアミド 

●     1-266       ○   

661 １，２－ジメトキシエタン ●     1-267       ○   

662 

アルファ－（４，６－ジメトキシ－

２－ピリミジニルカルバモイルス

ルファモイル）－オルト－トルイ

ル酸メチル 

●     1-268       ○   

663 

（ＲＳ）－７－（４，６－ジメトキシ

ピリミジン－２－イルチオ）－３

－メチル－２－ベンゾフラン－

１（３Ｈ）－オン 

●     1-269       ○   
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664 
有機スズ化合物（ビス（トリブチ

ルスズ）＝オキシドを除く。） 
●     1-274     ★（分離）     

665 セリウム及びその化合物 ●     1-276       ○   

666 タリウム及びその化合物 ●     1-279       

○（制定

時２種物

質復活） 

  

667 炭化けい素 ●     1-280       ○   

668 炭酸リチウム ●     1-281       ○   

669 チオシアン酸銅（Ⅰ） ●     1-283       ○   

670 
チオりん酸Ｏ－４－シアノフェ

ニル－Ｏ，Ｏ－ジメチル 
●     1-285       

○（制定

時１種物

質復活） 

  

671 

１，１’－［（１Ｒ，２Ｒ，３Ｓ，４Ｒ，

５Ｒ，６Ｓ）－４－［［５－デオキシ

－２－Ｏ－［２－デオキシ－２－

（メチルアミノ）－アルファ－Ｌ

－グルコピラノシル］－３－Ｃ－

ホルミル－アルファ－Ｌ－リキソ

フラノシル］オキシ］－２，５，６

－トリヒドロキシシクロヘキサン

－１，３－ジイル］ジグアニジン 

●     1-292       ○   

672 

（２Ｒ，３ａＳ，５ａＲ，５ｂＳ，９Ｓ，１

３Ｓ，１４Ｒ，１６ａＳ，１６ｂＲ）－２

－［（６－デオキシ－２，３，４－

トリ－Ｏ－メチル－アルファ－Ｌ

－マンノピラノシル）オキシ］－

１３－［［４－（ジメチルアミノ）－

２，３，４，６－テトラデオキシ－

ベータ－Ｄ－エリトロ－ヘキソ

ピラノシル］オキシ］－９－エチ

ル－１４－メチル－２，３，３ａ，５

ａ，５ｂ，６，９，１０，１１，１２，１

３，１４，１６ａ，１６ｂ－テトラデカ

ヒドロ－１Ｈ－ａｓ－インダセノ

［３，２－ｄ］オキサシクロドデシ

ン－７，１５－ジオン（別名スピ

ノシンＡ）及び（２Ｓ，３ａＲ，５ａ

Ｓ，５ｂＳ，９Ｓ，１３Ｓ，１４Ｒ，１６ａ

Ｓ，１６ｂＳ）－２－［（６－デオキ

シ－２，３，４－トリ－Ｏ－メチル

－アルファ－Ｌ－マンノピラノシ

ル）オキシ］－１３－［［４－（ジメ

チルアミノ）－２，３，４，６－テト

ラデオキシ－ベータ－Ｄ－エリ

トロ－ヘキソピラノシル］オキシ］

－９－エチル－４，１４－ジメチ

ル－２，３，３ａ，５ａ，５ｂ，６，９，

１０，１１，１２，１３，１４，１６ａ，１

６ｂ－テトラデカヒドロ－１Ｈ－ａ

ｓ－インダセノ［３，２－ｄ］オキサ

シクロドデシン－７，１５－ジオ

ン（別名スピノシンＤ）の混合物 

●     1-293       ○   

673 デカナール ●     1-294       ○   

674 テトラヒドロフラン ●     1-302       ○   

675 テトラフルオロエチレン ●     1-304       
○（制定

時１種物
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質復活） 

676 
２，２，３，３－テトラフルオロプ

ロピオン酸ナトリウム 
●     1-305       ○   

677 
テトラメチルアンモニウム＝ヒド

ロキシド 
●     1-307       ○   

678 

１－［（１Ｒ，２Ｒ，５Ｓ，７Ｒ）－２，

６，６，８－テトラメチルトリシクロ

［５．３．１．０（１，５）］ウンデカ－

８－エン－９－イル］エタノン 

●     1-310       ○   

679 テルル及びその化合物 ●     1-311       

○（制定

時２種物

質復活

（範囲拡

大）） 

  

680 ドデカン－１－チオール ●     1-316       ○   

681 
２－（Ｎ－ドデシル－Ｎ，Ｎ－ジ

メチルアンモニオ）アセタート 
●     1-317       ○   

682 
１，３，５－トリアジン－２，４，６

－トリアミン 
●     1-319       ○   

683 トリイソプロパノールアミン ●     1-320       ○   

684 トリオクチルアミン ●     1-322       ○   

685 

Ｎ－（トリクロロメチルチオ）－

１，２，３，６－テトラヒドロフタル

イミド 

●     1-333       ○   

686 

トリシクロ［５．２．１．０（２，６）］

デカ－４－エン－３－イル＝プ

ロピオナート 

●     1-334       ○   

687 トリメチルアミン ●     1-338       ○   

688 
トリメチル（オクタデシル）アンモ

ニウムの塩 
●     1-339       ○   

689 

（Ｅ）－４－（２，６，６－トリメチル

シクロヘキサ－１－エン－１－

イル）ブタ－３－エン－２－オン 

●     1-340       ○   

690 
Ｎ，Ｎ，Ｎ－トリメチルドデカン

－１－アミニウムの塩 
●     1-341       ○   

691 トリメチルベンゼン ●     1-342     
★（範囲

拡大） 
○   

692 

２，４，４－トリメチルペンタ－１

－エン及び２，４，４－トリメチル

ペンタ－２－エンの混合物 

●     1-343       ○   

693 

トリメトキシ－［３－（オキシラン

－２－イルメトキシ）プロピル］シ

ラン 

●     1-344       ○   

694 

ナトリウム＝アルケンスルホナ

ート（アルケンの炭素数が１４か

ら１６までのもの及びその混合

物に限る。）及びナトリウム＝ヒ

ドロキシアルカンスルホナート

（アルカンの炭素数が１４から１

６までのもの及びその混合物に

限る。）並びにこれらの混合物 

●     1-348       ○   

695 

ナトリウム＝１－オキソ－１ラム

ダ（５）－ピリジン－２－チオラ

ート 

●     1-349       ○   

696 
ナトリウム＝（ドデカノイルオキ

シ）ベンゼンスルホナート 
●     1-350       ○   
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697 鉛及びその化合物 ● ●   1-353   □ 
★（グルー

プ化） 
    

698 
ニトリロ三酢酸及びそのナトリウ

ム塩 
●     1-356     

★（範囲

拡大） 
○   

699 パラホルムアルデヒド ●     1-364       ○   

700 

ビス（アルキル）（ジメチル）アン

モニウムの塩（アルキル基の構

造が直鎖であり、かつ、当該ア

ルキル基の炭素数が１２、１４、

１６、１８又は２０のもの及びその

混合物に限る。） 

●     1-365       ○   

701 

２，４－ビス（イソプロピルアミノ）

－６－メチルチオ－１，３，５－ト

リアジン 

●     1-366       ○   

702 

ビス（２－エチルヘキシル）＝

（Ｚ）－ブタ－２－エンジオアー

ト 

●     1-368       ○   

703 
ビス（２－スルフィドピリジン－１

－オラト）銅 
●     1-372       ○   

704 

（Ｔ－４）－ビス［２－（チオキソ

－カッパＳ）－ピリジン－１（２

Ｈ）－オラト－カッパＯ］亜鉛

（Ⅱ） 

●     1-373       ○   

705 
ビス（２，２，６，６－テトラメチル

－４－ピペリジル）＝セバケート 
●     1-374       ○   

706 ビス（トリブチルスズ）＝オキシド ● ●   1-375   □ 
★（分離

新規） 
    

707 

Ｎ，Ｎ－ビス（２－ヒドロキシエ

チル）アルカンアミド（アルカン

の構造が直鎖であり、かつ、当

該アルカンの炭素数が８、１０、

１２、１４、１６又は１８のもの及び

その混合物に限る。）、（Ｚ）－

Ｎ，Ｎ－ビス（２－ヒドロキシエ

チル）オクタデカ－９－エンアミ

ド及び（９Ｚ，１２Ｚ）－Ｎ，Ｎ－ビ

ス（２－ヒドロキシエチル）オクタ

デカ－９，１２－ジエンアミド並

びにこれらの混合物 

●     1-376       ○   

708 

（１－ヒドロキシエタン－１，１－

ジイル）ジホスホン酸並びにそ

のカリウム塩及びナトリウム塩 

●     1-380       ○   

709 ピペロナール ●     1-385       ○   

710 フタル酸ジオクチル ●     1-394       

○（制定

時１種物

質復活） 

  

711 

２－ターシャリ－ブチルアミノ－

４－シクロプロピルアミノ－６－

メチルチオ－１，３，５－トリアジ

ン 

●     1-398       ○   

712 
ターシャリ－ブチル＝２－エチ

ルペルオキシヘキサノアート 
●     1-400       ○   

713 
２－ターシャリ－ブチルシクロ

ヘキシル＝アセタート 
●     1-405       ○   

714 
４－ターシャリ－ブチルシクロ

ヘキシル＝アセタート 
●     1-406       ○   

715 
１－（５－ターシャリ－ブチル－

１，３，４－チアジアゾール－２
●     1-408       ○   
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－イル）－１，３－ジメチル尿素 

716 

２－（４－ターシャリ－ブチルフ

ェニル）－２－シアノ－３－オキ

ソ－３－（２－トリフルオロメチル

フェニル）プロパン酸＝２－メト

キシエチル 

●     1-409       ○   

717 
３－（４－ターシャリ－ブチルフ

ェニル）プロパナール 
●     1-410       ○   

718 

３－（４－ターシャリ－ブチルフ

ェニル）－２－メチルプロパナ

ール 

●     1-411       ○   

719 
２－ターシャリ－ブチルフェノ

ール 
●     1-412       ○   

720 
２－ターシャリ－ブトキシエタノ

ール 
●     1-416       ○   

721 フルフラール ●     1-418       ○   

722 

４－ブロモ－２－（４－クロロフ

ェニル）－１－エトキシメチル－

５－（トリフルオロメチル）ピロー

ル－３－カルボニトリル 

●     1-421       ○   

723 

３－ブロモ－Ｎ－［４－クロロ－

２－メチル－６－（メチルカルバ

モイル）フェニル］－１－（３－ク

ロロピリジン－２－イル）－１Ｈ

－ピラゾール－５－カルボキサ

ミド 

●     1-422       ○   

724 

３－（３－ブロモ－６－フルオロ

－２－メチルインドール－１－

イルスルホニル）－Ｎ，Ｎ－ジメ

チル－１，２，４－トリアゾール

－１－スルホンアミド 

●     1-426       ○   

725 

ヘキサヒドロ－１，３，５－トリス

（２－ヒドロキシエチル）－１，

３，５－トリアジン 

●     1-432       ○   

726 

４，６，６，７，８，８－ヘキサメチ

ル－１，３，４，６，７，８－ヘキサ

ヒドロシクロペンタ［ｇ］イソクロメ

ン 

●     1-433       ○   

727 ヘキサンジヒドラジド ●     1-437       ○   

728 
ヘキシル＝２－ヒドロキシベン

ゾアート 
●     1-438       ○   

729 １－ヘキセン ●     1-439       ○   

730 

１，４，５，６，７，８，８－ヘプタク

ロロ－２，３－エポキシ－２，３，

３ａ，４，７，７ａ－ヘキサヒドロ－

４，７－メタノ－１Ｈ－インデン 

●     1-441       ○   

731 ヘプタン ●     1-442       ○   

732 
５－ヘプチルオキソラン－２－

オン 
●     1-443       ○   

733 
ペルフルオロオクタン酸（別名

ＰＦＯＡ）及びその塩 
●     1-446       ○   

734 ２－ベンジリデンオクタナール ●     1-449       ○   

735 

３－（１，３－ベンゾジオキソー

ル－５－イル）－２－メチルプロ

パナール 

●     1-454       ○   
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736 無水酢酸 ●     1-466       ○   

737 メチルイソブチルケトン ●     1-472       ○   

738 

メチル＝２－（３－オキソ－２－

ペンチルシクロペンチル）アセ

タート 

●     1-473       ○   

739 
２－［メチル－［（Ｚ）－オクタデ

カ－９－エノイル］アミノ］酢酸 
●     1-474       ○   

740 
Ｎ－メチルジチオカルバミン酸

ナトリウム 
●     1-480       ○   

741 
Ｎ－メチルジデカン－１－イル

アミン 
●     1-481       ○   

742 

２－メチルチオ－４－エチルア

ミノ－６－（１，２－ジメチルプロ

ピルアミノ）－ｓ－トリアジン 

●     1-483       ○   

743 メチル＝ドデカノアート ●     1-484       ○   

744 

（Ｅ）－３－メチル－４－（２，６，

６－トリメチルシクロヘキサ－２

－エン－１－イル）ブタ－３－

エン－２－オン 

●     1-485       ○   

745 

（ＲＳ）－１－メチル－２－ニトロ

－３－（テトラヒドロ－３－フリル

メチル）グアニジン 

●     1-487       ○   

746 Ｎ－メチル－２－ピロリドン ●     1-489       ○   

747 
２－メチルプロパン－２－チオ

ール 
●     1-490       ○   

748 

３－メチルペンタ－３－エン－２

－オンと３－メチリデン－７－メ

チルオクタ－１，６－ジエンの

反応生成物であって、１－（２，

３，８，８－テトラメチル－１，２，

３，４，５，６，７，８－オクタヒドロ

－２－ナフチル）エタノン、１－

（２，３，８，８－テトラメチル－

１，２，３，４，６，７，８，８ａ－オク

タヒドロ－２－ナフチル）エタノ

ン及び１－（２，３，８，８－テトラ

メチル－１，２，３，５，６，７，８，

８ａ－オクタヒドロ－２－ナフチ

ル）エタノンの混合物を８０重量

パーセント以上含有するもの 

●     1-492       ○   

749 ３－メトキシアニリン ●     1-499       ○   

750 

（Ｅ）－２－メトキシイミノ－Ｎ－

メチル－２－（２－フェノキシフ

ェニル）アセトアミド 

●     1-500       ○   

751 
２－（２－メトキシエトキシ）エタ

ノール 
●     1-501       ○   

752 
１－メトキシ－２－（２－メトキシ

エトキシ）エタン 
●     1-504       ○   

753 
硫化（２，４，４－トリメチルペン

テン） 
●     1-506       ○   

754 硫酸ジメチル ●     1-507       ○   

 

 



Ⅲ-1 

4-2-8 物質群構成化学物質の例 

 

届出の対象物質が金属等の元素に換算する必要のある物質の場合に、どの個別の

化学物質が該当するかの参考にしてください。 

 

物質 

番号 
対象物質 個別物質の例 組成式 

分子

量 

金属等の

原子量の

合計（Ｍ） 

換算係数 

（M/分子

量） 

対象外

（×） 

対象外の理由 

（水溶性等） 
他の対象物質 

1 
亜鉛の水溶性

化合物※ 

塩化亜鉛 ZnCl2 136.3  65.4  0.480        

  
酢酸亜鉛（無水

物） 
Zn(CH3COO)2 183.5  65.4  0.356        

    
酢酸亜鉛（２水

和物） 

Zn(CH3COO)2 ･

2H2O 
219.5  65.4  0.298        

    
硝酸亜鉛（６水

和物） 
Zn(NO3)2･6H2O 297.5  65.4  0.220        

    
硫酸亜鉛（７水

和物） 
ZnSO4･7H2O 287.5  65.4  0.227        

    ｸﾛﾑ酸亜鉛 ZnCrO4 181.4  65.4  0.360  × 難溶 
六価ｸﾛﾑ化合物

として対象 

    酸化亜鉛 ZnO 81.4  65.4  0.803  × 不溶   

    ｼｱﾝ化亜鉛 Zn(CN)2 117.4  65.4  0.557  × 5.8×10-3g/L 
無機ｼｱﾝ化合物

として対象 

    ｽﾃｱﾘﾝ酸亜鉛 
[CH3(CH2)16COO]

2Zn 
632.3  65.4  0.103  × 不溶   

    硫化亜鉛 ZnS 97.4  65.4  0.671  × 1.43×10-7g/L   

    ﾘﾝ酸亜鉛 Zn3(PO4)2 386.1  196.1  0.508  × 
ほ と ん ど 不 溶

(Ksp=9.1×10-33) 
  

31 ｱﾝﾁﾓﾝ及び

その化合物 

ｱﾝﾁﾓﾝ Sb 121.8  121.8  1.000        

  
塩化ｱﾝﾁﾓﾝ（三

塩化ｱﾝﾁﾓﾝ） 
SbCl3 228.1  121.8  0.534        

    
五酸化二ｱﾝﾁﾓ

ﾝ 
Sb2O5 323.5  243.5  0.753        

    
酸化ｱﾝﾁﾓﾝ（三

酸化二ｱﾝﾁﾓﾝ） 
Sb2O3 291.5  243.5  0.835        

    
酒石酸ｱﾝﾁﾓﾆﾙ

ｶﾘｳﾑ 

C4H4KO7Sb ･

0.5H2O 
333.9  121.8  0.365        

    ｽﾁﾋﾞﾝ SbH3 124.8  121.8  0.976        

44 ｲﾝｼﾞｳﾑ及び

その化合物 

ｲﾝｼﾞｳﾑ In 114.8 114.8 1.000       

  ﾘﾝ化ｲﾝｼﾞｳﾑ InP 114.8 145.8 0.787       

    酸化ｲﾝｼﾞｳﾑ In2O3 114.8 277.6 0.414       

    三塩化ｲﾝｼﾞｳﾑ InCl3 114.8 221.2 0.519       

    水酸化ｲﾝｼﾞｳﾑ In(OH)3 114.8 165.8 0.692       

75 ｶﾄﾞﾐｳﾑ及びそ

の化合物 

ｶﾄﾞﾐｳﾑ Cd 112.4  112.4  1.000        

  
塩化ｶﾄﾞﾐｳﾑ（無

水物） 
CdCl2 183.3  112.4  0.613        

    
塩化ｶﾄﾞﾐｳﾑ（１

水和物） 
CdCl2･H2O 201.3  112.4  0.558        

    
硝酸ｶﾄﾞﾐｳﾑ（無

水） 
Cd(NO3)2 236.4  112.4  0.475        

    
硝酸ｶﾄﾞﾐｳﾑ（４

水和物） 
Cd(NO3)2・4H2O 308.5  112.4  0.364        

    硫化ｶﾄﾞﾐｳﾑ CdS 144.5  112.4  0.778        

    

硫酸ｶﾄﾞﾐｳﾑ（無

水） 

 

CdSO4 208.5  112.4  0.539        

    

硫酸ｶﾄﾞﾐｳﾑ（8/3

水和物） 

 

CdSO4･8/3H2O 256.5  112.4  0.438        
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82 銀及びその水

溶性化合物※ 

銀 Ag 107.9  107.9  1.000        

  塩素酸銀（Ⅰ） AgClO3 191.3  107.9  0.564        

    硝酸銀（Ⅰ） AgNO3 169.9  107.9  0.635        

    塩化銀（Ⅰ） AgCl 143.3  107.9  0.753  × 0.155mg/100mL   

    酸化銀（Ⅰ） Ag2O 231.7  215.7  0.931  × 0.0174g/L   

    

ｼｱﾝ化銀（Ⅰ） AgCN 133.9  107.9  0.806  × 2.2×10-4g/L 

無機ｼｱﾝ化合物

として対象 

 

    硫酸銀(Ⅰ) Ag2SO4 311.8  215.7  0.692  × 0.79% 

  

 

 

87 ｸﾛﾑ及び三価

ｸﾛﾑ化合物 

ｸﾛﾑ Cr 52.0  52.0  1.000        

  酸化ｸﾛﾑ（Ⅲ） Cr2O3 152.0  104.0  0.684        

   硝酸クロム（Ⅲ） Cr(NO3)3 238.0  52.0  0.219     

    

塩基性硫酸ｸﾛﾑ

（Ⅲ）（ﾋﾄﾞﾛｷｼ硫

酸ｸﾛﾑ（Ⅲ）） 

Cr(OH)(SO4) 165.1  52.0  0.315        

88 六価ｸﾛﾑ化合

物 

ｸﾛﾑ酸亜鉛 ZnCrO4 181.4  52.0  0.287      

亜鉛水溶性化

合物としては、

水溶性でないた

め対象外 

 

    ｸﾛﾑ酸ｶﾘｳﾑ K2CrO4 194.2  52.0  0.268        

   ｸﾛﾑ酸ｶﾙｼｳﾑ CaCrO4 156.1  52.0  0.333     

    
ｸﾛﾑ酸ｶﾙｼｳﾑ(2

水和物) 
CaCrO4･2H2O 192.1  52.0  0.271        

    ｸﾛﾑ酸ｽﾄﾛﾝﾁｳﾑ SrCrO4 203.6  52.0  0.255        

    ｸﾛﾑ酸鉛 PbCrO4 323.2  52.0  0.161      
鉛化合物として

対象 

    ｸﾛﾑ酸ﾊﾞﾘｳﾑ BaCrO4 253.3  52.0  0.205       

    
三酸化ｸﾛﾑ (無

水ｸﾛﾑ酸) 
CrO3 100.0  52.0  0.520        

    
二ｸﾛﾑ酸ｶﾘｳﾑ

(重ｸﾛﾑ酸ｶﾘｳﾑ) 
K2Cr2O7 294.3  104.0  0.353        

   

二ｸﾛﾑ酸ﾅﾄﾘｳﾑ

(重ｸﾛﾑ酸ﾅﾄﾘｳ

ﾑ) 

 

Na2Cr2O7 262.0  104.0  0.397     

    

二ｸﾛﾑ酸ﾅﾄﾘｳﾑ

(2水和物)(重ｸﾛ

ﾑ酸ﾅﾄﾘｳﾑ(2水

和物)) 

 

Na2Cr2O7･2H2O 298.0  104.0  0.349        

132 ｺﾊﾞﾙﾄ及びそ

の化合物 

ｺﾊﾞﾙﾄ Co 58.9  58.9  1.000        

  
酢酸ｺﾊﾞﾙﾄ（Ⅱ）

(4水和物) 

Co(CH3COO)2 ･

4H2O 
249.1  58.9  0.237        

    四酸化三ｺﾊﾞﾙﾄ Co3O4 240.8  176.8  0.734        

    酸化ｺﾊﾞﾙﾄ（Ⅱ） CoO 74.9  58.9  0.786        

   塩化ｺﾊﾞﾙﾄ（Ⅱ） CoCl2 129.8  58.9  0.454     

    

硝酸ｺﾊﾞﾙﾄ（Ⅱ）

(6水和物) 

 

Co(NO3)2･6H2O 291.0  58.9  0.202        

    炭酸ｺﾊﾞﾙﾄ（Ⅱ） CoCO3 118.9  58.9  0.495        
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硫酸ｺﾊﾞﾙﾄ（Ⅱ）

(7水和物) 

 

CoSO4･7H2O 281.1  58.9  0.210        

144 無機ｼｱﾝ化合

物(錯塩及びｼ

ｱﾝ酸塩を除

く｡) 

ｼｱﾝ化水素 HCN 27.0  26.0  0.963        

  ｼｱﾝ化亜鉛 Zn(CN)2 117.4  52.0  0.443      

亜鉛水溶性化

合物としては、

水溶性でないた

め対象外 

    ｼｱﾝ化ｶﾘｳﾑ KCN 65.1  26.0  0.400        

    

ｼｱﾝ化銀（Ⅰ） AgCN 133.9  26.0  0.194      

銀及びその水溶

性化合物として

は、水溶性でな

いため対象外 

    ｼｱﾝ化銅（Ⅰ） CuCN 89.6  26.0  0.290      

銅塩としては、

水溶性でないた

め対象外 

    ｼｱﾝ化ﾅﾄﾘｳﾑ NaCN 49.0  26.0  0.531        

   ｼｱﾝ化ｶﾙｼｳﾑ Ca(CN)2 92.1  52.0  0.565     

   塩化ｼｱﾝ ClCN 61.5  52.0  0.846     

    ｱｾﾄﾝｼｱﾉﾋﾄﾞﾘﾝ (CH3)2C(OH)CN 85.1  － － × 有機ｼｱﾝ   

    ｴﾁﾚﾝｼｱﾉﾋﾄﾞﾘﾝ C3H5NO 71.1  － － × 有機ｼｱﾝ   

  
  

ｶﾙｼｳﾑｼｱﾅﾐﾄﾞ CaNCN 80.1  － － × 有機ｼｱﾝ 
ｶﾙｼｳﾑｼｱﾅﾐﾄﾞと

して対象 

    ｼｱﾝ酸ﾅﾄﾘｳﾑ NaOCN 65.0  － － × ｼｱﾝ酸塩   

237 水銀及びその

化合物 

水銀 Hg 200.6  200.6  1.000        

  塩化水銀（Ⅱ） HgCl2 271.5  200.6  0.739        

    酢酸水銀（Ⅱ） Hg(CH3COO)2 318.7  200.6  0.629        

    酸化水銀（Ⅱ） HgO 216.6  200.6  0.926        

    臭化水銀（Ⅱ） HgBr2 360.4  200.6  0.557        

   塩化ﾒﾁﾙ水銀 CH3HgCl 251.1  200.6  0.799     

242 ｾﾚﾝ及びその

化合物 

ｾﾚﾝ Se 79.0  79.0  1.000        

  二酸化ｾﾚﾝ SeO2 111.0  79.0  0.712        

    ｾﾚﾝ化水素 SeH2 81.0  79.0  0.975        

    ｾﾚﾝ酸 H2SeO4 145.0  79.0  0.545        

    亜ｾﾚﾝ酸 H2SeO3 129.0  79.0  0.612        

   亜ｾﾚﾝ酸ﾅﾄﾘｳﾑ Na2SeO3 172.9  79.0  0.457     

   六ﾌｯ化ｾﾚﾝ SeF6 193.0 79.0 0.409    

   二硫化ｾﾚﾝ SeS2 143.1 79.0 0.552    

272 銅水溶性塩

(錯塩を除く｡)
※ 

  

塩化銅（Ⅱ）（無

水物） 
CuCl2 134.5  63.5  0.473        

  
塩化銅（Ⅱ）（２

水和物） 
CuCl2･2H2O 170.5  63.5  0.373        

    ﾎｳﾌｯ化銅（Ⅱ） Cu(BF4)2 237.2  63.5  0.268      

ほう素化合物と

して対象。ふっ

化水素及びその

水溶性塩として

は、ふっ化水素

の塩でないため

対象外 

    
硫酸銅（Ⅱ）（無

水物）(丹ぱん) 
CuSO4 159.6  63.5  0.398        

    
硫酸銅（Ⅱ）（５

水和物） 
CuSO4･5H2O 249.7  63.5  0.255        

    ｼｱﾝ化銅（Ⅰ） CuCN 89.6  63.5  0.709  × 
2.6×10-3g/L 

(18℃) 

無機ｼｱﾝ化合物

として対象 

    
炭酸二水酸化

銅（Ⅱ） 
Cu2(OH)2CO3 221.1  127.1  0.575  × 不溶   

    ﾁ ｵ ｼ ｱ ﾝ 酸銅

（Ⅰ） 
CuSCN 121.6  63.5  0.522  × 

4.4×10-3g/L 

(18℃) 
  

    ｵｷｼﾝ銅 C18H12CuN2O2 351.9  － 1.000  × 不溶 
ｵｷｼﾝ銅として対

象（第１種325） 
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309 
ﾆｯｹﾙ化合物 

酢酸ﾆｯｹﾙ（４水

和物） 

Ni(CH3COO)2 ･

4H2O 
248.9  58.7  0.236        

    酸化ﾆｯｹﾙ（Ⅱ） NiO 74.7  58.7  0.786        

    酸化ﾆｯｹﾙ（Ⅲ） Ni2O3 165.4  117.4  0.710        

   塩化ﾆｯｹﾙ（Ⅱ） NiCl2 129.6  58.7  0.453     

   
硫化ﾆｯｹﾙ(二硫

化三ﾆｯｹﾙ) 
Ni3S2 240.2 176.1  0.733     

    
硝酸ﾆｯｹﾙ（Ⅱ）

（無水物） 
Ni(NO3)2 182.7  58.7  0.321        

    硝酸ﾆｯｹﾙ（Ⅱ）

（６水和物） 
Ni(NO3)2･6H2O 290.8  58.7  0.202        

    
炭酸ﾆｯｹﾙ（Ⅱ）

（無水物） 
NiCO3 118.7  58.7  0.494        

   ﾆｯｹﾙｶﾙﾎﾞﾆﾙ Ni(CO)4 170.7  58.7  0.344     

   硫酸ﾆｯｹﾙ（Ⅱ） NiSO4 154.8  58.7  0.379     

    
硫酸ﾆｯｹﾙ（Ⅱ）

（７水和物） 
NiSO4･7H2O 280.9  58.7  0.209        

    ﾘﾝ酸ﾆｯｹﾙ（Ⅱ） Ni3(PO4)2 366.1  176.1  0.481        

321 ﾊﾞﾅｼﾞｳﾑ化合

物 
五酸化ﾊﾞﾅｼﾞｳﾑ V2O5 181.9  101.9  0.560        

    
ﾒﾀﾊﾞﾅｼﾞﾝ酸ｱﾝ

ﾓﾆｳﾑ 
N H4･ V O3 117.0  50.9  0.435        

332 
砒素及びその

無機化合物 

ﾋ素 As 74.9  74.9  1.000        

  
ｱﾙｼﾝ（ ﾋ化水

素） 
AsH3 77.9  74.9  0.961        

    
五酸化二ﾋ素（ﾋﾟ

ﾛﾋ酸） 
As2O5 229.8  149.8  0.652        

    
三酸化二 ﾋ素

（亜ﾋ酸） 
As2O3 197.8  149.8  0.757        

    ﾋ酸 H3AsO4 141.9  74.9  0.528        

374 ふっ化水素及

びその水溶性

塩※ 

ﾌｯ化水素酸（ﾌｯ

化水素） 
HF 20.0  19.0  0.950        

    ﾌｯ化ｱﾝﾓﾆｳﾑ NH4F 37.0  19.0  0.513        

    ﾌｯ化ﾅﾄﾘｳﾑ NaF 42.0  19.0  0.452        

    ﾌｯ化ﾍﾞﾘﾘｳﾑ BeF2 47.0  38.0  0.808      

ﾍﾞﾘﾘｳﾑ及びその

化合物として対

象 

  
  

ｹｲﾌｯ化水素酸 H2SiF6 144.1  114.0  0.791  × 
ふっ化水素の塩

でない 
  

    
ｹｲﾌｯ化ﾅﾄﾘｳﾑ Na2SiF6 188.1  114.0  0.606  × 

ふっ化水素の塩

でない 
  

    三ﾌｯ化窒素 NF3 71.0  57.0  0.803  × 
ふっ化水素の塩

でない 
  

    三ﾌｯ化ﾎｳ素 BF3 67.8  57.0  0.841  × 
ふっ化水素の塩

でない 

ほう素化合物と

して対象 

    ﾌｯ化ｱﾙﾐﾆｳﾑ AlF3 84.0  57.0  0.679  × 100mLに0.559g   

    ﾌｯ化ﾊﾞﾘｳﾑ BaF2 175.3  38.0  0.217  × 1.614g/L(25℃)  

    ﾌｯ化ｶﾙｼｳﾑ CaF2 78.1  40.1  0.513  × 15mg/L(18℃)   

    

ﾌｯ素 F2 38.0  38.0  1.000  × 
ふっ化水素の塩

でない 
  

  
  

ﾎｳﾌｯ化ｶﾘｳﾑ KBF4 125.9  76.0  0.604  × 
ふっ化水素の塩

でない 

ほう素化合物と

して対象 

    ﾎｳﾌｯ化水素酸 HBF4 87.8  76.0  0.865  × 
ふっ化水素の塩

でない 

ほう素化合物と

して対象 

    ﾎｳﾌｯ化ｽｽﾞ（Ⅱ） Sn(BF4)2 292.3  152.0  0.520  × 
ふっ化水素の塩

でない 

ほう素化合物と

して対象 
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ﾎｳﾌｯ化銅（Ⅱ） Cu(BF4)2 237.2  152.0  0.641  × 
ふっ化水素の塩

でない 

ほう素化合物及

び銅塩として対

象 

    ﾎｳﾌｯ化ﾅﾄﾘｳﾑ NaBF4 109.8  76.0  0.692  × 
ふっ化水素の塩

でない 

ほう素化合物と

して対象 

    
ﾓﾉﾌﾙｵﾛﾘﾝ酸ﾅﾄ

ﾘｳﾑ 
NaFO3 90.0  19.0  0.211  × 

ふっ化水素の塩

でない 
  

    六ﾌｯ化ｲｵｳ SF6 146.1  114.0  0.780  × 
ふっ化水素の塩

でない 
  

394 ﾍﾞﾘﾘｳﾑ及びそ

の化合物 

  

ﾍﾞﾘﾘｳﾑ Be 9.0  9.0  1.000       

  酸化ﾍﾞﾘﾘｳﾑ BeO 25.0  9.0  0.360        

   硫酸ﾍﾞﾘﾘｳﾑ BeSO4 105.1  9.0  0.086     

   ﾌｯ化ﾍﾞﾘﾘｳﾑ BeF2 47.0  9.0  0.192      

ふっ化水素及び

その水溶性塩と

して対象 

405 ほう素化合物 

  

酸化ﾎｳ素 B2O3 69.6  21.6  0.311        

  三ﾌｯ化ﾎｳ素 BF3 67.8  10.8  0.159    

  

  

  

ふっ化水素及び

その水溶性塩と

しては、ふっ化

水素の塩でない

ため対象外 

    ﾎｳ酸 H3BO3 61.8  10.8  0.175      

    過ﾎｳ酸ﾅﾄﾘｳﾑ NaBO3 81.8  10.8  0.132      

    過ﾎｳ酸ﾅﾄﾘｳﾑ

（１水和物） 
NaBO3･H2O 99.8  10.8  0.108        

    
過ﾎｳ酸ﾅﾄﾘｳﾑ

（4水和物） 
NaBO3･4H2O 153.9  10.8  0.070        

    五ﾎｳ酸ｱﾝﾓﾆｳﾑ NH4B5O8 200.1  54.1  0.270         

    四ﾎｳ酸ﾅﾄﾘｳﾑ Na2B4O7 201.2  43.2  0.215       

    
四ﾎｳ酸ﾅﾄﾘｳﾑ

（10水和物） 
Na2B4O7・10H2O 381.2  43.2  0.113        

    

ﾎｳﾌｯ化ｶﾘｳﾑ KBF4 125.9  10.8  0.086      

ふっ化水素及び

その水溶性塩と

しては、ふっ化

水素の塩でない

ため対象外 

    

ﾎｳﾌｯ化水素酸 HBF4 87.8  10.8  0.123      

ふっ化水素及び

その水溶性塩と

しては、ふっ化

水素の塩でない

ため対象外 

    

ﾎｳﾌｯ化ｽｽﾞ（Ⅱ） Sn(BF4)2 292.3  21.6  0.074      

ふっ化水素及び

その水溶性塩と

しては、ふっ化

水素の塩でない

ため対象外 

    ﾎｳﾌｯ化銅（Ⅱ） Cu(BF4)2 237.2  21.6  0.091      

銅塩 と し て 対

象、ふっ化水素

及びその水溶性

塩としては、ふっ

化水素の塩でな

いため対象外 

    ﾎｳﾌｯ化ﾅﾄﾘｳﾑ NaBF4 109.8  10.8  0.098      

ふっ化水素及び

その水溶性塩と

しては、ふっ化

水素の塩でない

ため対象外 

412 ﾏﾝｶﾞﾝ及びそ ﾏﾝｶﾞﾝ Mn 54.9  54.9  1.000        
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の化合物 

  

塩化ﾏﾝｶﾞﾝ（Ⅱ）

（４水和物） 
MnCl2･4H2O 197.9  54.9  0.278        

    
過ﾏﾝｶﾞﾝ酸ｶﾘｳ

ﾑ 
KMnO4 158.0  54.9  0.348        

    酢酸ﾏﾝｶﾞﾝ（Ⅱ） Mn(CH3COO)2 173.0  54.9  0.318        

    
酢酸ﾏﾝｶﾞﾝ（Ⅱ）

（４水和物） 

Mn(CH3COO)2 ･

4H2O 
245.1  54.9  0.224        

    二酸化ﾏﾝｶﾞﾝ MnO2 86.9  54.9  0.632        

    硝酸ﾏﾝｶﾞﾝ（Ⅱ） Mn(NO3)2 178.9  54.9  0.307        

    炭酸ﾏﾝｶﾞﾝ（Ⅱ） MnCO3 114.9  54.9  0.478       

    
硫酸ﾏﾝｶﾞﾝ（Ⅱ）

（７水和物） 
MnSO4･7H2O 277.1  54.9  0.198      

    ﾘﾝ酸ﾏﾝｶﾞﾝ 

MnxPO4    

（Mn3(PO4)2として

計算） 

354.8  164.8  0.465       

453 ﾓﾘﾌﾞﾃﾞﾝ及び

その化合物 

ﾓﾘﾌﾞﾃﾞﾝ Mo 95.9  95.9  1.000       

  三酸化ﾓﾘﾌﾞﾃﾞﾝ MoO3 143.9  95.9  0.667       

    
ﾓﾘﾌﾞﾃﾞﾝ酸ｱﾝﾓ

ﾆｳﾑ 
(NH4)6Mo7O24 1163.8  671.6  0.577       

    
ﾓﾘﾌﾞﾃﾞﾝ酸ﾅﾄﾘｳ

ﾑ 
Na2MoO4 205.9  95.9  0.466        

664 有機スズ化合

物（ビス（トリブ

チルスズ）＝

オキシドを除

く。） 

ｼﾞﾌﾞﾁﾙｽｽﾞｵｷｻ

ｲﾄﾞ 
(C4H9)2SnO 249.0  118.7  0.477        

    ﾃﾄﾗﾒﾁﾙｽｽﾞ (CH3)4Sn 178.8  118.7  0.664        

    ﾄﾘﾌﾞﾁﾙｽｽﾞｸﾛﾘﾄﾞ (C4H9)3SnCl 325.5  118.7  0.365        

    

ﾓﾉﾌﾞﾁﾙｽｽﾞﾋﾄﾞﾛ

ｷｼﾄﾞｵｷｻｲﾄﾞ 

 

C4H9Sn(OH)O 208.8  118.7  0.568        

   

ｼﾞｵｸﾁﾙｽｽﾞﾋﾞｽ

(ｲｿｵｸﾁﾙﾁｵｸﾞﾘ

ｺｰﾙ酸ｴｽﾃﾙ) 

 

C36H72O4S2Sn 751.8 118.7  0.158    

   
ｼﾞｵｸﾁﾙｽｽﾞﾏﾚｰ

ﾄ 
C20H36O4Sn 459.2 118.7  0.259    

   
ｼﾞｵｸﾁﾙｽｽﾞｵｷｼ

ﾄﾞ 
C16H34OSn 361.2 118.7  0.329    

   

ｼﾞﾌﾞﾁﾙｽｽﾞﾋﾞｽ(ｲ

ｿｵｸﾁﾙﾁｵｸﾞﾘｺｰ

ﾙ酸ｴｽﾃﾙ 

 

C30H36O8Sn 643.3 118.7  0.185    

   ｼﾞﾌﾞﾁﾙｽｽﾞﾏﾚｰﾄ C12H20O4Sn 347.0 118.7  0.342    

   
ｼﾞﾌﾞﾁﾙｽｽﾞｼﾞｱｾ

ﾃｰﾄ 
C12H24O4Sn 351.0 118.7  0.338    

   
ｼﾞﾌﾞﾁﾙｽｽﾞｼﾞﾗｳ

ﾗｰﾄ 
C32H64O4Sn 631.6 118.7  0.188    

   
ﾓﾉﾌﾞﾁﾙ三塩化

ｽｽﾞ(MBTC) 
C4H9Cl3Sn 282.2 118.7  0.421    

697 鉛及びその化

合物（鉛を除

く。） 

ｸﾛﾑ酸鉛（Ⅱ） PbCrO4 323.2  207.2  0.641      
六価ｸﾛﾑ化合物

として対象 

    
酢酸鉛（Ⅱ）（無

水物） 
Pb(CH3COO)2 325.3  207.2  0.637        

    
酢酸鉛（Ⅱ）（３

水和物） 

Pb(CH3COO)2 ･

3H2O 
379.3  207.2  0.546        

    四酸化三鉛 Pb3O4 685.6  621.6  0.907        

    酸化鉛（Ⅱ） PbO 223.2  207.2  0.928        
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物質 

番号 
対象物質 個別物質の例 組成式 

分子

量 

金属等の

原子量の

合計（Ｍ） 

換算係数 

（M/分子

量） 

対象外

（×） 

対象外の理由 

（水溶性等） 
他の対象物質 

   二酸化鉛 PbO2 239.1 207.2  0.867    

   硝酸鉛 Pb(NO3)2 331.2 207.2  0.626    

    ｼｱﾅﾐﾄﾞ鉛 PbCN2 247.2  207.2  0.838        

    
ｼﾞﾙｺﾝ酸ﾁﾀﾝ酸

鉛 

Pb(Ti,Zr)O3  

(PbTiO3 として計

算) 

303.1  207.2  0.684        

    ﾃﾄﾗﾒﾁﾙ鉛 Pb(CH3)4 267.3  207.2  0.775        

    ﾘﾝ酸鉛（Ⅱ） Pb3(PO4)2 811.5  621.6  0.766        

※  「水溶性」とは、常温で中性の水に対し１質量％以上(10g/L)溶解することをいう。 
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4-2-9 対象物質物性表  

 

物性値を用いた計算による方法や、大気と水域どちらに多いかの判別の際に用いる、物性値として参考にしてください。  

管

理  

番

号  

物 質 名  組 成 式  
分 子

量  
融 点 ℃   沸 点 ℃  蒸 気 圧  温 度  水 溶 解 度  

温

度  

ｵｸﾀﾉｰﾙ－水 分

配 係 数  

L o gP ow  

ヘンリー定 数  比 重  

温

度  

℃  

状

態  

1  亜 鉛 の水 溶 性 化 合 物                     

2  アクリルアミド  C 3 H 5 NO  7 1 . 1   8 4 . 5   1 2 5  
( 2 5 m

m Hg )  
7 . 0× 1 0 - 3  m m H

g  
2 0℃  2 . 1 6 x 1 0 3  g / l  3 0℃  - 0 . 6 7   

3 . 0 8× 1 0 - 5  

P a ・m 3 / m o l  
1 . 1 2 2  3 0  S  

3  アクリル酸 エチル  C 5 H 8 O 2  1 0 0 . 1   - 7 1 . 2   9 9 . 4   2 9 . , 3  
m m H

g  
2 0℃  2 0  g / l  2 0℃  1 . 3 2   

1 9 . 5  

P a ・m 3 / m o l  

0 . 9 2 3

4  
2 0  L  

4  アクリル酸 及 びその水 溶 性 塩  C 3 H 4 O 2  7 2 . 1   1 2 . 3   1 4 1 . 6   3 . 1  
m m H

g  
2 0℃  混 和    0 . 3 6    

1 . 0 5 1

1  
2 0  

L /

S  

5  
アクリル酸 ２－（ジメチルアミノ）エ

チル  
C 7 H 1 3 NO 2  1 4 3 . 2                   

7  アクリル酸 ノルマル－ブチル  C 7 H 1 2 O 2  1 2 8 . 2   - 6 4 . 6   1 4 5   5 . 4 5 3  
m m H

g  
2 5℃  2 . 0 0 x 1 0 3  

m g /

l  
2 3℃  2 . 3 6   

6 6 . 5 7 0 5 3  

P a ・m 3 / m o l  
0 . 8 9 4   L  

8  アクリル酸 メチル  C 4 H 6 O 2  8 6 . 1   - 7 6 . 5   8 0 . 5   8 6 . 6  
m m H

g  
2 5℃  6 0  g / l  2 0℃  0 . 8   

1 6 . 6  

P a ・m 3 / m o l  

0 . 9 5 3

5  
2 0  L  

9  アクリロニトリル  C 3 H 3 N  5 3 . 1   - 8 2   7 7 . 3   1 0 0  
m m H

g  
2 3℃  7 0  g / l  2 0℃  0 . 2 5   

1 9 . 1  

P a ・m 3 / m o l  

0 . 8 0 0

4  
2 5  L  

10  アクロレイン  C 3 H 4 O  5 6 . 1   - 8 8   5 2 . 5   2 1 0  
m m H

g  
2 0℃  2 0 6  g / l  2 0℃  - 0 . 0 9   

7 . 6 2  

P a ・m 3 / m o l  

0 . 8 3 8

9  
2 0  L  

12  アセトアルデヒド  C 2 H 4 O  4 4 . 1   - 1 2 3 . 5   2 1   7 4 0  
m m H

g  
2 5℃  混 和    - 0 . 3 4    0 . 7 8 8  1 6  

G/

L  

14  アセトンシアノヒドリン  C 4 H 7 NO  8 5 . 1 1   - 1 9   1 7 1   0 . 3 4 1  
m m H

g  
2 5℃  1 . 0 0 x 1 0 6  

m g /

l  
 - 0 . 0 3   

0 . 0 0 0 2 0  

P a ・m 3 / m o l  
0 . 9 3 2   L  

15  アセナフテン  C 1 2 H 1 0  1 5 4 . 2   9 3 . 4   2 7 9   2 . 1 5 x 1 0 - 3  
m m H

g  
2 5℃  3 . 9  

m g /

l  
2 5℃  3 . 9 2   

1 8 . 6 4 3 8 0  

P a ・m 3 / m o l  
1 . 0 6 9   S  

18  アニリン  C 6 H 7 N  9 3 . 1   - 6 . 3   
1 8 4 - 1

8 6  
 0 . 4 9  

m m H

g  
2 5℃  3 4  g / l  2 5℃  0 . 9   

0 . 1 7 9  

P a ・m 3 / m o l  
1 . 0 2 2  2 0  L  

20  ２－アミノエタノール  C 2 H 7 NO  6 1 . 1   1 0 . 3   1 7 0 . 8   0 . 4 0 4  
m m H

g  
2 5℃  混 和    - 1 . 3 1    1 . 0 1 8  2 0  

L /

S  

21  
５－アミノ－４－クロロ－２－フェニ

ルピリダジン－３（２Ｈ）－オン（別

名 クロリダゾン）  

C 1 0 H 8 C lN 3 O  2 2 1 . 7   2 0 5     4 . 5 0 x 1 0 - 7  
m m H

g  
2 0℃  4 0 0  

m g /

l  
2 0℃  1 . 1 4   

0 . 0 0 0 0 3  

P a ・m 3 / m o l  
1 . 5 4  2 0  S  

22  

５－アミノ－１－［２，６－ジクロロ

－４－（トリフルオロメチル）フェニ

ル］－３－シアノ－４－［（トリフルオ

ロメチル）スルフィニル］ピラゾール

（別 名 フィプロニル）  

C 1 2 H 4 C l 2 F 6 N 4

O S  
4 3 7 . 1   2 0 0 . 5        1 . 9  

m g /

l  
2 0℃  4      S  



 Ⅲ-363 

管

理  

番

号  

物 質 名  組 成 式  
分 子

量  
融 点 ℃   沸 点 ℃  蒸 気 圧  温 度  水 溶 解 度  

温

度  

ｵｸﾀﾉｰﾙ－水 分

配 係 数  

L o gP ow  

ヘンリー定 数  比 重  

温

度  

℃  

状

態  

23  パラ－アミノフェノール                     

25  

４－アミノ－６－ターシャリ－ブチル

－３－メチルチオ－１，２，４－トリ

アジン－５（４Ｈ）－オン（別 名 メトリ

ブジン）  

                   

27  
４－アミノ－３－メチル－６－フェニ

ル－１，２，４－トリアジン－５（４

Ｈ）－オン（別 名 メタミトロン）  

C 1 0 H 1 0 N 4 O  2 0 2 . 2   1 6 6 . 9     6 . 4 5 x 1 0 - 9  
m m H

g  
2 0℃  1 . 8 0 x 1 0 3  

m g /

l  
2 0℃  0 . 8 3   

0 . 0 0 0 0 0  

P a ・m 3 / m o l  

1 . 3 5 2

9  
2 0  S  

28  アリルアルコール  C 3 H 6 O  5 8 . 1   - 1 2 9   9 6 - 9 7   2 3 . 8  
m m H

g  
2 5℃  > 1 0  %   0 . 1 7   

1 . 8 4  

P a ・m 3 / m o l  

0 . 8 5 4

0  
2 0  L  

29  
１－アリルオキシ－２，３－エポキ

シプロパン  
C 6 H 1 0 O 2  1 1 4 . 1   - 1 0 0   1 5 3 . 9  

( 7 6 0 m

m Hg )  
4 . 7  

m m H

g  
2 5℃  1 4 . 1  %   0 . 4 5  

（計 算

値 ）  

0 . 5 1  

P a ・m 3 / m o l  

0 . 9 6 9

8  
2 0  L  

30  

直 鎖 アルキルベンゼンスルホン酸

及 びその塩 （アルキル基 の炭 素

数 が１０から１４までのもの及 びそ

の混 合 物 に限 る。）  

                   

31  アンチモン及 びその化 合 物                     

32  アントラセン  C 1 4 H 1 0  1 7 8 . 2   2 1 5   3 3 9 . 9   6 . 5 3 x 1 0 - 6  
m m H

g  
2 5℃  0 . 0 4 3 4  

m g /

l  
2 4℃  4 . 4 5   

5 . 6 3 3 6 7  

P a ・m 3 / m o l  
1 . 2 8   S  

33  石 綿                     

34  
３－イソシアナトメチル－３，５，５

－トリメチルシクロヘキシル＝イソ

シアネート  

C 1 2 H 1 8 N 2 O 2  2 2 2 . 3   - 6 0   1 5 8  
( 1 0 m

m Hg )  
3 . 0 0 x 1 0 - 4  

m m H

g  
2 0℃  

不 溶  

（水 と反

応 ）  

     
1 . 0 6 2

8  
2 0  L  

36  イソプレン  C 5 H 8  6 8 . 1   - 1 4 5 . 9   3 4 . 0 6 7   5 5 0  
m m H

g  
2 5℃  6 4 2  p p m  2 5℃  2 . 4 2   

7 7 8 0  

P a ・m 3 / m o l  
0 . 6 8 1  2 0  L  

37  
４，４’－イソプロピリデンジフェノー

ル（別 名 ビスフェノールＡ）  
C 1 5 H 1 6 O 2  2 2 8 . 3   1 5 0 - 1 5 5   2 2 0  

( 4 m m

Hg )  
4 X 1 0 - 8  m m H

g  
2 5℃  1 2 0  

m g /

l  
2 5℃  3 . 3 2   

1 . 0 1× 1 0 - 5  

P a ・m 3 / m o l  1 . 1 9 5  2 5  S  

40  
イソプロピル＝２－（４－メトキシビ

フェニル－３－イル）ヒドラジノホル

マート（別 名 ビフェナゼート）  

                   

41  
３’－イソプロポキシ－２－トリフル

オロメチルベンズアニリド（別 名 フ

ルトラニル）  

                   

44  インジウム及 びその化 合 物                     

46  
エチル＝２－［４－（６－クロロ－２

－キノキサリニルオキシ）フェノキ

シ］プロピオナート（別 名 キザロホ

C 1 9 H 1 7 C lN 2 O 4  3 7 2 . 8   9 2   2 2 0      0 . 3  
m g /

l  
2 0℃  4 . 2 8      S  
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管

理  

番

号  

物 質 名  組 成 式  
分 子

量  
融 点 ℃   沸 点 ℃  蒸 気 圧  温 度  水 溶 解 度  

温

度  

ｵｸﾀﾉｰﾙ－水 分

配 係 数  

L o gP ow  

ヘンリー定 数  比 重  

温

度  

℃  

状

態  

ップエチル）  

47  

Ｏ－エチル＝Ｏ－（６－ニトロ－メタ

－トリル）＝セカンダリ－ブチルホ

スホルアミドチオアート（別 名 ブタミ

ホス）  

C 1 3 H 2 1 N 2 O 4 P S  3 3 2 . 4  <  2 5        6 . 1 9  
m g /

l  
2 5℃  4 . 6 2      

L /

S  

48  
Ｏ－エチル＝Ｏ－４－ニトロフェニ

ル＝フェニルホスホノチオアート

（別 名 ＥＰＮ）  

C 1 4 H 1 4 NO 4 P S  3 2 3 . 3   3 6   2 1 5  
( 5 m m

Hg )  
0 . 1 2 6  m P a  2 5℃  3 . 1 1 3  

m g /

l  

2 0 -

2 2℃  
3 . 8 5   

0 . 0 1 3 1  

P a ・m 3 / m o l  
  

L /

S  

49  
Ｎ－（１－エチルプロピル）－２，６

－ジニトロ－３，４－キシリジン（別

名 ペンディメタリン）  

C 1 3 H 1 9 N 3 O 4  2 8 1 . 3   5 6 - 5 7   3 3 0   3 X 1 0 - 5  
m m H

g  
2 5℃  0 . 3  

m g /

l  
2 0℃  5 . 1 8   

3 . 7 5  

P a ・m 3 / m o l  
1 . 1 9  2 5  S  

50  
Ｓ－エチル＝ヘキサヒドロ－１Ｈ－

アゼピン－１－カルボチオアート

（別 名 モリネート）  

C 9 H 1 7 NO S  1 8 7 . 3  <  2 5   2 0 2  
( 1 0 m

m Hg )  
5 . 5 0 x 1 0 - 3  

m m h

g  
2 5℃  8 8 0  

m g /

l  
2 0℃  3 . 2 1   

0 . 1 5 6  

P a ・m 3 / m o l  

1 . 5 1 5

6  
3 0  

L /

S  

52  

エチル＝（Ｚ）－３－（Ｎ－ベンジル

－Ｎ－｛［メチル（１－メチルチオエ

チリデンアミノオキシカルボニル）ア

ミノ］チオ｝アミノ）プロピオナート

（別 名 アラニカルブ）  

                   

53  エチルベンゼン  C 8 H 1 0  1 0 6 . 2   - 9 5   1 3 6 . 2   1 0  
m m H

g  

2 5 . 9

℃  
0 . 1 4  g / l  2 5℃  3 . 1 5   

1 0 1 0  

P a ・m 3 / m o l  
0 . 8 6 7  2 0  L  

54  

Ｏ－エチル＝Ｓ－１－メチルプロピ

ル＝（２－オキソ－３－チアゾリジ

ニル）ホスホノチオアート（別 名 ホ

スチアゼート）  

C 9 H 1 8 NO 3 P S 2  2 8 3 . 4  <  2 5   1 9 8  
( 0 . 5 m

m Hg )  
4 . 2 0 x 1 0 - 6  

m m H

g  
2 5℃  9 . 8 5 x 1 0 3  

m g /

l  
2 0℃  1 . 6 8   

0 . 0 0 0 0 2  

P a ・m 3 / m o l  
1 . 2 3 7  2 5  L  

56  エチレンオキシド  C 2 H 4 O  4 4 . 1   - 1 1 1   1 0 . 7   1 . 3 1 x 1 0 3  
m m H

g  
2 5℃  

任 意 に混

和  
  - 0 . 3    0 . 8 8 2  1 0  

G/

L  

57  
エチレングリコールモノエチルエー

テル  
C 4 H 1 0 O 2  9 0 . 1   - 7 0   1 3 5   5 . 3 1  

m m H

g  
2 5℃  1 . 0 0 x 1 0 6  

m g /

l  
 - 0 . 3 2   

0 . 0 6 3 8  

P a ・m 3 / m o l  
0 . 9 3 1  2 0  L  

58  
エチレングリコールモノメチルエー

テル  
C 3 H 8 O 2  7 6 . 1   - 8 5 . 1   1 2 5   6 . 2  

m m H

g  
2 0℃  混 和    - 0 . 7 7    

0 . 9 6 4

7  
2 0  L  

59  エチレンジアミン  C 2 H 8 N 2  6 0 . 1   8 . 5   
1 1 6 - 1

1 7  
 1 0 . 7  

m m H

g  
2 0℃  易 溶    0 . 0 5    0 . 8 9 8  2 5  L  
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管

理  

番

号  

物 質 名  組 成 式  
分 子

量  
融 点 ℃   沸 点 ℃  蒸 気 圧  温 度  水 溶 解 度  

温

度  

ｵｸﾀﾉｰﾙ－水 分

配 係 数  

L o gP ow  

ヘンリー定 数  比 重  

温

度  

℃  

状

態  

61  
Ｎ，Ｎ’－エチレンビス（ジチオカル

バミン酸 ）マンガン（別 名 マンネブ）  
C 4 H 6 M n N 2 S 4  2 6 5 . 3   分 解     7 . 5 X 1 0 - 8  m m H

g  
2 0℃  

僅 かに可

溶  
  0 . 6 2  

（計 算

値 ）  
 1 . 9 2  2 5  S  

62  

Ｎ，Ｎ’－エチレンビス（ジチオカル

バミン酸 ）マンガンとＮ，Ｎ’－エチ

レンビス（ジチオカルバミン酸 ）亜

鉛 の錯 化 合 物 （別 名 マンコゼブ

又 はマンゼブ）  

( C 4 H 6 N 2 S 4 ) M n

X Z n 1 - X  

  
1 9 8 （分

解 ）  
   9 . 8 X 1 0 - 8  m m H

g  
2 5℃  6 . 2  

m g /

l  
2 5℃  1 . 3 3   

5 . 5 9× 1 0 - 4  

P a ・m 3 / m o l    S  

63  
１，１’－エチレン－２，２’－ビピリ

ジニウム＝ジブロミド（別 名 ジクア

トジブロミド又 はジクワット）  

C 1 2 H 1 2 B r 2 N 2  3 4 4 . 1   3 3 5 - 3 4 0     1 X 1 0 - 5  m b a

r  
2 0℃  7 0 0  g / l  2 0℃  - 4 . 6   

4 . 9 2× 1 0 - 7  

P a ・m 3 / m o l  

1 . 2 2 -

1 . 2 7  
2 0  S  

64  

２－（４－エトキシフェニル）－２－

メチルプロピル＝３－フェノキシベ

ンジルエーテル（別 名 エトフェンプ

ロックス）  

C 2 5 H 2 8 O 3  3 7 6 . 5   3 7   2 0 0  

( 0 . 1 8  

m m Hg

)  

6 . 7 9 x 1 0 - 9  
m m H

g  
2 5℃  0 . 0 0 1  

m g /

l  
2 5℃  7 . 0 5   

0 . 0 0 2 2 9  

P a ・m 3 / m o l  
1 . 1 7 2  2 0  S  

65  エピクロロヒドリン  C 3 H 5 C lO  9 2 . 5   - 4 8 . 0   1 1 6 . 5   1 0  
m m H

g  

1 6 . 6

℃  
6 5 . 8  g / l   0 . 2 6    

1 . 1 8 0

1  
2 0  L  

66  １，２－エポキシブタン                     

68  
１，２－エポキシプロパン（別 名 酸

化 プロピレン）  
C 3 H 6 O  5 8 . 1   - 1 1 2 . 1 3   3 4 . 2 3   5 3 8  

m m H

g  
2 5℃  5 9 0  g / l  2 5℃  0 . 0 3   

7 . 0 6  

P a ・m 3 / m o l  

0 . 8 3 0

4  
2 0  L  

72  
塩 化 パラフィン（炭 素 数 が１０から

１３までのもの及 びその混 合 物 に

限 る。）  

   - 3 0 . 5  ＞  2 0 0  
( 1 0 1 3

ｈP a )  
0 . 0 2 1 P a   4 0℃  不 溶    4 . 3 9 - 6    

1 . 2 - 1 .

6  
2 5  L  

73  １－オクタノール  C 8 H 1 8 O  1 3 0 . 2   - 1 5   
1 9 4 - 1

9 5  
 7 . 9 4 X 1 0 - 2  m m H

g  
2 5℃  5 4 0  

m g /

l  
2 5℃  2 . 9 7   

2 . 5 5  

P a ・m 3 / m o l  
0 . 8 2 7  2 0  L  

74  パラ－オクチルフェノール  C 1 4 H 2 2 O  2 0 6 . 3   4 4 - 4 5                S  

75  カドミウム及 びその化 合 物                     

78  ２，４－キシレノール                     



 Ⅲ-366 

管

理  

番

号  

物 質 名  組 成 式  
分 子

量  
融 点 ℃   沸 点 ℃  蒸 気 圧  温 度  水 溶 解 度  

温

度  

ｵｸﾀﾉｰﾙ－水 分

配 係 数  

L o gP ow  

ヘンリー定 数  比 重  

温

度  

℃  

状

態  

79  ２，６－キシレノール  C 8 H 1 0 O  1 2 2 . 2   4 9   2 0 3   0 . 2 7 4  
m m H

g  
2 5℃  6 . 0 5  g / l  2 5℃  2 . 3 6   

0 . 7 3 7  

P a ・m 3 / m o l  

1 . 0 2 -

1 . 0 3  
1 5  S  

80  キシレン  C 8 H 1 0  1 0 6 . 2     
1 3 7 - 1

4 0  
 7 . 9 9  

m m H

g  
2 5℃  1 3 0  

m g /

l  
2 5℃  

3 . 1 2  -  

3 . 2 0  
 

8 7 0  

P a ・m 3 / m o l  
0 . 8 6 4  2 0  L  

81  キノリン  C 9 H 7 N  1 2 9 . 2   - 1 4 . 7 8   2 3 7 . 1   0 . 0 6  
m m H

g  
2 5℃  6 . 1 1 x 1 0 3  

m g /

l  
2 5℃  2 . 0 3   

0 . 1 6 9 2 1  

P a ・m 3 / m o l  
1 . 0 9   L  

82  銀 及 びその水 溶 性 化 合 物                     

83  クメン  C 9 H 1 2  1 2 0 . 2   - 9 6   1 5 2 . 4   4 . 5  
m m H

g  
2 5℃  6 1 . 3  

m g /

l  
2 5℃  3 . 6 6   

1 1 6 5 . 2 3 7 5 0  

P a ・m 3 / m o l  
0 . 8 6 2   L  

84  グリオキサール  C 2 H 2 O 2  5 8 . 0   1 5   5 1  
( 7 7 6 m

m H g )  
2 5 5  

m m H

g  
2 5℃  1 X 1 0 + 3  g / l  2 5℃  - 1 . 6 6  

（計 算

値 ）  

1 . 9 7  

P a ・m 3 / m o l  
1 . 1 4  2 0  L  

85  グルタルアルデヒド  C 5 H 8 O 2  1 0 0 . 1   - 1 4   

1 8 7 - 1

8 9 （分

解 ）  

 1 7  
m m H

g  
2 0℃  

任 意 に混

和  
  - 0 . 1 8  

（計 算

値 ）  
 0 . 7 2   L  

86  クレゾール  C 7 H 8 O  1 0 8 . 2   1 1 - 3 5   
1 9 1 - 2

0 3  
 0 . 1 7  

m m H

g  
2 5℃  可 溶    1 . 9 5    

1 . 0 3 0

- 1 . 0 3

8  

2 5  
L /

S  

87  クロム及 び三 価 クロム化 合 物                     

88  六 価 クロム化 合 物                     

89  クロロアニリン  C 6 H 6 C l N  1 2 7 . 6   - 1 4   2 0 8 . 8 4   0 . 1 7  
m m H

g  
2 5℃  8 . 1 6 x 1 0 3  

m g /

l  
2 5℃  1 . 9 0   

0 . 3 5 4  

P a ・m 3 / m o l  

1 . 2 1 1

4  
2 2  L  

90  
２－クロロ－４－エチルアミノ－６－

イソプロピルアミノ－１，３，５－トリ

アジン（別 名 アトラジン）  

C 8 H 1 4 C lN 5  2 1 5 . 7   1 7 3 - 1 7 5   分 解   2 . 8 9 X 1 0 - 7  m m H

g  
2 0℃  2 8  

m g /

l  
2 0℃  2 . 6 1   

2 . 9 7× 1 0 - 4  

P a ・m 3 / m o l  1 . 2 3  2 2  S  

91  

２－（４－クロロ－６－エチルアミノ

－１，３，５－トリアジン－２－イル）

アミノ－２－メチルプロピオノニトリ

ル（別 名 シアナジン）  

                   

92  

４－クロロ－３－エチル－１－メチ

ル－Ｎ－［４－（パラトリルオキシ）

ベンジル］ピラゾール－５－カルボ

キサミド（別 名 トルフェンピラド）  

                   

93  

２－クロロ－２’－エチル－Ｎ－（２

－メトキシ－１－メチルエチル）－

６’－メチルアセトアニリド（別 名 メ

トラクロール）  

C 1 5 H 2 2 C lNO 2  2 8 3 . 8  -  6 2 . 1     1 . 3 X 1 0 - 5  m m H

g  
2 0℃  5 3 0  p p m  2 0℃  3 . 1 3   

9 . 2 8× 1 0 - 4  

P a ・m 3 / m o l  1 . 1 2  2 0  L  

94  クロロエチレン（別 名 塩 化 ビニル）  C 2 H 3 C l  6 2 . 5   - 1 5 3 . 8   - 1 3 . 3 7   2 . 6 6 x 1 0 3  
m m H

g  
2 5℃  2 . 7  g / l   0 . 6  

（計 算

値 ）  

8 2 1 0  

P a ・m 3 / m o l  

0 . 9 1 0

6  
2 0  G  

95  
３－クロロ－Ｎ－（３－クロロ－５－

トリフルオロメチル－２－ピリジル）

C 1 3 H 4 C l 2 F 6 N 4

O 4  

4 6 5 . 1   1 1 3        1 . 7 6  
m g /

l  
2 5℃  3 . 5 6      S  



 Ⅲ-367 

管

理  

番

号  

物 質 名  組 成 式  
分 子

量  
融 点 ℃   沸 点 ℃  蒸 気 圧  温 度  水 溶 解 度  

温

度  

ｵｸﾀﾉｰﾙ－水 分

配 係 数  

L o gP ow  

ヘンリー定 数  比 重  

温

度  

℃  

状

態  

－アルファ，アルファ，アルファ－ト

リフルオロ－２，６－ジニトロ－パラ

－トルイジン（別 名 フルアジナム）  

96  

１－（｛２－［２－クロロ－４－（４－

クロロフェノキシ）フェニル］－４－メ

チル－１，３－ジオキソラン－２－

イル｝メチル）－１Ｈ－１，２，４－ト

リアゾール（別 名 ジフェノコナゾー

ル）  

C 1 9 H 1 7 C l 2 N 3 O 3  4 0 6 . 3   7 6        1 5  
m g /

l  
2 5℃  4 . 3      S  

98  クロロ酢 酸  C 2 H 3 C lO 2  9 4 . 5   

α体  

6 3  ;  

β体  

5 5 - 5 6  ;  

γ体  5 0  

 1 8 9   0 . 0 6 5  
m m H

g  
2 5℃  

6 . 1 4 X 1 0 +

6  

m g /

l  
2 5℃  0 . 2 2   

1 . 3 3× 1 0 - 4  

P a ・m 3 / m o l  

1 . 4 0 4

3  
4 0  S  

100  
２－クロロ－２’，６’－ジエチル－

Ｎ－（２－プロポキシエチル）アセト

アニリド（別 名 プレチラクロール）  

C 1 7 H 2 6 C lNO 2  3 1 1 . 9  <  2 5   1 3 5      5 0  
m g /

l  
2 0℃  4 . 0 8      

L /

S  

101  
２－クロロ－２’，６’－ジエチル－

Ｎ－（メトキシメチル）アセトアニリド

（別 名 アラクロール）  

C 1 4 H 2 0 C lNO 2  2 6 9 . 8   4 0 - 4 1   1 3 5  
( 0 . 3 m

m Hg )  
2 . 2 X 1 0 - 5  m m H

g  
2 5℃  2 4 0  p p m  2 4℃  3 . 5 2   

0 . 0 0 2 1 2  

P a ・m 3 / m o l  
1 . 1 3 3  2 5  S  

103  
１－クロロ－１，１－ジフルオロエタ

ン（別 名 ＨＣＦＣ－１４２ｂ）  
C 2 H 3 C l F 2  1 0 0 . 5   - 1 3 0 . 8   - 9 . 7   2 . 5 4  

m m H

g  
2 5℃  1 . 4 0 x 1 0 3  

m g /

l  
2 5℃    

2 4 . 3  

P a ・m 3 / m o l  
1 . 1 0 7  2 5  G  

104  
クロロジフルオロメタン（別 名 ＨＣＦ

Ｃ－２２）  
C HC l F 2  8 6 . 5   - 1 5 7 . 4   - 4 0 . 7   1 . 0 4 x 1 0 3  k P a  2 5℃  0 . 2 8  g / l  2 5℃  1 . 0 8   

3 . 2 2× 1 0 5  

P a ・m 3 / m o l  1 . 1 9 4  2 5  G  

105  
２－クロロ－１，１，１，２－テトラフ

ルオロエタン（別 名 ＨＣＦＣ－１２

４）  

C 2 HC l F 4  1 3 6 . 5       5 . 2 7 x 1 0 3  
m m H

g  
2 5℃  2 5 3  

m g /

l  
2 5℃  1 . 8 6 7  

（計 算

値 ）  

3 . 7 9× 1 0 5  

P a ・m 3 / m o l    G  

106  
クロロトリフルオロエタン（別 名 ＨＣ

ＦＣ－１３３）  
C 2 H 2 C l F 3  1 1 8 . 5   - 1 8 1     2 . 1 4 x 1 0 4  

m m H

g  
2 5℃  6 0 . 1  

m g /

l  
2 5℃  1 . 6 5   

5 . 6 2× 1 0 6  

P a ・m 3 / m o l    G  

108  
（ＲＳ）－２－（４－クロロ－オルト－

トリルオキシ）プロピオン酸 （別 名

メコプロップ）  

C 1 0 H 1 1 C lO 3  2 1 4 . 7   9 4     2 . 3 3 x 1 0 - 6  
m m H

g  
2 0℃  7 3 4  

m g /

l  
2 5℃  3 . 2   

0 . 0 0 0 0 9  

P a ・m 3 / m o l  
1 . 2 8   S  



 Ⅲ-368 

管

理  

番

号  

物 質 名  組 成 式  
分 子

量  
融 点 ℃   沸 点 ℃  蒸 気 圧  温 度  水 溶 解 度  

温

度  

ｵｸﾀﾉｰﾙ－水 分

配 係 数  

L o gP ow  

ヘンリー定 数  比 重  

温

度  

℃  

状

態  

113  
２－クロロ－４，６－ビス（エチルア

ミノ）－１，３，５－トリアジン（別 名

シマジン又 はＣＡＴ）  

C 7 H 1 2 C lN 5  2 0 1 . 7   2 2 5     2 . 2 X 1 0 - 8  m m H

g  
2 5℃  6 . 2  

m g /

l  
2 0℃  2 . 1 8   

9 . 5 4× 1 0 - 5  

P a ・m 3 / m o l  1 . 3 3  2 2  S  

115  

４－（２－クロロフェニル）－Ｎ－シ

クロヘキシル－Ｎ－エチル－４，５

－ジヒドロ－５－オキソ－１Ｈ－テト

ラゾール－１－カルボキサミド（別

名 フェントラザミド）  

                   

117  

（ＲＳ）－１－パラ－クロロフェニル

－４，４－ジメチル－３－（１Ｈ－１，

２，４－トリアゾール－１－イルメチ

ル）ペンタン－３－オール（別 名 テ

ブコナゾール）  

C 1 6 H 2 2 C lN 3 O  3 0 7 . 8   1 0 2 . 4     1 . 2 8 x 1 0 - 8  
m m H

g  
2 0℃  3 6  

m g /

l  
2 0℃  3 . 7   

0 . 0 0 0 0 1  

P a ・m 3 / m o l  

約

1 . 2 5  
2 0  S  

121  パラ－クロロフェノール                     

123  
３－クロロプロペン（別 名 塩 化 アリ

ル）  
C 3 H 5 C l  7 6 . 5   - 1 3 4 . 5   4 4 - 4 5   3 6 8  

m m H

g  
2 5℃  0 . 3 6  %  2 0℃  - 0 . 2 4   

1 0 4 0  

P a ・m 3 / m o l  
0 . 9 3 8  2 0  L  

124  
１－（２－クロロベンジル）－３－（１

－メチル－１－フェニルエチル）ウ

レア（別 名 クミルロン）  

C 1 7 H 1 9 C lN 2 O  3 0 2 . 8   1 6 6   2 8 2   
8 . 0 0 x 1 0 - 6  

P a  
 2 3℃  0 . 8 7 9  

m g /

l  
2 0℃  2 . 6 1    1 . 2 2  2 0 . 5  S  

125  クロロベンゼン  C 6 H 5 C l  1 1 2 . 6   - 4 5 . 2   1 3 1 . 7   1 1 . 8  
m m H

g  
2 5℃  5 0 2  

m g /

l  
2 5℃  2 . 8 9   

3 5 3  

P a ・m 3 / m o l  

1 . 1 0 5

8  
2 0  L  

126  
クロロペンタフルオロエタン（別 名

ＣＦＣ－１１５）  
C 2 C l F 5  1 5 4 . 5   - 1 0 6   - 3 7 . 7   6 . 8 6 x 1 0 3  

m m H

g  
2 5℃  2 5 0  

m g /

l  
2 5℃  2 . 4 7  

（計 算

値 ）  

5 . 6 5× 1 0 5  

P a ・m 3 / m o l    G  

127  クロロホルム  C HC l 3  1 1 9 . 4   - 6 3 . 2   6 1 . 2   1 9 7  
m m H

g  
2 5℃  7 . 9 5  g / l  2 5℃  1 . 9 7   

3 9 4  

P a ・m 3 / m o l  

1 . 4 8 3

5  
2 0  L  

128  クロロメタン（別 名 塩 化 メチル）  C H 3 C l  5 0 . 5   - 9 7   - 2 3 . 7   4 . 3 0 x 1 0 3  
m m H

g  
2 5℃  5 . 3 2 x 1 0 3  

m g /

l  
2 5℃  0 . 9 1   

5 4 4 0  

P a ・m 3 / m o l  
0 . 9 1 1  2 5  G  

132  コバルト及 びその化 合 物                     

133  
酢 酸 ２－エトキシエチル（別 名 エチ

レングリコールモノエチルエーテル

アセテート）  

C 6 H 1 2 O 3  1 3 2 . 2   - 6 1 . 7   1 5 6   2  
m m H

g  
2 0℃  2 2 9  g / l  2 0℃  0 . 5 9  

（計 算

値 ）  

0 . 1 5 4  

P a ・m 3 / m o l  
0 . 9 7 5  2 0  L  

134  酢 酸 ビニル  C 4 H 6 O 2  8 6 . 1   - 9 3 . 2   7 2 . 7   9 0 . 2  
m m H

g  
2 0℃  2 0  g / l  2 0℃  0 . 7 3   

5 1 . 8  

P a ・m 3 / m o l  
0 . 9 3 2  2 0  L  

135  
酢 酸 ２－メトキシエチル（別 名 エチ

レングリコールモノメチルエーテル

アセテート）  

C 5 H 1 0 O 3  1 1 8 . 1   - 6 5 . 1   
1 4 4 - 1

4 5  
 2  

m m H

g  
2 0℃  混 和    0 . 1  

（計 算

値 ）  
 1 . 0 0 9  1 9  L  



 Ⅲ-369 

管

理  

番

号  

物 質 名  組 成 式  
分 子

量  
融 点 ℃   沸 点 ℃  蒸 気 圧  温 度  水 溶 解 度  

温

度  

ｵｸﾀﾉｰﾙ－水 分

配 係 数  

L o gP ow  

ヘンリー定 数  比 重  

温

度  

℃  

状

態  

141  
トランス－１－（２－シアノ－２－メ

トキシイミノアセチル）－３－エチル

ウレア（別 名 シモキサニル）  

C 7 H 1 0 N 4 O 3  1 9 8 . 2   1 6 0 . 5     1 . 1 3 x 1 0 - 6  
m m H

g  
2 5℃  8 9 0  

m g /

l  
2 5℃  0 . 5 9   

0 . 0 0 0 0 3  

P a ・m 3 / m o l  

1 . 3 4 7

2  
2 5  S  

143  
４，４’－ジアミノジフェニルエーテ

ル  
C 1 2 H 1 2 N 2 O  2 0 0 . 2   1 8 9   3 5 0   4 . 3 6 x 1 0 - 6  

m m H

g  
2 5℃  5 5 9 . 7  

m g /

l  
2 5℃  1 . 3 6  

（計 算

値 ）  

0 . 0 0 0 0 0  

P a ・m 3 / m o l  

1 . 1 5 4

9  
2 5  S  

144  
無 機 シアン化 合 物 （錯 塩 及 びシ

アン酸 塩 を除 く。）  
                   

146  

Ｏ－２－ジエチルアミノ－６－メチ

ルピリミジン－４－イル＝Ｏ，Ｏ－

ジメチル＝ホスホロチオアート（別

名 ピリミホスメチル）  

C 1 1 H 2 0 N 3 O 3 P S  3 0 5 . 3   1 5     1 . 5 0 x 1 0 - 5  
m m H

g  
2 0℃  8 . 6  

m g /

l  
2 0℃  4 . 2   

0 . 0 7 1 0 3  

P a ・m 3 / m o l  
1 . 1 7  2 0  L  

147  
Ｎ，Ｎ－ジエチルチオカルバミン酸

Ｓ－４－クロロベンジル（別 名 チオ

ベンカルブ又はベンチオカーブ）  

C 1 2 H 1 6 C lNO S  2 5 7 . 8   3 . 3   
1 2 6 - 1

2 9  

( 0 . 0 0

8 m m H

g )  

1 . 9 X 1 0 - 4  P a  2 0℃  C a . 3 0  
m g /

l  
2 0℃  3 . 4   

0 . 1 6 3  

P a ・m 3 / m o l  

1 . 1 4 5

- 1 . 1 8

0  

2 0  L  

148  

Ｎ，Ｎ－ジエチル－３－（２，４，６－

トリメチルフェニルスルホニル）－１

Ｈ－１，２，４－トリアゾール－１－

カルボキサミド（別 名 カフェンストロ

ール）  

C 1 6 H 2 2 N 4 O 3 S  3 5 0 . 4   1 1 5        2 . 5  
m g /

l  
2 0℃  3 . 2 1      S  

149  四 塩 化 炭 素  C C l 4  1 5 3 . 8   - 2 3   7 6 . 5 4   1 1 5  
m m H

g  
2 5℃  8 0 0  

m g /

l  
2 0℃  2 . 8 3   

2 9 5 0  

P a ・m 3 / m o l  

1 . 5 9 4

0  
2 0  L  

150  １，４－ジオキサン  C 4 H 8 O 2  8 8 . 1   1 1 . 8   1 0 1 . 1   3 7  
m m H

g  
2 5℃  混 和    - 0 . 2 7    

1 . 0 3 3

7  
2 0  L  

152  
１，３－ジカルバモイルチオ－２－

（Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノ）－プロパ

ン（別 名 カルタップ）  

                   

153  

シクロヘキサ－１－エン－１，２－

ジカルボキシイミドメチル＝（１ＲＳ）

－シス－トランス－２，２－ジメチル

－３－（２－メチルプロパ－１－エ

ニル）シクロプロパンカルボキシラ

ート（別 名 テトラメトリン）  

C 1 9 H 2 5 NO 4  3 3 1 . 4   6 9   
1 8 5 - 1

9 0  

( 0 . 1 m

m Hg )  
7 . 0 8 x 1 0 - 6  

m m H

g  
3 0℃  1 . 8 3  

m g /

l  
2 5℃  4 . 7 3   

0 . 1 7 1 2 4  

P a ・m 3 / m o l  
1 . 1 0 8  2 0  S  



 Ⅲ-370 

管

理  

番

号  

物 質 名  組 成 式  
分 子

量  
融 点 ℃   沸 点 ℃  蒸 気 圧  温 度  水 溶 解 度  

温

度  

ｵｸﾀﾉｰﾙ－水 分

配 係 数  

L o gP ow  

ヘンリー定 数  比 重  

温

度  

℃  

状

態  

154  シクロヘキシルアミン  C 6 H 1 3 N  9 9 . 2   - 1 7 . 7   1 3 4 . 5   1 0  
m m H

g  
2 2℃  混 和    1 . 4 9    

0 . 8 6 4

7  
2 5  L  

156  ジクロロアニリン                     

157  １，２－ジクロロエタン  C 2 H 4 C l 2  9 9 . 0   - 3 5 . 3   8 3 . 7   8 7  
m m H

g  
2 5℃  8 . 6 9  g / l  2 0℃  1 . 4 8   

1 3 2  

P a ・m 3 / m o l  

1 . 2 3 5

1  
2 0  L  

158  
１，１－ジクロロエチレン（別 名 塩

化 ビニリデン）  
C 2 H 2 C l 2  9 6 . 9   - 1 2 2 . 5   3 1 . 7   5 9 1  

m m H

g  
2 5℃  2 . 5  g / l  2 5℃  2 . 1 3   

3 0 5 0  

P a ・m 3 / m o l  

1 . 2 1 2

9  
2 0  

G/

L  

160  
３，３’－ジクロロ－４，４’－ジアミ

ノジフェニルメタン  
C 1 3 H 1 2 C l 2 N 2  2 6 7 . 2   1 1 0   3 7 8 . 9   1 . 3 X 1 0 - 3  t o r r  6 0℃  不 溶    3 . 9 1    1 . 4 4   S  

161  
ジクロロジフルオロメタン（別 名 ＣＦ

Ｃ－１２）  
C C l 2 F 2  1 2 0 . 9   - 1 5 8   - 2 9 . 8   8 4 . 8  p s i a  7 0 ﾟF  0 . 2 8  g / l   2 . 1 6    1 . 4 8 6  - 3 0  G  

162  
３，５－ジクロロ－Ｎ－（１，１－ジメ

チル－２－プロピニル）ベンズアミド

（別 名 プロピザミド）  

C 1 2 H 1 1 C l 2 NO  2 5 6 . 1   1 5 5 - 1 5 6     8 . 5 X 1 0 - 5  m m H

g  
2 5℃  1 5  

m g /

l  
2 5℃  3 . 4 3   

0 . 1 9 3  

P a ・m 3 / m o l  
  S  

163  
ジクロロテトラフルオロエタン（別 名

ＣＦＣ－１１４）  
C 2 C l 2 F 4  1 7 1 . 0                  G  

164  
２，２－ジクロロ－１，１，１－トリフ

ルオロエタン（別 名 ＨＣＦＣ－１２

３）  

C 2 HC l 2 F 3  1 5 2 . 9     2 8 . 7   7 0 6  
m m H

g  
2 5℃  1 . 4 9 x 1 0 3  

m g /

l  
2 5℃  2 . 3 0 7  

（計 算

値 ）  

9 6 7 0  

P a ・m 3 / m o l  
  G  

168  

３－（３，５－ジクロロフェニル）－Ｎ

－イソプロピル－２，４－ジオキソイ

ミダゾリジン－１－カルボキサミド

（別 名 イプロジオン）  

C 1 3 H 1 3 C l 2 N 3 O 3  3 3 0 . 2   1 3 6     3 . 7 5 x 1 0 - 9  
m m H

g  
2 5℃  1 3 . 9  

m g /

l  
2 5℃  3   

0 . 0 0 0 3 2  

P a ・m 3 / m o l  
1 . 4 0 4  2 5  S  

169  
３－（３，４－ジクロロフェニル）－

１，１－ジメチル尿 素 （別 名 ジウロ

ン又 はＤＣＭＵ）  

C 9 H 1 0 C l 2 N 2 O  2 3 3 . 1   1 5 8 - 1 5 9   
1 8 0 - 1 9 0 （分

解 ）  
8 . 2 5 X 1 0 - 9  

8 . 2 5

X 1 0 -

9  

2 5℃  4 2  4 2  2 5℃  2 . 6 8   
6 . 1 0× 1 0 - 6  

P a ・m 3 / m o l    S  



 Ⅲ-371 

管

理  

番

号  

物 質 名  組 成 式  
分 子

量  
融 点 ℃   沸 点 ℃  蒸 気 圧  温 度  水 溶 解 度  

温

度  

ｵｸﾀﾉｰﾙ－水 分

配 係 数  

L o gP ow  

ヘンリー定 数  比 重  

温

度  

℃  

状

態  

171  

（２ＲＳ，４ＲＳ）－１－［２－（２，４

－ジクロロフェニル）－４－プロピル

－１，３－ジオキソラン－２－イルメ

チル］－１Ｈ－１，２，４－トリアゾー

ル及 び（２ＲＳ，４ＳＲ）－１－［２－

（２，４－ジクロロフェニル）－４－プ

ロピル－１，３－ジオキソラン－２－

イルメチル］－１Ｈ－１，２，４－トリ

アゾールの混 合 物 （別 名 プロピコ

ナゾール）  

C 1 5 H 1 7 C l 2 N 3 O 2  3 4 2 . 2  <  2 5  ＞  2 5 0  
( 7 6 0 m

m Hg )  
1 . 0 0 x 1 0 - 6  

m m H

g  
2 5℃  1 1 0  

m g /

l  
2 0℃  3 . 7 2   

0 . 0 0 0 4 2  

P a ・m 3 / m o l  
1 . 2 7  2 0  L  

172  

３－［１－（３，５－ジクロロフェニ

ル）－１－メチルエチル］－３，４－

ジヒドロ－６－メチル－５－フェニル

－２Ｈ－１，３－オキサジン－４－

オン（別 名 オキサジクロメホン）  

C 2 0 H 1 9 C l 2 NO 2  3 7 6 . 3   1 5 0     3 . 8 0 x 1 0 - 9  
m m H

g  
2 5℃  0 . 1 8  

m g /

l  
2 0℃  5 . 1 5   

0 . 0 0 0 0 1  

P a ・m 3 / m o l  

1 . 3 2 7

7  
 S  

174  
３－（３，４－ジクロロフェニル）－１

－メトキシ－１－メチル尿 素 （別 名

リニュロン）  

C 9 H 1 0 C l 2 N 2 O 2  2 4 9 . 1   9 3 - 9 4     2 . 0  m P a  2 4℃  8 1  
m g /

l  
2 5℃  3 . 2   

0 . 0 0 6 1 5  

P a ・m 3 / m o l  
  S  

175  
２，４－ジクロロフェノキシ酢 酸 （別

名 ２，４－Ｄ又 は２，４－ＰＡ）  
C 8 H 6 C l 2 O 3  2 2 1 . 0   1 3 8   1 6 0  

( 0 . 4 m

m Hg )  
8 . 2 5 X 1 0 - 5  m m H

g  
2 5℃  5 4 0  p p m  2 0℃  2 . 8 1   

0 . 0 0 4 5 0  

P a ・m 3 / m o l  
1 . 4 1 6  2 5  S  



 Ⅲ-372 

管

理  

番

号  

物 質 名  組 成 式  
分 子

量  
融 点 ℃   沸 点 ℃  蒸 気 圧  温 度  水 溶 解 度  

温

度  

ｵｸﾀﾉｰﾙ－水 分

配 係 数  

L o gP ow  

ヘンリー定 数  比 重  

温

度  

℃  

状

態  

176  
１，１－ジクロロ－１－フルオロエタ

ン（別 名 ＨＣＦＣ－１４１ｂ）  
C 2 H 3 C l 2 F  1 1 7 . 0   - 1 0 3 . 5   3 2      2 . 6 4 x 1 0 3  

m g /

l  
2 5℃  2 . 0 4 1      L  

177  
ジクロロフルオロメタン（別 名 ＨＣＦ

Ｃ－２１）  
C HC l 2 F  1 0 2 . 9   - 1 3 5   8 . 9   1 . 3 6 x 1 0 3  

m m H

g  
    1 . 5 5    1 . 4 0 5  9  L  

178  １，２－ジクロロプロパン  C 3 H 6 C l 2  1 1 3 . 0   - 1 0 0 . 4   9 6 . 4   5 0  
m m H

g  
2 5℃  0 . 2 6  %  2 0℃  2 . 2 8   

2 9 0  

P a ・m 3 / m o l  
1 . 1 5 9  2 5  L  

179  
１，３－ジクロロプロペン（別 名 Ｄ－

Ｄ）  
C 3 H 4 C l 2  1 1 1 . 0  <  - 5 0   1 0 8   3 . 7  P a  2 0℃  0 . 1 5  %   1 . 3 6   

0 . 2 7 4  

P a ・m 3 / m o l  
1 . 2 2  2 5  L  

181  ジクロロベンゼン                     

182  

２－［４－（２，４－ジクロロベンゾイ

ル）－１，３－ジメチル－５－ピラゾ

リルオキシ］アセトフェノン（別 名 ピ

ラゾキシフェン）  

C 2 0 H 1 6 C l 2 N 2 O 3  4 0 3 . 3   1 1 1 . 5        9 0 0  
m g /

l  
2 0℃  3 . 6 9      S  

183  

４－（２，４－ジクロロベンゾイル）

－１，３－ジメチル－５－ピラゾリル

＝４－トルエンスルホナート（別 名

ピラゾレート）  

C 1 9 H 1 6 C l 2 N 2 O 4

S  
4 3 9 . 3   1 1 8        0 . 0 5 6  

m g /

l  
2 5℃  3 . 9      S  

184  
２，６－ジクロロベンゾニトリル（別

名 ジクロベニル又 はＤＢＮ）  
C 7 H 3 C l 2 N  1 7 2 . 0   1 4 4 - 1 4 5   2 7 0   6 . 6 X 1 0 - 4  m m H

g  
2 0℃  2 1 . 2  

m g /

l  
2 0℃  2 . 7 4   

0 . 7 1 4  

P a ・m 3 / m o l  
  S  

185  
ジクロロペンタフルオロプロパン

（別 名 ＨＣＦＣ－２２５）  
C 3 HC l 2 F 5  2 0 3 . 0   

- 9 4  

( C A S : 4 2

2 - 5 6 - 0 )  

- 9 7  

( C A S : 5 0

7 - 5 5 - 1 )  

 

4 5 . 5  

 

5 2  

( C A S :

4 2 2 - 5

6 - 0 )  

( C A S :

5 0 7 - 5

5 - 1 )  

           G  



 Ⅲ-373 

管

理  

番

号  

物 質 名  組 成 式  
分 子

量  
融 点 ℃   沸 点 ℃  蒸 気 圧  温 度  水 溶 解 度  

温

度  

ｵｸﾀﾉｰﾙ－水 分

配 係 数  

L o gP ow  

ヘンリー定 数  比 重  

温

度  

℃  

状

態  

186  
ジクロロメタン（別 名 塩 化 メチレ

ン）  
C H 2 C l 2  8 4 . 9   - 9 7   3 9 . 7 5   4 0 0  

m m H

g  

2 4 . 1

℃  
2 0  g / l  2 0℃  1 . 2 5   

2 2 6  

P a ・m 3 / m o l  

1 . 3 2 5

5  
2 0  L  

187  
２，３－ジシアノ－１，４－ジチアア

ントラキノン（別 名 ジチアノン）  
C 1 4 H 4 N 2 O 2 S 2  2 9 6 . 3   2 2 0     6 . 7 X 1 0 - 7  m m H

g  
2 0℃  不 溶    2 . 8 4      S  

188  Ｎ，Ｎ－ジシクロヘキシルアミン  C 1 2 H 2 3 N  1 8 1 . 3   - 0 . 1   2 5 5 . 8   0 . 0 3 3 8  
m m H

g  
2 5℃  1 0 6 . 7  

m g /

l  
2 5℃  4 . 3 7  

（計 算

値 ）  

5 . 5 7 2 8 8  

P a ・m 3 / m o l  
0 . 9 1 5   L  

190  ジシクロペンタジエン  C 1 0 H 1 2  1 3 2 . 2   - 1   1 7 0   2 . 2 9 4  
m m H

g  
2 5℃  2 6 . 4 7  

m g /

l  
2 5℃  3 . 1 6  

（計 算

値 ）  

6 3 3 2 . 8 1 2 5 0  

P a ・m 3 / m o l  
0 . 9 3   L  

191  
１，３－ジチオラン－２－イリデンマ

ロン酸 ジイソプロピル（別 名 イソプ

ロチオラン）  

C 1 2 H 1 8 O 4 S 2  2 9 0 . 4   5 4   1 6 8      5 4  
m g /

l  
2 5℃  2 . 8 8      S  

195  
ジチオりん酸 Ｏ－２，４－ジクロロフ

ェニル－Ｏ－エチル－Ｓ－プロピル

（別 名 プロチオホス）  

C 1 1 H 1 5 C l 2 O 2 P

S 2  

3 4 5 . 2  <  - 2 5   1 2 6 . 5      0 . 0 7  
m g /

l  
2 0℃  5 . 6 7      L  

196  

ジチオりん酸 Ｓ－（２，３－ジヒドロ

－５－メトキシ－２－オキソ－１，

３，４－チアジアゾール－３－イル）

メチル－Ｏ，Ｏ－ジメチル（別 名 メ

チダチオン又 はＤＭＴＰ）  

C 6 H 1 1 N 2 O 4 P S 3  3 0 2 . 3   3 9 - 4 0     0 . 1 8 6  
m m H

g  
2 0℃  2 5 0  

m g /

l  
2 0℃  2 . 2   

3 0 . 0  

P a ・m 3 / m o l  
1 . 4 9 5  2 0  S  

197  

ジチオりん酸 Ｏ，Ｏ－ジメチル－Ｓ

－１，２－ビス（エトキシカルボニ

ル）エチル（別 名 マラソン又 はマラ

チオン）  

C 1 0 H 1 9 O 6 P S 2  3 3 0 . 4   2 . 9   
1 5 6 - 1

5 7  

( 0 . 7 m

m Hg )  
1 . 7 8 X 1 0 - 4  m m H

g  
2 5℃  1 4 5  p p m  2 0℃  2 . 3 6   

0 . 0 5 4 1  

P a ・m 3 / m o l  
1 . 2 3  2 5  L  

198  
ジチオりん酸 Ｏ，Ｏ－ジメチル－Ｓ

－［（Ｎ－メチルカルバモイル）メチ

ル］（別 名 ジメトエート）  

C 5 H 1 2 NO 3 P S 2  2 2 9 . 3   4 9   1 0 7  

( 0 . 0 5

m m Hg

)  

1 . 1  
m m H

g  
2 5℃  2 5  g / l  2 1℃  

0 . 5 0  

&0 . 7 8  
 

1 . 3 4  

P a ・m 3 / m o l  
1 . 2 7 7  6 5  S  

199  

ジナトリウム＝２，２’－ビニレンビ

ス［５－（４－モルホリノ－６－アニ

リノ－１，３，５－トリアジン－２－イ

ルアミノ）ベンゼンスルホナート］

（別 名 ＣＩフルオレスセント２６０）  

                   



 Ⅲ-374 

管

理  

番

号  

物 質 名  組 成 式  
分 子

量  
融 点 ℃   沸 点 ℃  蒸 気 圧  温 度  水 溶 解 度  

温

度  

ｵｸﾀﾉｰﾙ－水 分

配 係 数  

L o gP ow  

ヘンリー定 数  比 重  

温

度  

℃  

状

態  

200  ジニトロトルエン  C 7 H 6 N 2 O 4  1 8 2 . 2   7 0   3 0 0   1 . 0  
m m H

g  
2 0℃  不 溶    2 . 1 8  

（計 算

値 ）  
   S  

201  ２，４－ジニトロフェノール  C 6 H 4 N 2 O 5  1 8 4 . 1   1 1 2 - 1 1 4   (昇 華 )   3 . 9 X 1 0 - 4  m m H

g  
2 0℃  2 . 7 9 x 1 0 3  

m g /

l  
2 0℃  1 . 6 7   

0 . 0 0 3 4 3  

P a ・m 3 / m o l  
1 . 6 8 3  2 4  S  

203  ジフェニルアミン  C 1 2 H 1 1 N  1 6 9 . 2   5 3 - 5 4   3 0 2   1  
m m H

g  
1 0 8℃  0 . 0 3  g / l  2 5℃  3 . 5    1 . 1 6   S  

206  

Ｎ－ジブチルアミノチオ－Ｎ－メチ

ルカルバミン酸 ２，３－ジヒドロ－

２，２－ジメチル－７－ベンゾ［ｂ ］フ

ラニル（別 名 カルボスルファン）  

C 2 0 H 3 2 N 2 O 3 S  3 8 0 . 5  <  2 5        0 . 3  
m g /

l  
2 5℃  5 . 5 7  

（計 算

値 ）  
   L  

207  
２，６－ジ－ターシャリ－ブチル－４

－クレゾール  
C 1 5 H 2 4 O  2 2 0 . 4   7 1   2 6 5   5 . 1 6 x 1 0 - 3  

m m H

g  
2 5℃  0 . 6  

m g /

l  
2 5℃  5 . 1   

0 . 4 1 7 4 6  

P a ・m 3 / m o l  
1 . 0 4 8   S  

209  ジブロモクロロメタン  C HB r 2 C l  2 0 8 . 3   - 2 0   1 2 0   5 . 5 4  
m m H

g  
2 5℃  2 . 7 0 x 1 0 3  

m g /

l  
2 0℃  2 . 1 6   

7 9 . 3 3 7 4 8  

P a ・m 3 / m o l  
2 . 4 5 1   L  

210  
２，２－ジブロモ－２－シアノアセト

アミド  
C 3 H 2 B r 2 N 2 O  2 4 1 . 9   1 2 4 . 5     9 . 0 0 x 1 0 - 4  

m m H

g  
2 5℃  1 . 5 0 x 1 0 4  

m g /

l  
2 5℃  0 . 8 2   

0 . 0 0 1 9 4  

P a ・m 3 / m o l  

2 . 3 8 4

6  
2 5  S  

211  
ジブロモテトラフルオロエタン（別

名 ハロン－２４０２）  
C 2 B r 2 F 4  2 5 9 . 8                   

212  
（ＲＳ）－Ｏ，Ｓ－ジメチル＝アセチ

ルホスホルアミドチオアート（別 名

アセフェート）  

C 4 H 1 0 NO 3 P S  1 8 3 . 2   8 8     1 . 7 0 x 1 0 - 6  
m m H

g  
2 5℃  8 . 1 8 x 1 0 5  

m g /

l  
2 5℃  - 0 . 8 5   

0 . 0 0 0 0 0  

P a ・m 3 / m o l  
1 . 3 5   S  

213  Ｎ，Ｎ－ジメチルアセトアミド  C 4 H 9 NO  8 7 . 1 2   - 2 0   1 6 5   2  
m m H

g  
2 5℃  1 . 0 0 x 1 0 6  

m g /

l  
2 5℃  - 0 . 7 7   

0 . 0 0 1 3 3  

P a ・m 3 / m o l  

1 . 4 3 7

5  
 L  

217  
５－ジメチルアミノ－１，２，３－トリ

チアン（別 名 チオシクラム）  
C 7 H 1 3 NO 4 S 3  2 7 1 . 4   1 3 1 . 6     6 . 2 0 x 1 0 - 7  P a  2 5℃  1 . 6 4 x 1 0 4  

m g /

l  
 - 0 . 0 7 0 6    1 . 5 2  2 1  S  

218  ジメチルアミン  C 2 H 7 N  4 5 . 0 9   - 9 2 . 2   6 . 8   1 . 5 2 x 1 0 3  
m m H

g  
2 5℃  1 . 6 3 x 1 0 6  

m g /

l  
4 0℃  - 0 . 3 8   

1 . 7 9 3 4 5  

P a ・m 3 / m o l  
0 . 9 3 8   G  

219  ジメチルジスルフィド  C 2 H 6 S 2  9 4 . 2   - 8 5   1 0 9 . 8   2 8 . 7  
m m H

g  
2 5℃  3 . 0 0 x 1 0 3  

m g /

l  
2 5℃  1 . 7 7   

1 2 2 . 6 0 3 2 5  

P a ・m 3 / m o l  

1 . 0 6 2

5  
 L  

221  

２，２－ジメチル－２，３－ジヒドロ

－１－ベンゾフラン－７－イル＝Ｎ

－［Ｎ－（２－エトキシカルボニルエ

チル）－Ｎ－イソプロピルスルフェ

ナモイル］－Ｎ－メチルカルバマー

ト（別 名 ベンフラカルブ）  

C 2 0 H 3 0 N 2 O 5 S  4 1 0 . 5  <  2 5   1 1 0  

( 0 . 1 7

2 5 m m

Hg )  

2 . 0 0 x 1 0 - 7  
m m H

g  
2 0℃  8  

m g /

l  
2 0℃  4 . 3   

0 . 0 0 1 3 7  

P a ・m 3 / m o l  

1 . 1 4 9

3  
2 0  L  



 Ⅲ-375 

管

理  

番

号  

物 質 名  組 成 式  
分 子

量  
融 点 ℃   沸 点 ℃  蒸 気 圧  温 度  水 溶 解 度  

温

度  

ｵｸﾀﾉｰﾙ－水 分

配 係 数  

L o gP ow  

ヘンリー定 数  比 重  

温

度  

℃  

状

態  

223  Ｎ，Ｎ－ジメチルドデシルアミン  C 1 4 H 3 1 N  2 1 3 . 4   2 2   2 6 0   0 . 0 1 6  
m m H

g  
2 5℃  8 . 6  

m g /

l  
2 5℃  5 . 4 4  

（計 算

値 ）  

4 9 6 . 4 9 2 5 0  

P a ・m 3 / m o l  
0 . 7 8 7   L  

224  
Ｎ，Ｎ－ジメチルドデシルアミン＝Ｎ

－オキシド  
C 1 4 H 3 1 NO  2 2 9 . 4   1 3 2 - 1 3 3        1 . 9 0 x 1 0 5  

m g /

l  
2 5℃  4 . 6 7  

（計 算

値 ）  
   S  

225  
ジメチル＝２，２，２－トリクロロ－１

－ヒドロキシエチルホスホナート

（別 名 トリクロルホン又 はＤＥＰ）  

C 4 H 8 C l 3 O 4 P  2 5 7 . 4   8 3 - 8 4   1 0 0  
( 1 m m

Hg )  
7 . 8 X 1 0 - 6  m m H

g  
2 0℃  1 5 4  g / l  2 5℃  0 . 5 1   

1 . 7 4× 1 0 - 6  

P a ・m 3 / m o l  1 . 7 3  2 0  S  

227  
１，１’－ジメチル－４，４’－ビピリ

ジニウム＝ジクロリド（別 名 パラコ

ート又 はパラコートジクロリド）  

C 1 2 H 1 4 C l 2 N 2  2 5 7 . 2   3 0 0        7 0 0  g / l  2 0℃  - 2 . 7 1  
（計 算

値 ）  
   S  

229  
ジメチル＝４，４’－（オルト－フェ

ニレン）ビス（３－チオアロファナー

ト）（別 名 チオファネートメチル）  

C 1 2 H 1 4 N 4 O 4 S 2  3 4 2 . 4   1 7 2     7 . 1 3 x 1 0 - 8  
m m H

g  
2 5℃  2 6 . 6  

m g /

l  
2 0℃  1 . 4   

0 . 0 0 0 1 2  

P a ・m 3 / m o l  

1 . 4 3 3

4  
2 5  S  

230  
Ｎ－（１，３－ジメチルブチル）－Ｎ’

－フェニル－パラ－フェニレンジア

ミン  

C 1 8 H 2 4 N 2  2 6 8 . 4   
4 5 . 2 - 4 5

. 5  
 2 6 0      < 0 . 1  

g / 1

0 0  

m L  

1 7℃     1 . 0 7   S  

232  Ｎ，Ｎ－ジメチルホルムアミド  C 3 H 7 NO  7 3 . 1   - 6 1   1 5 3   3 . 7  
m m H

g  
2 5℃  混 和    - 1 . 0 1    

0 . 9 4 4

5  
2 5  L  

233  
２－［（ジメトキシホスフィノチオイ

ル）チオ］－２－フェニル酢 酸 エチ

ル（別 名 フェントエート又 はＰＡＰ）  

C 1 2 H 1 7 O 4 P S 2  3 2 0 . 4   1 7 - 1 8   7 0 - 8 0  

( 2～ 5

×  

1 0 - 5 m

m Hg )  

2 . 6 X 1 0 - 6  m m H

g  
2 5℃  1 1  

m g /

l  
2 4℃  3 . 6 9   

0 . 0 1 0 1  

P a ・m 3 / m o l  
1 . 2 2 6  2 0  

L /

S  

236  
３，５－ジヨード－４－オクタノイル

オキシベンゾニトリル（別 名 アイオ

キシニル）  

C 1 5 H 1 7 I 2 NO 2  4 9 7 . 1   5 9 . 5           6 . 4 2  
（計 算

値 ）  
   S  

237  水 銀 及 びその化 合 物                     

238  水 素 化 テルフェニル  C 1 8 H 2 2  2 3 8 . 4   - 2 8   3 4 0  
( 1 0 1 3

ｈP a )  
2 . 6 6  h P a  1 5 0℃  0 . 0 8  

m g /

l  
2 0℃  6 . 1    1 . 0 1 1  1 5  S  



 Ⅲ-376 

管

理  

番

号  

物 質 名  組 成 式  
分 子

量  
融 点 ℃   沸 点 ℃  蒸 気 圧  温 度  水 溶 解 度  

温

度  

ｵｸﾀﾉｰﾙ－水 分

配 係 数  

L o gP ow  

ヘンリー定 数  比 重  

温

度  

℃  

状

態  

240  スチレン  C 8 H 8  1 0 4 . 2   - 3 1   1 4 5   6 . 4  
m m H

g  
2 5℃  3 1 0  

m g /

l  
2 5℃  2 . 9 5   

2 8 7  

P a ・m 3 / m o l  
0 . 9 0 6  2 0  L  

242  セレン及 びその化 合 物                     

243  ダイオキシン類                     

244  
２－チオキソ－３，５－ジメチルテト

ラヒドロ－２Ｈ－１，３，５－チアジ

アジン（別 名 ダゾメット）  

C 5 H 1 0 N 2 S 2  1 6 2 . 3   1 0 6 - 1 0 7     3 7 0  μP a  2 0℃  0 . 1 2  %  2 5℃  1 . 4   
5 . 0 0× 1 0 - 5  

P a ・m 3 / m o l  1 . 3  2 0  S  

245  チオ尿 素  C H 4 N 2 S  7 6 . 1   1 7 6 - 1 7 8   分 解   7 . 5 X 1 0 - 8  m m H

g  
2 0℃  9  g / l  2 5℃  - 1 . 0 2   

8 . 4 5× 1 0 - 8  

P a ・m 3 / m o l  1 . 4 0 5   S  

248  

チオりん酸 Ｏ，Ｏ－ジエチル－Ｏ－

（２－イソプロピル－６－メチル－４

－ピリミジニル）（別 名 ダイアジノ

ン）  

C 1 2 H 2 1 N 2 O 3 P S  3 0 4 . 4  <  2 5   8 3 - 8 4  

( 0 . 0 0

2 m m H

g )  

9 . 0 1 X 1 0 - 5  m m H

g  
2 5℃  

4 . 0 0 x 1 0 -

3  
%  2 0℃  3 . 8 1   

0 . 0 9 1 4  

P a ・m 3 / m o l  

1 . 1 1 6

- 1 . 1 1

8  

2 0  
L /

S  

249  
チオりん酸 Ｏ，Ｏ－ジエチル－Ｏ－

（３，５，６－トリクロロ－２－ピリジ

ル）（別 名 クロルピリホス）  

C 9 H 1 1 C l 3 NO 3 P

S  
3 5 0 . 6   4 1 - 4 2   1 6 0  

（分

解 ）  
2 . 0 2 X 1 0 - 5  m m H

g  
2 5℃  0 . 4  

m g /

l  
2 3℃  5 . 2 7   

2 . 3 6  

P a ・m 3 / m o l  
1 . 3 9 8  4 3 . 5  S  

250  
チオりん酸 Ｏ，Ｏ－ジエチル－Ｏ－

（５－フェニル－３－イソオキサゾリ

ル）（別 名 イソキサチオン）  

C 1 3 H 1 6 NO 4 P S  3 1 3 . 3  <  2 5   1 6 0      1 . 9  
m g /

l  
2 5℃  3 . 7 3      L  

251  
チオりん酸 Ｏ，Ｏ－ジメチル－Ｏ－

（３－メチル－４－ニトロフェニル）

（別 名 フェニトロチオン又 はＭＥＰ）  

C 9 H 1 2 NO 5 P S  2 7 7 . 2   3 . 4   1 1 8  

( 0 . 0 5

m m Hg

)  

1 8 X 1 0 - 6  m m H

g  
2 0℃  3 0  

m g /

l  
2 0℃  3 . 3 8   

0 . 0 2 2 2  

P a ・m 3 / m o l  

1 . 3 2 -

1 . 3 4  
2 5  L  

252  
チオりん酸 Ｏ，Ｏ－ジメチル－Ｏ－

（３－メチル－４－メチルチオフェニ

ル）（別 名 フェンチオン又 はＭＰＰ）  

C 1 0 H 1 5 O 3 P S 2  2 7 8 . 3   7   8 7  

( 0 . 0 1

m m Hg

)  

4  m P a  2 0℃  2  
m g /

l  
2 0℃  4 . 0 9 1   

0 . 5 5 7  

P a ・m 3 / m o l  
1 . 2 5  2 0  L  



 Ⅲ-377 

管

理  

番

号  

物 質 名  組 成 式  
分 子

量  
融 点 ℃   沸 点 ℃  蒸 気 圧  温 度  水 溶 解 度  

温

度  

ｵｸﾀﾉｰﾙ－水 分

配 係 数  

L o gP ow  

ヘンリー定 数  比 重  

温

度  

℃  

状

態  

254  
チオりん酸 Ｓ－ベンジル－Ｏ，Ｏ－

ジイソプロピル（別 名 イプロベンホ

ス又はＩＢＰ）  

C 1 3 H 2 1 O 3 P S  2 8 8 . 4  <  2 5   1 2 6      4 0 0  
m g /

l  
2 0℃  3 . 3 4      L  

255  デカブロモジフェニルエーテル  C 1 2 B r 1 0 O  9 5 9 . 2   2 9 5 - 3 0 5   4 2 5   5  
m m H

g  
3 0 6℃  2 0 - 3 0  p p b   5 . 2 4    3 . 0   S  

257  
デシルアルコール（別 名 デカノー

ル）  
C 1 0 H 2 2 O  1 5 8 . 3   6 . 9   2 3 1 . 1   8 . 5 1 x 1 0 - 3  

m m H

g  
2 5℃  3 7  

m g /

l  
2 5℃  4 . 5 7   

3 . 2 4 2 4 0  

P a ・m 3 / m o l  
0 . 8 2 9   L  

258  
１，３，５，７－テトラアザトリシクロ

［３．３．１．１（３，７）］デカン（別 名

ヘキサメチレンテトラミン）  

C 6 H 1 2 N 4  1 4 0 . 2   2 8 0     4 X 1 0 - 3  m m H

g  
2 5℃  4 4 8 . 6  g / l   - 4 . 1 5  

（計 算

値 ）  

1 . 6 7× 1 0 - 4  

P a ・m 3 / m o l  1 . 3 3 1  - 5  S  

259  
テトラエチルチウラムジスルフィド

（別 名 ジスルフィラム）  
C 1 0 H 2 0 N 2 S 4  2 9 6 . 5   7 1 . 5     8 . 7 0 x 1 0 - 4  

m m H

g  
2 5℃  4 . 0 9  

m g /

l  
2 5℃  3 . 8 8   

8 . 4 3 0 2 4  

P a ・m 3 / m o l  
1 . 2 7   S  

260  
テトラクロロイソフタロニトリル（別

名 クロロタロニル又 はＴＰＮ）  
C 8 C l 4 N 2  2 6 5 . 9   2 5 0 - 2 5 1   3 5 0   0 . 0 1  

m m H

g  
4 0℃  0 . 6  

m g /

k g  
2 5℃  3 . 0 5    1 . 7  2 5  S  

261  
４，５，６，７－テトラクロロイソベン

ゾフラン－１（３Ｈ）－オン（別 名 フ

サライド）  

C 8 H 2 C l 4 O 2  2 7 1 . 9   2 0 9 . 5   3 8 6  

( 1 0 1 .

5 4 k P a

)  

2 . 2 5 x 1 0 - 8  
m m H

g  
2 3℃  2 . 5  

m g /

l  
2 5℃  3 . 2   

0 . 0 0 0 3 3  

P a ・m 3 / m o l  
1 . 9 3  2 0  S  

262  テトラクロロエチレン  C 2 C l 4  1 6 5 . 8   - 1 9   1 2 1   1 8 . 4 7  
m m H

g  
2 0℃  0 . 1 5  g / l  2 5℃  3 . 4 0   

2 7 2 0  

P a ・m 3 / m o l  

1 . 6 2 2

7  
2 0  L  

265  テトラヒドロメチル無 水 フタル酸  C 9 H 1 0 O 3  1 6 6 . 2                   

266  

２，３，５，６－テトラフルオロ－４－

メチルベンジル＝（Ｚ）－３－（２－

クロロ－３，３，３－トリフルオロ－

１－プロペニル）－２，２－ジメチル

シクロプロパンカルボキシラート

（別 名 テフルトリン）  

                   



 Ⅲ-378 

管

理  

番

号  

物 質 名  組 成 式  
分 子

量  
融 点 ℃   沸 点 ℃  蒸 気 圧  温 度  水 溶 解 度  

温

度  

ｵｸﾀﾉｰﾙ－水 分

配 係 数  

L o gP ow  

ヘンリー定 数  比 重  

温

度  

℃  

状

態  

267  

３，７，９，１３－テトラメチル－５，

１１－ジオキサ－２，８，１４－トリチ

ア－４，７，９，１２－テトラアザペン

タデカ－３，１２－ジエン－６，１０

－ジオン（別 名 チオジカルブ）  

C 1 0 H 1 8 N 4 O 4 S 3  3 5 4 . 5   1 7 3     7 . 0 0 x 1 0 - 5  
m m H

g  
2 5℃  3 5  

m g /

l  
2 5℃  1 . 7   

0 . 0 9 4 5 4  

P a ・m 3 / m o l  
1 . 4  2 0  S  

268  
テトラメチルチウラムジスルフィド

（別 名 チウラム又 はチラム）  
C 6 H 1 2 N 2 S 4  2 4 0 . 4   1 5 5 - 1 5 6   1 2 9  

( 2 0 m

m Hg )  

1 . 7 2 5 X 1 0 -

5  

m m H

g  
2 5℃  3 0  

m g /

l  
 1 . 7 3   

0 . 0 1 8 4  

P a ・m 3 / m o l  
1 . 2 9  2 0  S  

270  テレフタル酸  C 8 H 6 O 4  1 6 6 . 1  >  3 0 0     9 . 2 0 X 1 0 - 6  m m H

g  
2 5℃  1 5  

m g /

l  
2 0℃  2   

0 . 0 1 3 6  

P a ・m 3 / m o l  
1 . 5 1   S  

271  テレフタル酸 ジメチル  C 1 0 H 1 0 O 4  1 9 4 . 2   1 4 0   2 8 8   1 . 0 6 X 1 0 - 2  m m H

g  
2 5℃  1 9  

m g /

l  
2 5℃  2 . 2 5   

1 4 . 4  

P a ・m 3 / m o l  
  S  

272  銅 水 溶 性 塩 （錯 塩 を除 く。）                     

273  
１－ドデカノール（別 名 ノルマル－

ドデシルアルコール）  
C 1 2 H 2 6 O  1 8 6 . 3   2 4   2 5 9   8 . 4 8 x 1 0 - 4  

m m H

g  
2 5℃  4  

m g /

l  
2 5℃  5 . 1 3   

2 . 2 4 9 4 2  

P a ・m 3 / m o l  
0 . 8 3 3   S  

275  ドデシル硫 酸 ナトリウム  C 1 2 H 2 5 Na O 4 S  2 8 8 . 4   2 0 5 . 5     4 . 7 0 x 1 0 - 1 3  
m m H

g  
2 5℃  1 . 0 0 x 1 0 5  

m g /

l  
 1 . 6   

0 . 0 1 8 6 4  

P a ・m 3 / m o l  
  S  

277  トリエチルアミン  C 6 H 1 5 N  1 0 1 . 2   - 1 1 4 . 7   8 9   5 7 . 0 7  
m m H

g  
2 5℃  7 . 3 7 x 1 0 4  

m g /

l  
2 5℃  1 . 4 5   

1 5 . 0 9 7 4 3  

P a ・m 3 / m o l  
0 . 7 2 8   L  

279  １，１，１－トリクロロエタン  C 2 H 3 C l 3  1 3 3 . 4   - 3 0 . 4   7 4 . 0   1 6 . 5  K p a  2 5℃  4 . 4  g / l  2 0℃  2 . 4 9   
5 0 0  

P a ・m 3 / m o l  

1 . 3 3 7

6  
2 0  L  

280  １，１，２－トリクロロエタン  C 2 H 3 C l 3  1 3 3 . 4   - 3 6 . 6   1 1 3 . 8   3 . 1 0  K p a  2 5℃  4 . 5  g / l  2 0℃  2 . 1 7   
9 1 . 9  

P a ・m 3 / m o l  

1 . 4 4 1

6  
2 0  L  

281  トリクロロエチレン  C 2 HC l 3  1 3 1 . 4   - 7 3   8 7   5 7 . 8  
m m H

g  
2 0℃  1 . 1 0 x 1 0 3  

m g /

l  
2 5℃  2 . 6 1   

9 2 0  

P a ・m 3 / m o l  

1 . 4 6 4

9  
2 0  L  

284  
トリクロロトリフルオロエタン（別 名

ＣＦＣ－１１３）  
C 2 C l 3 F 3  1 8 7 . 5                   

285  
トリクロロニトロメタン（別 名 クロロ

ピクリン）  
C C l 3 NO 2  1 6 4 . 4   - 6 4   1 1 2  

( 7 5 7 m

m Hg )  
2 4  

m m H

g  
2 5℃  1 . 6 2 x 1 0 3  

m g /

l  
2 5℃  2 . 0 9   

3 2 4  

P a ・m 3 / m o l  

1 . 6 5 5

8  
2 0  L  

286  
（３，５，６－トリクロロ－２－ピリジ

ル）オキシ酢 酸 （別 名 トリクロピ

ル）  

C 7 H 4 C l 3 NO 3  2 5 6 . 5   1 4 9        4 4 0  
m g /

l  
2 5℃  2 . 5 3  

（計 算

値 ）  
   S  

287  ２，４，６－トリクロロフェノール  C 6 H 3 C l 3 O  1 9 7 . 5   6 9   2 4 6   8 . 0 0 x 1 0 - 3  
m m H

g  
2 5℃  8 0 0  

m g /

l  
2 5℃  3 . 6 9   

0 . 2 6 3 4 5  

P a ・m 3 / m o l  
1 . 4 9   S  



 Ⅲ-379 

管

理  

番

号  

物 質 名  組 成 式  
分 子

量  
融 点 ℃   沸 点 ℃  蒸 気 圧  温 度  水 溶 解 度  

温

度  

ｵｸﾀﾉｰﾙ－水 分

配 係 数  

L o gP ow  

ヘンリー定 数  比 重  

温

度  

℃  

状

態  

288  
トリクロロフルオロメタン（別 名 ＣＦ

Ｃ－１１）  
C C l 3 F  1 3 7 . 4   - 1 1 1   2 3 . 7      1  g / l   2 . 5 3    1 . 4 9 4  1 7 . 2  L  

289  １，２，３－トリクロロプロパン  C 3 H 5 C l 3  1 4 7 . 4   - 1 4 . 7   1 5 7   3 . 6 9  
m m H

g  
2 5℃  1 . 7 5 x 1 0 3  

m g /

l  
2 5℃  2 . 2 7   

3 4 . 7 5 4 4 8  

P a ・m 3 / m o l  
1 . 3 8 9   L  

290  トリクロロベンゼン                     

292  トリブチルアミン  C 1 2 H 2 7 N  1 8 5 . 4   - 7 0   2 1 6 . 5   0 . 0 9 3 4  
m m H

g  
2 5℃  1 4 2  

m g /

l  
2 5℃  4 . 4 6   

1 6 . 2 1 2 0 0  

P a ・m 3 / m o l  
0 . 7 7 8   L  

293  

アルファ，アルファ，アルファ－トリ

フルオロ－２，６－ジニトロ－Ｎ，Ｎ

－ジプロピル－パラ－トルイジン

（別 名 トリフルラリン）  

C 1 3 H 1 6 F 3 N 3 O 4  3 3 5 . 3   4 6 - 4 7   
1 3 9 - 1

4 0  

( 4 . 2 m

m Hg )  
1 . 1 X 1 0 - 4  m m H

g  
2 5℃  0 . 0 2 4  g / l  2 7℃  5 . 0 7   

0 . 2 0 5  

P a ・m 3 / m o l  
  S  

298  トリレンジイソシアネート  C 9 H 6 N 2 O 2  1 7 4 . 2   2 0   2 5 1   0 . 0 1  
m m H

g  
2 0℃  3 7 . 6  

m g /

l  
2 5℃  3 . 7 4  

（計 算

値 ）  

6 . 1 7  

P a ・m 3 / m o l  
  

L /

S  

299  トルイジン  C 7 H 9 N  1 0 7 . 2   - 1 4 . 7   2 0 0 . 2   0 . 3 2  t o r r   1 6 . 6  g / l   1 . 3 2   
0 . 2 7 5  

P a ・m 3 / m o l  
1 . 0 0 8  2 0  L  

300  トルエン  C 7 H 8  9 2 . 1   - 9 5   1 1 1   3 6 . 7  
m m H

g  
3 0℃  

0 . 5 4 - 0 . 5

8  
g / l  2 5℃  2 . 6 9   

8 0 5  

P a ・m 3 / m o l  

0 . 8 6 6

1  
2 0  L  

302  ナフタレン  C 1 0 H 8  1 2 8 . 2   8 0 . 2   2 1 7 . 9   0 . 0 8 5  
m m H

g  
2 5℃  3 1  

m g /

l  
2 5℃  3 . 3   

4 4 . 5 8 3 0 0  

P a ・m 3 / m o l  
0 . 9 9 7   S  

308  ニッケル  N i  5 8 . 7   1 4 5 5   2 7 3 0   1  
m m H

g  

1 8 1 0

℃  
不 溶    - 0 . 5 7  

（計 算

値 ）  
 8 . 9   S  

309  ニッケル化 合 物                     

312  オルト－ニトロアニリン  C 6 H 6 N 2 O 2  1 3 8 . 1   7 1 . 2   2 8 4   2 . 7 7 x 1 0 - 3  
m m H

g  
2 5℃  1 . 4 7 x 1 0 3  

m g /

l  
3 0℃  1 . 8 5   

0 . 0 0 5 9 8  

P a ・m 3 / m o l  
1 . 4 4 2   S  

314  パラ－ニトロクロロベンゼン  C 6 H 4 C lN O 2  1 5 7 . 6   8 2 - 8 4   2 4 2   0 . 0 9 4  
m m H

g  
2 0℃  4 5 3  

m g /

l  
2 0℃  2 . 3 9   

4 . 3 6  

P a ・m 3 / m o l  
1 . 5 2 0   S  

316  ニトロベンゼン  C 6 H 5 NO 2  1 2 3 . 1   5 . 7   2 1 0 . 8   0 . 2 4 5  
m m H

g  
2 5℃  1 . 7 9 7  g / l  2 5℃  1 . 8 5   

2 . 2 4  

P a ・m 3 / m o l  

1 . 2 0 3

7  
2 0  

S /

L  

317  ニトロメタン  C H 3 NO 2  6 1 . 0 4   - 2 8 . 5   1 0 1 . 1   3 5 . 8 4  
m m H

g  
2 5℃  1 . 1 1 x 1 0 5  

m g /

l  
2 5℃  - 0 . 3 5   

2 . 8 9 7 9 0  

P a ・m 3 / m o l  

1 . 1 3 7

1  
 L  

318  二 硫 化 炭 素  C S 2  7 6 . 1   - 1 1 1 . 5   4 6   3 5 9  
m m H

g  
2 5℃  2 . 8 6  g / l  2 5℃  1 . 9 4   

1 2 7 0  

P a ・m 3 / m o l  

1 . 2 6 3

2  
2 0  L  

319  
１－ノナノール（別 名 ノルマル－ノ

ニルアルコール）  
C 9 H 2 0 O  1 4 4 . 3   - 5   2 1 3 . 3   0 . 0 2 2 7  

m m H

g  
2 5℃  1 4 0  

m g /

l  
2 5℃  3 . 7 7   

3 . 1 2 0 8 1  

P a ・m 3 / m o l  
0 . 8 2 8   L  

320  ノニルフェノール  C 1 5 H 2 4 O  2 2 0 . 4   - 1 0   
2 9 3 - 2

9 7  
 2 . 4 X 1 0 - 5  m m H

g  
2 5℃  6 . 3 5  

m g /

l  
2 5℃  5 . 9 9  

（計 算

値 ）  

0 . 1 1 1  

P a ・m 3 / m o l  
0 . 9 5  2 0  L  



 Ⅲ-380 

管

理  

番

号  

物 質 名  組 成 式  
分 子

量  
融 点 ℃   沸 点 ℃  蒸 気 圧  温 度  水 溶 解 度  

温

度  

ｵｸﾀﾉｰﾙ－水 分

配 係 数  

L o gP ow  

ヘンリー定 数  比 重  

温

度  

℃  

状

態  

321  バナジウム化 合 物                     

323  
２，４－ビス（エチルアミノ）－６－メ

チルチオ－１，３，５－トリアジン

（別 名 シメトリン）  

C 8 H 1 5 N 5 S  2 1 3 . 3   8 2 . 5        4 5 0  
m g /

l  
2 2℃  2 . 8      S  

325  
ビス（８－キノリノラト）銅 （別 名 オ

キシン銅 又 は有 機 銅 ）  
C 1 8 H 1 2 C u N 2 O 2  3 5 1 . 9  >  2 0 0     0   2 5℃  0 . 0 7  

m g /

l  
2 5℃  2 . 4 6      S  

328  
ビス（Ｎ，Ｎ’－ジメチルジチオカル

バミン酸 ）亜 鉛 （別 名 ジラム）  
C 6 H 1 2 N 2 S 4 Z n  3 0 5 . 8   

2 5 0 (結

晶 ） :  

1 4 8 (ダス

ト )  

      不 溶    1 . 2 3    1 . 6 6  2 5  S  

329  

ビス（Ｎ，Ｎ－ジメチルジチオカルバ

ミン酸 ）Ｎ，Ｎ’－エチレンビス（チオ

カルバモイルチオ亜 鉛 ）（別 名 ポリ

カーバメート）  

C 1 0 H 1 8 N 4 S 8 Z n 2  5 8 1 . 5                   

331  
Ｓ，Ｓ－ビス（１－メチルプロピル）

＝Ｏ－エチル＝ホスホロジチオアー

ト（別 名 カズサホス）  

C 1 0 H 2 3 O 2 P S 2  2 7 0 . 4  <  2 5   1 4 9  
( 1 0 m

m Hg )  
9 . 0 0 x 1 0 - 4  

m m H

g  
2 5℃  2 4 8  

m g /

l  
2 5℃  3 . 9   

0 . 1 3 0 7 1  

P a ・m 3 / m o l  
1 . 0 5  2 0  L  

332  砒 素 及 びその無 機 化 合 物                     

333  ヒドラジン  N 2 H 4  3 2 . 0   2 . 0   1 1 3 . 5   1 4 . 4  
m m H

g  
2 5℃  1 . 0 0 x 1 0 6  m g /

l  
 - 2 . 0 7   

0 . 0 6 1 4  

P a ・m 3 / m o l  
1 . 0 1 1  1 5  L  

336  ヒドロキノン  C 6 H 6 O 2  1 1 0 . 1   1 7 0 - 1 7 1   
2 8 5 - 2

8 7  
 6 . 7 X 1 0 - 4  m m H

g  
2 5℃  5 9  g / l  1 5℃  0 . 5 9   

0 . 1 3 4  

P a ・m 3 / m o l  
1 . 3 3 2   S  

337  ４－ビニル－１－シクロヘキセン  C 8 H 1 2  1 0 8 . 2   - 1 0 8 . 8 9   1 2 8 . 9   2 5 . 8  
m m H

g  
3 8℃  不 溶    3 . 9 3    

0 . 8 2 9

9  
2 0  L  

340  ビフェニル                     

341  ピペラジン  C 4 H 1 0 N 2  8 6 . 1   1 0 6   
1 4 5 - 1

4 6  
 0 . 1 6  

m m H

g  
2 0℃  4 1  %  2 0℃  - 1 . 1 7   

0 . 0 0 4 4 8  

P a ・m 3 / m o l  
1 . 1   S  

342  ピリジン  C 5 H 5 N  7 9 . 1   - 4 1 . 6   
1 1 5 - 1

1 6  
 2 0  

m m H

g  
2 5℃  混 和    

0 . 6 2  -  

0 . 7 8  
  

0 . 9 8 2

7 2  
2 0  L  

343  ピロカテコール（別 名 カテコール）  C 6 H 6 O 2  1 1 0 . 1   1 0 5   2 4 5 . 5  
（昇

華 ）  
3 X 1 0 - 2  m m H

g  
2 0℃  

任 意 に混

和  
  0 . 8 8    1 . 3 4 4   S  

346  ２－フェニルフェノール  C 1 2 H 1 0 O  1 7 0 . 2   5 9   2 8 6   2 . 0 0 x 1 0 - 3  
m m H

g  
2 5℃  7 0 0  

m g /

l  
2 5℃  3 . 0 9   

0 . 1 0 6 3 9  

P a ・m 3 / m o l  
1 . 2 1 3   S  

347  Ｎ－フェニルマレイミド  C 1 0 H 7 NO 2  1 7 3 . 2   9 0 . 5   1 4 2  
( 0 . 8ｋ

P a )  
8 . 9 9 E - 0 7  

m m H

g  
2 5℃  6 9 6 5  

m g /

l  
2 5℃  1 . 0 9  

（計 算

値 ）  

0 . 0 0 3 3 0  

P a ・m 3 / m o l  

1 . 2 6 0

1  
2 5  S  

348  フェニレンジアミン  C 6 H 8 N 2  1 0 8 . 1   1 0 3 - 1 0 4   
2 5 6 - 2

5 8  
 0 . 0 1  

m m H

g  
2 5℃  4 . 0 7 x 1 0 4  m g /

l  
3 5℃  0 . 1 5      S  

349  フェノール  C 6 H 6 O  9 4 . 1   4 0 . 9   1 8 2   0 . 3 5 1 3  
m m H

g  
2 5℃  8 . 2 8 x 1 0 4  

m g /

l  
2 5℃  1 . 4 6   

0 . 0 5 3 2  

P a ・m 3 / m o l  

1 . 0 5 4

5  
4 5  S  



 Ⅲ-381 

管

理  

番

号  

物 質 名  組 成 式  
分 子

量  
融 点 ℃   沸 点 ℃  蒸 気 圧  温 度  水 溶 解 度  

温

度  

ｵｸﾀﾉｰﾙ－水 分

配 係 数  

L o gP ow  

ヘンリー定 数  比 重  

温

度  

℃  

状

態  

350  

３－フェノキシベンジル＝３－（２，

２－ジクロロビニル）－２，２－ジメ

チルシクロプロパンカルボキシラー

ト（別 名 ペルメトリン）  

C 2 1 H 2 0 C l 2 O 3  3 9 1 . 3   3 4 - 3 5  c a  2 0 0  

( 0 . 0 1

m m Hg

)  

0 . 0 4 5  m P a  2 5℃  0 . 2  
m g /

l  
3 0℃  3 . 4 8   

0 . 0 8 8 0  

P a ・m 3 / m o l  

1 . 1 9  -  

1 . 2 7  
2 0  S  

351  １，３－ブタジエン  C 4 H 6  5 4 . 1   - 1 0 8 . 9 1   - 4 . 5   9 1 0  
m m H

g  
2 0℃  7 3 5  

m g /

l  
2 0℃  1 . 9 9   

8 9 3 0  

P a ・m 3 / m o l  

0 . 6 2 1

1  
2 0  G  

354  フタル酸 ジ－ノルマル－ブチル  C 1 6 H 2 2 O 4  2 7 8 . 3   - 3 5   3 4 0   9 . 7 X 1 0 - 3  P a  2 0℃  1 1 . 2  
m g /

l  
2 0℃  4 . 9   

0 . 2 4 1  

P a ・m 3 / m o l  

1 . 0 4 6

5  
2 0  L  

355  
フタル酸 ビス（２－エチルヘキシ

ル）  
C 2 4 H 3 8 O 4  3 9 0 . 6   - 5 5   2 3 0  

( 5 m m

Hg )  
1 . 3 2  

m m H

g  
2 0 0℃  0 . 2 8 5  

m g /

l  
2 4℃  4 . 8 9    

0 . 9 8 6

1  
2 0  L  

356  
フタル酸 ノルマル－ブチル＝ベンジ

ル  
C 1 9 H 2 0 O 4  3 1 2 . 4   - 3 5   3 7 0   8 . 6 X 1 0 - 6  m m H

g  
2 0℃  0 . 7 1  

m g /

l  
 4 . 7 7   

0 . 5 0 4  

P a ・m 3 / m o l  

1 . 1 1 3  

- 1 . 1 2

1  

2 5  L  

357  

２－ターシャリ－ブチルイミノ－３－

イソプロピル－５－フェニルテトラヒ

ドロ－４Ｈ－１，３，５－チアジアジ

ン－４－オン（別 名 ブプロフェジン）  

C 1 6 H 2 3 N 3 O S  3 0 5 . 4   1 0 5        0 . 9  
m g /

l  
2 0℃  4 . 3      S  

358  

Ｎ－ターシャリ－ブチル－Ｎ’－（４

－エチルベンゾイル）－３，５－ジメ

チルベンゾヒドラジド（別 名 テブフェ

ノジド）  

C 2 2 H 2 8 N 2 O 2  3 5 2 . 5   1 9 1        0 . 8 3  
m g /

l  
2 5℃  4 . 2 5      S  

360  

Ｎ－［１－（Ｎ－ノルマル－ブチルカ

ルバモイル）－１Ｈ－２－ベンゾイミ

ダゾリル］カルバミン酸 メチル（別

名 ベノミル）  

C 1 4 H 1 8 N 4 O 3  2 9 0 . 3   分 解   分 解   1 x 1 0 - 5  m b a

r  
2 0℃  

4 . 0 0 x 1 0 -

3  
g / l  2 0℃  2 . 1 2   

0 . 0 7 2 6  

P a ・m 3 / m o l  
  S  



 Ⅲ-382 

管

理  

番

号  

物 質 名  組 成 式  
分 子

量  
融 点 ℃   沸 点 ℃  蒸 気 圧  温 度  水 溶 解 度  

温

度  

ｵｸﾀﾉｰﾙ－水 分

配 係 数  

L o gP ow  

ヘンリー定 数  比 重  

温

度  

℃  

状

態  

361  

ブチル＝（Ｒ）－２－［４－（４－シア

ノ－２－フルオロフェノキシ）フェノ

キシ］プロピオナート（別 名 シハロ

ホップブチル）  

C 2 0 H 2 0 F NO 4  3 5 7 . 4                  S  

362  

１－ターシャリ－ブチル－３－（２，

６－ジイソプロピル－４－フェノキシ

フェニル）チオ尿 素 （別 名 ジアフェ

ンチウロン）  

                   

363  

５－ターシャリ－ブチル－３－（２，

４－ジクロロ－５－イソプロポキシ

フェニル）－１，３，４－オキサジア

ゾール－２（３Ｈ）－オン（別 名 オキ

サジアゾン）  

C 1 5 H 1 8 C l 2 N 2 O 3  3 4 5 . 2   9 0   2 8 2 . 1   1 . 1 2 x 1 0 - 7  
m m H

g  
2 2℃  0 . 7  

m g /

l  
2 4℃  4 . 8   

0 . 0 0 7 3 7  

P a ・m 3 / m o l  
1 . 2 8 7  2 5  S  

369  

２－（４－ターシャリ－ブチルフェノ

キシ）シクロヘキシル＝２－プロピ

ニル＝スルフィット（別 名 プロパル

ギット又 はＢＰＰＳ）  

C 1 9 H 2 6 O 4 S  3 5 0 . 5  <  2 5        0 . 5  
m g /

l  
2 5℃  5      L  

374  ふっ化 水 素 及 びその水 溶 性 塩                     

375  ２－ブテナール  C 4 H 6 O  7 0 . 0 9   - 7 6 . 5   1 0 4   3 0  
m m H

g  
2 0℃  1 . 8 1 x 1 0 5  

m g /

l  
2 0℃  0 . 6   

0 . 9 8 0 8 3  

P a ・m 3 / m o l  
0 . 8 4 6   L  

376  
Ｎ－ブトキシメチル－２－クロロ－

２’，６’－ジエチルアセトアニリド

（別 名 ブタクロール）  

C 1 7 H 2 6 C lNO 2  3 1 1 . 9   - 2 . 8   1 5 6  
( 0 . 5 m

m Hg )  
2 . 9 0 x 1 0 - 6  

m m H

g  
2 5℃  2 3  

m g /

l  
2 4℃  4 . 5   

0 . 0 0 5 1 7  

P a ・m 3 / m o l  
1 . 0 7  2 5  L  

378  
Ｎ，Ｎ’－プロピレンビス（ジチオカ

ルバミン酸 ）と亜 鉛 の重 合 物 （別

名 プロピネブ）  

C 5 H 8 N 2 S 4 Z n  2 8 9 . 8                   

380  
ブロモクロロジフルオロメタン（別

名 ハロン－１２１１）  
C B rC l F 2  1 6 5 . 4   - 1 5 9 . 5   - 3 . 7   2 . 0 7 X 1 0 + 3  m m H

g  
2 5℃        1 . 8 5  

l i q u

i d  
G  

381  ブロモジクロロメタン  C HB rC l 2  1 6 3 . 8   - 5 7   9 0   5 0  
m m H

g  
2 0℃  3 . 0 3 x 1 0 3  

m g /

l  
3 0℃  2   

2 1 4 . 8 0 9 0 0  

P a ・m 3 / m o l  
1 . 9 8  2 0  L  

382  
ブロモトリフルオロメタン（別 名 ハロ

ン－１３０１）  
C B r F 3  1 4 8 . 9   - 1 7 2 . 0   - 5 7 . 8   1 . 2 2 X 1 0 4  m m H

g  
2 5℃  0 . 0 3  %   1 . 8 6   

8 . 0 7× 1 0 5  

P a ・m 3 / m o l  1 . 5 8  

2 0 ( l

i q u i

d )  

G  

383  
５－ブロモ－３－セカンダリ－ブチ

ル－６－メチル－１，２，３，４－テ

トラヒドロピリミジン－２，４－ジオ

C 9 H 1 3 B rN 2 O 2  2 6 1 . 1   1 5 8     3 . 0 7 x 1 0 - 7  
m m H

g  
2 5℃  8 1 5  

m g /

l  
2 5℃  2 . 1 1   

0 . 0 0 0 0 1  

P a ・m 3 / m o l  
1 . 5 7 7  2 0  S  



 Ⅲ-383 

管

理  

番

号  

物 質 名  組 成 式  
分 子

量  
融 点 ℃   沸 点 ℃  蒸 気 圧  温 度  水 溶 解 度  

温

度  

ｵｸﾀﾉｰﾙ－水 分

配 係 数  

L o gP ow  

ヘンリー定 数  比 重  

温

度  

℃  

状

態  

ン（別 名 ブロマシル）  

384  １－ブロモプロパン  C 3 H 7 B r  1 2 3   - 1 1 0   7 1 . 1   1 1 0 . 8  
m m H

g  
2 0℃  2 . 4 5 x 1 0 3  

m g /

l  
2 0℃  2 . 1   

7 4 1 . 6 9 9 0 0  

P a ・m 3 / m o l  
1 . 3 5 4   L  

385  ２－ブロモプロパン  C 3 H 7 B r  1 2 3 . 0   - 8 9   
5 8 . 5 - 6

0 . 5  
    3 . 1 8 x 1 0 3  

m g /

l  
2 0℃  2 . 1 4    1 . 3 1  2 0  G  

386  ブロモメタン（別 名 臭 化 メチル）  C H 3 B r  9 4 . 9   - 9 3 . 6 6   3 . 5 5   1 . 6 2 x 1 0 3  
m m H

g  
2 5℃  1 3 . 4  

g / k

g  
2 5℃  1 . 1 9   

1 5 3 0  

P a ・m 3 / m o l  
1 . 7 3  0  G  

388  

６，７，８，９，１０，１０－ヘキサクロ

ロ－１，５，５ａ，６，９，９ａ－ヘキサ

ヒドロ－６，９－メタノ－２，４，３－

ベンゾジオキサチエピン＝３－オキ

シド（別 名 エンドスルファン又 はベ

ンゾエピン）  

C 9 H 6 C l 6 O 3 S  4 0 6 . 9   1 0 6   

1 0 6  

（分

解 ）  

( 0 . 7 m

m Hg )  
6 . 2 X 1 0 - 6  m m H

g  
2 0℃  

0 . 5 3 ( a l p

h a ) ,  

0 . 2 8  

( b e t a )  

m g /

l  
2 5℃  3 . 8 3   

0 . 6 3 4  

P a ・m 3 / m o l  
1 . 7 4 5  2 0  S  

389  
ヘキサデシルトリメチルアンモニウ

ム＝クロリド  
C 1 9 H 4 2 C lN  3 2 0       2 . 8 0 x 1 0 - 1 0  

m m H

g  
2 5℃  4 4 0  

m g /

l  
3 0℃  3 . 2 3   

0 . 0 0 0 0 3  

P a ・m 3 / m o l  

0 . 8 7 0

3  
2 5  S  

390  ヘキサメチレンジアミン  C 6 H 1 6 N 2  1 1 6 . 2   4 2   2 0 5      2 . 4 6 x 1 0 6  
m g /

l  
5℃  0 . 3 5  

（計 算

値 ）  
 0 . 7 9 9  6 0  S  

391  ヘキサメチレン＝ジイソシアネート  C 8 H 1 2 N 2 O 2  1 6 8 . 2   - 6 7   8 2 - 8 5  
( 0 . 1 m

m Hg )  
0 . 0 5  

m m H

g  
2 5℃  1 1 7  

m g /

l  
2 5℃  3 . 2  

（計 算

値 ）  

9 . 5 8  

P a ・m 3 / m o l  
1 . 0 4  2 5  L  

392  ノルマル－ヘキサン  C 6 H 1 4  8 6 . 1 8   - 9 5 . 3   6 8 . 7   1 5 1 . 3  
m m H

g  
2 5℃  9 . 5  

m g /

l  
2 5℃  3 . 9   

1 8 2 5 8 7 . 6 5 0 0

0  

P a ・m 3 / m o l  

0 . 6 5 4

8  
 L  

393  ベタナフトール  C 1 0 H 8 O  1 4 4 . 2   1 2 3   2 8 5   3 . 2 0 x 1 0 - 4  
m m H

g  
2 5℃  7 5 5  

m g /

l  
2 5℃  2 . 7   

0 . 0 0 2 7 8  

P a ・m 3 / m o l  
1 . 2 8  2 0  S  

394  ベリリウム及 びその化 合 物                     

395  ペルオキソ二 硫 酸 の水 溶 性 塩                     

396  
ペルフルオロ（オクタン－１－スル

ホン酸 ）（別 名 ＰＦＯＳ）  
C 8 HF 1 7 O 3 S  5 0 0 . 1     1 3 3  

( 0 . 8ｋ

P a )  
2 . 4 8 x 1 0 - 6  

m m H

g  
 3 7 0  

m g /

l  
      L  

397  ベンジリジン＝トリクロリド  C 7 H 5 C l 3  1 9 5 . 5   - 5   
2 1 9 - 2

2 3  
 0 . 4 1 3 7  

m m H

g  
2 5℃  5 3  

m g /

l  
5℃  2 . 9 2    

1 . 3 7 5

6  
2 0  L  

398  
ベンジル＝クロリド（別 名 塩 化 ベン

ジル）  
C 7 H 7 C l  1 2 6 . 6   

- 4 3 -  

- 4 8  
 1 7 9   1  

m m H

g  
2 2℃  4 9 3  p p m  2 0℃  2 . 3   

3 4 . 2  

P a ・m 3 / m o l  
1 . 1  2 0  L  

399  ベンズアルデヒド  C 7 H 6 O  1 0 6 . 1   - 2 6   
1 7 8 - 1

7 9  
 1  

m m H

g  
2 6℃  3  g / l  2 5℃  1 . 4 8   

4 . 7 2  

P a ・m 3 / m o l  
1 . 0 5 0  1 5  L  



 Ⅲ-384 

管

理  

番

号  

物 質 名  組 成 式  
分 子

量  
融 点 ℃   沸 点 ℃  蒸 気 圧  温 度  水 溶 解 度  

温

度  

ｵｸﾀﾉｰﾙ－水 分

配 係 数  

L o gP ow  

ヘンリー定 数  比 重  

温

度  

℃  

状

態  

400  ベンゼン  C 6 H 6  7 8 . 1   5 . 5   8 0 . 1   1 0 0  
m m H

g  

2 6 . 1

℃  
1 . 8  g / l  2 5℃  2 . 1 3   

5 7 8  

P a ・m 3 / m o l  

0 . 8 7 8

7  
1 5  L  

401  
１，２，４－ベンゼントリカルボン酸

１，２－無 水 物  
C 9 H 4 O 5  1 9 2 . 1   

1 6 1 - 1 6 3

. 5  
 3 9 0   1 . 1 6 X 1 0 - 9  m m H

g  
2 5℃  

僅 かに可

溶  
  1 . 9 5  

（計 算

値 ）  
 1 . 6   S  

402  
２－（２－ベンゾチアゾリルオキシ）

－Ｎ－メチルアセトアニリド（別 名 メ

フェナセット）  

C 1 6 H 1 4 N 2 O 2 S  2 9 8 . 4   1 3 4 . 8        4  
m g /

l  
2 0℃  3 . 2 3      S  

403  ベンゾフェノン  C 1 3 H 1 0 O  1 8 2 . 2   4 7 . 8   3 0 5 . 4   1 . 9 3 x 1 0 - 3  
m m H

g  
2 5℃  1 3 7  

m g /

l  
2 5℃  3 . 1 8   

0 . 1 9 6 5 7  

P a ・m 3 / m o l  
1 . 1 1   S  

404  ペンタクロロフェノール  C 6 HC l 5 O  2 6 6 . 3   1 9 1   
3 0 9 - 3 1 0 （分

解 ）  
1 . 1 X 1 0 - 4   2 5℃  1 4  1 4  

2 6 . 7

℃  
5 . 1 2   

0 . 2 7 9  

P a ・m 3 / m o l  
1 . 9 7 8  2 2  S  

405  ほう素 化 合 物                     

406  ポリ塩 化 ビフェニル（別 名 ＰＣＢ）     3 4 0 - 3 7 5        0 . 7  
m g /

l  
2 5℃  7 . 1    1 . 4 4  3 0  L  

407  

ポリ（オキシエチレン）＝アルキル

エーテル（アルキル基 の炭 素 数 が

１２から１５までのもの及 びその混

合 物 に限 る。）  

( C 2 H 4 O ) m C n H 2

n + 2 O  
                  

408  
ポリ（オキシエチレン）＝オクチルフ

ェニルエーテル  

( C 2 H 4 O ) m C 1 4 H

2 2 O  
                  

409  
ポリ（オキシエチレン）＝ドデシルエ

ーテル硫 酸 エステルナトリウム  

( C 2 H 4 O ) m C 1 2

H 2 6 O 4 S . N a  
      1 . 5 1 x 1 0 - 1 5  

m m H

g   
2 5℃  1 8 7  

m g /

l   
2 5℃  1 . 6 2  

（計 算

値 ）  

0 . 0 0 7 1 2  

P a ・m 3 / m o l  
   

410  
ポリ（オキシエチレン）＝ノニルフェ

ニルエーテル  

( C 2 H 4 O ) m C 1 5 H

2 4 O  
                  

411  ホルムアルデヒド  C H 2 O  3 0 . 0   - 9 2   - 1 9 . 5   1 0  
m m H

g  
- 8 8℃  5 5 0  g / l   0 . 3 5    1 . 0 6 7  

A I R

=  1  
G  

412  マンガン及 びその化 合 物                     

413  無 水 フタル酸  C 8 H 4 O 3  1 4 8 . 1   1 3 0 . 8   2 9 5   1  
m m H

g  

9 6 . 5

℃  
6  g / l   1 . 6    1 . 5 3  2 0  S  

415  メタクリル酸  C 4 H 6 O 2  8 6 . 1   1 6   1 6 3   0 . 9 7 5  
m m H

g  
2 5℃  8 . 9 0 x 1 0 4  

m g /

l  
2 5℃  0 . 9 3   

0 . 1 2 6  

P a ・m 3 / m o l  

1 . 0 1 5

3  
2 0  L  

420  メタクリル酸 メチル  C 5 H 8 O 2  1 0 0 . 1   - 4 8   1 0 0   3 8 . 5  
m m H

g  
2 0℃  1 . 5 9 x 1 0 4  m g /

l  
2 5℃  1 . 3 8   

3 2 . 3  

P a ・m 3 / m o l  
0 . 9 4 4  2 0  L  



 Ⅲ-385 

管

理  

番

号  

物 質 名  組 成 式  
分 子

量  
融 点 ℃   沸 点 ℃  蒸 気 圧  温 度  水 溶 解 度  

温

度  

ｵｸﾀﾉｰﾙ－水 分

配 係 数  

L o gP ow  

ヘンリー定 数  比 重  

温

度  

℃  

状

態  

422  
（Ｚ）－２’－メチルアセトフェノン＝

４，６－ジメチル－２－ピリミジニル

ヒドラゾン（別 名 フェリムゾン）  

C 1 5 H 1 8 N 4  2 5 4 . 3   1 7 5 . 5        1 6 2  
m g /

l  
3 0℃  2 . 9 8      S  

424  メチル＝イソチオシアネート  C 2 H 3 NS  7 3 . 1   3 5   1 1 9  
( 7 5 8 m

m Hg )  
1 9  

m m H

g  
2 0℃  7 . 6  g / l  2 0℃  0 . 9 4   

2 4 . 4  

P a ・m 3 / m o l  

1 . 0 6 9

1  
3 7  

L /

S  

426  
Ｎ－メチルカルバミン酸 ２，３－ジヒ

ドロ－２，２－ジメチル－７－ベンゾ

［ｂ］フラニル（別 名 カルボフラン）  

C 1 2 H 1 5 NO 3  2 2 1 . 3   1 5 3 - 1 5 4     3 . 4 X 1 0 - 6  m m H

g  
2 5℃  7 0 0  p p m  2 5℃  2 . 3 2   

1 . 4 3× 1 0 - 4  

P a ・m 3 / m o l  1 . 1 8  2 0  S  

427  
Ｎ－メチルカルバミン酸 １－ナフチ

ル（別 名 カルバリル又 はＮＡＣ）  
C 1 2 H 1 1 NO 2  2 0 1 . 2   1 4 5   分 解   4 . 1 X 1 0 - 2  m P a  2 5℃  1 2 0  

m g /

l  
3 0℃  2 . 3 6   

6 . 8 8× 1 0 - 5  

P a ・m 3 / m o l  1 . 2 3 2  2 0  S  

428  
Ｎ－メチルカルバミン酸 ２－ｓｅｃ－

ブチルフェニル（別 名 フェノブカル

ブ又はＢＰＭＣ）  

C 1 2 H 1 7 NO 2  2 0 7 . 3   3 1 . 5   1 1 2 . 5      4 2 0  
m g /

l  
2 0℃  2 . 7 8      

L /

S  

431  

メチル＝（Ｅ）－２－｛２－［６－（２

－シアノフェノキシ）ピリミジン－４

－イルオキシ］フェニル｝－３－メト

キシアクリラート（別 名 アゾキシス

トロビン）  

C 2 2 H 1 7 N 3 O 5  4 0 3 . 4   1 1 6   

3 4 5

（分

解 . ）  

 8 . 2 5 x 1 0 - 1 3  
m m H

g  
2 5℃  6  

m g /

l  
2 0℃  2 . 5   

0 . 0 0 0 0 0  

P a ・m 3 / m o l  
1 . 2 5  2 5  S  

433  
Ｎ－メチルジチオカルバミン酸 （別

名 カーバム）  
C 2 H 5 NS 2  1 0 7 . 2                   

436  アルファ－メチルスチレン  C 9 H 1 0  1 1 8 . 2   - 2 3 . 2   
1 6 3 - 1

6 4  
 1 . 9  t o r r  2 0℃  5 6 0  p p m  2 5℃  3 . 4 8   

5 3 . 4  

P a ・m 3 / m o l  

0 . 9 0 8

2  
2 0  L  

438  メチルナフタレン                     

439  ３－メチルピリジン  C 6 H 7 N  9 3 . 1   - 1 8 . 3   
1 4 3 - 1

4 4  
 6 . 0 5  

m m H

g  
2 5℃  1 . 0 0 x 1 0 6  

m g /

l  
2 5℃  1 . 2   

0 . 0 7 5 1  

P a ・m 3 / m o l  

0 . 9 6 1

3  
1 5  L  

442  
２－メチル－Ｎ－［３－（１－メチル

エトキシ）フェニル］ベンズアミド

（別 名 メプロニル）  

C 1 7 H 1 9 NO 2  2 6 9 . 4   9 2 . 5   2 7 6 . 5  
( 3 9 9 0

P a )  
4 . 2 0 x 1 0 - 7  

m m H

g  
2 0℃  5 6 0  

m g /

l  
2 0℃  3 . 6 6   

0 . 0 0 1 1 9  

P a ・m 3 / m o l  
1 . 1 3 8  2 0  S  



 Ⅲ-386 

管

理  

番

号  

物 質 名  組 成 式  
分 子

量  
融 点 ℃   沸 点 ℃  蒸 気 圧  温 度  水 溶 解 度  

温

度  

ｵｸﾀﾉｰﾙ－水 分

配 係 数  

L o gP ow  

ヘンリー定 数  比 重  

温

度  

℃  

状

態  

443  
Ｓ－メチル－Ｎ－（メチルカルバモ

イルオキシ）チオアセトイミダート

（別 名 メソミル）  

C 5 H 1 0 N 2 O 2 S  1 6 2 . 2   7 8     5 . 4 0 x 1 0 - 6  
m m H

g  
2 5℃  5 . 8 0 x 1 0 4  

m g /

l  
2 5℃  0 . 6   

0 . 0 0 0 0 0  

P a ・m 3 / m o l  

1 . 2 9 4

6  

 

2 4  S  

444  

メチル＝（Ｅ）－メトキシイミノ－（２

－｛［（｛ （Ｅ）－１－［３－（トリフルオ

ロメチル）フェニル］エチリデン｝アミ

ノ）オキシ］メチル｝フェニル）アセタ

ート（別 名 トリフロキシストロビン）  

C 2 0 H 1 9 F 3 N 2 O 4  4 0 8 . 4   7 2 . 9   約 3 1 2   2 . 5 0 x 1 0 - 8  
m m H

g  
2 5℃  0 . 6 1  

m g /

l  
2 5℃  4 . 5   

0 . 0 0 2 3 0  

P a ・m 3 / m o l  
1 . 3 6  2 1  S  

445  

メチル＝（Ｅ）－メトキシイミノ［２－

（オルト－トリルオキシメチル）フェ

ニル］アセタート（別 名 クレソキシム

メチル）  

C 1 8 H 1 9 NO 4  3 1 3 . 4   9 9   3 1 0   1 . 7 2 x 1 0 - 8  
m m H

g  
2 0℃  2  

m g /

l  
2 0℃  3 . 4   

0 . 0 0 0 3 6  

P a ・m 3 / m o l  
1 . 2 5 8  2 0  S  

446  ４，４’－メチレンジアニリン  C 1 3 H 1 4 N 2  1 9 8 . 3   9 1 . 5 - 9 2   
3 9 8 - 3

9 9  

( 7 6 8 m

m Hg )  
1  

m m H

g  
1 9 7℃  1  g / l  2 5  1 . 5 9      S  

448  
メチレンビス（４，１－フェニレン）＝

ジイソシアネート  
                   

449  
３－メトキシカルボニルアミノフェニ

ル＝３’－メチルカルバニラート（別

名 フェンメディファム）  

C 1 6 H 1 6 N 2 O 4  3 0 0 . 3   1 4 3     1 . 0 0 x 1 0 - 1 1  
m m H

g  
2 5℃  4 . 7  

m g /

l  
2 5℃  3 . 5 9   

0 . 0 0 0 0 0  

P a ・m 3 / m o l  

1 . 2 6 2

6  
2 5  S  

450  

Ｎ－（６－メトキシ－２－ピリジル）

－Ｎ－メチルチオカルバミン酸 Ｏ－

３－ターシャリ－ブチルフェニル

（別 名 ピリブチカルブ）  

C 1 8 H 2 2 N 2 O 2 S  3 3 0 . 4   8 6        0 . 3 2  
m g /

l  
2 0℃  5 . 1 8      S  

453  モリブデン及 びその化 合 物                     

456  りん化 アルミニウム  A l P  5 7 . 9 6   2 5 5 0     3 . 3 9 x 1 0 - 1 1  
m m H

g  
2 5℃  

r e a c t s  w i t h  

H 2 O  
 - 0 . 1 7    2 . 4  2 5  S  

457  
りん酸 ジメチル＝２，２－ジクロロ

ビニル（別 名 ジクロルボス又はＤＤ

ＶＰ）  

C 4 H 7 C l 2 O 4 P  2 2 1 . 0  <  2 5   1 4 0  
( 2 0 m

m Hg )  
0 . 0 1 5 8  

m m H

g  
2 5℃  C a  1 0  g / l  2 0℃  1 . 4 7   

0 . 0 4 6 5  

P a ・m 3 / m o l  
1 . 4 1 5  2 5  L  

458  りん酸 トリス（２－エチルヘキシル）                     

459  りん酸 トリス（２－クロロエチル）  C 6 H 1 2 C l 3 O 4 P  2 8 5 . 5  ≦  - 5 5   3 3 0   0 . 0 6 1 2 5  
m m H

g  
2 5℃  7 . 0 0 x 1 0 3  p p m   1 . 4 3   

0 . 3 3 3  

P a ・m 3 / m o l  
1 . 4 2 5  2 0  L  

460  りん酸 トリトリル  C 2 1 H 2 1 O 4 P  3 6 8 . 4   - 3 3   2 6 5   6 . 0 0 x 1 0 - 7  
m m H

g  
2 5℃  0 . 3 6  

m g /

l  
2 5℃  5 . 1 1   

0 . 0 8 1 8 7  

P a ・m 3 / m o l  
1 . 2 4 7   L  



 Ⅲ-387 

管

理  

番

号  

物 質 名  組 成 式  
分 子

量  
融 点 ℃   沸 点 ℃  蒸 気 圧  温 度  水 溶 解 度  

温

度  

ｵｸﾀﾉｰﾙ－水 分

配 係 数  

L o gP ow  

ヘンリー定 数  比 重  

温

度  

℃  

状

態  

461  りん酸 トリフェニル  C 1 8 H 1 5 O 4 P  3 2 6 . 3   5 0 . 5   2 4 5  
( 1 1 m

m Hg )  
6 . 2 8 x 1 0 - 6  

m m H

g  
2 5℃  1 . 9  

m g /

l  
2 5℃  4 . 5 9   

0 . 3 3 5 3 9  

P a ・m 3 / m o l  

1 . 2 0 5

5  
5 0  S  

462  りん酸 トリ－ノルマル－ブチル  C 1 2 H 2 7 O 4 P  2 6 6 . 3  <  - 8 0   2 8 9  
（分

解 ）  
0 . 8  

m m H

g  
1 1 4℃  2 8 0  

m g /

l  
 4    0 . 9 7 6  2 5  L  

468  
４－アリル－１，２－ジメトキシベン

ゼン  
C 1 1 H1 4 O 2  

1 7 8 . 2

3  
  - 4    2 6 2 . 6    0 . 0 1  

m m H

g  
  5 0 0  

m g /

L  
  2 . 5    

5 . 6 X 1 0 - 6  

a tm -㎡ / m o l   

 

1 . 0 3 2

- 1 . 0 3

6  

    

477  
４，４’－オキシビスベンゼンスルホ

ニルヒドラジド  

C 1 2 H1 4 N4 O 5

S 2  
3 5 8 . 4    1 3 0    -    

6 . 9 1 X 1 0 - 1

1  

m m  

Hg  
  

7 . 9 X 1 0 +

3   

m g /

L  
  - 0 . 1     

1 . 2 6 X 1 0 - 1 7  

a tm -㎡ / m o l   
1 . 5 2      

490  

２－［４－（２，４－ジクロロ－メタ－

トルオイル）－１，３－ジメチル－５

－ピラゾリルオキシ］－４－メチル

アセトフェノン  

C 2 2 H2 0 C l 2 N2

O 3  
4 3 1 . 3    1 3 3 . 3    5 2 6 . 9 2    9 . 7 0 E - 0 8  

m m H

g  
  0 . 1 3  

m g /

L  
  4 . 7    

1 . 3 6 7 E - 0 0 9  

a tm -㎡ / m o l e  

1 . 3±

0 . 1  g /

㎤  

    

498  １，３－ジクロロ－２－プロパノール  C 3 H6 C l 2 O  
1 2 8 . 9

8  
  - 4    1 7 6    0 . 7 5  

m m H

g  
  6 0 8 2 0  

m g /

L  
  0 . 8    

8 . 0 8 7 E - 0 0 7  

a tm -㎡ / m o l e  
1 . 3 5      

507  １，２－ジブロモエタン  C 2 H4 B r 2  
1 8 7 . 8

6  
  1 0    1 3 1    1 1 . 2  

m m H

g  
  2 0 4 8 . 2  

m g /

L  
  2    

6 . 5 0 X 1 0 - 4  

a tm -㎡ / m o l e   
2 . 2      

511  ジベンジルエーテル  C 1 4 H1 4 O  
1 9 8 . 2

6  
  3 . 6    2 9 8    0  

m m H

g  
  4 0  

m g /

L  
3 5℃  3 . 3      

1 . 0 4 0

- 1 . 0 4

5  

    

522  １，１，２，２－テトラクロロエタン  C 2 H2 C l 4  1 6 7 . 8    - 4 2 , 5    1 4 6 . 5    4 . 6 2  
m m H

g  
  1 8 5 4 . 8  

m g /

L  
  2 . 4    

4 . 2 0 X 1 0 - 4  

a tm -㎡ / m o l e   
1 . 5 9      

528  トリブロモメタン  C HB r 3  
2 5 2 . 7

3  
  8 . 3    1 4 9 . 5    5 . 4  

m m H

g  
  1 0 0 0  

m g /

L  
2 0℃  2 . 8    

5 . 3 5 X 1 0 - 4  

a tm -㎡ / m o l   
2 . 9      

530  
ナトリウム＝１，１’－ビフェニル－

２－オラート  
C 1 2 H9 Na O  

1 9 2 . 1

9  
  7 8              

1 0 0 0 0 0  

以 上  

m g /

L  
2 0℃              

557  
メチル＝ベンゾイミダゾール－２－

イルカルバマート  
C 9 H9 N3 O 2  

1 9 1 . 1

9  
  3 0 2 - 3 0 7    4 0 4 . 7 3    7 . 5 0 E - 1 0  

m m H

g  
  8  

m g /

L  
  1 . 5    

1 . 5 X 1 0 - 1 2  

a tm -㎡ / m o l e   

1 . 4 5  

g /㎤  
    

562  りん酸 ジブチル＝フェニル  C 1 4 H2 3 O 4 P  2 8 6 . 3    8 7 . 4 6    
1 3 1 - 1

3 2   
  1 . 4 X 1 0 - 5  

m m H

g  
  9 6  

m g /

L  
  4 . 3    

5 . 0 X 1 0 - 7  c u  

c m / m o l e c - s e

c   

1 . 0 6 9

1  
    

563  
亜 鉛 ＝ビス（２－メチルプロパ－２

－エノアート）  
C 8 H1 0 O 4 Z n  2 3 5 . 5    2 2 9 - 2 3 2                                

564  アクリル酸 ２－エチルヘキシル  C 1 1 H2 0 O 2  
1 8 4 . 2

7  
  - 9 0    2 1 3 . 5    0 . 1 8  

 

m m H

g  

  5 . 4 3 E - 0 4  M    3 . 8    
0 . 0 0 0 4 3 2  

a tm -㎡ / m o l   
0 . 8 9      

565  アクリル酸 重 合 物                                        

566  

アジピン酸 、（Ｎ－（２－アミノエチ

ル）エタン－１，２－ジアミン又 は

Ｎ，Ｎ’－ビス（２－アミノエチル）エ

タン－１，２－ジアミン）と２－（クロ

ロメチル）オキシランの重 縮 合 物  

C 1 3 H2 8 C l N3

O 5  

3 4 1 . 8

3  
                                  



 Ⅲ-388 

管

理  

番

号  

物 質 名  組 成 式  
分 子

量  
融 点 ℃   沸 点 ℃  蒸 気 圧  温 度  水 溶 解 度  

温

度  

ｵｸﾀﾉｰﾙ－水 分

配 係 数  

L o gP ow  

ヘンリー定 数  比 重  

温

度  

℃  

状

態  

567  
アジピン酸 ジ－２－エチルヘキシ

ル  
C 2 2 H4 2 O 4  3 7 0 . 6    - 6 7 . 8    4 1 7    8 . 5 0 E - 0 7  

m m H

g  
  2 . 1 0 E - 0 6  M    6 . 8    

4 . 3 4 e - 0 7  

a tm -㎡ / m o l e  

3 .  

0 . 9 2  
    

568  アセチルアセトン  C 5 H8 O 2  
1 0 0 . 1

2  
  - 2 3    1 4 0    2 . 9 6  

m m H

g  
  0 . 1 6  g / L    0 . 4    

2 . 3 5 X 1 0 - 6  

a tm -㎡ / m o l   
0 . 9 8      

569  

１－アセチル－１，２，３，４－テトラ

ヒドロ－３－［（３－ピリジルメチル）

アミノ］－６－［１，２，２，２－テトラ

フルオロ－１－（トリフルオロメチ

ル）エチル］キナゾリン－２－オン  

C 1 9 H1 5 F 7 N4

O 2  
4 6 4 . 3    2 0 8 . 8 4 *    

4 6 1 . 5

± 5 5 . 0  

*  

  
0 . 0± 1 . 1   

*  

m m H

g  
2 5℃  3 8 6 . 4 *  

m g /

L  
  3 . 1    

7 . 7 6 4 E - 0 1 3  

a tm -㎡

/ m o l e *  

1 . 5±

0 . 1  g /

㎤ *  

    

570  オルト－アミノフェノール  C 6 H7 NO  
1 0 9 . 1

3  
  1 7 0 - 1 7 4     -    5 X 1 0 - 4   H g    0 . 1 8  M    0 . 6    

2 X 1 0 - 1 0  

a tm -㎡ / m o l e   

1 . 3  g /

㎤  
    

571  
３－アリルオキシ－１，２－ベンゾイ

ソチアゾール－１，１－ジオキシド  
C 1 0 H9 N O 3 S  

2 2 3 . 2

5  
  1 3 8 . 5    

3 5 0 . 1 3

*  
  0 . 0 0 0 1 3 1 *  

m m H

g  
2 5℃  6 . 7 2 E - 0 4  M    1 . 4    

1 . 3 1 0 E - 0 0 9  

a tm -㎡

/ m o l e *  

1 . 3±

0 . 1  g /

㎤ *  

    

572  アリル＝ヘキサノアート  C 9 H1 6 O 2  
1 5 6 . 2

2  
  - 2 2 . 2 6    - 2 2 . 2 6    0 . 7 2 1 *  

m m H

g  
  1 4 7 . 5 3  

m g /

L  
  2 . 7    

1 . 0 8 9 E - 0 0 3  

a tm -㎡

/ m o l e *  

0 . 8 8 4

- 0 . 8 9

0  

    

573  アリル＝ヘプタノアート  C 1 0 H1 8 O 2  
1 7 0 . 2

5  
  - 6 6    

2 0 9 . 2 5

*  
  0 . 2 2 7  *  

m m H

g  
2 5℃  4 6 . 6 8 7  

m g /

L  
  3 . 2    

1 . 1 3 9 E - 0 0 3  

a tm -㎡

/ m o l e *  

0 . 8 8 0

- 0 . 8 8

5  

    

574  

［ （３－アルカンアミドプロピル）（ジ

メチル）アンモニオ］アセタート（ア

ルカンの構 造 が直 鎖 であり、か

つ、当 該 アルカンの炭 素 数 が８、

１０、１２、１４、１６又 は１８のもの

及 びその混 合 物 に限 る。）及 び

（Ｚ）－［［３－（オクタデカ－９－エ

ンアミド）プロピル］（ジメチル）アン

モニオ］アセタート並 びにこれらの

混 合 物  

                                      

575  

（３－アルカンアミドプロピル）（メチ

ル）［２－（アルカノイルオキシ）エチ

ル］アンモニウム＝クロリド（アルカ

ン及 びアルカノイルの構 造 が直 鎖

であり、かつ、当 該 アルカン及 び

当 該 アルカノイルのそれぞれの炭

素 数 が１４、１６又 は１８のもの及

びその混 合 物 に限 る。）  

                                      

576  

アルカン－１－アミン（アルカンの

構 造 が直 鎖 であり、かつ、当 該 ア

ルカンの炭 素 数 が８、１０、１２、１

４、１６又 は１８のもの及 びその混

合 物 に限 る。）、（Ｚ）－オクタデカ

－９－エン－１－アミン及 び（９Ｚ，
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管

理  

番

号  

物 質 名  組 成 式  
分 子

量  
融 点 ℃   沸 点 ℃  蒸 気 圧  温 度  水 溶 解 度  

温

度  

ｵｸﾀﾉｰﾙ－水 分

配 係 数  

L o gP ow  

ヘンリー定 数  比 重  

温

度  

℃  

状

態  

１２Ｚ）－オクタデカ－９，１２－ジエ

ン－１－アミン並 びにこれらの混

合 物  

577  

アルカン－１－アミン（アルカンの

構 造 が直 鎖 であり、かつ、当 該 ア

ルカンの炭 素 数 が８、１０、１２、１

４、１６又 は１８のもの及 びその混

合 物 に限 る。）のオキシラン重 付

加 物 、（Ｚ）－オクタデカ－９－エン

－１－アミンのオキシラン重 付 加

物 及 び（９Ｚ，１２Ｚ）－オクタデカ

－９，１２－ジエン－１－アミンのオ

キシラン重 付 加 物 の混 合 物  

                                      

578  

アルファ－アルキル－オメガ－ヒド

ロキシポリ（オキシエタン－１，２－

ジイル）（アルキル基 の炭 素 数 が

１６から１８までのもの及 びその混

合 物 であって、数 平 均 分 子 量 が

１，０００未 満 のものに限 る。）及

びアルファ－アルケニル－オメガ－

ヒドロキシポリ（オキシエタン－１，

２－ジイル）（アルケニル基 の炭 素

数 が１６から１８までのもの及 びそ

の混 合 物 であって、数 平 均 分 子

量 が１，０００未 満 のものに限

る。）並 びにこれらの混 合 物  

                                      

579  

アルファ－アルキル－オメガ－ヒド

ロキシポリ［オキシエタン－１，２－

ジイル／オキシ（メチルエタン－１，

２－ジイル）］（アルキル基 の構 造

が分 枝 であり、かつ、当 該 アルキ

ル基の炭 素 数 が９から１１までの

ものの混 合 物 （当 該 アルキル基

の炭 素 数 が１０のものを主 成 分 と

するものに限 る。）に限 る。）  

                                      

580  

アルファ－アルキル－オメガ－ヒド

ロキシポリ（オキシエチレン）（アル

キル基の炭 素 数 が９から１１まで

のもの及 びその混 合 物 であって、

数 平 均 分 子 量 が１，０００未 満 の

ものに限 る。）  

C 1 1 H2 4 O  

1 7 2 . 3

0 8  

D a *  

  - 2 0    
2 0 6 . 4 7

*  
  1 . 3 2 *      8 . 8 3 2 *  

m g /

L  
  4 . 7 *    

3 . 3 8 9 E - 0 0 2  

a tm -㎡ / m o l *  

0 . 8±

0 . 1  g /

㎤ *  

    

581  
アルキル（ベンジル）（ジメチル）ア

ンモニウムの塩 （アルキル基 の炭

素 数 が１２から１６までのもの及 び
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管

理  

番

号  

物 質 名  組 成 式  
分 子

量  
融 点 ℃   沸 点 ℃  蒸 気 圧  温 度  水 溶 解 度  

温

度  

ｵｸﾀﾉｰﾙ－水 分

配 係 数  

L o gP ow  

ヘンリー定 数  比 重  

温

度  

℃  

状

態  

その混 合 物 に限 る。）  

582  
アルミニウム＝トリス（エチル＝ホ

スホナート）  
                                      

583  安 息 香 酸 ベンジル  C 1 4 H1 2 O 2  
2 1 2 . 2

4  
  2 1    3 2 4    2 . 2 4 E - 0 4  

m m H

g   
  2 5  

m g /

L  
  4    

2 . 3 4 X 1 0 - 7  

a tm -㎡ / m o l   
3 .  1 . 1      

584  アントラセン－９，１０－ジオン  C 1 4 H8 O 2  
2 0 8 . 2

1  
  2 8 6    3 8 0    1 . 1 6 E - 0 7  

m m H

g   
  6 . 4 8 E - 0 6  M    3 . 4    

2 . 3 5 X 1 0 - 8  

a tm -㎡ / m o l e   

1 . 4  g /

㎤  
    

585  

アルファ－（イソシアナトベンジル）

－オメガ－（イソシアナトフェニル）

ポリ［（イソシアナトフェニレン）メチ

レン］  

C 8 H7 NO 2  
1 4 9 . 1

5  
  3 8    2 0 0    

1 X 1 0 - 4以

下  

m m H

g   
  1 . 8 3 6  *  

m g /

L  
  4 . 9 3 *    

 7 . 5 0 9 E - 0 0 5  

a tm -㎡

/ m o l e *  

1 . 2  

2 0℃  
    

586  
イソプロピル＝３－クロロカルバニ

ラート  

C 1 0 H1 2 C l NO

2  

2 1 3 . 6

6  
  4 1    2 4 6    1 . 8 0 E - 0 4  

m m H

g   
  9 0  

m g /

L  
  3 . 5    

5 . 7 X 1 0 - 7  

a tm  c u  

m / m o l   

1 . 1 8  

g /㎤  
    

587  
３－（４－イソプロピルフェニル）－

２－メチルプロパナール  
C 1 3 H1 8 O  

1 9 0 . 2

8  
  2 9 . 1    2 7 0 . 2 9    2 2 . 7  

m m H

g   
  4 5 . 0 4 8  

m g /

L  
  3 . 3    

 2 . 5 1 6 E - 0 0 1  

a tm -㎡ / m o l e  

0 . 9 4 6

- 0 . 9 5

2  

    

588  
４－イソプロピル－３－メチルフェノ

ール  
C 1 0 H1 4 O  

1 5 0 . 2

2  
  1 1 2    2 3 3 . 8    0 . 0 1 7 5 *  

m m H

g   
  2 8 6 *  

m g /

L  
  3    

1 . 2 0 9 E - 0 0 5  

a tm -㎡

/ m o l e *  

1 . 0±

0 . 1  g /

㎤ *  

    

589  
１，１’－（イミノジオクタメチレン）ジ

グアニジン＝トリアセタート  
C 2 4 H5 3 N7 O 6  5 3 5 . 7                                    

590  エチリデンノルボルネン  C 9 H1 2  
1 2 0 . 1

9  
  - 8 0  *    1 4 8    4  

m m H

g   
  7 . 4 0 E - 0 5  M    2 . 2    

6 . 0 8 4 E - 0 0 2  

a tm -㎡

/ m o l e *  

0 . 9      

591  エチルシクロヘキサン  C 8 H1 6  
1 1 2 . 2

1  
  - 1 1 1    1 3 1 . 7    1 2 . 8 3  

m m H

g   
  5 . 6 1 E - 0 5  M    4    

4 . 2 1 1 E - 0 0 1  

a tm -㎡

/ m o l e *  

0 . 7 8 8  

2 0℃  
    

592  
５－エチル－５，８－ジヒドロ－８－

オキソ－［１，３］ジオキソロ［４，５

－ｇ］キノリン－７－カルボン酸  

C 1 3 H1 1 NO 5  
2 6 1 . 2

3  
  3 1 4 - 3 1 6     

4 2 6 . 5 8

*  
  

1 . 0 2 E - 0 0 9

*  

m m H

g   
  1 . 2 2 E - 0 5  M    - 0 . 2    

 4 . 3 7 9 E - 0 1 4  

a tm -㎡

/ m o l e *  

1 . 5±

0 . 1  g /

㎤ *  

    

593  
Ｎ－エチル－Ｎ，Ｎ－ジメチルテトラ

デカン－１－アミニウムの塩  
                                      

594  
エチレングリコールモノブチルエー

テル  
C 6 H1 4 O 2  

1 1 8 . 1

7  
  - 7 5    1 8 1 . 1 4    0 . 8 8  

m m H

g  
  1 . 5 5 E + 0 5  

m g /

L  
  0 . 8    

1 . 6 X 1 0 - 6  

a tm -㎡ / m o l e   
0 . 9      

595  
エチレンジアミン四 酢 酸 並 びにそ

のカリウム塩 及 びナトリウム塩  

C 1 0 H1 2 N2 O 8

Na 4  

3 8 0 . 1

7  
  -              5 0 0 0 0 0  

m g /

L  
2 0℃              

596  
（４－エトキシフェニル）［３－（４－

フルオロ－３－フェノキシフェニル）

プロピル］ジメチルシラン  

C 2 5 H2 9 F O 2 S i  4 0 8 . 6    
1 7 6 . 2 5  

*  
  

4 5 7 . 1 9

*  
  1 . 8 8 E - 0 8  

m m H

g  
  2 . 4 5 E - 0 9  M    9 . 6 3 *    

6 . 5 1 3 E - 0 0 4  

a tm -㎡

/ m o l e *  

1 . 1±

0 . 1  g /

㎤ *  

    

597  
塩 化 直 鎖 パラフィン（炭 素 数 が１

４から１７までのもの及 びその混 合

物 に限 る。）  
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理  

番

号  

物 質 名  組 成 式  
分 子

量  
融 点 ℃   沸 点 ℃  蒸 気 圧  温 度  水 溶 解 度  

温

度  

ｵｸﾀﾉｰﾙ－水 分

配 係 数  

L o gP ow  

ヘンリー定 数  比 重  

温

度  

℃  

状

態  

598  
塩 素 酸 並 びにそのカリウム塩 及

びナトリウム塩  
                                      

599  
オキサシクロヘキサデカン－２－オ

ン  
C 1 5 H2 8 O 2  

2 4 0 . 3

8  
  3 2    

3 6 4 . 4 7  

*  
  

5 . 1 7 E - 0 0 5

*  

m m H

g  
  3 7 . 5 1 3 *  

 

m g /

L  

  5 . 8    

1 . 1 0 2 E - 0 0 4  

a tm -㎡

/ m o l e *  

0 . 9 1 8  

g / m L  
    

600  オクタブロモジフェニルエーテル  C 1 2 H2 B r 8 O  2 3 5 . 5    2 2 1 - 2 2 2     

5 4 3 . 5

± 5 0 . 0  

*  

  0 . 0± 1 . 4  *  
m m H

g  
        1 0 . 1 7 *      

2 . 8±

0 . 1  g /

㎤ *  

    

601  オクタメチルシクロテトラシロキサン  C 8 H2 4 O 4 S i 4  
2 9 6 . 6

1  
  1 7 . 5    1 7 5    1 . 0 5  

m m H

g  
  1 . 6 9 E - 0 8  M        

1 2 . 0 0  a tm -㎡

/ m o l e  
0 . 9 6      

602  
過 塩 素 酸 並 びにそのアンモニウ

ム塩 、カリウム塩 、ナトリウム塩 、

マグネシウム塩 及 びリチウム塩  

                                      

603  過 酢 酸  C 2 H4 O 3  7 6 . 0 5    0    1 1 0    1 4 . 4 6  
m m H

g  
  1 3 . 1 5  M    - 0 . 4     

2 . 1 4 e - 0 6  

a tm -㎡ / m o l e  
1 . 2      

604  
カリウム＝ジエチルジチオカルバマ

ート  
C 5 H1 0 K NS 2  1 8 7 . 4                                    

605  
グリホサート並 びにそのアンモニウ

ム塩 、イソプロピルアミン塩 、カリ

ウム塩 及 びナトリウム塩  

                                      

606  

１－（２－クロロイミダゾ［１，２－ａ］

ピリジン－３－イルスルホニル）－

３－（４，６－ジメトキシピリミジン－

２－イル）尿 素  

C 1 4 H1 3 C l N6

O 5 S  
4 1 2 . 8    

1 7 8 . 6 - 1

8 0 . 7   
  

6 3 8 . 2 9

*  
  3 . 3 8 E - 1 0  

m m H

g  
  4 2 9  

m g /

L  
  3    

3 . 7 X 1 0 - 1 1  

a tm -㎡ / m o l e  
1 . 6 5 2  

2 0

℃  
  

607  

２－クロロ－２’－エチル－Ｎ－

［（１Ｓ）－２－メトキシ－１－メチル

エチル］－６’－メチルアセトアニリ

ド及 び２－クロロ－２’－エチル－

Ｎ－［（１Ｒ）－２－メトキシ－１－メ

チルエチル］－６’－メチルアセトア

ニリドの混 合 物 （２－クロロ－２’

－エチル－Ｎ－［（１Ｓ）－２－メトキ

シ－１－メチルエチル］－６’－メチ

ルアセトアニリドの含 有 率 が８０重

量 パーセント以 上 のものに限 る。）  

C 1 5 H2 2 C l NO

2  

2 8 3 . 7

9  
                      3 . 1            

608  

３－（４－クロロ－５－シクロペンチ

ルオキシ－２－フルオロフェニル）

－５－イソプロピリデン－１，３－オ

キサゾリジン－２，４－ジオン  

C 1 7 H1 7 C l F N

O 4  
3 5 3 . 8    1 0 4    5 0 8 . 3 1    2 . 8 6 E - 0 9  

m m H

g  
  6 . 1 1 E - 0 7  M    4 . 7    

 9 . 9 3 5 E - 0 1 0  

a tm -㎡ / m o l e  

1 . 4±

0 . 1  g /

㎤   

    

609  
５－クロロ－２－（２，４－ジクロロ

フェノキシ）フェノール  
C 1 2 H7 C l 3 O 2  2 8 9 . 5    5 5 - 5 7     1 2 0    4 . 6 X 1 0 - 6   

m m H

g  
2 0℃  3 . 4 5 E - 0 5  M    5    

2 . 1 X 1 0 - 8  

a tm - c m  

m / m o l e   

1 . 5±

0 . 1  g /

㎤  

    

610  
（ＲＳ）－５－クロロ－Ｎ－（１，３－

ジヒドロ－１，１，３－トリメチルイソ

C 1 7 H2 0 C l N3

O 2  
3 3 3 . 8    2 0 4 . 0 8    4 8 1 . 7 6    1 . 0 1 E - 0 9  

m m H

g  
  3 . 8 8 2 9  

m g /

L  
  2 . 6    

1 . 9 1 3 E - 0 1 1  

a tm -㎡ / m o l e  

1 . 3±

0 . 1  g /
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理  

番

号  

物 質 名  組 成 式  
分 子

量  
融 点 ℃   沸 点 ℃  蒸 気 圧  温 度  水 溶 解 度  

温

度  

ｵｸﾀﾉｰﾙ－水 分

配 係 数  

L o gP ow  

ヘンリー定 数  比 重  

温

度  

℃  

状

態  

ベンゾフラン－４－イル）－１，３－

ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－４－

カルボキサミド  

㎤  

611  
３’－クロロ－４，４’－ジメチル－

１，２，３－チアジアゾール－５－カ

ルボキサニリド  

C 1 1 H1 0 C l N3

O S  

2 6 7 . 7

4  
  1 9 5 . 4 7    4 6 3 . 3 3    3 . 6 9 E - 0 9  

m m H

g  
  9 . 6  

u g /

m L  
  3    

1 . 1 9 0 E - 0 1 1  

a tm -㎡ / m o l e  

1 . 4±

0 . 1  g /

㎤  

    

612  

（ＲＳ）－２－クロロ－Ｎ－（２，４－

ジメチル－３－チエニル）－Ｎ－（２

－メトキシ－１－メチルエチル）アセ

トアミド  

C 1 2 H1 8 C l NO

2 S  
2 7 5 . 8    1 3 8 . 5 6    3 7 6 . 9    2 . 7 5 E - 0 4  

m m H

g  
  1 1 7 4  

m g /

L  
  2 . 6    

8 . 2 1 X 1 0 - 8  

a tm -㎡ / m o l e   
1 . 1 8 7  

2 5

℃  
  

613  

（Ｓ）－２－クロロ－Ｎ－（２，４－ジ

メチル－３－チエニル）－Ｎ－（２－

メトキシ－１－メチルエチル）アセト

アミド  

C 1 2 H1 8 C l NO

2 S  
2 7 5 . 8  ≧  5 0    

2 8 0  以

上  
  2 . 7 5 E - 0 4  

m m H

g  
  1 4 4 9  

m g /

L  
  2 . 6    

4 . 7 X 1 0 - 9  

a tm -㎡ / m o l  
1 . 1 9 5  

2 5

℃  
  

614  

３－クロロ－Ｎ－（４，６－ジメトキ

シピリミジン－２－イルカルバモイ

ル）－１－メチル－４－（５－メチル

－５，６－ジヒドロ－１，４，２－ジオ

キサジン－３－イル）ピラゾール－

５－スルホンアミド  

C 1 5 H1 8 C l N7

O 7 S  
4 7 5 . 9    2 8 0 . 7 6    6 4 5 . 9 2    6 . 8 3 E - 1 5  

m m H

g  
  6 . 2 0 8 4  

m g /

L  
  1 . 9    

8 . 7 8 3 E - 0 1 7  

a tm -㎡ / m o l e  

1 . 7±

0 . 1  g /

㎤  

    

615  

３－（２－クロロ－１，３－チアゾー

ル－５－イルメチル）－５－メチル

－Ｎ－ニトロ－１，３，５－オキサジ

アジナン－４－イミン  

C 8 H1 0 C lN 5 O

3 S  

2 9 1 . 7

2  
  1 3 9 . 1    3 9 5 . 2 2    

4 . 9 5 X 1 0 - 1

1   

m m H

g  
  

4 . 1 X 1 0 +

3   

m g /

L  
  1 . 5    

4 . 6 3 X 1 0 - 1 5  

a tm -㎡ / m o l   
1 . 5 7  

2 0

℃  
  

616  
（Ｅ）－１－（２－クロロ－１，３－チ

アゾール－５－イルメチル）－３－

メチル－２－ニトログアニジン  

C 6 H8 C lN5 O 2

S  

2 4 9 . 6

8  
  1 7 6 . 8    3 6 3 . 8 6    9 . 8 X 1 0 - 1 0   

m m H

g  
  6 . 5 0 E + 0 5  

m g /

L  
  1 . 3    

2 . 9 X 1 0 - 1 6  

a tm -㎡ / m o l   

1 . 6 1  

g /㎤  

2 0

℃  
  

617  
トランス－Ｎ－（６－クロロ－３－ピ

リジルメチル）－Ｎ’－シアノ－Ｎ－

メチルアセトアミジン  

C 1 0 H1 1 C l N4  
2 2 2 . 6

7  
  9 8 . 9        4 . 3 6 X 1 0 - 5   

m m H

g  
  

2 . 9 5 X 1 0

+ 3   

m g /

L  
  1 . 4    

6 . 9 2 X 1 0 - 8  

a tm -㎡ / m o l   

1 . 3 3 0  

g /㎤  

2 0

℃  
  

618  
１－（６－クロロ－３－ピリジルメチ

ル）－Ｎ－ニトロイミダゾリジン－２

－イリデンアミン  

C 9 H1 0 C lN 5 O

2  

2 5 5 . 6

6  
  1 4 4        7 X 1 0 - 1 2   

m m H

g  
  0  M    1 . 2    

1 . 6 5 X 1 0 - 1 5  

a tm -㎡ / m o l   

1 . 5 4  

g /㎤  
    

619  
３－（６－クロロピリジン－３－イル

メチル）－１，３－チアゾリジン－２

－イリデンシアナミド  

C 1 0 H9 C lN 4 S  
2 5 2 . 7

2  
  1 3 6    -    6 . 0 X 1 0 - 1 2    

m m H

g  
2 0℃  1 5 5 7 8   

m g /

L  
  2 . 2    

1 . 0 8 X 1 0 - 1 4  

a tm -㎡ / m o l e  
1 . 4 6  g  

2 0

℃  
  

620  

２－［２－クロロ－４－メシル－３－

［（テトラヒドロフラン－２－イルメト

キシ）メチル］ベンゾイル］シクロヘ

キサン－１，３－ジオン  

C 2 0 H2 3 C l O 7

S  
4 4 2 . 9    2 4 7 . 1 8    5 7 4 . 0 3    1 . 3 5 E - 1 2  

m m H

g  
  1 . 7 1 E + 0 5  

 

m g /

L  

  1 . 5    
8 . 1 7 6 E - 0 1 4  

a tm -㎡ / m o l e  

1 . 4±

0 . 1  g /

㎤  

    

621  

３－（２－クロロ－４－メシルベンゾ

イル）－４－フェニルスルファニルビ

シクロ［３．２．１］オクタ－３－エン

－２－オン  

C 2 2 H1 9 C l O 4

S 2  
4 4 7    2 5 0 . 8 3    5 8 1 . 8 4    7 . 6 5 E - 1 3  

m m H

g  
  0 . 3 8 2 2  

m g /

L  
  4 . 4    

1 . 1 4 6 E - 0 1 2  

a tm -㎡ / m o l e  

1 . 5±

0 . 1  g /

㎤  
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管

理  

番

号  

物 質 名  組 成 式  
分 子

量  
融 点 ℃   沸 点 ℃  蒸 気 圧  温 度  水 溶 解 度  

温

度  

ｵｸﾀﾉｰﾙ－水 分

配 係 数  

L o gP ow  

ヘンリー定 数  比 重  

温

度  

℃  

状

態  

622  

（Ｅ）－Ｎ－［２－クロロ－５－［１－

（６－メチルピリジン－２－イルメト

キシイミノ）エチル］ベンジル］カル

バミン酸 メチル  

C 1 8 H2 0 C l N3

O 3  
3 6 1 . 8    2 9 . 1    2 7 0 . 2 9    2 2 . 7  

m m H

g  
  4 5 . 0 4 8   

m g /

L  
  3 . 2    

 2 . 5 1 6 E - 0 0 1  

a tm -㎡ / m o l e  

0 . 9±

0 . 1  g /

㎤  

    

623  酢 酸 ヘキシル  C 8 H1 6 O 2  
1 4 4 . 2

1  
  - 8 0 . 9    1 7 1 . 5    1 . 3 2  

m m H

g  
  4 5 3 . 2 5  

m g /

L  
  2 . 4    

5 . 3 0 e - 0 4  

a tm -㎡ / m o l e  

0 . 8 6 8

- 0 . 8 7

2  

    

624  サリチル酸 メチル  C 8 H8 O 3  
1 5 2 . 1

5  
  - 8 . 6    2 2 2    0 . 0 3  

m m H

g  
  4 2 5 0 . 6  

m g /

L  
  2 . 3    

5 . 7 0 2 E - 0 0 6  

a tm -㎡ / m o l e  
1 . 1 8      

625  ジイソプロピルナフタレン  C 1 6 H2 0  
2 1 2 . 3

3  
  7 0    

2 9 0 - 2

9 9   
  0 . 0 0 0 5  

m m H

g  
  0 . 1 1  

m g /

L  
  5 . 9    

6 . 5 3 2 E - 0 0 4  

a tm -㎡ / m o l e  

0 . 9 6  

g /㎤  

2 5

℃  
  

626  ジエタノールアミン  C 4 H1 1 N O 2  
1 0 5 . 1

4  
  2 8    2 6 9    2 . 8 0 E - 0 4  

m m H

g  
  1 . 0 0 E + 0 6  

m g /

L  
  - 1 . 4    

3 . 8 7 X 1 0 - 1 1  

a tm -㎡ / m o l   
1 . 0 9      

627  
ジエチレングリコールモノブチルエ

ーテル  
C 8 H1 8 O 3  

1 6 2 . 2

3  
  - 6 8    2 3 0    0 . 0 2  

m m H

g  
  6 . 1 6  M    0 . 6    

7 . 2 0 X 1 0 - 9  

a tm -㎡ / m o l  
0 . 9 5      

628  
１，４－ジオキサシクロヘプタデカン

－５，１７－ジオン  
C 1 5 H2 6 O 4  

2 7 0 . 3

6  
  0 - 7    4 3 4 . 4 4    4 . 3 8 E - 0 7  

m m H

g  
  3 4 0 . 2 7  

m g /

L  
  4 . 2    

9 . 0 6 4 E - 0 0 8  

a tm -㎡ / m o l e  

1 . 0 4 0

- 1 . 0 4

5  

    

629  シクロヘキサン  C 6 H1 2  8 4 . 1 6    7    8 1    7 8  
m m H

g  
  5 8  

m g /

L  
  3 . 4    

0 . 1 5  a tm -㎡

/ m o l e  
0 . 8      

630  
シクロヘキシリデン（フェニル）アセ

トニトリル  
C 1 4 H1 5 N  

1 9 7 . 2

7  
  7 7 . 0 7    3 3 2 . 2 4    0 . 0 0 0 1 1 1  

m m H

g  
  5 5 . 9 7 6  

m g /

L  
  3 . 6    

5 . 4 5 4 E - 0 0 6  

a tm -㎡ / m o l e  

1 . 1±

0 . 1  g /

㎤  

    

631  シクロヘキセン  C 6 H1 0  8 2 . 1 4    - 1 0 4    8 2 . 9    6 7  
m m H

g  
  2 1 3  

m g /

L  
  2 . 9    

4 . 5 5 X 1 0 - 2  

a tm -㎡ / m o l e   
0 . 8 1      

632  １，２－ジクロロエチレン  C 2 H2 C l 2  9 6 . 9 4    6 4 . 9    5 4 . 4    1 8 0 - 2 6 5   
m m H

g  
  2 1 5 3 . 5  

m g /

L  
  1 . 9    

4 . 0 8 X 1 0 - 3  

a tm -㎡ / m o l   
1 . 2 8      

633  
４，５－ジクロロ－２－オクチルイソ

チアゾール－３（２Ｈ）－オン  

C 1 1 H1 7 C l 2 N

O S  
2 8 2 . 2    4 0 - 4 6     -    7 . 4 X 1 0 - 6    

m m H

g  
  2 7 . 4 4 9  

m g /

L  
  5 . 1    

1 . 9 6 X 1 0 - 7  

a tm -㎡ / m o l   

1 . 2 8  

g / m L  
    

634  
３，４－ジクロロ－２’－シアノ－１，

２－チアゾール－５－カルボキサニ

リド  

C 1 1 H5 C l 2 N3

O S  
2 9 8 . 1    2 0 0 . 3 7    4 7 3 . 8 3    1 . 7 7 E - 0 9  

m m H

g  
  3 . 6 9 6 1   

m g /

L  
  4    

1 . 4 5 0 E - 0 1 1  

a tm -㎡ / m o l e  

1 . 6±

0 . 1  g /

㎤  

    

635  

２’，４－ジクロロ－アルファ，アル

ファ，アルファ－トリフルオロ－４’

－ニトロ－メタ－トルエンスルホン

アニリド  

C 1 3 H7 C l 2 F 3 N

2 O 4 S  
4 1 5 . 2    1 7 0    4 7 1 . 0 3    4 . 6 7 E - 0 9  

m m H

g  
  

0 . 0 0 9 8 7 0

3  

m g /

L  
  4 . 4    

2 . 6 3 2 E - 0 0 8  

a tm -㎡ / m o l e  

1 . 7±

0 . 1  g /

㎤  

    

636  
Ｏ－（２，６－ジクロロ－パラ－トリ

ル）＝Ｏ，Ｏ－ジメチル＝ホスホロ

チオアート  

C 9 H1 1 C l 2 O 3

P S  

3 0 1 . 1

3  
  7 9    3 4 1 . 5 9    4 . 3 0 E - 0 4  

m m H

g  
  3 . 1 5 5 2  

m g /

L  
  4 . 7    

1 . 5 X 1 0 - 4  

a tm -㎡ / m o l e  

1 . 4±

0 . 1  g /

㎤  

    

637  

１－（２，４－ジクロロフェニル）－Ｎ

－（２，４－ジフルオロフェニル）－

Ｎ－イソプロピル－５－オキソ－

４，５－ジヒドロ－１Ｈ－１，２，４－

C 1 8 H1 4 C l 2 F 2

N4 O 2  
4 2 7 . 2        

4 9 4 . 5

± 5 5 . 0  

*  

  0 . 0± 1 . 3  *  
m m H

g  
2 5℃  1 0 *  m M    4 . 7      

1 . 5±

0 . 1  g /

㎤  
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理  

番

号  

物 質 名  組 成 式  
分 子

量  
融 点 ℃   沸 点 ℃  蒸 気 圧  温 度  水 溶 解 度  

温

度  

ｵｸﾀﾉｰﾙ－水 分

配 係 数  

L o gP ow  

ヘンリー定 数  比 重  

温

度  

℃  

状

態  

トリアゾール－４－カルボキサミド  

638  
Ｎ－（３，５－ジクロロフェニル）－

１，２－ジメチルシクロプロパン－

１，２－ジカルボキシミド  

C 1 3 H1 1 C l 2 N

O 2  

2 8 4 . 1

3  
  1 6 6        1 . 4 0 E - 0 4  

m m H

g  
  1 . 5 8 E - 0 5  M    3            

639  
２，３－ジクロロ－Ｎ－４－フルオロ

フェニルマレイミド  

C 1 0 H4 C l 2 F N

O 2  

2 6 0 . 0

4  
  2 4 1    3 2 4 . 7    1 . 4 5 E - 0 8  

m m H

g  
  2 . 2 7 E - 0 5  M    2 . 8    

 2 . 1 9 7 E - 0 1 1  

a tm -㎡ / m o l e  

1 . 6±

0 . 1  g /

㎤  

    

640  
２－（２，４－ジクロロ－３－メチル

フェノキシ）プロピオンアニリド  

C 1 6 H1 5 C l 2 N

O 2  
3 2 4 . 2    1 4 6 . 5    4 5 5 . 7 4    2 . 0 7 E - 0 8  

m m H

g  
  9 . 8 7 E - 0 8  M    4 . 8    

1 . 2 5 5 E - 0 0 8  

a tm -㎡ / m o l e  

1 . 3±

0 . 1  g /

㎤  

    

641  

（３Ｒ，４Ｓ，５Ｓ，６Ｒ，７Ｒ，９Ｒ，１

１Ｒ，１２Ｒ，１３Ｓ，１４Ｒ）－４－

［（２，６－ジデオキシ－３－Ｃ－メ

チル－３－Ｏ－メチル－アルファ－

Ｌ－リボ－ヘキソピラノシル）オキ

シ］－１４－エチル－１２，１３－ジ

ヒドロキシ－７－メトキシ－３，５，

７，９，１１，１３－ヘキサメチル－６

－［［３，４，６－トリデオキシ－３－

（ジメチルアミノ）－ベータ－Ｄ－キ

シロ－ヘキソピラノシル］オキシ］オ

キサシクロテトラデカン－２，１０－

ジオン  

C 3 8 H6 9 NO 1 3  7 4 8    2 1 7 - 2 2 0     8 0 5 . 5    
2 . 3 2 X 1 0 - 2

5   

m m H

g  
  1 . 6 9 3  

 

m g /

L  

  3 . 2      

1 . 2±

0 . 1  g /

㎤  

    

642  
ジデシル（ジメチル）アンモニウム

の塩  
                                      

643  

四 ナトリウム＝５，８－ビス（カルボ

ジチオアト）－２，５，８，１１，１４－

ペンタアザペンタデカンビス（ジチオ

アート）  

                                      

644  
５，５－ジフェニル－２，４－イミダ

ゾリジンジオン  
C 1 5 H1 2 N2 O 2  

2 5 2 . 2

7  
  2 9 6 . 5    5 1 1 . 8 2    1 . 2 X 1 0 - 1 0   

m m H

g  
  7 . 1 1 E - 0 2  g / L    2 . 5    

1 . 0 2 X 1 0 - 1 1  

a tm -㎡ / m o l   

1 . 3±

0 . 1  g /

㎤  

    

645  

４－（２，２－ジフルオロ－１，３－

ベンゾジオキソール－４－イル）－

１Ｈ－ピロール－３－カルボニトリ

ル  

C 1 2 H6 F 2 N2 O

2  

2 4 8 . 1

8  
  1 9 9 . 8        2 . 9 3 E - 0 9  

m m H

g  
  1 . 8  

m g /

L  
  2 . 6    

5 . 3 X 1 0 - 1 0  

a tm -㎡ / m o l   
1 . 5 4  

2 0

℃  
  

646  
Ｎ，Ｎ－ジプロピルチオカルバミン

酸 ＝Ｓ－ベンジル  
C 1 4 H2 1 NO S  

2 5 1 . 3

9  
  1 1 7 . 4 5    

3 5 2 . 6

± 3 5 . 0  
  5 . 1 8 E - 0 7  

m m H

g  
  5 . 2 5 E - 0 5  M    3 . 9    

 6 . 4 3 2 E - 0 0 6  

a tm -㎡ / m o l e  

1 . 0±

0 . 1  g /

㎤  

    

647  

２’，６’－ジブロモ－２－メチル－

４’－トリフルオロメトキシ－４－トリ

フルオロメチル－１，３－チアゾー

ル－５－カルボキサニリド  

C 1 3 H6 B r 2 F 6

N2 O 2 S  

5 2 8 . 0

6  
  1 7 8    

3 7 5 . 9

± 4 2 . 0   
  0 . 0± 0 . 9   

m m H

g  
  3 . 0 3 E - 0 6  M    6      

1 . 9±

0 . 1  g /

㎤  

    

648  （４Ｓ，４ａＲ，５Ｓ，５ａＲ，６Ｓ，１２ａ C 2 2 H2 4 N2 O 9  4 6 0 . 4    1 8 4 . 5        9 . 7 X 1 0 - 2 5   m m H   3 1 3  m g /   - 1 . 6     1 . 7 X 1 0 - 2 5  1 . 6 3 4  2 0   
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理  

番

号  

物 質 名  組 成 式  
分 子

量  
融 点 ℃   沸 点 ℃  蒸 気 圧  温 度  水 溶 解 度  

温

度  

ｵｸﾀﾉｰﾙ－水 分

配 係 数  

L o gP ow  

ヘンリー定 数  比 重  

温

度  

℃  

状

態  

Ｓ）－４－（ジメチルアミノ）－３，

５，６，１０，１２，１２ａ－ヘキサヒド

ロキシ－６－メチル－１，１１－ジオ

キソ－１，４，４ａ，５，５ａ，６，１１，

１２ａ－オクタヒドロテトラセン－２

－カルボキサミド  

g  L  a tm -㎡ / m o l  ℃  

649  
３－（３，３－ジメチルウレイド）フェ

ニル＝ターシャリ－ブチルカルバマ

ート  

C 1 4 H2 1 N3 O 3  
2 7 9 . 3

3  
  1 6 2 . 5 6    4 1 0 . 7 6    1 . 7 6 E - 0 0 7  

m m H

g  
  3 2 5  

m g /

L  
  1 . 7    

1 . 0 4 7 E - 0 1 0  

a tm -㎡ / m o l e  

1 . 2±

0 . 1  g /

㎤  

    

650  
（２Ｅ）－３，７－ジメチルオクタ－

２，６－ジエニル＝アセタート  
C 1 2 H2 0 O 2  

1 9 6 . 2

9  
  - 6 . 1    2 3 8 . 3    0 . 0 3  

m m H

g  
  5 7 . 9 8 5  

m g /

L  
  3 . 5    

2 . 4 2 X 1 0 - 3  

a tm -㎡ / m o l   

0 . 9 0 0

- 0 . 9 1

4  

    

651  Ｎ，Ｎ－ジメチルオクタデシルアミン  C 2 0 H4 3 N  2 9 7 . 6    2 2 . 8 9    3 4 5 . 7    0 . 0 0 0 1 6 7  
m m H

g  
  

0 . 0 0 3 9 2 6

4  

m g /

L  
  9 . 1    

7 . 3 6 2 E - 0 0 3  

a tm -㎡ / m o l e  

0 . 8±

0 . 1  g /

㎤  

    

652  
３，７－ジメチルオクタン－３－オー

ル  
C 1 0 H2 2 O  

1 5 8 . 2

8  
  3 1 . 5    1 9 6 . 5    0 . 0 7 1 3  

m m H

g  
  3 2 4 . 2 4  

m g /

L  
  3 . 3    

7 . 8 6 1 E - 0 0 5  

a tm -㎡ / m o l e  

0 . 8 2 3

- 0 . 8 2

9  

    

653  
ジメチル（１－フェニルエチル）ベン

ゼン  
                                      

654  
３，３－ジメチルブタン酸 ＝３－メシ

チル－２－オキソ－１－オキサスピ

ロ［４．４］ノナ－３－エン－４－イル  

C 2 3 H3 0 O 4  3 7 0 . 5    9 8    4 7 1 . 1 4    1 . 5 X 1 0 - 4   
m m H

g  
2 0℃  0 . 0 2 9 2 4 5  

m g /

L  
  5 . 1    

5 . 6 X 1 0 - 4  

a tm -㎡ / m o l e  

1 . 1±

0 . 1  g /

㎤  

    

655  

（ＲＳ）－Ｎ－［２－（１，３－ジメチ

ルブチル）－３－チエニル］－１－メ

チル－３－（トリフルオロメチル）－

１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサ

ミド  

C 1 6 H2 0 F 3 N3

O  
3 5 9 . 4    1 8 9 . 7    4 5 0 . 9 9    8 . 7 4 E - 0 9  

m m H

g  
  0 . 3 2 0 8  

m g /

L  
  4    

1 . 2 8 8 E - 0 0 8  

a tm -㎡ / m o l e  

1 . 3±

0 . 1  g /

㎤  

    

656  

２’－［（ＲＳ）－１，３－ジメチルブ

チル］－５－フルオロ－１，３－ジメ

チルピラゾール－４－カルボキサニ

リド  

C 1 8 H2 4 F N3 O  3 1 7 . 4    1 8 9 . 6 1    4 5 0 . 7 8    8 . 8 7 E - 0 9  
m m H

g  
  0 . 4 3 5 7 5  

m g /

L  
  4 . 4    

1 . 9 9 2 E - 0 0 9  

a tm -㎡ / m o l e  

1 . 1±

0 . 1  g /

㎤  

    

657  

２，２－ジメチルプロパン酸 ＝（Ｅ）

－２－（４－ターシャリ－ブチルフェ

ニル）－２－シアノ－１－（１，３，４

－トリメチルピラゾール－５－イル）

ビニル  

C 2 4 H3 1 N3 O 2  3 9 3 . 5    2 0 6 . 8 1    4 8 7 . 6 1    6 . 6 8 E - 1 0  
m m H

g  
  0 . 2 8 8 8 8  

m g /

L  
  5 . 4    

3 . 5 8 3 E - 0 0 8  

a tm -㎡ / m o l e  

1 . 0±

0 . 1  g /

㎤  

    

658  
Ｎ－（１，２－ジメチルプロピル）－

Ｎ－エチルチオカルバミン酸 Ｓ－ベ

ンジル  

C 1 5 H2 3 NO S  2 6 5 . 4    1 1 5 . 4 2    3 6 5 . 9 2    7 . 5 8 E - 0 6  
m m H

g  
  1 . 8 5 E - 0 5  M    4 . 6    

8 . 4 1 4 E - 0 0 6  

a tm -㎡ / m o l e  

1 . 0±

0 . 1  g /

㎤  

    

659  
２，２－ジメチル－３－メチリデンビ

シクロ［２．２．１］ヘプタン  
C 1 0 H1 6  

1 3 6 . 2

3  
  4 6    

1 5 6 - 1

6 0   
  2 . 5  

m m H

g  
  4 . 2  

m g /

L  
  3 . 3    

0 . 0 9 8  a tm -㎡

/ m o l e   

0 . 8 7  

g /㎤  
    

660  
Ｎ’－［１，１－ジメチル－２－（メチ

ルスルホニル）エチル］－３－ヨード

C 2 3 H2 2 F 7 IN 2

O 4 S  
6 8 2 . 4    

2 1 7 . 5 - 2

2 0 . 7   
  

5 7 8 . 6

± 5 0 . 0   
  

7 . 5 X 1 0 - 7  

未 満  

m m H

g  
  2 9 . 9  

u g /

L  
2 0℃  5 . 3    

2 . 2 5 X 1 0 - 4  

a tm -㎡ / m o l e   
1 . 6 5 9      
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管

理  

番

号  

物 質 名  組 成 式  
分 子

量  
融 点 ℃   沸 点 ℃  蒸 気 圧  温 度  水 溶 解 度  

温

度  

ｵｸﾀﾉｰﾙ－水 分

配 係 数  

L o gP ow  

ヘンリー定 数  比 重  

温

度  

℃  

状

態  

－Ｎ－［２－メチル－４－［１，２，

２，２－テトラフルオロ－１－（トリフ

ルオロメチル）エチル］フェニル］フ

タルアミド  

661  １，２－ジメトキシエタン  C 4 H1 0 O 2  9 0 . 1 2    - 5 8     8 2 - 8 3     4 8  
m m H

g  
  

1 . 0 0 X 1 0

+ 6   

m g /

L  
  - 0 . 2     

4 . 9 9 5 E - 0 0 5  

a tm -㎡ / m o l e  
0 . 8 6      

662  

アルファ－（４，６－ジメトキシ－２

－ピリミジニルカルバモイルスルフ

ァモイル）－オルト－トルイル酸 メ

チル  

C 1 6 H1 8 N4 O 7

S  
4 1 0 . 4    1 8 7    5 7 9 . 8 6    1 . 0 0 E - 1 3  

m m H

g  
  2 . 9 2 E - 0 4  M    1 . 6    

 1 . 2 6 3 E - 0 1 3  

a tm -㎡ / m o l e  

1 . 4±

0 . 1  g /

㎤  

    

663  

（ＲＳ）－７－（４，６－ジメトキシピ

リミジン－２－イルチオ）－３－メチ

ル－２－ベンゾフラン－１（３Ｈ）－

オン  

C 1 5 H1 4 N2 O 4

S  
3 1 8 . 3    1 9 7 . 5 5    5 5 5 . 6    1 . 7 7 E - 0 7  

m m H

g  
  2 5 9 . 1 2  

m g /

L  
  3    

1 . 4 5 5 E - 0 1 1  

a tm -㎡ / m o l e  

1 . 4±

0 . 1  g /

㎤  

    

664  
有 機 スズ化 合 物 （ビス（トリブチル

スズ）＝オキシドを除 く。）  
                                      

665  セリウム及 びその化 合 物                                        

666  タリウム及 びその化 合 物                                        

667  炭 化 けい素                                        

668  炭 酸 リチウム  C L i 2 O 3  7 3 . 9    1 8 0 . 5    1 3 3 6          1 3 0 0 0  
m g /

L  
  - 1 . 1 9 2      

 2 . 1  

g /㎤  
    

669  チオシアン酸 銅 （Ⅰ）  C u S C N  
1 2 1 . 6

3  
                                  

670  
チオりん酸 Ｏ－４－シアノフェニル

－Ｏ，Ｏ－ジメチル  
C 9 H1 0 N O 3 P S  

2 4 3 . 2

2  
  1 4 . 5        7 . 8 8 E - 0 4  

m m H

g  
  1 . 8 9 E - 0 4  M    2 . 7      

1 . 2 5 5

- 1 . 2 6

5  

2 5

℃  
  

671  

１，１’－［（１Ｒ，２Ｒ，３Ｓ，４Ｒ，５

Ｒ，６Ｓ）－４－［［５－デオキシ－２

－Ｏ－［２－デオキシ－２－（メチル

アミノ）－アルファ－Ｌ－グルコピラ

ノシル］－３－Ｃ－ホルミル－アル

ファ－Ｌ－リキソフラノシル］オキ

シ］－２，５，６－トリヒドロキシシク

ロヘキサン－１，３－ジイル］ジグア

ニジン  

C 2 1 H3 9 N7 O 1

2  
5 8 1 . 6        

8 7 2 . 9

± 7 5 . 0  

*  

  
5 . 8 2 X 1 0 - 2

8   

m m H

g  
  1 . 2 8 E + 0 1  g / L    - 8     

8 . 4 1 X 1 0 - 4 4  

a tm -㎡ / m o l   

2 . 0±

0 . 1  g /

㎤  

    

672  

（２Ｒ，３ａＳ，５ａＲ，５ｂＳ，９Ｓ，１

３Ｓ，１４Ｒ，１６ａＳ，１６ｂＲ）－２－

［（６－デオキシ－２，３，４－トリ－

Ｏ－メチル－アルファ－Ｌ－マンノ

ピラノシル）オキシ］－１３－［［４－

（ジメチルアミノ）－２，３，４，６－

テトラデオキシ－ベータ－Ｄ－エリ

トロ－ヘキソピラノシル］オキシ］－

９－エチル－１４－メチル－２，３，

C 8 3 H1 3 2 N2 O

2 0  

1 4 7 7 .

9 3 8  

D a *  
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管

理  

番

号  

物 質 名  組 成 式  
分 子

量  
融 点 ℃   沸 点 ℃  蒸 気 圧  温 度  水 溶 解 度  

温

度  

ｵｸﾀﾉｰﾙ－水 分

配 係 数  

L o gP ow  

ヘンリー定 数  比 重  

温

度  

℃  

状

態  

３ａ，５ａ，５ｂ，６，９，１０，１１，１

２，１３，１４，１６ａ，１６ｂ－テトラ

デカヒドロ－１Ｈ－ａｓ－インダセノ

［３，２－ｄ］オキサシクロドデシン－

７，１５－ジオン（別 名 スピノシン

Ａ）及 び（２Ｓ，３ａＲ，５ａＳ，５ｂＳ，

９Ｓ，１３Ｓ，１４Ｒ，１６ａＳ，１６ｂ

Ｓ）－２－［（６－デオキシ－２，３，

４－トリ－Ｏ－メチル－アルファ－Ｌ

－マンノピラノシル）オキシ］－１３

－［［４－（ジメチルアミノ）－２，３，

４，６－テトラデオキシ－ベータ－Ｄ

－エリトロ－ヘキソピラノシル］オキ

シ］－９－エチル－４，１４－ジメチ

ル－２，３，３ａ，５ａ，５ｂ，６，９，１

０，１１，１２，１３，１４，１６ａ，１６ｂ

－テトラデカヒドロ－１Ｈ－ａｓ－イ

ンダセノ［３，２－ｄ］オキサシクロド

デシン－７，１５－ジオン（別 名 スピ

ノシンＤ）の混 合 物  

673  デカナール  C 1 0 H2 0 O  
1 5 6 . 2

6  
  - 5    2 0 8 . 5    0 . 1  

m m H

g  
  8 5 . 4 9 8  

m g /

L  
  3 . 8    

1 . 8 0 X 1 0 - 3  

a tm  c u  

m / m o l   

0 . 8 2 3

- 0 . 8 3

2  

    

674  テトラヒドロフラン  C 4 H8 O  7 2 . 1 1    - 1 0 8 . 5    6 6    1 3 2  
m m H

g  
  1 . 1 4 E + 0 5  

m g /

L  
  0 . 5    

7 . 0 5 X 1 0 - 5  

a tm -㎡ / m o l e   
0 . 8 9      

675  テトラフルオロエチレン  C 2 F 4  
1 0 0 . 0

1  
  - 1 3 1 . 2    - 7 5 . 9    2 . 4 5 E + 0 4  

m m H

g  
  1 5 9  

m g /

L  
  1 . 3    

0 . 6 2 9  a tm -㎡

/ m o l   

2 . 2  g /

㎤  
    

676  
２，２，３，３－テトラフルオロプロピ

オン酸 ナトリウム  
C 3 HF 4 Na O 2  

1 6 8 . 0

2  
          3 . 0 0 E - 0 4  

m m H

g  
  0 . 1 3  M          

1 . 4  

g / m L  
    

677  
テトラメチルアンモニウム＝ヒドロ

キシド  
                                      

678  

１－［（１Ｒ，２Ｒ，５Ｓ，７Ｒ）－２，

６，６，８－テトラメチルトリシクロ

［５．３．１．０（１，５）］ウンデカ－８

－エン－９－イル］エタノン  

C 1 7 H2 6 O  2 4 6 . 4    9 1 . 6 7    3 0 6 . 9 3    0 . 0 0 0 5 7 3  
m m H

g  
  

 0 . 2 2 4 9 2  

m g / L  

m g /

L  
  4    

 1 . 4 5 4 E - 0 0 4  

a tm -㎡ / m o l e  

1 . 0±

0 . 1  g /

㎤ *  

    

679  テルル及びその化 合 物                                        

680  ドデカン－１－チオール  C 1 2 H2 5 S H  2 0 2 . 4    
 - 7  -  

- 9   
  

2 6 6 - 2

8 5   
  0 . 3 3 k P a  k P a    0 . 2  

m g /

L  
  6 . 1    

5 . 9 X 1 0 - 2  

a tm -㎡ / m o l   
0 . 8 5      

681  
２－（Ｎ－ドデシル－Ｎ，Ｎ－ジメチ

ルアンモニオ）アセタート  
C 1 6 H3 3 NO 2  

2 7 1 . 4

4  
  2 2 1 . 7 5    5 1 9 . 5 9    6 . 8 8 E - 1 1  

m m H

g  
  0 . 2 8 6 5 8  

m g /

L  
  6 . 1    

1 . 4 2 7 E - 0 1 5  

a tm -㎡ / m o l e  
      

682  
１，３，５－トリアジン－２，４，６－

トリアミン  
C 3 H 6 N6  

1 2 6 . 1

2  
  3 5 4    -    3 . 5 9 E - 1 0  

m m H

g  
  0 . 0 3  M    - 1 . 4     

1 . 8 4 X 1 0 - 1 4  

a tm -㎡ / m o l   
1 . 5 7 3      

683  トリイソプロパノールアミン  C 9 H2 1 N O 3   
1 9 1 . 2

7  
  4 5    3 0 5    9 . 7 5 X 1 0 - 6   

m m H

g  
  

1 0 0 0未

満  
g / L    - 0 . 5     

9 . 8 X 1 0 - 1 2  

a tm -㎡ / m o l e   

1 . 0  g /

㎤  
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管

理  

番

号  

物 質 名  組 成 式  
分 子

量  
融 点 ℃   沸 点 ℃  蒸 気 圧  温 度  水 溶 解 度  

温

度  

ｵｸﾀﾉｰﾙ－水 分

配 係 数  

L o gP ow  

ヘンリー定 数  比 重  

温

度  

℃  

状

態  

684  トリオクチルアミン  C 2 4 H5 1 N  3 5 3 . 7    - 3 4 . 6    3 6 6    6 . 6 8 E - 0 6  
m m H

g  
  0 . 0 5  

m g /

L  
  1 0 . 5    

3 . 5 9 0 E - 0 0 2  

a tm -㎡ / m o l e  

0 . 8±

0 . 1  g /

㎤  

    

685  
Ｎ－（トリクロロメチルチオ）－１，

２，３，６－テトラヒドロフタルイミド  

C 9 H8 C l 3 N O 2

S  
3 0 0 . 6    -    -    9 . 0 0 E - 0 8  

m m H

g  
  3 , 1 0 0  

m g /

L  

 

2 5  

°C  

2 . 4    7 . 0 X 1 0 - 9    1 . 7 4      

686  
トリシクロ［５．２．１．０（２，６）］デ

カ－４－エン－３－イル＝プロピオ

ナート  

C 1 3 H1 8 O 2  
2 0 6 . 2

8  
                      3            

687  トリメチルアミン  C 3 H9 N  5 9 . 1 1    - 1 1 7    3    1 . 6 1 E + 0 3  
m m H

g  
  8 9 0  

m g /

m L  
  0 . 3    

1 . 0 4 X 1 0 - 4  

a tm -㎡ / m o l e   
0 . 6      

688  
トリメチル（オクタデシル）アンモニ

ウムの塩  
                                      

689  
（Ｅ）－４－（２，６，６－トリメチルシ

クロヘキサ－１－エン－１－イル）

ブタ－３－エン－２－オン  

C 1 3 H2 0 O  1 9 2 . 3    - 3 5    2 7 1    0 . 0 5 4  
m m H

g  
        2 . 9    

8 . 1 X 1 0 - 5  

a tm -㎡ / m o l e   

0 . 9 4 0

- 0 . 9 4

7  

    

690  
Ｎ，Ｎ，Ｎ－トリメチルドデカン－１

－アミニウムの塩  
                                      

691  トリメチルベンゼン  C 9 H1 2  
1 2 0 . 1

9  
  

- 2 5  -  

4 5   
  1 7 6    1 . 6 9  

m m H

g  
  5 0  

m g /

L   
  3 . 6    

4 . 3 6 X 1 0 - 3  

a tm -㎡ / m o l   

0 . 8 6 -

0 . 8 9  
    

692  
２，４，４－トリメチルペンタ－１－エ

ン及 び２，４，４－トリメチルペンタ

－２－エンの混 合 物  

                                      

693  
トリメトキシ－［３－（オキシラン－２

－イルメトキシ）プロピル］シラン  
C 9 H2 0 O 5 S i  

2 3 6 . 3

4  
  4 6 . 7 7    2 5 3 . 2 7    0 . 0 1 4 2  

m m H

g  
  1 . 0 0 E + 0 6  

m g /

L  
  0 . 2 8    

2 . 5 9 8 E - 0 0 8  

a tm -㎡ / m o l e  

1 . 0±

0 . 1  g /

㎤  

    

694  

ナトリウム＝アルケンスルホナート

（アルケンの炭 素 数 が１４から１６

までのもの及 びその混 合 物 に限

る。）及 びナトリウム＝ヒドロキシア

ルカンスルホナート（アルカンの炭

素 数 が１４から１６までのもの及 び

その混 合 物 に限 る。）並 びにこれ

らの混 合 物  

                                      

695  
ナトリウム＝１－オキソ－１ラムダ

（５）－ピリジン－２－チオラート  
C 5 H4 N Na O S  

1 4 9 . 1

5  
  2 9 0                          

1 . 2 3 8  

g / m L  
    

696  
ナトリウム＝（ドデカノイルオキシ）

ベンゼンスルホナート  

C 1 8 H2 7 Na O 5

S  
3 7 8 . 5                                    

697  鉛 及 びその化 合 物                                        

698  
ニトリロ三 酢 酸 及 びそのナトリウ

ム塩  
                                      

699  パラホルムアルデヒド  H 2 C O  
3 0 . 0 2

6  
  - 9 2    - 2 0    1  

m m H

g  
  1 3 . 2  M    1 . 2    

3 . 3 7 X 1 0 - 7  

a tm -㎡ / m o l   
0 . 8      



 Ⅲ-399 

管

理  

番

号  

物 質 名  組 成 式  
分 子

量  
融 点 ℃   沸 点 ℃  蒸 気 圧  温 度  水 溶 解 度  

温

度  

ｵｸﾀﾉｰﾙ－水 分

配 係 数  

L o gP ow  

ヘンリー定 数  比 重  

温

度  

℃  

状

態  

700  

ビス（アルキル）（ジメチル）アンモ

ニウムの塩 （アルキル基 の構 造 が

直 鎖 であり、かつ、当 該 アルキル

基 の炭 素 数 が１２、１４、１６、１８

又 は２０のもの及 びその混 合 物 に

限 る。）  

                                      

701  
２，４－ビス（イソプロピルアミノ）－

６－メチルチオ－１，３，５－トリア

ジン  

C 1 0 H1 9 N5 S  
2 4 1 . 3

6  
  1 1 9    3 4 6 . 6 8    2 . 0 0 E - 0 6  

m m H

g  
  3 3  

m g /

L  
  3 . 5    

1 . 3 2 X 1 0 - 8  

a tm -㎡ / m o l   

1 . 1 5 7  

g /㎤  
    

702  
ビス（２－エチルヘキシル）＝（Ｚ）

－ブタ－２－エンジオアート  
C 2 0 H3 6 O 4  3 4 0 . 5    - 6 0    3 0 0 *    0 . 0 0 1 9 5  

m m H

g  
  

0 . 0 0 1 1 6 7

*  

m g /

L  
  6 . 5    

7 . 4 8 7 E - 0 0 1  

a tm -㎡ / m o l e  

0 . 9 4 3

6  
    

703  
ビス（２－スルフィドピリジン－１－

オラト）銅  

C 1 0 H8 C u N 2 O

2 S 2  

3 1 5 . 8

5 9  

D a *  

                                  

704  
（Ｔ－４）－ビス［２－（チオキソ－カ

ッパＳ）－ピリジン－１（２Ｈ）－オラ

ト－カッパＯ］亜 鉛 （Ⅱ）  

C 1 0 H8 N 2 O 2 S

2 Z n  
3 1 7 . 7    -              

1 0 0 0未

満  

m g /

L  

2 1 . 1

℃  
      1 . 7 8 2  

2 5

℃  
  

705  
ビス（２，２，６，６－テトラメチル－

４－ピペリジル）＝セバケート  
C 2 8 H5 2 N2 O 4  4 8 0 . 7    8 3    4 9 5 . 8 5    3 . 7 3 E - 1 0  

m m H

g  
  0 . 6 2 7 9 4  

m g /

L  
  5 . 5    

8 . 6 7 1 E - 0 0 9  

a tm -㎡ / m o l e  

1 . 0±

0 . 1  g /

㎤  

    

706  ビス（トリブチルスズ）＝オキシド                                        

707  

Ｎ，Ｎ－ビス（２－ヒドロキシエチ

ル）アルカンアミド（アルカンの構

造 が直 鎖 であり、かつ、当 該 アル

カンの炭 素 数 が８、１０、１２、１

４、１６又 は１８のもの及 びその混

合 物 に限 る。）、（Ｚ）－Ｎ，Ｎ－ビ

ス（２－ヒドロキシエチル）オクタデ

カ－９－エンアミド及 び（９Ｚ，１２

Ｚ）－Ｎ，Ｎ－ビス（２－ヒドロキシエ

チル）オクタデカ－９，１２－ジエン

アミド並 びにこれらの混 合 物  

                                      

708  
（１－ヒドロキシエタン－１，１－ジ

イル）ジホスホン酸 並 びにそのカリ

ウム塩 及 びナトリウム塩  

                                      

709  ピペロナール  C 8 H6 O 3  
1 5 0 . 1

3  
  3 7    2 6 3    0 . 0 1  

m m H

g  
  5 9 1 . 5 8  

m g /

L  
  1 . 1    

5 . 6 4 X 1 0 - 7  

a tm -㎡ / m o l   

1 . 3±

0 . 1  g /

㎤  

    

710  フタル酸 ジオクチル  C 2 4 H3 8 O 4  3 9 0 . 6    2 5    2 2 0    1 . 0 0 E - 0 7  
m m H

g  
  0 . 0 2 2  

m g /

L  
  9 . 1    

2 . 5 7 X 1 0 - 6  

a tm -㎡ / m o l   
0 . 9 8      

711  
２－ターシャリ－ブチルアミノ－４－

シクロプロピルアミノ－６－メチルチ

オ－１，３，５－トリアジン  

C 1 1 H1 9 N5 S  
2 5 3 . 3

7  
  1 2 8 - 1 3 3     3 6 2 . 6 6    6 . 6 X 1 0 - 7   

m m H

g  
  2 0 . 3 1 3  

m g /

L  
  3 . 9    

3 . 1 X 1 0 - 8  

a tm -㎡ / m o l e   

1 . 2±

0 . 1  g /

㎤ *  

    

712  ターシャリ－ブチル＝２－エチルペ C 1 2 H2 4 O 3  2 1 6 . 3   1 4 . 4 7    2 3 7 . 6 7    0 . 0 5 2 3  m m H   1 9 . 9 4 2  m g /   4    1 . 9 7 6 E - 0 0 3  0 . 9±     



 Ⅲ-400 

管

理  

番

号  

物 質 名  組 成 式  
分 子

量  
融 点 ℃   沸 点 ℃  蒸 気 圧  温 度  水 溶 解 度  

温

度  

ｵｸﾀﾉｰﾙ－水 分

配 係 数  

L o gP ow  

ヘンリー定 数  比 重  

温

度  

℃  

状

態  

ルオキシヘキサノアート  2  g  L  a tm -㎡ / m o l e  0 . 1  g /

㎤  

713  
２－ターシャリ－ブチルシクロヘキ

シル＝アセタート  
C 1 2 H2 2 O 2  1 9 8 . 3    3 4 . 9 5    2 3 2 . 5 5    0 . 0 5 3 3  

m m H

g  
  7 5 . 7 6 8  

m g /

L  
  3 . 6    

1 . 8 6 4 E - 0 0 3  

a tm -㎡ / m o l e  

0 . 9±

0 . 1  g /

㎤  

    

714  
４－ターシャリ－ブチルシクロヘキ

シル＝アセタート  
C 1 2 H2 2 O 2  1 9 8 . 3    - 5 0    

2 2 8 - 2

3 0   
  0 . 0 6 8 5  

m m H

g  
  7 5 . 7 6 8  

m g /

L  
  3 . 4    

5 . 0 3 2 E - 0 0 3  

a tm -㎡ / m o l e  

2 0  

g / m L  
    

715  
１－（５－ターシャリ－ブチル－１，

３，４－チアジアゾール－２－イル）

－１，３－ジメチル尿 素  

C 9 H1 6 N 4 O S  
2 2 8 . 3

2  
  

1 6 1 . 5 - 1

6 4   
  3 9 4 . 2 3    2 . 0 0 E - 0 6  

m m H

g  
  

2 . 5 X 1 0 +

3   

m g /

L  
  1 . 6    

1 . 2 X 1 0 - 1 0  

a tm -㎡ / m o l   

1 . 2±

0 . 1  g /

㎤  

    

716  

２－（４－ターシャリ－ブチルフェニ

ル）－２－シアノ－３－オキソ－３

－（２－トリフルオロメチルフェニ

ル）プロパン酸 ＝２－メトキシエチ

ル  

C 2 4 H2 4 F 3 NO

4  
4 4 7 . 4    

2 0 6 . 0 4  

*  
  

5 3 3 . 8

± 5 0 *  
  7 . 5 1 E - 1 0  

m m H

g  
  0 . 0 8 2 8 2  

m g /

L  
  5 . 5    

5 . 3 3 9 E - 0 0 9  

a tm -㎡ / m o l  

1 . 2±

0 . 1  g /

㎤  

    

717  
３－（４－ターシャリ－ブチルフェニ

ル）プロパナール  
C 1 3 H1 8 O  

1 9 0 . 2

8  
  4 6 . 3    2 7 3 . 6 6    0 . 0 0 4 9 9  

m m H

g  
  3 9 . 4 7 7  

m g /

L  
  3 . 3    

5 . 9 3 5 E - 0 0 5  

a tm -㎡ / m o l e  

0 . 9±

0 . 1  g /

㎤  

    

718  
３－（４－ターシャリ－ブチルフェニ

ル）－２－メチルプロパナール  
C 1 4 H2 0 O  

2 0 4 . 3

1  
  4 6 . 2 9    2 8 0 . 0 3    0 . 0 0 3 5 8  

m m H

g  
  2 0 . 6 2 8  

m g /

L  
  3 . 9    

1 . 2 2 5 E - 0 0 4  

a tm -㎡ / m o l e  

0 . 9±

0 . 1  g /

㎤  

    

719  ２－ターシャリ－ブチルフェノール  C 1 0 H1 4 O  
1 5 0 . 2

2  
  - 6 . 8    2 2 3    0 . 0 9  

m m H

g  
  1 3 1 5 . 9  

m g /

L  
  3 . 3    

 2 . 4 4 7 E - 0 0 5  

a tm -㎡ / m o l e  
0 . 9 8      

720  ２－ターシャリ－ブトキシエタノール  C 6 H1 4 O 2  
1 1 8 . 1

7  
  - 2 5 . 2 9    1 5 9 . 9 5    0 . 7 7  

m m H

g  
  3 . 8 2 E + 0 5  

m g /

L  
  0 . 2    

7 . 8 1 6 E - 0 0 7  

a tm -㎡ / m o l e  

0 . 9±

0 . 1  g /

㎤  

    

721  フルフラール  C 5 H4 O 2  9 6 . 0 8    - 3 6 . 5    1 6 2    2 . 2 1  
m m H

g  
  5 0 7 3 8  

m g /

L  
  0 . 4    

3 . 8 X 1 0 - 6  

a tm -㎡ / m o l   
1 . 1 6      

722  

４－ブロモ－２－（４－クロロフェニ

ル）－１－エトキシメチル－５－（ト

リフルオロメチル）ピロール－３－カ

ルボニトリル  

C 1 5 H1 1 B rC l F

3 N2 O  

4 0 7 . 6

1  
  1 0 0 . 5    4 2 1 . 8 9    3 6 X 1 0 - 8   

m m H

g  
  0 . 0 5 9 8 4 5  

m g /

L  
  4 . 5    

5 . 7 3 X 1 0 - 9  

a tm -㎡ / m o l   

0 . 5 4 3  

g / m l  
    

723  

３－ブロモ－Ｎ－［４－クロロ－２－

メチル－６－（メチルカルバモイル）

フェニル］－１－（３－クロロピリジ

ン－２－イル）－１Ｈ－ピラゾール

－５－カルボキサミド  

C 1 8 H1 4 B rC l 2

N5 O 2  
4 8 3 . 1    2 0 8 - 2 1 0     6 7 0 . 3 9    1 . 2 X 1 0 - 1 4   

m m H

g  
  4 6 . 7 7 3  

m g /

L  
  4 . 8    

1 . 4 X 1 0 - 2 1  

a tm -㎡ / m o l   
1 . 5 0 7      

724  

３－（３－ブロモ－６－フルオロ－２

－メチルインドール－１－イルスル

ホニル）－Ｎ，Ｎ－ジメチル－１，

２，４－トリアゾール－１－スルホン

アミド  

C 1 3 H1 3 B rF N

5 O 4 S 2  
4 6 6 . 3    

1 2 8 . 6 - 1

3 0 . 0   
  5 7 2 . 3 4    

1 . 3 5 X 1 0 - 1

0   

m m H

g  
  4 3 8 . 4 5  

m g /

L  
  2 . 4    

2 . 1 X 1 0 - 7  

a tm -㎡ / m o l /   
1 . 6 1  

2 0

℃  
  

725  
ヘキサヒドロ－１，３，５－トリス（２

－ヒドロキシエチル）－１，３，５－ト
C 9 H2 1 N 3 O 3  

2 1 9 . 2

8  
  1 5 5 . 2 6    3 8 6 . 3 6    4 . 1 3 E - 0 9  

m m H

g  
  1 . 0 0 E + 0 6  

m g /

L  
  - 1 . 6     

 1 . 1 9 2 E - 0 1 5  

a tm -㎡ / m o l e  

1 . 2±

0 . 1  g /
    



 Ⅲ-401 

管

理  

番

号  

物 質 名  組 成 式  
分 子

量  
融 点 ℃   沸 点 ℃  蒸 気 圧  温 度  水 溶 解 度  

温

度  

ｵｸﾀﾉｰﾙ－水 分

配 係 数  

L o gP ow  

ヘンリー定 数  比 重  

温

度  

℃  

状

態  

リアジン  ㎤  

726  
４，６，６，７，８，８－ヘキサメチル

－１，３，４，６，７，８－ヘキサヒド

ロシクロペンタ［ｇ］イソクロメン  

C 1 8 H2 6 O  2 5 8 . 4    - 5    3 2 5    5 . 4 5 E - 0 4  
m m H

g  
  

1 . 6 5 - 1 . 9

9   

m g /

L  
  4 . 8    

1 . 0 6 X 1 0 - 4  

a tm -㎡ / m o l   

1 . 0 0 5

4  
    

727  ヘキサンジヒドラジド  C 6 H1 4 N 4 O 2  1 7 4 . 2    1 8 0 - 1 8 2    5 1 9 . 3    0 . 0± 2 . 5  *  
m m H

g  
2 5℃  

3 . 2 8 7 e + 0

0 5 *  

m g /

L  
  - 2 . 1      

1 5 0  

g / m L  
    

728  
ヘキシル＝２－ヒドロキシベンゾア

ート  
C 1 3 H1 8 O 3  

2 2 2 . 2

8  
  9 9 . 6 8    2 9 0    2 . 4 4 E - 0 5  

m m H

g  
  1 2 . 8 2 3  

m g /

L  
  5 . 7    

1 . 1 7 3 E - 0 0 6  

a tm -㎡ / m o l e  

1 . 1±

0 . 1  g /

㎤  

    

729  １－ヘキセン  C 6 H1 2   8 4 . 1 6    - 1 4 0    6 3    1 8 3 . 9 9  
m m H

g  
  5 0  

m g /

L  
  3 . 4      0 . 7      

730  

１，４，５，６，７，８，８－ヘプタクロ

ロ－２，３－エポキシ－２，３，３ａ，

４，７，７ａ－ヘキサヒドロ－４，７－

メタノ－１Ｈ－インデン  

C 1 0 H5 C l 7 O  3 8 9 . 3    
1 6 0 - 1 6 1

. 5   
            5 . 1 4 E - 0 7  M    3 . 7    

3 . 2 x 1 0 - 5  

a tm -㎡ / m o l e  
      

731  ヘプタン  C 7 H1 6  1 0 0 . 2    - 9 0 . 7    9 8 . 4    4 0  
m m H

g  
  2 . 2  

m g /

L  
  4 . 4    

1 . 8 0  a tm -㎡

/ m o l   
0 . 6 8      

732  ５－ヘプチルオキソラン－２－オン  C 1 1 H2 0 O 2  
1 8 4 . 2

7  
  1 0 . 6 6    2 8 6    0 . 0 0 4 0 9  

m m H

g  
  2 2 . 7 4 4  

m g /

L  
  3 . 3    

7 . 7 3 0 E - 0 0 6  

a tm -㎡ / m o l e  

0 . 9 4 2

- 0 . 9 4

5  

    

733  
ペルフルオロオクタン酸 （別 名 ＰＦ

ＯＡ）及 びその塩  
                                      

734  ２－ベンジリデンオクタナール  C 1 5 H2 0 O  
2 1 6 . 3

2  
  4    3 1 8 . 7 4    0 . 0 0 0 5 3 4  

m m H

g  
  5 . 4 4 2 1  

m g /

L  
  4 . 8    

5 . 5 2 7 E - 0 0 5  

a tm -㎡ / m o l e  

0 . 9 5 0

- 0 . 9 6

1  

    

735  
３－（１，３－ベンゾジオキソール－

５－イル）－２－メチルプロパナー

ル  

C 1 1 H1 2 O 3  
1 9 2 . 2

1  
  7 6 . 5 9    2 9 5 . 4 3    0 . 0 0 0 8 0 5  

m m H

g  
  8 8 . 0 1 6  

m g /

L  
  2 . 2    

5 . 9 4 3 E - 0 0 7  

a tm -㎡ / m o l e  

1 . 1 5 8

- 1 . 1 6

9  

    

736  無 水 酢 酸  C 4 H6 O 3  
1 0 2 . 0

9  
  - 7 3    1 3 9    4  

m m H

g  
  

冷 水 には

1 0 m g / m l

以 上 、温

水 の場

合 分 解  

    - 0 . 1     
 2 . 4 3 3 E - 0 0 6  

a tm -㎡ / m o l e  
1 . 0 8      

737  メチルイソブチルケトン  C 6 H1 2 O  
1 0 0 . 1

6  
  - 8 4 . 7    

1 1 7 - 1

1 8   
  1 6  

m m H

g  
  1 8 9 3 4  

m g /

L  
  1 . 3    

1 . 3 8 X 1 0 - 4  

a tm -㎡ / m o l   
0 . 8      

738  
メチル＝２－（３－オキソ－２－ペン

チルシクロペンチル）アセタート  
C 1 3 H2 2 O 3  

2 2 6 . 3

1  
  - 1 0              0  M    2 . 7      

0 . 9 9 7

- 1 . 0 0

8  

    

739  
２－［メチル－［（Ｚ）－オクタデカ－

９－エノイル］アミノ］酢 酸  
C 2 1 H3 9 NO 3  3 5 3 . 5    1 6 - 1 7     

4 7 6 . 1 5

*  
  

1 . 7 3 E - 0 0 9  

*  

m m H

g  
  0 . 1 8 7 5 5 *  

m g /

L  
  6 . 8    

9 . 3 0 9 E - 0 0 8  

a tm -㎡

/ m o l e *  

0 . 9 6 1

g / m L  
    

740  
Ｎ－メチルジチオカルバミン酸 ナト

リウム  
C 2 H4 N Na S 2  

1 2 9 . 1

8  
  -        -      5 . 5 9  M                



 Ⅲ-402 

管

理  

番

号  

物 質 名  組 成 式  
分 子

量  
融 点 ℃   沸 点 ℃  蒸 気 圧  温 度  水 溶 解 度  

温

度  

ｵｸﾀﾉｰﾙ－水 分

配 係 数  

L o gP ow  

ヘンリー定 数  比 重  

温

度  

℃  

状

態  

741  
Ｎ－メチルジデカン－１－イルアミ

ン  
C 2 1 H4 5 N  3 1 1 . 6    - 7    3 5 7 . 3    2 . 0 8 E - 0 5  

m m H

g  
  

0 . 0 0 1 1 9 3

9  

m g /

L  
  9 . 3    

3 . 0 4 7 E - 0 0 3  

a tm -㎡ / m o l e  

0 . 8±

0 . 1  g /

㎤  

    

742  
２－メチルチオ－４－エチルアミノ

－６－（１，２－ジメチルプロピルア

ミノ）－ｓ－トリアジン  

C 1 1 H2 1 N5 S  
2 5 5 . 3

9  
  6 5    3 5 8 . 2 9    1 . 4 0 E - 0 6  

m m H

g  
  1 . 9 6 E - 0 4  M    3 . 9    

1 . 1 5 4 E - 0 0 6  

a tm -㎡ / m o l e  

1 . 1±

0 . 1  g /

㎤  

    

743  メチル＝ドデカノアート  C 1 3 H2 6 O 2  
2 1 4 . 3

4  
  5 . 2    2 6 7    0  

m m H

g  
  1 . 3 9 1 1  

m g /

L  
  5 . 8    

3 . 4 7 7 E - 0 0 3  

a tm -㎡ / m o l e  

0 . 8 6 3

- 0 . 8 7

2  

    

744  

（Ｅ）－３－メチル－４－（２，６，６

－トリメチルシクロヘキサ－２－エ

ン－１－イル）ブタ－３－エン－２－

オン  

C 1 4 H2 2 O  
2 0 6 . 3

2  
                      3 . 3      

0 . 9 2 1

- 0 . 9 3

0  

    

745  
（ＲＳ）－１－メチル－２－ニトロ－

３－（テトラヒドロ－３－フリルメチ

ル）グアニジン  

C 7 H1 4 N 4 O 3  
2 0 2 . 2

1  
  1 0 7 . 5    -    1 . 3 X 1 0 - 8    

m m H

g  
  1 . 0 0 E + 0 6  

m g /

L  
  0 . 1    

6 . 4 X 1 0 - 1 4  

a tm -㎡ / m o l   
1 . 4      

746  Ｎ－メチル－２－ピロリドン  C 5 H9 NO  9 9 . 1 3    - 2 4 . 4    2 0 2    3 . 4 5 X 1 0 - 1   
m m H

g  
  1 0 . 0 9  M    - 0 . 5     

 1 . 7 1 3 E - 0 0 7  

a tm -㎡ / m o l e  
1 . 0 3      

747  ２－メチルプロパン－２－チオール  C 4 H1 0 S  9 0 . 1 9    0    6 4    1 8 1 . 0 1  
m m H

g  
  

2 . 0 X 1 0 +

3  

m g /

L  
  1 . 5    

6 . 1 X 1 0 - 3  

a tm -㎡ / m o l   
0 . 8      

748  

３－メチルペンタ－３－エン－２－

オンと３－メチリデン－７－メチルオ

クタ－１，６－ジエンの反 応 生 成

物 であって、１－（２，３，８，８－テ

トラメチル－１，２，３，４，５，６，

７，８－オクタヒドロ－２－ナフチ

ル）エタノン、１－（２，３，８，８－テ

トラメチル－１，２，３，４，６，７，

８，８ａ－オクタヒドロ－２－ナフチ

ル）エタノン及 び１－（２，３，８，８

－テトラメチル－１，２，３，５，６，

７，８，８ａ－オクタヒドロ－２－ナフ

チル）エタノンの混 合 物 を８０重 量

パーセント以 上 含 有 するもの  

                                      

749  ３－メトキシアニリン  C 7 H9 NO  
1 2 3 . 1

5  
  - 1    2 5 1    7 . 5 X 1 0 - 2  

m m H

g  
  

1 . 5 7 X 1 0

+ 4  

m g /

L  
  0 . 9    

1 . 1 3 X 1 0 - 7  

a tm -㎡ / m o l e   

1 . 1  g /

㎤  
    

750  
（Ｅ）－２－メトキシイミノ－Ｎ－メチ

ル－２－（２－フェノキシフェニル）

アセトアミド  

C 1 6 H1 6 N2 O 3  
2 8 4 . 3

1  
  8 8    4 5 1 . 0 3    1 . 3 5 E - 0 7  

m m H

g  
  4 . 5 0 E - 0 4  M    3 . 2    

1 . 6 6 E - 0 1 1   

a tm -㎡ / m o l e  

1 . 1±

0 . 1  g /

㎤  

    

751  
２－（２－メトキシエトキシ）エタノー

ル  
C 5 H1 2 O 3  

1 2 0 . 1

5  
≦  - 8 4    1 9 3    0 . 2 5  

m m H

g  
  1 X 1 0 + 6  

m g /

L  
  - 0 . 9     

1 . 6 5 X 1 0 - 1 1  

a tm -㎡ / m o l   
1 . 0 4      

752  
１－メトキシ－２－（２－メトキシエト

キシ）エタン  
C 6 H1 4 O 3  

1 3 4 . 1

7  
  - 6 8    1 6 2    2 . 9 6  

m m H

g  
  7 . 4 5  M    - 0 . 4     

5 . 2 3 X 1 0 - 7  

a tm -㎡ / m o l   
0 . 9 5      

753  硫 化 （２，４，４－トリメチルペンテ C 2 4 H5 0 S 8  5 9 5 . 2        6 2 3 . 8   0 . 0± 1 . 7   m m H         1 1 . 1      1 . 1±     



 Ⅲ-403 

管

理  

番

号  

物 質 名  組 成 式  
分 子

量  
融 点 ℃   沸 点 ℃  蒸 気 圧  温 度  水 溶 解 度  

温

度  

ｵｸﾀﾉｰﾙ－水 分

配 係 数  

L o gP ow  

ヘンリー定 数  比 重  

温

度  

℃  

状

態  

ン）  ± 6 5 . 0   g  0 . 1  g /

㎤  

754  硫 酸 ジメチル   C 2 H6 O 4 S  
1 2 6 . 1

3  
  - 3 2    -    0 . 1  

m m H

g  
  6 . 9 4 E + 0 4  

m g /

L  
  - 0 . 3     

4 . 0 X 1 0 - 6  

a tm -㎡ / m o l   
1 . 3      

                     

 

 

注 1) 太字 ：  2021（令和 3）年の法施行令改正により追加された対象物質。改正後の対象物質の排出･移動量の把握は 2023（令和

5）年度から実施する必要があります。  

注 2）   ヘンリー定数は 25℃付近の値で、計算値 [ヘンリー定数 (Pa･m 3/mol)＝蒸気圧 (Pa)÷水溶解度 (g/m 3)÷分子量 (g/mol) ]  

「状態」の欄の記号は、S：常温で固体、L：常温で液体、G：常温で気体の状態であることを意味している。  

注 3）   管理番号 468 以降の物質について、*のついている値は ChemSpider、その他は PubChem から、それぞれ情報を取得している。  
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1． 事業の目的 

 特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善の促進に関する法律（以下「化管

法」という。）は、排出量・移動量の届出を行うPRTR制度及び指定化学物質等の情報提供等

を行うSDS制度を講じることにより、事業者による化学物質の自主的な管理の改善を促進し、

環境の保全上の支障を未然に防止することを目的としている。化管法は平成11年7月に制定、

平成12年3月に施行された。化管法附則第3条により、施行後7年を経過した場合に見直すこと

とされており、平成20年11月に化管法施行令を改正した。前回見直しから10年を迎えたこと

から、化管法の課題や見直しの必要性及び方針について検討を行い、令和元年6月に、産業構

造審議会製造産業分科会化学物質政策小委員会制度構築ワーキンググループ、中央環境審議

会環境保健部会化学物質対策小委員会合同取りまとめが公表された。これを受けて、薬事・

食品衛生審議会薬事分科会化学物質安全対策部会PRTR対象物質調査会、化学物質審議会安全

対策部会化管法物質選定小委員会、中央環境審議会環境保健部会PRTR対象物質等専門委員会

合同会合を開催し、化管法対象物質の見直しに関する検討を行い、令和2年8月に物質選定に

係る答申が取りまとめられた。答申を踏まえて、対象物質を指定する化管法施行令を改正す

る政令案がパブリックコメントにかけられた。 

 今般の見直しを受けた改正後の化管法の適切な施行においては、事業者は事業所からの化

学物質の排出量等を把握するだけでなく、その化学物質によって生じる周辺環境における人

や動植物に対するリスクを把握し、必要に応じてそのリスクを削減することが必要である。

さらに、リスクコミュニケーション等により、リスク管理の内容やその効果について、周辺

住民等の理解を得ていくことが求められている。そのため、本事業では、事業者の化学物質

の自主的管理のために現在国が提供しているばく露評価ツール（以下「METI-LIS」という。）

の活用を推進するための調査を行った。 

 

 

2． METI-LISを活用した化学物質のリスク評価に関する調査 

2.1 調査概要 

(1) これまでの調査経緯 

 METI-LIS は、平成 8 年の大気汚染防止法改正による有害大気汚染物質削減のための事業者

に向けた第 2 期自主管理計画策定（平成 13 年）を支援するため、経済産業省により開発され

た低煙源拡散モデルである。この拡散モデルは米国の ISC（Industrial Source Complex）を基礎

とし、建屋の影響を考慮した算定ができるよう改良されたものであり、低煙源からの化学物質

の拡散を精度良く再現できるモデルとなっている。平成 13 年（2001 年）に初版ソフトが無償

公開され、その後、OSの改良等が複数回行われ、現在は Ver 3.4が公開され、一般社団法人産

業環境管理協会の HPよりダウンロードが可能となっている。METI-LISは事業所（発生源）か

ら半径 10 km 程度以内（長期評価の場合）の大気中の濃度を推計することが可能なことから、

近年では、化学物質のリスク評価のためのばく露量評価のツールとして事業者に活用いただけ

るよう普及を行っている。 

METI-LIS は、無料で使用できる大気拡散ソフトにもかかわらず、その用途は工場の新設又

は改修における環境影響評価（大気影響）に活用されるものの、化学物質のばく露評価ツール
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としての認知度は低く、その利用状況が把握されていなかった。そこで、平成 30 年度化学物

質安全対策に係る委託事業において METI-LIS が化学物質管理の観点でどのように活用されて

いるか調査を行った。また、開発から 20年あまり経過していることより、METI-LISと現在の 

米国 EPA 推奨モデルである AEROMOD及び ISCモデルとの比較を行い、改良の必要性につい

ても検討した。その結果、地方自治体において、PRTR の排出量データを用いて特定事業所か

ら排出される化学物質の大気中の影響を推計し、実測値と比較した事例、国立研究開発法人産

業技術総合研究所が開発した ADMER（曝露・リスク評価大気拡散モデル）と METI-LIS の両

方を活用して、大気中オキシダントのリスク評価を行った事例等が確認できた。また、モデル

のアルゴリズムについては、米国の 2つのモデルに比べ、低煙源からの物質の拡散をより精度

良く推計できることが分かった。一方、ソフトの使い勝手については、ファイル構造や計算手

順が煩雑であるため OS の見直しが必要であることやマニュアルや取扱説明書が分かりにくい

との意見があった。令和元年度委託事業では、前年度の調査の結果を踏まえ、初心者でも分か

りやすいマニュアルを作成すべく、算定方法に特化した「METI-LIS操作マニュアル（基礎編）」

を作成し、セミナーを行った。 

令和 2 年度は、令和元年度のセミナー参加者で関心を示していたものの METI-LISの利用実

績のない事業者や地方自治体の紹介による事業者より 7事業所を選定し、各社における化学物

質管理に METI-LIS を利用していただき、事業所における本ツールの活用について現場の意見

を収集した。使用者からは、操作マニュアル（基礎編）を参照することで、計算自体は行うこ

とができた、事業所から排出した場合の周辺地域への大気濃度への影響を知ることができ参考

になったとの意見があった。その一方、実測データとの比較を目的としていた事業者では、時

間がなく実測データとの比較までには至らなかったため、最終評価は行えていないとの意見も

あった。また、測定結果をどのように評価したら良いか分からないとの意見も多かった。結果

として、事業者の化学物質の自主管理に一定の有効性は認められたものの、行政や周辺住民と

のリスクコミュニケーションへ展開させるための具体的な活用方法については、更なる調査が

必要であることが分かった。 

 

(2) 本年度の調査 

本調査では、令和2年度の調査結果を反映し、METI-LIS活用調査に参加した事業者中の6事

業者（以下「モデル事業者」という。）を対象にヒアリング調査を行い、昨年度以降のMETI-

LISの活用状況及び具体的な自主管理やリスクコミュニケーションへの活用の可能性等につい

てヒアリングを行った。ヒアリングで得た要望等を勘案し、操作マニュアル（基礎編）に追

加すべき基礎的情報及びMETI-LISの化学物質評価への活用事例を作成した。 

 

 

3.  モデル事業者へのヒアリング調査 

3.1 調査手順 

調査手順は、以下のとおり実施した。 
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 手順 1  モデル事業者に対して、別添資料 1 のヒアリング調査表を事前に送付のうえ、

WEB 会議システム又は電話等によるヒアリングを実施した。 

 

 手順 2  ヒアリング後、別添資料 1の調査票を提出してもらい、調査結果を整理し、活

用を促進するための課題の抽出等の取りまとめを行った。 

 

3.2 調査項目 

 モデル事業者に対しての調査項目を表 1に示す。表 1は、別添資料 1の調査票の内容を取

りまとめたものである。 

 

表 1 モデル事業者に対しての調査項目 

No. 調査項目 概要 

【 会社情報に関する項目 】 

1. 会社情報 所属・役職・担当者氏名・所在地・連絡先など 

2. PRTRデータ届出情報：令和2年度分 令和2年度分の届出情報・化学物質（第一種指定化学物質） 

【 令和2年度事業以降のMETI-LISの活用状況に関する項目 】 

3. 
令和2年度調査結果（METI-LISの活

用結果）の社内活用について 

令和2年度調査にて、METI-LISを活用し、推計した結果を社内でどのように活用

をしたかについて記載 

4. 
令和2年度調査以降のMETI-LISの活

用状況について 

令和2年度調査以降のMETI-LISの活用状況について記載 

○活用している場合は、活用内容を記載 

○活用していない場合は、どのように活用できるかを記載 

【 METI-LISに関する課題や要望等 】 

5. 
METI-LISに関する意見や要望 

について 
METI-LISに関する意見や要望の記載 

 

3.3 調査結果 

 モデル事業者に対して調査を実施した結果を以下に取りまとめる。 

 

3.3.1 モデル事業者に関する情報 

(1) モデル事業者の概要 

今回、調査に協力していただいたモデル事業者の業種及び PRTR データ届出情報（第一種指

定化学物質）等の情報の一覧を表 2 に示す。 
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表 2 モデル事業者の情報の一覧 

No. モデル事業者名 

PRTRデータ届出情報 

業種 製品 第一種指定化学物質 

1 A社 
窯業・土石製品 

製造 
建材・工業製品など 

〇ホルムアルデヒド  

〇トリエチルアミン 

〇フェノール 

2 B社 化学工業 化学製品など 

〇クロロジフルオロメタン 

〇ジクロロフルオロメタン 

〇ジクロロペンタフルオロ

プロパン 

3 C社 化学工業 合成樹脂など 

〇トルエン 

〇塩化メチレン 

〇1，3ブタジエン 

4 D社 化学工業 石油など 

〇ノルマルヘキサン 

〇トルエン 

〇キシレン 

5 E社 化学工業 石油など 
〇1，3-ブタジエン 

〇トルエン 

6 F社 化学工業 電子材料部品など 

〇スチレン 

〇トルエン 

〇メタクリル酸メチル 

 

3.3.2 モデル事業者へのヒアリング結果 

今回、調査の実施に当たり、令和 3年 11月 9日～12日にモデル事業者に対して、WEB会議

システム及び電話等にて調査の概要説明とヒアリングを実施した。ヒアリング調査の結果を表

3に記載する。
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表 3 モデル事業者に対してのヒアリング調査結果の一覧

②令和２年度の調

査以降に、METI-

LISを活用したか

・活用した場合・・・活用した内容（左記②にて〇の場合）

・活用していない場合・・・以後、どのようなことに活用する予定か（左記②にて×の場

合）

事業者からの意見・要望等
事業所が求める活用事例は何か

（左記の内容を含めて、事務局にて取りまとめ）

1 A社
×

活用していない

〇社内での具体的な活用事例はない。

〇事業所では、大気汚染防止法等の実測を年2回実施しており、基準等を確認してい

る。実測結果があるので、現在は、活用できていない。

〇事業所では、METI-LISを活用しなくても化学物質の拡散状況（濃度等）は、想

像できてしまう。実測値の結果があるため、シミュレーションを実施することで、丁寧になるか

もしれないが、社内的説明や報告等などの労力がかかり、また、労力に対してのアウトプッ

トがない。

〇事業所としては、臭気の測定が主となり、METI-LISは活用できていない。

×

活用していない

〇事業所の敷地境界内の拡散状況を確認する。事業所内での安全は、作業環境等も

含まれており、作業環境的な活用もできれば良い（作業環境の評価は作業中の人への

曝露なので、METI-LISの拡散シュミレーションでは対応できない。用途が異なる）。

〇METI-LISと排気量、気象条件などを連動のうえ、時間に応じて、リアルタイムで事業

所内の大気拡散状況が確認（可視化）できるとリスク管理等の点（例：基準値を超

えた場合、アラームなどによる警告的なもの）で活用ができ、価値がある（ロガー機能を

搭載したシミュレーションシステム的なもの。）。

〇リスクコミュニケーションに活用することは難しい。住民協議会等を年1回実施をしている

が、数値を対外的に示すにしろ、地域住民等の聞き手側の知識・能力がないと誤解を受

ける場合がある。また、伝える側も(METI-LISの)数値等を理解したうえで説明しないと、

地域住民に対して不安等を与えかねない。事業主も地域住民もリスクゼロの確認しか見

ていない（現在は、臭気の確認をアウトプットしている。）。

〇化学物質の適正な使用のため基礎情報として使用

〇化学物質の大気拡散の状況の把握に使用（特に

事業所内又は近隣に限定）

〇METI-LISの定点の範囲である現行の50 m～100 m間隔をもっと狭めることで、事

業所の近隣のみのシミュレーションを実施できるようにして欲しい。また、事業所の敷地境

界内のみでのシミュレーションをできるようにして欲しい（METI-LISは敷地境界内の濃度

も算定していいる。）。

〇METI-LISとして活用したいのは、臭気等のシミュレーションである。事業所（工場

内）では、生産工程にあるコークス由来からの硫化水素や二酸化硫黄などの臭気が発

生する。その臭気をシミュレーションしたい（臭気の原因物質である硫化水素や二酸化硫

黄も同様に計算できるので、濃度を算定し、その濃度より臭気があるかどうかが判断でき

る。）。

2 B社
×

活用していない

〇社内での具体的な活用事例はない。

〇推計した結果を上司と情報共有を行ったのみである。

〇化学物質の自主管理は、法令で定められていないため、環境管理の業務の優先度が

低く、METI-LISを活用（発展）に至るまでの時間がなかった。

×

活用していない

〇今後、事業所における設備の増設もしくは廃止を行った場合、現状と比較して、どのよ

うな影響が現れるかなどの検討に使用できる可能性がある。新設備を導入する時は、安

全性を法規制（安衛法等）に基づき、場所を決定するので、その場所で良いかMETI-

LISを活用し確認する。

〇地方自治体から大気モニタリング濃度が配信されており、大気モニタリング濃度が高濃

度の場合、気象条件を同様にし、METI-LISを活用のうえ比較したい。事業所からの排

出がどの程度影響しているか確認するために使用したい。

〇化学プラントの事故（トラブルを含む）や災害時における漏洩等の影響に計算した

い。

〇事業所では、GHG（温室効果ガス）の排出等の削減等を優先的に進めることが多

く、PRTRによる化学物質は、GHGガスに比べると優先度は低くなってしまう。METI-LIS

の活用も優先順が低くなってしまい、事業所では活用が難しい。

〇化学物質のリスクコミュニケーションの活用は、一般的にMETI-LISの推計結果を地域

住民等に説明した場合、逆に何故、リスクコミュニケーションを行うのか違和感を持たれ

る。通常は、地域住民は、事業所が安全に稼働していれば問題がないとの考えである。

〇化学物質のリスクコミュニケーションの活用については、事業所にてトラブルが発生した場

合、地域住民への説明の際にMETI-LISの推計結果を示し、問題がないことを説明する

のに使用可能ではないかと思う。また、工場の設備新設等の初期段階での環境アセスメ

ント的なもので使用可能でないかと思う。

〇化学物質の適正な使用のため基礎情報として使用

〇METI-LISの結果（推定値）と実測値（都道府

県のモニタリングポストや事業者の実測など）との比較

に使用

〇化学プラントの事故（トラブルを含む）や災害時に

おける漏洩等の短期ばく露評価に使用

〇工場の設備新設等での環境アセスメント的なもので

使用

〇METI-LISは使いやすいため、様々な事例に使用できると良い。

〇昨年度のMETI-LISの調査票の内容の繰り返しとなるが、シミュレーションソフトを活用

するケースとしては、トラブルによる漏洩の影響を計算するという場合がある。METI-LIS

は、計算結果が絶対値で出てこない（絶対値への変換は手動で入力）ため、化学物

質排出量に対する定量的な影響が推し量りにくい（  絶対値への変換は行うことができ

る。）

〇現状は、活用例として適切なものを見いだせていないのが現状である。もし、行政への

届出や報告などにおいて有効に活用された事例がありましたら、可能であれば教えて欲し

い。

3 C社
〇

活用している

〇工場敷地境界の（自主）濃度測定を実施しており、「どのように拡散したか」の後追

い調査に活用している。

・計算に必要となる気象データは、当初、気象庁HPからのダウンロードデータを使っていた

が、工場では、独自に気象データを測定しており、工場データの方が、有効性があると考え

た。

・気象庁ダウンロード(CSV)データの書式に、工場気象データを差し替えるプログラムが必

要となり、周辺データを整理するプログラムを作成して対応している。

・(自主)濃度測定の結果とMETI-LISの結果を合わせて工場内関係各位にフィードバッ

クできるようになった。

○事業所では、敷地境界の定点測定を行っており、工場内部においてもあわせて実測を

行っている。METI-LISにてどのように大気拡散をしたか確認のうえ、妥当性（低濃度の

拡散状況）が確認できた。

○事業所では、化学物質の管理は、有害化学物質もPRTR等で分かっているので、設

備導入してすぐに対応してしまう。大気拡散をギリギリまで下げる意味がなく、METI-LIS

で推計のうえ管理するものではない。

〇×

・活用している

・活用していないの両

方

～活用している内容～

〇METI-LISの結果（推定値）と実測値との比較に使用(敷地境界(自主)濃度測定

結果の検証)

～今後の想定される活用内容～

○活用はそれなりにできると思うが、MEII-LISは、基本、過去の排出量や気象等のデー

タを用いるため、後追いのシミュレーションである。METI-LISを予測の部分で活用できると

それなりに活用が可能であると思う。予測を行うことでのリスク管理は、事業所では非常に

大事な部分である。

○予測の部分では、化学プラントの事故（トラブルを含む）や災害時における漏洩等の

影響について、1時間～3時間後の予報（予測）として活用できるのではないか。予測

をするには、気象（天気予報）のデータと事故等の際の排出量が事前に予測できれば

活用は可能である。

○事業所では、敷地境界で実測（定点：6点）を行っており、出来れば後追いで、実

測値からMETI-LISを活用し、工場内のどこに問題（配管等の漏れの把握）や発生源

があるか確認できるようにして欲しい。（排出量が分からないため、METI-LISでは確認で

きない。）

○地方自治体のモニタリングスポットでの実測の結果から、拡散している事業者をMETI-

LISにて特定できるようにして欲しい（逆算的なシミュレーション）。そのような仕組みがで

きれば、地方自治体でもMETI-LISを活用できると思う。

○METI-LISのシステムと天気（予報も含む）データの連動等が出来るようにして欲し

い。

○リスクコミュニケーションは、法令、通達やガイドライン等としてMETI-LISの活用等を示

してもらえないと、活用はかなり難しい（例えば、トラブル等の報告をMETI-LISのコンター

図等で義務化のうえ、リスクコミュニケーションを行うなど）。

〇化学プラントの事故（トラブルを含む）や災害時に

おける漏洩等の短期ばく露評価に使用

〇周辺(複数)地点の実濃度測定結果から、拡散の逆計算で排出源を推測・特定でき

ると良いと思う。

○METI-LISの設定が難しい。特に、地図の設定と気象条件の設定が難しい。

○気象データの風向きを細かく設定できないのか（現在のMETI-LISでは、16方位でシ

ミュレーションを実施）。

〇「気象予報データ」を取り組み、現在から数時間後の拡散予報が出せると良い。

〇気象庁のホームページからMETI-LISに適合する書式で、気象予報報データがダウン

ロードできれば、拡散予測を表示する事が可能になる。→　事故やトラブル時における各

企業の近隣住民への説明用などに活用できる。

4 D社
×

活用していない

〇推計結果を活用していないが、部署内での状況把握として活用した。

〇実測値と一致するように、排出箇所や量を任意に置くことで、排出源の探査を行おうと

したが、シミュレーションのstart地点である初期設定の条件を「探す」ことを意味するため、

理屈上、そのような利用法はできなかった。

〇基本、実測値を用いて確認をしており、社内の広い敷地で、ある程度の測定点を取っ

て確認をしている。社内では、社外データは、実測値を用いることとしており、活用が難し

い。

〇METI-LISは、信頼性（度）の観点から、精度レベルが不明なため、部署内での状

況把握までは問題はないが、社外対応では難しい。信頼性が確保できれば検討も可能

である。

〇今回の推計値を実測値と比較したが、差異が大きすぎる。

×

活用していない

〇顕かな排出源があり、その周辺（敷地内）へのインパクトを推測したい場合の部署内

での検討・活用が考えられる（以下、例である）。

・悪臭物質を取り扱う施設（建屋）の排気ダクトの高さなどの設計目安のためなどに活

用する。

・狭い範囲での漏洩時の安全性（引火、労働衛生の面から）を見積もってみることに活

用できるひな形の様なものがあれば、活用したい人もいるのではないかと思う。

・実際には、実測にて確認するのが当然であるが、漏洩物を漏洩箇所からゆっくりとパージ

して除かねばならない場合があった時、どの程度のパージ量が適切かの検討のたたき台とし

て活用する。

・安衛法関係で、ECETOC-TRAがあり、同じ原理を使用していると思われる。濃度の分

布が見えるなら上記の検討では、判り易く興味を惹く様に思える。

〇過去、リスクアセスメントを実施したことがあるが、30年前である。環境影響評価の内容

にてシミュレーションソフトを使用したが、METI-LISではない。活用できるのであれば、活

用したい。

〇リスクコミュニケーションでのMETI-LISの活用について、METI-LISの結果（コンター図

等）をリスクコミュニケーションに使うと、地域住民に不安感を与えてしまう。また、近隣他

社にも影響がおよぶ可能性があり、地域住民が、近隣他社に対しても不安を持ってしま

う。

〇化学プラントの事故（トラブルを含む）や災害時に

おける漏洩等の短期ばく露評価に使用

〇現状では、社外による活用は難しいが、「事故・災害時での短期ばく露評価に活用」

であれば活用も考える。

〇要望としては、事業所周辺の大きな範囲よりかは、事業所内の敷地が大きいため、小

さなエリア（事業所の敷地境界内）でのシミュレーションができれば良いと思う。

〇「事実＝シミュレーションをどの程度信じるか？」の問題と思われる。昨今は、それが

「＝」ということで世界が動いている。、シミュレーションは、「この理屈（条件）で計算する

場合、こういう前提なら、こういう結果である。」とのことであり、「シミュレーションを実施した

者」や「充分な知識・思考をもつ者」でないと、それが何かが理解できないのではないかと

思う。

〇データを提示された場合、「それが事実（多くが脅威として受け止める）」とみなし、事

実であるから提示すると考えるのが普通であると思われる。「シミュレーション」は、真実であ

ると保証できるのか重要である。

5 E社
×

活用していない

〇年間排出量の周辺地域への影響は、問題がないレベルであることを部署内で認識のみ

に活用した。

×

活用していない

〇事業所からの対象化学物質の年間排出量を元に、毎年、周辺地域に影響が無いこ

とを確認するために活用する。

〇イレギュラーな化学物質の排出があった際の、周辺地域への影響度合いの確認に活用

する。

※漏洩発生時の計算に対してどこまで使用可能か。

〇有害大気汚染物質の地方自治体の測定結果に対する自社の影響度合いの確認を

するために活用する。

〇化学物質排出量低減の目標レベルの設定（シミュレーションにて問題のないレベルまで

削減）として活用する。

〇シミュレーション結果の妥当性の検証が必要である。結果を社外に報告する場合には、

特に重要と思われる。

〇非定常時（漏洩発生）のスコープ化（瞬間高煙源工場漏洩モデルの開発）が必

要である。

〇化学プラントの事故（トラブルを含む）や災害時に

おける漏洩等の短期ばく露評価に使用

〇初心者が取組みやすい、マニュアルの準備（間違えやすい操作、結果を大きく左右す

る操作、Q&A含む）

〇シミュレーション結果の妥当性の検証

〇ハンドリング性向上（変更のないデータの自動入力。定常状態での計算で、変更する

データは気象条件くらいとの想定）

6 F社
×

活用していない

〇社内での具体的な活用事例はない。

〇排出源周辺の定常的（平均的）な大気中濃度を推算できるとのことで、計算してみ

た。その結果、だいたいイメージしていた計算結果が得られたものの、それ以上の活用につ

いては、特になかった。

〇建屋等による拡散の影響をより正確に再現できるとのことで、建屋等の有無による計算

結果の差異を確認したが、誤差範囲というイメージであり、あまり有効であるとは思えなかっ

た。（建屋の影響を受ける範囲の理解が足りていない可能性がある。）

×

活用していない

〇緊急時における風向きを想定した拡散濃度の試算に活用する。その結果を踏まえた

避難場所の検討や、地域住民とのリスクコミュニケーションに活用できればと考える。

〇地方自治体のモニタリングスポットの実測値（2時間ごと）の情報・結果から、METI-

LISのシミュレーション（短期気象による予測）にて確認を行い、実測値の結果が社内の

排出によるものか確認することに活用する（瞬時に比較するためには、千葉県のモニタリン

グスポット又は事業所の気象条件が必要である。）。

〇METI-LISで、その場の実測値と比較する場合、気象条件等が変わってしまうので、リ

アルタイムで連動するシミュレーションにできると良い。

〇事業所の火災や事故等により、タンクから化学物質が漏洩した場合、METI-LISを使

用するようなお墨付きがあれば良いと思う。例えば、法令、通達やガイドラインとして

METI-LISの活用等を示してもらえると社内で活用がより可能である。

※高圧ガス認定等を経済産業省から認定をされており、他部署と連携のうえ、METI-

LISの活用について、検討して欲しい。

〇社内では、社会的責任（CSR活動）から、リスク管理について高いレベルで求められ

ており、その中で、地域住民のリスクコミュニケーションも必要である。METI-LISが活用で

きれば良いが、リスクコミュニケーションのツールとしてMETI-LISを活用するようなことを経済

産業省が示してもらえれば活用できると思う。

〇化学プラントの事故（トラブルを含む）や災害時に

おける漏洩等の短期ばく露評価に使用

〇化学物質のリスクコミュニケーションとして使用

〇METI-LISをリアルタイムで連動する仕組みがあると良いと思う。

No. 事業所

1.　令和2年度事業以降のMETI-LISの活用状況について

①令和２年度の調査にて、推計した結果を社内で活用したか。
3.　METI-LISに関する課題や要望

2.　METI-LISの活用の可能性について
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3.3.3 METI-LISの活用の状況 

METI-LISのヒアリング調査より、①令和 2年度調査の METI-LIS調査の推計データをどのように社

内及び社外で活用したかの質問に対しては、推計結果を事業所内で活用したと回答した事業者は、6事

業者中１事業者であった。活用してないと回答した中で、1事業者は社内ではないが部署内での状況把

握に使用したとの回答を得た。その他の事業者は、昨年度の推計結果を上司に報告するだけに留まっ

ているとのことであった。活用をしていない理由としては、すでに排出量を把握しており、問題ない

量であることを確認しているためとの回答が多かった。 

なお、活用していないと答えた事業者内、2事業者より、推計値と実測値の比較をしたところ差異が

大きかった、建屋の影響を見たかったが差異が無く有効性を感じられなかったという意見があった。

これらについては、事業者の使い方に問題がなかったか、正確なデータが入力できているかなどの検

証が必要と思われた。 

一方、今後どのように活用できるかについては多くの意見を得ることができた。詳細を以下の表に

まとめる。 

 

(1) 事業所内で活用したケース 

事業所にて測定した工場の敷地境界の濃度測定値とMETI-LISでの推計結果の比較に活用した。 

 

(2) 今後の活用の可能性 

No 活用の内容 種類 

1 

地方自治体から配信される大気モニタリング濃度が高濃度の場合、気象条

件を同様にして、METI-LIS で推計し、事業所からの排出がどの程度影響

しているか確認する。 

大気モニタリング値 

との比較 

2 
事業所からの対象化学物質の年間排出量を元に、毎年、周辺地域に影響が無

いことを確認する。 
長期排出影響 

3 化学物質排出量低減の目標レベルの設定に活用。 長期排出影響 

4 
事業所における設備の増設もしくは廃止を行った場合、現状と比較して、ど

のような影響が現れるかの検討に使用する。 

設備改修の影響評価 

（工場管理） 

5 
悪臭物質を取り扱う施設（建屋）の排気ダクトの高さなどの設計目安のため

などに活用。 

設備改修の影響評価 

（工場管理） 

6 
化学プラントの事故（トラブルを含む）や災害時における漏洩等の影響を推

計。 

短期排出影響 

（安全管理・事故時の影響） 

7 

緊急時における風向きを想定した拡散濃度の試算に活用する。その結果を

踏まえた避難場所の検討や、地域住民とのリスクコミュニケーションに活

用。 

短期排出影響 

（安全管理・事故時の影響） 

8 
イレギュラーな化学物質の排出があった際に、周辺地域への影響度合につ

ての部署内の検討に使用。 
短期排出影響 

9 
漏洩物をゆっくりパージして除去する作業の際、パージ量の適量を確認す

るために使用。 
短期排出影響  

10 大気中の濃度から逆算した有害物質の漏洩箇所の特定又は可能性の評価。 漏洩の可能性確認 
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3.3.4 METI-LISの活用に関する意見・要望と課題 

 モデル事業者にMETI-LIS への意見・要望、また、化学物質管理のためのばく露評価やリスクコミュ

ニケーションへ活用されるためには、どのような課題があるかについて意見を伺った結果を以下にま

とめる。 

 

(1) 意見・要望 

1 

リアルタイムで事業所内の大気拡散状況が確認（可視化）できるとリスク管理等の点で活用ができ、価値がある。例

として、基準値を超えた場合、アラームなどによる警告的なものやロガー機能を搭載したシミュレーションシステ

ム的なものなど。 

2 
モニタリングスポットでの実測値の結果から、排出事業者をMETI-LISにて特定できるようにすれば地方自治体 

がMETI-LISを活用できると思う。 

3 非定常時（漏洩発生）のスコープ化（瞬間高煙源工場漏洩モデルの開発）が必要である。 

 

 上記の意見は、METI-LIS のエンジンや使用している拡散モデルの変更を伴うものであり、現状の

METI-LISでは対応ができないが、今後、より使い勝手の良い拡散モデルを開発する際に参考となるも

のと思われる。 

 

(2) 課題 

以下の表にヒアリングで得たMETI-LIS活用のための課題とその対応について記載する。 

 

No 内容 今後の対応 種類 

1 

METI-LISの信頼性の観点から、精度レベルが不明 

であり、社内及び社外でのデータとしての活用が 

難しい。 

シミュレーション結果の妥当性の検証が必要であ 

る。結果を社外に報告する場合には、特に重要と 

思われる。 

シミュレーション結果の検証は、実測値

との比較により確認する必要があり、ユ

ーザーで行ってもらう必要がある。 

一律に計算結果を保証することはでき

ないが、計算結果に与える不確かさの要

因を良く理解し、結果を解析してもらえ

るようにする。操作マニュアル（基礎編）

に不確かさの要因や精度について記載

をすることで対応する。また、セミナー

等でも説明をする。 

推計値の精度

の理解 

2 

事業所では、GHG（温室効果ガス）の排出等の削減

等を優先的に進めることが多く、PRTRによる化学

物質は、GHGガスに比べると優先度は低くなる。

METI-LISの活用も優先順が低い。 

化学物質管理の重要性や「化管法」の理

解の促進を行う。 

社内でのリス

ク管理の優先

度が低い 

3 

事業所では化学物質の排出量は把握しているた

め、大気中への影響は推測でき、METI-LISでの計

算のニーズが低い。 

ばく露評価は排出量の把握だけでは不

十分であり、近隣地域への拡散状況の把

握が重要である等のばく露評価に関す

る考え方の普及が必要。セミナーにおい

ては、METI-LISの使い方と合わせて、ば

く露評価ツールとしての使い方につい

て説明をしていく。 

大気拡散算定

の必要性の理

解不足 

4 

リスクコミュニケーションにおいて、法令、通達や

ガイドライン等としてMETI-LISの活用等を規定し

ないと、活用はかなり難しい。例えばトラブル等の

法令や通達に書き込むことは難しいが、

地方自治体に活用してもらい、事業者と

のコミュニケーションに使用してもら

リスクコミュ

ニケーション

の課題 
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No 内容 今後の対応 種類 

自治体への報告で、METI-LISのコンター図等の提

示を義務化するなど。 

う。一方、事業者も自治体への説明に使

用が可能なように、地方自治体と事業者

の双方で利活用してもらうようにする。 

5 

住民協議会等で数値を対外的に示す場合、地域住

民等の聞き手側の知識・能力がないと誤解を受け

る場合がある。また、伝える側も(METI-LISの)数値

等を理解したうえで説明しないと、地域住民に対

して不安等を与えかねない。現状では、リスクコミ

ュニケーションに活用することは難しいと考え

る。しかし、問題が発生した際は、大気中濃度に問

題がないことの証明に使用できる可能性はある。 

推計結果と実測値との検証等を行い、

MET-LISの算定結果の精度を確認する

ことで、METI-LISの信頼性を事業者自

らが確認できるようにする。リスクコミ

ュニケーションにおけるMETI-LISの利

用方法について説明が必要と思われる。 

リスクコミュ

ニケーション

の課題 

 

(3) METI-LISソフトについての意見 

モデル事業者から挙がった METI-LISソフト（OS：オペレーションシステム）に関する意見につい

て、a. すでに対応ができている事項・今後対応可能な事項、b. 対応が難しい事項に分けて以下に説明

する。 

 

a. すでに対応できている・今後対応可能な事項 

No 事業者からの要望 対応方法 

1 

METI-LISの定点の範囲である現行の50 m ～ 100 m 間隔も

っと狭めることで、事業所の近隣のみのシミュレーションを

実施できるようにして欲しい。 

定点（グリッド）は、1 m 間隔で設定が可能であ

り、算定範囲は任意に設定が可能である。 

2 
事業所の敷地境界内のみでのシミュレーションをできるよ

うにして欲しい。 

METI-LISでは、敷地境界内や境界外の区別をして

推計しているわけではない。短期評価では排出源

より半径2 km以内、長期評価では10 km以内であ

り、空間の解像度は任意に設定できる。 

3 
METI-LISは、計算結果が絶対値で出てこないため、化学物質

排出量に対する定量的な影響が推し量りにくい。 
絶対値への変換は可能である。 

4 気象データの風向きを細かく設定できるようにして欲しい。 
現在のMETI-LISでは、16方位でシミュレーション

している。 

5 臭気のシミュレーションの機能が欲しい。 

臭気物質の排出量が分かれば、大気中濃度を推計

し、臭気があるかないか確認すれば良い。臭気物

質も化学物質であり、大気拡散は変わらないので、

同様に対応は可能である。 

6 
間違えやすい操作、結果を大きく左右する操作、Q&Aを記載

して欲しい。 

大気拡散モデルの基礎的情報の理解不足による使

用の間違えが多く見受けられる。計算結果に与え

る不確かさの要因等、基礎的情報に関する説明を

操作マニュアル（基礎編）に追加することで対応

する。 
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b. 対応が難しい事項 

No 事業者からの要望 対応が難しい理由 

1 
ハンドリング性の向上として、変更のないデータの自

動入力等の機能が欲しい。 

現行のMETI-LISでは、コピー機能があるが、自動入

力等の機能はない。OSの改良が必要。 

2 

リアルタイムでの推計： 

時間に応じて、リアルタイムで事業所内の大気拡散状

況が確認（可視化）できる機能（システム）として欲

しい。リスク管理等の点（例：基準値を超えた場合、

アラームなどによる警告的なもの）で活用ができ、価

値もある（ロガー機能を搭載したシミュレーションシ

ステム的なもの。）。 

リアルタイムで計算するためには、気象条件と排出

ガス量が常時入力され、自動的に計算を行うシステ

ムでないと不可能であり、現行のMETI-LISでは対応

できない。 

3 

将来の拡散予測： 

気象庁のホームページの気象予報をMETI-LISに適合

する書式でダウンロードして、取り組み、現在～数時

間後の拡散予報が出せる機能が欲しい。 

気象予報のデータが風向、風速、大気安定度のよう

な詳細データになっていないと思われるので、難し

いと考える。 

4 

排出源特定の機能： 

周辺又は複数地点の実測の濃度結果から、逆計算で、

排出源を推測及び特定できる機能が欲しい。 

大気拡散モデルは発生源からの排出量データを用い

て推計を行っている。そのため、逆算して発生源を

特定することはできない。 

 

3.4 ヒアリング調査のまとめ 

 今回、令和 2年度の活用調査に協力をいただいた 6モデル事業者に対し、①令和 2年度のMETI-LIS

調査の推計データをどのように社内及び社外で活用したか、②METI-LISを今後、どのように活用でき

るか、③METI-LIS への要望と課題についてヒアリング調査を実施した。その結果、1事業者は、

METI-LISの結果（推定値）と実測値との比較に現在も活用しているとの回答があったが、その他の事

業者は、昨年の METI-LIS の算定結果を実際に事業所内の化学物質管理やリスクコミュニケーションに

活用するところまでは行っておらず、部署内での確認や上司への報告等にとどまっていた。METI-LIS

による大気拡散予測を行わない主な理由としては、3.3.4 (2) 課題に記載した通り、a. 事業所内で化学

物質の排出量が把握できており、影響がないことが推測できるため METI-LIS による推計までは必要が

ない、b. 化学物質管理を行う上で優先順位が低いなどが挙げられた。また、社内外でのリスクコミュ

ニケーションに活用しない理由としては、a. 推計結果の精度が不明である、b. 説明者と聞き手側（会

社の経営者、住民等）の双方で MET-LIS に対する知識がないと誤解を招く懸念があるという意見が多

かった。METI-LIS を事業者に活用してもらうためには、法令、通達及びガイドライン等に METI-LIS

の活用について規定が必要ではないかとの同様の意見が多くあった。 

一方、METI-LISを今後、どのように活用できるか（3.3.3 (2)）については、積極的な意見が多く挙

げられ、a. 長期予測の利用として年間排出量の周辺地域への影響評価、b. 工場の新設や改修等におけ

る環境影響評価、c. 短期予測として、事故やトラブルによる漏洩の拡散予測及び周辺地域への影響予

測などが主であった。 

 METI-LISのソフトに関する意見（3.3.4 (3)）を見ると、METI-LISで行っている拡散モデルの基礎的

な情報が欠如していることによる、間違った使い方や METI-LISモデルで取り扱えるデータの制限等の

知識の欠如による操作の間違えなどがあることが推測された。
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4. METI-LISの活用を促進するための対応 

3.3 のヒアリング調査の「3.3.4 (2) 課題」へ対応すること及び「3.3.4 (3) METI-LIS ソフトについての

意見」を勘案し、今後 METI-LIS の活用を推進するためには、METI-LISの大気拡散に関する基礎的知

識の向上とヒアリング調査で理解が不十分であった操作について、抽出し、令和元年度の委託事業で

作成した METI-LIS操作マニュアル（基礎編）注)に追加すべき事項として取りまとめた。 

また、「3.3.3 (2) 今後の活用の可能性」で回答の多かった使用目的の幾つかについて、活用方法の例

を示すこととする。 

注) 一般社団法人産業環境管理協会 HP よりダウンロード可能 URL https://www.jemai.or.jp/tech/meti-lis/download.html 

 

4.1 METI-LIS操作マニュアル（基礎編）に追加すべき事項 

 METI-LIS操作マニュアル（基礎編）を見直し、METI-LIS の使用において知っておくべき基礎的情報

で不足しているものを以下に挙げる。（ ）内はMETI-LIS 操作マニュアル（基礎編）の箇条番号。 

 

a) 大気拡散モデルを理解する上で最低限必要な知識 

排ガスの大気拡散の特徴、最大着地濃度、プルームモデルの考え方、拡散幅、大気安定度、気象と大

気拡散についての説明。 

（1.2 大気環境シミュレーションの基礎知識 及び 1.2.3 METI-LISの基礎知識に追加検討） 

 

b) 建屋の影響の設定 

建屋の影響について、設定（登録）の必要性の判断基準の記載。発生源と建屋の関係がどのような場

合に建屋の設定が必要かの説明。 

ダウンウオッシュとダウンドラフトが影響する範囲の説明。建屋の登録が必要な条件を明確に記載す

る。 （1.3  METI-LISの適用範囲に追加検討） 

 

c) 短期予測について 

ヒアリングの結果、短期予測に関わるニーズは高いことが分かった。操作マニュアル（基礎編）は短

期推計の計算に関する説明が少ないので、追加が必要である。また、METI-LISでは 5分、10分、60分

などの数分単位の短期の推計が可能であるが、不確かさも大きくなるため、実測値との比較など検証を

行うことが推奨される。そのため、短期予測の使用の際の留意点等を記載する必要がある。事故による

漏洩においても、排出ガスが高密度ガスではなく、定常状態で拡散する場合は、METI-LIS を用いた推計

が可能となるなど、事故時の推計について適用が可能な場合について説明を記述する。 

 

4.2 METI-LISの活用方法の例 

事業者に参考となるMETI-LISの活用方法の例を以下に紹介する。 

注）ここで示すコンター図は架空のものである。 

 

活用方法の例 1  バックグランドの影響の確認 （長期予測） 

目的： 事業所から排出している化学物質 A の量は少なく大気中濃度に与える影響も小さいと思われる

のに、地方自治体が行っている事業所周辺の大気モニタリング地点における化学物質 A の年

間平均濃度は高い値を示している。自社からの排出影響を確認したい。 
 

https://www.jemai.or.jp/tech/meti-lis/download.html
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算定方法： 化学物質 Aの年間排出量又は実測値より 1時間当たりの排出量（kg/h）を算出する。事業

所に一番近い観測局のアメダスデータ及び稼働時間を用いて、1年間の長期予測シミュレ

ーションを行う。NITE 注）による全国 1 km四方単位での各種化学物質の大気中濃度をシミ

ュレーションした PRTRマップを参照し、事業所周辺の化学物質 A バックグランド濃度を

確認する。METI-LISでは算定結果にバックグランド濃度を追加することが可能であり、

その機能を用いて、バックグランド有と無しの両方で算定し、モニタリングによる実測値

と比較する。 

注) 独立行政法人製品評価技術基盤機構 PRTR マップ URL https://www.prtrmap.nite.go.jp/prtr/top.do 
 

結果と評価： 図 1のコンター図にバックグランド濃度を入れないで推計した結果、図 2のコンター図

にバックグランド濃度を入れて推計した結果の例を示す。青丸は発生源、赤丸は実測点

とする。図 1のコンター図のバックグランド無しの場合は、実測値点の大気中濃度は

0.01～0.05 µg/m3であり比較的低い値を示し、実測値とは合わない結果となった。バック

グランドを入れて推計した図 2のコンター図では、実測地点の濃度は 0.1～0.5 µg/m3と

なり、記した地点が大気の実測地点での測定結果と良い一致を示した。バックグランド

濃度を追加した推計において、実測値と近い値を示したため、事業所周辺の大気中の化

学物質 A の濃度は、事業所からの排出の影響は少なく、他の排出源の影響であることが

確認できた。 

 

 

図 1 バックグランドの影響のシミュレーション結果（バックグランド無し） 

 発生源 

濃度は 実測地点 

濃度 0.01～0.05 μg/m3 の範囲 

https://www.prtrmap.nite.go.jp/prtr/top.do


- 13 - 

 

 

図 2 バックグランドの影響のシミュレーション結果（バックグランド有） 

 

活用方法の例 2  事業所内の複数個所の排出源からの影響の確認 （短期予測） 

目的： 敷地境界付近で 7 月から 8 月の 1 か月間にわたり化学物質 B の濃度を実測した結果、非常に高

い値を示した。事業所では、敷地内に煙突 1 か所及び建屋屋上からのダクト 2 か所から化学物

質 B の排出がある。各発生源は事業所内でそれぞれ離れた場所に設置されているため、どの発

生源からの寄与であるか確認したい。また、古い設備の配管等より化学物質 B の漏洩も懸念さ

れるため、上記以外の排出の可能性も確認したい。 
 

算定方法： 事業所内の煙突 1 か所、ダクト 2 か所より排出される化学物質 B の 7 月から 8 月の 1 か月

間排出平均濃度を算出する。地図上に 3 か所の排出源の位置を正確に登録し、排出口の高

さ、建屋（影響がある場合）も正確に登録する。7月から 8月の操業稼働時間、気象データ

を入力し、1か月間の短期の推計を行う。推計結果の図では、各発生源別からの化学物質 B

の拡散推計結果を表示することができるので、その機能を用いて、各発生源に対する実測値

付近の濃度を確認する。 
 

結果と評価： 図 3のコンター図は、1つの煙突及び 2つのダクトからの排出量を全て入力し算定した結

果である。赤点線枠は事業所周辺の住宅地域であり、赤丸は実測地点である。図 3のコン

ター図では、3 か所の発生源の中でどこが一番、住宅地域の実測地点での大気中濃度に影

響を及ぼしているか分からない。図 4～図 6は各発生源単独の大気拡散計算結果のコンタ

ー図である。これを見ると、実測地点の大気中濃度が一番高い値を示しているのは、ダク

ト Bのコンター図（図 6）である。従って、7月から 8月の 1か月間の実測地点での化学

物質 B の濃度上昇はダクト Bからの排出が大きかったことが分かった。 

            また、3つの発生源を重ね合わせた算定結果と敷地境界付近の実測値とは良い一致を示し

濃度は 
実測地点     

濃度 0.1～0.5 μg/m3 の範囲 

 発生源 
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たため、3つの排出源以外の排出源はないことが推測され、大きな漏洩はないことが確認

できた。 

 

図 3 事業所内の複数個所の排出源からの影響のシミュレーション結果（複数の排出源） 

 

図 4 煙突からの化学物質 Bの拡散シミュレーション結果 

濃度は 

濃度は 

実測地点 

実測地点 
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図 5 ダクト Aからの化学物質 Bの拡散シミュレーション結果 

 

 

図 6 ダクト Bからの化学物質 Bの拡散シミュレーション結果 

 

 

濃度は 
濃度は 

実測地点 

実測地点 
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活用方法の例 3   突発的な化学物質の大量漏洩における周辺地域への影響評価（短期予測） 

目的： 事業所内には有害性の強い化学物質 C を貯蔵しているタンクがある。地震等の災害によりタン

クに亀裂が発生し、化学物質 C が大量に貯蔵タンク下のコンクリートに流出した場合を想定し

て、周辺地域への危険度を評価したい。 
 

算定方法： 貯蔵タンクの化学物質 C が全て、コンクリートに流出し、20分で全て蒸発したと仮定

し、タンクに貯蔵していた化学物質 Cの量より排出濃度（mg/m3）を算定する。化学物質

C の排出高さは 0 mとし、大気中拡散を推計し、風下距離と大気中濃度を推計する。気象

条件は最悪のシナリオを想定し、大気安定度 F、風速 1 m/sとしても良い。 
 

結果と評価： 図 7のコンター図に算定結果の例を示す。この算定結果を基に風下距離に対する大気中

濃度を表にしたものを以下に示す。特に、化学物質 Cの人がばく露された際に影響が出

る濃度を勘案し、危険な区域を特定する。 

化学物質 C に人がばく露された際に影響が出る濃度を仮に 0.08とすると、発生源より 3 

km以内は避難を要することとなる。つまり、図 7のコンター図で赤点線枠より内側は

避難を要する区域となる。 

排出量を変更し同様の表を作成することにより、災害が起きた際に近隣住民への影響

がない貯蔵量について参考値が得られる。 

 

〇化学物質 Cが濃度 20 mg/m3 で 20分間放出した場合の推計例 

風下距離（km） 

0.1 0.5 0.8 1.1 1.8 2.5 3 

大気中の濃度 

0.21 0.38 0.51 0.68 0.1 0.8 0.08 
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図 7  突発的な化学物質の大量漏洩における周辺地域への影響評価のシミュレーション結果 

 

留意点）短期予測の場合は、気象の変動、濃度の変動等により推計値の不確かさが大きくなるた

め、実測結果との比較によるデータの検証を行うことを推奨する。

風下距離 3 km 

（濃度：0.08mg/m3） 

 

避難要区域 

 

タンク漏洩箇所 
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5. 本調査のまとめ 

本年度の調査では、昨年度に METI-LISを使用していただいた 6つの事業者に対して、その後の自社

における METI-LISの活用状況や、今後の活用の可能性、その他の意見や要望についてヒアリングし

た。その結果、昨年度の算定結果を活用していた事業者は 1社であり、昨年度のMETI-LISの算定結果

を実測値と比較して評価したとのことであった。その他の事業者は、昨年度の算定結果を特に活用は

していないということであった。活用してない主な理由としては、事業所内の化学物質管理におい

て、すでに排出量を把握しており問題ない範囲であることを確認しているため、METI-LISの推計結果

を利用しなければならない緊急性や必要性が低いためとのことであった。また、算定結果の妥当性が

確認できていないため、社内外で活用することができないという意見であった。 

多くの事業者より、もしMETI-LISを化学物質管理に活用することを国が推奨するのであれば、

METI-LISの推計値を記載することを通達又はガイドライン等に規定した方が良いとの意見が挙がって

いた。そのようなインセンティブがないと忙しい仕事の中で時間を割くことは難しいということであ

った。 

一方、METI-LISを今後、どのように活用できるかという質問に対しては、積極的な意見が多く挙が

った。主な内容としては a. 長期予測の利用とて年間排出量の周辺地域への影響評価、b. 工場の新設や

改修等における環境影響評価、c. 短期予測として、事故やトラブルによる漏洩による拡散予測及び周

辺地域への影響予測などがあった。 

 また、METI-LIS の算定結果をリスクコミュニケーションに活用することについては、数値やコンタ

ー図をリスクコミュニケーションに利用した際に、説明者や住民側知識不足により誤解を受ける可能

性があるなどの懸念が挙げられた。 

今回のヒアリングで、METI-LISの機能の理解不足により、十分にMETI-LIS の機能を使えていない

こと、拡散モデルの基礎的な知識が欠如していることによる間違った使い方や、METI-LISモデルで取

り扱えるデータの制限等の知識の欠如による操作の間違えなどが見受けられた。そのため、ヒアリン

グ調査の結果を反映し、事業者に適切にMETI-LIS を活用いただくため、操作マニュアル（基礎編）に

追加すべき事項を取りまとめた。また、ヒアリングを通して、使用目的として挙がっていたものにつ

いて活用方法の例を示した。 

今回、各モデル事業者は、ヒアリングに熱心に対応してくれた。METI-LISの活用方法についていろ

いろな意見をいただき、大変参考になった。事業所内で METI-LISの活用が促進されない理由として、

使用の優先順位が低いとのことであったが、国の通達やガイドラインに METI-LIS のデータの提示等を

規定することは難しいと考えられるが、例えば、自治体が管轄事業所を監督する際に METI-LISを活用

し、大気モニタリングの実測データとの比較を行い、その結果を利用して、事業所を指導する等、事

業者とのコミュニケーションに利用することで、事業者側でも METI-LISの使用が促進されるものと考

えられる。推計データの精度や推計結果の評価に不安があることがばく露評価への活用のハードルと

なっていることが分かったが、この点については、METI-LISの算定結果の評価方法についても説明を

していく必要があると考えられる。また、ばく露量評価には、排出量を把握するだけでなく、それが

どの程度周辺地域に拡散していくかを把握することが必要であることを理解していただくことで、事

業所での活用が促進されていくものと考えられる。 

操作マニュアル（基礎編）は、METI-LISの基本的な操作方法を理解する上では非常に役に立つマニ

ュアルであることは昨年のモデル事業で立証されており、今後は大気拡散の基礎的知識と METI-LIS の
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活用方法の例なども織り交ぜ、普及活動に役立てていくと良いと考えられる。利用者が推計結果を正

しく解釈できるようになることは、リスクコミュニケーションへの活用の一歩に繋がる。 

 

6．今後の課題 

 本年度の調査で提案したマニュアルへ追加すべき事項を反映し、操作マニュアル（基礎編）を適宜

修正する必要があると考えられる。具体的には以下の点である。 

  

  〇大気拡散モデルの基礎知識： 

  排ガスの大気拡散の特徴、最大着地濃度、プルームモデルの考え方、拡散幅、大気安定度、気 

  象と大気拡散等の追加。 

  〇METI-LISの使い方・機能性の説明の補足： 

  建屋の影響の設定（登録）の必要性の判断基準の記載。発生源と建屋の関係がどのような場合に 

  建屋の設定が必要かの説明。 

  ダウンウォッシュとダウンドラフトが影響する範囲の説明。 

  〇短期予測の使い方の説明 

  〇推計結果の検証の方法 

  〇推計結果に与える、不確かさの要因 

  〇使用方法の例   

 

 また、セミナー等の普及活動の際の内容として、METI-LIS の使い方だけではなく、大気拡散の考え方

の基礎的知識や計算結果の解釈、データの不確かさなども含んだ内容にする。普及活動の対象者として

は、事業者だけでなく、地方自治体に対しても METI-LIS を活用してもらえるよう対応する必要がある。 

 



- 20 - 

 

白 紙 

 

 



- 21 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７． 別添資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 22 - 

 

白 紙 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 23 - 

 

 

令和 3 年 11 月 1 日 

 

〇〇〇〇〇〇〇〇 

〇〇 〇〇 様 

一般社団法人産業環境管理協会 

環境管理部門 国際協力・技術センター 

所長   大野  香代 

（公印省略） 

 

経済産業省委託事業 令和 3 年度 化学物質安全対策（化管法の見直しに関する調査） 

経済産業省－低煙源工場拡散モデル(METI-LIS)に関するヒアリング調査について（依頼） 

 

 

拝啓 時下ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。昨年度は、標記の調査にご協力をいただき厚く御礼申し上げ

ます。 

弊協会では、経済産業省委託事業として、「令和 3 年度化学物質安全対策（化管法の見直しに関する調査）

に係るツールを活用した化学物質のリスク評価に関する調査業務」を受託し、国が開発した低煙源工場拡散モデル

（以下「METI-LIS」とする。）について、昨年度にご提出いただいた調査票（結果）を基に、ヒアリング等をさせてい

ただき、昨年度の調査後の METI-LIS の活用や具体的な化学物質の自主管理への活用方法等についてヒアリング調

査（追跡調査）をすることとなりました。今回、このヒアリング調査の結果を踏まえ、弊協会において、事業者が化学物

質の自主管理に取り組みやすくするための METI-LIS の活用事例集や活用マニュアルを作成する予定です。 

そのため、本調査は、令和 2 年度の調査時の METI-LIS 利用者様にヒアリング等を行い、現在の皆様の METI-

LIS の活用実態、活用の可能性や活用方法等について、ご意見を伺うものであります。 

 ご多忙中のところ、大変恐縮ではございますが、調査票へのご記入並びに弊協会のヒアリングにご対応いただけますよ

う、何卒、ご協力のほどお願い申し上げます。 

敬具 

 

 

 

【本件担当者】 

一般社団法人産業環境管理協会 

環境管理部門 国際協力・技術センター  

大野 ohno@jemai.or.jp 

寺田 terada@jemai.or.jp 

        〒101-0044 東京都千代田区鍛冶町二丁目 2 番 1 号  

三井住友銀行神田駅前ビル 7 階 

TEL：03-5209-7707      

FAX：03-5209-7716 

 

別添資料１ 

mailto:ohno@jemai.or.jp
mailto:terada@jemai.or.jp
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 令和 3 年度 METI-LIS ヒアリング調査の調査票  

 

～ 調査票の構成 ～ 

〇調査票の構成は、以下の表 1 のとおりとなります。 

〇次頁より記載用紙となっておりますので、ご記入をお願いいたします。 

〇ご記入をいただきました METI-LIS のデータ等について、非公開等の要望がありましたら、本件担当までご連絡下

さい。 

 

ご記入をいただきました調査票の内容（個人情報を含む）につきましては、一般社団法人産業環境管理協会の個人

情報保護方針（http://www.jemai.or.jp/global/privacy/）に従い管理のうえ、本目的のみに使用し、目的以外に使用

はいたしません。 

 

 

 

表 1 調査票の構成 一覧 

箇条 項目 

1. 会社情報 

2. 令和 2 年度事業以降の METI-LIS の活用状況について 

3. METI-LIS に関する課題や要望等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://www.jemai.or.jp/global/privacy/
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 調査票 記載用紙  

1. 会社情報 

記入日 令和3年    月    日 

【基本情報】 

会社名  

担当部署  

役職  

担当者（記入者）  

住所  

連絡先  

E-mail（アドレス）  

【PRTRデータ届出情報】 

従業員数        名 

業種（コード）           （コード） 

第一種指定化学物質 

1  化学物質の名称：                      排出量：          （kg） 

2  化学物質の名称：                      排出量：          （kg） 

3  化学物質の名称：                      排出量：          （kg） 

 

★以下、ヒアリング調査にてお聞きする項目です。 

 

 

2. 令和 2 年度事業以降の METI-LIS の活用状況について  
 

設問 1 令和 2 年度の調査にて、METI-LIS を活用し、推計した結果を社内でどのように活用をしたかご記   

     入下さい。（自由記載） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【記載欄】 
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設問 2： 令和 2 年度の調査以降の METI-LIS の活用状況について、〇を付けて下さい。 

 活用した ・・・ 設問3 及び 3. へ 

 活用していない ・・・ 設問4 及び 3. へ 

 

 

設問 3： 設問 2 で「活用した」とお答えした方は、活用した内容をご記入下さい。 

●概要（目的） 

 

 

 

 

●実施方法 ※可能であれば、別紙の「パラメーターの設定値」と「コンター図」のご提出をお願いいたします。 

 

 

 

 

●実施結果 

 

 

 

 

●成功内容や効果（活用したことによるメリット等） 

 

 

 

 

●工夫した内容 

 

 

 

 

●課題 

 

 

 

 

●その他 

 

 

 

 

 

    ※以下は、参考して METI-LIS の活用例を示しております。 

活用例 

（参考） 

化学物質の適正な使用のため基礎情報に使用 

化学物質の大気拡散の状況の把握に使用 

化学物質の拡散による周辺地域への影響評価に使用 

METI-LISの結果（推定値）と実測値との比較に使用 

化学物質のリスク評価を行う際のばく露量データに使用 

化学物質のリスクコミュニケーションに使用 

事故や災害時における漏洩の短期ばく露評価に使用 
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設問 4： 設問 2 で「活用していない」とお答えした方は、以後、どのように活用できるか意見をご記入下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. METI-LIS に関する課題や要望等  

METI-LIS に関する課題、ご意見やご要望等をご自由にお書き下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上 

 

調査へのご協力、誠に有難うございました。 

 

【記載欄】 
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 別紙  

 

 

 

●設問 3 の「活用内容」をご記入いただいた方は、可能であれば、METI-LIS の計算パラメーター（設定条

件）及び「結果（コンター図）」をご記入下さい。 

 

項目 記載例 記入欄 

有害大気汚染物質 

物質名 ベンゼン  

性状 ガス状物質 or 粒状物質  

排出量（t/年） ※大気中の排出量 3（t/年）  

事業所建屋の 

概要 

発生源周辺の

建屋状況 

工場敷地内には様々な施設があり、事 

業所（工場）の近くの大きい建屋は A 

棟と B 棟（高さはともに 20 m）である。 

 

対象物質の排

出場所の状況 

工場内のバルブ，配管等や貯蔵施設から 

の直接の漏出は少なく，ベンゼンの排出の 

大部分は，施設換気用ダクトからの放出で

ある。 

 

排出口の概要 

種類：煙突 or 排気ダクト etc 

地上からの高さ：● m 

排ガスの排出速度：● m/s 

排ガス量：● m3N/h 

排ガス温度：● ℃ 

種類： 

高さ：      （ｍ） 

排ガスの排出速度：     （m/s） 

排ガス量：          （m3N/h） 

排ガス温度：          （℃） 

事業所(工場)の 

稼働パターン 

週単位 
週 5 日間稼働(土曜日及び日曜日の 

み稼働休止) 
 

時間単位 
1 日 10 時間稼働：8 時～18 時稼働， 

夜間は稼働休止 
 

稼働率 稼働率：100%  

対象期間 (長期気象による予測 

又は短期気象による予測) 

1 年間（長期予測）or  1 日(短期予測) 

長期予測の実施を推奨します。  
 

気象条件 （気象データをご提供下さい。） 

入手先(参考) 

●気象庁のアメダスデータ 

●国立研究開発法人国立環境研究所の大気

環境時間値データ    など 

●工場周辺の 1 年又は 1 日の気象データを

使用 

●気象庁のホームページに掲載のアメダスデ

ータを使用 

 

工場周辺の地図 

（地図データをご提供下さい。） 

入手先(参考) 

●インターネット 各検索会社の地図情報 

(JPEG・BMP・PNG・GIF の拡張子が使用可能) 

●国土地理院 地理院地図(電子国土 Web) 

【入手先】 

インターネットサイト（Yahoo サイト） 
 

【グリッド】 

グリッド 50×50 として設定 
 

設定場所（座標） 

建屋の場所 

(座標) 

X 座標：●●●●.●●［m］ 

Y 座標：●●●●.●●［m］ 

X 座標： 

Y 座標： 

敷地境界 

(座標) 

X 座標：●●●●.●●［m］ 

Y 座標：●●●●.●●［m］ 

X 座標： 

Y 座標： 
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項目 記載例 記入欄 

排出源【排出

口】の場所 

(座標) 

X 座標：●●●●.●●［m］ 

Y 座標：●●●●.●●［m］ 

X 座標： 

Y 座標： 

任意点の場所 

※設定した場合 

X 座標：●●●●.●●［m］ 

Y 座標：●●●●.●●［m］ 

X 座標： 

Y 座標： 

計算点の設定 計算点の高さ を 1.5 m とする。  

有害大気汚染物質の 1 時間の 

平均排出量（kg/h） 

3000(kg/年)/{365×(5 日/7 日)×10 時間}  

= 1.15 kg/h 

［計算式］ 

 

 

 

［平均排出量］ 

 

 

 

 

計算式（参考）  

             年間排出量（kg/年） 

1 時間の平均排出量 =  

 （kg/h）             365 日×（稼働日）×稼働時間 

                  （事業所［工場］の稼働パターン） 
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●METI-LIS の計算結果(コンター図)を以下に貼り付けて下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

貼付箇所 
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株式会社野村総合研究所の外注により実施したものの成果である。 

本件についてのお問合わせ先 

 

（内容等） 

〒101-0044 

東京都千代田区鍛冶町二丁目 2番１号 

TEL：03-5209-7707 

一般社団法人産業環境管理協会 

環境管理部門 国際協力・技術センター 

※無断転載することを禁止しま

す。 


